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今日の自然保護の諸問題

今
日
い
う
自
然
保
護
の
概
念
や
考
え
方
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
（
言
農
冒
。
言
房
。
ロ
、
か
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
保
護

庁
長
官
で
あ
り
、
国
際
生
物
学
事
業
計
画
Ｉ
Ｂ
Ｐ
が
行
わ
れ
た
こ
ろ
の
自
然
保
護
部
門
の
責
任
者
）
の
書
い
た
《
《
弓
馬
両
目
ぐ
胃
。
ｐ
日
の
目
邑

詞
⑦
ぐ
。
昏
昏
ロ
》
》
（
ら
ご
）
の
よ
う
な
本
に
く
わ
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
古
い
方
の
流
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
と

し
、
今
日
の
考
え
方
に
直
接
つ
な
が
る
と
こ
ろ
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

生
物
学
は
一
九
世
紀
前
半
の
細
胞
説
い
ら
い
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
対
象
に
と
り
く
み
、
野
外
か
ら
実
験
室
に
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
生
物
学
を
生
み
だ
し
た
長
い
伝
統
の
あ
る
自
然
誌
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
と
野
外
生
物
学
は
衰
微
の
方
向
に
向
っ
た
．
そ

の
中
で
自
然
誌
学
の
新
し
い
成
果
と
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
を
て
こ
と
し
て
生
態
学
と
い
う
新
し
い
分
野
が
生

ま
れ
、
野
外
の
生
物
的
自
然
を
広
く
見
直
そ
う
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
歴
史
的
（
時
間
的
）
視
点
に
対
し
て
、
地
理

的
（
空
間
的
）
視
点
か
ら
世
界
の
生
物
的
自
然
に
対
し
た
Ａ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
一
八
○
七
、
文
化
四
）
の
使
っ
た
天
然
記
念
物

（
日
○
口
ロ
日
①
日
号
言
旨
禺
貝
①
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
具
体
的
に
自
然
保
護
を
め
ざ
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
日
の
自
然
保
護
の
諸
問
題

一
、
自
然
保
護
活
動
の
流
れ

ｌ
い
ま
改
め
て
考
え
る
Ｉ

沼
田

眞

7



と
い
っ
た
本
を
専
門
書
隠

営
委
員
長
に
な
っ
て
い
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
同
じ
こ
ろ
に
文
学
の
世
界
で
活
動
し
、
「
森
の
生
活
」
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
る
ソ
ロ
ー
（
一
八
六
○
、
万
延
一
）
は
、

今
日
使
わ
れ
る
自
然
保
護
に
当
る
８
口
“
閂
ぐ
農
。
ロ
呉
ロ
昌
員
の
を
は
じ
め
て
使
っ
た
。
彼
は
都
会
か
ら
逃
避
し
た
生
活
の
中
で
森
林
の

遷
移
を
観
察
し
、
早
い
時
期
に
循
環
遷
移
の
考
え
方
を
提
唱
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
直
接
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
ド
イ
ツ
の
コ
ン
ベ
ン
ッ
（
一
九
○
○
、
明
治
三
十
三
）
で
、
天
然
記
念
物
の
ほ
か
に
自
然

保
護
に
あ
た
る
ｚ
四
目
局
の
。
言
言
や
西
の
自
画
厨
。
冒
冒
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
ベ
ン
ッ
が
論
陣
を
は
っ
て
い
た
の
は
一

九
○
○
年
か
ら
一
九
一
○
年
く
ら
い
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
、
ド
イ
ツ
で
生
態
学
を
学
ん
で
き
た
三
好
学
が
さ
か
ん
に
天
然
記
念
物
の
考
え

方
を
提
唱
し
て
い
た
し
、
一
方
国
会
の
方
で
は
、
一
九
二
年
に
、
「
史
跡
及
び
天
然
記
念
物
保
存
に
関
す
る
決
議
案
」
が
貴
族
院
で
提

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
う
け
て
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
「
天
然
記
念
物
保
存
法
」
が
で
き
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
か
ら
コ

ン
ベ
ン
ッ
に
至
る
ま
で
、
自
然
保
護
の
中
心
思
想
は
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
引
き
つ
づ
い
て
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
山
林
局
長
通

牒
の
形
で
出
た
「
保
護
林
設
定
に
関
す
る
件
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
国
有
林
内
に
限
っ
て
行
う
天
然
記
念
物
保
存
事
業
」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
今
日
ま
で
学
術
参
考
保
護
林
の
形
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
今
は
天
然
記
念
物
は
文
化
庁
、
保
護
林
は
林
野
庁
と
所
管
が

分
れ
て
い
る
が
、
考
え
方
と
し
て
は
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
の
「
文
化
財
保
護
法
」
に
天
然

記
念
物
保
護
も
含
ま
れ
た
が
、
用
語
的
に
は
く
つ
の
も
の
で
あ
る
自
然
を
文
化
に
含
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
で
若
干
の
混
乱
を
招
い
た
。

一
九
世
紀
の
後
半
に
は
、
天
然
記
念
物
と
は
ち
が
っ
た
自
然
景
観
の
美
し
い
広
大
な
地
域
を
国
立
公
園
に
指
定
し
、
公
園
的
な
利
用
を

は
か
る
と
と
も
に
自
然
保
護
に
も
役
立
た
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
生
ま
れ
た
。
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
の
国
立
公
園
（
一
八
七
二
年
指
定
）

は
そ
の
は
し
り
で
あ
っ
た
。
一
八
九
○
年
に
三
十
歳
の
時
「
デ
ン
マ
ー
ク
旅
行
用
植
物
誌
」
を
書
い
た
生
態
学
者
の
ラ
ウ
ン
ケ
ア
は
、

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
自
然
保
護
」
と
い
う
雑
誌
に
論
陣
を
は
り
、
保
護
地
域
の
指
定
を
よ
び
か
け
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
生
態
学
会
は
一
九
一

二
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
推
進
者
で
あ
っ
た
タ
ン
ス
レ
ー
は
、
「
植
物
生
態
学
と
学
校
教
育
」
、
「
わ
が
野
生
的
自
然
の
遺
産
」

と
い
っ
た
本
を
専
門
書
の
他
に
書
き
、
自
然
保
護
思
想
を
よ
び
か
け
た
。
戦
後
一
九
四
九
年
に
自
然
保
護
庁
が
発
足
し
た
時
、
初
代
の
運

8



今日の自然保護の諸問題

わ
が
国
で
は
、
自
然
公
園
に
関
し
て
は
ず
っ
と
お
く
れ
て
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
「
国
立
公
園
法
」
が
厚
生
省
時
代
に
で
き
、

の
ち
に
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
「
自
然
公
園
法
」
と
な
り
、
環
境
庁
設
置
後
（
昭
和
四
十
八
年
、
一
九
七
三
）
に
は
「
自
然
環

境
保
全
法
」
と
い
う
公
園
的
利
用
と
は
切
り
離
し
た
く
つ
の
法
律
が
で
き
た
。

一
方
、
民
間
の
動
き
と
し
て
は
、
戦
後
、
尾
瀬
ガ
原
の
電
力
開
発
問
題
を
契
機
と
し
て
昭
和
二
十
四
年
に
尾
瀬
保
存
期
成
同
盟
が
で

き
、
こ
れ
が
発
展
し
て
日
本
自
然
保
護
協
会
が
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
発
足
し
た
。
そ
の
後
各
地
に
お
こ
っ
た
自
然
破
壊
に
対

し
て
警
告
や
要
望
を
行
な
っ
た
が
、
中
で
も
異
色
で
あ
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
協
会
か
ら
文
部
省
に
対
し
自
然
保

護
教
育
の
要
望
を
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
、
明
確
な
目
的
と
方
法
を
そ
な
え
た
自
然
保
護
に
関

す
る
内
容
が
、
た
ん
に
理
科
教
育
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
、
国
語
科
、
道
徳
教
育
な
ど
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
非
常
に
卓
見
で
あ
っ
た
と
思
う
。
文
部
省
は
一
向
に
と
り
合
わ
な
か
っ
た
が
。

こ
の
間
に
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
日
本
生
態
学
会
が
で
き
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
「
原
生
林
保
護
に
つ
い

て
の
声
明
書
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
学
会
で
は
全
国
の
各
地
域
を
代
表
す
る
原
生
林
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
＋
か
所
選

定
し
、
「
原
生
林
保
護
地
域
案
」
と
し
て
日
本
学
術
会
議
に
も
ち
こ
み
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
自
然
保
護
研
究
連
絡
委
員
会
が
で
き
た

（
一
九
六
二
）
。
そ
こ
で
の
論
議
の
結
果
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
「
自
然
保
護
に
つ
い
て
」
と
い
う
勧
告
文
を
同
会
議
会
長
か
ら

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
、
＋
か
所
の
自
然
林
保
護
地
域
案
が
資
料
と
し
て
附
さ
れ
た
。
さ
ら
に
六
年
後
に
は
「
自
然
保
護
法
の
制
定
に

つ
い
て
」
と
い
う
同
様
の
勧
告
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
が
後
に
結
実
し
て
「
自
然
環
境
保
全
法
」
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
が
か
つ
て
選
定
し

た
場
所
の
い
く
つ
か
が
、
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
な
ど
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
大
山
で
行
わ
れ
た
国
立
公
園
大
会
で
発
議
さ
れ

た
「
自
然
保
護
憲
章
」
が
長
期
の
討
論
の
末
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
の
環
境
デ
ー
に
当
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
が
で
き
て
か
ら
、
自
然
保
護
に
関
す
る
国
際
的
連
繋
の
機
運
が
高
ま
り
、
一
九
五
七
年
に
な
っ
て
、
今

日
の
か
た
ち
の
国
際
自
然
保
護
連
合
（
自
然
お
よ
び
自
然
資
源
の
保
全
の
た
め
の
国
際
連
合
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
が
発
足
し
た
。
そ
の
前
身
の

Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ｎ
（
自
然
の
保
護
の
た
め
の
国
際
連
合
）
が
成
立
し
た
の
は
戦
後
間
も
な
い
一
九
四
七
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
の
狭
義
の
保
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昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
人
間
環
境
会
議
を
契
機
と
し
て
ナ
イ
ロ
ビ
に
で
き
た
国
連
の
環
境
計
画
事
務
局
）
、

Ｗ
Ｗ
Ｆ
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
が
協
力
し
て
、
世
界
保
全
戦
略
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
を
ま
と
め
各
国
政
府
に
送
っ
た
。
そ
の
中
心
思
想
は
、
生
態
的
持
続
的

開
発
で
あ
る
が
、
今
年
（
一
九
八
七
年
）
の
二
月
に
最
終
会
の
世
界
環
境
特
別
委
員
会
が
日
本
で
開
か
れ
て
、
東
京
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
国
連
人
間
環
境
会
議
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
時
に
Ｉ
Ｂ
Ｐ
を
引
き
つ
ぐ
形

で
、
し
か
も
人
間
（
Ｍ
）
に
ゥ
エ
イ
ト
を
お
い
た
Ｍ
Ａ
Ｂ
（
人
間
と
生
物
圏
）
計
画
が
提
唱
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
が
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
地
球
上
の
各
種
生
態
系
が
い
か
に
影
響
を
う
け
る
か

を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
適
切
に
対
処
し
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
文
部
省
で
も
こ
れ
に
対
応
し
、
「
人
間
生
存
に
か
か
わ
る

自
然
環
境
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
と
い
う
特
定
研
究
を
設
け
て
、
研
究
の
推
進
を
は
か
り
、
後
に
こ
れ
は
環
境
科
学
特
別
研
究
と
い
う

形
に
拡
大
さ
れ
た
。

保
護
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

護
（
Ｐ
Ｎ
）
と
広
義
の
保
護
Ⅱ
保
全
（
Ｃ
Ｎ
）
を
区
別
し
た
と
こ
ろ
に
新
し
い
連
合
の
行
き
方
の
特
色
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
自
然
保
護

Ⅱ
保
全
と
は
、
自
然
お
よ
び
自
然
資
源
を
賢
明
に
か
つ
合
理
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
。
自
然
や
自
然
資
源
を
使
わ
し
て
も

ら
う
こ
と
な
し
に
は
わ
れ
わ
れ
人
間
の
生
活
も
な
り
た
た
な
い
の
で
、
い
か
に
上
手
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
保
全
の
意
味
で
の
自
然

ら
び
に
実
務
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
地
球
上
の
人
口
は
ど
ん
ど
ん
ふ
え
る
し
、
そ
の
生
活
を
支
え
る
生
物
生
産
は
果
し
て
足
り
る
の
か
ど
う
か
を
憂
え
た
人
た
ち
が
、

国
際
生
物
学
事
業
計
画
（
Ｉ
Ｂ
Ｐ
）
を
発
足
さ
せ
、
約
八
年
間
に
わ
た
る
国
際
的
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
中
に
自
然
保
護
部
門
（
Ｃ
Ｔ
）

が
あ
っ
て
、
世
界
的
に
重
要
な
種
や
生
物
群
集
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
載
し
、
保
護
地
域
の
戸
籍
作
り
を
行
っ
た
。
わ
が
国
の
成
果
に

つ
い
て
は
「
自
然
保
護
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
東
大
出
版
会
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
他
、
英
文
の
報
告
書
二
篇
（
同
じ
く
東
大
出
版
会
）
と

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
た
世
界
野
生
生
物
基
金
日
本
委
員
会
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
）
と
日
本
自
然
保
護
協
会
で
、
植
物
の
種
と
群
落
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
準
備
し
て
い
る
。
国
際
的
に
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
が
中
心
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
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今日の自然保護の諸問題

が
、
そ
の
考
え
方
は
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
殆
ん
ど
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
自
然
保
護
の
考
え
方
や
活
動
の
ご
く
大
ま
か
な
流
れ
で
あ
る
が
、
狭
義
の
保
護
か
ら
保
全
へ
、
さ
ら
に
持
続
的
開
発
へ
と
い
う

方
向
を
た
ど
っ
て
き
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

規
模
か
ら
い
っ
た
場
合
、
地
球
的
規
模
（
グ
ロ
ー
尋
ハ
ル
）
の
問
題
と
局
地
的
な
問
題
と
に
わ
け
る
こ
と
が
あ
る
．
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

事
故
で
み
ら
れ
た
放
射
能
汚
染
の
よ
う
な
例
が
グ
ロ
ー
隷
ハ
ル
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
誰
で
も
よ
く
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
サ
ン
ゴ
礁
と
か
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
問
題
は
地
域
的
に
局
限
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
同
じ
よ
う
な
問
題
が
く
つ
の
サ
ン
ゴ
礁
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
で
も

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
か
な
り
グ
ロ
ー
録
ハ
ル
だ
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
都
市
化
、
工
業
化
に
伴
う
開
発
に
よ
る
自
然

破
壊
と
い
っ
た
こ
と
も
、
局
地
的
で
あ
る
と
同
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
熱
帯
林
の
伐
採
は
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
熱
帯
林
の
減
少
に
よ
る
酸
素
量
の
減
少
の
よ
う
な
こ
と
は
さ
し
当
り
問
題
に
な
ら
な
い
も
の
の
、
わ
が
国
が
そ
れ
ら

の
木
材
を
大
量
に
買
い
付
け
る
と
い
っ
た
面
か
ら
み
れ
ば
、
や
は
り
グ
ロ
ー
録
ハ
ル
な
側
面
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
う
し
て
環
境
問
題
は
多
か
れ
少
な
か
れ
グ
ロ
ー
尋
ハ
ル
な
性
格
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
は
わ
が
国
の
自
然
保
護
問
題
に
焦
点
を

当
て
て
み
よ
う
。

目
下
の
そ
の
最
大
の
問
題
は
森
林
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
森
林
面
積
は
二
五
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
国
士
の
約
七
○
％

に
相
当
す
る
の
で
、
外
国
の
人
と
話
し
て
い
て
そ
の
話
を
す
る
と
た
い
て
い
驚
く
。
中
国
の
そ
れ
は
一
二
％
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
五
％
と
い

っ
た
数
字
と
比
較
す
る
と
た
し
か
に
森
林
国
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
四
○
％
、
一
○
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
人
工
林
な
の
で
あ
る
。
県
に
よ

っ
て
は
五
○
％
、
六
○
％
が
人
工
林
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
戦
争
中
に
も
森
林
の
濫
伐
は
あ
っ
た
が
、
戦
後
独
立
採
算
制
の
林
野
庁
が

発
足
し
、
い
わ
ゆ
る
拡
大
造
林
政
策
を
実
行
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
（
自
然
林
）
の
荒
廃
は
一
挙
に
す
す
ん
だ
。
拡
大
造
林
と
い
う

の
は
自
然
林
の
拡
大
伐
採
を
意
味
し
、
そ
の
大
き
な
標
的
に
さ
れ
た
の
は
ブ
ナ
林
で
あ
っ
た
。
ブ
ナ
林
退
治
を
す
る
と
営
林
署
長
が
栄
転

二
、
自
然
保
護
の
具
体
的
な
問
題
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昭
和
六
十
年
六
月
に
は
秋
田
市
で
ブ
ナ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
が
、
七
○
○
名
も
の
人
が
全
国
か
ら
集
っ
て
、
皆
の
関
心
が
い
か

に
高
い
か
を
知
り
、
か
つ
心
強
く
思
っ
た
。
こ
の
時
は
白
神
山
地
の
、
最
後
に
残
さ
れ
た
広
大
な
ブ
ナ
林
に
手
を
つ
け
る
こ
と
の
是
非
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
論
議
が
ま
き
起
っ
て
い
た
。
北
海
道
で
は
知
ら
れ
て
い
た
ク
マ
ゲ
ラ
が
本
州
側
に
は
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
の
に
、

こ
の
地
域
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
こ
の
ブ
ナ
林
の
保
護
の
必
要
性
の
一
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
広
大
な
ブ

ナ
林
生
態
系
を
分
断
し
な
い
で
、
手
を
つ
け
な
い
で
残
す
こ
と
に
最
大
の
意
義
が
あ
る
。
林
野
庁
で
は
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
五
年

間
は
伐
採
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
が
、
県
の
開
発
す
る
道
路
の
造
成
は
予
定
通
り
行
う
と
い
う
の
は
、
何
と
も
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
あ

る
。
国
の
方
で
は
伐
採
を
と
り
や
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
県
に
も
そ
の
線
で
協
力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
県
の
林
道
工

事
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
ひ
っ
か
か
る
水
源
掴
養
保
安
林
解
除
の
申
請
が
青
森
営
林
局
長
か
ら
青
森
県
知
事
ら
の
同
意
書
を
そ
え
て
農
水

省
に
上
申
さ
れ
、
近
く
工
事
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
る
と
い
う
の
も
何
と
も
割
り
き
れ
な
い
話
で
あ
る
。

じ
つ
は
道
路
建
設
が
自
然
破
壊
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
例
は
多
く
、
富
士
山
の
ス
尋
ハ
ル
ラ
イ
ン
の
建
設
に
当
っ
て
捨
土
が
林
内
に
ほ
う

り
こ
ま
れ
た
り
、
風
道
が
で
き
た
り
で
林
縁
の
木
が
沢
山
枯
れ
、
大
分
片
づ
け
た
今
で
も
そ
の
残
骸
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
路
に
関

し
て
は
、
大
台
が
原
、
石
鎚
山
、
蔵
王
山
、
秩
父
連
峰
な
ど
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
ピ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
美
が
原
へ
の
延
長
問
題
な
ど
数
多

く
あ
り
、
白
神
山
も
結
局
青
秋
林
道
問
題
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
南
ア
ル
プ
ス
の
ス
ー
パ
ー
林
道
も
、
本
来
こ
の
道
路
の
必
要
性
の
是

が
あ
る
。
私
が
生
態
学
の
野
外
実
習
重

林
も
そ
の
後
み
な
伐
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

す
る
と
い
わ
れ
た
も
の
だ
。
そ
の
あ
と
に
は
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が
う
え
ら
れ
、
四
十
年
の
短
伐
期
で
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
前
に
祖
母
山
、
傾
山
の
地
域
を
国
定
公
園
に
指
定
す
る
た
め
の
調
査
に
出
向
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
祖
母
山
で
は
一
番
下
の
照
葉

樹
林
帯
は
も
ち
ろ
ん
こ
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
上
の
ツ
ガ
林
帯
と
ブ
ナ
林
帯
は
き
れ
い
に
成
層
し
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
垂

直
分
布
帯
を
ぜ
ひ
残
し
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
営
林
局
の
説
明
で
は
四
○
年
伐
期
で
回
転
さ
せ
る
の
に
は
、
登
山
道
の
両
側
を
ふ
く
め

て
一
○
○
腓
幅
し
か
残
せ
な
い
、
「
で
も
、
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
透
け
て
見
え
な
い
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
い
う
の
で
唖
然
と
し
た
こ
と

が
あ
る
。
私
が
生
態
学
の
野
外
実
習
で
学
生
と
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
長
野
県
の
木
島
平
と
か
秋
田
県
の
森
吉
山
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
ブ
ナ

12



今日の自然保護の諸問題

非
論
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
強
行
さ
れ
、
管
理
責
任
者
と
な
っ
た
地
元
が
毎
年
の
崩
壊
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り

拡
大
造
林
で
多
く
の
失
敗
を
し
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
似
た
考
え
方
に
た
っ
て
大
規
模
草
地
造
成
が
す
す
め
ら
れ
、
こ
れ
を
大
畜
産
基

地
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
列
島
改
造
論
い
ら
い
行
わ
れ
た
。
地
表
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
は
が
し
、
飛
行
機
か
ら
種
子
や
肥
料
を
ま
く
や

り
方
で
あ
る
が
、
地
形
が
必
ず
し
も
平
坦
で
は
な
い
の
で
、
土
壌
侵
食
の
ひ
ど
い
と
こ
ろ
が
お
き
た
。
も
と
も
と
雑
木
林
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
な
の
で
そ
れ
を
残
し
て
お
け
ば
よ
い
の
に
、
全
部
は
が
し
て
侵
食
が
お
き
て
か
ら
ま
た
木
を
等
高
線
状
に
う
え
る
と
い
っ
た
無
駄
な
こ

と
を
し
て
い
る
。

で
あ
る
。

加
藤
清
正
の
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
阿
蘇
山
の
放
牧
地
で
も
人
工
草
地
化
が
す
す
み
、
自
然
の
草
原
景
観
を
特
色
と
す
る
国
立

公
園
地
域
で
残
念
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
ま
だ
大
規
模
の
人
工
草
地
が
で
き
て
い
な
い
の
は
せ
め
て
も
の
救
い
だ
と
思

う
。
こ
れ
は
入
会
地
で
多
く
の
地
権
者
が
か
か
わ
っ
て
い
る
た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
入
会
権
が
草
原
景
観
を
守
っ
て

い
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

知
床
の
自
然
林
伐
採
問
題
は
最
近
の
自
然
保
護
の
一
つ
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
日
本
自
然
保
護
協
会
で
も
「
国
有
林
に
お
け
る
森
林
管
理

の
あ
り
方
を
考
え
る
Ｉ
い
ま
知
床
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
を
三
月
八
日
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
後
伐
採
は
強
行
さ
れ
、
五
月
十
六
日
に
は
伐
採
木
が
高
値
で
せ
り
う
り
さ
れ
る
状
況
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
。
林
野
庁
で
は

こ
の
伐
採
は
法
的
に
は
何
ら
問
題
が
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
国
立
公
園
の
地
域
区
分
（
第
二
種
と
第
三
種
）
に
つ
い
て
環
境
庁

と
合
意
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
役
所
ど
う
し
の
話
し
合
い
で
あ
っ
て
、
一
般
住
民
は
関
知
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

人
間
の
や
る
こ
と
だ
か
ら
間
違
い
も
あ
ろ
う
し
、
適
切
で
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
自
然
保
護
団
体
や
住
民
そ
の
他
か
ら
あ
れ
だ
け
の
反
対

が
あ
る
の
を
法
的
に
問
題
が
な
い
と
い
っ
て
強
行
す
る
の
は
典
型
的
な
官
僚
主
義
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
い
。
問
題
が
お
こ
っ
た
ら
も
う
一

度
見
直
す
と
い
っ
た
謙
虚
さ
と
柔
軟
性
が
ほ
し
い
。

知
床
の
原
生
林
と
い
っ
て
も
、
前
に
伐
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
決
し
て
原
生
林
で
は
な
い
と
い
う
の
も
、
伐
採
の
理
由
に
は
な
ら
な

13



北
海
道
の
大
半
は
故
館
脇
教
授
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
亜
寒
帯
の
針
葉
樹
林
帯
と
冷
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
林
帯
の
移
行
帯
に
当
る
と
こ
ろ

で
、
針
広
混
交
林
が
そ
の
特
色
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
知
床
は
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
北
海
道
の
特
色
を
の
こ
す
自
然
遺
産
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
今
回
の
伐
採
は
僅
か
に
五
百
三
十
本
に
す
ぎ
な
い
と
し
、
値
段
の
よ
い
広
葉
樹
の
壮
齢
木
を
統
一
地
方
選
挙
の
さ

中
に
伐
採
を
強
行
し
た
。
チ
ブ
コ
運
動
も
何
の
そ
の
で
、
メ
ン
ツ
の
た
め
に
は
伐
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
と
り
返
し
の
つ
か

な
い
愚
行
は
今
後
永
久
に
指
弾
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

林
野
庁
が
派
遣
し
た
調
査
団
に
よ
れ
ば
問
題
の
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
伐
採
予
定
地
に
い
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
だ
か
ら
伐
っ
て
も
よ
い
と

い
う
論
法
は
エ
コ
ロ
ジ
ヵ
ル
に
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
動
物
、
植
物
、
微
生
物
を
含
め
た
生
態
系
と
し
て
手
を
つ
け
な
い
で
の
こ
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
林
野

庁
で
も
、
最
近
遺
伝
子
保
存
林
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
考
え
方
は
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
で
も
、
つ
と
に
い
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
そ
の
木
は
大
事
だ
が
こ
れ
は
伐
っ
て
も
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
多
様
性
を
も
っ
た
生
態
系
全
体
を
手
つ

か
ず
に
自
然
の
状
態
で
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
・
新
聞
の
社
説
で
さ
え
、
「
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
五
、
六
本
程
度
な
ら
切
っ
た
方
が

森
は
か
え
っ
て
活
気
づ
く
と
い
う
説
明
も
一
般
論
と
し
て
は
う
な
ず
け
よ
う
」
（
朝
日
新
聞
六
十
二
、
四
、
二
十
五
）
と
い
う
が
、
こ

こ
に
は
施
業
の
対
象
と
し
て
考
え
る
森
林
と
厳
正
な
保
護
区
と
し
て
残
す
森
林
と
の
混
同
が
み
ら
れ
る
。

問
題
の
場
所
は
、
二
種
、
三
種
だ
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
で
い
う
生
物
圏
保
護
区
の
核
心
部
（
コ
ア
エ
リ
ア
）
と
し

て
改
め
て
指
定
し
、
施
業
地
域
と
は
画
然
と
区
別
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
老
齢
木
の
伐
採
に
よ
る
森
林
の
若
返
り
論
も
戦
前
か
ら
い
わ
れ

で
、
自
然
度
は
７
だ
、

誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

い
。
地
球
上
至
る
と
こ
ろ
に
人
間
の
住
む
今
日
、
文
字
通
り
の
原
生
林
は
極
め
て
少
な
い
が
、
原
生
林
に
近
い
自
然
林
は
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
に
狭
い
国
土
で
か
つ
て
手
が
入
っ
て
い
る
か
ら
伐
っ
て
よ
い
と
い
う
な
ら
、
ど
こ
に
も
こ
の
論
法
が
適
用

さ
れ
よ
う
。
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
シ
ラ
ビ
ソ
の
林
も
原
生
林
な
ら
自
然
度
９
だ
が
、
一
度
伐
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
自
然
度
は
７
だ
と
し
て
道
路
を
通
す
根
拠
に
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
自
然
度
を
自
然
の
価
値
判
断
に
使
う
と
い
う
二
重
の
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今日の自然保護の諸問題

生
物
圏
保
護
区
で
は
日
本
の
法
律
の
保
護
が
な
い
の
で
、
も
う
一
歩
す
す
め
て
、
世
界
自
然
文
化
遺
産
条
約
（
や
は
り
ユ
ネ
ス
コ
が
推

進
し
て
い
て
、
す
で
に
九
十
か
国
く
ら
い
が
加
盟
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
批
准
し
て
い
な
い
）
に
よ
っ
て
指
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
こ
の
種
の
も
の
で
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
よ
る
釧
路
湿
原
な
ど
の
指
定
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

と
お
り
で
あ
る
。

藩
政
時
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
ご
と
に
き
め
細
か
な
自
然
保
護
が
工
夫
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
た
の
に
、
明
治
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
自
然

保
護
の
無
法
時
代
を
迎
え
、
日
本
の
自
然
は
急
激
に
荒
廃
し
た
。
そ
れ
が
明
治
末
年
か
ら
徐
々
に
法
的
に
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
は
自
然
保
護
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
．
戦
争
が
最
大
の
自
然
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

戦
後
、
そ
の
被
害
か
ら
立
ち
直
り
、
経
済
的
に
も
力
が
つ
く
に
従
っ
て
、
自
然
に
配
慮
す
る
余
裕
も
で
き
、
自
然
保
護
に
関
す
る
調
査

研
究
と
と
も
に
、
法
体
系
も
整
備
さ
れ
、
施
策
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。
七
○
年
代
前
半
が
一
つ
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ

ろ
が
そ
の
後
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
り
、
経
済
優
先
の
空
気
が
強
く
な
る
と
自
然
保
護
は
二
の
次
に
な
り
、
ツ
ン
ド
ラ
や
大
型
野
生

動
物
に
対
す
る
悪
影
響
の
予
測
か
ら
建
設
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
て
い
た
ア
ラ
ス
カ
。
ハ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
る
と
い

う
よ
う
に
風
向
き
が
変
っ
て
き
た
。
米
国
で
は
、
さ
ら
に
軍
事
費
優
先
と
い
う
事
態
に
な
る
と
、
科
学
研
究
費
全
体
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
の
環
境
関
係
の
研
究
費
が
削
ら
れ
て
、
研
究
論
文
も
急
激
に
減
る
よ
う
に
な
っ
た
。
経
済
と
軍
事
に
よ
っ
て

自
然
保
護
が
抑
え
こ
ま
れ
た
格
好
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
と
思
う
。

わ
が
国
の
状
況
は
右
の
米
国
の
場
合
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
と
も
す
れ
ば
経
済
優
先
の
考
え
方
に
よ
っ
て
自
然
保
護
が
抑
え
こ
ま
れ
る

こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
公
害
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
頃
は
、
経
済
と
の
調
和
条
項
は
削
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
、
保
全
の
中
で
も
利
用
優
先
の
考
え
方
が
台
頭
し
、
世
界
保
全
戦
略
の
生
態
的
開
発
で
も
、
今
年
の
世
界
環
境
特
別
委

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
伐
採
は
、
ま
さ
に
羊
頭
を
掲
げ
て
狗
肉
を
売
る
類
い
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
人
の
指
摘
す
る

三
、
今
な
ぜ
自
然
保
護
か
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以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
諸
問
題
を
解
決
し
、
世
の
中
が
い
い
方
向
に
向
か
う
た
め
に
は
、
一
番
の
基
本
は
教
育
で
あ
ろ
う
。
学
校
教
育

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
教
育
、
生
涯
教
育
の
中
で
の
自
然
保
護
教
育
こ
そ
が
そ
の
き
め
手
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
生
態
系
の
多
様
性
や

そ
の
遺
伝
子
資
源
、
絶
滅
に
瀕
し
た
生
物
や
そ
の
生
息
地
、
原
始
地
域
や
景
観
の
保
護
、
自
然
資
源
の
総
合
的
管
理
、
人
間
と
自
然
と
の

か
か
わ
り
、
生
物
倫
理
な
ど
諸
般
の
問
題
が
自
然
保
護
教
育
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
と
お
し
て
人
間
と

自
然
が
い
い
形
で
共
存
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

員
会
の
持
続
的
開
発
で
も
開
発
優
先
思
想
が
ち
ら
つ
き
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
。
開
発
と
保
護
の
調
和
と
か
領
ハ
ラ
ン
ス

と
い
う
の
は
、
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
で
、
ち
ょ
っ
と
油
断
を
す
る
と
経
済
の
方
に
傾
斜
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
自
然
保
護
の
あ
り
よ
う
や
あ
る
べ
き
姿
を
も
う
一
度
顧
み
て
み
た
い
。
サ
ケ
、
マ
ス
、
カ
ニ
の
よ
う
な
自
然
資
源
に
つ
い
て
は
、

と
り
す
ぎ
れ
ば
資
源
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
の
で
分
り
や
す
い
。
捕
鯨
論
争
で
は
日
本
側
は
つ
ね
に
資
源
論
と
し
て
最
大
持
続
収
量
（
Ｍ
Ｓ

Ｙ
）
を
論
拠
に
か
か
げ
た
の
で
あ
る
が
、
大
き
な
智
恵
の
あ
る
動
物
を
惨
忍
な
や
り
方
で
殺
す
と
非
難
さ
れ
る
と
、
資
源
論
も
色
あ
せ
て

し
ま
う
。
こ
の
線
を
す
す
め
た
生
物
倫
理
（
、
ハ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
）
、
つ
ま
り
人
間
対
生
物
の
倫
理
的
規
範
を
か
ざ
さ
れ
る
と
、
資
源
論
も

じ
れ
ん

立
つ
瀬
が
な
い
。
こ
れ
と
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
（
自
然
に
）
生
物
が
好
き
だ
と
い
う
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
的
視
点
が
結
び
つ
く
と
、
自
然
保

護
と
し
て
は
百
万
の
味
方
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
種
の
絶
滅
に
よ
っ
て
遺
伝
子
資
源
が
失
わ
れ
る
こ
と
へ
の
危
倶
や
、
捕
鯨
を
つ
づ
け
る
な
ら
米
国
の
二
○
○
カ
イ
リ
内
の
漁
獲

を
禁
止
す
る
と
い
っ
た
力
の
論
理
も
援
軍
と
し
て
強
力
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
は
、
広
い
面
積
を
占
め
た
、
多
様
性
（
種
や
群
集
や
立
地
の
）
を
も
っ
た
生
態
系
を
、
細
切
れ
に
し
な
い
で
、
か
つ
経

済
の
論
理
に
よ
ら
ず
に
、
長
期
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
と
野
生
生
物
、
人
間
と
自
然
が
共
存
で
き
る

道
を
さ
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
こ
そ
、
本
当
の
、
経
済
と
環
境
の
調
和
、
保
護
と
開
発
の
バ
ラ
ン
ス
が
可
能
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

16



目で見る自然保護の諸問題

一白神山地の場合

赤石川流域、櫛イi山の伐採地
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横尾谷の秋 早川義郎（本文133プー参照）



外苑コーポ時代と錦町向井ピル時代

山
岳
第
八
十
年
に
掲
載
さ
れ
た
、
島
田
巽
氏
に
よ
る
「
虎
ノ
門
時
代
十
五
年
」
、
織
内
信
彦
氏
に
よ
る
「
お
茶
の
水
時
代
十

本
稿
は
五
年
」
に
つ
づ
く
九
年
間
の
ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
の
歴
史
で
あ
る
。

虎
の
門
時
代
が
戦
災
に
よ
り
終
焉
を
と
げ
た
の
に
対
し
、
楽
し
い
想
い
出
の
多
か
っ
た
お
茶
の
水
ル
ー
ム
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
原
因
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
日
本
体
育
協
会
が
渋
谷
の
神
南
町
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

の
土
地
は
も
と
も
と
体
協
よ
り
借
地
す
る
際
、
体
協
の
都
合
で
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
立
ち
退
く

お
茶
の
水
ル
ー
ム

こ
と
を
条
件
に
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、
移
転
後
の
土
地
が
日
立
製
作
所
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
無
条
件
で
立
ち
退
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
移
転
の
話
が
い
つ
頃
か
ら
話
題
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
会
報
で
調
べ
て
み
る
と
、
早
く
も
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

一
月
の
理
事
会
の
席
上
、
神
谷
評
議
員
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
戦
前
の
山
岳
会
に
は
基
金
が
あ
っ
た
。
な
に
か
行
事
を
す
る
た
め
に
は
、
基
金
が
必
要
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
一
九
六
四
年
の
東
京

ハ
ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
の
変
遷
そ
の
三
Ｖ

外
苑
コ
ー
ポ
時
代
と
錦
町
向
井
ビ
ル
時
代

ｌ
ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
流
浪
の
旅
Ｉ

松
田
雄
一
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考
え
る
必
要
あ
り
、
そ
の
た
め
程

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
（

さ
れ
、
承
認
可
決
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
五
月
の
理
事
会
に
於
て
、
移
転
に
関
す
る
実
行
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
左
記
十
四
名
が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

日
高
信
六
郎
、
松
方
三
郎
、
渡
辺
公
平
、
浜
野
正
男
、
松
本
熊
次
郎
、
折
井
健
一
、
交
野
武
一
、
太
田
敬
、
石
原
憲
治
、
神
谷
恭
、
藤

島
敏
男
、
野
口
衛
、
松
田
雄
一
、
竹
田
寛
次
。

七
月
の
理
事
会
に
於
て
昭
和
三
十
七
年
秋
に
入
居
可
能
な
第
一
青
山
ビ
ル
に
物
件
も
見
つ
か
り
、
こ
の
線
に
そ
っ
て
九
月
の
理
事
会

で
、
募
金
委
員
会
を
作
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
さ
ら
に
十
月
の
理
事
・
評
議
員
会
で
、
ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
移
転
費
用
と
し
て
一
三
○
万
円
、

上
高
地
山
荘
の
建
設
資
金
と
し
て
二
八
○
万
円
、
総
額
五
○
○
万
円
の
募
金
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
（
会
報
一
二
八
号
）
．

こ
の
募
金
は
昭
和
三
十
七
年
六
月
末
日
を
も
っ
て
仮
締
切
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
四
六
○
口
、
二
五
五
万
円
の
申
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る

し
か
し
な
が
ら
、

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
体
協
の
事
務
所
が
お
茶
の
水
の
敷
地
に
建
て
か
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
代
々
木
に
移
転
す
る
こ
と
に
変
更

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
急
い
で
転
居
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
か
、
第
一
青
山
ビ
ル
へ
の
入
居
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
お
茶
の
水
の
体
協
敷
地
が
日
立
製
作
所
に
売
却
さ
れ
る
と
の
情
報
も
入
っ
た
が
、
日
立
製
作
所
と
し
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ル
ー
ム
の
建

っ
て
い
る
三
角
形
の
敷
地
は
利
用
価
値
が
な
い
の
で
、
お
願
い
す
れ
ば
立
退
か
な
く
て
も
済
む
の
で
は
な
い
か
と
の
希
望
的
観
測
も
あ

り
、
折
井
常
務
理
事
が
一
人
で
心
配
し
て
い
る
割
に
は
、
会
全
体
の
ム
ー
ド
と
し
て
は
切
実
感
の
な
い
ま
ま
昭
和
三
十
八
年
の
夏
を
迎
え

た
。
七
月
の
理
事
会
で
は
、
折
井
理
事
は
ふ
た
た
び
こ
の
問
題
に
ふ
れ
、
九
月
の
理
事
会
で
も
、
「
早
け
れ
ば
十
月
、
お
そ
く
と
も
十
二
月

に
は
体
協
自
体
が
代
々
木
の
新
事
務
所
（
現
在
の
渋
谷
区
神
南
町
の
岸
記
念
体
育
会
館
）
に
移
転
す
る
の
で
、
本
会
と
し
て
は
、
ど
う
し

て
も
他
に
事
務
所
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
発
言
し
て
い
る
（
体
協
内
の
事
務
所
の
入
居
権
利
は
日
山
協
に
あ
る
た
め
）
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、
体
協
事
務
室
が
、
現
在
敷
地
内
に
於
て
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
本
会
ル
ー
ム
を
移
転
す
る
こ
と
を

考
え
る
必
要
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
基
金
を
用
意
し
て
お
き
た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
り
、
最
低
五
○
○
万
円
程
度
の
基
金
を
必
要
と
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
の
総
会
に
お
い
て
、
神
谷
評
議
員
よ
り
緊
急
動
議
と
し
て
提
出

（
会
報
三
三
号
）
。
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外苑コーポ時代と錦町向井ピル時代

仮
住
ま
い
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
契
約
な
ら
び
に
改
装
工
事
に
つ
い
て
は
、
沼
倉
寛
二
郎
、
松
本
熊
次
郎
、
牧
野
衛
、
青
木
昇
の
諸
氏
の
格
別
の

配
慮
に
与
っ
た
旨
の
記
録
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
折
井
健
一
氏
の
人
知
れ
な
い
苦
労
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

今
思
い
か
え
し
て
み
て
も
こ
の
移
転
は
、
本
当
に
あ
わ
た
だ
し
く
行
わ
れ
、
引
越
し
後
、
し
ば
ら
く
の
間
は
梱
包
も
解
か
れ
ぬ
ま
ま
の

こ
う
し
て
迎
え
た
昭
和
三
十
九
年
四
月
の
総
会
の
席
上
、
松
方
会
長
は
、
六
月
末
ま
で
に
立
退
き
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
ル
ー
ム
の

移
転
問
題
に
ふ
れ
、
会
員
各
位
に
対
し
、
強
く
協
力
方
を
要
請
し
て
い
る
。

な
に
ぶ
ん
に
も
時
間
も
な
く
、
資
金
も
充
分
に
な
い
状
況
で
移
転
先
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
り
、
担
当
の
折
井
理
事

の
心
労
は
な
み
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
幸
い
に
そ
の
方
面
に
詳
し
い
沼
倉
寛
二
郎
東
京
支
部
委
員
長
（
当
時
興
和

不
動
産
）
の
協
力
に
よ
り
候
補
物
件
が
見
つ
か
っ
た
。
六
月
四
日
開
催
の
理
事
・
評
議
員
会
に
お
い
て
は
「
候
補
と
な
っ
た
五
ケ
所
に
つ

＊

い
て
、
検
分
の
結
果
、
渋
谷
区
原
宿
一
丁
目
一
○
四
番
地
の
外
苑
コ
ー
ポ
の
地
下
一
階
（
事
務
所
二
十
坪
、
倉
庫
五
坪
）
を
移
転
先
と
し

て
決
定
し
た
い
」
旨
を
提
案
し
了
承
さ
れ
て
い
る
。

＊
そ
の
後
、
地
番
変
更
に
よ
り
渋
谷
区
神
宮
前
三
丁
目
三
十
一
番
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
の
一
ヶ
月
間
、
東
京
支
部
委
員
を
中
心
に
あ
わ
た
だ
し
く
移
転
準
備
が
行
わ
れ
た
が
、
内
装
工
事
に
時
間
が
か
か
り
、
六
月

末
の
立
ち
退
き
期
限
ま
で
に
引
っ
越
す
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
の
で
、
二
週
間
移
転
を
遅
ら
す
こ
と
で
、
日
体
協
な
ら
び
に
日
立
製

作
所
の
諒
承
を
得
、
実
際
の
引
越
し
は
昭
和
三
十
九
年
七
月
十
二
日
に
実
施
さ
れ
た
。

当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
移
転
準
備
委
員
会
の
出
席
者
名
簿
に
は
次
の
方
々
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

折
井
健
一
、
沼
倉
寛
二
郎
、
網
倉
志
朗
、
竹
田
寛
次
、
芳
野
赴
夫
、
関
口
周
也
、
小
味
秀
純
、
君
島
久
登
、
中
保
、
鈴
木
郭
之
、
富

折
井
健
一

田
美
知
子
。

引
越
し
作
業
は
、

る
こ
と
が
出
来
た
。

東
京
支
部
委
員
な
ら
び
に
学
生
部
有
志
の
絶
大
な
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
、
と
も
か
く
移
転
は
約
束
の
日
に
完
了
す
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し
か
し
、
契
約
し
た
時
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
の
ま
ま
で
あ
っ
た
室
も
、
当
時
竹
中
工
務
店
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
、
前
記
松
本
、

牧
野
氏
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
両
側
の
壁
に
は
書
棚
が
据
え
つ
け
ら
れ
、
柱
の
部
分
に
も
木
製
の
パ
ネ
ル
が
張
ら
れ
、
ま
が
り
な
り
に
も
ル

ー
ム
ら
し
い
形
が
整
え
ら
れ
た
。
八
月
十
九
日
に
は
新
装
な
っ
た
ル
ー
ム
で
新
ル
ー
ム
披
露
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
以
後
三

年
間
の
外
苑
コ
ー
ポ
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
お
茶
の
水
を
出
て
か
ら
、
現
在
の
サ
ン
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ッ
の
自
前
の
ル
ー
ム
を
持
つ
ま
で
の
間
、
会
は
、
外
苑
コ
ー
ポ
三
年
、
向
井

ビ
ル
六
年
、
さ
く
ら
ビ
ル
五
年
と
い
う
よ
う
に
、
ふ
た
た
び
流
浪
の
旅
に
で
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ふ
た
た
び
と
い
う
の
は
、
戦
前
に
も
虎
の
門
の
「
不
二
屋
ビ
ル
」
に
落
ち
つ
く
ま
で
、
横
浜
の
高
野
鷹
蔵
氏
宅
：
。
…
品
川
八
シ
山
の
烏

山
悌
成
氏
宅
…
・
・
・
と
、
転
々
と
事
務
所
を
変
え
て
い
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
槇
有
恒
氏
は
、
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
七
日
の
お
茶
の
水
ル
ー
ム
・
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
上
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

の
三
年
間
の
思
い
出
に
は
、
明
る
く
楽
し
い
話
題
は
な
か
っ
た
。
一
部
屋
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
ク
ラ
ブ
・
ル
ー

外
苑
コ
ー
ポ
時
代

ム
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
図
書
室
と
し
て
も
中
途
半
端
で
あ
り
、
集
会
も
思
う
よ
う
に
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
場
所
が
不
便
な
こ
と
も
あ
っ
て
来
会
者
数
も
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
来
日
し
た
諸

外
国
の
山
岳
会
の
賓
客
を
ル
ー
ム
に
案
内
し
て
も
、
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

な
に
ぶ
ん
地
下
一
階
（
も
っ
と
も
半
分
は
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
は
浄
化
槽
の
上
で
あ
っ
た
）
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

湿
度
も
高
く
、
部
屋
が
狭
い
た
め
に
梱
包
を
解
か
ず
に
倉
庫
に
し
ま
っ
て
あ
っ
た
図
書
や
、
貴
重
な
資
料
、
絵
画
、
装
備
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
記
念
品
）
な
ど
が
、
雨
漏
り
と
湿
気
で
被
害
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
げ
く
の
果
て
は
、
管
理
人
と
し
て
こ
こ
に
住
ま
わ
れ
て
い

ま
す
。
」

、
、
、
、

「
山
岳
会
は
な
か
な
か
流
浪
の
旅
に
出
る
の
が
好
き
で
あ
り
ま
し
て
、
ル
ー
ム
の
方
も
転
々
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
転
々

と
す
る
た
び
に
、
会
員
も
増
え
、
ル
ー
ム
も
立
派
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
そ
の
中
に
立
派
な
も
の
を
お
建
て
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
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た
書
記
の
吉
野
昇
氏
が
病
気
で
倒
れ
る
と
い
う
有
様
で
、
誰
し
も
の

願
い
は
、
一
刻
も
早
く
、
地
下
室
か
ら
脱
出
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
方
会
務
の
方
も
忙
し
く
な
っ
て
い
た
。
移
転
早
々
で
あ

っ
た
が
、
一
九
六
三
年
の
五
月
に
登
山
許
可
を
取
得
し
て
い
た
エ
ベ

レ
ス
ト
登
山
計
画
の
実
施
も
一
年
後
に
迫
っ
て
い
た
。
創
立
六
十
周

年
記
念
行
事
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
外
貨
の
問
題

も
、
日
山
協
問
題
も
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
迎
え
た
昭
和
四
十
年
度
の
理
事
会
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
の
実
施
を
考
え
て
、
松
方
会
長
、
三
田
・
渡
辺
両
副
会
長
の
も

と
、
加
藤
泰
安
、
深
田
久
弥
、
辰
沼
広
吉
、
村
木
潤
次
郎
、
大
塚
博

美
、
松
田
雄
一
、
飯
野
亨
の
七
名
を
加
え
て
強
力
な
常
務
理
事
会
が

編
成
さ
れ
た
。

新
年
度
に
入
る
直
前
の
三
月
十
九
日
、
ネ
パ
ー
ル

と
こ
ろ
が
、

政
府
は
突
如
と
し
て
登
山
禁
止
令
を
発
表
し
た
。

そ
こ
で
会
は
、
現
地
調
査
を
行
う
な
ど
し
て
状
況
判
断
の
結
果
、
当

分
の
間
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
に
達

し
、
六
月
九
日
に
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
を
開
催
し
て
、
計
画
の
延
期

を
決
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
解
禁
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
い
つ

で
も
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
エ
ベ
レ
ス
ト
体
制
の
ま
ま
で
、
そ

の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
会
の
内
部
の
充
実
に
向
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
う
し
て
、
十
月
十
四
日
に
は
、
創
立
六
十
周
年
記
念
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
大
に
行
っ
た
他
、
各
種
六
十
周
年
の
記
念
事
業
も
行

わ
れ
た
。
ま
た
会
務
運
営
上
必
要
な
各
種
規
程
の
見
直
し
整
備
を
行
い
、
事
務
態
勢
も
強
化
し
た
。
因
み
に
復
活
会
員
制
度
が
制
度
化
さ

れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
会
報
も
吉
沢
編
集
長
の
努
力
に
よ
り
月
刊
に
な
っ
た
。

一
方
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
日
本
山
岳
協
会
の
組
織
改
正
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
働
き
か
け
、
松
方
構
想
と
し
て
、
四
十
六
都

道
府
県
岳
連
（
協
会
）
の
積
み
上
げ
方
式
に
よ
り
新
構
想
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
推
進
の
た
め
に
各
支
部
は
、
当
該
県
の
岳
連
に
加
盟

す
る
形
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
四
十
一
年
五
月
に
は
、
東
京
支
部
も
東
京
都
岳
連
に
加
入
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
、
そ
れ
で
は
支

部
に
加
入
し
て
い
な
い
会
員
が
未
組
織
登
山
者
に
な
る
と
い
う
意
見
も
出
た
の
で
、
四
十
二
年
四
月
に
は
、
東
京
支
部
を
発
展
的
に
解
散

し
、
本
会
そ
の
も
の
が
、
東
京
都
岳
連
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
五
月
の
理
事
・
評
議
員
会
で
は
、
松
方
会
長
よ
り
、
「
本
年
度
は
会
員
相
互
の
親
睦
、
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
重

点
を
お
く
こ
と
と
、
現
在
の
ル
ー
ム
は
、
あ
く
ま
で
仮
事
務
所
の
つ
も
り
で
あ
る
の
で
、
便
利
が
よ
く
、
し
か
も
環
境
の
よ
い
所
へ
ル
ー

ム
を
移
転
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
こ
の
た
め
の
委
員
と
し
て
と
り
あ
え
ず
、
加
藤
、
飯
野
両
理
事
に
よ
り
原
案
を
作
成
し
て
も
ら
い

た
い
」
旨
の
積
極
的
発
言
が
あ
り
、
た
だ
ち
に
具
体
的
な
検
討
に
着
手
し
た
。
早
速
、
外
苑
コ
ー
ポ
の
一
階
お
よ
び
二
階
に
空
室
が
あ
る

の
で
、
一
室
（
十
七
坪
）
三
五
○
万
円
で
買
取
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
情
報
も
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
改
装
に
多
額
の
経
費
を
要
す

る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
こ
の
件
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
加
藤
泰
安
理
事
の
尽
力
に
よ
り
、
神
田
錦
町
の
向
井
ビ
ル
五
階

に
約
四
十
坪
の
適
当
な
空
室
が
好
条
件
で
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
翌
四
十
二
年
三
月
の
理
事
会
で
検
討
の
結
果
、
移
転
す
る

方
向
で
準
備
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
度
の
総
会
は
、
四
月
二
土
一
日
、
ド
イ
ツ
東
ア
ジ
ア
研
究
協
会
講
堂
に
於
て
開
催
さ
れ
た
が
、
冒
頭
の
松
方
会
長
の

挨
拶
で
「
か
ね
て
よ
り
よ
い
環
境
の
ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
を
も
ち
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

適
当
な
場
所
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
六
月
末
を
目
標
に
移
転
の
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
立
派
な
ル
ー
ム
と
す
る
た
め
、
今

後
の
大
き
な
問
題
と
し
て
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
え
て
募
金
を
行
な
い
、
ル
ー
ム
を
整
備
し
た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
り
、
移
転
作
戦
が

ワワ
ー~
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具
体
的
に
開
始
さ
れ
た
。
会
報
「
山
」
二
六
四
号
の
巻
頭
に
は
「
新
ル
ー
ム
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
松
方
会
長
の
言
葉
が
残

至
っ
た
。

「
よ
い
ル
ー
ム
を
持
ち
た
い
。
こ
の
希
望
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
山
岳
会
の
歴
史
と
同
じ
く
ら
い
に
古
い
希
望
だ
。
．
…
：
（
中
略
）
…
：
、

お
茶
の
水
時
代
は
十
余
年
続
い
た
。
し
か
し
地
主
さ
ん
の
体
協
が
代
々
木
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
も
撤
収
の
余
儀
な
き
に

さ
れ
て
い
る
。

神
田
の
新
し
い
ル
ー
ム
に
移
る
決
心
を
し
た
の
は
以
上
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
だ
が
、
な
に
は
と
も
あ
れ
、
わ
が
山
岳
会
も
、
こ
れ

で
地
上
に
這
い
出
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
だ
。
：
．
…
（
中
略
）
：
…
．

こ
の
際
一
躍
し
て
五
階
の
楼
上
に
登
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
度
は
図
書
室
も
、
談
話
室
も
、
小
さ
い
な
が
ら
四
、
五
十
人
の
集
会

室
も
で
き
る
。
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
な
み
の
高
望
み
を
し
な
い
限
り
、
い
ろ
い
ろ
多
角
的
に
会
の
ル
ー
ム
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
会
の
事
務
も
こ
れ
で
一
段
と
は
か
ど
る
こ
と
は
確
か
だ
。

し
か
し
先
立
つ
も
の
は
、
い
つ
の
世
の
中
で
も
お
鳥
目
で
あ
る
。
幸
い
当
面
の
と
こ
ろ
は
、
引
越
し
で
き
る
だ
け
の
資
金
ぐ
り
は
つ
く

そ
う
だ
。
だ
が
い
ず
れ
は
、
大
い
に
会
員
諸
兄
の
喜
捨
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

ル
ー
ム
基
金
の
募
金
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
今
回
の
募
金
目
標
額
は
八
○
○
万
円
で
あ
り
、
そ
の
使
途
は
権
利
金
六

こ
こ
で

○
○
万
円
、
内
装
及
び
備
品
費
と
し
て
二
○
○
万
円
、
一
口
千
円
と
し
て
あ
る
が
、
ル
ー
ム
利
用
者
と
し
て
の
頻
度
の
高

い
、
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
埼
玉
県
在
住
会
員
に
は
三
口
以
上
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。
募
金
委
員
は
松
方
会
長
を
委
員
長
と
し

て
、
委
員
に
は
過
去
に
役
員
、
評
議
員
等
を
つ
と
め
ら
れ
た
長
老
を
含
め
三
十
七
名
が
委
嘱
さ
れ
た
。

を
う
け
た
。

に
あ
っ
た
。

日
本
山
岳
会
は
い
よ
い
よ
こ
れ
で
路
頭
に
迷
う
の
か
と
心
配
し
て
い
た
矢
先
に
現
わ
れ
た
の
が
、
今
の
神
宮
前
の
ル
ー
ム
だ
っ
た
。
い

や
も
応
も
な
い
、
有
難
い
と
思
っ
て
引
越
し
た
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
随
分
、
会
員
、
会
友
各
方
面
に
ご
厄
介
に
な
り
好
意

を
う
け
た
。
だ
が
な
ん
と
い
っ
て
も
地
下
室
な
の
で
、
書
物
そ
の
他
の
保
管
に
は
支
障
が
あ
り
、
早
晩
ほ
か
に
移
ら
ね
ば
な
ら
な
い
運
命
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募
金
申
込
み
締
切
り
は
当
初
六
月
末
と
し
た
が
、
募

金
依
頼
状
の
発
送
が
お
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
七
月
五

日
現
在
で
二
、
八
一
三
、
○
○
○
円
に
し
か
達
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
目
標
額
を
達
成
す
る
ま
で
延
期
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
な
お
こ
の
募
金
は
昭
和
四
十
四
年
三
月

三
十
一
日
を
以
て
、
総
申
込
件
数
一
、
三
八
三
件
、
総
申

込
口
数
八
、
○
○
五
口
に
達
し
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

さ
て
新
ル
ー
ム
の
概
要
で
あ
る
が
、

〔
所
在
地
〕
千
代
田
区
錦
町
三
ノ
ー
三
向
井
ピ
ル

五
階
（
約
四
十
坪
）

〔
位
置
〕
地
図
に
示
し
た
通
り
、
神
田
錦
町
河
岸
に

あ
り
、
高
速
道
路
を
へ
だ
て
て
、
気
象
庁
と
向
い

あ
う
位
置
に
あ
る

〔
所
有
者
〕
向
井
組

〔
借
用
契
約
期
間
〕
五
年
間

入
居
に
先
立
ち
、
四
月
の
理
事
会
で
選
ば
れ
た
ル
ー

ム
改
装
委
員
会
、
深
田
委
員
長
以
下
、
小
林
義
正
、
牧

野
衛
、
佐
藤
久
一
朗
、
松
田
雄
一
、
飯
野
亨
、
関
口
周

也
に
よ
り
、
設
計
者
で
あ
る
竹
中
工
務
店
山
岳
部
の
中

川
氏
の
協
力
を
得
て
別
記
配
置
図
の
よ
う
な
改
装
案
が
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ま
と
め
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
こ
の
案
に
よ
れ
ば
、
三
角
形
に
近
い
建
物

を
二
本
の
柱
を
利
用
し
て
、
凶
集
会
兼
会
議
室
、
⑧
会

員
談
話
室
、
○
図
書
室
の
三
室
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
三

室
を
つ
な
ぐ
扇
の
要
の
位
置
に
事
務
室
の
ス
ペ
ー
ス
が

と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
な
に
よ
り
も
機

能
を
考
え
て
の
設
計
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
非
常
に
使
い

易
く
好
評
で
あ
っ
た
（
会
報
二
六
四
号
）
。

新
ル
ー
ム
の
改
装
は
、
契
約
後
急
ピ
ッ
チ
で
す
す
め

ら
れ
、
内
装
に
つ
い
て
佐
藤
久
一
朗
評
議
員
（
談
話
室

内
の
陳
列
棚
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
・
レ
リ
ー
フ
の
取
付
け
、

各
種
記
念
品
の
取
付
け
等
）
、
写
真
・
絵
画
の
取
付
け

に
つ
い
て
は
関
口
周
也
理
事
、
電
気
照
明
関
係
に
つ
い

て
は
小
味
秀
純
氏
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。
松
本
熊

次
郎
監
事
か
ら
は
、
各
種
内
装
用
金
物
類
、
講
演
用
テ

ー
ブ
ル
、
映
写
機
用
台
、
署
名
机
等
の
寄
贈
を
い
た
だ

い
た
他
、
工
事
全
般
に
つ
い
て
監
修
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
他
会
員
の
池
田
光
二
氏
か
ら
は
書
棚
の
ガ
ラ
ス
等

の
寄
贈
を
い
た
だ
い
た
し
、
瞬
間
湯
沸
し
器
、
ス
テ
ン

レ
ス
シ
ン
ク
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
応
接
セ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
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佐
藤
テ
ル
、
川
森
左
智
子
、
松
本
態
次
郎
氏
ら
の
協
力
で
、
メ
ー
カ
ー
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
他
、
多
く
の
会
員
か
ら
物
品
、
図
書
等
の
寄
贈
を
い
た
だ
い
た
が
、
な
か
で
も
、
松
方
三
郎
氏
か
ら
は
、
同
氏
愛
蔵
の
シ
ュ
ラ
ギ

ン
ト
ワ
イ
ト
の
作
品
、
「
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
」
の
プ
リ
ン
ト
画
、
山
里
寿
男
画
伯
か
ら
は
、
「
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
」
の
油
絵
、
「
澗
沢
よ

り
北
穂
高
」
の
水
彩
画
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
は
、
何
よ
り
の
贈
り
も
の
で
あ
っ
た
。

思
い
き
っ
て
予
算
を
か
け
た
の
は
図
書
室
の
充
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
移
動
レ
ー
ル
付
書
架
コ
ン
パ
ッ

今
回
の
新
ル
ー
ム
で

ク
を
購
入
し
た
ほ
か
、
図
書
用
ラ
ッ
ク
、
雑
誌
架
、
マ
ッ
プ
ロ
ッ
カ
ー
、
閲
覧
用
テ
ー
ブ
ル
等
の
購
入
が
出
来

専
用
の
表
玄
関
と
い
う
わ
け
に
は
、
部
屋
借
り
の
身
分
だ
か
ら
ゆ
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
五
階
ま
で
自
動
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
直
行
す

る
と
、
こ
の
階
、
約
四
十
坪
の
全
床
面
積
が
わ
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
領
域
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
狭
い
地
下
生
活
の
仮
ず
ま
い
に
く
ら
べ
る
と
大

違
い
で
あ
る
。
ス
チ
ー
ル
書
架
の
並
ん
だ
図
書
室
、
ソ
フ
ァ
ー
の
あ
る
静
か
な
談
話
室
、
四
、
五
十
人
は
大
丈
夫
と
い
う
集
会
室
が
、
そ

新
ル
ー
ム
の
引
越
し
は
、
例
に
よ
っ
て
各
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
・
現
役
の
協
力
を
得
て
昭
和
四
士
一
年
六
月
十
八
日
、
三
十
日
の
両
日
に

行
わ
れ
た
が
、
東
大
山
の
会
の
山
上
良
夫
氏
（
中
央
運
輸
）
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
面
で
多
大
の
協
力
を
得
た
。
参
加
し
た
諸
兄
の
氏

名
は
紙
面
の
関
係
で
省
略
す
る
が
、
会
報
「
山
」
二
六
八
号
に
詳
し
く
出
て
い
る
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ル
ー
ム
移
転
の
問
題
で
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
外
苑
コ
ー
ポ
の
所
有
者
、
日
本
建
設
協
会
よ
り
、
権
利
金
を
有
利
な
条
件
で
返
却
し
て

も
ら
え
る
か
否
か
の
問
題
が
あ
っ
た
（
中
途
解
約
で
あ
る
た
め
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
吉
野
氏
の
後
任
と
し
て
書
記
に
採
用
さ
れ
た

川
瀬
伊
三
郎
氏
の
努
力
に
よ
り
好
条
件
で
六
月
末
日
を
以
て
解
約
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

の
印
象
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
会
報
「
山
」
二
六
六
号
に
島
田
巽
氏
が
、

さ
て
新
ル
ー
ム

「
新
ル
ー
ム
の
た
め
に
」
と
題
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

引
越
も
無
事
に
完
了
し
た
の
で
、
七
月
に
入
っ
て
早
々
、
日
本
山
岳
会
の
本
拠
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
が
、
新
ル
ー
ム
の
初
印
象
は
な
か

た
こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

新
ル
ー
ム
の
引
越
し
は
、
Ｈ

行
わ
れ
た
が
、
東
大
山
の
会
一

な
か
よ
か
っ
た
。
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れ
ぞ
れ
独
立
し
て
配
置
さ
れ
、
会
の
生
活
水
準
も
だ
い
ぶ
向
上
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
上
、
こ
の
新
ル
ー
ム
か
ら
の
眺
め
は
、
「
都
会
的
山
頂
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
的
展
望
」
と
し
て
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
で
、
初
訪
問
の

私
な
ど
い
さ
さ
か
驚
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
南
か
ら
西
へ
と
広
く
横
長
に
開
か
れ
た
窓
か
ら
は
、
首
都
高
速
道
路
が
見
お
ろ
さ
れ
、
そ
の

彼
方
に
は
皇
居
の
森
が
一
面
に
拡
っ
て
い
る
。
私
が
訪
れ
た
の
は
日
没
時
で
あ
っ
た
が
、
巨
大
な
二
条
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
自
動
車
路
の

こ
ち
ら
へ
向
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
傾
斜
し
て
い
る
さ
ま
は
、
あ
た
か
も
、
氷
河
の
う
ね
り
を
連
想
さ
せ
、
そ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
接
し
て
い
る

パ
レ
ス
サ
イ
ド
・
ピ
ル
は
、
ま
さ
に
氷
河
の
側
壁
を
形
づ
く
っ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
右
手
に
は
コ
ニ
ー
デ
型
の
武
道
館
の
シ
ル
エ
ッ
ト
も

望
見
さ
れ
る
・
皇
居
の
緑
は
森
林
限
界
の
よ
う
に
見
え
、
遠
く
そ
の
上
に
は
霞
ヶ
関
ビ
ル
と
い
う
独
立
峰
が
地
平
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。

Ｉ
こ
れ
は
ま
あ
私
個
人
の
幻
想
的
印
象
に
過
ぎ
な
い
が
、
と
も
あ
れ
一
見
に
値
す
る
景
観
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
：
…
．
（
後
略
）

ル
ー
ム
移
転
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
九
月
八
日
夜
、
一
一
八
名
の
参
加
者
を
得
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
夜
の
会
合
に
は
ほ
と
ん
ど
姿

を
見
せ
な
い
田
部
重
治
、
近
藤
茂
吉
両
名
誉
会
員
も
出
席
さ
れ
、
ま
た
久
し
く
病
を
得
て
臥
し
て
お
ら
れ
た
加
藤
泰
安

常
務
理
事
も
新
ル
ー
ム
に
初
め
て
姿
を
見
せ
た
。
こ
の
新
ル
ー
ム
は
加
藤
泰
安
氏
の
絶
大
な
援
助
に
よ
っ
て
持
つ
こ
と
が
出
来
た
だ
け

に
、
お
元
気
に
な
ら
れ
て
出
席
さ
れ
た
こ
と
は
何
よ
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
川
森
左
智
子
評
議
員
の
努
力
で
念
願
の
ク
ラ
ブ
タ
イ
が
、
こ
の

前
日
に
出
来
上
り
、
お
揃
い
の
ク
ラ
ブ
タ
イ
を
着
用
し
て
集
ま
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
の
充
実
を
目
標
に
し
て
い
た

当
時
の
会
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
タ
イ
ム
リ
ー
と
い
う
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
新
ル
ー
ム
の
披
露
は
、
翌
年
の
三
月
八
日
に
も
、
報

道
・
出
版
関
係
者
、
会
員
外
で
の
募
金
協
力
者
を
集
め
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
併
せ
て
付
記
し
て
お
き
た
い
。
新
ル
ー
ム
に
移
っ
て
か
ら
、

川
瀬
氏
に
代
っ
て
会
員
永
原
輝
雄
氏
が
書
記
に
就
任
さ
れ
た
ほ
か
、
新
た
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ァ
ン
と
し
て
、
大
越
聡
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
、

図
書
室
の
機
能
は
急
速
に
充
実
し
て
い
っ
た
。
年
末
に
は
、
当
時
丸
善
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
の
山
岳
地
図
と
本
・
即
売
展
」
に
出
品
さ

れ
た
地
図
一
揃
え
一
三
四
点
も
購
入
し
た
ほ
か
、
地
図
に
つ
い
て
は
武
田
満
子
さ
ん
（
国
土
地
理
院
）
に
担
当
委
員
を
お
願
い
し
て
充
実

を
は
か
っ
た
こ
と
も
記
録
に
と
ど
め
た
い
。

＊
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会
報
二
七
三
号
に
は
、
永
原
書
記
に
よ
り
「
山
小
屋
繁
盛
記
」
と
題
し
て
、
外
苑
コ
ー
ポ
時
代
と
く
ら
べ
て
向
井
ビ
ル
に
な
っ
て
か
ら

の
来
会
者
が
、
い
か
に
多
く
な
っ
た
か
を
比
較
し
た
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
年
間
来
室
者
二
、
九
六
三
名
の
う
ち
、
前
半
一
’

六
月
中
の
外
苑
コ
ー
ポ
時
代
が
合
計
六
八
四
名
、
後
半
向
井
ビ
ル
に
な
っ
て
か
ら
の
七
’
十
二
月
が
二
、
二
七
九
名
で
実
に
七
七
％
を
占

め
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
い
か
に
増
え
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
同
氏
は
、
交
通
の
便
、
施
設
の
優
秀
さ
に
加
え

て
、
居
心
地
の
よ
い
こ
と
を
上
げ
て
い
る
が
、
移
転
計
画
を
推
進
し
た
当
事
者
と
し
て
、
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

向
井
ビ
ル
時
代
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
に
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
一
日
、
秩
父
宮
妃
殿
下
が
、
ル
ー
ム
へ
お
立
寄
り
に
な
ら
れ
る
と
い

う
光
栄
に
浴
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
日
妃
殿
下
は
、
銀
行
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
第
五
回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
式
に
ご
臨
席
の
帰
路
、
本
会
の
招
き
に
応
じ
ら
れ

て
、
お
気
軽
に
お
立
寄
り
に
な
ら
れ
、
槇
、
松
方
氏
の
案
内
で
、
図
書
室
、
談
話
室
、
会
議
室
な
ど
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
。

ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
若
き
日
の
宮
様
の
お
写
真
の
前
で
は
、
槇
氏
の
当
時
の
思
い
出
話
に
感
慨
深
げ
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
ま
こ
と
に
楽

し
げ
な
お
時
間
を
お
過
し
に
な
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
妃
殿
下
の
ご
来
訪
は
、
本
会
の
歴
史
に
残
る
、
光
栄
の
一
時
間
で
あ
っ
た
。

さ
て
向
井
ビ
ル
に
移
っ
た
昭
和
四
十
二
年
は
、
本
会
に
と
っ
て
国
際
的
に
も
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。
本
会
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部

を
も
つ
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
（
国
際
山
岳
協
会
連
合
）
の
総
会
で
日
本
を
代
表
す
る
山
岳
団
体
と
し
て
、
加
盟
を
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
年
の

ロ
ン
ド
ン
で
の
総
会
に
は
、
吉
沢
副
会
長
を
派
遣
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
。
一
方
国
内
に
お
い
て
は
、
谷
川
岳
遭
難
防
止
条
例
が
施
行
さ

れ
、
文
部
省
の
登
山
研
修
所
が
立
山
の
千
寿
ケ
原
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
の
二
月
に
は
、
故
磯
野
計
蔵
氏
の
ご
遺
族
よ
り
、
同
氏
の
蔵
書
三
四
五
冊
の
一
括
寄
贈
の
申
し
出
を
受
け
た
。
本
会
は

こ
れ
を
、
「
磯
野
記
念
文
庫
」
と
し
て
、
従
来
の
所
蔵
本
と
は
区
別
し
て
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
（
会
報
「
山
」
二
七
五
号
）
。

の
総
会
で
、
松
方
会
長
よ
り
三
田
幸
夫
氏
に
会
長
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
三
田
会
長
、
吉
沢
、
深
田
両
副
会
長

昭
和
四
十
三
年
四
月

に
よ
る
新
し
い
体
制
に
変
っ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
体
制
を
解
い
て
、
こ
れ
か
ら
は
本
来
の
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
の
充
実

に
当
て
よ
う
と
し
た
途
端
、
八
月
十
九
日
の
カ
ト
マ
ン
ズ
発
の
外
電
は
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
三
十
八
座
に
つ
い
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エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
騒
ぎ
が
一
段
落
し
て
、
ふ
た
た
び
ル
ー
ム
に
も
静
か
な
日
が
訪
れ
た
。
昭
和
四
十
六
年
度
こ
そ
、
支
部
と
の
関
係

を
中
心
に
会
の
内
部
の
充
実
を
計
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
三
月
二
十
一
日
、
深
田
久
弥
副
会
長
が
茅
ケ
岳
で
急
逝
す
る
と
い
う
事
故
に

直
面
し
、
会
は
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
。
こ
の
年
の
四
月
の
総
会
で
は
深
田
副
会
長
の
後
任
と
し
て
成
瀬
岩
雄
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
の
総
会
で
は
、
三
田
会
長
よ
り
、
上
高
地
に
山
岳
研
究
所
を
建
設
す
る
計
画
が
公
表
さ
れ
、
総
予
算
一
○
○
○
万
円

の
中
の
五
○
○
万
円
を
会
員
か
ら
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
会
報
「
山
」
三
二
五
号
）
。

こ
の
年
の
六
月
を
も
っ
て
早
く
も
、
向
井
ビ
ル
と
の
間
の
賃
貸
借
契
約
期
間
の
五
年
間
が
経
過
し
た
。
本
会
と
し
て
は
、
さ
ら
に
五
年

間
の
契
約
更
改
を
希
望
し
た
が
、
向
井
ビ
ル
の
都
合
も
あ
っ
て
契
約
更
改
は
む
ず
か
し
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず
向
う
一

年
間
の
延
長
を
認
め
て
も
ら
い
、
こ
の
間
に
移
転
先
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
も
自
前
の
ル
ー
ム
を
持
た
な
い
悲
し
さ
が
、
現
実
の
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
四
十
八
年
三
月
の
理
事
・
評
議
員
会

で
、
交
野
武
一
、
沼
倉
寛
二
郎
、
松
本
熊
次
郎
、
板
倉
勝
正
、
伊
倉
剛
三
の
五
名
よ
り
な
る
「
ル
ー
ム
移
転
準
備
委
員
会
」
が
組
織
さ

れ
、
こ
の
年
の
四
月
の
総
会
で
改
選
さ
れ
た
今
西
錦
司
会
長
、
中
屋
健
弍
、
織
内
信
彦
両
副
会
長
の
体
制
に
代
っ
た
直
後
の
五
月
六
日
’

十
四
日
、
住
み
心
持
の
よ
か
っ
た
向
井
ビ
ル
に
別
れ
を
告
げ
、
本
郷
湯
島
の
さ
く
ら
ビ
ル
へ
と
、
ふ
た
た
び
流
浪
の
旅
に
立
っ
た
の
で
あ

っ
た
。

も
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

て
解
禁
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ
た
。

そ
の
た
め
に
、
ル
ー
ム
は
に
わ
か
に
忙
し
く
な
っ
た
。
翌
四
十
四
年
の
四
月
に
は
、
第
一
次
の
エ
ベ
レ
ス
ト
偵
察
隊
を
急
拠
派
遣
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
の
ル
ー
ム
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
。
七
月
一
日
に
は
向
井
ビ
ル
の
四
階
の
会

議
室
を
借
用
し
て
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
準
備
事
務
所
を
開
設
し
た
。
こ
う
し
て
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
残
務
が
終
了
す
る
翌
年
の
十
二
月

末
日
ま
で
の
間
、
向
井
ビ
ル
の
四
’
五
階
は
本
会
が
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
の
向
井
ビ
ル
の
想
い
出
も
多
い
が
紙
面
の
関
係
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こ
の
原
稿
を
ま
と
め
て
み
て
気
が
つ
い
た
こ
と
で
す
が
、
お
茶
の
水
Ｉ
外
苑
コ
ー
ポ
の
引
越
し
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を

今
は
亡
き
折
井
健
一
氏
が
ひ
と
り
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
事
実
関
係
の
確
認
に
は
、
大
変
手
間
ど
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
青
山
第
一
ビ

ル
の
申
込
み
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
役
員
や
関
係
者
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
が
、
ど
な
た
か
ら
も
、
明
確
な

情
報
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
も
っ
と
早
く
折
井
氏
に
原
稿
を
お
願
い
し
な
か
っ
た
か
と
悔
ま
れ
た
次
第
で
す
。
本
稿
を
見
て
、

お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば
教
示
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
外
苑
コ
ー
ポ
時
代
の
入
会
者
の
会
員
番
号
は
五
七
六
三
番
か
ら
六
二
九
七
番
ま
で
の
五
三
四
名
で
あ
り
、
向
井
ビ

ル
時
代
の
入
会
者
は
六
二
九
八
番
か
ら
七
五
八
八
番
ま
で
の
一
、
二
九
○
名
で
す
。
従
っ
て
七
五
八
九
番
以
降
の
会
員
に
と
っ
て
は
、
今

回
紹
介
し
た
二
つ
の
ル
ー
ム
は
歴
史
の
中
の
ル
ー
ム
で
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

当
時
を
ふ
り
か
え
る
意
味
で
、
今
年
の
初
夏
の
一
日
、
外
苑
コ
ー
ポ
と
向
井
ビ
ル
、
そ
れ
に
な
つ
か
し
の
お
茶
の
水
の
ル
ー
ム
の
跡
を

外
苑
コ
ー
ポ
の
周
辺
は
、
か
な
り
ビ
ル
が
建
て
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
外
苑
コ
ー
ポ
の
建
物
そ
の
も
の
は
、
二
十
年
前
の
ま
ま
で
し

た
。
当
時
ル
ー
ム
が
あ
っ
た
地
下
一
階
に
は
、
Ｋ
・
Ｔ
・
Ｒ
（
株
）
香
取
と
い
う
会
社
の
看
板
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
繊
維
会
社
の

倉
庫
・
作
業
場
に
使
わ
れ
て
い
る
感
じ
で
不
在
で
し
た
。
向
井
ビ
ル
の
方
は
周
囲
の
環
境
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
お
ら
ず
、
な
つ
か
し
い
姿

で
私
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
方
お
茶
の
水
の
ル
ー
ム
の
跡
は
、
二
十
九
。
ヘ
ー
ジ
の
写
真
の
通
り
で
、
日
立
製
作
所
本
社
の
白
亜
の
高

層
ビ
ル
は
、
さ
し
づ
め
、
松
方
氏
の
い
わ
れ
る
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ァ
氷
河
の
奥
の
巨
峰
そ
の
も
の
の
感
じ
で
し
た
。

両
ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
の
内
部
の
写
真
（
口
絵
。
ヘ
ー
ジ
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
適
当
な
も
の
が
な
く
て
苦
労
し
ま
し
た
が
、
牧
野
衛
氏
の

協
力
を
得
て
ど
う
に
か
揃
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

訪
れ
て
み
ま
し
た
。

〔
付
記
〕
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は
じ
め
に

一
九
八
六
年
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
神
戸
大
学
は
、
中
国
の
東
チ
ベ
ッ

ト
、
四
川
地
域
に
、
日
中
合
わ
せ
て
四
十
二
名
か
ら
な
る
学
術
登
山
隊
を
派
遣

し
た
。
登
山
隊
は
、
神
戸
大
学
山
岳
部
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
ら
一
二
名
か
ら
な
り
、
ブ

ー
タ
ン
と
チ
ベ
ッ
ト
の
国
境
近
く
に
そ
び
え
る
世
界
第
二
の
処
女
峰
、
ク
ー
ラ

・
カ
ン
リ
（
七
五
五
四
脚
）
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
。
一
方
、
学
術
隊
は
神
戸

大
学
の
専
門
の
教
官
八
名
か
ら
な
り
、
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
周
辺
お
よ
び
学
術
の

宝
庫
と
い
わ
れ
る
東
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
四
川
省
に
か
け
て
、
昆
虫
、
植
物
、
地

形
、
地
質
、
社
会
、
民
族
、
文
化
、
医
学
な
ど
の
分
野
で
、
外
国
人
と
し
て
世

界
で
初
め
て
学
術
調
査
を
行
い
、
多
大
の
成
果
を
あ
げ
た
。

登
山
は
五
人
の
中
国
人
高
処
協
力
貝
の
支
援
の
も
と
に
、
ま
た
学
術
調
査
は

中
国
科
学
院
の
四
人
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
日
中
友
好

に
も
い
さ
さ
か
の
貢
献
を
し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

＊

々
く
‐
’
一
フ
。

カ
ン
リ
初
登
頂
と
横
断
山
脈
学
術
調
査
二
九
八
六
年
）

ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
は
一
九
二
二
年
、
イ
ン
ド
測
量
局
の
ミ
ー
ド
（
員
①
且
①
）

少
佐
と
ベ
イ
リ
ー
（
国
邑
畠
）
大
尉
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
測
量
さ
れ
、
そ
の
存

１

在
が
世
に
知
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
神
々
し
い
ま
で
に
荘
厳
な
姿
を
我
々
に

見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
一
九
五
八
年
、
単
身
ブ
ー
タ
ン
に
入
っ
た
中
尾
佐
助
氏

２

の
写
真
が
最
初
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
六
三
年
、
ス
イ
ス
の
地
質
学
者
、
Ａ
・

ガ
ン
サ
ー
が
、
中
尾
氏
と
同
じ
く
ブ
ー
タ
ン
側
か
ら
こ
の
山
の
写
真
を
と
り
、

③

世
に
紹
介
し
た
。
天
を
制
す
る
か
の
よ
う
に
そ
び
え
る
こ
の
独
立
峰
は
、
世
界

中
の
探
検
家
、
登
山
家
の
胸
を
ゆ
さ
ぶ
っ
た
が
、
こ
の
山
は
ブ
ー
タ
ン
国
境
か

ら
北
へ
離
れ
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
何
ぴ
と
も
そ

の
山
の
ふ
も
と
ま
で
す
ら
近
づ
く
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
幻
の
山
と
し
て
長
い
間

孤
高
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

神
戸
大
学
山
岳
部
、
山
岳
会
は
シ
ェ
ル
ピ
・
カ
ン
リ
（
七
三
八
○
脚
）
の
初

４

登
頂
（
一
九
七
六
雫
）
の
あ
と
次
の
目
標
を
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
た
。
そ
し
て
一

九
七
八
年
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
を
第
一
希
望
、
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
を
第
二
希
望

平

井

一

正

醜



クーラ・カンリ初登頂と横断山脈学術調査

と
し
て
、
中
国
に
申
請
書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
当
時
、
中
国
は
未
知
の
国

で
あ
り
、
手
紙
は
す
べ
て
な
し
の
つ
ぶ
て
で
あ
っ
た
。
一
九
八
○
年
、
私
は
機

会
を
得
て
訪
中
し
、
中
国
登
山
協
会
に
史
占
春
氏
を
た
ず
ね
た
。
こ
れ
以
後
、

度
重
な
る
訪
中
の
機
会
と
、
史
占
春
氏
ら
の
訪
日
の
機
会
を
う
ま
く
つ
か
ん

で
、
何
回
と
な
く
交
渉
を
続
け
た
。
交
渉
は
難
航
し
、
目
標
も
二
転
三
転
し
た

が
、
決
し
て
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
粘
り
と
、
幸
運
と
、
そ
し
て
多
く
の
人
々
の

支
援
の
お
か
げ
で
、
と
う
と
う
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
の
許
可
が
お
り
た
。
一
九
八

四
年
十
二
月
の
末
で
あ
っ
た
。

ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
も
そ
う
だ
が
、
そ
の
周
辺
の
地
域
は
、
い
ま
だ
外
国
人
の

目
に
ふ
れ
た
こ
と
の
な
い
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
東
、
横
断
山
脈
を

こ
え
て
四
川
省
に
至
る
地
域
は
、
い
ま
だ
外
国
人
に
よ
る
学
術
調
査
が
い
っ
さ

い
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学
術
研
究
の
宝
庫
と
い
わ
れ
、
関
係
者
に
と
っ
て
垂
挺

⑤

の
地
で
あ
る
。

ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
の
許
可
を
て
こ
に
、
こ
の
東
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
四
川
に
至
る

学
術
調
査
の
許
可
を
と
る
た
め
の
交
渉
が
、
中
国
登
山
協
会
の
支
援
の
も
と
、

中
国
科
学
院
と
始
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
幸
運
が
手
伝
っ
て
ち
ょ
う
ど

一
年
後
、
一
九
八
五
年
十
二
月
、
待
望
の
許
可
が
お
り
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
許

可
は
、
い
ず
れ
も
世
界
中
か
ら
殺
到
し
て
い
た
申
請
を
さ
ば
い
て
の
結
果
で
あ

り
、
中
国
登
山
協
会
お
よ
び
中
国
科
学
院
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
配
慮
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
感
謝
に
た
え
な
い
。

横
断
山
脈
ご
え
の
交
渉
と
並
行
し
て
、
偵
察
隊
派
遣
、
組
織
作
り
、
準
備
な

ど
が
す
す
め
ら
れ
た
。

ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
南
面
か
ら
の
写
真
が
あ
る
だ
け

で
、
北
面
か
ら
の
情
報
は
全
く
な
か
っ
た
。
一
九
八
五
年
四
月
、
三
名
か
ら
な

⑥

る
偵
察
隊
（
緒
方
俊
治
、
長
谷
川
浩
、
尾
崎
久
純
）
が
派
遣
さ
れ
た
。
彼
ら
は

少
な
い
日
数
を
フ
ル
に
い
か
し
て
、
五
七
○
○
脚
ま
で
登
り
、
登
路
を
探
っ

た
。
彼
ら
の
結
果
を
検
討
し
、
登
路
は
西
尾
根
と
決
定
し
た
。
た
だ
上
部
七
千

肝
付
近
に
黒
々
と
し
た
岩
壁
が
あ
り
、
こ
れ
が
最
後
ま
で
懸
案
と
し
て
残
っ
た
。

神
戸
大
学
に
は
、
神
戸
商
大
の
伝
統
を
引
き
つ
い
で
い
る
神
戸
大
学
山
岳

部
、
お
よ
び
そ
の
Ｏ
Ｂ
団
体
で
あ
る
山
岳
会
が
あ
り
、
登
山
と
探
検
の
分
野
で

は
輝
か
し
い
足
跡
を
世
界
に
残
し
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
計
画
で
も
、
山
岳
部
、

山
岳
会
が
そ
の
中
心
に
な
っ
て
推
進
役
を
つ
と
め
て
き
た
。
し
か
し
、
学
術
隊

組
識
の
関
係
も
あ
り
、
計
画
の
母
体
と
し
て
は
、
神
戸
大
学
が
大
学
全
体
の
計

画
と
し
て
と
り
く
む
と
い
う
形
に
な
っ
た
。

神
戸
大
学
と
し
て
は
史
上
最
大
規
模
の
学
術
登
山
隊
が
組
織
さ
れ
た
。
世
界

中
の
関
係
者
の
注
目
す
る
桧
舞
台
で
の
活
躍
に
ふ
さ
わ
し
い
陣
容
が
整
っ
た
。

朝
日
新
聞
、
テ
レ
ビ
朝
日
の
同
行
取
材
も
き
ま
っ
た
。

や
り
残
し
た
こ
と
は
何
ひ
と
つ
な
く
、
栄
光
の
帰
国
を
心
に
念
じ
て
日
本
を

出
発
し
た
の
は
、
一
九
八
六
年
三
月
九
日
で
あ
っ
た
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

三
月
十
二
日
、
北
京
、
成
都
を
経
由
し
て
、
空
路
ラ
サ
に
着
い
た
。
何
年
も

夢
に
み
た
チ
ベ
ッ
ト
の
大
地
を
ふ
む
。

海
路
上
海
を
経
由
し
て
先
発
し
て
い
た
登
山
隊
、
青
海
を
越
え
て
北
京
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
、
ジ
ー
プ
な
ど
を
運
転
し
て
き
た
運
転
手
な
ど
を
含
め
て
、
四
十
二

名
全
員
が
こ
こ
で
は
じ
め
て
顔
を
あ
わ
す
。
広
い
ラ
サ
飯
店
の
食
堂
も
せ
ま
く

感
じ
る
ほ
ど
の
、
そ
れ
は
も
う
大
変
な
数
で
あ
っ
た
。
計
画
の
成
功
と
日
中
友

好
を
祈
っ
て
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
な
が
ら
、
私
は
あ
ら
た
め
て
自
分
の
責
任
を
痛
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感
し
、
全
員
の
無
事
を
神
に
祈
っ
た
。

三
月
十
五
日
、
ト
ラ
ッ
ク
２
台
、
ジ
ー
プ
ー
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
－
台
の
本

隊
が
ラ
サ
を
出
発
す
る
。
す
で
に
一
昨
日
、
ト
ラ
ッ
ク
－
台
と
共
に
出
発
し
た

先
発
隊
を
追
う
形
と
な
る
。
出
発
が
お
く
れ
た
の
と
、
途
中
１
台
の
ト
ラ
ッ
ク

ラ
ン
カ
ー

が
路
肩
を
は
ず
し
、
転
落
寸
前
に
な
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
、
こ
の
日
は
浪
乍

ズ

モ
ン
ダ
ラ

子
に
泊
る
。
そ
の
翌
日
、
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
は
、
蒙
達
拉
（
五
二
六
六
脚
）
で

完
全
に
我
々
を
圧
倒
し
た
。
衛
星
峰
チ
ュ
ー
ビ
エ
ソ
ン
（
カ
ル
ジ
ャ
ン
と
も
言

７

う
、
七
二
六
五
脚
）
を
従
え
、
山
頂
か
ら
雪
煙
を
ふ
き
あ
げ
、
堂
々
た
る
姿
で

そ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
の
山
は
、
ラ
サ
を
と
り
ま
く
四
つ
の
聖
な
る
山
の
ひ
と
つ

ハ
ロ
ソ

で
、
神
の
す
む
山
ｌ
天
帝
の
峰
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ふ
も
と
の
吟
龍
寺
に

は
、
一
五
○
年
前
こ
の
山
に
登
っ
た
聖
僧
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
天
帝
の
峰
」
に
ふ
さ
わ

し
い
、
す
ば
ら
し
い
独
立
峰
で
あ
っ
た
。

ロ
ザ

洛
札
（
三
八
○
○
牌
）
で
一
泊
し
、
Ｂ
Ｃ
に
入
っ
た
の
は
三
月
十
七
日
で
あ

っ
た
。
広
大
な
扇
状
地
の
末
端
に
あ
り
、
高
度
四
五
○
○
僻
。
気
温
は
低
く
、

風
が
強
い
。
砂
嵐
の
日
が
続
い
た
。
夜
、
ハ
レ
ー
彗
星
を
見
る
。

学
術
隊
は
、
Ｂ
Ｃ
を
中
心
に
、
各
専
門
分
野
に
応
じ
て
調
査
活
動
を
開
始
し

ヲ
カ
ン

チ
ー
ス
イ
ツ
エ
タ
ソ
ツ
オ
メ
イ

た
。
昆
虫
・
植
物
班
は
拉
康
に
、
地
質
・
地
形
班
は
曲
水
、
沢
当
、
措
美
の
一

周
へ
、
人
文
・
社
会
班
は
Ｂ
Ｃ
近
く
の
村
落
調
査
に
、
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
た
。

調
査
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
た
学
術
隊
員
は
、
料
理
、
天
気
予
報
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
登
山
活
動
を
助
け
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
で
新
鮮
な
肉
や
野
菜
を
荷
上
げ
し

た
学
術
隊
員
も
い
る
な
ど
、
登
山
隊
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
と
れ
た
。

第
一
キ
ャ
ン
プ
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登
路
を
予
定
し
て
い
る
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
の
西
尾
根
末
端
ま
で
は
、
直
線
距

離
に
し
て
約
一
五
キ
ロ
あ
り
、
ま
だ
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ
１
の
二
つ
の
キ
ャ
ン
プ
を
必
要

と
す
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
で
は
、
六
日
間
、
の
べ
六
三
頭
の
馬
と
ヤ
ク
を
使
い
荷
上
げ
し

た
。
三
月
三
十
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
五
三
○
○
牌
）
が
、
大
き
な
氷
河
湖
の
近
く
に
た

て
ら
れ
た
。
こ
こ
ま
で
は
チ
ベ
ッ
ト
人
が
、
放
牧
の
た
め
に
あ
が
っ
て
く
る
。

石
囲
い
の
泊
り
場
も
あ
る
。
隊
員
は
、
Ｂ
Ｃ
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
間
を
何
度
も
往
復
し

て
順
応
に
つ
と
め
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
約
一
キ
ロ
の
凍
結
し
た
氷
河
湖
を
渡
り
、
セ
ラ
ッ
ク
帯
を
ぬ
け
、

約
一
○
キ
ロ
の
長
大
な
氷
河
を
ひ
た
す
ら
登
り
つ
め
た
コ
ル
に
、
三
月
二
十
五

日
、
Ｃ
１
（
五
七
○
○
卿
）
が
建
設
さ
れ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ

は
、
中
国
高
処
協
力
員
五
人
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
い
ず
れ
も

武
漢
地
質
学
院
の
山
岳
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
若
者
で
、
こ
の
う
ち
の
二
人
、

李
致
新
と
王
勇
峰
は
ナ
ム
ナ
ニ
隊
員
で
も
あ
っ
た
。
単
調
な
、
つ
ら
い
荷
上
げ

に
彼
ら
は
よ
く
耐
え
た
。
と
く
に
李
と
王
は
Ｃ
２
ま
で
も
登
っ
た
。

カ
ラ
コ
ル
ム
の
氷
河
と
ち
が
っ
て
、
こ
こ
の
氷
河
に
は
積
雪
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
歩
く
と
こ
ろ
は
す
べ
て
む
き
出
し
の
氷
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヒ
ド
ン

ク
レ
バ
ス
を
お
そ
れ
て
の
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
も
必
要
が
な
い
。
コ
ル
の
Ｃ
１
の
周

辺
の
み
雪
に
お
お
わ
れ
て
い
る
が
、
カ
ラ
コ
ル
ム
で
よ
く
見
た
ス
ノ
ー
レ
ー
ク

に
は
程
遠
い
。
強
風
と
乾
燥
気
候
と
、
少
な
い
積
雪
量
の
た
め
、
氷
河
は
乾
燥

地
帯
特
有
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

Ｃ
１
は
昨
年
の
偵
察
隊
の
最
高
到
達
点
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
氷
河
は
、
コ
ル

を
境
に
流
れ
の
方
向
を
か
え
て
、
ゆ
る
や
か
に
ブ
ー
タ
ン
側
に
流
れ
て
い
る
。

昔
こ
こ
が
チ
ベ
ッ
ト
と
ブ
ー
タ
ン
の
交
易
路
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
タ
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風
と
の
闘
い

Ｃ
１
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
的
な
登
筆
が
開
始
さ
れ
る
。
ま
ず
、
西
尾
根
上
部

に
出
る
た
め
に
は
、
約
四
○
○
腕
の
氷
壁
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
氷
壁
は
約
六
十
度
か
ら
七
十
度
に
も
及
ぶ
傾
斜
が
続
き
、
低
温
と
強
風
の
た

め
、
ル
ー
ト
エ
作
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
仰
ぎ
見
る
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
に
輝
い
て

い
る
が
、
Ｃ
１
か
ら
の
無
線
で
、
風
が
強
く
て
動
け
な
い
、
テ
ン
ト
の
中
で
待

機
し
て
い
る
、
と
知
ら
せ
て
く
る
。
風
が
弱
く
な
る
正
午
近
く
に
な
っ
て
、
や

っ
と
ル
ー
ト
エ
作
隊
が
出
発
す
る
。
そ
の
頃
Ｂ
Ｃ
は
砂
嵐
に
包
ま
れ
、
テ
ン
ト

の
中
は
砂
だ
ら
け
に
な
り
、
息
も
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
日
が
何
日
も
続
い

た
。
お
そ
く
出
発
し
た
ル
ー
ト
工
作
隊
は
、
少
し
で
も
ル
ー
ト
を
の
ば
そ
う
と

日
暮
れ
ま
で
氷
壁
に
か
じ
り
つ
き
、
テ
ン
ト
帰
着
は
お
そ
く
な
り
、
苦
し
い
日

日
が
続
い
た
。

四
月
一
日
、
Ｃ
２
（
六
二
○
○
脚
）
が
建
設
さ
れ
た
。
西
尾
根
は
、
支
尾
根

が
複
雑
に
派
生
し
て
い
て
、
ク
レ
バ
ス
や
、
ス
テ
ッ
プ
状
の
、
短
い
が
急
峻
な

氷
壁
か
ら
成
っ
て
い
る
。
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
と
並
行
し
て
、
強
風
を
つ
い
て
西

尾
根
上
部
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
が
続
け
ら
れ
た
。

北
京
気
象
庁
発
表
の
高
層
気
象
図
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
毎
日
受
電
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
好
天
の
き
ざ
し
が
み
え
な
い
。
モ
ン
ス
ー
ン
の
前
の
好
天
は
い

つ
く
る
の
か
。
た
ま
り
か
ね
て
、
Ｂ
Ｃ
近
く
の
村
の
長
老
を
た
ず
ね
て
、
天
気

に
関
す
る
村
の
伝
承
を
き
く
。

「
ブ
ー
タ
ン
側
か
ら
、
頭
の
赤
い
小
さ
い
烏
（
チ
ャ
マ
と
い
う
）
の
群
れ
が
村

ル
チ
ョ
（
チ
ベ
ッ
ト
の
祈
祷
の
旗
）
の
残
が
い
や
ヤ
ク
の
頭
骨
が
見
ら
れ
た
。

ア
タ
ッ
ク

四
月
十
一
日
、
六
八
○
○
肘
の
地
点
に
Ｃ
３
が
建
設
さ
れ
た
。
Ｃ
３
の
上

部
、
約
七
○
○
○
脚
付
近
に
懸
案
で
あ
っ
た
問
題
の
黒
岩
が
あ
る
。
黒
岩
は
堆

積
岩
で
、
も
ろ
く
、
急
峻
で
、
直
登
は
む
つ
か
し
い
・
黒
岩
の
基
部
ま
で
は
問
題

は
な
い
。
こ
こ
か
ら
ブ
ー
タ
ン
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
ル
ー
ト
を
さ
が
す
。
幸

運
な
こ
と
に
、
約
四
十
度
の
傾
斜
を
二
五
○
勝
ほ
ど
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
と
こ
ろ

に
、
頂
上
稜
線
に
つ
き
あ
げ
る
雪
の
斜
面
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
こ
の
斜
面
の

基
部
に
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
（
Ｃ
４
、
七
一
○
○
卿
）
を
は
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
は
傾
斜
が
急
で
、
テ
ン
ト
を
張
る
場
所
が
な
い
。
緒
方

登
華
隊
長
は
決
心
し
、
斜
面
の
雪
を
け
ず
っ
て
、
四
人
用
テ
ン
ト
一
張
り
を
は

に
来
た
ら
、
風
は
弱
ま
り
天
気
は
よ
く
な
る
。
そ
の
と
き
を
狙
っ
て
種
ま
き
を

す
る
」
。

渡
り
烏
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
こ
え
る
と
き
は
、
高
層
気
象
が
安
定
し
て
い
る

と
い
う
事
実
と
、
こ
の
伝
承
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
早
速
上
部
テ
ン
ト
に

チ
ャ
マ
の
動
向
に
注
意
せ
よ
と
伝
え
る
。

気
温
は
低
く
、
時
な
ら
ぬ
大
雪
が
ラ
サ
に
ふ
る
な
ど
、
今
年
は
異
常
気
象
だ

と
い
う
。
村
で
は
種
ま
き
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
上
部
で
は
風
は
依
然
と
し
て
強

く
、
や
っ
と
作
っ
た
Ｃ
２
も
、
四
月
四
日
の
夜
の
強
風
で
テ
ン
ト
フ
レ
ー
ム
が

折
れ
、
そ
の
破
片
で
テ
ン
ト
が
破
れ
、
計
画
が
一
頓
座
し
た
。
ま
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
で

は
、
張
り
方
の
悪
か
っ
た
テ
ン
ト
が
根
こ
そ
ぎ
め
く
れ
飛
び
、
中
に
入
っ
て
い

た
も
の
が
風
で
四
散
す
る
と
い
う
事
件
も
起
き
た
。

体
調
を
く
ず
し
て
、
Ｂ
Ｃ
に
静
養
に
お
り
る
隊
員
も
ふ
え
て
き
た
。
風
は
い

つ
お
さ
ま
る
か
、
内
心
焦
り
を
感
じ
る
。
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る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
た
。
こ
の
土
木
工
事
に
二
日
費
し
た
・
四
月
十
六
日

土
木
工
事
を
終
え
、
全
員
い
っ
た
ん
Ｃ
１
に
終
結
し
、
休
養
す
る
こ
と
に
し
た
。

四
月
十
七
日
、
私
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
い
て
指
揮
を
と
っ
て
い
た
岡
市
登
山
隊
長

と
共
に
Ｃ
１
に
あ
が
る
。
ド
ク
タ
ー
も
含
め
、
登
山
隊
全
員
が
Ｃ
１
に
集
結
し

た
。

こ
の
夜
、
岡
市
か
ら
登
頂
隊
員
の
発
表
を
行
う
。
第
一
次
は
居
谷
、
坂
本
、

尾
崎
、
大
谷
の
四
名
、
第
二
次
隊
は
森
長
、
長
谷
川
の
二
名
。
こ
れ
以
外
に
も

登
頂
隊
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
隊
員
も
い
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
態
勢
に
不
安
が
残

り
、
六
名
の
み
と
し
た
。
緒
方
登
華
隊
長
は
、
隊
員
中
一
番
調
子
が
よ
く
、
ル

ー
ト
エ
作
、
荷
上
げ
な
ど
に
大
活
躍
で
あ
っ
た
が
、
初
登
頂
の
よ
ろ
こ
び
を
後

輩
に
ゆ
ず
っ
た
（
彼
は
シ
ェ
ル
ピ
・
カ
ン
リ
の
初
登
頂
者
で
あ
る
）
。

四
月
二
十
日
、
第
一
次
隊
が
Ｃ
４
に
入
る
。
こ
の
日
は
、
Ｂ
Ｃ
入
り
し
て
初

め
て
と
い
う
ぐ
ら
い
の
悪
天
で
あ
っ
た
。
午
後
か
ら
黒
雲
が
山
を
か
く
し
、
雪

ま
じ
り
の
風
が
強
く
、
夜
中
に
な
っ
て
も
雪
は
や
ま
ず
降
り
つ
づ
い
た
。
雪
崩

の
危
険
の
あ
る
Ｃ
４
の
四
人
の
こ
と
を
思
い
、
私
は
ふ
た
た
び
帰
っ
て
き
た
Ｂ

Ｃ
で
、
ま
ん
じ
り
と
も
し
な
い
夜
を
す
ご
し
た
。

四
月
二
十
一
日
、
昨
日
と
う
っ
て
か
わ
っ
て
、
快
晴
が
訪
れ
た
。
Ｃ
４
は
零

下
三
十
度
だ
。
テ
ン
ト
の
場
所
が
悪
い
の
で
、
出
発
に
手
間
ど
り
、
四
人
は
十

時
（
北
京
時
間
）
、
テ
ン
ト
を
あ
と
に
し
た
。
頂
上
稜
線
に
つ
き
あ
げ
る
斜
面

は
、
氷
の
上
に
昨
日
の
雪
が
う
っ
す
ら
と
つ
も
り
、
す
べ
り
易
い
。
ロ
ー
プ
を

固
定
し
な
が
ら
慎
重
に
登
高
し
、
十
二
時
三
十
分
、
遂
に
稜
線
に
出
る
。
北
側

に
は
り
出
し
た
大
き
な
雪
庇
の
あ
る
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
が
続
く
。
や
が
て
最
後
の

登
り
に
か
か
る
。

Ｂ
Ｃ
か
ら
は
、
ガ
ス
に
見
え
か
く
れ
す
る
頂
上
稜
線
上
の
四
人
が
望
遠
鏡
を

通
し
て
よ
く
見
え
る
。
刻
々
と
勝
利
の
と
き
が
近
づ
く
。
中
国
の
友
人
た
ち
が

望
遠
鏡
の
ま
わ
り
に
集
ま
る
。
や
が
て
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
か
ら
居
谷
の
声
が
と

び
こ
ん
で
き
た
。
彼
は
全
隊
員
に
よ
び
か
け
、
そ
し
て
登
頂
成
功
を
知
ら
せ

る
。
私
は
子
連
絡
官
と
抱
き
合
い
、
よ
ろ
こ
び
で
頬
を
ぬ
ら
す
。
こ
の
一
瞬
の

た
め
、
何
と
長
い
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

頂
上
は
鋭
く
尖
っ
て
い
て
、
ひ
と
り
が
立
つ
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
天
気

は
申
し
分
な
く
、
ブ
ー
タ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
が
よ
く
見
え
た
。
大
谷
は
登
頂
の

す
べ
て
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
処
女
峰
登
頂
の
記
録
が
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ

ン
に
よ
っ
て
ビ
デ
オ
で
撮
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
世
界
で
も
は
じ
め
て
で
あ

ろ
う
。登

頂
は
午
後
四
時
十
五
分
、
そ
し
て
Ｃ
４
を
経
由
、
Ｃ
３
に
帰
り
つ
い
た
の

は
午
後
八
時
三
十
分
で
あ
っ
た
。

四
月
二
十
二
日
、
絶
好
の
快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
第
二
次
隊
が
登
頂
に
成
功

し
た
。
Ｃ
４
出
発
は
午
前
九
時
三
十
分
、
登
頂
は
午
後
二
時
十
五
分
で
あ
っ

た
。
Ｃ
４
に
サ
ポ
ー
ト
に
つ
め
て
い
た
山
田
と
船
原
と
共
に
彼
ら
は
午
後
六
時

三
十
分
、
無
事
Ｃ
３
に
帰
り
つ
い
た
。

連
日
吹
き
あ
れ
て
い
た
強
風
が
、
ア
タ
ッ
ク
の
二
日
間
だ
け
、
う
そ
の
よ
う

に
止
ん
だ
こ
と
は
、
奇
跡
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
か
っ
た
。

四
月
二
十
八
日
、
全
員
無
事
に
Ｂ
Ｃ
に
下
り
た
。
休
養
の
の
ち
、
五
月
五

日
、
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
強
風
吹
き
す
さ
ぶ
Ｂ
Ｃ
を
あ
と
に
ラ
サ
に
む
か
っ
た
。

＊

学
術
隊
の
う
ち
、
内
藤
ら
自
然
科
学
班
四
人
は
、
中
国
人
研
究
者
四
人
と
共

リ
ン
チ

に
、
す
で
に
四
月
十
五
日
、
Ｂ
Ｃ
を
出
発
、
ヤ
ル
ッ
ァ
ン
ポ
ー
川
沿
い
に
林
芝
にぺ

至
り
、
そ
こ
か
ら
川
蔵
公
路
沿
い
に
成
都
へ
向
っ
た
。
彼
ら
は
、
林
芝
か
ら
派
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ポ
ミ

ラ
サ
か
ら
波
密
へ

五
月
十
日
、
ラ
サ
を
出
発
、
ラ
サ
大
橋
を
す
ぎ
て
ま
も
な
く
、
道
路
工
事
の

た
め
し
ば
し
ば
悪
路
を
迂
回
さ
せ
ら
れ
る
。
ジ
ー
プ
、
バ
ス
と
も
、
数
回
の
パ

ゴ
ン
プ
チ
ヤ
ソ
ダ

ン
ク
や
故
障
が
重
な
り
、
こ
の
日
は
工
布
江
達
泊
り
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
五
千
刑

ク
ラ
ス
の
山
が
ま
わ
り
を
と
り
ま
き
、
緑
も
こ
く
、
別
天
地
に
来
た
よ
う
だ
。

セ
チ
ラ

五
月
十
三
日
、
林
芝
県
八
一
を
出
発
、
雪
の
色
斉
拉
（
四
五
○
○
勝
）
を
越

え
る
。
楽
し
み
に
し
て
き
た
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
も
ギ
ャ
ラ
ペ
リ
も
雲
の
中
で
、

何
も
見
え
な
い
。
峠
か
ら
約
三
時
間
、
ひ
た
走
り
に
走
り
、
二
千
勝
ほ
ど
高
度

ト
ン
チ
ュ
ウ

を
下
げ
、
東
久
を
す
ぎ
た
所
に
「
迫
龍
天
険
」
の
難
所
が
あ
る
。
イ
ン
ド
亜
大

陸
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
衝
突
し
た
接
合
部
分
と
考
え
ら
れ
、
地
殻
変
動
が

激
し
く
、
土
砂
崩
壊
が
毎
年
の
よ
う
に
あ
る
。
昨
年
も
土
石
流
が
川
を
せ
き
と

め
、
ト
ラ
ッ
ク
鋤
台
余
り
が
川
に
流
さ
れ
た
。
新
し
く
作
り
な
お
さ
れ
た
崖
っ

ぶ
ち
の
道
は
、
た
え
ま
な
い
落
石
と
土
砂
崩
壊
に
お
そ
わ
れ
、
危
険
き
わ
ま
り

な
い
。
学
術
隊
も
登
山
隊
も
無
事
に
こ
こ
を
通
過
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ

た
（
帰
国
後
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
我
々
が
通
過
し
た
五
月
末
以
後
、
こ
の
道

は
度
重
な
る
土
砂
崩
壊
の
た
め
、
半
年
以
上
も
通
行
不
可
能
に
な
っ
た
）
。

ト
ソ
マ
イ

通
麦
（
一
二
五
○
僻
）
は
川
蔵
公
路
の
中
で
も
、
一
番
高
度
が
低
い
。
気
候

ま
で
足
を
の
ば
し
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の
山
麓
で
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

報
道
隊
は
登
頂
成
功
後
休
む
ひ
ま
な
く
、
ジ
ー
プ
－
台
で
学
術
隊
を
追
っ

ワ
ト
ン
マ
イ
－

た
。
そ
し
て
通
麦
で
彼
ら
は
合
流
し
、
以
後
行
程
を
共
に
し
た
。

登
山
隊
と
残
り
の
学
術
隊
合
計
一
七
名
は
、
バ
ス
ー
台
、
ジ
ー
プ
－
台
に
分

乗
し
、
川
蔵
公
路
沿
い
に
成
都
へ
向
っ
た
。
以
下
の
記
録
は
こ
の
と
き
の
も
の

で
あ
る
。

大
河
の
源
流
を
こ
え
て

五
月
十
八
日
、
行
程
中
最
初
の
大
河
、
怒
江
（
サ
ル
ウ
イ
ン
河
上
流
）
を
こ

え
る
。
真
っ
茶
色
で
、
岩
を
か
む
濁
流
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
川
と
は
全
く
様
相

が
ち
が
う
。
ゴ
ル
ジ
ュ
の
一
番
せ
ま
い
所
に
二
○
脚
ほ
ど
の
橋
が
か
か
り
、
解

放
軍
の
厳
重
な
監
視
下
に
あ
る
。
河
を
渡
る
と
、
車
は
ま
た
二
千
勝
ほ
ど
ジ
グ

ザ
グ
の
道
を
登
る
。
波
密
で
見
ら
れ
た
森
林
は
す
っ
か
り
姿
を
消
し
、
乾
燥
地

帯
が
続
く
。

ダ
マ
ラ

達
馬
拉
（
四
五
○
○
樹
）
か
ら
北
を
望
む
と
、
絵
に
か
い
た
よ
う
な
大
高
原

が
広
が
る
。
こ
の
大
高
原
の
北
に
昌
都
が
あ
る
。
報
道
隊
の
み
は
、
特
別
の
許

可
を
得
て
昌
都
ま
で
足
を
の
ば
し
た
。
我
々
は
、
昌
都
へ
行
く
道
と
別
れ
、
川

蔵
南
路
を
と
る
。

ト
ソ
ダ
ラ

五
月
十
九
日
、
残
雪
の
多
い
東
達
拉
（
五
○
○
○
厨
）
を
こ
え
る
と
、
再
び

森
林
帯
に
な
る
。
断
崖
絶
壁
に
つ
け
ら
れ
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
い
危
険
な
道

を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
走
り
、
尾
根
を
ひ
と
つ
越
し
、
ジ
グ
ザ
グ
を
く
り
か
え

ラ
ン
ザ
ン
チ
ヤ
ン

し
て
下
り
た
所
が
欄
槍
江
（
メ
コ
ン
河
上
流
）
で
あ
る
。
怒
江
同
様
、
真
っ
茶

色
の
濁
流
で
あ
る
。
た
だ
川
幅
は
広
く
、
怒
江
ほ
ど
の
凄
味
は
な
い
。

や
が
て
車
は
新
緑
の
柳
、
桃
の
花
の
咲
き
乱
れ
る
集
落
を
通
り
、
ア
ル
プ
状

は
高
温
多
湿
で
、
動
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
。
学
術
隊
は
こ
こ
か
ら
ギ
ャ
ラ
ペ
リ

が
望
遠
で
き
た
。
我
々
は
通
麦
を
通
り
こ
し
て
、
波
密
ま
で
走
っ
た
。
波
密
県

鐸
〃
ム
↑
１

札
木
は
東
チ
ベ
ッ
ト
の
中
心
地
で
、
人
口
六
千
人
、
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
と
は
信
じ

ら
れ
な
い
く
ら
い
自
然
は
豊
か
だ
。
豊
富
な
森
林
、
リ
ン
ゴ
や
ク
ル
ミ
の
木
が

村
を
お
お
う
。
人
々
の
生
活
文
化
は
高
く
、
美
人
も
多
い
。
登
高
意
欲
を
そ
そ

ら
れ
る
六
千
勝
ク
ラ
ス
の
処
女
峰
が
周
囲
を
と
り
ま
い
て
い
る
。
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マ
ン
ヤ
ソ

の
高
原
を
登
る
。
そ
し
て
四
三
○
○
脚
の
峠
を
越
え
て
芒
康
に
出
る
。
こ
こ
か

ら
南
下
す
る
と
昆
明
に
出
ら
れ
る
。
当
初
の
計
画
は
こ
の
南
下
ル
ー
ト
で
あ
っ

た
が
、
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
成
都
か
ら
ラ
サ
に
行
く
乗
合
い
バ
ス
と

す
れ
ち
が
っ
た
。
九
日
間
か
か
る
と
い
う
。

チ
ソ
サ
チ
ヤ
ン

小
さ
な
支
流
に
沿
っ
て
下
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
が
金
沙
江
（
揚
子
江
上
流
）

で
あ
っ
た
。
川
幅
は
広
く
、
悠
々
と
流
れ
る
様
は
大
河
の
風
格
が
あ
っ
た
。
金

（
々
／
ン

沙
江
を
境
に
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
と
は
別
れ
、
四
川
省
に
入
る
。
巴
塘
に
泊
る
。

こ
こ
は
川
蔵
公
路
の
要
所
で
、
昔
か
ら
有
名
な
町
だ
。
緑
も
豊
富
で
町
は
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ハ
イ
ッ
シ
ヤ
ン

五
月
二
十
一
日
、
朝
暗
い
う
ち
に
出
発
。
海
子
山
峠
（
四
六
五
○
牌
）
か
ら

朝
日
に
輝
く
六
千
僻
ク
ラ
ス
の
山
が
手
に
と
る
よ
う
に
見
え
る
。
北
側
の
山
は

氷
河
も
あ
り
、
無
名
峰
な
が
ら
堂
々
た
る
も
の
だ
。
車
は
草
原
を
疾
走
す
る
。

軍
用
ト
ラ
ッ
ク
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
す
れ
違
う
。
放
牧
の
ヤ
ク
、
馬
、
羊
、
山

羊
に
ま
じ
り
、
道
を
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
た
ぐ
い
が
横
切
る
。
大
草
原
の
か
な
た
に

は
無
数
の
雪
山
が
そ
び
え
、
絵
画
の
よ
う
だ
。
こ
の
日
は
横
断
旅
行
の
白
眉
で

あ
っ
た
。
四
千
腓
を
超
え
る
峠
を
八
つ
も
越
え
た
。
最
後
の
峠
か
ら
、
遠
く
ミ

ニ
ヤ
コ
ン
ガ
（
七
五
九
○
燭
）
が
見
え
た
。
満
開
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
美
し
い
谷

ヤ
ー
チ
ヤ
ン

を
下
る
と
、
そ
こ
が
雅
江
で
あ
っ
た
。
一
日
走
っ
た
距
離
と
し
て
は
最
長
の
三

五
○
キ
ロ
を
走
っ
た
。
日
ざ
し
は
暑
く
、
川
で
は
子
供
が
泳
で
い
い
た
。

ヤ
ー
ル
ン
チ
ヤ
ン

ガ
オ
ジ
ヤ
ン

五
月
二
十
二
日
、
揚
子
江
の
支
流
、
雅
碧
江
を
越
え
、
高
時
山
峠
を
越
え
る

と
こ
ろ
で
、
全
山
倒
木
、
枯
れ
木
の
山
を
見
た
。
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林
が
続

く
と
い
う
感
じ
を
も
っ
て
い
た
が
、
期
待
に
反
し
て
、
横
断
山
脈
は
一
般
に
疎

林
が
多
か
っ
た
。

チ
ヱ
ト
ウ
シ
ヤ
ン

康
定
へ
の
最
後
の
峠
、
折
多
山
峠
（
四
二
五
○
Ｍ
）
で
車
を
お
き
、
ミ
ニ
ヤ

コ
ン
ガ
が
見
え
る
ピ
ー
ク
ま
で
歩
い
て
登
る
。
衛
星
峰
を
従
え
た
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
０４

な
姿
に
感
激
し
て
写
真
を
と
る
。

旅
の
終
り

ダ
ー
チ
エ
ン
ル
ー

康
定
は
別
名
を
打
箭
炉
と
も
い
い
、
東
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
玄
関
口
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
昔
、
入
蔵
を
志
し
た
人
の
多
く
が
、
こ
こ
か
ら
官
憲
に
追
い
か
え

さ
れ
た
。
甘
孜
軍
の
招
待
所
に
泊
る
。
道
中
、
テ
ン
ト
、
食
糧
な
ど
準
備
し
て

き
た
が
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
招
待
所
や
解
放
軍
の
宿
舎
に
泊
っ
た
。
食
事
も

味
に
文
句
さ
え
い
わ
な
け
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
な
お
、
道
中
泊
っ
た
す
ゃ
へ
て
の

場
所
で
、
時
間
制
限
は
あ
る
も
の
の
電
気
が
あ
る
。
巴
塘
か
ら
は
日
本
に
電
話

も
通
じ
る
。
文
明
の
波
に
洗
わ
れ
つ
つ
あ
る
辺
境
の
地
だ
が
、
一
方
で
昔
な
が

ら
の
遊
牧
民
の
生
活
が
あ
り
、
そ
の
調
和
を
如
何
に
と
っ
て
い
く
か
興
味
の
あ

る
と
こ
ろ
だ
。

ル
ー
デ
イ
ン

毛
沢
東
の
長
征
の
成
否
を
か
け
た
決
戦
場
が
炉
定
で
あ
る
。
五
月
二
十
四

日
、
ぜ
ひ
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
現
場
に
立
っ
て
、
当
時
四
十
歳
だ
っ
た
彼
の

タ
ー
ト
ー
ホ

偉
大
さ
を
し
の
ん
だ
。
こ
こ
大
渡
河
の
河
岸
に
は
、
サ
ボ
テ
ン
が
生
育
し
て
い

る
ほ
ど
の
乾
燥
地
帯
で
あ
る
が
、
次
の
日
、
二
郎
山
を
こ
え
て
成
都
盆
地
に
入

っ
た
と
た
ん
、
高
温
多
湿
の
森
林
相
と
な
り
、
そ
の
変
化
の
め
ま
ぐ
る
し
さ
に

驚
く
。
水
牛
に
よ
る
田
植
え
と
、
麦
の
収
穫
に
村
人
は
忙
し
い
。

ヤ
ア
ン

五
月
二
十
六
日
、
先
行
し
て
い
た
学
術
隊
と
雅
安
で
再
会
。
東
チ
ベ
ッ
ト
で

は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
調
査
も
、
四
川
省
に
入
っ
て
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
で
て
苦
労
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

登
山
隊
は
ひ
と
足
早
く
、
五
月
二
十
八
日
に
成
都
入
り
し
た
。
学
術
隊
は
一

８

日
お
く
れ
て
成
都
に
着
い
た
。
長
か
っ
た
旅
は
終
っ
た
。
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八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
神
戸
大
学
西
蔵
学
術
登
山
隊

主
催
団
体
神
戸
大
学

活
動
期
間
一
九
八
六
年
三
月
’
五
月

目
的
㈹
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
（
七
五
五
四
脚
）
の
初
登
頂
。

ロ
ク
ー
ラ
・
カ
ン
リ
周
辺
お
よ
び
東
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
四
川
省
に

か
け
て
の
学
術
調
査
（
外
国
人
と
し
て
は
最
初
）
。

隊
の
編
成
総
隊
長
平
井
一
正
神
戸
大
学
工
学
部
教
授
（
シ
ス
テ
ム
エ
学
）

弘
歳

登
山
隊
隊
長
岡
市
敏
治
㈱
コ
ス
モ
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
取

締
役
妬
歳

隊
員
緒
方
俊
治
㈱
ア
ム
セ
ッ
ク
勤
務
諏
歳
、
居
谷
千
春

日
本
ペ
イ
ン
ト
㈱
勤
務
謁
歳
、
森
長
敬
㈱
森
長
工
務
店
勤
務

認
歳
、
山
田
健
兵
庫
県
北
摂
整
備
局
勤
務
（
兼
学
術
隊
員
）
瓢

歳
、
坂
本
淳
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
勤
務
調
歳
、
長
谷
川
浩

名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
研
究
生
幻
歳
、
尾
崎
久
純

神
戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
院
生
訂
歳
、
村
山
誠
之
鐘
潤

化
学
工
業
㈱
勤
務
茄
歳
、
船
原
尚
武
神
戸
大
学
理
学
部
地
球

科
学
科
学
生
弱
歳
、
内
井
淳
同
上
翠
歳
、
柴
田
隆
宏

神
戸
大
学
理
学
部
物
理
学
科
学
生
妬
歳

学
術
隊
隊
長
内
藤
親
彦
神
戸
大
学
農
学
部
助
教
授
（
農
業

昆
虫
学
）
娼
歳

隊
員
沖
村
孝
神
戸
大
学
工
学
部
助
教
授
（
土
木
工
学
）
狐

歳
、
北
口
博
教
神
戸
大
学
医
学
部
助
手
（
生
理
学
）
虹
歳
、

依
田
博
神
戸
大
学
教
養
部
助
教
授
（
政
治
学
）
虹
歳
、
合
田

濤
神
戸
大
学
教
養
部
助
教
授
（
文
化
人
類
学
）
調
歳
、
武
田

義
明
神
戸
大
学
教
育
学
部
助
手
（
植
物
生
態
学
）
諏
歳
、
乙
藤

洋
一
郎
神
戸
大
学
理
学
部
助
手
（
地
球
物
理
学
）
鏥
歳
、
藤

本
一
弘
神
戸
大
学
医
学
部
助
手
（
耳
鼻
咽
喉
科
）
凱
歳

報
道
隊
隊
員
朝
日
教
之
朝
日
新
聞
勤
務
鋤
歳
、
大
谷
映

芳
テ
レ
ビ
朝
日
勤
務
犯
歳
、
酒
井
潮
テ
レ
ビ
朝
日
勤
務

如
歳
、
桜
井
勝
之
㈱
Ｐ
Ｇ
Ｃ
勤
務
恥
歳

中
国
側
隊
（
通
訳
、
運
転
手
、
コ
ッ
ク
な
ど
を
除
く
）

登
山
隊
連
絡
官
干
艮
漢
、
高
処
協
力
員
王
勇
峰
、
李
致
新
、

馬
新
祥
、
張
志
堅
、
陳
守
建

学
術
隊
鄭
錫
滴
中
国
科
学
院
地
質
研
究
所
、
黄
夏
生
同
動

物
研
究
所
、
揚
逸
陦
同
地
理
研
究
所
、
王
金
亭
同
植
物
研
究
所

日
本
側
二
十
五
名
、
中
国
側
十
七
名
、
合
計
四
十
二
名

行
動
概
要
三
月
九
日
に
日
本
出
発
。
三
月
十
二
日
、
北
京
、
成
都
を
経
由
、

ラ
サ
に
到
着
。
三
月
十
五
日
、
ラ
サ
出
発
。
三
月
十
七
日
、
高
度

四
五
○
○
勝
の
Ｂ
Ｃ
入
り
。
学
術
隊
は
Ｂ
Ｃ
周
辺
の
調
査
お
よ
び

登
山
隊
支
援
。
三
月
二
十
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
建
設
（
五
三
○
○
Ｍ
）
。

三
月
二
十
五
日
、
Ｃ
１
建
設
。
四
月
一
日
、
Ｃ
２
建
設
。
四
月
四

日
、
強
風
で
、
Ｃ
２
お
よ
び
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
テ
ン
ト
を
飛
ば
さ
れ
る
。

四
月
十
一
日
、
Ｃ
３
（
六
八
○
○
牌
）
建
設
。
四
月
十
六
日
、
Ｃ

４
建
設
。
い
っ
た
ん
全
員
Ｃ
１
に
集
結
し
休
養
す
る
。
四
月
二
十

一
日
午
後
四
時
十
五
分
、
第
一
次
隊
、
登
頂
。
四
月
二
十
二
日
、

第
二
次
隊
の
登
頂
。
五
月
五
日
、
ラ
サ
に
向
か
う
。
五
月
十
日
ラ
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サ
出
発
。
五
月
二
十
八
日
、
成
都
着
。
六
月
六
日
、
北
京
着
。
六

月
十
三
日
、
本
隊
帰
国
。

報
告
書
注
⑧
参
照

⑧
学
術
登
山
隊
の
記
録
は
次
の
出
版
物
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

(7) （6） 側
平
井
一
正
「
シ
ェ
ル
ピ
・
カ
ン
リ
登
頂
（
一
九
七
六
年
）
」
「
山
岳
第
七
十
一
・
七

註刈
嗣
．
旨
儲
○
口
》
炉
９
号
氏
曾
Ｏ
急
ゞ
罰
目
①
算
出
胃
叶
‐
己
凸
昌
晩
》
岳
観
（
田
辺
、
望
月

訳
『
ヒ
マ
ラ
ャ
ー
そ
の
探
検
と
登
山
の
歴
史
』
白
水
社
、
昭
鉈
年
）

団
昌
ｇ
叩
⑦
①
○
四
砦
匡
ｏ
畠
〕
○
日
ロ
巳
》
ぐ
巳
．
霞
上
、
邑
隠
に
も
記
述
あ
り
。

②
中
尾
佐
助
『
秘
境
ブ
ー
タ
ン
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
弘
年

③
犀
．
⑦
幽
口
ｍ
①
尻
眠
（
討
○
庁
喝
旦
国
言
冨
昌
里
目
昌
包
冨
＠
厘
吋
匡
管
の
①
門
ぐ
①
局
］
侭
．

⑤
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
東
部
、
四
川
省
西
南
部
、
雲
南
省
西
部
、
西
北
部
に
南
北
に
平

行
し
て
走
る
山
脈
を
総
称
し
て
横
断
山
脈
と
い
う
。
横
断
山
脈
に
は
、
高
黎
貢
山

脈
、
怒
山
脈
、
雪
嶺
山
脈
、
沙
魯
里
山
脈
、
大
雪
山
脈
な
ど
が
含
ま
れ
る
（
『
中
国
登

山
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
八
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
Ｖ
よ
り
）
。

な
お
戦
前
、
成
都
か
ら
こ
の
横
断
山
脈
を
こ
え
て
、
ラ
サ
に
入
っ
た
日
本
人
が
い

る
。
彼
の
名
前
は
矢
島
保
次
郎
（
一
八
八
二
年
Ｉ
？
）
で
℃
一
九
一
○
年
成
都
か
ら

隊
商
に
加
わ
り
、
理
塘
、
巴
塘
を
経
て
、
一
九
二
年
ラ
サ
に
到
着
し
た
（
酒
井
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
を
越
え
た
日
本
人
」
帝
塚
山
大
学
論
集
、
第
五
十
一
号
’
五
十
三
号
、
昭
和

測
量
に
よ
る
と
七
二
六
五
搦
で
あ
る
。

61

年
営

十
二
年

国
勝
巳
匂
岸
麗
⑭

『
岳
人
』
昭
和
“
年
２
月
号

チ
ュ
ー
ピ
ェ
ソ
ン
の
標
高
は
従
来
七
三
二
牌
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
我
々
の

神
戸
大
学
西
蔵
学
術
登
山
隊
公
式
報
告
書
。
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、
昭
鑓
年

ｎ
月
（
予
定
）
。

楊
逸
時
「
東
チ
ベ
ッ
ト
三
○
○
○
キ
ロ
初
踏
査
」
、
人
民
中
国
、
一
九
八
七
年
二
月

号平
井
、
「
山
と
渓
谷
」
／
一
九
八
六
年
八
月
号

同
、
「
岳
人
」
、
一
九
八
六
年
十
月
号

同
、
出
目
四
旨
富
国
〕
Ｃ
負
目
昌
々
ぐ
巳
．
あ
あ
里
雷

同
、
シ
日
①
骨
四
旨
シ
宣
旨
①
］
○
日
目
匙
．
（
ぐ
○
一
．
忠
．
岳
冒
）
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あ
こ
が
れ
の
地
へ

中
央
ア
ジ
ア
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
、
絲
綱
之
路
、
罠
篇

山
脈
、
こ
う
し
て
列
挙
し
て
い
く
と
こ
れ
ら
の
地
に
限
り
な
い
憧
慢
と
ロ
マ
ン

を
覚
え
る
人
は
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

今
回
の
登
山
隊
の
織
内
信
彦
総
隊
長
は
「
昆
需
へ
の
み
ち
」
（
『
毘
需
山
脈
七

一
六
七
脚
峰
登
山
隊
報
告
書
』
所
収
）
と
題
し
た
文
章
に
数
十
年
来
憧
れ
続
け

た
ロ
マ
ン
の
地
で
の
感
慨
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
・
…
・
・
私
が
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
中
心
と
す
る
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
興
味
を

い
だ
き
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
考
え
る
と
実
は
随
分
若
年
の
こ
ろ
に
遡
る
が
、

ヘ
デ
ィ
ン
や
ス
タ
イ
ン
の
探
検
記
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
い
ち
ば
ん
最

初
に
読
ん
だ
の
は
た
し
か
日
野
強
の
『
伊
華
紀
行
』
、
次
い
で
サ
ー
・
エ
リ
ッ

ク
・
タ
イ
ク
マ
ン
の
『
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ヘ
の
旅
』
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
本

を
手
に
し
た
の
が
昭
和
十
五
年
、
神
近
市
子
訳
の
岩
波
版
で
、
ど
う
い
う
わ
け

か
引
き
ず
り
こ
ま
れ
る
よ
う
に
読
ん
で
い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
…
…
」

東
京
農
大
罠
需
七
一
六
七

トメ
’"

しI

峰
「
…
：
．
ポ
プ
ラ
並
木
の
限
り
な
く
続
く
こ
の
古
い
都
邑
の
ど
こ
か
に
彼
等
の
残

し
た
痕
跡
は
な
い
も
の
か
と
私
は
鵜
の
目
鷹
の
目
で
、
カ
シ
ガ
ル
の
バ
ザ
ー
ル

か
ら
バ
ザ
ー
ル
を
さ
ま
よ
い
あ
る
い
た
」
。

ま
た
、
昆
嵜
に
つ
い
て
は
「
罠
帯
山
脈
と
や
や
も
す
れ
ば
同
一
山
系
と
し
て

扱
わ
れ
易
い
山
群
に
、
ク
ン
グ
ー
ル
（
七
七
一
九
勝
）
、
ク
ン
グ
ー
ル
・
チ
ュ

ビ
エ
（
七
五
九
五
Ｍ
）
、
ム
ズ
タ
ー
グ
・
ア
ダ
（
七
五
四
六
牌
）
の
諸
峰
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
峰
々
は
ヤ
ル
カ
ン
ド
河
に
よ
っ
て
昆
需
山
脈
と
は
完
全

に
山
系
を
分
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
の
が
最
近
の
定
説
で
あ
り
、
…
…
」
。
「
毘

嵜
山
脈
は
長
い
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
カ
ラ
コ
ル
ム
の
よ
う

に
登
山
隊
が
華
々
し
く
活
躍
す
る
場
面
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
人
煙
稀
な

と
い
う
か
、
人
跡
稀
な
地
域
で
あ
っ
た
。
中
国
科
学
院
は
一
九
七
六
年
に
罠
喬

山
脈
第
二
の
高
峰
ウ
ル
グ
・
ム
ズ
タ
ー
グ
の
周
辺
に
か
な
り
大
規
模
な
調
査
隊

を
送
り
出
し
た
。
し
か
し
登
山
ら
し
い
こ
と
は
や
ら
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
お

い
て
一
九
八
五
年
十
月
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
合
同
隊
に
よ
っ
て
は
じ

早
坂
敬
二
郎
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め
て
ゥ
ル
グ
・
ム
ズ
タ
ー
グ
の
未
登
の
山
頂
が
き
わ
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
罠
帯

山
脈
の
大
き
な
ピ
ー
ク
が
登
頂
さ
れ
た
最
初
の
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
…
…

罠
嵜
山
脈
の
最
高
峰
は
未
登
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
」
。

こ
の
罠
喬
山
脈
最
高
峰
が
東
経
八
○
度
五
五
分
、
北
緯
三
五
度
二
○
分
に
位

置
す
る
無
名
の
七
一
六
七
脚
峰
で
あ
る
。

こ
の
未
登
峰
の
登
山
許
可
が
、
日
本
山
岳
会
の
宮
下
秀
樹
評
議
員
を
始
め
と

す
る
会
員
の
方
々
の
好
意
と
協
力
に
よ
っ
て
我
々
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
一
九

八
五
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
七
○
○
○
腕
の
未
登
峰
が
地
球
上
に
残
り
少
な

い
現
在
、
そ
れ
は
実
に
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

計
画
は
、
東
京
農
業
大
学
山
岳
部
創
部
六
○
周
年
記
念
と
し
て
進
め
ら
れ

た
。
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ッ
と
い
う
農
大
の
学
風

の
中
で
育
ち
、
「
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
お
お
ら
か
な
」
山
登
り
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
国
内
で
の
山
行
と
自
主
的
な
海
外
登
山
を
積
み
重
ね
て
き
た
私
達
に
と
っ

て
、
こ
の
罠
嵜
山
脈
の
未
登
峰
は
願
っ
て
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

登
山
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
高
所
登
山
ゆ
え
の
タ
ク
テ
イ
ッ
ク
ス
の

若
干
の
変
更
と
、
学
生
三
人
と
今
年
卒
業
し
た
女
子
を
含
む
全
隊
員
を
安
全
、

確
実
に
頂
上
に
上
げ
る
た
め
に
登
華
用
具
を
多
め
に
持
ち
こ
む
こ
と
以
外
は
、

あ
く
ま
で
も
国
内
の
山
行
の
延
長
で
あ
る
と
の
考
え
を
基
本
と
し
た
。

Ｂ
Ｃ
設
営

登
山
隊
は
六
月
二
十
四
日
、
大
阪
港
よ
り
出
発
。
同
月
二
十
六
日
、
上
海
に

上
陸
し
た
。
汽
車
と
車
で
大
陸
を
横
断
し
た
の
で
中
国
大
陸
の
大
き
さ
を
じ
か

ウ
ル
ム
チ
カ
シ
ユ
ガ
ル
イ
エ
チ
エ
ン

に
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
烏
魯
木
斉
、
喀
什
、
叶
城
を
経
て
新
蔵
公
路

（
新
彊
、
チ
ベ
ッ
ト
公
路
）
に
入
る
。
四
○
○
○
燭
か
ら
五
○
○
○
僻
の
い
く

テ
ン
ヌ
イ
ハ
イ

つ
か
の
峠
を
越
え
、
甜
水
海
（
四
八
一
宝
牌
）
の
兵
姑
基
地
に
七
月
十
六
日
到

着
。
こ
こ
に
二
日
間
滞
在
し
て
体
調
を
整
え
た
後
、
新
蔵
公
路
を
離
れ
、
毘
需

山
脈
の
南
側
、
ア
ク
サ
イ
チ
ン
高
原
を
東
進
す
る
。
こ
の
高
原
に
は
、
チ
ベ
ッ

ト
ノ
ロ
バ
、
チ
ベ
ッ
ト
ガ
ゼ
ー
ル
、
チ
ル
ー
、
ヤ
ク
な
ど
の
野
性
動
物
が
駆
け

抜
け
、
い
た
る
と
こ
ろ
色
と
り
ど
り
の
高
山
植
物
が
咲
き
み
だ
れ
て
い
て
、
私

た
ち
を
魅
了
し
た
。

午
後
に
な
る
と
罠
需
の
山
々
か
ら
の
雪
ど
け
水
で
川
は
増
水
し
た
。
そ
の
た

め
徒
渉
が
で
き
ず
、
予
期
せ
ぬ
キ
ャ
ン
プ
を
強
い
ら
れ
た
り
、
ぬ
か
る
み
に
ト

ラ
ッ
ク
が
埋
ま
る
な
ど
を
繰
り
返
え
す
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
二
十
日
、
十
日

余
り
の
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン
が
よ
う
や
く
終
了
し
た
。
七
一
六
七
牌
峰
の
広
大
な
氷
河

よ
り
流
れ
出
る
多
量
の
水
が
広
い
河
原
に
幾
筋
も
の
流
れ
を
つ
く
る
里
田
河
、

そ
の
右
岸
の
台
地
に
大
小
六
張
の
テ
ン
ト
を
設
営
し
、
Ｂ
Ｃ
と
し
た
。
高
度
五

三
一
五
肘
の
こ
の
Ｂ
Ｃ
は
、
計
画
段
階
の
Ｃ
Ｉ
に
相
当
す
る
。

車
を
利
用
し
て
キ
ャ
ン
プ
を
ひ
と
つ
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
山
期
間

を
一
週
間
ほ
ど
短
縮
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
ア
タ
ッ
ク
予
定
が
秋
風
の
吹
き
始

め
る
厳
し
い
季
節
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
一
週
間
の
短
縮
は
実
に
効
果
的
で
幸

先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
実
際
、
登
頂
を
終
え
、
各
キ
ャ
ン
プ
を
撤
収

し
て
Ｂ
Ｃ
へ
戻
る
頃
に
は
吹
く
風
も
冷
た
く
、
未
明
か
ら
朝
に
か
け
て
は
、
か

な
り
の
積
雪
が
あ
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
を
予
定
よ
り
上
部
に
建
設
で
き
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
な
お
、
Ｂ
Ｃ

か
ら
頂
上
ま
で
の
標
高
差
一
九
○
○
脚
、
直
線
距
離
に
し
て
二
五
キ
ロ
と
い
う
、

非
常
に
長
い
ル
ー
ト
エ
作
と
荷
上
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
し
か
も
、
ド
ク
タ
ー

氷
河
（
仮
称
）
、
中
峰
氷
河
（
中
国
の
地
図
に
名
称
が
記
入
さ
れ
て
い
る
数
少

な
い
氷
河
）
が
、
七
一
六
七
肘
峰
の
前
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
氷

塔
地
帯
を
有
す
る
こ
の
氷
河
を
越
え
て
、
山
の
懐
へ
い
か
に
ス
ム
ー
ス
に
近
つ
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け
る
か
否
か
に
今
回
の
登
山
の
成
否
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
出
発
前
か
ら

充
分
に
推
察
さ
れ
て
い
た
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
見
る
と
七
一
六
七
搦
峰
は
、
予
想
ど
お

り
遥
か
彼
方
に
そ
の
白
い
姿
を
見
せ
て
い
た
。

Ｂ
Ｃ
で
の
最
初
の
二
日
間
は
、
隊
荷
の
整
理
と
食
堂
作
り
に
当
て
ら
れ
た
。

五
○
個
余
り
の
プ
ラ
パ
ー
ル
の
箱
や
、
梱
包
袋
が
あ
け
ら
れ
、
食
糧
、
装
備
、

薬
品
な
ど
を
、
再
度
各
キ
ャ
ン
プ
ご
と
に
ふ
り
分
け
た
。

大
テ
ン
ト
を
食
堂
及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
と
し
、
入
口
近
く
に
炊
事

場
を
つ
く
っ
た
。
真
中
に
は
梱
包
用
の
プ
ラ
パ
ー
ル
の
箱
を
何
個
か
な
ら
曇
へ
、

そ
の
上
に
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が
わ
り
の
白
い
シ
ー
ツ
を
か
け
て
食
卓
と
し
、
少

し
で
も
く
つ
ろ
ぎ
や
す
い
Ｂ
Ｃ
作
り
に
努
め
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
も
、
上
部
ル
ー
ト
の
偵
察
は
間
断
な
く
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
。
ま
ず
、
ド
ク
タ
ー
、
中
峰
両
氷
河
の
横
断
を
避
け
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え

て
、
里
田
河
左
岸
に
渡
っ
て
か
ら
、
七
一
六
七
僻
峰
の
南
側
の
六
○
○
○
脚
級

の
丘
を
越
え
、
二
つ
の
氷
河
の
東
側
の
氷
河
（
東
面
氷
河
と
仮
称
）
の
雪
原
に
入

り
込
む
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
距
離
の
長
い
こ
と
と
、
途
中
の

里
田
河
の
渡
渉
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
ル
ー
ト
は
断
念
し
た
。

結
局
、
当
初
の
計
画
通
り
、
ド
ク
タ
ー
、
中
峰
両
氷
河
を
越
え
て
本
峰
に
近

づ
く
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

行
動
開
始

七
月
二
十
三
日
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
登
山
活
動
の
開
始
で
あ
る
。
ま
ず
、

氷
河
の
取
付
き
、
お
よ
び
氷
河
上
の
ル
ー
ト
偵
察
の
た
め
四
人
が
出
発
し
た
。

他
の
隊
員
は
Ｂ
Ｃ
の
整
備
と
隊
荷
の
整
理
に
忙
し
い
。

偵
察
隊
は
、
氷
河
へ
の
取
付
き
を
な
る
や
へ
く
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
に
求
め
る

べ
く
、
里
田
河
右
岸
ぞ
い
に
大
小
の
上
り
下
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
左
へ
左
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へ
と
里
田
河
を
登
っ
た
。

氷
河
の
末
端
も
右
岸
側
も
四
○
脚
余
り
の
氷
壁
に
な
っ
て
い
て
、
氷
河
に
取

り
付
け
る
箇
所
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ド
ク
タ
ー
氷
河
と
中
峰
氷
河
を
分
け
る
尾

根
の
末
端
に
最
短
距
離
で
た
ど
り
着
く
べ
く
、
ド
ク
タ
ー
氷
河
右
岸
ぞ
い
に
一

キ
ロ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
た
が
、
な
か
な
か
適
当
な
取
付
き
が
見
つ
か
ら
な

い
。
よ
う
や
く
ド
ク
タ
ー
氷
河
に
そ
っ
た
南
側
の
尾
根
の
末
端
付
近
で
氷
河
に

入
り
込
ん
で
い
る
ル
ン
ゼ
に
、
や
や
傾
斜
の
緩
い
部
分
を
さ
が
し
出
し
て
取
付

き
と
し
た
。

ひ
と
た
び
氷
河
の
中
の
氷
塔
地
帯
に
入
る
と
、
あ
ま
り
の
起
伏
の
大
き
さ

に
、
し
ば
し
ば
進
む
べ
き
方
向
を
見
失
い
そ
う
に
な
る
。
ド
ク
タ
ー
氷
河
東
側

の
丘
に
登
り
氷
河
を
一
望
で
き
る
場
所
か
ら
、
そ
の
た
び
に
双
眼
鏡
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
を
使
っ
て
氷
河
の
中
の
ル
ー
ト
エ
作
隊
に
指
示
を
出
す
。
だ
い
た
い

の
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
フ
ラ
ッ
グ
や
ス
プ
レ
ー
式
の
ペ
ン
キ
で
マ
ー
キ
ン
グ
を

す
る
。
こ
の
ル
ー
ト
エ
作
と
整
備
に
三
日
間
を
費
や
し
た
。
ま
た
、
氷
河
取
付

点
に
中
継
デ
ポ
地
を
設
け
、
こ
れ
を
デ
ポ
地
Ａ
と
し
た
。
ド
ク
タ
ー
氷
河
と
中

峰
氷
河
の
間
の
尾
根
の
末
端
（
ド
ク
タ
ー
氷
河
の
横
断
終
了
点
で
も
あ
る
）
の

地
点
を
デ
ポ
地
Ｂ
と
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
間
を
三
段
階
に
分
け
て
荷
上
げ
を
行
な

っ
た
。
中
継
デ
ポ
地
を
二
箇
所
も
設
け
た
の
は
、
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ
Ｉ
予
定
地
の
距
離

が
非
常
に
長
く
、
と
く
に
高
度
順
応
が
充
分
に
で
き
て
い
な
い
頃
は
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｃ

Ｉ
の
往
復
に
十
二
時
間
も
か
か
っ
た
の
で
、
体
力
の
消
耗
を
少
し
で
も
軽
減
し

よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
デ
ポ
地
Ｂ
よ
り
中
峰
氷
河
右
岸
に
そ
っ

て
、
さ
ら
に
一
キ
ロ
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
を
Ｃ
Ｉ
予
定
地
と
し
た
。

氷
河
の
中
は
重
い
荷
を
背
負
い
、
ひ
た
す
ら
忍
耐
強
く
、
氷
塔
地
帯
の
登
り

降
り
を
繰
り
返
す
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
地
味
で
気
の
滅
入
る
よ
う
な
作
業
も
、

大
学
山
岳
部
で
長
期
間
に
わ
た
る
合
宿
を
経
験
し
た
我
々
に
は
耐
え
切
れ
な
い

ほ
ど
の
苦
し
さ
で
は
な
い
。
だ
が
、
晴
天
の
時
の
氷
塔
地
帯
の
中
は
風
も
な

く
、
直
射
日
光
は
厚
手
の
ウ
ー
ル
の
シ
ャ
ツ
を
通
し
て
ジ
リ
ジ
リ
と
身
体
を
焼

き
つ
け
て
、
さ
な
が
ら
炎
熱
地
獄
の
様
相
を
呈
す
る
。
ま
た
、
ひ
と
た
び
天
候

が
崩
れ
る
と
気
温
は
氷
点
下
に
下
が
り
、
寒
さ
に
ふ
る
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
も
直
線
距
離
に
し
て
二
キ
ロ
、
四
時
間
余
り
歩
い
て
も
高
度
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
い
と
い
う
、
な
ん
と
も
腹
立
た
し
い
行
動
の
繰
り
返
し
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
氷
塔
地
帯
に
特
有
の
自
然
の
造
形
美
は
た
ま
ら
な
く
す
ば
ら
し

い
。
青
い
大
小
の
湖
が
そ
こ
か
し
こ
に
現
わ
れ
、
か
な
り
の
水
量
で
川
が
流
れ

て
い
た
り
も
す
る
。
毎
日
続
く
、
苦
し
い
だ
け
の
荷
上
げ
の
な
か
で
、
荷
を
下

ろ
し
て
ほ
っ
と
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
広
大
な
景
色
を
目
に
し
た
と
き
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
し
ば
し
の
休
息
の
と
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
興
が
湧
き
、
そ
の

広
大
な
白
い
世
界
の
上
を
、
夢
は
限
り
な
く
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
上

流
に
た
い
し
て
高
い
山
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
氷
河
が

あ
る
の
だ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
未
知
の
世
界
で
あ
る
。
ま
さ
に
大
陸
最
奥
部
最
大

の
氷
河
だ
と
い
う
こ
と
が
実
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。

初
め
の
こ
ろ
は
、
高
度
の
影
響
も
あ
っ
て
、
荷
上
げ
を
終
え
疲
れ
き
っ
て
Ｂ

Ｃ
に
戻
っ
て
く
る
頃
に
は
、
も
う
薄
闇
が
迫
っ
て
い
た
の
だ
が
、
次
第
に
身
体

も
慣
れ
、
荷
上
げ
に
要
す
る
時
間
も
明
ら
か
に
短
縮
し
て
い
っ
た
。
今
に
し
て

思
え
ば
、
五
五
○
○
脚
付
近
で
の
十
数
日
間
の
荷
上
げ
作
業
が
、
我
々
を
高
度

に
順
応
さ
せ
七
○
○
○
勝
で
も
さ
し
た
る
高
度
の
影
響
を
受
け
な
い
身
体
を
つ

く
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

連
日
の
ル
ー
ト
エ
作
や
荷
上
げ
で
疲
れ
た
身
体
に
は
、
Ｂ
Ｃ
で
の
休
養
日
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が
、
待
ち
遠
し
い
喜
び
の
日
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
の
前
の
小
川
で
洗
濯
し
た

り
、
サ
ン
ヒ
ー
タ
ー
で
つ
く
っ
た
湯
で
シ
ャ
ン
プ
ー
し
た
り
、
テ
ン
ト
の
中
で

昼
寝
を
し
た
り
、
各
自
思
い
思
い
の
一
日
を
過
ご
し
た
。
特
に
休
養
日
の
夕
食

に
は
、
肉
や
タ
マ
ゴ
、
野
菜
を
使
っ
た
豪
華
な
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
い
つ
ぱ
い
に

並
べ
ら
れ
、
連
絡
官
の
雷
さ
ん
、
通
訳
の
王
星
さ
ん
、
運
転
手
の
刻
さ
ん
の
中

国
側
ス
タ
ッ
フ
も
招
待
し
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
消
灯
時
間
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
話
が
は
ず
ん
だ
。

八
月
三
日
、
ド
ク
タ
ー
氷
河
を
越
え
、
中
峰
氷
河
右
岸
に
そ
っ
て
一
キ
ロ
ほ
ど

登
っ
た
段
丘
の
平
地
に
Ｃ
Ｉ
を
設
営
。
標
高
は
五
五
四
一
燭
で
あ
る
。
こ
れ

で
、
中
国
側
ス
タ
ッ
フ
を
除
い
て
、
全
員
が
Ｃ
Ｉ
入
り
し
た
。
も
う
登
頂
し
て

下
山
す
る
ま
で
Ｂ
Ｃ
に
は
戻
ら
な
い
予
定
で
あ
る
。
朝
、
Ｂ
Ｃ
を
出
発
す
る
と

き
に
連
絡
官
の
雷
さ
ん
が
、
わ
ざ
わ
ざ
起
き
て
き
て
「
Ｂ
Ｃ
の
留
守
は
し
っ
か

り
守
る
か
ら
、
安
心
し
て
行
き
な
さ
い
。
そ
し
て
登
頂
を
心
よ
り
祈
っ
て
い

る
」
と
、
か
た
い
握
手
で
見
送
っ
て
く
れ
た
。

北
峰
と
本
峰
ｌ
ど
ち
ら
が
高
い
の
か

Ｃ
工
に
は
、
テ
ン
ト
四
張
を
張
り
、
近
く
の
小
屋
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
岩
に

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
張
っ
て
キ
ッ
チ
ン
と
し
た
。
大
岩
の
庇
状
に
な
っ
た
と
こ

ろ
を
倉
庫
と
し
、
前
進
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
。
食
料
も
、
干

肉
、
缶
詰
、
野
菜
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
と
、
Ｂ
Ｃ
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
豊
富

で
、
休
養
日
も
充
分
楽
し
め
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
Ｃ
工
か
ら
見
る
七
一
六
七
勝
峰
と
北
峰
（
仮
称
）
は
ま
だ
ま

だ
遠
く
、
中
峰
氷
河
が
そ
の
前
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
に
入
っ
て
以
来
、
常
に
我
々
の
議
論
に
上
が
っ
て
い
た
こ
と
に
、
七
一

六
七
脚
峰
（
本
峰
）
と
北
峰
の
標
高
の
問
題
が
あ
っ
た
。
地
図
上
で
は
本
峰
の
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ほ
う
が
一
○
○
洞
ほ
ど
高
い
の
だ
が
、
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も
両
峰
と
も
同
程

度
か
、
も
し
く
は
北
峰
の
ほ
う
が
高
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
今
回
、
私

た
ち
が
登
頂
す
る
際
に
、
は
っ
き
り
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
、
最
終
的
に
は
両
峰
と
も
登
頂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
た
。

頂
上
に
至
る
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
二
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。
一
つ
は
、

中
峰
氷
河
を
越
え
て
、
本
峰
の
西
側
の
氷
河
（
西
面
氷
河
と
仮
称
）
を
つ
め

て
、
北
峰
よ
り
西
側
に
お
り
て
い
る
尾
根
（
西
稜
と
仮
称
）
に
取
り
付
く
も
の

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
本
峰
よ
り
ま
っ
す
ぐ
南
に
お
り
て
い
る
尾
根
（
南
稜

と
仮
称
）
の
末
端
を
廻
り
込
み
、
そ
の
ま
ま
氷
河
（
南
面
氷
河
と
仮
称
）
を
登

り
、
南
稜
よ
り
東
に
派
生
す
る
稜
（
東
稜
と
仮
称
）
に
取
付
く
も
の
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
南
稜
を
末
端
、
も
し
く
は
途
中
か
ら
取
り
付
く
と
い
う
方
法
も
考
え

ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ト
は
、
下
部
は
雪
が
少
な
く
急
峻
で
、
六
五
○

○
淵
ぐ
ら
い
か
ら
傾
斜
が
急
に
落
ち
る
が
、
そ
こ
か
ら
頂
上
ま
で
は
、
雪
庇
の

出
た
稜
線
を
か
な
り
の
距
離
登
高
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
Ｂ
Ｃ
か
ら

は
っ
き
り
と
観
察
で
き
て
い
た
の
で
初
め
か
ら
除
外
し
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
ル
ー
ト
の
東
面
、
西
面
を
偵
察
す
る
に
は
、
中
峰
氷

河
を
越
え
て
、
南
面
氷
河
の
雪
原
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
八
月
四
日
、
ル

ー
ト
エ
作
隊
は
、
Ｃ
Ｉ
か
ら
中
峰
氷
河
右
岸
を
ニ
キ
回
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
り
、
切
り

立
つ
氷
河
の
側
壁
が
Ｖ
の
字
に
切
れ
て
い
る
箇
所
か
ら
中
峰
氷
河
氷
塔
地
帯
に

取
り
付
い
た
。
ド
ク
タ
ー
氷
河
と
中
峰
氷
河
と
を
分
け
る
尾
根
に
登
り
、
ド
ク

タ
ー
氷
河
の
ル
ー
ト
エ
作
時
と
同
様
に
、
双
眼
鏡
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
ル
ー

ト
を
指
示
し
、
フ
ラ
ッ
グ
や
ペ
ン
キ
で
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
、
ル
ー
ト
を
整
備
す

る
。

翌
五
日
、
氷
塔
地
帯
の
ル
ー
ト
を
整
備
し
な
が
ら
、
西
面
氷
河
と
東
面
氷
河

の
合
流
す
る
大
き
な
雪
原
（
大
雪
原
と
仮
称
）
に
キ
ャ
ン
プ
を
出
し
、
西
面
、

東
面
の
偵
察
を
行
な
っ
た
結
果
、
西
面
氷
河
を
つ
め
て
西
稜
に
取
り
付
く
ル
ー

ト
は
、
西
面
氷
河
の
距
離
が
長
く
、
傾
斜
も
緩
い
の
で
高
度
が
稼
げ
な
い
と
思

わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
西
稜
上
の
か
な
り
下
に
Ａ
Ｃ
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
の
で
、
我
々
は
陦
跨
な
く
西
稜
ル
ー
ト
を
捨
て
て
、
南
稜
末
端
を
廻

り
込
み
南
面
氷
河
を
東
稜
を
め
ざ
し
て
進
ん
だ
。
偵
察
の
結
果
、
東
稜
に
取
り

付
け
る
こ
と
と
、
東
稜
が
頂
上
近
く
で
南
稜
に
突
き
上
げ
て
い
て
頂
上
ま
で
登

筆
可
能
な
こ
と
を
確
認
し
た
。

八
月
七
日
の
夜
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
南
面
氷
河
よ
り
東
稜
を
経
て
頂
上
へ
と

い
う
ル
ー
ト
が
最
終
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
南
稜
と
東
稜
に
囲
ま
れ
た
南
面
氷

河
上
の
セ
ラ
ッ
ク
の
手
前
六
一
九
四
脚
を
Ｃ
Ⅱ
予
定
地
と
す
る
こ
と
も
併
せ
て

決
定
さ
れ
た
。

中
峰
氷
河
を
越
え
て
の
Ｃ
Ⅱ
へ
の
荷
上
げ
は
、
ド
ク
タ
ー
氷
河
と
同
様
、
起

伏
の
激
し
い
氷
塔
地
帯
を
横
断
し
、
大
雪
原
を
経
て
南
面
氷
河
を
登
り
つ
づ
け

る
長
い
苦
し
い
行
程
と
な
っ
た
。
距
離
が
長
す
ぎ
る
の
で
大
雪
原
に
中
継
デ
ポ

地
を
設
け
て
デ
ポ
地
Ｃ
と
し
た
が
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
ず
、
大
部
分
は
Ｃ
Ⅱ
ま

で
一
気
に
荷
上
げ
を
行
な
っ
た
。

一
日
の
行
動
時
間
が
長
い
た
め
、
行
動
中
の
天
気
の
変
化
も
激
し
く
、
快
晴

か
と
思
え
ば
突
然
吹
雪
に
な
り
、
夕
刻
に
は
雷
が
鳴
っ
て
大
粒
の
霞
が
降
る
と

い
っ
た
天
気
が
毎
日
の
よ
う
に
続
い
た
。
そ
れ
で
も
全
員
体
調
も
良
く
、
ゆ
っ

く
り
で
は
あ
る
が
着
実
に
七
一
六
七
脚
峰
の
頂
上
へ
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
実

感
が
あ
っ
た
。

た
ま
の
休
養
日
に
は
Ｃ
Ⅱ
の
前
に
そ
そ
り
立
つ
中
峰
氷
河
の
氷
で
ス
コ
ッ
チ
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の
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
メ
ン
バ
ー
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
り
し
た
。
食
糧

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
パ
ッ
ク
が
開
け
ら
れ
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
や
お
好
み
焼
き
、
コ

ー
ヒ
ー
ゼ
リ
ー
な
ど
が
出
た
り
し
て
、
苦
し
い
荷
上
げ
作
業
の
中
に
も
、
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

Ａ
Ｃ
の
設
営

八
月
十
日
、
荷
上
げ
が
完
了
し
、
南
面
氷
河
上
、
六
一
九
四
卿
の
予
定
地
に

Ｃ
Ⅱ
が
建
設
さ
れ
た
。
山
頂
は
、
Ｃ
Ⅱ
の
頭
上
に
、
夕
日
に
染
ま
っ
て
雪
煙
を

上
げ
て
い
た
。
Ｂ
Ｃ
建
設
以
来
三
週
間
目
に
し
て
、
七
一
六
七
脚
峰
が
よ
う
や

く
身
近
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
ち
に
Ａ
Ｃ
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
が
始
め
ら
れ
た
。
Ｃ
Ⅱ
か
ら
南
面
氷
河
を

進
み
東
稜
に
取
り
付
く
。
東
稜
へ
の
取
付
き
は
、
雪
面
の
傾
斜
が
比
較
的
ゆ
る

く
稜
線
ま
で
続
い
て
い
る
側
面
に
と
る
。
斜
度
は
四
五
度
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
こ

の
東
稜
側
面
の
取
付
点
か
ら
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
三
○
○
脚
ほ
ど
固
定

し
て
東
稜
に
出
た
。
東
稜
は
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
状
の
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
さ
ら

に
一
○
○
澗
ほ
ど
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
り
、
や
や
広
い
コ
ル
状
の
箇
所

を
Ａ
Ｃ
地
点
と
し
た
。

八
月
十
二
日
、
六
六
八
七
腕
の
東
稜
上
に
Ａ
Ｃ
を
設
け
る
。
し
か
し
、
稜
線

が
か
な
り
狭
く
強
風
に
あ
お
ら
れ
る
た
め
、
テ
ン
ト
設
営
を
や
め
て
雪
洞
を
掘

る
こ
と
に
し
た
。
表
面
を
お
お
う
積
雪
一
Ｍ
の
下
は
硬
い
氷
と
な
っ
て
い
た
の

で
、
稜
線
が
急
に
な
っ
た
斜
面
に
四
人
分
の
雪
洞
を
つ
く
っ
た
。
そ
し
て
雪
洞

に
泊
る
ご
と
に
徐
々
に
広
げ
て
ゆ
き
、
最
終
的
に
は
六
人
が
楽
に
横
に
な
れ
る

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
。
私
た
ち
は
こ
の
雪
洞
を
「
ホ
テ
ル
・
コ
ン
ロ
ン
」
と

名
づ
け
た
。

こ
の
Ａ
Ｃ
か
ら
上
部
ル
ー
ト
エ
作
に
二
日
間
を
費
や
し
て
、
南
稜
と
東
稜
の
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ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
六
八
九
二
牌
）
ま
で
五
○
○
勝
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ

を
延
ば
し
た
。
こ
れ
で
頂
上
ま
で
標
高
差
二
○
○
搦
ほ
ど
を
残
し
て
、
ア
タ
ッ

ク
態
勢
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

当
初
、
ア
タ
ッ
ク
態
勢
が
整
っ
た
ら
、
い
っ
た
ん
Ｃ
Ｉ
に
戻
り
、
休
養
後
、

順
次
Ｃ
Ⅱ
に
泊
っ
て
Ａ
Ｃ
入
り
し
、
ア
タ
ッ
ク
す
る
と
い
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、
カ
メ
ラ
マ
ン
を
除
い
て
全
員
が
Ａ
Ｃ
に
一
泊
以
上
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
頂

上
ま
で
の
高
度
順
応
が
で
き
た
と
判
断
し
、
Ｃ
Ｉ
ｌ
Ｃ
Ⅱ
問
の
距
離
の
長
さ
故

の
所
要
時
間
、
体
力
の
消
耗
な
ど
を
考
え
合
せ
て
、
Ｃ
Ⅱ
よ
り
ア
タ
ッ
ク
態
勢

に
入
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
ア
タ
ッ
ク
は
、
第
一
次
四
名
、
第
二
次
五
名
、
第
三
次
二
名
の
三
回

に
分
け
て
行
な
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
頂
上
ま
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
延

ば
す
目
処
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
も
考
え
、
五
名
と
六
名
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分

け
、
二
回
の
ア
タ
ッ
ク
で
全
員
が
登
頂
で
き
る
よ
う
に
計
画
を
変
更
し
た
。

全
員
登
頂

八
月
十
五
日
、
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
の
小
林
、
中
嶋
、
馬
場
、
佐
藤
、
沼
野

の
五
名
は
Ｃ
Ⅱ
か
ら
Ａ
Ｃ
の
雪
洞
へ
と
入
っ
た
。
天
候
は
雪
で
あ
ま
り
よ
く
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
の
天
気
の
サ
イ
ク
ル
で
明
日
は
快
晴
と
予
想
し
た
。
登
頂
へ

の
確
信
が
各
自
に
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
ほ
ど
高
ぶ
る
気
持
も
な
く
、
雪
洞
の

ラ
ン
タ
ン
の
も
と
、
数
々
の
思
い
出
深
い
山
行
を
語
っ
て
過
ご
し
た
。

八
月
十
六
日
、
晴
天
、
気
温
氷
点
下
一
五
度
Ｃ
。
九
時
二
五
分
、
第
一
次
ア

タ
ッ
ク
隊
出
発
。
頂
上
ま
で
残
さ
れ
た
四
○
○
腕
に
、
西
壁
か
ら
吹
き
上
げ
る

強
風
に
凍
え
な
が
ら
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
延
ば
す
。
東
側
に
雪
庇
が
張

り
出
し
て
い
る
た
め
、
ル
ー
ト
を
岩
と
雪
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
・
ラ
イ
ン
に
と

る
。
本
峰
直
下
の
一
○
燭
ほ
ど
の
岩
壁
は
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
ダ
ブ
ル

で
固
定
し
た
。

一
三
時
二
○
分
、
念
願
の
初
登
頂
を
果
た
し
た
。
し
か
し
不
思
議
と
、
興
奮

す
る
こ
と
も
、
さ
し
て
感
激
す
る
こ
と
も
な
く
、
国
内
の
山
行
と
同
じ
よ
う
に

自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
計
画
を
着
実
に
実
行
し
、
目
的
を
果
た
せ
た
と
い
う
満

足
感
だ
け
が
あ
っ
た
。

本
峰
登
頂
後
、
地
図
上
で
六
九
五
七
牌
と
な
っ
て
い
る
北
峰
に
、
た
だ
ち
に

二
名
が
ア
タ
ッ
ク
に
向
か
う
。
ト
ー
メ
ン
の
二
台
の
高
度
計
は
両
峰
と
も
同
程

度
の
高
度
を
示
し
て
い
た
。

北
峰
と
本
峰
を
一
時
間
あ
ま
り
で
往
復
す
る
と
、
一
気
に
Ｃ
Ⅱ
ま
で
下
っ

た
。
途
中
、
入
れ
替
わ
り
に
Ａ
Ｃ
に
入
る
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
と
す
れ
違
う

時
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
手
袋
を
と
っ
て
握
手
し
、

初
登
頂
を
祝
い
合
っ
た
。

翌
八
月
十
七
日
、
九
時
。
Ａ
Ｃ
で
は
、
早
坂
、
小
幡
、
村
田
、
福
沢
、
須
ヶ

原
カ
メ
ラ
マ
ン
、
増
山
ド
ク
タ
ー
の
六
人
の
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
が
、
朝
食
後

の
コ
ー
ヒ
ー
を
沸
し
な
が
ら
、
外
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
風
速
八
・
六

牌
、
気
温
氷
点
下
一
五
度
Ｃ
、
吹
雪
で
視
界
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
し
か
し
、

頂
上
ま
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
九
時
四
五

分
、
意
を
決
し
て
雪
洞
を
飛
び
出
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
青
空
も
見
え
始
め

た
。
風
は
相
変
わ
ら
ず
強
い
が
、
徐
々
に
ア
タ
ッ
ク
日
和
と
な
っ
て
き
た
。

一
二
時
四
八
分
、
本
峰
頂
上
に
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
全
員
が
立
つ
。
付
近
に

は
こ
こ
よ
り
高
そ
う
な
頂
は
な
く
、
北
方
に
は
六
○
○
○
腕
級
の
峰
々
が
白
雲

を
押
し
分
け
る
よ
う
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
南
に
は
北
部
チ
ベ
ッ
ト

チ
ヤ
ン
タ
ン

（
芙
塘
）
高
原
が
大
小
の
湖
を
点
在
さ
せ
、
ゆ
っ
た
り
と
広
が
っ
て
い
る
。
眼

下
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
苦
労
し
て
越
し
て
き
た
氷
河
が
美
し
く
横
た
わ
っ
て
い
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た
。
至
福
の
と
き
で
あ
っ
た
。

唯
一
の
女
子
隊
員
で
あ
る
福
沢
幸
子
と
早
坂
が
北
峰
を
往
復
し
た
後
、
す
べ

て
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
撤
去
し
、
全
員
が
Ｃ
Ⅱ
に
そ
ろ
っ
た
の
は
午
後

五
時
三
○
分
だ
っ
た
。
陽
が
西
の
山
に
か
く
れ
る
ま
で
、
ま
だ
幾
ば
く
か
の
時

間
が
あ
る
。
テ
ン
ト
の
外
で
頂
上
を
見
上
げ
た
り
、
マ
ッ
ト
を
出
し
て
横
に
な

っ
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
に
充
足
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
た
。こ

う
し
て
我
々
は
、
全
員
で
初
登
頂
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
確
か
に
私

た
ち
一
人
一
人
の
力
は
一
流
と
い
え
な
い
。
し
か
し
個
々
の
力
を
有
機
的
に
組

織
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
て
る
最
高
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
荷
上
げ
も
登
鑿
も
、
す
べ
て
自
分
た
ち

の
手
で
行
な
っ
た
充
実
感
が
さ
ら
に
我
々
の
心
を
満
た
し
て
い
っ
た
。

大
雪
原
へ
の
下
り

八
月
十
八
日
、
早
く
も
晩
秋
の
気
配
さ
え
感
じ
る
風
の
冷
た
さ
で
あ
る
。
Ｃ

Ⅱ
の
テ
ン
ト
を
撤
収
し
、
四
○
地
余
り
の
荷
を
背
負
い
氷
河
を
た
ど
っ
て
大
雪

原
へ
と
下
っ
た
。
中
峰
氷
河
の
氷
塔
地
帯
の
横
断
で
は
、
ふ
た
た
び
、
あ
の
い

つ
果
て
る
と
も
な
い
苦
し
さ
が
我
々
を
待
っ
て
い
た
。
皆
が
点
々
と
氷
河
上
に

ザ
ッ
ク
を
降
ろ
し
て
休
息
し
て
い
る
風
景
が
永
遠
に
続
き
そ
う
に
思
え
た
。

そ
れ
か
ら
三
日
間
か
け
て
、
Ｃ
Ｉ
か
ら
Ｂ
Ｃ
へ
と
す
べ
て
の
荷
を
集
結
し
終

え
た
。Ｃ

Ｉ
撤
収
の
朝
は
、
未
明
か
ら
降
り
続
い
た
雪
を
踏
み
し
め
て
の
荷
下
げ
で

あ
っ
た
。

八
月
二
十
二
日
、
Ｂ
Ｃ
撤
収
。
早
朝
、
ま
だ
暗
い
テ
ン
ト
の
中
で
朝
食
を
す

ま
す
。
撤
収
作
業
は
、
雪
の
降
り
し
き
る
静
寂
の
中
で
、
手
ぎ
わ
よ
く
行
な
わ
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れ
た
。
一
三
時
、
一
カ
月
以
上
に
わ
た
る
登
山
活
動
を
終
え
て
、
我
々
は
降
雪

の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
を
後
に
し
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
東
京
農
業
大
学
中
国
罠
嵜
山
脈
七
一
六
七
瞬
峰
登
山
隊

主
催
団
体
東
京
農
業
大
学
山
岳
部

活
動
期
間
一
九
八
六
年
六
月
’
九
月

目
的
中
国
罠
嵜
山
脈
七
一
六
七
脚
峰
の
初
登
頂

隊
の
編
成
総
隊
長
Ⅱ
織
内
信
彦
何
歳
）
昭
和
七
年
農
芸
化
学
科
卒
日
本

山
岳
会
名
誉
会
員
・
東
京
農
業
大
学
理
事
、
隊
長
Ⅱ
早
坂
敬
二
郎

（
調
歳
）
昭
和
四
五
年
農
学
部
工
学
科
卒
・
山
岳
部
監
督
、
登
肇

隊
員
Ⅱ
小
幡
邦
夫
金
歳
）
昭
和
五
十
一
年
農
学
部
拓
殖
学
科
卒
．

山
岳
部
コ
ー
チ
、
小
林
新
二
詞
歳
）
昭
和
五
十
六
年
農
学
部
林

学
科
卒
・
山
岳
部
コ
ー
チ
、
中
嶋
真
也
（
調
歳
）
昭
和
五
十
七
年

農
学
部
林
学
科
卒
・
山
岳
部
コ
ー
チ
、
馬
場
哲
也
（
溺
歳
）
昭
和

五
十
七
年
農
学
部
畜
産
学
科
卒
・
山
岳
部
コ
ー
チ
、
村
田
岳
（
詔

歳
）
農
学
部
造
園
学
科
四
年
・
昭
和
六
十
年
度
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー

部
員
、
福
沢
幸
子
（
塑
歳
）
昭
和
六
十
一
年
農
学
部
畜
産
科
卒
、

佐
藤
正
倫
（
塑
歳
）
農
学
部
造
園
学
科
三
年
・
昭
和
六
十
一
年
度

山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
部
員
、
沼
野
幸
正
（
型
歳
）
農
学
部
栄
養
学
科

四
年
・
昭
和
六
十
一
年
度
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
部
員
、
カ
メ
ラ
マ

ン
Ⅱ
須
ケ
原
光
弘
（
如
歳
）
、
医
師
Ⅱ
増
山
茂
（
錫
歳
）

行
動
概
要
六
月
二
十
四
日
、
大
阪
港
よ
り
出
発
。
七
月
十
六
日
、
甜
水
海
に

到
着
。
七
月
二
十
日
、
Ｂ
Ｃ
設
営
。
七
月
二
十
三
日
よ
り
ル
ー
ト

エ
作
。
八
月
三
日
、
Ｃ
工
設
営
。
八
月
十
日
、
Ｃ
Ⅱ
設
営
。
八
月

十
二
日
、
Ａ
Ｃ
設
営
。
テ
ン
ト
設
営
を
や
め
て
雪
洞
を
掘
る
。
八

月
十
六
日
、
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
、
一
三
時
二
○
分
初
登
頂
。
八

月
十
七
日
、
第
二
次
隊
が
登
頂
。
全
員
登
頂
を
果
た
す
。
八
月
二

十
二
日
、
Ｂ
Ｃ
撤
収
。

報
告
書
『
山
と
渓
谷
』
師
・
理

「
東
京
農
業
大
学
中
国
皇
需
山
脈
七
一
六
七
脚
峰
登
山
隊
一
九
八

六
仮
報
告
書
」
一
九
八
六
年
十
一
月
三
十
日
発
行
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こ
の
計
画
の
発
端
は
一
九
七
七
年
の
夏
に
さ
か
の
ぼ
る
。
日
山
協
Ｋ
２
登
山

隊
に
参
加
し
て
、
そ
の
帰
路
に
見
た
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
稜
は
あ
ま
り
に
印
象
的

で
あ
っ
た
。
頂
上
か
ら
バ
ル
ト
ロ
氷
河
ま
で
一
気
に
三
五
○
○
燭
薙
ぎ
落
ち
る

そ
の
尾
根
は
、
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
困
難
度
に
お
い
て
も
超
一
流
で
あ

っ
た
。
こ
の
尾
根
の
登
筆
の
可
能
性
を
見
い
だ
す
た
め
資
料
集
め
が
始
ま
っ

た
。

マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
面
か
ら
の
登
華
史
は
比
較
的
新
し
く
、
コ
ン
ウ
ェ
イ
、
デ

ィ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
等
が
バ
ル
ト
ロ
側
を
絶
望
視
し
て
以
来
、
長
い
間
試
み
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
七
六
年
、
武
蔵
大
学
・
ど
ん
ぐ
り
山
の
会
合
同
隊

が
バ
ル
ト
ロ
氷
河
側
よ
り
初
め
て
西
稜
を
目
指
し
た
が
、
北
西
壁
か
ら
の
雪
崩

の
猛
威
の
た
め
北
稜
に
転
進
。
か
な
り
下
部
よ
り
取
り
付
き
、
五
五
○
○
腕

（
Ｃ
３
）
に
到
達
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
等
は
帰
路
マ
ン
ド
ゥ
氷
河

よ
り
イ
ェ
ル
マ
ネ
ン
ド
氷
河
に
回
り
、
北
稜
の
東
面
を
写
真
に
収
め
て
マ
シ
ャ

ブ
ル
ム
パ
ス
経
由
で
フ
ー
シ
ェ
に
下
山
し
た
。

マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
西
壁
（
初
登
掌
）
か
ら

ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
（
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
）
へ

二
回
目
の
試
み
は
一
九
八
○
年
に
、
関
西
登
高
会
隊
（
石
塚
彰
隊
長
、
賀
集

信
登
肇
隊
長
以
下
十
一
名
）
が
イ
ェ
ル
マ
ネ
ン
ド
氷
河
よ
り
北
稜
に
挑
ん
だ
。

武
蔵
大
・
ど
ん
ぐ
り
合
同
隊
の
写
真
を
参
考
に
し
て
、
長
大
な
北
稜
の
下
部
を

省
略
す
る
た
め
、
北
稜
上
の
最
初
の
ピ
ー
ク
（
前
衛
峰
）
の
手
前
の
コ
ル
に
直

接
突
き
上
げ
る
小
さ
な
氷
河
を
ル
ー
ト
に
と
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
コ
ル
に
Ｃ
１

を
つ
く
り
、
Ｃ
２
は
前
衛
峰
と
本
峰
と
の
細
長
い
コ
ル
上
に
建
設
。
さ
ら
に
マ

シ
ャ
ブ
ル
ム
北
面
の
外
堀
と
も
い
え
る
中
間
部
の
大
懸
垂
氷
河
を
越
え
て
、
北

西
稜
上
Ｃ
３
（
六
六
五
○
腕
）
を
建
設
し
た
が
、
雪
崩
で
半
壊
、
前
途
の
め
ど

が
た
た
ず
敗
退
し
た
。

翌
八
一
年
に
ア
メ
リ
カ
隊
が
北
面
か
ら
西
稜
を
試
み
た
が
、
Ｃ
２
を
出
し
た

だ
け
で
断
念
。
や
は
り
雪
崩
の
猛
威
に
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

関
西
登
高
会
隊
に
参
加
し
た
賀
集
は
、
北
面
よ
り
の
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
登
頂
の

一
番
近
い
鍵
を
握
っ
て
お
き
な
が
ら
、
強
力
な
隊
員
を
編
成
す
る
受
け
皿
が
な

賀
集

信
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い
た
め
そ
の
母
体
作
り
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
大
阪
か
ら
は

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
以
来
注
目
す
べ
き
山
行
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
阪
府

山
岳
連
盟
の
海
外
委
員
会
を
中
心
に
、
バ
ル
ト
ロ
氷
河
で
合
宿
の
よ
う
な
も
の

を
行
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
き
た
。
い
く
つ
か
の
山
を
府
岳
連
で
許
可
取
得

し
連
続
し
て
登
頂
し
た
り
、
ま
た
多
数
参
加
さ
せ
遠
征
経
験
者
を
ふ
や
す
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
稜
か
ら
八
千
澗
峰
を
連
続
し
て
登

る
計
画
が
、
こ
の
合
宿
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
せ
っ
か
く
取
れ
た
ス
キ

ャ
ン
カ
ン
リ
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
へ
の
計
画
は
、
参
加
者
不
足
で
立
ち
消
え

と
な
り
、
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
の
方
も
有
力
な
隊
員
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ

ん
な
最
中
の
一
九
八
四
年
春
、
日
本
山
岳
会
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
縦
走
隊
に

参
加
し
た
賀
集
は
、
重
廣
、
和
田
、
山
本
と
い
う
強
力
な
隊
員
を
こ
の
計
画
に

引
き
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
で
前
回
の
隊
員
の
西
堤
を
含
め
て
遠
征
経

験
者
が
十
人
中
五
人
と
な
っ
た
。

出
発
・
ア
プ
ロ
ー
チ

出
発
直
前
ま
で
の
実
質
三
ヶ
月
間
で
準
備
を
終
え
、
五
月
六
日
、
先
発
隊
が

成
田
を
出
発
。
五
月
十
三
日
に
は
本
隊
が
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
入
り
し
て
全
員
集

結
す
る
。

五
月
十
五
日
、
バ
ス
二
台
で
ス
カ
ル
ド
に
向
け
て
出
発
。

五
月
二
十
日
、
ダ
ッ
ソ
を
百
六
十
七
人
の
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
出
発
す
る
。
ブ

ラ
ル
ド
河
に
沿
っ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
進
み
、
ア
ス
コ
ー
レ
、
パ
イ
ュ
を
過
ぎ
バ

ル
ト
ロ
氷
河
に
入
る
。
ウ
ル
ド
カ
ス
を
過
ぎ
、
マ
ン
ド
ゥ
氷
河
の
出
合
近
く
に

差
し
掛
か
る
と
、
突
然
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
の
北
西
壁
が
全
容
を
現
わ
す
。
大
空
に

翼
を
大
き
く
広
げ
、
今
ま
さ
に
飛
び
立
た
ん
と
す
る
怪
烏
コ
ン
ド
ル
の
よ
う
な

姿
に
一
種
の
戦
標
を
覚
え
る
。
ル
ー
ト
を
目
で
追
う
が
、
今
回
予
定
し
て
い
る

Ｃ
３
か
ら
Ｃ
４
へ
の
雪
の
斜
面
が
長
く
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

五
月
二
十
八
日
に
イ
ェ
ル
マ
ネ
ン
ド
氷
河
の
出
合
付
近
に
達
し
、
ブ
ロ
ー
ド

ピ
ー
ク
用
の
荷
物
を
デ
ポ
し
、
翌
二
十
九
日
に
は
イ
ェ
ル
マ
ネ
ン
ド
氷
河
上
の

四
六
○
○
勝
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
。
五
月
三
十
一
日
は
全
員
が
集
結
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

登
華

六
月
一
日
よ
り
Ｃ
１
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
を
開
始
す
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
隊
を

賀
集
、
重
廣
、
和
田
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
三
つ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分
け
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
動
く
こ
と
と
す
る
。
ま
た
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
会
の
会
員
で
あ
る

キ
ャ
プ
テ
ン
（
連
絡
官
）
は
適
宜
荷
上
げ
を
行
い
高
度
順
化
を
は
か
る
。
ル
ー

ト
は
前
衛
峰
手
前
の
コ
ル
に
突
き
上
げ
る
も
の
で
、
関
西
登
高
会
の
ル
ー
ト
と

同
一
で
あ
る
。
入
口
は
氷
河
の
支
流
で
広
い
が
、
上
に
な
る
と
ル
ン
ゼ
状
と
な

り
五
六
○
○
Ｍ
の
コ
ル
に
終
わ
る
。
六
月
五
日
、
そ
こ
に
Ｃ
１
を
建
設
し
て
和

田
、
西
堤
、
薮
川
が
入
り
、
Ｃ
２
の
ル
ー
ト
工
作
に
当
た
る
。
こ
れ
か
ら
の
荷

上
げ
の
こ
と
を
考
え
て
、
Ｃ
１
下
の
ル
ン
ゼ
か
ら
上
は
す
べ
て
フ
ィ
ッ
ク
ス
を

固
定
し
て
い
く
。
前
衛
峰
の
ピ
ー
ク
付
近
に
あ
る
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
避
け
、
マ

ン
ド
ゥ
側
を
ま
く
よ
う
に
ル
ー
ト
を
取
り
、
六
月
十
三
日
、
前
衛
峰
と
主
峰
と

の
間
の
コ
ル
上
に
Ｃ
２
（
六
一
○
○
慨
）
を
建
設
す
る
。
途
中
荒
天
に
つ
か
ま

り
な
が
ら
も
、
荷
上
げ
ル
ー
ト
の
変
更
や
降
雪
の
中
で
の
荷
上
げ
な
ど
積
極
的

に
展
開
を
進
め
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
Ｃ
２
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
２
か
ら
上
部
は
、
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
稜
を
上
下
に
分
断
す
る
懸
垂
氷
河
の

左
端
に
ラ
ダ
ー
を
か
け
て
乗
り
越
し
、
そ
の
上
に
広
が
る
プ
ラ
ト
ー
を
右
手
に

大
き
く
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
そ
の
前
後
は
上
部
か
ら
の
雪
崩
に
常
に
さ
ら
さ
れ

て
お
り
、
非
常
に
神
経
を
す
り
減
ら
さ
れ
る
所
で
も
あ
る
。
一
九
八
○
年
の
と
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マ
ー
ｍ

ム
鮒
し
０

酢
Ｊ
８

き
北
稜
の
最
短
距
離
を
と
る
た
め
、
プ
ラ
ト
ー
の
左
端
か
ら
急
な
雪
壁
を
右
斜

上
し
、
北
西
稜
上
部
に
出
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
頻
発
す
る
シ
ャ
ワ
ー
状
雪

崩
の
た
め
荷
上
げ
ル
ー
ト
に
は
不
適
と
判
断
。
そ
の
後
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
北
西

稜
に
直
接
取
り
付
く
が
、
六
六
五
○
牌
に
Ｃ
３
を
つ
く
っ
た
段
階
で
、
雪
崩
に

テ
ン
ト
を
壊
さ
れ
敗
退
し
た
苦
い
経
験
が
あ
る
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
今
回
は

プ
ラ
ト
ー
の
右
端
の
北
西
稜
上
に
Ｃ
３
を
建
設
。
岩
場
が
少
な
く
ル
ー
ト
開
拓

が
容
易
な
北
西
壁
に
回
り
込
む
予
定
で
あ
っ
た
。

Ｃ
３
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
に
入
っ
て
か
ら
悪
天
が
多
く
な
り
、
深
い
ラ
ッ
セ

ル
、
雪
崩
に
よ
る
フ
ィ
ッ
ク
ス
や
デ
ポ
品
の
流
失
、
そ
し
て
連
日
の
停
滞
と
ル

ー
ト
は
遅
々
と
し
て
の
び
な
い
。

六
月
二
日
、
和
田
↓
賀
集
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
と
引
き
継
ぎ
、
や
っ
と
Ｃ
３
地
点

に
到
達
す
る
。
し
か
し
降
雪
の
た
め
荷
上
げ
が
続
か
ず
、
一
度
全
員
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
に
集
結
す
る
。
既
に
予
定
登
山
期
間
四
十
五
日
の
う
ち
半
数
が
た
つ
の

に
、
Ｃ
４
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
も
始
ま
ら
ず
少
々
あ
せ
り
を
感
じ
る
。
賀
集
・
外

山
・
薮
川
、
重
廣
・
西
堤
・
寺
内
・
山
本
、
和
田
・
伊
藤
・
龍
田
・
キ
ャ
プ
テ

ン
の
三
パ
ー
テ
ィ
ー
に
再
編
成
し
、
Ｃ
４
建
設
ま
で
の
第
二
段
階
へ
の
体
制
を

と
る
。六

月
二
十
九
日
、
賀
集
パ
ー
テ
ィ
ー
が
Ｃ
３
入
り
す
る
。
Ｃ
３
は
北
西
壁
に

移
る
稜
上
に
あ
っ
て
、
ク
レ
バ
ス
の
段
差
を
雪
崩
か
ら
の
防
御
壁
と
し
て
利
用

し
た
テ
ン
ト
場
で
あ
る
。
こ
こ
は
上
部
へ
の
ル
ー
ト
開
拓
の
中
心
地
と
な
る
前

進
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
も
い
え
る
所
で
、
滞
在
期
間
も
長
く
多
く
の
物
資
が
集

積
さ
れ
た
。
北
西
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
に
入
っ
て
か
ら
も
荒
天
は
続
き
、
一
昼
夜

で
一
Ｍ
以
上
の
降
雪
の
時
に
は
上
部
岩
壁
か
ら
の
雪
崩
の
た
め
テ
ン
ト
を
二
度

壊
さ
れ
る
。
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七
月
四
日
に
天
候
が
回
復
し
て
か
ら
は
ル
ー
ト
は
順
調
に
の
び
て
い
く
。
北

西
壁
は
Ｃ
３
か
ら
右
斜
め
上
に
向
か
っ
て
約
十
数
ピ
ッ
チ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
い

き
、
そ
こ
か
ら
は
ま
っ
す
ぐ
北
西
稜
の
肩
ま
で
登
っ
て
い
く
。
七
千
僻
に
達
し

て
か
ら
適
当
な
テ
ン
ト
地
が
な
か
な
か
み
つ
か
ら
ず
、
①
左
斜
上
し
て
北
西
稜

の
肩
に
で
る
ル
ー
ト
、
②
さ
ら
に
岩
壁
近
く
ま
で
登
り
、
バ
ン
ド
を
左
へ
ト
ラ

バ
ー
ス
し
て
北
西
稜
に
で
る
ル
ー
ト
、
③
右
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
主
峰
と
南
西

峰
の
コ
ル
に
続
く
バ
ン
ド
に
食
い
込
む
ル
ン
ゼ
の
入
口
に
達
す
る
ル
ー
ト
の
三

つ
が
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
結
局
テ
ン
ト
地
の
関
係
で
③
の
ル
ー
ト
と
な
り
、

ル
ン
ゼ
入
口
の
セ
ラ
ッ
ク
下
を
Ｃ
４
予
定
地
と
す
る
。

七
月
六
日
、
頂
上
へ
の
最
終
段
階
に
そ
な
え
て
、
全
員
分
散
し
て
ベ
ー
ス
に

下
降
を
開
始
す
る
。
Ｃ
２
に
て
突
然
現
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
に
会
い
驚
か

さ
れ
る
。
彼
ら
は
六
人
で
や
っ
て
き
て
お
り
、
当
初
マ
ン
ド
ゥ
氷
河
よ
り
北
西

壁
を
下
部
よ
り
取
り
付
こ
う
と
し
た
も
の
の
雪
崩
と
岩
壁
に
遮
ら
れ
て
、
北
稜

の
急
な
側
壁
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
Ｃ
１
へ
上
が
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
既
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
大
方
を
使
い
切
り
、
彼
ら
だ
け
で
は
登
頂
は
無
理
な
状

態
で
あ
っ
た
た
め
、
結
局
は
我
々
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
。

七
月
七
日
、
全
員
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
集
ま
り
、
頂
上
ア
タ
ッ
ク
に
備
え

て
休
養
を
取
る
。
チ
ー
ム
を
賀
集
・
和
田
以
下
の
五
名
と
重
廣
・
キ
ャ
プ
テ
ン

以
下
六
名
の
二
つ
に
分
け
る
。
そ
し
て
七
月
九
日
に
賀
集
パ
ー
テ
ィ
ー
、
十
日

に
重
廣
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
す
る
。
計
画
は
十
日
以
上
も

遅
れ
て
い
る
た
め
、
上
部
で
の
食
糧
が
足
り
ず
、
残
り
少
な
く
な
っ
た
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
用
の
食
糧
を
で
き
る
限
り
持
っ
て
出
る
。

七
月
十
日
に
賀
集
パ
ー
テ
ィ
ー
は
Ｃ
３
入
り
す
る
が
、
Ｃ
３
直
前
の
ト
ラ
バ

ー
ス
終
了
地
点
で
盤
状
雪
崩
に
遭
い
、
賀
集
と
外
山
が
流
さ
れ
る
。
と
く
に
外

山
は
一
○
○
僻
も
流
さ
れ
、
危
う
く
懸
垂
氷
河
か
ら
ダ
イ
ビ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
が
、
か
ろ
う
じ
て
プ
ラ
ト
ー
の
端
で
止
ま
る
。

七
月
十
一
日
、
和
田
、
外
山
が
Ｃ
４
に
入
り
、
す
ぐ
上
の
ル
ン
ゼ
に
取
り
付

く
。
最
も
細
い
部
分
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
た
チ
ム
ニ
ー
で
、
そ
こ
か
ら
上
の

雪
の
バ
ン
ド
に
乗
っ
越
す
部
分
が
悪
い
。
バ
ン
ド
を
左
斜
上
し
、
雪
面
を
さ
ら

に
頂
上
雪
田
に
向
か
っ
て
登
る
。
賀
集
パ
ー
テ
ィ
ー
、
重
廣
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
と

ル
ー
ト
エ
作
を
引
き
継
ぎ
、
七
月
十
五
日
、
あ
と
四
’
五
ピ
ッ
チ
で
頂
上
雪
田

と
い
う
所
ま
で
到
達
す
る
。
し
か
し
そ
の
夜
よ
り
ま
た
し
て
も
悪
天
が
始
ま

る
。
Ｃ
３
と
Ｃ
４
に
分
か
れ
て
、
丸
三
日
間
の
悪
天
を
じ
っ
と
耐
え
る
。

七
月
二
十
日
に
天
候
回
復
、
Ｃ
４
と
Ｃ
３
の
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
変
わ
り
、
翌

二
十
一
日
、
賀
集
、
重
廣
、
西
堤
、
龍
田
、
薮
川
が
Ｃ
４
よ
り
頂
上
ア
タ
ッ
ク

に
向
か
う
。
し
か
し
最
高
到
達
点
か
ら
頂
上
雪
田
に
続
く
ル
ン
ゼ
に
移
る
部
分

が
非
常
に
悪
い
。
一
度
下
降
し
て
も
ろ
い
フ
ェ
ー
ス
を
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
数
時
間
か
け
て
も
突
破
で
き
な
い
。
こ
の
ル
ー
ト
は
無
理
と
判
断
し
て

ル
ー
ト
途
中
か
ら
、
主
峰
と
南
西
峰
と
の
コ
ル
へ
の
最
短
距
離
を
取
る
こ
と
と

す
る
。
し
か
し
す
ぐ
に
時
間
切
れ
と
な
り
Ｃ
４
へ
も
ど
る
。
キ
ャ
プ
テ
ン
は
体

調
を
崩
し
下
降
し
て
い
っ
た
が
、
日
本
人
隊
員
は
全
員
Ｃ
４
へ
集
結
す
る
。

七
月
二
十
二
日
、
和
田
、
伊
藤
、
外
山
、
山
本
の
四
名
は
、
Ｃ
４
を
出
発
し

最
後
の
岩
壁
帯
に
取
り
付
く
。
ハ
ン
グ
気
味
の
凹
角
を
直
上
し
左
へ
乗
っ
越

し
、
大
き
な
フ
ェ
ー
ス
に
出
る
。
そ
し
て
右
へ
小
カ
ン
テ
を
ま
わ
り
込
み
雪
の

つ
い
た
バ
ン
ド
を
ト
ラ
バ
ー
ス
。
そ
の
あ
と
フ
ェ
ー
ス
、
ス
ラ
ブ
を
直
上
し
、

デ
ィ
エ
ー
ド
ル
を
越
え
る
と
よ
う
や
く
雪
壁
と
な
る
。
さ
ら
に
雪
稜
を
越
え
、

雪
の
ル
ン
ゼ
を
登
る
と
や
っ
と
稜
線
に
飛
び
出
す
。
夕
闇
が
迫
る
中
、
フ
ィ
ッ

ク
ス
を
張
り
な
が
ら
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
の
稜
線
を
主
峰
に
向
か
う
。
し
か
し
頂
上
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対
側

手
前
に
小
岩
峰
が
出
て
き
た
た
め
、
そ
の
日
の
登
頂
は
あ
き
ら
め
、
午
後
七
時

下
降
を
開
始
す
る
。
九
時
す
ぎ
に
七
五
五
○
Ｍ
の
雪
面
ま
で
下
降
し
、
そ
こ
で

ビ
バ
ー
ク
に
入
る
。

彼
ら
は
そ
の
日
稜
線
に
出
る
手
前
で
、
約
一
○
○
脚
南
西
峰
よ
り
に
、
一
九

八
一
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
の
も
の
と
思
わ
れ
る
遺
体
と
赤
い
ピ
ッ
ケ
ル
を
発
見

し
た
。七

月
二
十
三
日
、
曇
り
空
に
時
折
り
小
雪
の
舞
う
天
候
で
あ
る
が
、
ビ
バ
ー

ク
組
、
Ｃ
４
組
と
も
同
時
頂
上
攻
撃
を
敢
行
す
る
。
物
質
の
面
か
ら
も
気
力
の

面
か
ら
も
、
我
々
に
と
っ
て
こ
れ
が
最
後
の
ア
タ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
。
頂
上
岩
壁
帯
で
ビ
バ
ー
ク
組
に
追
い
つ
き
、
相
前
後
し
て
ユ
マ
ー

リ
ン
グ
を
続
け
る
。
天
候
も
し
だ
い
に
晴
間
が
広
が
っ
て
き
て
、
ま
た
昨
日
の

フ
ィ
ッ
ク
ス
が
あ
る
た
め
稜
線
ま
で
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。
頂
上
手
前
の

岩
場
は
チ
ム
ニ
ー
を
強
引
に
登
り
、
フ
ー
シ
ェ
側
か
ら
巻
く
よ
う
に
上
に
出

る
。
雲
の
上
よ
り
Ｋ
２
、
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
の
頂
上
が
見
え
だ
す
と
同
時
に
細

長
い
頂
上
稜
線
と
な
り
、
そ
の
中
で
真
中
の
ピ
ー
ク
が
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
の
頂
上

で
あ
っ
た
。
和
田
パ
ー
テ
ィ
ー
は
十
一
時
三
十
分
に
頂
上
に
到
達
。
後
続
も
次

次
と
頂
上
に
立
ち
全
員
登
頂
と
な
っ
た
。
し
か
し
交
感
神
経
障
害
に
よ
る
左
手

全
体
の
腫
脹
と
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
寺
内
は
、
一
人
遅
れ
四
時
に
登
頂
し

た
も
の
の
、
帰
路
の
空
中
懸
垂
で
一
○
澗
程
落
ち
る
。
打
撲
の
み
で
事
な
き
を

得
た
が
、
結
局
以
後
の
下
降
が
で
き
ず
、
七
五
五
○
燭
で
賀
集
と
と
も
に
つ
ら

い
ビ
バ
ー
ク
を
行
っ
た
。

七
月
二
十
四
日
、
ビ
バ
ー
ク
の
二
人
も
Ｃ
４
に
無
事
た
ど
り
着
き
、
全
員
合

流
し
て
撤
収
を
開
始
す
る
。
そ
の
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
三
人
が
Ｃ
４
を
出
発
、

我
々
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
頂
上
に
立
っ
た
。
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ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
へ

八
月
二
日
、
イ
ェ
ル
マ
ネ
ン
ド
氷
河
出
合
に
コ
ッ
ク
一
人
を
残
し
、
十
人
の

ポ
ー
タ
ー
と
共
に
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
を
目
指
す
。
ビ
バ
ー
ク
で
凍
傷
を
負
っ
た

寺
内
と
、
彼
に
付
添
う
伊
藤
は
一
足
先
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゴ
レ
ポ

ロ
で
一
泊
し
た
後
、
小
雨
が
そ
ぼ
降
る
中
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
氷
河

五
○
五
○
腕
地
点
の
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
ベ
ー
ス
に
着
く
。
す
ぐ
近
く
に
は
パ
キ

ス
タ
ン
陸
軍
登
山
隊
の
ベ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
今
年
は
天
候
が
悪
く
、
ブ
ロ
ー
ド

ピ
ー
ク
に
登
頂
で
き
た
の
は
彼
ら
が
最
初
で
あ
っ
た
。
翌
日
か
ら
八
日
ま
で
雨

の
た
め
停
滞
と
な
り
、
近
く
の
Ｋ
２
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
Ｈ
Ａ
Ｊ
隊
、
ク
ル
テ

ィ
ヵ
、
シ
ャ
ウ
ワ
ー
の
隊
を
訪
ね
た
り
、
後
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
ベ
ー
ス
に

や
っ
て
き
た
バ
ラ
ー
ド
隊
、
ワ
ン
ダ
ー
隊
と
交
歓
を
行
う
。

八
月
九
日
、
や
っ
と
晴
間
が
広
が
り
、
隊
員
八
名
と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
ブ
ロ
ー

ド
ピ
ー
ク
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
ベ
ー
ス
か
ら
高
度
差
三
千
脚
の
頂
上
を
ア
ル
パ

イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
一
気
に
落
と
す
た
め
、
余
分
な
荷
物
は
す
べ
て
置
い
て
い

く
。
予
定
が
は
る
か
に
ず
れ
込
ん
で
い
る
た
め
登
山
期
間
は
わ
ず
か
一
週
間
し

か
な
い
。
試
み
は
一
回
限
り
だ
し
、
ま
あ
登
れ
な
く
て
元
々
と
い
う
気
持
ち
が

半
分
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ト
的
に
は
問
題
は
な
く
、
各
々
の
力
量
に
合
わ
せ
て
お

互
い
の
責
任
に
お
い
て
登
り
、
そ
れ
で
だ
め
だ
っ
た
者
は
先
に
下
り
れ
ば
よ
い

と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。

荷
上
げ
を
行
う
ワ
ン
ダ
ー
隊
と
前
後
し
な
が
ら
、
取
付
点
の
セ
ラ
ッ
ク
帯
か

ら
雪
壁
を
登
る
。
さ
ら
に
急
な
氷
壁
を
古
い
固
定
ロ
ー
プ
に
導
び
か
れ
る
よ
う

に
五
八
○
○
牌
の
第
一
キ
ャ
ン
プ
跡
に
着
く
。
さ
ら
に
岩
稜
の
中
の
雪
面
を
ぬ

う
よ
う
に
進
む
が
、
荒
天
期
間
中
に
積
も
っ
た
雪
が
深
く
な
り
順
番
に
ラ
ッ
セ

ル
を
交
代
し
て
い
く
。
薄
暗
く
な
る
頃
六
四
○
○
脚
の
岩
稜
上
に
三
つ
の
テ
ン

ト
を
別
々
に
張
る
。

八
月
十
日
、
風
は
強
い
が
今
日
も
晴
れ
わ
た
る
。
岩
稜
か
ら
雪
面
に
で
て
古

い
ロ
ー
プ
を
掘
り
だ
し
な
が
ら
や
や
右
へ
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
気
味
に
進
む
。
西
稜
上

に
で
て
振
り
返
る
と
、
登
っ
て
き
た
ば
か
り
の
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
が
一
際
鋭
く
聟

え
立
っ
て
い
る
。
西
稜
の
七
一
○
○
脚
地
点
に
ト
ッ
プ
は
九
時
半
頃
つ
く
が
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
登
り
続
け
る
か
ど
う
か
迷
う
。
こ
の
上
は
主
峰
と
中
央
峰
の

コ
ル
ま
で
い
い
テ
ン
ト
地
が
な
さ
そ
う
だ
し
、
明
朝
早
く
出
れ
ば
頂
上
ま
で
届

く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
早
々
と
こ
こ
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
高
度
の
影
響
の
た

め
か
遅
れ
る
隊
員
も
み
ら
れ
、
隊
員
間
の
力
の
差
が
徐
々
に
で
て
き
た
こ
と
を

知
る
。八

月
十
一
日
、
零
時
起
床
、
二
時
す
ぎ
に
出
発
す
る
。
一
日
で
十
分
頂
上
に

立
て
る
だ
ろ
う
と
い
う
計
算
で
、
荷
物
を
さ
ら
に
削
り
、
寝
袋
も
テ
ン
ト
も
持

た
ず
テ
ン
ト
の
外
張
の
み
で
出
発
す
る
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
、
広
い
斜
面

を
九
人
で
夢
遊
病
者
の
よ
う
に
フ
ラ
フ
ラ
進
む
。
す
ぐ
近
く
に
見
え
た
コ
ル
は

一
向
に
近
づ
か
ず
、
ラ
ッ
セ
ル
も
ま
す
ま
す
深
ま
る
。
さ
す
が
に
八
千
僻
近
く

の
股
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
は
き
つ
く
難
渋
を
極
め
る
。
途
中
ク
レ
バ
ス
帯
で
ル
ー

ト
を
誤
り
大
幅
に
ロ
ス
タ
イ
ム
を
取
ら
れ
る
が
、
よ
う
や
く
一
時
過
ぎ
に
烈
風

吹
き
抜
け
る
七
八
五
○
脚
の
コ
ル
に
着
く
。
ガ
ス
も
広
が
り
風
も
強
ま
っ
て
き

た
の
で
、
こ
こ
か
ら
頂
上
へ
の
往
復
に
は
早
い
者
で
も
さ
ら
に
五
’
六
時
間
が

必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
日
は
登
頂
は
無
理
と
判
断
し
、
稜
線
に
残
る
和
田

以
下
四
名
と
、
下
の
安
定
し
た
ク
レ
バ
ス
帯
ま
で
下
り
て
ビ
バ
ー
ク
す
る
賀

集
、
重
廣
以
下
五
名
に
分
か
れ
る
。
和
田
パ
ー
テ
ィ
ー
は
強
風
の
中
で
テ
ン
ト

の
外
張
を
被
り
、
ほ
と
ん
ど
寝
る
こ
と
も
で
き
ず
一
晩
を
過
ご
す
。

八
月
十
三
日
、
二
時
半
に
ビ
バ
ー
ク
地
を
出
て
、
五
時
す
ぎ
に
コ
ル
に
着
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く
。
や
は
り
風
が
強
く
雲
も
広
が
っ
て
き
て
天
候
が
長
く
も
た
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
和
田
パ
ー
テ
ィ
ー
の
後
か
ら
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
進
む
。
そ
れ
は
一
○
○

Ｍ
程
で
終
わ
り
、
そ
の
後
は
八
○
三
○
勝
の
前
衛
峰
に
上
が
り
、
そ
こ
か
ら
ほ

と
ん
ど
登
り
下
り
の
な
い
稜
線
が
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
主
峰
へ
と
続
い
て
い
る
。

途
中
薮
川
が
調
子
が
悪
く
引
き
返
す
が
、
先
行
の
和
田
、
外
山
、
山
本
は
十
時

す
ぎ
ブ
リ
ザ
ー
ト
の
中
頂
上
に
立
つ
。
さ
ら
に
賀
集
、
重
廣
、
西
堤
も
遅
れ
て

頂
上
に
立
つ
も
、
龍
田
と
キ
ャ
プ
テ
ン
は
嵐
の
た
め
頂
上
手
前
数
百
僻
で
あ
き

ら
め
る
。
そ
の
日
和
田
等
三
人
は
七
一
○
○
脚
ま
で
下
降
し
、
そ
の
他
六
人
は

ふ
た
た
び
セ
ラ
ッ
ク
帯
で
ビ
バ
ー
ク
と
な
る
。

八
月
十
三
日
、
両
手
に
凍
傷
を
負
っ
た
薮
川
を
引
き
ず
り
下
ろ
す
よ
う
に
し

て
七
一
○
○
澗
ま
で
下
降
、
全
員
合
流
後
さ
ら
に
下
降
を
続
け
Ｃ
１
地
点
で
一

泊
。
翌
十
四
日
夜
遅
く
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
り
に

マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
で
は
頂
上
ま
で
ほ
と
ん
ど
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
べ
た
張
り
に
す
る

徹
底
的
な
包
囲
戦
術
を
取
り
、
ま
た
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
の
方
は
そ
の
後
の
順
化

で
き
た
状
態
で
、
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
で
頂
上
を
落
と
す
と
い
う
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ

イ
ル
の
中
で
も
最
も
す
っ
き
り
し
た
形
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
は
当
初
北
西
壁
上
部
か
ら
ま
わ
り
こ
み
、
北
稜
最
上
部
を
頂

上
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
登
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
右
へ
右
へ
と
追
い
や
ら
れ
、
最

後
の
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト
と
し
て
考
え
て
い
た
主
峰
と
南
西
峰
と
の
コ
ル
へ
つ

き
上
げ
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
は
こ
れ
が
北
面
か
ら
の
最
弱
点

と
な
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
予
想
以
上
の
悪
天
な
ど
の
た
め
こ
れ
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
山
は
バ
ル
ト
ロ
山
域
で
最
も
南
に
位
置
し
、
ま
た
独
立

峰
の
た
め
天
気
が
悪
く
降
雪
量
も
多
い
。
ル
ー
ト
的
に
み
る
と
、
下
部
は
雪
崩

の
危
険
性
が
あ
り
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
が
で
き
に
く
く
、
ま
た
七
千
脚
前
後
か
ら

頂
上
ま
で
の
間
に
岩
壁
帯
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
高
度
で
の
困
難
な
登
肇
を
強

い
ら
れ
る
。
メ
ス
ナ
ー
も
言
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
北
稜
は
ア
ル
パ
イ
ン

ス
タ
イ
ル
は
無
理
で
、
我
々
も
頂
上
を
落
と
す
こ
と
の
み
を
第
一
に
考
え
か
な

り
余
裕
の
あ
る
極
地
法
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
曲
が
り
な
り
に
も
全
員
登
頂
で

き
た
の
は
、
十
分
す
ぎ
る
と
思
え
る
程
の
装
備
、
食
糧
を
用
意
し
、
悪
天
の
た

め
十
日
間
以
上
も
予
定
を
オ
ー
等
ハ
ー
し
て
も
ね
ば
れ
た
こ
と
と
、
ま
た
雪
崩
に

よ
る
装
備
流
失
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
処
し
得
た
こ
と
に
よ
る
。
勿
論
一
九
八
○

年
の
登
山
に
よ
り
下
部
ル
ー
ト
を
み
つ
け
北
西
壁
へ
の
弱
点
を
読
め
た
こ
と
、

そ
し
て
三
人
の
登
肇
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
者
を
半
数
以
上
確
保

で
き
た
こ
と
も
成
因
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
は
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
稜
と
い
う
第
一
目
標
が
達
成
さ
れ
て

初
め
て
許
さ
れ
る
山
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
は
我
々
の
力

を
試
す
登
山
で
も
あ
っ
た
。
八
千
牌
の
速
攻
登
山
が
決
し
て
超
人
の
も
の
で
は

な
く
、
経
験
を
積
ん
で
高
度
順
化
さ
え
す
れ
ば
夢
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で

あ
っ
た
。
今
回
は
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
を
含
め
て
九
名
で
ア
タ
ッ
ク
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
多
人
数
で
の
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
は
、
比
較
的
容
易
で

あ
る
が
深
い
ラ
ッ
セ
ル
が
続
く
ル
ー
ト
に
お
い
て
他
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ト
レ
ー
ス

を
あ
て
に
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
し
て
わ
ず
か
な
好

天
を
つ
い
て
独
自
の
ペ
ー
ス
で
登
頂
で
き
た
。
ち
な
み
に
同
シ
ー
ズ
ン
に
ブ
ロ

ー
ド
ピ
ー
ク
に
入
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
は
強
力
な
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
が
、

二
’
三
人
の
少
人
数
の
た
め
頂
上
を
逸
し
た
（
こ
の
年
の
登
頂
者
は
パ
キ
ス
タ

ン
陸
軍
の
三
人
と
我
々
の
み
）
。
そ
の
反
面
多
人
数
で
登
る
と
力
の
差
が
ど
う

し
て
も
出
て
き
て
、
お
互
い
の
足
を
引
っ
ぱ
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
論
で
は
あ
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行
動
概
要
五
月
二
十
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
、
五
月
二
十
九
日
イ
エ
ル
マ
ネ
ン

る
が
我
々
の
隊
で
も
強
い
メ
ン
バ
ー
五
人
程
で
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
れ
ば
四
日
間

（
登
頂
に
二
日
半
）
で
登
山
を
終
了
で
き
、
凍
傷
患
者
（
後
に
両
手
指
八
本
を

切
断
）
も
出
さ
ず
に
す
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

も
う
一
点
、
今
回
我
々
が
バ
ル
ト
ロ
氷
河
で
の
合
宿
の
よ
う
な
形
態
を
と
ろ

う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
達
が
国
籍
を
越
え
て
多
く
の
山
を
重
複

し
た
メ
ン
バ
ー
で
登
っ
て
い
る
（
結
果
的
に
登
山
料
も
安
く
な
る
）
の
を
ヒ
ン

ト
に
し
た
。
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
、
横
浜
蝸
牛
山
岳
会
の
ガ
シ
ャ
ブ
ル
ム
ニ

峰
隊
の
メ
ン
バ
ー
に
登
録
さ
し
て
頂
い
て
、
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
終
了
後
あ
わ
よ

く
ば
と
い
う
計
画
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
日
本
人
ど
う
し
の
隊

だ
け
で
も
登
山
許
可
を
う
ま
く
融
通
し
あ
っ
て
、
同
時
期
に
多
く
の
山
を
登
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
一
九
八
五
年
関
西
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊

主
催
団
体
大
阪
府
山
岳
連
盟

活
動
期
間
一
九
八
五
年
五
月
’
八
月

目
的
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
北
稜
か
ら
の
初
登
頂
及
び
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
へ
の

連
続
登
頂

隊
の
編
成
総
隊
長
（
日
本
で
指
揮
）
Ⅱ
石
塚
彰
風
）
、
隊
長
Ⅱ
賀
集
信

孟
）
、
登
肇
隊
長
Ⅱ
重
廣
恒
夫
命
）
、
隊
員
Ⅱ
和
田
城
志
免
）
、

西
堤
理
一
忽
）
、
寺
内
悦
雄
命
）
、
伊
藤
博
昭
（
鋸
）
、
外
山
哲
也

分
）
、
山
本
宗
彦
禿
）
、
龍
田
雅
史
（
弱
）
、
薮
川
洋
一
兎
）
、
リ

エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
Ⅱ
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
ジ
ャ
バ
ー
ル
・
パ
ッ
テ
ィ

（
幻
）

ド
氷
河
上
に
Ｂ
Ｃ
（
四
六
○
○
脚
）
建
設
、
六
月
一
日
登
肇
開

始
、
六
月
五
日
Ｃ
１
（
五
六
○
○
脚
）
建
設
、
六
月
十
三
日
Ｃ
２

（
六
一
○
○
脚
）
建
設
、
六
月
二
十
九
日
Ｃ
３
（
六
五
○
○
脚
）

建
設
、
七
月
十
一
日
Ｃ
４
（
七
二
○
○
脚
）
建
設
、
七
月
二
十
三

日
マ
シ
ャ
ブ
ル
ム
（
七
八
一
二
厨
）
全
員
登
頂
、
七
月
二
十
六
日

全
員
Ｂ
Ｃ
へ
集
結
、
先
発
隊
ポ
ー
タ
ー
集
め
の
た
め
ピ
ア
ン
ゴ
ヘ

移
動
、
八
月
二
日
ビ
ア
ン
ゴ
出
発
、
八
月
三
日
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク

Ｂ
Ｃ
（
五
○
五
○
牌
）
に
到
着
、
八
月
四
日
’
八
日
雨
の
た
め
Ｂ

Ｃ
に
て
停
滞
、
八
月
九
日
Ｂ
Ｃ
出
発
、
Ｃ
１
（
六
四
○
○
勝
）

着
、
八
月
十
日
Ｃ
２
（
七
一
○
○
牌
）
着
、
八
月
十
一
日
七
八
五

○
脚
の
コ
ル
に
全
員
到
着
し
、
第
一
次
隊
は
そ
こ
で
ビ
バ
ー
ク
、

第
二
次
隊
は
七
五
八
○
勝
に
下
り
て
ビ
バ
ー
ク
、
八
月
十
二
日
一

次
・
二
次
隊
の
う
ち
六
人
が
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
（
八
○
四
七
脚
）

に
登
頂
、
八
月
十
四
日
Ｂ
Ｃ
へ
下
山
。
八
月
二
十
四
日
ス
カ
ル
ト

到
着
。

記
録
発
表
岩
と
雪
二
四
号
、
岳
人
四
六
二
号
、
徳
洲
会
病
院
誌
（
徳
洲
）

四
四
号
’
五
四
号
。
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シヤハーンードク1987

ヒ
ン
ズ
ー
Ⅱ
ラ
ジ
山
脈
に
位
置
す
る
シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
は
、
一
九
五
七
年

の
「
京
都
大
学
・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
大
学
学
生
合
同
ス
ワ
ー
ト
Ⅱ
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
検

隊
」
に
参
加
し
た
本
多
勝
一
氏
の
名
著
『
憧
僚
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
に
よ
っ
て
世
に

紹
介
さ
れ
た
。
以
後
三
十
年
を
へ
た
今
日
も
な
お
未
踏
峰
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
し
、
と
同
時
に
山
の
も
つ
困
難
性

と
規
模
が
、
今
回
の
私
た
ち
の
よ
う
な
、
登
山
期
間
の
短
い
、
そ
し
て
力
量
か

ら
し
て
さ
ほ
ど
強
力
と
は
い
い
が
た
い
軽
登
山
隊
の
対
象
と
し
て
も
似
つ
か
わ

し
い
も
の
に
思
わ
れ
た
。

私
た
ち
の
登
山
隊
は
大
学
山
岳
部
や
社
会
人
山
岳
団
体
の
派
遣
で
は
な
く
、

シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
登
山
に
興
味
を
示
す
、
い
わ
ば
〃
同
好
の
士
″
の
集
ま
り

で
あ
る
。
し
か
も
隊
員
六
名
の
平
均
年
齢
四
十
六
歳
。
こ
れ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

隊
と
し
て
は
高
齢
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
奇
し
く
も
、
前
記
の
本
多
氏
が

隊
長
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
京
大
隊
の
隊
員
だ
っ
た
沖
津
文
雄
氏
も
今
回

の
シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
登
山
の
隊
員
で
あ
る
。

シ
ャ
ハ
ー
ン
ー
ド
ク

一
九
八
七

周
知
の
よ
う
に
一
九
五
七
年
の
京
大
隊
は
日
本
に
お
け
る
か
の
地
域
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
う
し
て
当
時
隊
員
だ
っ
た
両
氏
が
三
十
年
後
に
か

の
地
域
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
察
す
る
に
両
氏
の
胸
中
は
、
古
い
ア
ル
バ
ム
の
写

真
で
も
見
る
よ
う
な
懐
旧
の
念
に
堪
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

じ
つ
の
と
こ
ろ
、
ギ
ル
ギ
ッ
ト
か
ら
ジ
ー
プ
で
出
発
し
、
途
中
で
立
ち
寄
っ

た
グ
ピ
ス
と
い
う
村
で
は
、
か
つ
て
の
ラ
ジ
ャ
の
家
に
招
待
さ
れ
た
の
だ
が
、

そ
の
家
の
ア
ル
バ
ム
に
は
若
々
し
い
隊
員
た
ち
の
昔
日
の
面
影
を
残
し
た
一
九

五
七
年
京
大
隊
の
記
念
写
真
が
納
め
ら
れ
て
あ
っ
た
の
だ
。
当
時
の
ラ
ジ
ャ
は

四
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
三
男
の
ア
ス
ガ
ー
ル
Ⅱ
ハ
ッ
サ
ン

氏
が
接
待
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、
彼
と
の
談
話
に
な
つ
か
し
さ
を
感
じ
た
と
し

て
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

い
う
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
〃
青
春
の
郷
愁
″
を
秘
め
た
山
域
へ
の
魅
力
あ

る
今
回
の
山
旅
な
の
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
他
の
隊
員
に
し
て
も
、
そ
の
あ
た
り

の
魅
力
に
つ
い
て
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

根
深
誠
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ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
へ

一
九
八
七
年
七
月
十
八
日
、
コ
ッ
ク
兼
ポ
ー
タ
ー
二
名
と
リ
エ
ゾ
ン
Ⅱ
オ
フ

ィ
サ
ー
を
含
め
た
計
九
名
で
、
手
配
し
た
三
台
の
ジ
ー
プ
に
乗
り
込
み
、
荷
物

と
と
も
に
ギ
ル
ギ
ッ
ト
を
出
発
。
途
中
、
ガ
ク
ー
チ
と
い
う
村
に
一
泊
し
、
翌

日
シ
ャ
マ
ラ
ン
村
に
つ
く
。
ギ
ル
ギ
ッ
ト
川
上
流
の
ガ
ズ
ル
（
ギ
ザ
ー
ル
）
川

が
三
股
に
分
か
れ
る
所
に
シ
ャ
マ
ラ
ン
が
あ
る
。
こ
の
シ
ャ
マ
ラ
ン
か
ら
ロ
バ

八
頭
、
ウ
マ
一
頭
に
荷
物
を
積
ん
で
二
十
日
、
バ
フ
シ
ュ
タ
ー
ロ
谷
を
さ
か
の

ぼ
り
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
へ
向
う
。
谷
間
の
道
は
よ
く
踏
ま
れ
て
い
る
。
ロ
バ

の
背
に
薪
を
積
ん
で
上
流
か
ら
下
っ
て
く
る
村
人
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
り
、
あ

る
い
は
移
牧
の
夏
村
で
ダ
ヒ
（
ョ
－
グ
ル
ト
）
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
し
な

が
ら
の
ん
び
り
と
進
む
。

昨
年
の
同
じ
時
期
に
偵
察
の
た
め
広
島
三
朗
氏
と
彼
の
山
仲
間
を
含
め
た
私

と
の
三
人
で
入
山
し
、
同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き
に
比
零
へ

る
と
今
年
は
気
温
も
低
く
、
涼
し
い
よ
う
だ
。
周
囲
の
山
々
の
積
雪
も
多
く
、

谷
間
の
流
れ
の
所
々
に
は
ま
だ
雪
渓
の
残
っ
て
い
る
場
所
も
見
ら
れ
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
し
て
二
日
目
の
朝
、
リ
エ
ゾ
ン
の
ザ
エ
ド
Ⅱ
イ
ク
バ
ル

氏
（
二
十
五
歳
）
は
職
務
を
放
棄
し
、
下
山
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
ン
ジ
ャ

ブ
平
原
の
サ
ル
ゴ
ダ
出
身
の
彼
に
は
山
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
体
験
で
あ
る
ら

し
く
、
不
安
の
要
素
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
「
昨
夜
は
寒
く
て
眠
れ
な
か
っ
た
。

頭
痛
が
す
る
」
と
彼
は
い
っ
て
い
た
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
軍
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
リ
エ
ゾ
ン
た
る
者
が
、
た
っ

た
一
日
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
弱
音
を
吐
い
て
下
山
す
る
な
ど
と
は
ま
さ
に
前
代
未

聞
で
あ
り
、
こ
れ
以
下
の
お
粗
末
ぶ
り
も
ざ
ら
に
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

が
反
面
に
お
い
て
、
こ
れ
は
の
ち
に
下
山
し
て
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
た
と
え

ぱ
登
山
隊
か
ら
多
額
の
金
を
盗
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
明
大
ラ
カ
ポ
シ
隊
の
悪
質

な
リ
エ
ゾ
ン
よ
り
は
、
ま
だ
ま
だ
ま
し
で
あ
る
。

三
日
目
。
標
高
四
○
○
○
肘
の
モ
レ
ー
ン
の
丘
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
建
設

す
る
。
白
花
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
一
面
に
咲
い
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
は
シ
ャ
ハ
ー

ン
Ⅱ
ド
ク
主
峰
が
よ
く
見
わ
た
せ
た
。

登
華

七
月
二
十
三
日
。
二
隊
に
分
か
れ
て
ル
ー
ト
偵
察
を
行
な
う
。
一
隊
は
か
つ

て
の
京
大
隊
の
と
っ
た
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
イ
ン
ゼ
ル
Ⅱ
ル
ー
ト
を
、
も
う
一

隊
は
昨
年
の
偵
察
時
に
目
を
つ
け
て
お
い
た
新
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
。
結
果
と

し
て
ル
ー
ト
の
安
全
性
と
い
う
点
か
ら
新
ル
ー
ト
を
と
っ
た
わ
け
だ
が
、
ど
ち

ら
も
一
長
一
短
で
あ
る
。
速
攻
と
い
う
こ
と
で
は
登
筆
距
離
の
短
い
京
大
隊
の

ル
ー
ト
が
す
ぐ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
多
少
の
悪
天
候
の
な
か
で
も
行
動
が
で

き
る
こ
と
や
安
全
性
か
ら
す
れ
ば
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
迂
回
す
る
新
ル
ー
ト

が
す
ぐ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
か
し
、
私
た
ち
は
当
初
京
大
隊
の
ル
ー
ト
を
踏
襲
す
る
計
画
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
新
ル
ー
ト
の
採
用
に
つ
い
て
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
へ
到
着
す
る

ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
崩
壊
と
い
う
危
険
性

を
目
の
あ
た
り
に
し
て
急
逓
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

実
際
に
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
も
新
ル
ー
ト
に
は
不
適
で
あ
っ
た
。
と
い

う
の
は
新
ル
ー
ト
に
取
り
付
く
に
は
対
岸
ま
で
シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
氷
河
を
わ

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
し
か
も
高
度
差
に
し
て
約
二
○
○
断
い
っ

た
ん
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
に
登
肇
距
離
が
長
い
。
こ
の
た
め

悪
天
候
が
続
く
な
か
で
の
ル
ー
ト
変
更
は
判
断
と
し
て
は
正
解
だ
と
思
う
が
、

長
い
ル
ー
ト
に
見
合
っ
た
ぶ
ん
の
固
定
ロ
ー
プ
が
な
く
、
結
果
的
に
は
悪
天
候
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と
固
定
ロ
ー
プ
の
不
足
が
か
ら
み
合
っ
て
敗
因
と
な
っ
た
。

ル
ー
ト
偵
察
の
翌
日
、
荷
上
げ
の
た
め
の
ル
ー
ト
エ
作
。
そ
し
て
そ
の
つ
ぎ

の
日
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
建
設
。
翌
二
十
六
日
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
第
一
キ
ャ
ン
プ
へ
の
荷
上
げ
を
し
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
荷
上
げ

も
か
ね
て
第
二
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
偵
察
。

と
こ
ろ
で
私
た
ち
は
第
一
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の
登
路
に
な
っ
て
い
る
サ
イ
ド
モ

レ
ー
ン
の
急
峻
な
支
稜
を
「
ガ
レ
場
リ
ッ
ジ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
し
て
ガ
レ

場
リ
ッ
ジ
の
終
了
点
か
ら
第
二
キ
ャ
ン
プ
ま
で
続
く
緩
傾
斜
の
氷
河
に
は
「
鼻

歌
氷
河
」
と
命
名
し
た
。
ガ
レ
場
リ
ッ
ジ
と
鼻
歌
氷
河
の
接
点
に
は
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
か
ら
眺
め
る
と
雪
面
に
丸
く
露
出
し
た
岩
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
ア
ン

パ
ン
岩
」
、
し
か
し
隊
員
の
な
か
に
は
女
陰
の
ク
リ
ト
リ
ス
に
見
た
て
て
「
ク

リ
岩
」
と
呼
ぶ
者
も
い
る
。
こ
こ
で
は
私
の
趣
味
に
よ
る
が
、
「
ア
ン
パ
ン
岩
」

と
呼
ぶ
。

さ
ら
に
鼻
歌
氷
河
の
源
頭
の
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
し
た
純
白
の
ピ
ー
ク

は
「
決
断
の
ピ
ー
ク
」
と
名
付
け
た
。
標
高
五
四
○
○
勝
。
こ
の
ピ
ー
ク
か
ら

雪
庇
の
発
達
し
た
岩
ま
じ
り
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
下
降
す
る
の
に
勇
気
を
必
要

と
し
た
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
だ
。
そ
し
て
高
度
差
に
し
て
一
○
○
勝
ほ
ど
だ

が
、
そ
の
下
降
す
べ
く
鞍
部
に
は
「
恐
怖
の
切
戸
」
と
い
う
名
を
付
け
た
。
こ

の
恐
怖
の
切
戸
の
先
で
、
ル
ー
ト
は
京
大
隊
の
そ
れ
と
合
流
し
、
頂
上
へ
続

鯵
ぐ
、
Ｏ

私
は
、
頂
上
へ
続
く
そ
の
懸
垂
氷
河
の
斜
面
を
「
青
春
の
壁
」
と
呼
ん
だ
。

三
十
年
前
、
頂
上
直
下
一
○
○
燭
地
点
ま
で
迫
り
、
引
き
返
し
た
、
そ
の
若
き

日
々
の
ほ
ろ
苦
い
で
あ
ろ
う
経
験
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
そ
の
よ
う
に

名
付
け
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
当
人
に
失
礼
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
。
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さ
て
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
を
偵
察
し
た
翌
日
か
ら
天
候
が
崩
れ
た
。
一

日
停
滞
し
た
あ
と
の
二
十
八
日
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
か
ら
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
悪
天

候
を
つ
い
て
荷
上
げ
に
向
う
が
、
途
中
に
荷
物
を
デ
ポ
し
、
退
却
す
る
。
翌
日

停
滞
。
翌
三
十
日
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
の
メ
ン
バ
ー
ニ
名
が
雷
鳴
に
お
び
や
か
さ

れ
な
が
ら
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
し
、
そ
の
ま
ま
キ
ャ
ン
プ
入
り
す
る
。

だ
が
翌
三
十
一
日
、
悪
天
候
の
た
め
、
ま
た
し
て
も
停
滞
。
も
は
や
日
数
も

な
く
な
っ
て
き
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
撤
収
日
は
八
月
五
日
な
の
で
あ
る
。
明

日
か
ら
連
日
の
晴
天
が
続
い
た
と
し
て
も
残
り
五
日
間
。
ル
ー
ト
エ
作
、
登

頂
、
下
山
：
…
。
ど
う
考
え
て
も
ギ
リ
ギ
リ
の
日
数
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
悪
天

候
か
ら
判
断
し
て
登
頂
は
望
め
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
に
恐
怖
の
切
戸
用
の
固
定

ロ
ー
プ
を
三
○
○
勝
は
荷
上
げ
し
て
あ
る
の
だ
が
、
目
算
で
は
二
○
○
勝
ほ
ど

足
り
な
い
の
だ
。
そ
れ
で
下
部
の
ガ
レ
場
リ
ッ
ジ
の
固
定
ロ
ー
プ
を
回
収
し
て

間
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
回
収
の
た
め
の
日
数
も
す
で
に

な
か
っ
た
。

ど
う
せ
登
頂
が
無
理
な
ら
、
せ
め
て
核
心
部
に
手
も
ち
の
ロ
ー
プ
を
固
定
し

て
終
わ
り
に
し
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

八
月
一
日
。
快
晴
と
は
い
え
な
い
が
青
空
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。
昨
夜
降
り

積
っ
た
新
雪
の
表
面
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
。
ヒ
ザ
ま
で
も
ぐ
る
。
周
囲
の

遠
景
・
中
景
・
近
景
に
群
雄
割
拠
し
て
ヒ
ン
ズ
ー
Ⅱ
ラ
ジ
の
山
々
が
連
な
っ
て

い
る
。
目
指
す
シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
主
峰
の
北
側
は
足
の
す
く
む
よ
う
な
大
岩

壁
が
ミ
ラ
グ
ラ
ム
氷
河
に
切
れ
落
ち
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
向
こ
う
の
ヤ
ル
フ

ン
川
の
、
さ
ら
に
向
こ
う
に
見
え
る
の
は
ワ
ハ
ン
の
山
々
だ
ろ
う
か
。

第
二
キ
ャ
ン
プ
の
数
十
臓
先
の
下
降
地
点
に
デ
ポ
し
て
あ
る
固
定
ロ
ー
プ
を

掘
り
お
こ
し
、
そ
の
先
端
を
体
に
結
び
つ
け
て
ミ
ッ
チ
ャ
ン
（
工
藤
氏
の
愛
称
）

が
下
降
す
る
。
最
初
の
ワ
ン
ピ
ッ
チ
は
斜
面
が
凸
状
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
の

で
、
下
方
が
見
え
な
い
。
こ
の
た
め
恐
怖
感
を
お
ぼ
え
る
。
雪
面
が
ナ
イ
フ
リ

ッ
ジ
に
変
化
す
る
付
近
で
は
ミ
ラ
グ
ラ
ム
氷
河
側
に
渦
巻
き
状
の
雪
庇
が
発
達

し
、
ル
ー
ト
が
大
き
く
右
へ
曲
っ
て
の
び
、
急
傾
斜
で
落
ち
て
い
る
。
そ
の
屈

曲
部
に
ス
ノ
ー
バ
ー
を
支
点
に
し
て
打
ち
、
体
が
振
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

つ
い
で
鋭
い
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
岩
場
が
で
て
き
た
の
で
、
そ
の
岩
場
を
巻
き
込

む
よ
う
に
シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
氷
河
側
に
下
降
し
、
基
部
に
ハ
ー
ケ
ン
を
打

つ
。
さ
ら
に
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
で
て
、
岩
峰
の
基
部
の
小
さ
な
コ
ル
に
達
す

る
。
こ
の
頃
か
ら
雪
が
ち
ら
つ
き
は
じ
め
た
。
ミ
ッ
チ
ャ
ン
が
平
型
の
ア
イ
ス

ハ
ー
ヶ
ン
と
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ヶ
ン
を
岩
場
に
打
ち
、
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
な
が

ら
固
定
ロ
ー
プ
を
の
ば
し
て
ゆ
く
。
岩
場
に
ま
た
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
、
そ
の
先

の
氷
に
ド
ベ
グ
ハ
ー
ヶ
ン
を
打
つ
。
そ
し
て
再
び
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
で
る
。
岩

の
上
に
氷
が
張
り
つ
き
、
そ
の
上
に
雪
が
積
っ
て
い
る
。
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て

氷
を
は
が
し
、
岩
の
割
れ
目
に
．
の
字
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込
み
、
そ
れ
を
支
点

に
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
の
雪
庇
を
ピ
ッ
ケ
ル
で
た
た
き
落
と
し
な
が
ら
下
降
す
る
。

こ
ん
ど
は
岩
峰
の
上
の
雪
面
に
ス
ノ
ー
バ
ー
を
埋
め
、
一
○
勝
ほ
ど
岩
場
を
下

る
と
、
ま
た
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
だ
。
こ
こ
で
も
確
保
用
に
ス
ノ
ー
バ
ー
を
埋
め
、

シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
氷
河
側
の
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
こ
の
付
近
は
風
向

き
が
一
定
し
て
い
な
い
の
か
、
左
右
交
互
に
雪
庇
が
で
て
い
る
。
足
場
が
悪

く
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
強
い
ら
れ
る
。
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
で
き
た
雪
庇
を
た

た
き
落
と
し
、
ミ
ラ
グ
ラ
ム
氷
河
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
下
降
す
る
と
、
傾

斜
も
緩
く
な
り
、
最
底
鞍
部
ま
で
は
残
り
二
、
三
○
燭
だ
。
そ
こ
か
ら
先
は
、

ミ
ラ
グ
ラ
ム
氷
河
側
に
雪
庇
の
つ
い
た
雪
稜
が
緩
い
傾
斜
で
登
っ
て
い
た
。
そ
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し
て
、
そ
の
雪
稜
を
た
ど
る
こ
と
に
は
、
も
は
や
な
ん
の
困
難
も
な
さ
そ
う
だ

っ
た
。
た
だ
し
私
た
ち
の
力
量
か
ら
し
て
帰
路
を
考
え
れ
ば
、
滑
落
防
止
の
た

め
の
固
定
ロ
ー
プ
が
必
要
に
思
わ
れ
た
。

私
た
ち
は
、
そ
こ
か
ら
先
へ
さ
ら
に
行
き
た
い
気
持
は
あ
っ
た
が
、
諦
め
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
手
も
ち
の
固
定
ロ
ー
プ
三
○
○
Ｍ
を
使
い
果
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
下
降
を
開
始
し
て
か
ら
す
で
に
七
時
間
が
た
っ
て
い
た
。
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
を
だ
し
、
午
後
四
時
の
定
時
交
信
で
そ
の
旨
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
隊

長
に
伝
え
た
。

こ
の
間
に
確
保
用
の
支
点
と
し
て
使
用
し
た
ハ
ー
ケ
ン
類
や
ア
ブ
ミ
の
プ
レ

ー
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
ア
ブ
ミ
プ
レ
ー
ト
４
ヶ
。
ス
ノ
ー
バ
ー
７
本
。
ド
ベ

グ
ハ
ー
ケ
ン
－
本
。
．
の
字
ハ
ー
ケ
ン
－
本
。
平
型
ア
イ
ス
ハ
ー
ヶ
ン
ー
本
。

ロ
ッ
ク
ハ
ー
ヶ
ン
４
枚
。
シ
ュ
リ
ン
ゲ
ン
は
足
り
な
く
な
っ
た
の
で
、
最
後
は

ザ
ッ
ク
の
口
紐
を
切
断
し
て
使
用
し
た
。

帰
路
は
二
時
間
で
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
た
。

翌
八
月
二
日
、
ミ
ッ
チ
ャ
ン
と
私
は
第
二
キ
ャ
ン
プ
と
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
撤

収
し
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
へ
下
山
し
た
。
こ
の
日
、
晴
れ
間
を
縫
っ
て
、
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
の
四
名
は
近
く
に
そ
び
え
る
ト
ー
ニ
リ
（
五
○
八
一
勝
）
に
初
登

頂
し
た
。
そ
し
て
夕
方
、
全
員
が
集
結
し
無
事
を
祝
い
、
ヤ
ギ
を
つ
ぶ
し
て
食

帰
路

私
た
ち
は
三
隊
に
分
か
れ
て
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
引
き
あ
げ
、
八
月
六
日
、

シ
ャ
マ
ラ
ン
に
集
結
し
た
。
そ
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
が
残
さ
れ
た
日
々
を
楽
し
ん

だ
わ
け
だ
が
、
ち
な
み
に
本
多
氏
と
私
は
ガ
ズ
ル
川
で
マ
ス
釣
り
を
満
喫
し
、

沖
津
氏
と
佐
藤
氏
は
荷
物
の
整
理
を
か
ね
て
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
シ
ャ
ハ
ー

べ

た
0

ン
Ⅱ
ド
ク
を
眺
め
、
広
島
氏
と
ミ
ッ
チ
ャ
ン
は
バ
フ
シ
ュ
タ
ー
ロ
谷
の
右
股
へ

入
渓
し
た
の
で
あ
っ
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
日
本
シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
登
山
隊
一
九
八
七

活
動
期
間
一
九
八
七
年
七
月
’
八
月

目
的
シ
ャ
ハ
ー
ン
Ⅱ
ド
ク
（
六
三
二
○
蹄
）
の
初
登
頂

隊
の
編
成
隊
長
・
本
多
勝
一
（
弱
）
、
隊
員
・
沖
津
文
雄
（
団
）
、
佐
藤
正
敏

（
“
）
、
広
島
三
朗
（
坐
）
、
根
深
誠
（
伽
）
、
工
藤
光
隆
（
錦
）

行
動
概
要
七
月
十
八
日
ギ
ル
ギ
ッ
ト
出
発
。
二
十
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
二

十
二
日
ベ
ー
ス
Ⅱ
キ
ャ
ン
プ
（
四
○
○
○
鮒
）
建
設
。
二
十
五
日

第
一
キ
ャ
ン
プ
（
四
七
一
○
脚
）
建
設
。
三
十
日
第
二
キ
ャ
ン
プ

（
五
四
○
○
脚
）
建
設
。
八
月
一
日
ル
ー
ト
エ
作
の
の
ち
撤
退
。

四
日
ベ
ー
ス
Ⅱ
キ
ャ
ン
プ
撤
収
。
七
日
ギ
ル
ギ
ッ
ト
到
着
。

紀
行
・
記
録
発
表
朝
日
新
聞
（
一
九
八
七
年
九
月
四
日
付
夕
刊
・
九
月
十
一

日
付
青
森
県
版
）
本
多
勝
一
・
『
山
と
渓
谷
』
（
一
九
八
七
年
十
一

月
号
）
根
深
誠
。
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図
書
委
員
会
か
ら
、
山
岳
史
懇
談
会
で
昭
和
初

期
の
慶
応
義
塾
大
学
山
岳
部
と
そ
の
山
登
り
を
語

れ
と
す
す
め
ら
れ
、
い
っ
た
ん
喜
ん
で
引
き
受
け

た
の
だ
が
中
途
半
端
な
話
を
し
て
し
ま
っ
た
。
や

が
て
そ
の
録
音
を
活
字
に
し
た
ゲ
ラ
刷
り
が
送
ら

れ
て
来
た
。
こ
れ
に
手
を
入
れ
て
く
れ
、
今
年
の

「
山
岳
」
に
載
せ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

私
は
今
ま
で
に
一
、
二
回
山
岳
史
懇
談
会
を
聴

い
た
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
主
旨
を
深
く
考

え
て
み
る
こ
と
も
な
く
、
逸
話
や
裏
話
的
な
も
の

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
い
こ
ん
で
、
当
日
は
そ

の
よ
う
な
も
の
を
用
意
し
た
。
し
か
も
そ
う
い
う

昭
和
初
期
の
「
慶
応
の
山
」

は
じ
め
に

ｌ
当
時
在
部
し
た
一
部
員
の
極
め
て
個
人
的
な
回
想
よ
り
Ｉ

話
な
ら
私
だ
け
よ
り
も
と
思
っ
て
同
時
代
の
金
山

淳
二
君
を
か
た
ら
い
、
二
人
で
話
を
し
た
。
と
こ

ろ
が
こ
れ
も
二
人
の
間
の
話
し
合
い
が
不
足
で
ま

と
ま
り
の
つ
か
な
い
も
の
と
な
り
、
結
局
私
の
話

だ
け
に
し
ぼ
っ
て
「
山
岳
」
に
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
だ
が
ゲ
ラ
刷
り
を
読
ん
で
ま
こ
と
に
当
惑

し
た
。
と
て
も
そ
の
ま
ま
「
山
岳
」
に
載
せ
ら
れ

る
よ
う
な
代
物
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

い
っ
た
ん
引
き
受
け
た
軽
率
を
詫
び
、
出
来
る

こ
と
な
ら
一
年
の
猶
予
を
も
ら
っ
て
真
正
面
か

ら
、
表
題
の
通
り
の
も
の
を
書
き
た
い
と
申
し
入

れ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
組
み
上
げ
た
編
輯
の
都

合
で
そ
れ
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
知
っ
て
、
当
時
在
部

し
た
一
部
員
の
個
人
的
な
回
想
を
年
代
的
に
も
ず

谷
口
現
吉

慶
応
山
岳
部
へ
の
入
部

私
は
入
部
の
前
年
（
昭
和
三
年
）
、
た
ま
た
ま

「
登
高
行
・
第
五
号
」
を
読
む
機
会
が
あ
り
、
特

に
大
島
さ
ん
と
三
田
さ
ん
の
お
二
人
が
書
か
れ
た

「
山
岳
会
室
を
中
心
と
し
て
の
回
顧
」
「
会
と
仲

間
」
に
強
く
惹
か
れ
た
。
当
時
私
も
世
の
常
の
少

年
の
如
く
「
人
生
如
何
に
生
く
べ
き
か
」
な
ど
と

悩
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
二
章
に
は
心

を
動
か
さ
れ
た
。

こ
れ
だ
、
何
と
し
て
も
こ
の
す
ば
ら
し
い
先
輩

達
の
中
に
飛
び
こ
ん
で
自
分
を
鍛
え
た
い
、
先
輩

に
追
い
す
が
り
、
や
が
て
は
こ
れ
に
肩
を
並
べ
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
「
我
如
何

に
生
く
可
き
か
」
な
ど
の
答
は
お
の
ず
か
ら
見
出

せ
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。

こ
の
風
を
慕
っ
て
、
他
を
省
み
る
こ
と
も
な

く
、
入
学
志
望
校
さ
え
変
え
て
、
慶
応
義
塾
大
学

の
入
学
試
験
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
私
が
大
学
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
四
年

で
、
す
で
に
大
島
さ
ん
は
前
年
三
月
、
前
穂
高
岳

で
逝
か
れ
、
三
田
さ
ん
は
イ
ン
ド
に
在
勤
さ
れ
て

つ
と
は
み
出
し
て
、
当
日
の
話
に
は
ま
っ
た
く
捉

わ
れ
ず
に
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
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昭和初期の「慶応の山」

い
て
、
三
田
の
山
で
は
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ

た
。

こ
の
よ
う
に
気
負
っ
た
入
部
志
望
者
で
あ
っ
た

私
だ
が
、
当
時
の
山
岳
部
は
、
た
や
す
く
私
を
迎

え
入
れ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
来
る
者
は
拒
ま
な

い
が
、
諸
手
を
あ
げ
て
後
輩
達
を
招
き
入
れ
よ
う

と
い
う
か
た
ち
は
全
く
と
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

他
の
運
動
部
は
競
っ
て
新
入
部
員
を
獲
得
し
よ

う
と
大
童
で
あ
っ
た
の
に
、
山
岳
部
は
何
も
し
な

い
の
で
あ
る
。
登
校
す
る
と
必
ず
体
育
会
専
用
掲

示
板
を
見
に
行
く
の
だ
が
、
山
岳
部
の
山
の
字
す

ら
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。

入
学
し
て
二
ヶ
月
近
く
経
っ
て
よ
う
や
く
見
つ

け
た
の
が
、
夏
期
登
山
一
般
募
集
と
い
う
掲
示
で

あ
っ
た
。
一
般
募
集
と
は
一
般
学
生
に
向
っ
て

「
山
岳
部
で
は
こ
の
夏
こ
ん
な
登
山
を
行
い
ま

す
、
よ
か
っ
た
ら
一
般
の
学
生
も
連
れ
て
行
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

山
岳
部
入
部
希
望
者
を
募
集
す
る
と
は
、
ひ
と
言

も
い
っ
て
い
な
い
。
こ
の
機
会
に
初
心
の
者
で
も

山
に
連
れ
て
行
く
が
、
山
岳
部
員
に
な
り
な
さ
い

と
は
ど
こ
か
ら
も
誰
の
口
か
ら
も
い
わ
れ
な
い
の

で
あ
る
。

私
は
、
は
な
は
だ
物
足
り
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
山
岳
部
の
人
達
と
一
緒
に
山
に
行
け
る
だ
け

で
も
嬉
し
い
の
で
、
勇
ん
で
、
立
山
、
剣
、
薬
師

の
隊
に
参
加
を
申
し
込
ん
だ
。

中
学
時
代
す
で
に
、
槍
ヶ
岳
や
前
穂
高
岳
に
登

っ
た
経
験
の
あ
る
私
で
あ
っ
た
が
、
年
期
の
入
っ

た
先
輩
達
か
ら
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
多
か
っ

た
。
そ
の
最
大
の
賜
は
、
悠
々
と
山
を
楽
し
く
歩

く
こ
と
の
発
見
で
あ
っ
た
。

夏
期
登
山
隊
、
観
月
天
幕
行
、
ス
キ
ー
合
宿
な

ど
当
時
の
山
岳
部
の
年
中
行
事
に
は
す
べ
て
参
加

し
た
・
二
月
に
行
わ
れ
た
卒
業
生
送
別
会
で
は
、
平

素
謹
直
な
先
輩
達
の
み
ご
と
な
酔
態
を
見
た
り
、

お
燗
番
や
会
場
の
あ
と
片
づ
け
を
手
伝
っ
た
。
当

時
送
別
会
は
部
室
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
お
こ
な
わ

れ
た
。
こ
れ
で
す
っ
か
り
先
輩
達
に
溶
け
こ
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
数
日
前
、
一
月
に
北
岳
で
遭
難
さ
れ
た
野

村
実
さ
ん
の
追
悼
会
が
三
田
演
説
館
で
お
こ
な
わ

れ
た
。
こ
の
時
も
会
場
準
備
を
手
伝
っ
た
。
ス
キ

ー
合
宿
で
、
風
呂
場
で
の
裸
踊
り
の
輪
の
中
に
、

尻
ご
み
す
る
新
人
達
を
ご
く
自
然
に
肩
を
組
ん
で

誘
い
こ
ん
で
く
れ
た
故
人
の
暖
か
い
風
貌
を
懐
し

み
な
が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
で
も
部
の
行
事
を
手
伝

え
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

こ
う
す
る
う
ち
に
ス
キ
ー
も
、
ア
イ
ゼ
ン
も
、

輪
標
も
、
ザ
イ
ル
を
結
ん
で
歩
く
こ
と
も
す
べ
て

一
通
り
体
験
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
年
の
夏
期

登
山
隊
一
般
募
集
に
参
加
し
て
か
ら
八
ヶ
月
た
っ

て
、
よ
う
や
く
部
員
た
る
自
覚
と
自
信
を
持
つ
こ

と
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
時
の
山
岳
部
に
は
、
入
部
の
規
約

な
ど
と
い
う
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
部
員
た
る

の
責
任
も
与
え
ら
れ
る
資
格
も
有
形
の
も
の
は
何

も
な
か
っ
た
。
た
だ
山
登
り
の
好
き
な
も
の
が
、

部
室
の
生
活
を
中
心
に
集
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
そ
の
中
に
は
お
の
ず
か

ら
秩
序
も
序
列
も
あ
っ
た
。
何
か
こ
と
の
あ
る
時

に
は
、
全
員
の
注
目
が
そ
の
人
に
集
っ
て
す
べ
て

が
整
々
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
ふ
う
で
あ

る
。
当
時
の
そ
の
人
と
は
、
斉
藤
長
寿
郎
さ
ん

で
、
昭
和
四
十
一
年
に
故
人
と
な
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
斉
藤
さ
ん
の
脇
役
と
し
て
私
達
新
人
を
何
く

れ
と
な
く
暖
か
く
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
波
木

井
六
男
さ
ん
も
昭
和
四
十
七
年
に
亡
く
な
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。

そ
の
頃
の
慶
応
山
岳
部

私
は
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
し
、
少
し
で
も

公弓
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早
く
難
し
い
山
に
登
り
た
か
っ
た
の
だ
が
、
必
ず

し
も
自
分
の
希
望
す
る
計
画
に
参
加
出
来
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
計
画
へ
の

参
加
が
自
分
に
許
さ
れ
る
か
否
か
も
自
分
で
判
断

し
ろ
、
そ
の
判
断
が
的
確
に
出
来
る
も
の
ほ
ど
、

お
の
ず
と
先
輩
や
仲
間
達
に
重
ん
じ
ら
れ
る
、
そ

し
て
そ
こ
に
秩
序
が
生
れ
る
の
だ
、
と
い
う
鍛
え

方
で
あ
っ
た
。

中
学
の
同
期
で
早
稲
田
の
山
岳
部
に
入
っ
て
い

た
須
田
信
太
郎
が
、
入
部
二
年
目
で
あ
っ
た
の

に
、
そ
の
三
月
、
西
穂
高
に
登
っ
て
私
を
羨
し
が

ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
行
き
た
い
山
に
そ
う
簡
単
に
参
加
を
許

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
こ
れ
が
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
鍛
え
方
の
よ
う
に
思
え
て
、
半
面

決
し
て
不
満
で
は
な
か
っ
た
。

「
山
は
黙
っ
て
登
れ
ば
よ
い
ん
だ
」
と
孤
高
を

誇
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
先
輩
達
に
は
、
畏
敬

と
憧
れ
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
そ
う
し
た
雰
囲
気
が
嵩
じ
て
か
、
な
じ
み

が
た
く
、
理
解
に
苦
し
む
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

た
。
と
い
う
の
は
山
で
他
の
学
校
の
連
中
と
な
れ

な
れ
し
く
挨
拶
し
た
り
、
新
聞
社
な
ど
か
ら
話
し

か
け
ら
れ
る
の
を
極
端
に
嫌
う
先
輩
の
風
習
で
あ

っ
た
。私

が
入
部
し
た
頃
に
は
、
未
だ
国
内
で
も
積
雪

期
に
関
す
る
限
り
未
登
頂
の
山
が
残
っ
て
い
た
。

登
る
に
価
す
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
が
よ
う

や
く
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。だ

か
ら
冬
や
春
の
登
山
計
画
は
、
技
術
的
困
難

さ
よ
り
も
、
誰
も
登
っ
て
い
な
い
山
に
向
け
ら
れ

た
。
そ
れ
を
避
け
て
、
二
番
、
三
番
煎
じ
の
計
画

を
登
山
準
備
会
で
発
表
す
る
の
は
肩
身
の
狭
い
思

い
で
あ
っ
た
。

私
が
入
部
し
て
二
年
目
の
冬
に
参
加
し
た
、
秋

田
駒
ケ
岳
隊
な
ど
ま
さ
に
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。

秋
田
、
岩
手
両
県
の
県
境
に
近
く
、
田
沢
湖
の
北

東
に
あ
る
一
六
三
七
Ｍ
の
山
で
、
地
方
的
名
山
の

一
つ
で
あ
る
。
標
高
も
高
く
な
く
、
技
術
的
困
難

は
何
も
予
想
さ
れ
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

山
形
県
出
身
の
予
科
三
年
の
岸
君
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
二
年
の
海
瀬
、
谷
口
の
両
名
が
参
加
し

た
。

奥
羽
本
線
の
大
曲
か
ら
岐
れ
る
生
保
内
線
の
終

点
か
ら
、
冬
に
は
全
く
無
人
に
な
る
国
見
温
泉
ま

で
、
土
地
の
猟
師
に
米
、
味
噌
な
ど
を
背
負
わ
せ

て
一
日
が
か
り
で
到
着
し
た
。
昭
和
五
年
の
一
月

一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

深
い
雪
を
踏
ん
で
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が
ら
帰
途
の

目
印
の
た
め
に
要
所
に
赤
旗
を
つ
け
て
何
回
も
頂

稜
の
下
ま
で
往
復
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
週
間
登
頂

の
機
会
を
待
っ
た
の
だ
が
、
頂
稜
線
に
達
し
頂
上

を
指
呼
数
百
牌
に
見
な
が
ら
、
風
雪
、
突
風
、
濃

霧
な
ど
の
た
め
引
き
返
し
、
つ
い
に
登
頂
出
来
ず

に
終
っ
て
い
る
。
笑
止
と
も
い
え
る
弱
々
し
い
敗

退
だ
が
、
濃
霧
、
風
雪
下
で
の
方
向
維
持
の
不

安
、
隊
員
誰
も
の
体
験
を
超
え
た
烈
風
な
ど
、
未

知
の
領
域
で
の
不
安
と
無
力
さ
と
を
こ
れ
ほ
ど
み

じ
め
に
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

実
は
そ
れ
か
ら
数
年
の
後
、
こ
れ
と
は
全
く
対

照
的
な
体
験
を
し
た
。
二
月
の
八
ヶ
岳
で
、
未
明

本
沢
温
泉
を
出
発
し
て
、
硫
黄
岳
、
横
岳
、
赤

岳
、
権
現
岳
、
編
笠
山
を
越
し
て
小
渕
沢
に
近
い

村
落
ま
で
、
走
り
抜
け
た
と
で
も
い
え
る
強
行
を

し
た
。
朝
か
ら
か
な
り
の
風
雪
で
、
頬
そ
の
他
を

凍
傷
に
や
ら
れ
な
が
ら
連
続
二
十
一
時
間
の
強
行

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
そ
れ
ま
で
に
ど
こ
か
で
体

験
し
た
こ
と
の
組
合
せ
で
あ
っ
た
か
ら
、
少
し
の

不
安
も
な
く
始
終
昂
然
と
し
て
歩
い
た
。

高
さ
、
寒
さ
、
連
続
行
動
時
間
、
風
速
な
ど
、

す
べ
て
そ
れ
ま
で
の
自
己
の
体
験
を
超
え
る
も
の
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が
一
つ
で
も
含
ま
れ
て
い
る
山
登
り
こ
そ
や
る
に

価
す
る
と
考
え
て
い
た
当
時
の
私
で
あ
る
。
し
か

し
内
地
で
は
や
が
て
め
ぼ
し
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ル
ー
ト
も
ほ
と
ん
ど
が
登
り
つ
く
さ
れ
る
時

期
が
来
た
。
学
生
登
山
者
達
は
ま
さ
に
前
途
へ
の

曲
り
角
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
日
本
内
地
を
離
れ
れ
ば
、
ま
だ
未
知

未
踏
の
領
域
は
無
限
で
あ
り
、
人
類
は
エ
ベ
レ
ス

ト
で
こ
そ
す
で
に
八
○
○
○
腕
を
超
す
地
点
に
達

し
て
い
た
が
、
峰
頂
と
し
て
は
、
八
○
○
○
Ｍ
は

お
ろ
か
、
七
五
○
○
燭
を
超
す
登
頂
記
録
は
ガ
ル

ワ
ル
の
カ
メ
ッ
ト
（
七
七
五
七
勝
）
ほ
か
数
峰
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。

部
報
登
高
行
・
第
八
号
の
消
息
欄

「
登
高
行
」
の
消
息
欄
は
、
創
刊
以
来
、
鹿
子

木
先
生
、
槇
さ
ん
を
は
じ
め
大
先
輩
達
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
極
め
て
格
調
も
高
く
、
意
義
深
い
も
の
が

多
か
っ
た
が
、
特
に
昭
和
六
年
末
刊
行
さ
れ
た

「
登
高
行
・
第
八
号
」
の
消
息
欄
は
際
立
っ
て
い

た
。
三
田
さ
ん
、
本
郷
さ
ん
な
ど
が
海
外
に
長
期

滞
留
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
分
量
も
四
○
○

字
詰
め
に
直
す
と
八
○
枚
に
も
達
し
て
い
る
。

発
信
者
は
、
三
田
幸
夫
、
本
郷
常
幸
、
槇
有

恒
、
中
條
常
七
、
藤
江
才
介
、
国
分
貫
一
、
西
川

不
二
男
の
諸
先
輩
達
で
、
受
信
者
は
早
川
種
三
、

槙
、
田
村
、
平
沢
、
佐
藤
久
、
大
賀
先
輩
達
で
、

山
岳
部
な
ら
び
に
部
員
を
代
表
す
る
長
野
清
一
宛

の
も
の
等
三
五
通
で
あ
る
。

そ
の
中
の
一
つ
に
、
次
の
三
田
さ
ん
か
ら
の
一

文
が
あ
る
。
こ
の
手
紙
の
示
唆
こ
そ
、
そ
の
後
数

年
に
わ
た
る
慶
応
山
岳
部
の
進
路
を
定
め
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は
二
十
数
年
を

へ
て
第
一
次
マ
ナ
ス
ル
隊
の
加
藤
、
山
田
の
二
名

が
宿
営
し
た
ノ
ー
ス
コ
ル
上
、
七
三
五
○
燭
の
雪

洞
に
通
ず
る
一
筋
の
歩
み
の
、
ス
タ
ー
ト
で
も
あ

っ
た
。
ま
こ
と
に
記
念
す
や
へ
き
－
文
な
の
で
こ
こ

に
、
そ
の
全
文
を
転
記
し
た
。

＊

前
略
其
の
後
は
御
無
沙
汰
申
上
げ
て
居
二

ま
す
が
部
員
諸
兄
益
々
御
活
動
の
事
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
夏
の
計
書
は
如
何
で
す
か
？
此
の

手
紙
の
着
く
頃
は
カ
ン
チ
ヱ
ン
ヂ
ャ
ン
ガ
の

連
中
の
愉
快
な
報
告
を
得
ら
れ
る
で
せ
う
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
も
益
々
多
事
に
な
り
ま
し
た
。
吾
々

の
舞
臺
も
日
本
を
離
れ
た
も
の
に
な
り
た
い

も
の
で
す
。
余
り
に
多
く
の
静
ぐ
①
ロ
》
固
缶
胃

ｓ
ｏ
巨
笛
且
閂
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
待
っ
て
居
り

ま
す
。
既
に
登
山
界
は
ｐ
Ｈ
巴
自
画
巨
の
①
且
①
Ｈ
の

時
代
で
は
な
く
な
っ
て
來
ま
し
た
。
僕
は
色

々
の
原
因
を
學
げ
て
醗
鳫
目
の
カ
ン
チ
ヱ
ン

ヂ
ャ
ン
ガ
山
峯
こ
そ
近
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山

の
中
心
と
な
る
べ
き
も
の
だ
ら
う
と
時
々
仲
間

の
も
の
に
言
ひ
ま
し
た
。
此
れ
か
ら
の
數
年
が

国
日
巴
畠
煙
登
山
史
初
期
の
活
躍
時
代
に
入
る

事
で
せ
う
。

此
の
頃
の
諸
兄
の
傾
向
は
如
何
で
す
？
冬
山

は
？
夏
山
は
？
濱
口
、
齋
藤
、
國
分
の
連
中
か

ら
手
紙
を
貰
っ
て
間
も
な
く
野
村
君
の
悲
報
を

手
に
し
ま
し
た
。
僕
は
言
ふ
等
へ
き
事
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
山
を
志
す
人
の
み
が
一
番
好
く

御
察
し
出
來
る
と
思
ひ
ま
す
。

今
も
登
高
行
第
五
年
の
大
島
が
書
い
た
岩
小

舍
の
あ
る
夜
の
事
を
讃
み
返
し
て
山
を
登
る
者

の
ぶ
つ
か
る
あ
る
運
命
に
つ
い
て
考
へ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

然
し
僕
等
の
仲
間
は
相
愛
ら
ず
の
氣
持
で
恐

ら
く
皆
の
者
が
居
る
で
せ
う
。
先
輩
連
は
や
っ

て
來
ま
す
か
？
新
し
い
倶
樂
部
ル
ー
ム
は
如
何

で
す
？
僕
も
東
京
の
地
を
踏
ん
で
一
番
先
に
訪

ね
度
い
の
は
山
岳
部
の
部
屋
で
す
。

僕
も
商
責
の
事
に
携
は
っ
て
居
ま
す
が
相
愛
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ら
ず
山
の
事
は
頭
か
ら
離
せ
ま
せ
ん
。
平
地
に

居
る
時
は
只
機
會
の
來
た
時
の
爲
に
色
々
有
形

無
形
の
準
備
を
し
て
居
ま
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峯
に
は
雪
と
、
岩
と
、
氷
の

Ｃ
Ｏ
日
豆
冒
①
し
た
技
術
が
絶
對
に
必
要
で
す
。

日
本
で
も
冬
や
春
山
で
雪
と
岩
の
技
術
は
練
習

出
來
る
で
せ
う
が
氷
は
あ
り
ま
せ
ん
。
然
し
冬

春
の
山
の
經
駿
は
非
常
に
役
立
つ
事
と
思
ひ
ま

す
。
そ
の
意
味
に
於
て
日
本
の
學
生
は
劒
や
穂

高
を
持
つ
事
は
實
に
惠
ま
れ
て
居
ま
す
。
有
數

な
登
山
家
を
出
し
た
英
國
人
は
本
國
に
氷
河
を

持
っ
た
山
を
持
っ
て
居
り
ま
せ
ん
。
然
も
總
て

に
於
て
日
本
ア
ル
プ
ス
よ
り
貧
弱
で
せ
う
。
日

本
の
人
は
瑞
西
に
行
く
機
會
は
余
り
な
い
課
で

す
が
練
習
場
と
し
て
は
手
頃
な
も
の
を
持
っ
て

ゐ
る
と
言
っ
て
良
い
で
せ
う
。

日
本
ア
ル
プ
ス
の
冬
春
期
の
登
山
は
ど
れ
程

雪
や
寒
さ
に
對
す
る
貴
重
な
經
験
を
與
へ
て
居

る
か
解
り
ま
せ
ん
。
此
黙
僕
は
今
以
て
感
謝
し

て
居
ま
す
。

僕
等
が
始
め
て
立
山
、
劒
に
ス
キ
ー
を
利
用

し
て
登
っ
た
時
は
雪
の
信
越
の
山
は
殆
ど
未
知

で
し
た
。
で
ど
ん
な
に
皆
が
眞
面
目
に
緊
張
し

て
準
備
し
た
か
解
り
ま
せ
ん
。
聾
の
侭
の
勝
の
目
も

の
里
も
此
の
時
始
め
て
練
耆
を
始
め
た
の
で

し
た
。五

、
六
年
經
た
今
日
の
進
歩
は
驚
く
べ
き
も

の
で
す
。

今
後
の
世
界
の
登
山
界
の
中
心
は
勿
論
此
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
集
中
さ
れ
る
で
せ
う
。
そ
し
て
何

時
誰
が
念
に
や
っ
て
來
る
事
に
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
僕
等
が
加
奈
陀
へ
行
っ
た
時
で
も
余

り
に
突
然
で
し
た
。
諸
君
の
澆
ま
い
鍛
錬
を
期

待
し
ま
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
国
儲
①
ｅ
ｍ
目
ご
以
上
は
殆
ど

雲
中
の
ｅ
四
日
己
で
す
。
そ
れ
も
一
萬
呪
を
遙

か
に
越
え
た
も
の
歩
み
で
す
。
日
本
の
山
で
も

充
分
な
準
備
を
以
て
天
幕
を
上
へ
進
め
た
な
ら

随
分
面
白
い
事
が
出
來
る
で
せ
う
。
同
時
に
非

常
に
好
い
經
験
と
な
る
で
せ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

例
へ
ば
一
萬
沢
附
近
の
雪
中
露
螢
を
數
日
間

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

續
け
た
な
ら
ば
恐
ら
く
驚
く
べ
き
新
し
い
經
験

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
知
識
を
得
ら
れ
る
で
せ
う
。
別
山
乘
越
、
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ノ
越
、
五
色
ケ
原
、
槍
の
北
鎌
尾
根
、
飛
騨
乘
越
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

穗
高
主
峯
間
の
鞍
部
等
皆
仲
々
面
白
い
と
思
ひ

ま
す
。
尤
も
其
れ
に
は
日
の
日
胃
Ｈ
の
充
分
經

験
あ
る
自
信
あ
る
も
の
た
る
事
は
論
を
俟
ち
ま

せ
ん
。

そ
の
邊
で
總
て
の
２
口
ご
日
①
貝
は
大
い
に

改
良
さ
れ
る
べ
き
黙
が
生
ず
る
と
思
ひ
ま
す
。

僕
も
平
地
に
居
て
目
下
其
等
の
黙
を
一
生
懸
命

研
究
中
で
す
。
諸
君
の
中
で
新
し
い
經
験
を
得

ら
れ
た
な
ら
ば
ど
ん
な
事
で
も
是
非
聞
か
せ
て

戴
き
度
い
と
思
ひ
ま
す
。

今
こ
ん
な
事
を
考
へ
て
居
る
人
間
も
居
る
印

度
は
⑦
画
昌
島
の
。
昌
冒
の
号
①
９
２
８
の

○
画
日
冒
億
口
で
大
鍵
で
す
。
小
さ
な
筍
冒
が

再
々
起
り
ま
す
。
印
度
も
益
々
多
事
で
す
。
只

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
み
依
然
と
し
て
永
遠
の
氷
の
冠
を

高
く
持
し
て
仲
々
人
を
近
付
け
ま
せ
ん
。
苦
駄

ら
ぬ
事
を
長
く
書
き
ま
し
た
。

時
節
柄
諸
君
の
御
自
愛
御
健
闘
を
所
り
ま

す
。
登
高
行
は
今
年
は
ど
う
し
ま
す
か
？

一
九
三
○
、
八
、
二
五
、
印
度
に
て

三
田
拝
（
山
岳
部
宛
）

＊

着
信
し
た
一
九
三
○
年
は
昭
和
五
年
で
あ
っ

て
、
私
が
入
部
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
私
は
こ
の
手
紙
の
実
物
を
見
て
い
な
い
。
翌

六
年
末
に
発
刊
さ
れ
た
「
登
高
行
・
第
八
号
」
の

消
息
欄
で
初
め
て
そ
れ
を
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
示
唆
に
富
む
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
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イ
ス
が
な
ぜ
当
時
の
部
の
中
で
す
ぐ
に
真
正
面
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
私
は
不
思
議

で
な
ら
な
い
。
当
時
在
部
し
て
部
の
中
核
に
あ
っ

た
、
後
藤
、
山
田
、
長
野
、
渡
辺
良
、
斉
藤
貞
、

渡
辺
英
、
三
井
等
七
先
輩
が
奇
し
く
も
こ
と
ご
と

く
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
真
意
を
知

る
よ
す
が
と
て
な
い
。

だ
が
当
時
は
ま
だ
国
内
に
も
積
雪
期
未
踏
跡
の

頂
や
ル
ー
ト
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
向
っ
て

全
力
を
傾
倒
し
て
い
た
の
で
、
他
の
こ
と
に
向
っ

て
新
し
く
踏
み
出
し
て
行
く
余
裕
が
な
か
っ
た
の

だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
一
文
を
読
ん
で
私
は
興
奮
し
た
。
こ
れ
こ

そ
私
達
の
行
く
べ
き
途
だ
と
、
全
く
同
じ
こ
と
を

考
え
た
金
山
と
は
、
連
夜
彼
の
下
宿
を
訪
ね
深
夜

ま
で
話
を
し
た
。
同
志
を
得
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ず
っ
と
後
年
に
な
っ
て
知
っ
た
の
だ

が
、
京
都
大
学
で
は
私
達
よ
り
も
早
く
そ
の
年
富

士
山
の
大
沢
を
舞
台
に
し
て
、
編
隊
や
露
営
練
習

を
行
っ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
敬
服
に
価
す
る
こ
と

で
あ
る
。高

所
露
営
の
実
践

も
う
そ
の
頃
に
は
私
も
部
内
で
か
な
り
自
分
の

思
う
よ
う
に
発
言
し
、
行
き
た
い
山
に
ど
ん
ど
ん

行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
意
識
し
て
こ

の
こ
と
を
提
唱
し
た
。
む
し
ろ
在
部
の
先
輩
達
を

つ
き
あ
げ
る
か
た
ち
に
さ
え
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
た
っ
て
、
よ
う
や
く
昭
和
八
年

の
一
月
、
西
穂
高
岳
で
の
露
営
生
活
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。
当
初
は
高
所
露
営
と
い
う
定
義
づ
け

も
な
く
、
故
あ
っ
て
提
唱
者
の
金
山
、
谷
口
は
荷

あ
げ
を
手
伝
っ
た
だ
け
で
参
加
し
て
い
な
い
。

い
わ
ゆ
る
極
地
法
的
登
山
型
式
の
導
入
は
、
私

達
は
意
識
し
て
こ
れ
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
は
な

い
、
ど
こ
で
で
も
、
幾
日
で
も
、
小
屋
な
ど
の
存

在
に
全
く
制
約
さ
れ
な
い
で
行
動
出
来
れ
ば
、
必

然
の
結
果
と
し
て
長
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
計
画
に
導

入
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
極
地
法
は
そ
の
計
画
を

実
行
す
る
上
で
の
、
自
然
発
生
的
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク

ス
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
後
年
早
稲
田
の
関
根
君
達

が
唱
導
し
た
、
極
地
法
至
上
的
な
傾
向
と
は
自
ず

と
異
な
る
考
え
で
あ
っ
た
。

い
さ
さ
か
繰
り
返
し
て
い
う
と
、
ま
ず
ど
こ
で

で
も
、
何
日
間
で
も
、
全
く
未
知
の
と
こ
ろ
に
泊

る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
も
将
来
の
難
し
い
山
登
り

に
は
必
要
で
あ
る
と
気
が
つ
い
た
の
で
、
内
地
の

山
で
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
み
よ
う
、
と
い

う
の
が
す
べ
て
の
動
機
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
未

知
の
領
域
へ
の
突
入
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
通
ず
る
第
一
歩
で
あ
る
と
本
気
で
考
え

た
ま
で
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
内
地
の
冬
山
で
あ
っ
て
も
、
と
り

か
か
っ
て
み
る
と
予
測
を
越
え
た
こ
と
が
多
く
、

ま
あ
こ
れ
で
ど
う
や
ら
よ
い
、
と
思
う
の
に
三
年

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
経
験
を
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
「
登
高
行
・
第
九
号
」
に
発
表
し

た
。

そ
の
巻
頭
に
高
所
露
営
の
高
所
と
は
、
と
あ
え

て
定
義
づ
け
し
た
の
は
、
三
年
の
経
験
か
ら
明
白

に
こ
う
定
義
づ
け
る
べ
き
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
三
年
の
経
験
を
へ
て
、
同
じ
雪
の
中
で
も
森

林
限
界
を
境
に
し
て
全
く
そ
の
容
相
が
変
っ
て
い

て
、
同
日
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た

か
ら
で
あ
る
。

そ
の
巻
頭
の
「
ま
へ
が
き
」
を
引
用
し
て
み
よ

済
ハ
ノ
○

＊

此
虚
に
高
所
と
云
ふ
の
は
、
一
つ
の
山
岳
の

森
林
限
界
よ
り
高
き
地
帯
を
意
味
す
る
の
で
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
山
岳
の
絶
對
的
高
距
の
大
な

る
所
を
云
ふ
の
で
は
な
い
。
積
雪
期
の
露
管
に
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於
て
は
森
林
を
利
用
し
得
る
と
否
と
は
凡
ゆ
る

黙
に
大
な
る
相
違
を
生
ぜ
し
め
る
。
森
林
を
利

用
し
得
る
露
営
に
於
て
は
又
自
ら
異
り
た
る
露

管
法
も
生
ず
可
く
、
そ
の
携
行
す
可
き
装
備
、

食
糧
等
も
、
高
所
に
於
け
る
そ
れ
と
は
大
い
に

異
る
所
が
あ
ら
う
と
思
ふ
。
即
ち
此
虚
に
敢
て

高
所
な
る
語
を
冠
し
た
所
以
で
あ
る
。

な
ほ
以
下
本
稿
は
、
日
誌
・
装
備
・
食
糧
の

三
編
に
分
ち
、
昭
和
八
年
の
一
月
西
穗
高
岳
山

稜
上
に
於
て
行
っ
た
露
管
生
活
以
來
の
私
達
の

露
管
練
習
に
關
す
る
記
録
と
研
究
の
跡
を
部
員

（
既
に
卒
業
さ
れ
た
方
も
あ
る
）
數
名
が
分
措

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

抑
と
當
部
に
於
け
る
積
雪
期
露
管
の
經
験

は
、
昭
和
八
年
一
月
の
西
穗
高
岳
山
稜
上
に
於

け
る
も
の
が
噴
矢
で
は
な
く
、
古
く
大
正
の
年

代
よ
り
森
林
帯
の
中
に
於
て
、
又
其
の
限
界
に

近
き
所
に
於
て
、
幾
多
の
尊
い
經
験
が
繰
返
へ

さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
謂
ふ
所

の
高
所
に
於
け
る
露
管
生
活
は
彼
の
西
穗
高
岳

に
於
け
る
も
の
が
そ
の
最
初
の
も
の
で
あ
っ

た
。
嚴
密
に
云
ふ
な
ら
ば
西
穗
高
岳
に
於
け
る

露
管
生
活
も
高
所
露
管
と
は
云
ひ
難
い
黙
が
あ

る
。
併
し
そ
の
意
圖
と
す
る
所
が
明
に
將
來
の

高
所
露
螢
の
研
究
の
第
一
歩
た
ら
ん
と
す
る
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
此
虚
に
議
論
の
餘
地
は

な
い
と
思
ふ
。

此
の
時
以
來
私
達
は
或
は
劒
岳
に
、
槍
ケ
岳

に
、
又
は
洞
澤
圏
谷
を
園
む
山
稜
上
等
に
、
そ

の
練
習
場
を
求
め
て
一
意
露
管
生
活
の
練
習
を

勵
ん
で
來
た
。
此
の
間
私
逹
は
露
管
生
活
を
眞

に
身
に
つ
け
ん
爲
に
、
此
等
の
露
管
地
を
足
溜

り
と
し
て
、
困
難
な
る
又
興
味
あ
る
登
華
を
行

ふ
事
に
努
め
た
。
露
管
生
活
が
身
に
つ
く
と

は
、
露
管
地
を
根
捺
地
と
し
て
今
迄
私
逹
が
小

舍
よ
り
出
發
し
て
居
た
時
と
同
様
に
精
紳
的
に

も
、
肉
禮
的
に
も
働
け
る
事
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
私
達
は
飽
く
迄
露
螢
生
活
そ
の

も
の
に
第
一
義
を
置
い
て
、
決
し
て
そ
れ
等
の

頂
に
立
た
ん
が
爲
に
該
露
螢
地
を
選
ん
だ
の
で

は
な
か
っ
た
。
即
ち
そ
の
露
管
地
が
露
螢
の
練

習
場
と
し
て
そ
れ
迄
の
私
逹
の
經
験
を
一
歩
進

め
た
地
で
あ
る
事
に
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

然
ら
ば
何
故
に
私
逹
が
斯
る
目
的
を
以
て
眞

蟄
な
努
力
を
梯
っ
て
來
た
か
に
就
い
て
些
か
述

べ
て
お
か
う
。
昭
和
六
、
七
年
頃
に
至
る
と
我

が
國
の
山
岳
に
於
け
る
積
雪
期
の
初
登
頂
時
代

は
そ
の
終
末
を
告
げ
た
。
（
未
だ
興
味
あ
る
又
可

能
な
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
は
幾
多
残

さ
れ
て
は
居
た
の
で
あ
る
が
）
。
此
虚
に
於
て

私
達
は
小
舍
の
存
在
に
計
壹
を
制
約
さ
れ
ず
に

積
雪
期
の
山
岳
を
自
由
に
登
り
得
る
力
を
、
自

ら
養
は
ん
事
を
期
し
、
今
後
の
進
む
可
き
道
を

そ
こ
に
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
之
こ
そ
至
高

に
憧
れ
る
が
故
に
凡
ゆ
る
精
進
を
誓
ひ
た
る
私

逹
の
登
高
精
紳
の
一
つ
の
現
は
れ
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。

私
達
は
先
づ
常
に
赴
く
こ
と
の
出
來
る
練
習

場
の
範
園
（
即
ち
日
本
内
地
の
山
岳
）
に
於

て
、
到
逹
し
得
る
最
高
の
境
地
に
達
す
可
き
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
未
だ
經
駿
せ
ざ
る

幾
多
の
よ
り
困
難
な
る
も
の
も
あ
ら
う
が
漸
く

そ
れ
等
に
對
し
て
も
一
通
り
の
見
透
し
は
つ
け

得
る
に
至
っ
た
と
信
じ
て
居
る
。
故
に
私
逵
の

今
後
の
露
管
生
活
は
必
ず
他
の
何
等
か
の
明
確

な
目
的
を
以
て
行
は
れ
る
事
で
あ
ら
う
。

併
し
嚴
冬
に
於
け
る
露
管
生
活
は
そ
の
持
つ

本
來
の
峻
嚴
さ
の
爲
、
自
ら
を
殿
へ
ん
と
す
る

若
者
に
と
っ
て
他
に
於
て
は
容
易
に
得
難
い
好

き
試
練
で
あ
る
か
ら
將
來
も
露
管
生
活
そ
れ
自

身
を
目
的
と
し
て
續
け
ら
れ
て
行
く
事
で
あ
ら
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昭和初期の「慶応の山」

う
と
思
ふ
。

（
谷
口
現
吉
記
）

＊

行
文
ま
こ
と
に
生
硬
で
面
映
く
さ
え
思
う
の
だ

が
、
あ
え
て
転
記
し
た
。

三
年
の
経
験
を
重
ね
て
内
地
で
は
ま
ず
こ
こ
が

一
番
難
し
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
厳
冬
期
の
奥
穂
高

岳
頂
上
直
下
に
、
数
日
間
幕
営
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
こ
れ
で
一
段
落
で
あ
っ
た
。
更
に
当
初
は
考

え
て
も
い
な
か
っ
た
雪
洞
露
営
の
練
習
も
始
め
る

こ
と
が
出
来
て
、
こ
れ
は
予
想
よ
り
も
早
く
完
了

し
た
。私

は
雪
洞
露
営
が
実
用
さ
れ
る
よ
り
一
日
早
く

卒
業
し
て
、
引
き
続
き
軍
務
に
服
す
る
こ
と
が
数

年
に
及
ん
だ
の
で
、
そ
の
実
際
の
本
格
的
体
験
は

な
い
。こ

の
積
み
重
ね
の
上
に
立
っ
て
後
輩
達
は
思
う

存
分
積
雪
期
の
高
処
を
歩
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
極
地
法
的
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
も
駆
使
し

て
さ
ら
に
そ
の
足
跡
を
拡
げ
て
い
っ
た
。
藍
よ
り

出
で
て
藍
よ
り
青
し
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

登
山
界
は
敗
戦
に
よ
る
空
白
は
あ
っ
た
が
、
そ

の
恢
復
は
意
外
に
早
く
、
戦
後
八
年
に
し
て
マ
ナ

ス
ル
隊
は
出
発
し
た
。
七
三
五
○
勝
の
雪
洞
で
、

自
分
達
の
学
生
時
代
の
体
験
を
そ
の
ま
ま
悠
々
と

実
践
し
た
の
が
、
加
藤
、
山
田
の
両
名
で
そ
れ
に

価
す
る
者
達
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ま
こ
と
に
幸

せ
者
で
あ
る
。

昭
和
五
年
八
月
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
在
っ
た
三
田

さ
ん
か
ら
の
一
通
の
手
紙
に
啓
発
さ
れ
た
「
慶
応

の
山
」
は
、
二
十
三
年
の
後
、
三
田
さ
ん
が
自
ら

隊
長
と
し
て
臨
ま
れ
た
第
一
次
マ
ナ
ス
ル
隊
の
膝

下
で
、
美
事
な
花
を
開
か
せ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
慶
応
の
山

山
登
り
は
こ
の
よ
う
な
、
未
踏
へ
の
飽
く
こ
と

の
な
い
前
進
が
す
べ
て
で
は
な
い
、
山
登
り
に
は

も
っ
と
他
に
も
拡
が
り
が
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
す

ば
ら
し
い
の
だ
と
い
う
考
え
で
、
山
登
り
を
続
け

る
も
の
が
我
々
の
時
代
の
山
岳
部
に
も
い
た
。

こ
れ
ら
の
者
と
、
私
達
の
よ
う
に
ひ
た
む
き
に

前
に
進
も
う
と
す
る
も
の
の
間
に
対
立
が
起
り
、

軋
鰈
が
生
じ
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
私
達
の
時
代
に
は
流
血
の
争
い
も
あ
っ
た
。

私
自
身
は
そ
れ
ほ
ど
に
尖
鋭
的
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
の
だ
が
、
双
方
の
亜
流
者
達
の
配
慮
を
欠

く
言
葉
の
端
が
原
因
で
あ
っ
た
。
今
で
は
む
し
ろ

そ
の
こ
と
が
無
性
に
懐
し
く
想
起
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
五
十
年
余
り
の
歳
月
が
た
っ
た
。
昨

今
は
よ
く
そ
の
当
時
の
仲
間
と
、
や
れ
古
稀
だ
、

喜
寿
だ
と
い
っ
て
集
っ
た
り
、
時
に
は
低
い
山
に

ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
を
担
ぎ
出
し
た
り
す
る
。
部
に
居

た
頃
た
び
た
び
綱
を
結
ん
だ
者
達
も
、
登
り
方
が

違
う
ん
だ
と
、
ス
キ
ー
合
宿
や
懇
親
天
幕
行
く
ら

い
し
か
、
い
っ
し
ょ
に
歩
か
な
か
っ
た
も
の
も
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
が
今
は
も
う
皆
同
じ
な
の
で
あ

る
。
い
っ
し
ょ
に
い
る
だ
け
で
楽
し
く
安
心
な
の

で
あ
る
。

五
十
年
以
上
も
前
、
早
川
義
郎
さ
ん
が
、
我
々

の
部
の
創
立
二
十
周
年
の
記
念
に
つ
く
っ
て
く
だ

さ
っ
た
登
高
会
の
歌
「
旧
き
友
よ
」
こ
そ
が
す
べ

て
を
い
い
つ
く
し
て
い
る
。

敗
戦
の
後
に

敗
戦
の
日
、
私
は
戦
争
の
最
中
よ
り
も
ず
っ
と

愛
国
者
に
な
っ
た
。
第
三
回
目
の
応
召
で
皇
居
の

近
く
に
勤
務
し
て
い
た
私
は
、
終
戦
の
詔
勅
を
二

○
○
名
を
越
す
部
下
達
と
一
緒
に
聴
き
な
が
ら
、

我
に
も
な
く
涙
を
流
し
た
。

六
年
間
を
越
す
長
い
軍
務
の
間
に
、
一
度
も
真

剣
に
な
っ
て
部
下
に
話
か
け
た
こ
と
の
な
い
応
召

将
校
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
祖
国
再
興
の
志
に
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つ
い
て
肚
の
底
か
ら
部
下
達
に
話
し
か
け
た
。

不
敏
な
私
は
、
心
に
何
の
用
意
も
な
く
、
定
見

も
な
く
敗
戦
を
迎
え
た
の
だ
が
、
詔
勅
の
放
送
が

終
る
の
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
飛
来
し
て
、
皇
居

の
上
を
超
低
空
で
旋
回
し
な
が
ら
飛
び
去
っ
て
行

く
米
空
軍
機
を
見
て
、
何
と
し
て
も
こ
の
屈
辱
を

そ
そ
ぎ
た
い
と
、
部
下
達
に
訣
れ
の
訓
辞
を
与
え

た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
で
い
て
私
は
敗
戦
の
祖
国
に
何
を
も
っ
て

貢
献
す
べ
き
か
全
く
判
ら
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま

山
登
り
を
し
て
い
た
仲
間
達
が
、
戦
場
に
在
っ
て

ど
ん
な
時
に
も
、
山
登
り
を
し
て
い
た
者
の
誇
り

を
捨
て
ず
、
こ
れ
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
強
く

耐
え
て
来
た
こ
と
に
思
い
当
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
敗

戦
に
ひ
し
が
れ
た
若
い
人
達
の
、
一
人
で
も
多
く

に
伝
え
た
い
こ
と
だ
、
こ
れ
な
ら
私
に
も
出
来
る

と
思
っ
た
。
こ
ん
な
気
持
ち
で
居
る
と
こ
ろ
に
松

方
さ
ん
か
ら
一
片
の
は
が
き
が
き
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
山
岳
会
は
再
興
の

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
の
だ
が
、

私
は
「
山
は
黙
っ
て
登
っ
て
い
れ
ば
好
い
ん
だ
」

と
い
う
孤
高
の
風
の
中
で
育
っ
た
人
間
だ
っ
た
の

に
、
戦
後
気
が
つ
い
て
み
る
と
何
の
抵
抗
も
感
じ

ず
に
こ
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

自
分
で
も
不
思
議
に
思
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

省
み
る
と
、
孤
高
と
い
う
か
、
「
山
は
黙
っ
て

登
っ
て
い
れ
ば
好
い
ん
だ
」
と
い
う
気
風
は
、
ひ

た
む
き
に
山
登
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
山
岳
部
に

入
っ
て
来
た
者
に
と
っ
て
は
、
後
光
が
射
す
ほ
ど

魅
力
的
な
響
き
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
今
日
で
も

そ
う
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
い
つ
か
ら
か
、
優
れ
た
先
蹴
者
の

そ
の
精
神
が
、
形
の
上
だ
け
で
踏
襲
さ
れ
、
か
え

っ
て
絹
介
さ
だ
け
が
残
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
頃
私
は
そ
の
中
に
足
を
踏

み
入
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
馴
じ
み
に
く
い
思
い
を

し
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
も
こ
れ
が
優
れ
た

先
輩
達
の
業
績
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
姿
勢
に
も

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
私
自
身
慶
応
山
岳
部
は

常
に
他
を
抜
き
ん
で
て
い
る
と
思
っ
て
生
長
し

た
。
こ
れ
が
思
い
上
り
で
あ
り
、
井
底
の
蛙
の
類

で
あ
っ
た
こ
と
も
な
か
な
か
気
づ
か
な
か
っ
た
。

松
方
さ
ん
の
下
に
集
っ
た
、
当
時
は
若
手
と
呼

ば
れ
た
堀
田
君
と
の
交
友
に
し
ろ
、
今
は
亡
い
、

交
野
（
武
一
）
、
藤
井
（
運
平
）
な
ど
同
時
代
人

と
の
交
友
が
、
同
門
の
者
達
と
少
し
も
変
ら
ぬ
親

し
さ
と
、
心
を
許
せ
る
も
の
、
と
な
っ
て
い
っ

て
、
皆
で
気
持
ち
を
合
せ
て
一
生
懸
命
に
会
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ず
っ
と
後
年
の
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
私
達
慶

応
山
岳
部
は
創
立
七
○
周
年
を
迎
え
て
祝
賀
の
催

し
を
持
っ
た
。
当
日
は
列
席
し
て
い
た
だ
け
な
か

っ
た
が
槇
さ
ん
も
ご
健
在
だ
し
、
故
早
川
義
、
早

川
種
、
三
田
、
小
室
の
諸
先
輩
は
す
で
に
卒
寿
を

超
え
、
ま
た
は
そ
れ
に
間
近
に
迫
っ
た
お
年
で
あ

っ
た
の
に
皆
お
元
気
で
出
席
さ
れ
た
。

そ
の
席
に
当
時
日
本
山
岳
会
の
副
会
長
で
あ
っ

た
田
口
二
郎
君
も
出
席
し
て
祝
詞
を
く
れ
た
。
談

た
ま
た
ま
昭
和
初
期
の
上
高
地
に
触
れ
、
自
分
な

ど
、
い
わ
ば
今
で
い
う
暴
走
族
み
た
い
な
も
の

で
、
と
前
置
き
し
な
が
ら
「
…
…
と
こ
ろ
が
現
吉

つ
あ
ん
、
い
つ
も
威
風
堂
々
と
し
て
声
も
か
け
て

く
れ
な
い
、
癩
に
さ
わ
っ
て
何
と
つ
き
合
い
の
悪

い
奴
だ
と
睨
ん
だ
り
し
た
も
の
で
す
…
：
．
お
互
い

に
年
を
取
っ
て
．
…
．
．
」
と
喝
破
し
て
く
れ
た
。
よ

く
ぞ
い
っ
て
く
れ
た
と
今
日
で
も
心
か
ら
愉
快
に

な
る
。
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今
晩
は
山
崎
安
治
さ
ん
の
残
さ
れ
た
『
日
本
登

山
史
』
の
お
仕
事
と
、
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
少
し

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
山
崎
さ
ん
の
い
ち
ば
ん
親
し
い
先
輩
で
あ
る

早
稲
田
の
関
根
吉
郎
先
生
が
お
見
え
く
だ
さ
っ
て

お
り
ま
す
し
、
房
子
夫
人
、
山
崎
さ
ん
の
お
兄
さ

ん
も
お
出
で
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
む
し
ろ
い
ろ

い
ろ
と
お
伺
い
し
た
い
く
ら
い
な
ん
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
の
前
座
の
つ
も
り
で
す
す
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

つ
い
こ
の
間
、
二
月
九
日
の
月
曜
日
の
こ
と
で

す
が
、
奥
様
の
と
こ
ろ
へ
お
伺
い
し
て
ま
い
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
山
崎
さ
ん
の
書
斎
は
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
壁
面
は
天
井
ま

で
す
べ
て
本
で
埋
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
す
っ

山
崎
安
治
さ
ん
と
『
日
本
登
山
史
』

か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
て
、
打
っ
て
変
わ
っ
た

あ
る
じ

よ
う
な
明
る
い
部
屋
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
主
の

い
な
い
淋
し
さ
を
覚
え
た
の
で
す
が
、
そ
れ
と
申

し
ま
す
の
は
山
崎
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま

し
て
か
ら
、
奥
さ
ま
が
蔵
書
を
日
本
山
岳
会
図
書

室
に
寄
託
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
図
書
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
保
存
の

方
法
、
分
類
の
方
法
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
昭
和
六
十
年
の
秋
か
ら
何
回
に

も
わ
た
っ
て
山
崎
蔵
書
を
図
書
室
に
運
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
約
一
年
半
の
作
業
の
な
か
で
よ
う
や

く
そ
の
全
貌
が
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
い
ず

れ
は
山
崎
安
治
記
念
「
日
本
登
山
史
文
庫
」
（
仮

称
）
を
つ
く
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
ま
た
そ
の

全
蔵
書
目
録
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

近
藤
信
行

山
崎
さ
ん
は
世
の
い
わ
ゆ
る
蒐
耆
家
、
本
を
集

め
、
な
で
ま
わ
し
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
書
痴

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
く
ま
で
登
山
史
研

究
者
で
あ
り
ま
し
た
。
研
究
者
に
も
も
ち
ろ
ん
書

痴
的
な
一
面
は
あ
り
ま
し
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ

お
の
ず
と
そ
の
世
界
に
入
っ
て
ゆ
き
ま
す
が
、
山

崎
さ
ん
は
御
自
分
の
主
題
に
か
ん
す
る
も
の
だ
け

を
刻
明
に
逐
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
見
落

し
て
し
ま
い
そ
う
な
小
さ
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類

も
、
古
記
録
も
文
化
史
・
交
通
史
・
人
物
伝
な
ど

に
か
ん
す
る
本
も
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
「
こ
の
一
本
展
」
で
は
和
本
類
だ
け
を
展

示
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
山
崎
さ
ん
の
蔵
書

の
一
部
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、
山
崎
さ
ん
が
日
本

の
登
山
史
に
生
涯
を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

を
、
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

山
崎
さ
ん
は
軍
隊
か
ら
も
ど
っ
て
ま
も
な
く
入
院

生
活
を
お
く
っ
て
お
り
ま
す
。
「
山
岳
」
の
山
崎

安
治
追
悼
の
中
で
関
根
先
生
が
お
書
き
に
な
り
、

す
。
奥
さ
ま
は
じ
め
御
遺
族
の
方
々
に
深
く
感
謝

し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
日
本
登
山
史
』
の
芽
生
え
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私
も
ち
ょ
っ
と
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す

が
、
あ
の
昭
和
十
年
代
の
激
動
期
、
戦
争
に
突
入

し
て
か
ら
も
真
剣
な
山
登
り
を
な
さ
っ
た
、
そ
し

て
繰
上
げ
卒
業
で
軍
隊
に
か
り
出
さ
れ
、
関
根
先

生
の
弔
辞
の
中
の
言
葉
に
よ
り
ま
す
と
、
二
人
は

傷
つ
い
て
帰
っ
て
き
た
、
「
片
輪
の
身
に
な
っ
て

生
き
な
が
ら
え
た
」
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
よ

う
な
平
和
な
時
代
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う

な
苦
難
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
実
は
そ
こ
か
ら

『
日
本
登
山
史
』
の
構
想
が
生
ま
れ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
お
も
い
ま
す
。

山
崎
さ
ん
は
金
坂
一
郎
さ
ん
と
中
学
校
時
代
ご

一
緒
で
し
た
。
横
浜
二
中
か
ら
早
稲
田
大
学
に
入

ら
れ
ま
し
て
か
ら
、
穂
高
連
峰
、
劔
岳
を
は
じ
め

北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
積
極
的
な
登
山
を
な
さ
っ

た
。
極
地
法
研
究
時
代
の
た
い
へ
ん
す
ぐ
れ
た
リ

ー
ダ
ー
だ
っ
た
と
い
う
点
で
、
登
山
史
の
上
で
大

き
な
仕
事
を
な
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
山
崎

さ
ん
は
戦
後
の
療
養
生
活
の
な
か
で
登
山
史
の
ノ

ー
ト
を
と
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
登
山
史

家
山
崎
安
治
を
生
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
遺
著
と
な
り
ま
し
た
『
新
稿
日
本

登
山
史
』
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、
最
後
の
完
成

ま
ぢ
か
の
段
階
に
な
っ
て
、
筆
を
止
め
ら
れ
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
本
の
目
次
で
申
し
ま
す

と
、
第
六
章
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
勃
興
」
で
積
雪

期
の
登
山
を
こ
ま
や
か
に
書
い
て
か
ら
、
第
七
章

「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
の
開
拓
」
の
第
一

節
「
昭
和
初
期
の
北
ア
ル
プ
ス
」
で
中
断
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
自
分
の
時
代
に
さ
し
か
か
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
で
入
院
な
さ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
書
き
た
か
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
と
お
も

う
と
、
ほ
ん
と
う
に
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
の
原
稿
を
拝
見
し
ま
し
た
と
き
、
た
し
か
二

千
百
六
十
一
枚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
す
べ
て

二
百
字
詰
用
紙
で
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ

も
実
に
丹
念
に
書
き
こ
ん
で
い
る
ん
で
す
。
昭
和

四
十
四
年
の
旧
版
に
手
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
の
か

と
思
い
ま
し
た
ら
、
実
は
新
し
く
全
部
、
書
き
お

こ
さ
れ
て
い
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
節

の
末
尾
に
出
典
や
参
考
文
献
を
明
記
し
て
注
を
ほ

ど
こ
し
て
い
ま
し
た
。
今
日
、
房
子
夫
人
が
遺
稿

を
持
参
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
原
稿

の
全
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
日
に
ぺ
う
（
二
百
字
詰
用
紙
）
で
四
十
枚
書

い
た
と
か
、
五
十
枚
書
い
た
と
か
話
し
て
お
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
『
日
本
登

山
記
録
大
成
』
全
二
十
巻
（
昭
和
五
十
八
年
）
の

抜
群
の
記
憶
力
と
記
録
蒐
集
力

山
崎
さ
ん
の
お
仕
事
と
い
う
も
の
は
、
は
っ
き

り
申
し
ま
し
て
、
記
録
中
心
主
義
と
言
っ
た
ら
語

弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
日
本

編
集
を
お
え
て
か
ら
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
も

っ
て
書
き
す
す
め
ら
れ
て
い
た
と
お
も
い
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
こ
の
種
の
よ
う
な
実
証
的
な
資
料

操
作
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
簡
単
に
書
き
流
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
私
も
す
こ
し
は
そ
れ
と
似

た
よ
う
な
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
山
崎
さ
ん

の
机
の
ま
わ
り
と
か
書
斎
の
様
子
を
想
像
し
て
み

ま
す
と
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
資
料
の
山
と
闘
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
い
ま
す
。

亡
く
な
る
前
の
年
（
昭
和
五
十
九
年
）
の
十
二

月
下
旬
に
、
私
の
家
へ
お
見
え
下
さ
っ
て
一
晩
泊

ま
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
二
十

数
人
集
ま
っ
て
忘
年
会
を
し
た
ん
で
す
が
、
山
崎

さ
ん
は
ふ
だ
ん
と
ち
が
っ
て
あ
ま
り
多
く
を
語
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
体
が
弱
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
自
分
は
い
ま
登
山
史
の
ま
と
め

に
か
か
っ
て
い
る
、
も
う
す
ぐ
完
成
す
る
、
君
た

ち
も
大
い
に
仕
事
せ
よ
と
激
励
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

甸〆
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人
の
登
山
の
記
録
を
集
め
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る

も
の
を
探
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
主
軸
で
あ

っ
た
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。
そ
の
中
で
私
な

り
に
一
つ
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
山
崎
さ
ん
の
取
材
で
す
。
そ
れ
に
な
ん
ど
か

立
ち
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
二
局
旅
行

部
初
期
の
人
で
、
中
塚
葵
巳
男
さ
ん
と
い
う
方
を

一
緒
に
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
方
は

明
治
四
十
年
代
に
東
京
府
立
三
中
に
お
り
ま
し

て
、
芥
川
龍
之
介
の
友
人
で
す
。
二
局
へ
行
っ
て

か
ら
は
二
局
山
岳
会
、
の
ち
の
一
高
旅
行
部
に
所

属
し
て
い
た
山
好
き
の
方
で
す
。
「
こ
う
い
う
人

が
い
る
が
、
お
前
、
ど
う
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
昭

和
四
十
八
年
の
二
月
、
府
中
の
老
人
ホ
ー
ム
に
出

か
け
て
行
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
、
『
一
高
旅
行
部
の
足
跡
』
『
失

わ
れ
し
山
仲
間
』
と
い
う
、
回
想
記
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
木
操
さ
ん
、
日
高
信
六
郎
さ
ん
、
藤

島
敏
男
さ
ん
も
お
書
き
に
な
っ
て
、
原
稿
は
そ
の

筆
蹟
の
ま
ま
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
本
で
す
が
、

そ
の
な
か
で
中
塚
さ
ん
は
芥
川
龍
之
介
と
一
緒
に

槍
ケ
岳
へ
登
っ
た
当
時
の
思
い
出
を
書
い
て
い
ま

す
。
た
い
へ
ん
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
生
の
言
葉
の
ま
ま

で
書
い
て
あ
る
文
章
で
す
。
山
崎
さ
ん
は
そ
れ
に

目
を
つ
け
て
い
ま
し
て
、
芥
川
の
槍
ヶ
岳
登
山
を

た
し
か
め
た
か
っ
た
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
芥
川
龍
之
介
の
そ
れ
は
明
治
四
十
四
年

と
も
言
わ
れ
ま
す
し
、
大
正
九
年
と
も
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
大
正
九
年
に
あ
の
「
槍
ヶ
岳
紀
行
」

が
発
表
さ
れ
た
関
係
で
、
大
正
九
年
と
い
う
説
が

あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
は
っ
き
り
申
し
ま
し
て

執
筆
、
発
表
年
で
す
。
し
か
し
実
際
の
登
山
が
明

治
四
十
二
年
か
四
十
四
年
か
、
正
確
に
は
わ
か
ら

な
か
っ
た
ん
で
す
。

中
塚
さ
ん
が
初
め
て
傍
証
を
出
さ
れ
た
の
で
、

山
崎
さ
ん
は
大
き
な
興
味
を
も
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
岩
波
版
や
筑
摩
版
の
『
芥
川
全
集
』
や
『
芥

川
龍
之
介
未
定
稿
集
』
を
調
寺
へ
て
み
ま
す
と
三
つ

の
文
章
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
三
つ
を
読
ん
で
み

て
も
な
か
な
か
決
め
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
紀
行
文
は
登
山
の
途
中

ま
で
で
、
頂
上
の
様
子
は
全
然
書
い
て
な
い
わ
け

で
す
。
で
す
か
ら
、
芥
川
が
登
っ
た
の
か
登
ら
な

い
の
か
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。
山
崎
さ
ん

は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
登
山
史
家
と
し
て
の
熱

意
を
燃
や
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
『
登
山
史
の
発
掘
』
の
巻
頭
に
書

か
れ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
取
材
に
同
行
し
て

み
ま
す
と
、
山
崎
さ
ん
は
と
に
か
く
頂
上
に
登
っ

た
か
登
ら
な
い
か
、
登
っ
た
の
は
何
年
何
月
何
日

で
あ
っ
た
か
、
そ
こ
を
聞
く
だ
け
で
よ
ろ
し
い
ん

で
す
ね
。
そ
の
と
き
芥
川
は
ど
う
だ
っ
た
と
か
、

そ
の
時
代
の
若
者
の
こ
と
、
文
学
趣
味
と
か
人
間

関
係
な
ど
は
聞
き
出
そ
う
と
も
し
な
い
。
芥
川
の

槍
ヶ
岳
登
頂
が
明
治
四
十
二
年
八
月
十
二
日
と
わ

か
っ
た
ら
、
も
う
帰
ろ
う
か
な
ん
て
言
い
出
す
ん

で
す
。
こ
の
人
は
本
当
に
記
録
中
心
主
義
な
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
て
、
駅
近
く
の
飲
屋
で
一
杯
飲
ん

で
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
の
お
宅
へ
上
が
ら
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
今
回
の
図
書
の
整
理
で
も
ず
い
ぶ
ん
と
見
せ

て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
書
棚
に
は
二
抱
え
ほ

ど
の
登
山
史
ノ
ー
ト
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ノ
ー
ト

と
い
っ
て
も
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
な
ん
で
す
が
、

そ
こ
へ
コ
ピ
ー
と
か
メ
モ
が
入
れ
て
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
ま
だ
全
部
拝
見
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
『
新
稿
日
本
登
山
史
』
の
た
め
に
、

こ
と
に
昭
和
十
年
代
以
降
の
分
を
書
く
た
め
に
、

山
崎
さ
ん
が
あ
る
い
は
メ
モ
を
残
し
て
は
い
な
い

か
と
、
白
水
社
の
佐
藤
英
明
君
と
一
緒
に
そ
れ
を

の
ぞ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
た
し
ま
す
と
、
お
そ
ら
く
書
く
で
あ
ろ
う

ワワ
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と
思
わ
れ
る
事
柄
が
い
く
つ
か
出
て
ま
い
り
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
関
西
学
生
山
岳
連
盟
の
記
録
と

か
そ
れ
に
か
ん
す
る
手
紙
類
と
か
、
朝
鮮
の
山
、

北
海
道
の
山
と
い
う
ふ
う
に
、
い
ろ
ん
な
ふ
う
に

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
山
崎
さ
ん
亡

き
後
、
い
か
ん
と
も
な
し
が
た
く
、
山
崎
さ
ん
の

旧
稿
を
基
に
い
く
つ
か
の
も
の
を
付
け
足
し
た
、

と
い
う
程
度
に
と
ど
め
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

登
山
史
構
想
の
覚
書
と
か
目
次
と
か
、
ど
こ
か
に

あ
り
そ
う
に
お
も
え
ま
し
て
探
し
た
の
で
す
が
、

い
っ
こ
う
に
見
当
り
ま
せ
ん
。
山
崎
さ
ん
は
お
そ

ら
く
頭
の
な
か
に
す
ゃ
へ
て
を
つ
め
こ
ん
で
い
て
、

自
在
に
操
っ
て
お
ら
れ
た
と
お
も
い
ま
す
。

山
崎
さ
ん
に
は
記
録
蒐
集
と
記
憶
に
か
け
て
抜

群
の
才
能
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
話
し

て
お
り
ま
す
と
き
に
も
「
そ
れ
は
何
年
何
月
何
日

だ
。
だ
れ
と
だ
れ
が
一
緒
だ
っ
た
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
ま
で
、
さ
っ
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。
こ

の
会
で
も
、
毎
年
三
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
山
岳
史

懇
談
会
で
も
司
会
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す

が
、
講
師
が
忘
れ
て
い
る
事
柄
で
も
、
す
ぐ
「
そ

れ
は
何
日
で
す
」
と
い
う
ふ
う
に
正
確
な
補
足
を

な
さ
れ
ま
し
て
、
講
師
ご
本
人
の
方
が
山
崎
さ
ん

に
聞
い
た
り
す
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
か
ら
推
し
は
か
っ
て
み
ま
す
と
、
登

山
史
の
新
稿
を
書
き
は
じ
め
た
時
点
で
、
蒐
集
資

料
は
整
理
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
あ
と
は
時
間
の

問
題
だ
っ
た
と
お
も
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

山
崎
さ
ん
の
第
一
著
作
は
あ
ら
た
め
て
申
す
ま

で
も
な
く
『
穂
高
星
夜
』
（
昭
和
三
十
三
年
）
で

あ
り
ま
す
。
御
自
身
の
登
肇
も
ふ
く
め
て
「
早
稲

田
の
山
」
を
ま
と
め
、
日
本
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
登
山
史
の
概
観
を
書
い
て
い
ま

す
。
山
岳
部
の
先
輩
書
上
喜
太
郎
の
エ
ッ
セ
イ
に

あ
や
か
っ
て
題
名
を
つ
け
た
こ
と
に
は
、
か
な
り

の
思
い
入
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
『
剣
の

窓
』
（
三
十
七
年
）
、
『
山
の
序
曲
』
（
四
十
二
年
）

と
つ
づ
き
、
四
十
四
年
の
『
日
本
登
山
史
』
に
至

る
わ
け
で
す
が
、
は
じ
め
の
二
冊
に
は
「
登
山
史

ノ
ー
ト
」
と
い
う
副
題
が
つ
い
て
お
り
ま
す
。
五

十
年
代
の
『
登
山
史
の
発
掘
』
『
登
山
史
の
周
辺
』
、

こ
れ
も
「
登
山
史
ノ
ー
ト
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た

わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ち
っ
と
も

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
資
料
の
発
掘
を
か
さ
ね
、

記
録
を
蒐
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
川
登
山
史
と
の
競
合

さ
き
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
山
崎
さ
ん
は
戦

後
、
病
気
を
な
さ
っ
て
一
年
半
ほ
ど
療
養
生
活
を

さ
れ
た
。
そ
の
と
き
大
学
山
岳
部
の
部
報
と
か
日

本
山
岳
会
の
機
関
誌
「
山
岳
」
を
刻
明
に
読
ま

れ
、
ノ
ー
ト
を
と
ら
れ
た
。
そ
れ
が
山
崎
さ
ん
の

研
究
の
出
発
点
だ
っ
た
こ
と
は
御
自
分
で
言
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
の
学
究
的
な
繊

密
さ
が
こ
の
よ
う
な
生
涯
の
方
向
を
定
め
ら
れ
た

と
お
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
過
の
な
か
で
特

に
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
早
期
登
山
時
代
か
ら
現

代
ま
で
、
い
わ
ば
日
本
に
お
け
る
近
代
登
山
の
生

成
と
発
展
を
調
べ
て
い
か
れ
た
。
山
崎
さ
ん
の
視

点
か
ら
は
、
初
登
の
記
録
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず

る
も
の
が
中
心
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
に

登
場
す
る
の
は
日
本
山
岳
会
の
先
輩
た
ち
で
あ

り
、
大
学
山
岳
部
の
活
躍
で
あ
り
ま
し
た
。
と
い

う
こ
と
は
ご
自
身
が
若
い
こ
ろ
穂
高
を
中
心
と
し

た
積
極
的
な
山
登
り
を
な
さ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

の
、
歴
史
へ
の
追
究
で
あ
り
、
批
評
で
も
あ
り
ま

し
た
。
自
分
自
身
の
影
を
う
つ
し
な
が
ら
登
山
者

の
歴
史
を
探
っ
て
お
ら
れ
た
。
自
分
の
気
持
を
込

め
な
が
ら
研
究
を
ふ
か
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
お
も
い
ま
す
。

『
穂
高
星
夜
』
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
『
剣
の

窓
』
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
初
期
の
著
作
を
読
ん
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で
お
り
ま
す
と
、
個
人
的
な
情
感
は
出
さ
な
い
に

し
て
も
、
客
観
的
な
歴
史
叙
述
を
通
し
て
山
崎
さ

ん
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
と
こ
ろ

も
ご
ざ
い
ま
す
。
極
端
な
言
い
方
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
山
崎
さ
ん
は
自
分
の
山
登
り
の
よ

っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
探
ろ
う
と
し
て
い

た
。
そ
れ
は
己
れ
を
書
く
こ
と
だ
っ
た
、
そ
れ
が

山
崎
登
山
史
の
い
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
あ
る
意

味
で
は
自
分
に
た
い
す
る
厳
し
さ
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
ん
で
あ
り
ま
す
。

「
山
岳
」
の
追
悼
文
の
中
に
も
書
き
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
登
山
史
に
関
し
て
申
し
ま
す
と
、
一
人

大
き
な
ラ
イ
バ
ル
が
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

安
川
茂
雄
さ
ん
で
す
。
た
ま
た
ま
私
は
昭
和
三
十

七
、
八
年
ご
ろ
安
川
さ
ん
と
『
山
岳
展
望
』
と
い

う
雑
誌
を
何
号
か
一
緒
に
編
集
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
て
、
ち
ょ
っ
と
お
付
き
合
い
が
あ
っ
た
ん
で

す
が
、
安
川
さ
ん
か
ら
山
崎
さ
ん
の
こ
と
を
聞
く

し
、
山
崎
さ
ん
か
ら
も
安
川
さ
ん
の
仕
事
の
こ
と

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
二
人
が
、
雁
行
し
て

同
じ
時
期
に
登
山
史
を
書
き
始
め
た
と
い
う
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
は
山
岳
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
な
か

で
の
大
事
件
で
し
た
。
安
川
さ
ん
は
学
校
を
出
て

か
ら
出
版
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
『
谷
川
岳
研

究
』
を
ま
と
め
る
た
め
谷
川
岳
開
拓
の
資
料
を
集

め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
『
日
本
近
代

登
山
史
』
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
後
の
増
補
版
の
中
で
も
ま
た
繰
り
返

し
そ
の
と
こ
ろ
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
川
さ
ん
、
山
崎
さ
ん
の
二
つ
の
労
作
を
み
て

ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
、
物
書
き
と
し
て
の

資
質
、
歴
史
に
対
す
る
考
え
方
が
よ
く
あ
ら
わ
れ

て
い
て
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
そ
こ
で
お
も
い

お
こ
す
の
は
森
鴎
外
の
「
歴
史
其
儘
と
歴
史
離
れ
」

と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
す
。
短
い
文
章
で
す
が
、
も

の
を
書
く
態
度
と
い
う
の
を
表
明
し
た
も
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
鴎
外
の
後
期
の
伝
記
的
小

説
、
史
伝
、
『
伊
沢
蘭
軒
』
『
渋
江
抽
斎
』
に
至
る

ま
で
の
一
つ
の
態
度
で
あ
り
ま
す
。

山
崎
さ
ん
が
安
川
さ
ん
を
批
判
す
る
の
は
、
そ

の
歴
史
離
れ
で
あ
り
ま
し
た
。
歴
史
的
事
実
を
踏

ま
え
な
が
ら
も
、
叙
述
に
お
い
て
事
実
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
た
と

え
ば
、
慶
応
山
岳
会
の
創
立
の
と
き
、
日
本
山
岳

会
の
幹
部
と
槇
さ
ん
と
の
対
話
が
出
て
く
る
。

「
い
っ
た
い
何
人
集
ま
っ
た
？
」
「
二
十
人
ぐ
ら
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
地
元
の
猟
師
あ
る
い
は
案
内
人
と

歩
い
て
い
て
、
彼
が
こ
う
言
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想

像
力
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
書
い
て
い
る
。
小
島
烏
水

の
「
槍
ヶ
岳
」
に
つ
い
て
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
資
料
を
基
と
し
て
、
そ
の
資
料
を

膨
ら
ま
せ
て
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
山
崎
さ
ん
の
出
来
な
か
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
で

す
ね
。私

は
山
崎
さ
ん
は
記
録
中
心
主
義
と
申
し
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
資
料
を
尊
ん
だ
人
だ
と

思
い
ま
す
。
安
川
さ
ん
は
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え

た
読
み
物
と
し
て
、
読
者
に
易
し
く
わ
か
り
や
す

く
情
景
を
伝
え
て
い
く
、
い
わ
ば
作
家
的
な
素
質

の
あ
っ
た
方
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が
す
る
ん

で
ご
ざ
い
ま
す
。

山
崎
さ
ん
の
文
章
は
、
丹
念
に
当
た
っ
て
ま
い

り
ま
す
と
、
資
料
に
縛
ら
れ
る
あ
ま
り
に
、
地
の

文
に
そ
の
記
録
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
い
こ
む
と

い
う
タ
イ
プ
で
す
ね
。
『
日
本
登
山
史
』
の
新
稿

に
移
る
過
程
で
、
い
く
ら
か
変
わ
っ
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
登
場
す
る
人
物
の
書
い
た
も
の
、
傍

証
的
な
素
材
、
研
究
書
の
成
果
を
う
ま
く
つ
か
い

こ
ん
で
叙
述
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い

ま
す
。

歴
史
主
義
で
い
く
か
、
物
語
主
義
で
い
く
か
、
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そ
れ
は
本
人
次
第
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
歴

史
と
い
う
も
の
を
考
え
る
場
合
、
科
学
的
な
実
証

性
と
い
う
も
の
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、
イ
ポ

リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
の
『
文
学
史
の
方
法
』
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
つ
の
時
代
を
明
確
に
と
ら
え

る
に
は
多
く
の
条
件
が
か
さ
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
う
い
う
実
証
主
義
が
い
ま
は
あ
た
り
ま
え

に
な
り
ま
し
て
、
今
度
は
逆
に
重
箱
の
隅
を
つ
っ

つ
く
よ
う
な
か
た
ち
の
、
ち
っ
と
も
お
も
し
ろ
く

な
い
研
究
論
文
ば
か
り
が
多
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん

で
す
が
、
そ
の
根
底
に
、
広
い
視
野
と
文
学
精
神

が
な
け
れ
ば
い
い
作
品
は
生
み
出
せ
な
い
と
お
も

い
ま
す
。

山
崎
さ
ん
と
安
川
さ
ん
と
の
間
に
は
、
同
時
代

人
と
し
て
の
非
常
に
熾
烈
な
闘
い
が
あ
り
ま
し

た
。
山
崎
さ
ん
の
『
日
本
登
山
史
』
、
安
川
さ
ん

の
『
近
代
日
本
登
山
史
』
は
と
も
に
昭
和
四
十
四

年
の
六
月
の
刊
行
で
す
。
あ
る
と
き
、
山
崎
さ
ん

に
「
珍
し
い
こ
と
で
す
ね
」
と
言
い
ま
し
た
ら
、

「
彼
が
出
す
そ
う
だ
か
ら
、
お
れ
は
慌
て
て
こ
の

本
を
つ
く
っ
た
」
と
、
実
に
淡
々
と
お
っ
し
ゃ
る

ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
に
初
登
華
争
い
で
す

ね
。
（
笑
）
は
っ
き
り
申
し
ま
し
て
安
川
さ
ん
に

先
を
越
さ
れ
ま
い
と
い
う
お
気
持
が
あ
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

江
戸
期
の
登
山
を
発
掘

安
川
さ
ん
は
近
代
に
限
っ
て
、
特
に
戦
後
ま
で

書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
山
崎
さ
ん
は
近
代
を
中
心

に
、
む
し
ろ
日
本
人
と
山
と
の
か
か
わ
り
、
そ
の

始
ま
り
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
江
戸
期
を
加
え
て

い
ま
す
。
そ
の
点
で
両
方
と
も
意
味
の
あ
る
重
要

な
本
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
時
点
か
ら
山

崎
さ
ん
の
日
本
の
古
記
録
、
修
験
道
、
旅
の
記
な

ど
の
文
献
探
索
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
日
本
人
の

山
と
自
然
と
の
つ
な
が
り
に
深
い
も
の
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
て
、
密
度
の
濃
い
日
本
登
山
史
を
め

ざ
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
今
晩
、
出
品
し
ま
し
た
目
録
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
山
崎
さ
ん
は
実
に
丹
念
に
地
誌
類
、
紀

行
文
類
を
集
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
写
本

も
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
。
徳
本
上
人
と
思
わ
れ

る
人
の
伝
記
の
筆
写
本
、
こ
れ
は
京
都
の
古
本
屋

か
ら
買
っ
た
と
い
う
形
跡
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
開
山
縁
起
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
通
し
ま
し

て
新
し
い
『
日
本
登
山
史
』
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

な
さ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
個
人
の
蒐
集
に
は
限

度
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
関
係
文
献
の
す
べ
て
と
は

い
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
こ
こ
に
は
山
崎
さ

ん
の
努
力
の
跡
が
あ
り
あ
り
と
う
か
が
え
ま
す
。

近
世
に
つ
い
て
は
大
き
な
興
味
を
も
っ
て
お
ら

れ
た
よ
う
に
お
も
い
ま
す
。
当
時
の
芸
術
家
、
知

識
人
た
ち
の
足
跡
に
共
感
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
池
大
雅
の
よ
う
な
精
力
的
に
仕
事
を
の
こ
し

た
画
家
に
関
し
て
は
、
参
考
書
を
中
心
に
し
な
が

ら
、
特
に
絵
の
背
景
に
あ
る
彼
の
足
跡
な
ど
を
探

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
地
理
学

者
、
漢
学
者
、
儒
学
者
、
医
者
も
い
ま
す
し
、
江

戸
中
期
や
文
化
文
政
以
後
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
の
書

い
た
記
録
ｌ
安
積
艮
斎
と
い
う
学
者
の
本
な
ど

は
読
み
下
す
の
に
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
山
崎
さ
ん
の
仕
事
の
中
に
入
っ
て
い
っ

た
。
古
川
古
松
軒
、
菅
江
真
澄
、
橘
南
難
、
沢
元

榿
な
ど
と
い
う
人
々
が
諸
国
行
脚
を
し
て
、
そ
の

地
方
地
方
の
山
の
記
録
を
残
し
て
い
る
の
で
す

が
、
山
崎
さ
ん
は
研
究
者
の
所
説
を
う
ま
く
こ
な

し
て
簡
潔
に
書
き
こ
ん
で
い
ま
す
。

谷
文
晁
に
つ
い
て
、
山
崎
さ
ん
は
い
い
研
究
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大
修
館
書
店
で
『
覆
刻
日

本
の
山
岳
名
著
』
を
編
集
し
ま
し
た
と
き
、
た
い

へ
ん
評
判
が
よ
か
っ
た
の
で
第
二
期
を
計
画
し
た

80



日
本
山
岳
写
真
の
源
流

一
九
八
七
年
七
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
「
山
岳
写
真
の
源
流
展

（
日
本
山
岳
会
後
援
・
会
報
「
山
」
五
○
七
号
参
照
）
か
ら
。

解
説
・
杉
本
誠
。

焼岳大爆発／穂苅三寿雄（1891～1966）

1925年（大正14年） 6月搬影。大正池ができた

時の爆発は1915年(JkI124年)。それから10年後

の燃発の折のもの。 まことに絶好のタイ ミンク、

で蝿ったものだ。後世に礎る穗苅の代表作。
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溌
千島列島・馬の旅//河野齢蔵（1865～1939） 河野は1932年（昭和7年） 7～8月に千島方

面、翌年6～7月に北海道、樺太方面へ、寒地と高山植物研究の旅に出ている。千島の記

録に馬を使ったことが出ていて、 これはその時（1932年）の写真と思われる。

表題不詳／河野齢蔵

上記2回にわたる河野の旅の、 いずれかに写した写真と推定されるが詳細は不明



中学生の白馬岳登山/／田中薫（1898～1982） 1916年（大正5年） 7月撮影。 この時、撮影

者の田中は、東京高等師範学校付属中学校の5年生だった。

シケノベの野宿小屋／/辻本満丸（1877～1940)

1909年（明治42年） 7月撮影。左に立つ人物は芦峅寺の佐伯平蔵‘

識
》

穂f

期唖

篭

蕊

鰯
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仙丈岳のカール／辻本満丸

1911年（明治44年）撮影。仙丈のカールか知られるようになった、恐らく最初の写真と思

われる。

感
動
す
る
ガ
ラ
ス
乾
板
の
復
元
力

私
は
、
ガ
ラ
ス
乾
板
に
よ
る
山
岳
写
真
の
収

集
を
始
め
て
二
十
数
年
に
な
る
が
、
今
も
っ
て

新
し
く
発
見
す
る
た
び
に
感
動
す
る
の
は
、
そ

の
復
元
力
の
強
さ
で
あ
る
。
膜
面
が
く
っ
つ
く

よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
い
な
い
限
り
、
明
治
時

代
の
も
の
で
も
四
ヅ
切
や
半
切
に
は
十
分
に
伸

び
る
。し

か
し
、
同
じ
写
真
の
原
板
で
も
フ
ィ
ル
ム

は
は
る
か
に
弱
い
。
昭
和
の
初
め
が
す
で
に
危

い
。
こ
こ
で
は
明
治
の
未
年
か
ら
昭
和
の
初
め

ま
で
の
山
岳
写
真
の
中
か
ら
、
七
人
の
作
品
九

点
を
選
ん
だ
。
す
で
に
何
度
か
発
表
さ
れ
た
写

真
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
世
に
知
ら
れ
て
い
な

い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
組
立
暗
箱
カ
メ
ラ
を
使

い
、
低
感
光
度
の
原
板
で
、
足
場
の
悪
い
、
し

か
も
絶
え
間
な
く
風
の
吹
く
場
所
で
撮
影
さ
れ

た
。
そ
の
困
難
さ
は
、
現
在
の
進
歩
し
た
カ
メ

ラ
や
フ
ィ
ル
ム
に
比
べ
て
想
像
を
絶
す
る
。

ほ
ぼ
六
十
年
か
ら
八
十
年
前
の
写
真
を
改
め

て
プ
リ
ン
ト
し
て
み
て
、
先
人
の
苦
労
が
、
撮

影
直
後
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
再
現
さ
れ
る
の
は
、

驚
く
べ
き
こ
と
だ
。
今
か
ら
同
じ
歳
月
を
経
て
、

は
た
し
て
何
枚
の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
が
生
命
を

保
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か



騨識

装われし池／石崎光謡（1884～1948）

搬影年は不明だか．、高野應蔵の手になる山.折

写真集『高山深谷』第5集（大正5年･ H本

山舟会発行） に発表されている。剣儒初登頂

の記念写真を搬った石崎の代表作品。

ミヤマウスユキソウ／志村烏嶺（1874～1961)

撮影年は不明だが、他の同挿の写真、著耆な

と．から推測して明治木から人正初めのころと

思われる。



認幟

鐵灌 識､ 4 . ,

群母宙

'ず甦灘
瀞,b聴 ．．
、 篭学 ､

欝認

鶏(

東京目黒行人坂の富士／武田久吉（1883～1972）

1928年（昭和3年） 2月搬影。 1000mm強の超望

遠レンズを使って東京から写した冬の寓上1I1。



ク
ラ
ブ
・
ル
ー
ム
の
変
遷

申外
苑
コ
ー
ポ
と
錦
町
向
井
ビ
ル

昭和39年（1964） 8月19日、外苑コーポ開設記念ビール

パーティー。中央、車座には、松ﾉ 二郎、 日高傭六郎

神谷恭氏らの甑が兄え-る。

（
本
文
Ⅳ
ペ
ー
ジ
参
照
。
写
真
撮
影
・
提
供
牧
野
衛
）

昭和39年12月、外苑コーポでの東京支那クリスマス・パ

ーティー。神谷恭氏（イi端） と悔下稗二氏の間の外IEI

人二人は、英国オ､ソクスフォード大学の111仲間。



却謬麓緊鰯

昭和42年（1967） 9月

8日、向井ビルでの開

設披露パーティー。松

方三郎氏のﾌ亡筑な姿。

昭fl l39年12月、外苑コ

ーポでのクリスマス・

ﾉf－ティー。

槇有'|'H、藤島敏男、

松本熊次郎、永原輝雄

川部重猯の｜満氏( Ifil丼

ビルにて、昭和44年5

月24日 ・土曜会。撤影

･ 1 1 1村正光）



山崎安治さんと『日本登山史』

ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
第
一
期
は
『
日
本
風
景
論
』

か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
第
二
期
は
文
晁
の
『
名
山

図
譜
』
に
ま
で
湖
り
ま
し
た
。
大
修
館
書
店
の
小

川
益
男
さ
ん
の
熱
心
な
後
押
し
が
あ
り
ま
し
て
、

初
刊
本
の
刷
り
を
み
て
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
川
村
錦
城
と
い
う
医
者
や
柴
野
栗
山
と

い
う
学
者
が
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
お
も
し
ろ
い

の
は
、
山
崎
さ
ん
の
一
つ
の
勉
強
の
し
か
た
で

す
。
谷
文
晁
は
い
っ
た
い
ど
う
し
て
あ
の
八
十
八

図
が
描
け
た
の
か
と
そ
の
周
辺
を
調
べ
て
い
く
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
川
村
錦
城
と
い
う
人
に
焦
点
を

当
て
る
わ
け
で
す
。
こ
の
人
は
『
名
山
図
譜
』
を

編
集
し
て
発
行
し
た
張
本
人
で
、
谷
文
晁
に
い
ち

い
ち
山
の
形
を
説
明
し
て
ま
で
描
か
せ
た
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
『
新

稿
日
本
登
山
史
』
で
は
、
肥
前
の
平
戸
の
藩
主
で

松
浦
静
山
と
い
う
文
人
の
殿
様
の
『
甲
子
夜
話
』

と
い
う
記
録
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
い
ま
東

洋
文
庫
に
十
冊
ぐ
ら
い
で
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
『
甲
子
夜
話
』
を
引
き
あ
い
に
出
し
て
、
川

村
錦
城
の
山
登
り
が
花
鳥
風
月
の
域
を
こ
え
て
山

そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
お
り
、
「
近
代
登
山
に
つ

な
が
る
も
の
」
が
あ
る
と
書
い
て
い
ま
す
。
『
甲

子
夜
話
』
は
林
述
斎
か
ら
聞
い
た
と
い
う
話
を
書

い
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
記
録
か
ら
『
名
山
図

譜
』
の
誕
生
の
裏
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
覆
刻

第
二
期
の
「
解
題
書
」
所
収
の
「
谷
文
晁
『
名
山

図
譜
』
」
（
の
ち
『
登
山
史
の
周
辺
』
に
収
む
）
と

『
新
稿
日
本
登
山
史
』
の
な
か
の
記
述
を
あ
わ
せ

読
む
と
、
山
崎
さ
ん
の
研
究
者
と
し
て
の
円
熟
が

う
か
が
え
る
と
お
も
い
ま
す
。

こ
れ
な
ど
は
一
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
山
崎

さ
ん
の
晩
年
の
仕
事
は
前
の
『
登
山
史
』
よ
り
は

人
文
科
学
的
な
視
野
の
広
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
い
っ
て
も
、
ガ
チ
ガ
チ

の
記
録
主
義
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
む
し
ろ
人
間
と

い
う
も
の
も
そ
の
中
に
見
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ

ろ
が
、
お
仕
事
の
中
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。

新
し
い
『
日
本
登
山
史
』
の
特
徴
を
一
言
で
申

し
ま
す
と
、
第
一
版
を
軸
と
し
な
が
ら
、
多
く
の

資
料
を
基
に
そ
う
い
う
膨
ら
み
を
も
た
せ
た
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
世
、
近
世
と
た
ど
っ
て
き
て
、
佐
々
成
政
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
軍
略
上
の
登
山
と
か
、
領
地
の

見
回
り
、
黒
部
の
見
回
り
役
と
か
、
政
治
的
な
事

柄
も
も
ち
ろ
ん
踏
ま
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
殿
様
に
命
令
さ
れ
ま
し
て
、
薬
草
を
採
り
に

入
っ
て
い
る
連
中
が
い
ま
す
ね
。
こ
れ
が
本
草
学

の
書
籍
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う

も
の
と
か
、
紀
行
類
そ
の
他
の
中
で
、
山
が
好
き

で
好
き
で
た
ま
ら
な
く
て
、
山
を
見
つ
め
山
に
登

っ
た
人
を
う
ま
く
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
う
い
う
江
戸
期
の
特
徴
の
う
ち
、
講
中
登
山

な
ど
は
簡
単
に
済
ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
や
り
だ
し
ま
す
と
、
一
冊
の
本
に
な
る
く
ら

い
の
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
初
期

を
そ
の
中
心
に
置
い
て
、
そ
の
あ
と
概
略
を
と
ど

め
た
に
す
ぎ
な
い
。
『
新
稿
日
本
登
山
史
』
江
戸

期
の
叙
述
で
山
崎
さ
ん
が
書
き
た
か
っ
た
の
は
こ

こ
だ
と
お
も
え
る
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
「
近

世
の
登
山
」
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
す
。

「
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
多
く
の

人
た
ち
が
、
山
の
美
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
知

り
、
宗
教
的
色
彩
を
持
た
ず
に
登
山
を
登
山
と
し

て
楽
し
む
風
潮
が
見
え
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
人
び
と
は
、
医
師
で
あ

り
、
文
人
で
あ
り
、
画
家
で
あ
り
、
ま
た
学
者
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

初
期
の
登
山
の
歴
史
と
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ

り
、
し
か
も
そ
れ
が
ま
っ
た
く
外
来
登
山
思
潮
の

影
響
を
受
け
て
い
な
い
だ
け
に
注
目
す
べ
き
も
の
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と
思
う
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
山
崎
さ
ん
の
仕
事
の
も
う
一
つ
の
ス
テ

ッ
プ
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
箇
所
だ
と

お
も
い
ま
す
。
山
崎
さ
ん
は
文
章
に
お
い
て
は
あ

ま
り
饒
舌
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
饒
舌
を

慎
し
ん
で
簡
潔
に
言
い
表
す
と
い
う
の
が
、
一
つ

の
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
の
登
山
史

の
お
こ
り
は
宗
教
登
山
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
登
山
と
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
。
採
薬
登
山
、
政
治
上
の
登
山
、
文
人

墨
客
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
し
た
が
、
芸
術

的
な
人
間
性
の
発
露
、
科
学
的
な
精
神
が
起
こ
っ

て
く
る
過
程
に
あ
っ
て
、
本
当
に
山
の
美
し
さ
を

知
っ
て
山
に
登
ろ
う
と
い
う
連
中
も
い
た
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
、
江
戸
期
の
一
つ
の
発
見
と
し
て
お

書
き
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
山
崎
さ
ん
が
も
し

ご
存
命
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
こ
こ
か
ら
ま
た
一
つ

テ
ー
マ
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気

が
す
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
わ
れ
は
日
本
山
岳
会
会
員
と
し

て
死
な
ん
と
す
」

山
岳
会
ル
ー
ム
に
山
崎
さ
ん
の
姿
が
見
え
な
い

日
は
な
い
と
い
う
く
ら
い
に
、
よ
く
ル
ー
ム
に
来

て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
お
会
い
す
る
た
び
に
お

話
を
聞
い
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
特
に
和
書

に
関
し
て
申
し
ま
す
と
、
力
に
な
っ
た
の
は
、
浅

倉
屋
の
吉
田
久
兵
衛
さ
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

久
兵
衛
さ
ん
は
た
い
へ
ん
穏
や
か
な
方
で
、
学
識

も
あ
り
、
古
い
本
の
所
在
を
丹
念
に
教
え
て
下
さ

っ
て
い
ま
し
た
。
山
崎
さ
ん
が
お
酒
を
飲
ん
で
お

り
ま
す
と
、
あ
の
に
こ
や
か
な
顔
で
、
「
こ
ん
な

も
の
は
知
っ
て
ま
す
か
」
と
聞
く
。
「
い
や
、
そ

れ
は
知
ら
な
い
。
じ
ゃ
、
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
よ
う
な
具
合
で
、
山
崎
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た

先
輩
か
ら
い
い
も
の
を
学
ん
で
お
ら
れ
た
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
す
。

い
ま
酒
の
話
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
ぼ
く
ら
は

酔
っ
払
う
と
ど
う
も
話
の
中
味
を
忘
れ
る
こ
と
が

多
い
ん
で
す
け
ど
、
山
崎
さ
ん
に
限
っ
て
は
酔
っ

払
っ
て
も
覚
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
実
に

驚
く
べ
き
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
る
一
時

期
か
ら
そ
れ
が
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぼ
く
ら

は
ヘ
マ
を
言
っ
て
も
安
心
し
て
い
ま
し
た
が
。

（
笑
）
い
く
ら
お
酒
を
飲
ん
で
も
大
切
な
も
の
は

確
実
に
記
憶
の
底
に
と
ど
め
て
お
く
と
い
う
よ
う

な
、
大
変
な
記
憶
装
置
の
持
ち
主
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
す
。

蔵
書
と
い
う
も
の
が
ど
の
く
ら
い
役
に
立
つ

か
。
全
部
読
む
必
要
の
な
い
本
も
ご
ざ
い
ま
す
。

一
行
だ
け
役
に
立
て
ば
、
そ
れ
で
よ
し
と
さ
れ
る

本
も
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
点
で
山
崎
さ
ん
は

多
く
の
書
物
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

と
に
か
く
山
岳
書
、
記
録
を
中
心
と
し
た
細
か
い

も
の
は
、
完
壁
に
目
を
通
さ
れ
、
自
分
の
登
山
史

ノ
ー
ト
に
お
入
れ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

も
う
一
つ
山
崎
さ
ん
の
特
徴
を
あ
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
山
崎
さ
ん
に
は
ご
自
分
の
経
験

を
踏
ま
え
た
批
評
精
神
が
旺
盛
で
あ
っ
た
と
お
も

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
何
を
取
っ
て
何
を
捨
て

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
山
崎
登
山
史
を
批
判
す

る
人
は
登
山
記
録
の
取
り
上
げ
方
、
山
城
に
よ
っ

て
は
不
完
全
だ
と
言
う
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
不
完
全

な
の
か
と
い
う
と
、
た
と
え
ば
昭
和
初
期
以
降
の

谷
川
岳
を
書
い
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

『
新
稿
日
本
登
山
史
』
の
編
集
を
た
の
ま
れ
た
と

き
、
濱
野
吉
生
さ
ん
と
相
談
い
た
し
ま
し
て
、
ど

う
し
よ
う
か
と
考
え
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

山
崎
さ
ん
の
登
山
史
で
す
か
ら
、
山
崎
さ
ん
の
書

き
の
こ
し
た
も
の
で
行
く
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
そ
こ
に
は
手
を
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
崎
さ
ん
は
実
は
自
分
で
、
な
ぜ
書
か
な
い
か
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と
い
う
こ
と
を
書
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
登
山

の
歴
史
が
こ
れ
だ
け
の
も
の
と
お
も
わ
れ
て
も
い

け
な
い
と
言
っ
て
、
日
本
ア
ル
プ
ス
に
焦
点
を
お

い
た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
い
ま
す
。
晩
年
の

大
き
な
仕
事
で
あ
っ
た
『
日
本
登
山
記
録
大
成
』

全
二
十
巻
は
、
近
代
に
限
っ
て
北
ア
ル
プ
ス
に
十

五
冊
、
南
ア
ル
プ
ス
に
四
冊
、
富
士
山
と
中
央
ア

ル
プ
ス
に
一
冊
を
当
て
て
い
ま
す
。
山
崎
さ
ん
の

登
山
史
の
材
料
袋
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。
「
自
分
の
手
の
内
を
明
か
す
よ
う
で
困
る
な
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
に
な
っ
て
お
も
う

と
、
そ
の
登
山
史
の
資
料
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

早
稲
田
の
山
岳
部
に
育
ち
、
日
本
山
岳
会
の
伝

統
を
正
し
く
受
け
つ
い
だ
山
崎
さ
ん
は
、
日
本
山

岳
会
を
本
当
に
愛
し
て
い
ま
し
た
。
森
鴎
外
の
遺

言
の
言
い
方
を
借
り
ま
す
と
、
「
わ
れ
は
日
本
山

岳
会
会
員
と
し
て
死
な
ん
と
す
」
と
い
う
気
塊
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、
山
崎
さ
ん
を
酔
っ

払
い
だ
と
か
何
だ
か
ん
だ
と
言
っ
て
非
難
す
る
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
（
笑
）
、
山
崎
さ
ん

ほ
ど
日
本
山
岳
会
の
将
来
を
考
え
て
い
る
人
は
い

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
仲
間
た
ち
に
た
い
す

る
友
情
、
後
輩
た
ち
に
た
い
す
る
啓
蒙
と
い
う
面

を
考
え
ま
す
と
、
本
当
に
得
難
い
人
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

山
崎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
そ
の
仕
事
を
し

き
り
に
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
山
岳
学

と
い
う
学
問
が
あ
る
と
し
た
ら
、
山
崎
さ
ん
は
そ

の
一
つ
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
を
つ
く
ら
れ
た
ん
で

は
な
い
か
。
柳
田
国
男
先
生
は
民
俗
学
と
い
う
大

き
な
学
問
の
方
法
を
示
し
て
く
れ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
意
味
で
山
岳
学
と
い
う
も
の
が
可
能
な

ら
ば
、
山
崎
さ
ん
は
あ
る
意
味
で
登
山
史
と
い
う

ひ
と
つ
の
礎
石
を
つ
く
っ
て
下
さ
っ
た
と
お
も
い

ま
す
。

山
崎
さ
ん
は
本
は
集
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
好
事
家
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
限
定
本
だ

け
を
集
め
て
得
々
と
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
本

マ
ニ
ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
書
斎
を
拝
見

す
れ
ば
一
目
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
研
究
者
の
そ

れ
で
し
た
。
好
事
家
と
研
究
者
と
は
完
全
に
領
域

を
異
に
し
て
お
り
ま
す
。
山
崎
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

き
れ
い
な
本
、
特
殊
な
本
も
好
ま
れ
た
し
、
大
事

に
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
小
さ
な
、
だ

れ
の
目
に
も
つ
か
な
い
よ
う
な
本
も
必
要
と
あ
れ

ば
大
事
に
な
さ
っ
て
い
た
方
で
し
た
。

最
後
に
『
新
稿
日
本
登
山
史
』
の
特
製
本
六
十

五
部
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
御
報
告
し
た
い
と
お

も
い
ま
す
。
六
十
五
と
い
う
数
は
山
崎
さ
ん
の
生

涯
を
あ
ら
わ
す
記
念
す
べ
き
数
で
も
あ
り
ま
す
。

白
水
社
に
よ
っ
て
立
派
な
書
物
に
ま
と
め
ら
れ

て
、
地
下
の
山
崎
さ
ん
は
さ
ぞ
や
よ
ろ
こ
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
と
お
も
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
特
製
本
の
上
梓
に
あ
た
っ
て
、

お
も
い
が
け
い
事
件
が
お
こ
り
ま
し
た
。
あ
る
古

本
屋
さ
ん
が
、
第
一
番
か
ら
第
五
十
番
ま
で
を
寄

こ
せ
と
言
っ
て
き
た
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、

山
崎
さ
ん
の
遺
稿
を
扉
だ
か
見
返
し
だ
か
に
切
り

貼
り
し
て
製
本
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ど
う

い
う
商
売
を
な
さ
っ
て
い
る
人
か
知
り
ま
せ
ん

が
、
出
版
社
が
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
口
を
出

し
て
、
著
者
の
原
稿
ま
で
ば
ら
せ
と
い
う
。
こ
の

こ
と
で
房
子
夫
人
は
た
い
へ
ん
心
を
い
た
め
て
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
は
っ
き
り
断
ら
れ
て
う
れ
し
く

お
も
い
ま
し
た
。＊

図
書
委
員
会
主
催
「
山
岳
図
書
を
語
る

夕
」
（
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
四
日
・

会
報
「
山
」
五
○
七
号
参
照
）
の
談
話

筆
記
を
近
藤
氏
の
校
閲
を
へ
て
収
録
。
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山
歩
き
と
い
う
タ
テ
糸
と
山
書
と
い
う
ヨ
コ
糸
で
織
り
な
さ
れ
た
山
岳
交
遊
絵
巻

他
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
自
ら
を
語
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
盾
の
両
面
の

関
係
に
似
て
い
る
。
中
国
最
大
の
史
家
・
司
馬
遷
は
史
記
列
伝
の
冒
頭
に
伯

夷
・
叔
斉
伝
を
置
き
、
天
道
是
か
非
か
と
問
い
か
け
た
。
こ
の
大
命
題
に
対
し

遷
は
、
聖
人
君
子
か
ら
市
井
の
博
徒
ま
で
様
ざ
ま
な
人
物
の
業
績
を
述
べ
、
最

後
に
評
を
加
え
る
こ
と
で
自
ら
の
思
想
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
歴
史
哲
学
の

壮
大
な
殿
堂
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

望
月
達
夫
さ
ん
は
、
『
遠
い
山
近
い
山
』
『
折
々
の
山
』
な
ど
の
著
作
や
ロ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
博
士
の
『
わ
が
山
の
生
涯
』
な
ど
の
邦
訳
で
知
ら
れ
、
そ
の
流
麗

な
筆
致
に
魅
せ
ら
れ
た
読
者
も
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
望
月
達
夫
さ
ん

が
最
近
も
の
さ
れ
た
本
書
は
、
著
者
の
山
の
人
生
（
山
歩
き
に
子
供
な
が
ら
興

味
を
覚
え
は
じ
め
た
の
が
昭
和
二
年
頃
の
こ
と
云
々
と
本
耆
の
終
章
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
お
お
よ
そ
六
十
年
間
に
わ
た
る
）
で
出
逢
っ
た
様
ざ
ま
な
十
九

の
人
び
と
の
面
影
を
、
追
悼
録
の
か
た
ち
で
つ
づ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

望
月
達
夫

『
忘
れ
え
ぬ
山
の
人
々
』

I

図
書
紹
介

茗
渓
堂
一
九
八
六
年
八
月
刊
Ａ
５
判
上
製

二
一
二
ペ
ー
ジ
定
価
一
九
○
○
円

’

著
者
の
人
柄
を
し
め
す
よ
う
に
、
そ
の
交
友
関
係
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
る
。
半
世
紀
を
越
す
時
代
を
地
に
、
山
歩
き
と
い
う
縦
糸
と
山
耆
と
い
う
横

糸
で
織
り
な
さ
れ
た
山
岳
交
遊
絵
巻
が
、
広
幅
な
綾
を
作
り
出
し
て
い
る
。
最

後
の
章
で
は
、
著
者
と
山
の
本
と
の
か
か
わ
り
が
自
伝
ふ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

通
覧
す
る
と
、
亡
き
友
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
山
岳
遍
歴
が
要
領
よ
く
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
著
者
自
身
の
個
人
史
と
も
な
っ
て
い
る
点
が
興
味
深

い
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
太
平
洋
戦
争
を
は
さ
む
前
後
約
三
十
年
間
の
日

本
山
岳
会
外
史
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

本
書
の
冒
頭
に
お
か
れ
た
の
は
か
の
「
膳
曲
り
居
士
」
藤
島
敏
男
さ
ん
で
あ

る
。
著
者
に
山
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
た
先
輩
、
薮
山
を
共
に
す
る
楽
し
い

山
仲
間
で
も
あ
っ
た
藤
島
さ
ん
の
唯
一
の
著
作
『
山
に
忘
れ
た
パ
イ
プ
』
の
編

集
を
通
し
て
交
わ
さ
れ
る
年
齢
を
こ
え
た
尊
敬
と
愛
情
に
は
妬
ま
し
さ
す
ら
感

じ
て
し
ま
う
。

「
藤
島
さ
ん
と
い
う
と
辛
辣
な
皮
肉
を
と
ば
し
て
、
ひ
ど
く
こ
わ
い
膳
曲
り

の
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
藤
島
さ
ん
に
反
俗
の
精
神

お
も

が
強
く
、
時
流
に
阿
ね
る
こ
と
を
嫌
っ
た
点
と
、
ホ
ン
モ
ノ
と
ニ
セ
モ
ノ
の
区

別
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
容
易
に
も
の
ご
と
に
妥
協
し
な
か
っ
た
か
ら
で
、

胸
中
に
流
れ
る
友
人
に
対
し
て
の
愛
情
は
、
稀
に
み
る
暖
か
さ
と
こ
ま
や
か
さ

の
溢
れ
る
人
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
深
い
心
の
交
流
が

あ
っ
て
始
め
て
言
え
る
言
葉
で
は
な
か
ろ
う
か
。

九
山
深
田
久
彌
さ
ん
と
著
者
と
は
山
耆
を
通
じ
て
特
に
深
く
結
ば
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
に
わ
た
る
十
三
回
の
山
行
を
共
に
し
た
楽
し

い
山
仲
間
で
も
あ
っ
た
。
深
田
さ
ん
の
代
表
作
『
日
本
百
名
山
』
を
、
「
日
本
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の
山
の
名
著
と
し
て
今
後
も
末
永
く
多
く
の
読
者
を
も
ち
、
且
つ
教
え
る
と
こ

ろ
の
多
い
書
物
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
る
が
、
同
感
さ
れ
る
読
者
も

多
い
こ
と
と
思
う
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
梁
山
泊
（
近
藤
信
行
さ
ん
の
言
）
と
な
っ
た
九
山
山
房
形
成
の

い
き
さ
つ
と
島
田
巽
さ
ん
の
「
み
ご
と
な
散
財
」
と
し
て
羨
望
し
賞
讃
し
て

や
ま
な
か
っ
た
山
岳
書
の
蒐
集
ぶ
り
に
は
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
る
。

深
田
さ
ん
の
亡
き
後
、
世
界
に
誇
り
う
る
九
山
山
房
蔵
書
の
核
心
部
が
国
立

国
会
図
書
館
に
収
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
図
書
目
録
・

薬
師
義
美
編
．
一
九
七
二
年
刊
」
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
山
岳
界
が
ヒ

マ
ラ
ヤ
で
成
し
遂
げ
た
業
績
と
合
わ
せ
て
後
世
に
大
き
な
遺
産
を
残
し
た
こ
と

に
な
る
。

「
深
田
さ
ん
は
心
あ
た
た
か
く
、
お
お
ら
か
な
、
屈
託
の
な
い
人
で
あ
っ
た
。

山
歩
き
を
共
に
す
る
と
き
な
ど
、
実
に
よ
い
仲
間
で
あ
り
、
多
く
の
人
か
ら
愛

さ
れ
た
。
し
か
し
、
も
の
を
書
か
れ
る
と
き
の
態
度
は
峻
厳
で
、
か
り
そ
め
に

も
想
像
や
ア
テ
ズ
ッ
ポ
ウ
を
許
さ
ぬ
人
で
も
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
同
時
に
著
者
自
身
の
そ
れ
で
も
あ
っ
た
。

む
そ
つ

か
っ
て
、
深
田
梁
山
泊
に
出
入
り
を
許
さ
れ
ま
た
無
卒
居
士
（
著
者
の
潭

名
、
あ
わ
て
ず
悠
揚
迫
ら
ぬ
人
と
い
う
意
味
か
、
思
う
に
藤
島
さ
ん
あ
た
り
の

命
名
と
想
像
す
る
）
の
譽
咳
に
接
し
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
は
誠
に
耳
の
痛
い

話
で
赤
面
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

本
書
の
後
半
の
二
編
で
は
イ
ギ
リ
ス
山
岳
界
の
巨
星
、
ト
ム
・
ロ
ン
グ
ス
タ

ッ
フ
博
士
と
著
名
な
ヒ
マ
ラ
ャ
ニ
ス
ト
で
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
創
立
者
の

一
人
で
も
あ
る
ケ
ー
ス
・
メ
イ
ス
ン
に
ふ
れ
て
い
る
が
、
短
い
な
が
ら
ま
と
ま

っ
た
評
伝
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
は
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
博
士
の
目
匡
の
富
国
ぐ
。
穏
鴨
（
『
わ
が
山
の
生
涯
』

望
月
達
夫
訳
白
水
社
刊
）
や
メ
イ
ス
ン
の
シ
９
号
且
普
○
言
（
『
ヒ
マ
ラ
ヤ

ー
そ
の
探
検
と
登
山
の
歴
史
ｌ
』
田
辺
主
計
・
望
月
達
夫
共
訳
白
水
社
刊
）
の

翻
訳
を
通
し
て
両
巨
人
と
真
筆
な
心
の
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
両
巨
人
が
亡

く
な
る
ま
で
変
る
こ
と
な
く
続
い
た
。
そ
の
深
さ
は
両
訳
書
に
寄
せ
ら
れ
た
原

著
者
の
日
本
語
版
序
文
を
み
れ
ば
お
の
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
「
そ
の

影
響
は
彼
の
判
断
と
誠
実
さ
と
に
対
す
る
深
い
尊
敬
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
の
豊
富
な
経
験
と
賢
明
な
忠
告
と
は
、
彼
を
求
め
た
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
、
い

つ
も
自
由
に
与
え
ら
れ
た
」
と
い
う
シ
プ
ト
ン
卿
の
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
博
士
へ

の
追
悼
は
、
著
者
な
ら
ず
と
も
多
く
の
人
び
と
に
深
い
感
動
を
呼
び
覚
せ
ず
に

は
お
か
な
い
。
伝
統
と
は
か
く
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
で
は
前
記
の
人
び
と
の
ほ
か
、
岡
野
金
次
郎
、
中
村
清
太
郎
、
神
谷

恭
中
川
孫
一
、
小
林
義
正
、
伊
藤
秀
五
郎
、
袋
一
平
、
藤
井
運
平
、
林
一

夫
、
山
崎
安
治
、
小
谷
部
全
助
、
森
川
真
三
郎
、
大
塚
武
、
上
條
孫
人
の
方

が
た
の
山
の
想
い
出
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
小
谷
部
全
助
さ
ん
は
著
者
と
は
東
京
商
大
山
岳
部
の
同
期
生
で

あ
り
、
森
川
真
三
郎
さ
ん
は
一
年
下
、
大
塚
武
さ
ん
は
さ
ら
に
二
年
下
と
い

う
関
係
に
あ
る
。
筆
者
に
生
前
の
面
影
が
し
の
べ
る
の
は
、
先
ご
ろ
北
海
道
の

日
高
山
脈
で
不
慮
の
死
を
と
げ
ら
れ
た
大
塚
武
さ
ん
だ
け
で
あ
る
が
（
北
大

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
厳
冬
期
登
筆
に
つ
い
て
は
大
塚
さ
ん
の
大
変
な
御
尽
力
を
い
た
だ

い
た
）
、
他
の
二
人
は
敗
戦
の
年
の
暮
、
時
を
同
じ
く
し
て
幽
明
の
境
を
異
に

さ
れ
た
。

あ
の
暗
い
戦
争
の
足
音
が
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄
せ
る
昭
和
十
年
ご
ろ
か
ら
太

平
洋
戦
争
勃
発
ま
で
の
短
い
間
、
青
春
の
血
を
激
し
い
登
華
に
燃
え
た
ぎ
ら
せ
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た
こ
れ
ら
若
き
群
像
の
雄
姿
に
熱
い
共
感
を
覚
え
な
い
人
は
い
な
い
で
あ
ろ

う
。
生
前
一
本
の
綱
を
結
び
合
っ
て
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
や
荒
沢
奥
壁
な
ど
の
困

難
な
ル
ー
ト
を
切
り
開
い
た
小
谷
部
、
森
川
両
人
の
ひ
た
む
き
な
生
と
若
い
死

を
語
る
く
だ
り
は
北
欧
の
叙
事
詩
星
シ
ダ
』
を
思
わ
せ
る
。
彼
ら
も
や
は
り

神
々
の
愛
で
し
人
々
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

著
者
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
若
く
し
て
逝

っ
た
岳
友
に
と
っ
て
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
墓
碑
銘
は
な
か
ろ
う
。

著
者
は
、
本
書
の
最
後
に
「
ひ
そ
か
な
る
心
を
も
り
て
、
を
は
り
け
む
・
命

の
き
わ
に
、
言
う
こ
と
も
な
く
」
と
い
う
釈
這
空
の
歌
を
引
い
て
現
在
の
心
境

を
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
積
年
の
義
務
ｌ
若
く
し
て
逝
っ
た
山
の
仲
間
に
代

っ
て
そ
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
ｌ
を
は
た
さ
れ
た
今
、
心
も
晴
や
か
に
人
生

の
来
し
方
を
眺
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
筆
者
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
登
山
家
、
特
に
若
い
登

山
家
の
諸
兄
に
本
書
を
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。
約
五
十
年
前
、
立
教
大

が
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
に
登
頂
し
た
直
後
、
浦
松
佐
美
太
郎
さ
ん
に
あ
て
た
ロ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
博
士
の
手
紙
（
本
書
一
七
六
ペ
ー
ジ
）
に
あ
る
「
…
…
日
本
の
登

山
家
達
に
、
高
い
見
識
と
立
派
な
態
度
・
…
：
」
を
亡
き
数
に
入
る
人
々
と
と
も

に
著
者
も
ま
た
強
く
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
一
九
八
七
・
七
）

（
安
間
荘
）

黒
部
・
立
山
を
中
心
と
す
る
古
文
献
研
究
の
、
重
厚
壮
大
な
業
績
の
集
大
成

日
本
山
岳
会
富
山
支
部
に
は
、
か
つ
て
異
色
の
豪
傑
が
二
人
居
ら
れ
た
。
一

人
は
石
黒
清
蔵
氏
。
劔
岳
池
ノ
谷
（
行
け
ぬ
谷
）
を
大
正
十
三
年
初
下
降
、
翌

十
四
年
初
湖
行
・
初
登
華
に
成
功
し
た
山
男
だ
。
石
黒
氏
は
徹
底
し
て
野
人

で
、
ど
ん
な
権
力
者
に
対
し
て
も
信
念
を
曲
げ
ず
、
堂
々
と
所
信
を
披
瀝
し
て

一
歩
も
譲
ら
ず
、
黒
四
ダ
ム
建
設
に
も
最
後
ま
で
猛
然
と
反
対
さ
れ
た
。
支
部

の
会
合
な
ど
で
も
、
し
ば
し
ば
支
部
長
・
委
員
長
に
噛
み
つ
き
、
か
な
り
煙
た

い
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
の
石
黒
氏
に
も
た
だ
一
人
頭
の
上
が
ら
ぬ
人
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
中
島
正

文
氏
で
あ
っ
た
。
山
岳
踏
破
に
か
け
て
は
余
人
に
ひ
け
を
取
ら
ぬ
石
黒
氏
も
、

古
文
献
を
片
っ
端
か
ら
渉
猟
し
、
解
読
し
、
隠
れ
た
山
岳
史
を
次
々
に
解
明
し

て
ゆ
く
中
島
氏
に
対
し
て
だ
け
は
、
自
分
の
力
の
及
ば
ぬ
別
世
界
の
開
拓
者
と

し
て
、
頭
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
島
氏
も
ま
た
豪
傑
肌
で
、
巨
眼
巨
躯
、
頭
の
て
つ
・
へ
ん
か
ら
出
る
よ
う
な

大
音
声
で
堂
々
所
信
を
述
べ
、
一
歩
も
退
か
ず
、
我
が
意
を
得
た
り
と
い
う
時

中
島
正
文

『
北
ア
ル
プ
ス
の
史
的
研
究
』

桂
書
房
昭
和
六
十
一
年
七
月
刊
廣
瀬
誠
編
（
富

山
市
北
代
二
八
九
’
三
二
地
方
小
出
版
流
通
セ
ン

タ
ー
扱
い
）
Ａ
５
判
五
九
四
ペ
ー
ジ
ク
ロ
ー
ス
装

上
製
函
入
定
価
九
五
○
○
円
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に
は
、
満
座
を
揺
る
が
し
て
カ
ラ
カ
ラ
と
大
笑
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
中
田
栄
太
郎
氏
（
故
人
。
や
は
り
日
本
山
岳
会
員
で
、
富
山
県
教
育

界
の
元
老
格
、
そ
し
て
国
会
議
員
も
務
め
た
名
士
）
が
、
黒
部
源
流
の
鷲
羽

岳
・
三
俣
蓮
華
岳
・
水
晶
岳
・
赤
牛
岳
・
黒
部
五
郎
岳
・
野
口
五
郎
岳
な
ど
の

た
む
ろ
す
る
山
域
を
「
奥
立
山
」
と
名
づ
け
て
講
演
さ
れ
た
。
「
立
山
」
「
後
立

山
」
に
対
す
る
「
奥
立
山
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
命
名
に
は
自
ら
満
足
し
、

得
意
満
面
で
、
そ
の
奥
立
山
の
観
光
開
発
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

す
つ
く
と
立
ち
上
が
っ
た
中
島
氏
は
「
何
の
根
拠
が
あ
っ
て
奥
立
山
な
ど
と

い
わ
れ
る
の
か
。
勝
手
な
命
名
は
あ
か
ん
！
」
と
大
喝
さ
れ
た
。
中
田
氏
は
壇

上
に
立
往
生
し
て
頭
を
掻
か
れ
た
。
中
島
氏
は
、
勝
手
な
造
語
だ
け
で
な
く
、

山
岳
の
自
然
を
破
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
観
光
開
発
構
想
そ
の
も
の
が
気
に
入
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
島
氏
が
「
山
岳
」
三
十
二
年
一
号
か
ら
三
十
四
年
一
号
ま
で
三
回
に
わ
た

っ
て
連
載
さ
れ
た
「
黒
部
奥
山
と
奥
山
廻
り
役
」
は
計
二
○
○
。
ヘ
ー
ジ
の
大

作
、
氏
が
若
い
頃
か
ら
全
力
を
投
入
し
て
蒐
集
さ
れ
た
古
文
書
・
古
記
録
・
古

絵
図
を
縦
横
に
駆
使
し
て
、
黒
部
奥
山
（
黒
部
峡
谷
を
囲
む
立
山
・
後
立
山
両

山
彙
か
ら
黒
部
源
流
地
に
か
け
て
の
大
山
域
）
の
隠
れ
た
史
実
を
徹
底
的
に
解

き
明
か
さ
れ
た
大
論
文
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
人
跡
未
踏
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
の
山
城
に
も
、
二
百
年
も
前
か

ら
加
賀
藩
の
奥
山
廻
り
役
が
毎
年
登
山
縦
走
し
て
巡
視
を
続
け
、
苦
労
に
苦
労

を
重
ね
、
踏
査
記
録
を
残
し
て
い
た
事
実
、
奥
山
廻
り
役
と
信
州
の
杣
と
の
間

に
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
角
逐
が
く
り
返
さ
れ
て
い
た
興
味
深
い
事
実
、
従
っ

て
、
無
名
と
思
わ
れ
て
い
た
山
々
谷
々
に
も
、
れ
っ
き
と
し
た
越
中
側
名
称
が

あ
っ
て
、
明
治
以
後
命
名
採
用
さ
れ
た
地
名
と
食
い
違
っ
て
い
る
事
実
、
ま
た

江
戸
時
代
後
期
、
算
学
者
石
黒
信
由
翁
が
藩
命
を
受
け
て
綿
密
な
山
岳
測
量
を

行
い
、
精
巧
な
地
図
を
作
製
し
て
い
た
事
実
等
々
も
、
こ
の
中
島
氏
の
研
究
に

よ
っ
て
、
初
め
て
岳
界
・
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
「
山
岳
」
誌
上

に
こ
の
よ
う
な
重
厚
壮
大
な
山
岳
史
研
究
が
載
っ
た
こ
と
は
空
前
、
そ
し
て
多

分
絶
後
で
あ
ろ
う
。

つ
づ
い
て
「
山
岳
」
三
十
六
年
一
号
に
発
表
さ
れ
た
「
神
河
内
志
」
は
五
六

ペ
ー
ジ
、
四
十
三
年
号
か
ら
四
十
七
年
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
「
白
馬
岳
志
雑

孜
」
は
計
七
五
ペ
ー
ジ
の
大
作
で
、
い
ず
れ
も
山
岳
史
家
中
島
正
文
の
名
を
不

動
の
も
の
と
し
た
労
作
で
あ
っ
た
。

中
島
氏
は
、
越
中
砺
波
郡
在
住
の
山
廻
り
役
宮
永
正
運
の
血
を
引
く
津
沢
町

の
旧
家
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
地
か
ら
は
東
天
に
立
山
連
峰
と
白
馬
連
峰
と
が
折

り
重
な
っ
て
怒
涛
の
如
く
見
え
、
さ
ら
に
南
東
に
は
黒
部
五
郎
岳
・
水
晶
岳
・

鷲
羽
岳
な
ど
の
奥
深
い
山
々
も
峰
頭
を
覗
か
せ
て
い
る
。
こ
の
大
観
を
眺
め
て

育
ち
、
自
家
所
蔵
の
山
廻
り
文
献
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
中
島
氏
は
、
山
岳
史
に

深
い
関
心
を
持
ち
、
や
が
て
富
山
県
下
は
も
と
よ
り
、
長
野
・
岐
阜
・
新
潟
の

諸
県
ま
で
馳
せ
回
っ
て
、
あ
ら
ん
限
り
の
努
力
を
傾
け
て
山
の
文
献
を
集
め

た
。
ま
さ
に
蒐
集
の
鬼
で
あ
っ
た
。

入
手
し
得
ぬ
も
の
は
借
用
し
て
、
実
物
さ
な
が
ら
に
手
写
し
、
こ
れ
を
和
装

本
に
仕
立
て
た
。
そ
の
写
本
の
巻
末
に
は
「
借
覧
ヲ
許
サ
ル
、
歓
喜
踊
躍
シ
テ

即
夜
筆
ヲ
呵
シ
テ
コ
レ
ヲ
写
ス
」
な
ど
と
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
稀
識
文

献
を
手
に
し
て
、
夜
も
眠
ら
ず
、
こ
れ
と
取
組
ん
だ
中
島
氏
の
喜
び
、
意
気
込

み
が
そ
の
筆
端
に
躍
っ
て
い
る
。
「
山
」
と
「
古
文
献
」
に
対
す
る
激
し
い
情

熱
か
ら
氏
の
研
究
は
生
ま
れ
、
氏
の
業
績
は
成
っ
た
の
だ
。

氏
の
山
岳
史
研
究
は
「
山
岳
」
の
他
、
「
日
本
山
岳
会
報
」
「
山
岳
富
山
」
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中
島
氏
の
こ
れ
ら
の
論
文
を
一
冊
に
ま
と
め
た
い
と
い
う
の
が
、
か
ね
て
か

ら
の
関
係
者
の
念
願
で
、
幾
た
び
か
話
題
と
な
っ
た
が
、
採
算
が
と
れ
ぬ
と
い

う
こ
と
で
、
い
つ
も
お
流
れ
に
な
っ
た
。
こ
の
度
よ
う
や
く
機
熟
し
、
烏
水
翁

の
序
文
を
巻
頭
に
据
え
、
研
究
十
五
篇
を
「
黒
部
奥
山
と
奥
山
廻
り
役
」
「
針

ノ
木
峠
と
後
立
山
を
め
ぐ
っ
て
」
「
白
馬
岳
を
め
ぐ
っ
て
」
「
上
高
地
を
め
ぐ
っ

て
」
「
立
山
史
談
」
「
五
箇
山
雑
記
」
の
六
章
に
収
め
、
さ
ら
に
山
に
関
す
る
随

筆
雑
録
等
九
篇
を
「
山
岳
雑
記
」
「
岳
辺
余
録
」
の
二
章
に
収
め
、
付
録
と
し

て
「
杏
子
山
岳
句
百
八
十
句
」
（
中
島
氏
は
前
田
普
羅
の
高
弟
で
、
杏
子
と
号

し
、
俳
誌
「
辛
夷
」
を
主
宰
し
た
富
山
県
俳
壇
の
指
導
的
人
物
で
も
あ
っ
た
）

を
添
え
、
生
前
配
布
の
小
冊
子
「
山
岳
古
史
料
蔵
目
」
を
加
え
て
一
冊
と
な

し
、
桂
書
房
か
ら
刊
行
し
た
。
別
冊
付
録
と
し
て
、
奥
山
廻
り
役
浮
田
家
伝
来

の
「
黒
部
奥
山
絵
図
」
（
文
化
六
年
、
一
八
○
九
）
の
美
麗
な
原
色
複
製
図
（
原

寸
九
五
毒
平
方
、
複
製
五
六
巻
平
方
）
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
う
れ

し
い
・氏

は
昭
和
四
十
三
年
中
風
で
倒
れ
、
半
身
不
随
と
な
り
な
が
ら
、
な
お
山
岳

史
研
究
に
熱
意
を
燃
や
し
、
県
下
俳
壇
の
指
導
と
句
作
、
図
書
館
の
振
興
（
氏

は
富
山
県
図
書
館
協
会
長
で
も
あ
っ
た
）
等
に
心
を
砕
き
、
昭
和
五
十
五
年
、

八
十
一
歳
で
逝
去
さ
れ
た
が
、
没
後
六
年
目
に
し
て
そ
の
遺
業
が
総
括
刊
行
さ

れ
た
わ
け
だ
。
故
中
島
氏
は
地
下
で
、
あ
の
大
き
な
目
を
細
く
し
て
「
よ
く
や

っ
て
く
れ
た
」
と
喜
ん
で
居
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
中
島
氏
を
畏
敬
し
て
や
ま
な

「
山
と
渓
谷
」
等
に
発
表
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
現
在
入
手
困
難
で
あ
る
．
主

論
文
「
黒
部
奥
山
と
奥
山
廻
り
役
」
は
三
回
の
抜
刷
を
合
冊
し
て
、
小
島
烏
水

翁
の
序
文
を
添
え
て
昭
和
十
四
年
刊
行
さ
れ
た
が
、
発
行
部
数
は
ご
く
少
数
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
稀
本
中
の
稀
本
で
あ
る
。

極
地
へ
の
探
検
と
冒
険
、
氷
と
雪
を
語
り
『
世
界
最
悪
の
旅
』
全
訳
を
併
せ
収
め
た
パ

イ
オ
ニ
ア
の
待
望
の
著
作
集

極
地
の
研
究
を
生
涯
の
も
の
と
さ
れ
た
加
納
一
郎
さ
ん
の
著
作
集
全
五
巻
が

刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
極
地
探
検
記
の
翻
訳
、
札
幌
時
代
の
経
験
を
も
と

に
し
た
雪
と
氷
の
研
究
お
よ
び
ス
キ
ー
と
登
山
、
お
よ
び
随
筆
集
か
ら
な
り
、

極
地
に
関
す
る
記
録
は
も
と
よ
り
、
北
海
道
の
ス
キ
ー
登
山
の
黎
明
期
を
知
る

上
で
貴
重
な
紀
行
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
巻
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、

刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
西
堀
栄
三
郎
氏
を
始
め
と
す
る
五
人
の
編
集
委
員
の
大

変
な
御
苦
労
が
あ
っ
た
。

第
一
巻
「
極
地
の
探
検
」
に
は
〃
極
地
集
誌
″
〃
未
踏
へ
の
誘
惑
〃
〃
極
地
の

探
検
・
南
極
″
〃
極
地
の
探
検
。
北
極
″
の
四
編
が
含
ま
れ
て
い
る
。
〃
極
地
集

誌
“
は
、
加
納
さ
ん
の
極
地
に
関
す
る
著
作
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
極
地
紀

行
、
極
地
探
検
に
お
け
る
設
営
上
の
問
題
点
な
ど
、
す
で
に
そ
の
当
時
（
一
九

か
つ
た
山
男
故
石
黒
清
蔵
氏
も
、
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
、
こ
の
出
版
を
喜
ん
で

居
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
廣
瀬
誠
）

西
堀
栄
三
郎
ほ
か
編

『
加
納
一
郎
著
作
集
』

教
育
社
全
五
巻
一
九
八
六
年
三
月
’
一
九
八
六

年
七
月
刊
Ａ
５
判
上
製
函
入
り
定
価
三
六
○
○

円
’
四
六
○
○
円
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図書紹介

四
一
年
）
出
版
さ
れ
て
い
た
外
国
の
文
献
を
読
破
し
て
い
な
け
れ
ば
書
く
こ
と

の
で
き
な
い
内
容
が
盛
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
も
、
北
極
点
へ
飛
行
船
イ

タ
リ
ア
号
で
航
行
し
た
ノ
ビ
レ
隊
長
の
救
出
に
つ
い
て
の
〃
隊
長
は
真
先
に
救

い
だ
さ
れ
て
よ
い
か
〃
と
い
う
章
は
、
ノ
ピ
レ
隊
長
に
対
す
る
加
納
さ
ん
の
考

え
が
明
確
に
出
て
い
て
面
白
い
。
ノ
ピ
レ
隊
長
が
真
っ
先
に
救
出
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
英
国
の
生
ん
だ
若
き
天
才
探
検
家
ジ
ノ
・
ワ
ト
キ
ン
ス
の
意
見

’
た
と
い
自
分
が
最
初
に
救
わ
れ
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
て
も
、
自
分
は
終
わ
り
ま
で
残
る
で
あ
ろ
う
ｌ
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の

話
は
、
加
納
さ
ん
が
生
前
、
我
々
に
好
ん
で
話
さ
れ
た
極
地
探
検
の
逸
話
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
〃
極
地
の
探
検
・
南
極
″
に
は
、
フ
ッ
ク
ス
に
よ
る
南
極
横
断

を
始
め
、
戦
後
の
科
学
調
査
を
目
的
と
し
た
南
極
探
検
隊
の
活
動
に
主
点
が
お

か
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
日
本
の
南
極
観
測
に
つ
い
て
は
、
開
始
当
時
ｌ
探

検
か
、
観
測
か
ｌ
の
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
際
の
探
検
派
に
属
す
る
加
納
さ
ん

の
意
見
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
、
当
時
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
の
人
々
に

は
興
味
の
湧
く
文
章
で
あ
ろ
う
。
南
極
大
陸
の
将
来
に
つ
い
て
の
章
は
ｌ
南

極
が
特
定
の
国
に
よ
っ
て
戦
略
的
、
経
済
的
に
独
占
さ
れ
な
い
新
し
い
区
域
と

し
て
全
人
類
の
た
め
に
役
立
つ
大
陸
で
あ
り
た
い
ｌ
と
さ
れ
、
我
々
は
こ
れ

を
極
地
の
研
究
を
生
涯
の
も
の
と
さ
れ
た
加
納
さ
ん
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
巻
は
、
「
プ
ラ
ム
号
漂
流
記
」
の
題
の
も
と
に
、
ナ
ン
セ
ン
の
プ
ラ
ム

号
漂
流
記
、
ア
ム
ン
ゼ
ン
の
ア
ム
ン
ゼ
ン
探
検
誌
、
ベ
ル
グ
マ
ン
の
千
島
紀
行

な
ど
三
編
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
風
貌
も
氏
に
よ
く
似
た
ア
ム
ン
ゼ
ン
は
、

加
納
さ
ん
が
最
も
好
ま
れ
た
極
地
探
検
家
で
あ
る
。
そ
の
自
伝
と
も
い
え
る
ア

ム
ン
ゼ
ン
探
検
誌
は
、
彼
の
極
地
探
検
を
物
心
両
面
か
ら
援
助
し
た
エ
ル
ス
ワ

－
ス
と
の
友
情
、
ノ
ピ
レ
と
の
確
執
、
そ
し
て
彼
が
胸
を
は
っ
て
〃
探
検
家
と

し
て
の
予
の
生
涯
″
と
い
う
原
題
の
こ
の
自
叙
伝
を
言
く
こ
と
の
で
き
た
北
西

航
路
の
完
航
と
南
極
点
到
達
の
記
録
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
極
点

到
達
に
つ
い
て
は
別
の
著
書
が
あ
る
た
め
、
そ
の
記
述
は
あ
っ
さ
り
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
、
犬
そ
り
の
利
用
や
、
ロ
ス
氷
床
を
基
地
に
選
ん
だ
こ
と
が

成
功
に
つ
な
が
っ
た
と
し
、
こ
れ
と
比
較
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
隊
の
遭
難
の
原
因

に
つ
い
て
冷
静
な
判
断
を
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
時
我
国
で
も
よ
く
論
議
さ

れ
た
〃
探
検
と
冒
険
〃
に
つ
い
て
も
、
ア
ム
ン
ゼ
ン
は
冒
険
へ
の
意
欲
を

み
く
び
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
探
検
の
よ
う
な
重
要
な
仕
事
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
あ
る
一
定
の
厳
し
い
職
業
的
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
ｌ
と
論
じ
て

い
る
。プ

ラ
ム
号
漂
流
記
は
、
北
極
探
検
の
父
と
言
わ
れ
た
ナ
ン
セ
ン
が
、
ｌ
自

然
の
力
に
注
意
を
払
い
、
自
然
に
さ
か
ら
わ
ず
、
自
然
と
と
も
に
動
く
道
を
求

め
る
な
ら
ば
、
我
々
は
き
っ
と
北
極
点
に
到
達
す
る
も
っ
と
も
安
全
な
道
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ｌ
と
の
確
信
の
も
と
に
、
氷
圧
に
逆
ら
わ
ず
に
上
に

押
し
上
げ
ら
れ
る
構
造
の
船
を
自
ら
設
計
し
て
北
極
点
を
目
指
し
た
探
検
記
で

あ
る
。
こ
の
探
検
の
出
発
に
当
た
り
、
ナ
ン
セ
ン
は
、
食
料
を
五
年
分
積
み
込

み
、
海
氷
の
流
れ
と
と
も
に
船
を
漂
流
さ
せ
極
点
を
通
過
し
よ
う
と
考
え
た
。

実
際
に
、
プ
ラ
ム
号
は
三
年
間
の
漂
流
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
北
極
探
検
記
の

古
典
と
も
い
う
べ
き
プ
ラ
ム
号
漂
流
記
を
知
る
上
に
、
ま
た
、
現
在
の
探
検
に

も
通
じ
る
ア
ム
ン
ゼ
ン
の
探
検
に
対
す
る
考
え
方
を
学
ぶ
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
作
品
は
山
登
り
や
探
検
を
志
す
も
の
に
と
っ
て
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
巻
「
北
海
道
の
山
と
雪
」
に
は
、
〃
北
海
道
の
ス
キ
ー
と
山
岳
“
〃
氷
と

雪
″
〃
随
筆
Ｉ
北
の
国
か
ら
〃
の
三
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
随
筆
を
除
く

89



他
の
二
編
は
、
加
納
さ
ん
が
身
体
を
悪
く
さ
れ
る
前
の
、
二
十
代
後
半
か
ら
三

十
代
初
期
の
作
品
で
、
そ
の
後
の
氏
の
著
作
活
動
の
原
点
に
な
っ
た
作
品
で
あ

る
。
こ
の
紹
介
欄
の
筆
者
は
、
昭
和
二
十
八
年
以
来
加
納
さ
ん
の
お
宅
に
し
ば

し
ば
お
伺
い
し
、
談
論
を
通
じ
、
啓
発
、
啓
蒙
を
お
受
け
し
て
き
た
が
、
そ
の

問
、
ご
自
身
の
作
品
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
語
ら
れ
な
か
っ
た
氏
が
、
自
分
が
精

魂
を
傾
け
て
表
わ
し
た
著
作
が
〃
氷
と
雪
″
で
あ
り
、
い
ま
も
誇
り
に
思
っ
て

い
る
作
品
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
話
を
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
書

は
、
当
時
ま
だ
未
成
熟
で
あ
っ
た
日
本
の
氷
雪
学
の
水
準
か
ら
み
て
決
し
て
見

劣
り
の
す
る
内
容
で
は
な
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
加
納
さ
ん
は
、

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
〃
雪
華
図
説
″
の
著
者
、
土
井
利
位
と
同
じ
心
境
で
、

あ
く
ま
で
も
素
人
と
し
て
、
し
か
し
自
然
の
よ
き
観
察
者
と
し
て
こ
の
著
書
を

世
に
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
著
書
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
の
ひ
と
り

で
あ
る
樋
口
敬
二
さ
ん
が
、
加
納
さ
ん
の
思
い
出
と
と
も
に
専
門
家
と
し
て
巻

末
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。
〃
北
海
道
の
ス
キ
ー
と
山
岳
″
は
、
北
海
道
に
お
け

る
ス
キ
ー
登
山
黎
明
期
の
記
録
で
あ
り
案
内
書
で
も
あ
る
。
ま
た
、
若
く
し
て

立
山
で
遭
難
死
し
た
板
倉
勝
宣
氏
の
思
い
出
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
さ
か
れ
て
い

る
。
板
倉
氏
は
加
納
さ
ん
の
北
大
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た
。

第
四
巻
「
自
然
の
な
か
で
」
に
は
、
〃
わ
が
雪
と
氷
の
回
想
″
〃
随
筆
ｌ
自

然
の
な
か
で
〃
が
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
、
松
島
駿
二
郎
氏
に
よ
る
加
納
一
郎
年

譜
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
雪
と
氷
の
回
想
は
、
加
納
さ
ん
の
古
希
を
記
念

し
て
、
加
納
さ
ん
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
が
氏
に
北
極
の
氷
に
接
し
て
も
ら
お

う
と
計
画
し
た
旅
行
の
記
録
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
北
緯
八
二
度
、
西
経
一

五
七
度
に
浮
か
ぶ
氷
の
島
Ｔ
ｌ
３
を
訪
問
さ
れ
た
氏
は
そ
の
感
激
を
〃
し
あ
わ

せ
の
極
ま
る
と
こ
ろ
こ
こ
に
し
て
緯
度
た
か
く
と
ぶ
探
検
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
″

と
詠
ん
で
お
ら
れ
る
。

第
五
巻
は
、
「
世
界
最
悪
の
旅
」
で
あ
る
。
第
四
巻
の
随
筆
集
に
加
納
さ
ん

は
こ
の
本
を
翻
訳
す
る
に
至
る
経
過
ｌ
身
体
を
悪
く
さ
れ
四
十
半
ば
以
前
に

新
聞
社
を
退
き
著
述
業
に
入
ら
れ
た
こ
と
、
こ
の
本
の
翻
訳
を
勧
め
た
高
須
茂

氏
と
の
か
か
わ
り
ｌ
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
ス
コ
ッ
ト

が
南
極
点
に
達
し
な
が
ら
、
帰
途
基
地
に
か
え
り
得
ず
全
員
遭
難
死
し
た
悲
劇

に
至
る
ま
で
の
記
録
を
、
こ
の
旅
行
の
支
援
隊
員
で
あ
り
、
生
物
学
者
で
も
あ

る
チ
ェ
リ
ー
Ⅱ
ガ
ラ
ー
ド
が
ス
コ
ッ
ト
の
死
後
十
年
の
年
月
を
か
け
て
表
わ
し

た
著
作
で
あ
る
。
著
者
は
極
地
の
自
然
に
つ
い
て
は
極
め
て
冷
静
に
こ
れ
を
描

写
し
て
い
る
が
、
隊
員
に
つ
い
て
は
丹
念
に
、
親
愛
を
込
め
て
人
物
描
写
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
著
者
が
探
検
ず
れ
し
て
い
な
い
二
四
歳
の
最
年
少
隊
員
で

か
つ
、
科
学
隊
員
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
加
納
さ
ん
は
訳
序

の
な
か
で
、
ｌ
探
検
当
時
の
著
者
の
若
さ
か
ら
来
る
生
気
を
も
伝
え
て
い
る

溌
刺
た
る
好
著
ｌ
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
書
は
、
昭
和
十
九
年
に

出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
翻
訳
書
は
幾
度
か
再
録
さ
れ
た
が
い
ず
れ
も
改
訂

抄
録
で
あ
っ
た
。
本
巻
が
初
め
て
の
原
翻
訳
書
全
訳
の
再
録
で
あ
る
。

生
前
の
加
納
さ
ん
の
お
宅
は
、
理
想
を
抱
き
登
山
や
探
検
を
志
す
若
者
達
が

夢
を
発
露
す
る
場
所
で
あ
り
、
氏
は
そ
の
よ
き
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
こ
に
は
、
つ
ね
に
チ
ェ
リ
ー
Ⅱ
ガ
ラ
ー
ド
の
い
う
〃
探
検
と
は
知
的
情

熱
の
肉
体
的
表
現
で
あ
る
″
と
い
う
言
葉
に
表
わ
さ
れ
る
も
の
を
若
者
達
に
期

待
す
る
氏
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
氏
の
著
作
集
は
、
よ
り
困
難
な

登
山
や
探
検
を
志
す
者
に
と
っ
て
勇
気
と
励
み
を
与
え
て
く
れ
る
書
物
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
（
安
藤
久
男
）
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図書紹介

知
床
だ
け
で
な
く
日
本
の
森
林
や
自
然
保
護
問
題
を
考
え
る
た
め
の
必
読
書

一
九
八
七
年
四
月
十
四
日
、
全
国
的
に
拡
が
っ
た
自
然
保
護
団
体
の
反
対
の

声
を
押
し
切
っ
て
、
林
野
庁
は
知
床
国
立
公
園
内
の
国
有
林
に
機
動
隊
を
導
入

し
て
、
三
日
間
で
五
百
三
十
本
の
巨
木
を
切
っ
た
。

当
初
、
伐
採
を
予
定
し
て
い
た
八
百
四
十
本
余
り
の
う
ち
三
百
本
余
り
を
残

し
た
と
は
い
え
、
伐
採
強
行
に
よ
っ
て
、
林
野
庁
に
対
す
る
同
情
の
声
を
な
く

し
た
マ
イ
ナ
ス
面
は
大
き
い
。
と
も
あ
れ
知
床
国
有
林
の
伐
採
問
題
は
、
人
間

と
動
植
物
の
関
係
、
日
本
古
来
の
木
の
伝
統
文
化
と
森
林
と
の
関
係
、
人
工
林

と
自
然
林
、
過
疎
地
域
の
経
済
問
題
、
観
光
と
自
然
保
護
な
ど
、
今
日
の
日
本

の
森
林
を
め
ぐ
る
自
然
保
護
の
諸
問
題
を
圧
縮
し
て
提
供
し
た
形
で
あ
る
。
同

時
に
日
本
人
に
森
林
と
自
然
保
護
、
国
有
林
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
心
を
高
め
る

役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。

本
多
勝
一
氏
編
集
の
本
書
は
、
知
床
の
国
有
林
に
対
し
て
一
九
八
六
年
八
月

末
に
、
林
野
庁
の
伐
採
準
備
が
終
っ
て
「
あ
と
数
日
以
内
に
伐
採
強
行
」
と
い

う
非
常
事
態
を
迎
え
て
か
ら
、
約
二
カ
月
間
の
推
移
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

論
点
視
点
に
よ
る
情
況
説
明
や
評
論
・
資
料
等
を
収
録
編
集
し
て
い
る
。
知
床

本
多
勝
一
編

し
れ
と
こ

『
知
床
を
考
え
る
』

晩
聲
社
一
九
八
七
年
四
月
刊
四
六
判
三
四
二

ペ
ー
ジ
（
う
ち
資
料
四
九
ペ
ー
ジ
）
定
価
二
○
○

○
円

だ
け
で
な
く
日
本
の
森
林
や
自
然
保
護
を
勉
強
す
る
た
め
の
入
門
書
と
し
て
格

好
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
た
本
書
は
伐
採
が
強
行
さ
れ
た
四
月
十
四
日
の
前
日
に
第
一
刷
が
刊
行
さ

れ
た
た
め
、
記
録
と
し
て
は
完
全
な
も
の
と
は
い
い
難
い
が
、
前
年
の
十
月
十

七
日
の
農
林
大
臣
に
よ
る
一
時
凍
結
、
同
十
月
二
十
二
日
の
環
境
庁
長
官
現
地

視
察
な
ど
で
、
約
四
カ
月
間
の
休
戦
に
入
っ
た
、
そ
の
休
戦
期
間
を
含
め
た
一

九
八
七
年
二
月
ま
で
の
推
移
の
記
録
書
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
だ
。

本
文
二
九
二
ペ
ー
ジ
の
情
況
説
明
や
評
論
は
、
五
章
に
分
か
れ
て
お
り
、
各

章
の
冒
頭
に
編
者
に
よ
る
「
レ
チ
タ
チ
ー
ボ
」
と
題
す
る
短
か
い
解
説
が
つ
け

ら
れ
、
各
章
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。
レ
チ
タ
チ
ー
ボ
は
イ
タ
リ
ア
語
で
、
叙

唱
と
訳
さ
れ
て
、
主
と
し
て
歌
劇
に
用
い
ら
れ
る
用
語
。
曲
よ
り
も
歌
詞
に
重

点
を
お
い
て
劇
を
解
説
す
る
言
葉
と
い
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
編
者
は
、
伐
採
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、
各
章
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
伐
採
推
進
派
と
反
対
派
の
論
評
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
で
き
る

だ
け
公
平
を
期
す
る
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。
編
者
の
本
多
氏
の
文
章
に
は
フ
ァ

ン
が
多
い
が
、
一
方
で
抵
抗
感
を
持
つ
人
も
い
る
。
抵
抗
感
の
あ
る
人
は
解
説

の
レ
チ
タ
チ
ー
ボ
抜
き
で
、
本
文
の
論
評
、
対
談
、
鼎
談
だ
け
で
も
十
分
に
読

み
応
え
が
あ
る
。

本
書
は
一
九
八
六
年
八
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
出
来
事
を
中
心
に
編
集
し

て
い
る
が
、
例
外
と
し
て
第
一
章
の
「
知
床
一
○
○
平
方
牌
運
動
と
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
」
は
、
大
正
三
年
に
始
ま
る
知
床
開
拓
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ラ
ス
ト
発
足
に
至
る
経
過
と
歴
史
が
要
領
よ
く
纒
め
て
あ
る
。
ま
た
本
文
で

は
、
と
く
に
五
章
の
対
談
、
鼎
談
が
光
っ
て
い
る
。
編
者
と
工
藤
父
母
道
氏
の

「
新
聞
記
者
の
無
知
と
ゴ
ウ
慢
」
は
、
工
藤
氏
の
自
然
保
護
へ
の
理
解
の
深
さ
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と
見
識
が
見
事
で
あ
る
。
自
然
保
護
に
関
心
あ
る
者
に
と
っ
て
〃
自
然
保
護
と

動
物
愛
護
運
動
″
の
違
い
を
指
摘
す
る
な
ど
示
唆
に
富
ん
で
い
る
内
容
だ
が
、

逆
説
的
に
い
え
ば
、
新
聞
の
論
説
委
員
で
も
誤
解
す
る
ほ
ど
、
中
途
発
端
な
知

識
で
自
然
保
護
運
動
に
入
る
人
間
も
多
い
と
い
う
教
訓
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た

「
滅
亡
前
夜
の
宴
は
や
め
よ
う
」
と
い
う
鼎
談
で
は
、
畑
正
憲
氏
の
動
物
へ
の

愛
情
と
知
識
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
畑
氏
の
話
は
〃
し
ま
ふ
く
ろ

う
″
な
ど
知
床
の
動
物
に
と
っ
て
択
伐
と
い
え
ど
も
致
命
的
な
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
事
実
を
浮
彫
り
さ
せ
て
い
る
。

巻
末
の
資
料
四
九
ペ
ー
ジ
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
「
自
然
享
有
権
の
確

立
と
課
題
」
な
ど
十
三
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。
学
術
的
な
も
の
ば
か
り
で

な
く
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
自
然
観
に
根
ざ
す
儀
式
と
祈
り
に
寄
せ
て
、
ア
ド
イ

（
豊
岡
征
則
）
氏
が
作
詞
作
曲
し
た
「
カ
ム
イ
ド
ラ
ノ
」
（
神
々
と
と
も
に
）

と
題
す
る
詩
（
祈
詞
）
を
、
本
文
で
な
く
、
あ
え
て
資
料
に
含
め
た
こ
と
は
自

然
保
護
哲
学
に
関
す
る
編
者
の
見
識
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
伐
採
の
前
日
四
月
十
三
日
に
刊
行
さ
れ
、
二
月
ま
で
の
出
来
事
を
載

せ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
知
床
伐
採
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
と
な
っ
た
（
財
）
北
海
道
森

林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
「
知
床
国
有
林
の
動
物
等
に
関
す
る
調
査
」
（
昭
和
六
十

二
年
三
月
）
は
、
資
料
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
書
発
刊
で
意
図
し
た

〃
伐
採
中
止
〃
は
四
月
十
四
日
の
伐
採
強
行
で
挫
折
し
た
よ
う
に
も
見
え
る

が
、
そ
の
後
の
経
過
を
み
る
と
一
概
に
自
然
保
護
運
動
の
敗
北
と
は
い
え
な
い

希
望
の
萌
芽
が
見
え
て
き
て
い
る
。

知
床
国
立
公
園
内
の
伐
採
に
つ
い
て
、
林
野
庁
は
「
森
全
体
の
若
返
り
の
た

め
で
、
伐
採
対
象
は
老
齢
過
熟
木
で
あ
る
。
森
全
体
の
六
’
七
％
を
択
伐
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
集
材
す
る
の
で
、
貴
重
鳥
獣
な
ど
自
然
へ
の
悪
影
響
は
少
な

い
。
人
間
の
手
を
加
え
森
の
活
性
化
を
図
る
」
と
世
論
を
伐
採
賛
成
に
む
け
さ

せ
る
べ
く
説
得
に
つ
と
め
て
き
た
。
こ
の
論
調
に
対
し
て
、
伐
採
反
対
運
動
派

は
「
伐
採
対
象
の
樹
齢
二
○
○
年
前
後
の
巨
木
は
老
齢
過
熟
木
で
は
な
い
。
高

く
売
れ
る
木
を
選
ん
で
伐
採
の
対
象
と
し
て
い
る
。
人
間
の
手
を
加
え
な
け
れ

ば
荒
廃
す
る
の
は
人
工
林
の
場
合
で
、
自
然
林
は
人
間
誕
生
以
前
か
ら
元
気
に

育
っ
て
い
る
」
と
林
野
庁
の
言
い
分
に
真
向
か
ら
対
立
し
て
、
歩
み
寄
る
気
配

は
な
か
っ
た
。

林
野
庁
の
伐
採
強
行
は
「
知
床
で
あ
き
ら
め
れ
ば
国
立
公
園
で
自
然
林
の
伐

採
は
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
と
、
あ
せ
り
の
な
せ
る
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
伐
採
の
後
の
四
月
二
十
六
日
に
地
元
斜
里
町
長
に
、
知
床
自
然
保
護
協

会
長
の
午
来
昌
氏
が
当
選
す
る
な
ど
地
元
ま
で
敵
に
ま
わ
る
と
は
予
想
し
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
地
元
営
林
署
も
「
地
元
が
反
対
す
る
限
り
、
当
分
の

間
、
伐
採
は
中
止
す
る
」
と
い
う
思
わ
ぬ
結
果
と
な
っ
た
。

伐
採
強
行
後
の
五
月
、
当
会
の
自
然
保
護
委
員
も
現
地
を
視
察
し
た
が
、
地

元
の
林
業
関
係
者
に
よ
る
と
「
知
床
な
ど
の
寒
冷
地
で
は
、
木
材
の
伐
採
は
秋

か
ら
二
月
ま
で
に
行
な
う
。
春
に
な
る
と
木
は
芽
ぶ
き
を
前
に
大
量
の
水
を
吸

い
上
げ
る
。
四
月
に
伐
採
し
た
木
材
は
商
品
と
し
て
の
価
値
は
落
ち
る
。
林
野

庁
の
や
り
方
を
み
る
と
〃
実
を
捨
て
て
名
を
と
っ
た
〃
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
伐

採
の
跡
地
に
種
を
蒔
い
た
の
も
お
ざ
な
り
だ
。
種
蒔
き
は
七
月
が
最
も
よ
い
。

跡
地
に
笹
が
多
い
の
も
問
題
で
、
下
刈
り
な
ど
手
入
れ
を
し
な
い
と
種
を
蒔
い

て
も
、
殆
ん
ど
芽
は
出
な
い
し
、
育
た
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
伐
採
強
行
に
対
す
る
世
論
の
反
対
は
強
ま
る
ば
か

り
で
、
林
野
庁
の
予
想
を
超
え
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
伐
採
さ
れ
て
し
ま
っ

た
以
上
、
知
床
問
題
に
対
す
る
自
然
保
護
運
動
は
、
択
伐
跡
地
に
広
葉
樹
が
再
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生
す
る
よ
う
、
林
野
庁
の
尻
を
た
た
く
ｌ
な
ど
息
の
長
い
活
動
が
必
要
だ
。

本
書
も
、
伐
採
後
の
新
し
い
事
態
と
時
間
の
経
過
に
伴
う
新
し
い
視
点
か
ら

の
続
編
刊
行
が
待
た
れ
る
。
そ
の
内
容
を
、
あ
え
て
注
文
す
れ
ば
、
人
間
と
動

植
物
の
共
存
関
係
や
、
木
の
伝
統
文
化
と
森
林
保
護
、
過
疎
地
の
経
済
、
観
光

と
自
然
保
護
、
自
然
林
と
人
造
林
施
行
の
方
向
・
…
：
な
ど
、
日
本
の
森
林
が
抱

え
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
幅
広
く
論
評
し
た
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

（
関
塚
貞
亨
）

山
々
か
ら
、
そ
し
て
町
か
ら
見
え
る
マ
ウ
ン
テ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
醍
醐
味
を

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
面
白
い
本
で
あ
る
。

そ
の
面
白
さ
の
第
一
は
、
こ
の
本
を
生
み
出
さ
せ
た
発
想
に
あ
る
。
『
展
望

の
山
旅
』
と
い
う
書
名
が
正
直
に
語
る
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
展
望
を
求
め
て
山

頂
に
達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
人
々
の
産
物
で
あ
る
。
編
者
二
人
が
山
頂
か

ら
の
展
望
図
を
描
き
、
あ
る
い
は
写
真
を
撮
っ
た
。
た
い
が
い
の
登
山
者
は
山

頂
に
至
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
本
の
編
者
た
ち
は
山
頂
か
ら

他
の
山
々
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
喜
び
と
し
た
。
山
頂
に
達
し
て
四
囲
の
山

々
の
眺
め
に
見
入
っ
た
人
た
ち
は
無
数
に
い
た
が
、
視
野
に
入
る
山
々
す
べ
て

藤
本
一
美
・
田
代
博
編
著

『
展
望
の
山
旅
ｌ
山
か
ら
見
る
山
・
町
か
ら
見
る
山
ｌ
』

実
業
之
日
本
社
一
九
八
七
年
二
月
刊
Ａ
５
変
型

判
二
六
六
ペ
ー
ジ
定
価
一
九
○
○
円

の
名
を
確
か
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
登
山
に
と
も
な
う
肉
体
的
苦

痛
の
代
償
と
し
て
得
る
広
々
と
し
た
光
景
に
見
と
れ
る
幸
福
感
、
あ
る
い
は
、

幾
重
に
も
波
打
つ
山
々
の
造
形
と
色
彩
の
美
し
さ
を
鑑
賞
す
る
楽
し
み
が
、
多

く
の
登
山
者
に
共
通
す
る
。
そ
の
よ
う
な
心
情
や
美
学
を
い
っ
さ
い
か
な
ぐ
り

捨
て
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
本
の
い
さ
ぎ
よ
さ
が
あ
る
。
徹
底
し
た
実
証
主
義
の

精
神
が
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
本
の
面
白
さ
の
第
一
の
源
泉
で
あ
る
。

顔
振
峠
や
高
尾
山
か
ら
奥
穂
高
岳
や
富
士
山
に
至
る
ま
で
計
七
十
二
の
地
点

か
ら
展
望
で
き
る
山
々
の
姿
が
、
主
と
し
て
克
明
な
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
、
そ
し

て
、
や
や
少
な
目
な
が
ら
も
写
真
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
や
甲
信

越
の
い
く
つ
か
の
都
会
か
ら
見
え
る
山
々
に
つ
い
て
の
ス
ケ
ッ
チ
と
写
真
も
欠

け
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
本
は
「
山
か
ら
見
る
山
」
が
主
役
を
演
じ
て
い
る
。

た
と
え
ば
奥
穂
高
岳
か
ら
日
光
の
山
々
ま
で
も
見
え
る
と
か
、
剣
岳
か
ら
秩
父

の
国
師
岳
が
見
え
る
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
山
々
が
視
野
に
入
る
こ
と
を
知
っ

た
驚
き
の
気
持
ち
が
、
丹
念
な
作
画
と
探
求
の
作
業
の
原
点
に
あ
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。

第
二
の
面
白
さ
と
は
何
か
。
こ
の
『
展
望
の
山
旅
』
は
山
岳
書
に
は
珍
し
い

チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
の
書
で
も
あ
る
。
主
人
公
で
あ
る
二
人
の
編
者
に
証
拠
写
真

を
提
供
す
る
四
人
（
そ
の
う
ち
の
「
一
人
」
は
山
岳
写
真
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

か
ら
個
人
あ
つ
か
い
し
て
よ
い
か
ど
う
か
）
、
そ
し
て
四
人
の
山
岳
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
た
ち
。
つ
ま
り
、
九
人
と
一
グ
ル
ー
プ
が
見
事
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
形
成

し
て
い
る
。
展
望
図
に
そ
え
ら
れ
た
短
い
エ
ッ
セ
イ
は
、
た
ん
に
即
物
的
な
記

録
に
な
り
か
ね
な
い
も
の
に
心
情
的
な
肉
づ
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
仙
丈
岳

に
登
っ
て
眼
下
の
戸
台
川
を
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
氷
河
に
な
ぞ
ら
え
、

北
岳
を
Ｋ
２
と
か
さ
ね
あ
わ
せ
た
り
、
剣
岳
で
カ
ラ
コ
ル
ム
を
連
想
す
る
と
い
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う
筆
者
（
横
山
厚
夫
）
の
文
章
が
象
徴
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な

い
。
『
岳
人
』
一
九
八
七
年
五
月
号
で
牧
潤
一
が
、
も
し
穂
高
岳
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
八
千
僻
峰
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
い
う
前
提
の
も
と
で
想
像
画
を
発
表
し
て
い

る
が
、
そ
れ
と
一
脈
通
じ
る
発
想
が
こ
こ
に
も
あ
る
。
こ
う
し
た
想
像
力
を
か

き
た
て
て
、
登
山
者
は
一
つ
の
低
山
を
訪
れ
て
さ
え
複
数
の
高
山
に
あ
い
ま
み

え
る
、
賛
沢
な
錯
覚
に
酔
う
。
『
展
望
の
山
旅
』
も
ま
た
、
高
い
低
い
の
別
を

問
わ
ず
一
つ
の
山
頂
や
峠
か
ら
ど
れ
ほ
ど
多
く
ど
れ
ほ
ど
遠
く
の
山
が
見
え
る

か
を
、
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
示
し
て
み
せ
る
。
も
は
や
錯
覚
で
は
な

く
、
現
実
に
見
え
る
も
の
と
し
て
。

こ
う
し
て
発
見
の
楽
し
さ
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
ピ
ー
ク
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の

喜
び
が
、
本
書
の
あ
ら
ゆ
る
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
た
わ
っ
て
く
る
。
編
者
た
ち
の
行

動
範
囲
が
概
し
て
首
都
圏
か
ら
西
、
そ
れ
も
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
御
岳
に
つ
な
が

る
線
で
切
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
他
の
地
域
の
山
々
で
ピ
ー
ク
探
し
の
山
旅
の

チ
ャ
ン
ス
が
読
者
に
残
さ
れ
て
い
る
。
下
界
か
ら
遠
望
す
る
山
々
の
戸
籍
調
べ

に
も
無
限
に
近
い
個
人
的
な
探
索
の
機
会
が
あ
る
。
山
村
正
光
の
、
中
央
線
車

窓
か
ら
の
山
旅
は
鉄
道
の
線
の
上
で
の
山
頂
探
し
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
本
書
は
定
点
か
ら
の
視
覚
的
な
山
勢
調
査
と
い
っ
た
趣
き
が
あ
る
。

さ
て
、
第
三
の
面
白
さ
は
、
い
く
ば
く
か
の
淋
し
さ
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
岳
パ
ノ
ラ
マ
図
は
、
一
説
に
は
十
八
世
紀
末
に
そ
の
芽

生
え
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
十
九
世
紀
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
で
始

ま
っ
た
。
観
光
目
的
の
登
山
時
代
の
到
来
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
舞
台
に
登
場
さ

せ
た
。
当
初
は
登
山
交
通
機
関
の
発
達
し
た
、
だ
れ
も
が
や
す
や
す
と
到
達
で

き
る
山
頂
か
ら
の
展
望
の
広
さ
を
喧
伝
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
。

ス
イ
ス
中
央
部
の
、
登
山
鉄
道
史
の
古
典
に
属
す
る
リ
ギ
山
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

図
は
（
登
山
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
山
頂
訪
問
の
）
大
衆
化
時
代
の
到
来
を

象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
の
ち
に
、
交
通
至
便
の
山

頂
か
ら
の
展
望
図
の
い
く
つ
か
が
ス
イ
ス
観
光
案
内
書
に
折
り
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
山
岳
パ
ノ
ラ
マ
の
描
法
そ
の
も
の
は

今
日
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
。

本
書
の
独
創
性
は
、
特
定
観
光
地
点
の
Ｐ
Ｒ
と
は
ち
が
っ
て
、
登
山
す
る
者

の
だ
れ
も
が
（
あ
ま
つ
さ
え
、
下
界
に
い
る
者
さ
え
も
が
）
パ
ノ
ラ
マ
展
望
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
教
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ご
丁
寧

に
練
習
問
題
ま
で
仕
込
ま
れ
て
い
る
。
読
者
も
知
的
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
山
岳
発
見
と
山
座
同
定
の
教
科
書
で
も
あ
ろ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
本
書
の
独
創
性
が
あ
る
。
東
京
か
ら
見
え
る
山
々
と
い
っ
た
テ
ー

マ
で
古
典
的
な
先
例
が
あ
っ
た
り
、
山
岳
雑
誌
に
山
座
同
定
の
技
術
が
開
陳
さ

れ
た
た
め
し
が
あ
っ
た
り
は
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ほ
ど
多
角
的
で
組
織
的
な

パ
ノ
ラ
マ
図
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
（
五
百
沢
智
也
の
一
連
の
パ
ノ

ラ
マ
画
は
地
形
研
究
を
主
眼
と
し
て
い
た
か
ら
、
趣
旨
に
お
い
て
ち
が
っ
て
い

た
）
。
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
山
頂
で
撮
ら
れ
た
シ
ュ
ル
テ
ス
の
三
六
○
度
の
展
望

写
真
、
同
じ
く
ス
イ
ス
の
べ
ラ
ン
に
よ
る
ア
ル
プ
ス
・
パ
ノ
ラ
マ
画
集
な
ど
が

こ
の
分
野
へ
の
関
心
を
開
拓
し
て
く
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
本
書
の
よ

う
な
書
物
の
出
版
は
も
っ
と
遅
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
は
言
っ
て
も
、

出
現
す
る
、
へ
く
し
て
出
現
し
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
山
岳
書
で
あ
る
こ
と
に
ち

が
い
は
な
い
。

ひ
た
す
ら
新
し
い
も
の
を
求
め
、
孤
高
の
名
誉
を
求
め
る
登
山
の
時
代
を
純

文
学
に
た
と
え
て
よ
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
先
人
た
ち
に
開
拓
さ
れ
た
ル
ー
ト
を

歩
む
多
く
の
人
々
の
つ
づ
く
現
代
は
さ
し
づ
め
登
山
の
大
衆
文
学
時
代
で
あ
る
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う
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
登
山
は
個
人
的
な
行
為
で
あ
る
。
百
名
山
に
登
る
の

も
、
三
角
点
を
渉
猟
す
る
の
も
、
個
人
的
な
動
機
付
け
に
は
じ
ま
っ
て
、
個
人

的
快
感
に
尽
き
る
。
こ
れ
は
私
小
説
に
似
た
登
山
行
為
で
あ
る
。
こ
の
点
、
パ

ノ
ラ
マ
展
望
に
よ
っ
て
は
る
か
な
、
か
す
か
な
山
影
を
探
し
求
め
る
の
は
、
客

観
的
な
証
拠
が
た
め
と
級
密
な
計
算
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
科

学
小
説
も
し
く
は
論
理
本
位
の
推
理
小
説
に
似
て
い
る
。
そ
こ
に
は
情
感
と
か

美
意
識
と
い
っ
た
も
の
の
入
り
こ
む
余
地
が
な
い
に
ひ
と
し
い
。
私
が
先
に
淋

し
さ
と
い
う
言
葉
を
し
る
し
た
の
も
そ
こ
に
原
因
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
感
傷
の
一
片
を
寄
せ
つ
け
な
い
す
が
す
が
し
さ
が
『
展
望
の
山
旅
』
に
は
あ

る
。
完
成
の
域
に
近
づ
い
た
地
図
、
磁
石
、
高
性
能
の
双
眼
鏡
と
カ
メ
ラ
な
ど

客
観
的
な
条
件
の
整
っ
た
と
こ
ろ
に
さ
っ
そ
う
と
現
わ
れ
出
た
新
種
の
登
山
の

面
白
味
を
啓
発
し
、
し
か
も
都
会
に
い
て
さ
え
同
種
の
喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
、

有
難
い
刺
激
の
書
物
と
評
す
る
の
が
正
し
い
結
論
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

（
宮
下
啓
三
）

Ｗ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
三
番
め
の
訳
書
、
あ
た
た
か
い
愛
情
の
眼
で
「
近
代
日
本
」
を
活

Ｗ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
、
長
岡
祥
三
訳

『
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
明
治
見
聞
記
ｌ
知
ら
れ

ざ
る
日
本
を
旅
し
て
ｌ
』

新
人
物
往
来
社
昭
和
六
十
二
年
四
月
刊
四
六
判

二
二
○
ペ
ー
ジ
定
価
一
八
○
○
円

写
し
た
文
明
論

最
近
に
な
っ
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
研
究
が
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
み
せ
て
い
る
。

そ
れ
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
登
山
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
そ
の
生
涯
’
と
い
っ

て
も
日
本
に
関
わ
る
部
分
に
お
い
て
で
あ
る
が
ｌ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
な
さ

れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
宣
教
師
と
し
て
の
活
躍
に
つ
い
て

の
調
査
が
詳
細
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
研
究
は
ま
ず
川
村
宏

氏
、
垣
内
茂
氏
ら
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
、
一
応
の
ま
と
め
と
し
て
島
田
巽
氏

が
略
年
譜
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
の
ほ
か
に
、
三
井
嘉
雄
氏
、
安
江

安
宣
氏
ら
が
加
わ
り
、
新
し
い
資
料
が
少
し
ず
つ
発
見
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
自

身
も
こ
の
熱
心
な
人
び
と
の
う
し
ろ
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
人
物
像
を
求
め
て
い

さ
さ
か
調
査
を
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
時
期
に
、
登
山
そ
の
も
の
を
扱
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
ウ
ェ
ス

ト
ン
の
第
三
の
著
書
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
と
思
う
。
こ
の

原
書
は
一
九
二
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
さ
れ
た
シ
舅
母
泳
胃
関
冒
ご
ロ
衝
，

目
冒
碕
曽
冒
目
で
あ
り
、
旨
。
ロ
ロ
国
冒
の
①
凰
侭
画
且
両
〆
亘
○
国
号
昌
甘
号
①

旨
ご
四
目
①
の
①
シ
言
い
（
畠
麗
）
〉
目
冨
国
遭
腎
○
色
目
ｇ
只
吾
①
甸
胃
固
四
胃
（
ら
昂
）

に
次
ぐ
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
著
書
で
あ
り
、
こ
の
あ
と
に
冒
冒
旨
（
ら
圏
）
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
滞
日
通
算
十
五
年
近
く
に
も
及
ん
で
い
る
の
だ

か
ら
、
登
山
以
外
の
日
本
に
つ
い
て
も
関
心
を
寄
せ
、
彼
な
り
の
日
本
観
を
持

っ
て
い
て
も
ふ
し
ぎ
は
な
い
。
い
ま
ま
で
ウ
ェ
ス
ト
ン
に
つ
い
て
登
山
と
い
う

側
面
ば
か
り
が
も
て
は
や
さ
れ
、
山
登
り
以
外
の
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
き
た
嫌

い
が
あ
る
。
そ
の
点
で
は
今
度
の
訳
耆
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
日
本
観
を
知
る
上
で

興
味
あ
る
も
の
だ
。

し
か
し
、
『
日
本
ア
ル
プ
ス
Ｉ
登
山
と
探
検
』
お
よ
び
『
極
東
の
遊
歩
場
』

95



を
読
ん
だ
後
で
は
、
あ
ま
り
新
鮮
さ
を
感
じ
な
か
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
が
そ
の
前
の
二
書
に
お
い
て
も
登
山
ば
か
り
で
な
く
か
な
り
日
本
文

明
論
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
彼
は
登
山
者
と
し
て
地
理
に
深
い
興

味
を
抱
い
て
い
た
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
民
俗
に
も
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て

い
た
こ
と
で
、
前
の
二
害
も
単
な
る
登
山
紀
行
で
は
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
今
度
の
訳
書
は
そ
の
点
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
日
本
の
民
俗
や
文
明

に
関
す
る
興
味
が
そ
の
ま
ま
発
表
さ
れ
た
感
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
彼
は
近
代

化
さ
れ
な
い
日
本
、
物
質
主
義
に
毒
さ
れ
な
い
日
本
を
良
し
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。
近
代
化
さ
れ
な
い
日
本
こ
そ
、
真
の
日
本
で
あ
る
と
い
い
た
げ
で
あ

る
。
こ
れ
は
日
本
の
紹
介
書
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が
、
日
本
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
面
を
求
め
す
ぎ
て
い
る
と
思
う
。
も

っ
と
も
こ
れ
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

日
本
に
関
す
る
著
書
に
み
ら
れ
る
。
戦
後
に
お
い
て
も
、
マ
ラ
イ
ー
ニ
氏
の

『
日
本
と
の
出
合
い
』
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
次
の

著
書
『
日
本
』
で
は
な
お
さ
ら
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
思

う
。
ゥ
エ
ス
ト
ン
が
日
本
語
の
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
、
日
本
人
の

友
人
と
あ
ま
り
つ
き
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
（
日
本
山
岳
会
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と

は
全
く
山
行
を
共
に
し
て
い
な
い
！
）
を
考
え
る
と
、
よ
く
日
本
を
観
察
し
て

い
る
と
思
う
が
、
客
観
的
に
み
る
と
、
日
本
文
明
論
と
し
て
は
い
さ
さ
か
物
足

ら
な
い
。
日
本
語
の
知
識
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
弱
点
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
日
本
人
と
し
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
日
本
に

対
す
る
あ
た
た
か
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
て
、
心
う
れ
し
い
本
で
あ
る
。
ま
た
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
人
物
像
を
知
る
う
え
に
は
興
味
あ
る
本
で
あ
る
。

訳
書
の
表
題
「
明
治
見
聞
記
」
と
い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
著
書

と
っ
て
お
き
の
宝
物
が
公
開
さ
れ
る
楽
し
み

山
岳
写
真
家
と
し
て
、
ま
た
高
山
蝶
や
雪
形
の
研
究
者
と
し
て
、
田
淵
行
男

さ
ん
は
な
が
い
こ
と
私
に
は
雲
表
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
先
達
が
、
ぐ
っ
と

身
近
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
の
は
じ
め
て
の
本
『
常
念
の
見
え
る

町
』
に
、
田
淵
さ
ん
の
安
曇
野
の
写
真
を
お
借
り
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
一
面
識
も
な
い
私
の
た
め
に
、
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た

ご
厚
意
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

久
し
く
常
念
山
麓
牧
村
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
田
淵
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六

年
、
居
を
豊
科
町
に
移
さ
れ
た
。
そ
こ
は
私
が
戦
中
・
戦
後
を
過
し
た
な
つ
か

に
お
い
て
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
日
本
そ
の
も
の
を
紹
介
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ

て
、
自
分
が
見
聞
し
た
明
治
期
の
日
本
だ
け
を
扱
お
う
と
は
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
関
東
大
震
災
の
よ
う
な
、
大
正
末
期
の
出
来
事
に
も
ふ

れ
た
の
で
あ
る
。
「
明
治
見
聞
記
」
だ
け
で
は
、
大
正
十
四
年
に
も
な
っ
て
、

日
本
の
紹
介
を
書
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
自
分
の

目
で
見
た
明
治
の
日
本
だ
け
で
判
断
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
他
の
見
聞
あ
る
い
は

資
料
に
基
づ
い
て
こ
の
本
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
（
水
野
勉
）

田
淵
行
男

『
山
の
手
帖
』

朝
日
新
聞
社
昭
和
六
十
二
年
三
月
刊
Ｂ
５
変
型

判
定
価
四
八
○
○
円
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図書紹介

し
い
場
所
で
、
そ
の
ま
ま
住
ん
で
い
た
ら
今
頃
は
、
ご
近
所
づ
き
あ
い
が
生
ま

れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

勝
手
に
そ
う
思
い
こ
ん
で
い
る
私
は
、
近
く
を
通
る
た
び
に
田
淵
家
を
素
通

り
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
健
康
も
す
ぐ
れ
な
い
よ
う
だ
し
、
ご
迷
惑

を
か
け
て
は
…
…
と
、
い
く
た
び
か
途
巡
し
た
の
ち
、
そ
れ
で
も
つ
い
、
玄
関

に
立
ち
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
旅
行
者
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
見
え

て
、
す
で
に
先
客
が
あ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
来
訪
者
が
続
く
場
合
も

あ
る
。
そ
の
た
め
に
仕
事
が
中
断
し
た
り
、
体
調
が
く
ず
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
表
面
は
何
事
も
な
い
よ
う
に
歓
待
し
て
く
だ
さ
る
あ
た
た
か
さ
に
、
つ
い

つ
い
長
居
を
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
田
淵
さ
ん
は
、
こ
の
と
こ
ろ
『
山
の
ア
ル
バ
ム
』
（
講
談
社
）
、
『
黄
色

い
テ
ン
ト
』
（
実
業
之
日
本
社
）
な
ど
、
相
つ
い
で
写
真
集
や
文
集
を
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
、
と
っ
て
お
き
の
宝
物
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
な
楽
し

み
を
覚
え
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

こ
ん
ど
の
写
真
文
集
『
山
の
手
帖
』
は
、
昭
和
の
は
じ
め
か
ら
歩
き
つ
づ
け
、

撮
り
つ
づ
け
て
き
た
田
淵
さ
ん
の
六
十
年
間
の
成
果
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

巻
頭
に
旦
山
百
楽
」
と
い
う
文
章
が
載
っ
て
い
る
。
昨
年
六
月
、
八
十
一

回
の
誕
生
日
を
迎
え
る
に
当
っ
て
、
自
身
の
山
旅
を
回
顧
し
た
も
の
だ
が
、
そ

の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

…
：
・
私
の
山
行
に
は
も
と
も
と
山
の
博
物
誌
的
な
指
向
が
強
か
っ
た
の
で
、

当
然
継
続
的
探
訪
に
よ
る
観
察
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
っ
た
。
同
じ
山
で

も
二
度
目
に
な
る
と
最
初
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
三
度
目
に
は

そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
だ
し
、
度
重
な
る
ご
と
に
山
の
奥
深

い
部
分
ま
で
見
え
、
そ
の
度
に
山
が
高
く
大
き
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ

れ
た
。

こ
う
し
て
常
念
岳
に
二
百
六
回
と
い
う
記
録
と
な
り
、
高
山
蝶
の
生
態
の
究

明
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
に
登
頂
し
た
山
の
数
は
二

百
八
十
五
峰
ｌ
こ
れ
は
二
百
回
以
上
登
っ
た
常
念
も
一
峰
と
数
え
て
の
算
定

で
あ
っ
て
、
登
行
回
数
に
す
れ
ば
五
倍
に
も
ふ
く
れ
あ
が
る
は
ず
だ
と
い
う
。

Ｉ
「
麓
か
ら
の
山
」
で
は
、
安
曇
野
に
春
を
告
げ
る
小
さ
な
花
々
や
、
古
く

か
ら
の
暮
ら
し
の
文
化
で
あ
る
雪
形
、
ま
た
三
原
山
噴
火
の
謎
を
秘
め
た
皿

石
、
地
図
に
も
な
い
雑
木
の
山
で
見
つ
け
た
も
の
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
開
通
以
前

の
飛
騨
路
の
残
像
な
ど
、
写
真
・
文
章
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

も
の
へ
の
哀
惜
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

Ⅱ
「
季
節
の
山
」
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
文
章
は
美
し
い
。
〃
よ
う
や
く
た
か
ま

り
は
じ
め
た
季
節
の
息
吹
を
先
取
り
す
る
歓
び
と
一
緒
に
、
季
節
が
落
と
し
て

い
く
か
す
か
な
足
音
も
拾
っ
て
い
く
。
私
は
季
節
の
谷
間
を
行
く
食
欲
な
狩
人

か
も
し
れ
な
い
〃
と
。
ど
か
っ
と
存
在
感
の
あ
る
残
雪
の
爺
ヶ
岳
の
雄
姿
か

ら
、
ま
た
雑
木
山
の
オ
レ
ン
ジ
色
に
光
る
伐
採
の
切
り
口
か
ら
も
春
が
立
ち
の

ぼ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
新
緑
の
陰
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
ト
ガ
ク
シ
シ
ョ
ウ
マ
の

気
高
さ
。
夏
の
洞
沢
・
槍
ヶ
岳
の
ラ
ッ
シ
ュ
ぶ
り
を
紹
介
し
て
〃
動
物
の
世
界

に
は
雌
雄
色
と
い
わ
れ
、
雌
雄
で
画
然
と
異
な
る
色
調
が
知
ら
れ
、
進
化
の
所

産
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
セ
オ
リ
ー
か
ら
は
最
近
の
山
に
見
る
男
女
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
動
向
は
明
ら
か
に
進
化
に
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
〃
と

皮
肉
っ
て
い
る
の
は
面
白
い
。
澗
沢
と
い
え
ば
、
煙
霧
の
中
の
紅
葉
を
と
ら
え

た
一
枚
の
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
美
し
さ
。
や
が
て
新
雪
を
迎
え
た
山
々
は
、
い
ぶ
し

銀
の
世
界
に
変
っ
て
い
く
。

Ⅲ
「
尾
根
を
行
く
」
で
は
、
登
山
者
と
し
て
の
自
分
を
〃
明
ら
か
に
一
山
集
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中
型
で
論
同
時
に
ピ
ー
ク
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
型
に
入
り
、
さ
ら
に
自
然
観
賞
派
に

属
し
て
い
る
〃
と
定
義
し
、
中
部
山
岳
地
帯
の
尾
根
歩
き
に
終
始
し
た
山
行
を

ふ
り
返
っ
て
い
る
。
と
く
に
後
立
山
の
稜
線
か
ら
撮
っ
た
剣
岳
の
明
け
暮
れ
が

す
ば
ら
し
い
。
同
じ
剣
岳
が
、
北
の
白
馬
岳
か
ら
は
〃
沈
思
の
哲
人
″
の
如
く

孤
峰
を
甕
立
さ
せ
、
ス
バ
リ
岳
鞍
部
か
ら
の
剣
は
〃
半
身
を
の
り
だ
し
た
た
く

ま
し
い
巨
人
″
を
連
想
さ
せ
る
と
書
い
て
い
る
。
写
真
と
と
も
に
カ
ー
ル
の
残

雪
を
語
り
、
雷
烏
の
生
態
を
説
く
あ
た
り
、
興
味
は
つ
き
な
い
。
さ
ら
に
、
逆

光
で
撮
っ
た
写
真
が
い
か
に
雰
囲
気
描
写
に
す
ぐ
れ
て
い
る
か
を
強
調
し
な
が

ら
、
時
に
そ
れ
が
〃
両
刃
の
剣
〃
と
も
な
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
。

Ⅳ
「
山
の
博
物
誌
」
は
、
田
淵
さ
ん
な
ら
で
は
の
作
品
集
。
ま
ず
稜
線
の
岩

を
飾
る
地
衣
類
の
美
し
さ
に
目
を
見
は
る
。
と
く
に
イ
ワ
ブ
ス
マ
が
〃
八
重
咲

き
の
黒
い
薔
薇
″
の
よ
う
だ
と
書
い
て
あ
る
の
を
読
む
と
、
何
度
登
っ
て
も
岩

肌
の
装
飾
に
気
づ
く
こ
と
の
な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。
安
曇
野
の

蝶
類
、
氷
河
に
磨
か
れ
た
天
狗
原
の
岩
肌
、
上
高
地
の
ケ
シ
ョ
ウ
ャ
ナ
ギ
や
高

山
蝶
の
生
態
を
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
た
し
か
な
目
で
と
ら
え
て
い

る
。

Ｖ
「
山
の
ス
ケ
ッ
チ
」
で
は
、
光
線
・
雪
・
月
・
日
の
出
・
山
の
量
感
な
ど

を
、
写
真
と
文
章
と
で
解
説
し
、
Ⅵ
「
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
を
越
え
て
」
で
は
、

通
算
二
十
回
に
も
及
ん
だ
大
雪
山
で
の
高
山
蝶
生
態
探
究
を
中
心
に
、
花
か
ら

雪
ま
で
の
季
節
の
推
移
を
追
っ
て
い
る
。
最
後
に
「
羅
臼
の
青
い
星
」
カ
ラ
フ

ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫
の
食
草
を
た
し
か
め
る
ま
で
の
苦
労
話
が
、
そ
の
蝶
の

美
し
い
ル
リ
色
と
と
も
に
印
象
に
残
っ
た
。

巻
末
に
「
わ
が
未
登
頂
記
」
と
し
て
、
白
山
・
餓
鬼
岳
・
有
明
山
．
：
…
と
数

え
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
人
に
し
て
な
お
と
、
し
ん
み
り
し
た
気
持
に
な

恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
眼
力
で
現
代
の
登
山
を
見
据
え
て
い
る

私
に
と
っ
て
山
の
本
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
リ
オ
ネ
ル
・
テ
レ
イ
や
ヘ
ル
マ

ン
・
ブ
ー
ル
あ
た
り
が
読
書
対
象
の
限
界
で
、
そ
れ
よ
り
古
い
戦
前
の
登
筆
記

は
、
ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
訳
で
、
こ
の
本
の
舞
台
と
な
っ
た
、
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
、
一
九
三
六

年
と
い
え
ば
今
か
ら
五
十
年
も
前
の
こ
と
で
、
登
山
方
法
も
技
術
水
準
も
現
在

と
は
相
当
な
落
差
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
慶
応
、
早
稲
田
、
京
都
と
い
っ
た
メ
ジ

ャ
ー
な
大
学
山
岳
部
で
は
な
い
、
立
教
の
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
程
の

期
待
を
抱
か
ず
に
読
み
始
め
た
。

当
時
、
部
員
が
十
数
名
で
、
山
岳
部
と
し
て
の
歴
史
も
浅
い
と
思
わ
れ
る
立

教
大
学
が
、
な
ぜ
日
本
で
最
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
敢
行
で
き
た
の
か
に
つ
い

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
、
剣
岳
を
見
る
絶
好
の
場
所
と
し
て
剣
十
七
景
を

想
定
し
な
が
ら
、
実
際
に
確
か
め
る
こ
と
の
な
か
っ
た
毛
勝
山
か
ら
の
眺
望

を
、
近
年
に
な
っ
て
他
者
の
写
真
に
よ
っ
て
確
認
、
〃
宿
願
を
果
た
し
た
思
い
〃

だ
と
い
う
文
章
に
ふ
れ
、
そ
の
境
地
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
だ
っ
た
。

（
蜂
谷
緑
）

堀
田
弥
一

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
初
登
頂
』

’

筑
摩
書
房
一
九
八
六
年
十
一
月
刊
四
六
判
二

九
二
ペ
ー
ジ
定
価
一
八
○
○
円
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図書紹介

て
は
い
さ
さ
か
興
味
が
あ
っ
た
の
だ
が
…
…
。

し
か
し
、
堀
田
さ
ん
の
手
に
な
る
、
は
し
が
き
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
す

ぐ
自
分
の
見
込
み
違
い
に
気
付
か
さ
れ
た
。

「
困
難
な
山
、
と
り
わ
け
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
よ
う
な
高
所
登
山
に
お
い
て
肝
腎
な

こ
と
は
、
実
力
を
備
え
た
も
の
が
、
い
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
登
る
こ
と
で
あ

る
。
本
来
の
山
登
り
は
昔
も
今
も
変
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ
が
、
世
の
中
の

進
歩
と
環
境
の
変
化
に
慣
れ
て
、
あ
る
べ
き
姿
を
見
失
う
こ
と
が
あ
る
」

七
十
七
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堀
田
さ
ん
は
恐
ろ
し
い
程
の
眼

力
で
現
代
の
登
山
を
見
据
え
て
い
る
の
だ
。

「
今
日
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
情
報
や
資
料
も
簡
単
に
入
手
で
き
る
し
、

最
新
の
装
備
や
食
糧
等
が
、
本
来
困
難
な
登
山
を
容
易
に
し
て
い
る
。
ま
た
交

通
機
関
の
進
歩
発
達
が
、
期
間
の
短
縮
を
可
能
に
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
い
か
に
身

近
な
も
の
に
し
て
い
る
か
。
五
十
年
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
条
件
に
恵
ま

れ
て
い
る
」
と
い
う
堀
田
さ
ん
の
指
摘
は
、
大
先
達
の
後
輩
へ
の
強
い
励
ま
し

と
も
聞
こ
え
る
し
、
ま
た
、
現
代
の
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
対
す
る
痛
烈
な

批
判
と
も
受
け
と
れ
、
私
は
、
に
わ
か
に
気
を
入
れ
直
し
て
こ
の
本
を
読
む
こ

と
に
な
っ
た
。
私
は
、
山
登
り
と
い
う
も
の
は
、
人
間
の
持
つ
勇
気
、
冒
険
心
、

情
熱
、
決
断
力
、
夢
と
い
っ
た
も
の
を
山
を
舞
台
に
し
て
表
現
す
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
堀
田
さ
ん
の
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト

は
、
上
記
の
す
ゃ
へ
て
が
中
に
含
ま
れ
、
凝
縮
さ
れ
た
、
理
想
の
山
行
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
え
る
。

一
九
三
○
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
の
、
日
本
山
岳
会
に
お
け
る
二
つ
の
小

集
会
、
長
谷
川
伝
次
郎
氏
の
「
カ
シ
ミ
ー
ル
の
山
旅
」
と
、
松
方
三
郎
、
浦
松

佐
美
太
郎
、
渡
辺
漸
氏
に
よ
る
「
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
試
登
に
就
い
て
」

を
き
っ
か
け
に
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ヘ
の
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
黒
部
を

め
ぐ
る
山
々
、
と
り
わ
け
積
雪
期
の
剣
岳
や
後
立
山
の
登
山
に
、
八
年
に
わ
た

る
情
熱
を
注
ぎ
、
そ
の
登
山
を
基
盤
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
乏
し
い
資
金
、
少
な
い
メ
ン
や
ハ
ー
、
二
・
二
六
事
件
、
母
親
の
癌
と
い
っ
た

幾
多
の
障
害
を
克
服
し
、
あ
く
ま
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
っ
て
い
く
強
い
決
意
。
初

め
て
経
験
す
る
氷
河
、
氷
壁
、
高
度
に
少
人
数
で
、
貧
弱
な
装
備
で
立
ち
向
か

っ
て
ゆ
く
勇
気
。
そ
し
て
全
隊
員
に
よ
る
初
登
頂
の
感
激
。
小
さ
な
夢
か
ら
始

ま
っ
て
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
頂
上
に
至
る
ま
で
を
描
い
て
ゆ
く
軌
跡
は
、
実
に

見
事
な
も
の
だ
。

「
私
の
学
生
時
代
は
他
の
何
事
に
も
増
し
て
登
山
に
心
身
を
打
ち
込
ん
だ
。

そ
し
て
最
大
の
意
義
を
見
出
し
得
た
の
は
山
岳
部
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
山

は
心
の
故
郷
で
あ
り
、
登
山
は
生
命
の
力
で
あ
り
、
そ
し
て
山
岳
部
は
私
が
育

ま
れ
た
社
会
で
あ
っ
た
。
…
．
：
与
え
ら
れ
た
る
道
は
、
た
だ
一
筋
に
突
進
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
す
べ
て
の
煩
悶
を
克
服
し
て
、
心
は
次
第
に
単
純
化
し

た
。
山
懐
に
至
る
途
中
の
事
務
上
な
ら
び
に
渉
外
上
の
不
安
は
あ
っ
た
が
、
心

に
描
い
た
も
の
は
、
た
だ
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
頂
上
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
よ
う

に
、
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
は
堀
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
立
教
山
岳
部
の
仲
間
に
と
っ

て
も
青
春
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
本
の
第
Ⅲ
部
「
黒
部
の
白
い
峰
」
は
、
最
初
、
い
さ
さ
か
唐
突
に
感
じ

ら
れ
た
の
だ
が
、
読
み
進
ん
で
ゆ
く
と
、
何
故
、
彼
等
が
五
人
と
い
う
少
な
い

メ
ン
等
ハ
ー
で
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
を
登
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
よ
く
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
。
事
実
、
積
雪
期
、
厳
冬
期
の
後
立
山
、
剣
で
の
彼
等
の
活
躍
は
驚

く
べ
き
も
の
で
、
剣
岳
、
小
窓
尾
根
、
早
月
尾
根
の
初
登
鑿
。
鹿
島
槍
・
天
狗

尾
根
、
東
尾
根
の
初
登
鑿
。
北
岳
や
ハ
ッ
ト
レ
ス
の
初
登
鑿
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
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、一

］呈

し、

な
い
○

戦
後
の
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
、
英
国
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
を
モ
デ
ル
と
し
た

マ
ナ
ス
ル
隊
の
影
響
を
強
く
受
け
、
長
い
間
、
マ
ナ
ス
ル
と
い
う
枠
の
中
に
封

じ
こ
め
ら
れ
て
自
由
を
失
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
と
ま
れ
、
現
在
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
向
か
う
私
達
は
、
堀
田
さ
ん
の
い
う
「
最
新
の
装
備
や
食
糧
、
情
報

や
資
料
」
な
ど
を
武
器
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
よ
り
高
い
高
度
を
克
服

し
、
よ
り
難
し
い
ル
ー
ト
を
登
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
私
達

の
登
山
が
、
装
備
や
食
糧
、
交
通
手
段
の
発
達
の
レ
ベ
ル
と
同
様
に
進
ん
で
い

る
の
か
ど
う
か
。
堀
田
さ
ん
達
の
情
熱
や
勇
気
に
匹
敵
す
る
も
の
な
の
か
ど
う

か
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
「
現
代
の
武
器
を
頼
り
に
甘
ち
よ
ろ
い
登
山

を
し
て
は
い
か
ん
ぞ
」
と
い
う
堀
田
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
気
が
し

た
。
（
坂
下
直
枝
）

の
な
い
程
で
、
当
時
の
立
教
山
岳
部
の
技
術
水
準
の
高
さ
と
山
に
賭
け
る
情
熱

の
深
さ
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
（
こ
の
章
は
、
昭
和

初
期
の
日
本
登
山
史
と
し
て
読
ん
で
も
お
も
し
ろ
い
）
。

堀
田
さ
ん
や
立
教
山
岳
部
に
と
っ
て
惜
し
む
べ
き
こ
と
は
、
戦
争
が
次
な
る

目
標
を
永
遠
に
奪
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
し
戦
争
さ
え
起
ら
な
け
れ

ば
、
帰
途
、
ト
レ
イ
ル
ス
峠
越
し
に
秘
か
に
的
を
定
め
て
い
た
次
な
る
山
、
ナ

ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
の
東
峰
に
お
い
て
、
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し

た
、
小
人
数
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
機
動
性
の
あ
る
登
山
を
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た

形
ｌ
現
在
の
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
に
か
な
り
近
い
形
ｌ
で
展
開
し
た
に

さ
れ
る
こ
と
な
く
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
。

長
い
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
、
約
二
十
年
も
中
断
す
る
こ

と
に
な
り
、
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
ス
タ
イ
ル
や
貴
重
な
体
験
は
、
そ
の
後
生
か

鶴

〆
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会報「山」図書紹介一覧

会
報
司
山
Ｌ
図
書
紹
介
一
覧

’
一
九
八
六
年
度
ｌ

「
山
岳
」
は
図
書
紹
介
欄
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、
ス
。
ヘ
ー
ス

の
関
係
そ
の
他
か
ら
、
話
題
図
書
、
寄
贈
図
書
の
す
べ
て
を
紹
介

ま
た
は
書
評
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
欄
で

は
、
過
去
一
年
、
会
報
「
山
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
本
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
見
落
さ
れ
た
方
、
山
岳
図
書
を
愛
好
さ
れ
る

方
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
四
月
号
（
四
九
○
号
）

布
施
正
直
著
『
お
花
畑
ｌ
土
員
山
の
花
々
』
（
保
育
社
）

蜂
谷
緑
著
『
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
花
い
つ
ま
で
も
』
（
佼
成
出
版
社
）

田
淵
行
男
著
『
黄
色
い
テ
ン
ト
』
（
実
業
之
日
本
社
）

●
五
月
号
（
四
九
一
号
）

北
大
山
岳
部
・
山
の
会
編
『
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
厳
冬
期
登
頂
報
告
書
』
（
講
談
社
出
版
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

広
瀬
誠
著
『
立
山
黒
部
奥
山
の
歴
史
と
伝
承
』
（
桂
書
房
）

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
新
資
料
ｌ
垣
内
茂
著
『
主
の
御
名
に
よ
り
て
ｌ
ｌ
横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教

会
百
年
史
』
（
横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
）

日
本
自
然
保
護
協
会
三
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
自
然
保
護
の
あ
ゆ
み
』
（
日
本
自
然
保
護

協
会
）

●
六
月
号
（
四
九
二
号
）

佐
藤
久
編
『
辻
村
太
郎
著
作
集
’
第
一
巻
・
火
山
と
氷
河
』
（
平
凡
社
）

斉
藤
晋
著
『
尾
瀬
』
（
上
毛
新
聞
社
）

鳥
海
山
の
自
然
を
守
る
会
・
白
神
山
地
の
ブ
ナ
原
生
林
を
守
る
会
共
編
『
ブ
ナ
林
を
守

る
』
（
秋
田
書
房
）

●
七
月
号
（
四
九
三
号
）
、
八
月
号
（
四
九
四
号
）

図
書
紹
介
な
し

●
九
月
号
（
四
九
五
号
）

『
山
と
峠
と
氷
河
ｌ
ｌ
成
瀬
岩
雄
遺
稿
集
』
（
茗
渓
堂
）

近
藤
信
行
編
『
大
下
藤
次
郎
紀
行
文
集
』
（
美
術
出
版
社
）

『
日
本
山
岳
画
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
（
日
本
山
岳
画
協
会
）

横
山
厚
夫
著
『
一
日
の
山
・
中
央
線
私
の
山
旅
』
（
実
業
之
日
本
社
）

冬
山
雷
鳥
生
態
研
究
会
編
『
冬
山
ラ
イ
チ
ョ
ウ
生
息
調
査
報
告
書
』
（
富
山
県
）

黒
部
の
衆
編
『
黒
部
別
山
』

●
十
月
号
（
四
九
六
号
）

吉
阪
隆
正
集
刊
行
会
編
集
委
員
会
編
『
吉
阪
隆
正
集
・
第
十
四
巻
』
（
勁
草
書
房
）

Ｒ
・
Ｃ
．
Ｆ
・
シ
ョ
ン
バ
ー
グ
著
、
広
島
三
朗
訳
『
オ
ク
サ
ス
と
イ
ン
ダ
ス
の
間
に
ｌ

中
央
ア
ジ
ア
探
検
行
ｌ
』
（
白
水
社
）

小
倉
厚
著
『
百
山
百
譜
』
（
岳
書
房
）

美
坂
哲
男
著
、
武
藤
昭
写
真
『
日
本
百
名
湯
』
（
上
・
下
巻
）
』
（
山
と
渓
谷
社
）

岡
田
敏
夫
著
『
上
州
武
尊
山
』
（
東
京
新
聞
出
版
局
）

山
本
武
人
著
『
近
江
湖
北
の
山
』
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

●
十
一
月
号
（
四
九
七
号
）

田
淵
行
男
著
『
山
の
ア
ル
バ
ム
ー
北
ア
ル
プ
ス
回
想
』
（
講
談
社
）

新
井
幸
人
写
真
、
串
田
孫
一
文
『
尾
瀬
』
（
時
事
通
信
社
）

三
宅
修
写
真
、
串
田
孫
一
文
『
山
稜
玻
璃
』
（
時
事
通
信
社
）

ロ
ナ
ル
ド
・
フ
ォ
ー
ク
ス
著
、
新
島
義
昭
訳
『
高
み
を
め
ざ
し
て
ｌ
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・

メ
ス
ナ
ー
の
素
顔
』
（
白
水
社
）

●
十
二
月
号
（
四
九
八
号
）

図
書
紹
介
な
し

●
一
月
号
（
四
九
九
号
）
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北
村
泰
一
・
堂
本
暁
子
・
西
堀
栄
三
郎
・
樋
口
敬
二
・
本
多
勝
一
共
編
『
加
納
一
郎
著
作

女
子
登
掌
ク
ラ
ブ
編
『
天
山
山
脈
托
木
余
峰
’
一
九
八
六
年
夏
』
（
女
子
登
鑿
ク
ラ
ブ
）

周
正
著
、
田
村
達
弥
訳
『
昆
需
の
秘
境
探
検
記
』
（
中
央
公
論
社
）

藤
原
優
太
郎
編
『
秋
田
の
山
歩
き
』
（
無
明
舎
出
版
）

岩
波
書
店
編
『
日
本
の
川

●
二
月
号
（
五
○
○
号
）

後
藤
勲
・
生
玉
道
雄
編
『
加
藤
保
男
追
想
集
』
（
加
藤
保
男
追
想
集
編
集
委
員
会
）

集
全
五
巻
』
（
教
育
社
）

平
凡
社
編
『
気
象
の
事
典
（
山
の
気
象
）
』
（
平
凡
社
）

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
編
『
越
後
山
岳
』
第
７
号
（
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
）

岩
波
書
店
編
『
日
本
の
山
』
（
日
本
の
自
然
シ
リ
ー
ズ
）
（
岩
波
書
店
）

●
三
月
号
（
五
○
一
号
）

『
稜
線
ｌ
追
悼
吉
野
寛
ｌ
』
（
吉
野
あ
つ
子
発
行
）

102



辻村伊助とその周辺

伊
助
の
家
族

伊
助
と
ロ
ー
ザ
の
ロ
マ
ン
ス
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
る
か
ら
、
古
い
こ
と
だ
が
、
第
二
次
大
戦

が
終
っ
て
十
七
年
た
っ
た
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
に
、
伊
助
と
縁
続
き
に
な
る
少
女
が
、
或
る
ス
イ
ス
人
と
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
に
な
っ
た
。

伊
助
と
ロ
ー
ザ
の
こ
と
を
害
い
て
や
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ス
イ
ス
人
が
す
ぐ
調
べ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
ロ
ー
ザ
の
妹
が
八
十
歳
を
超
え
て
、
フ
ル

チ
ゲ
ン
即
巨
鳥
①
目
に
存
命
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
マ
リ
エ
・
ヨ
ー
ジ
・
カ
レ
ン
（
昌
目
①
］
○
四
‘
嗣
昌
①
旨
）
と
い
う
の
が
そ
の
名
で
、
サ

ム
エ
ル
（
駛
日
巨
鼻
い
］
・
里
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
そ
の
夫
は
す
で
に
亡
か
つ
た
。
二
人
の
娘
が
あ
り
、
共
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
住
ん
で
い
る
と

前
書
き

作
家
の
中
里
恒
子
さ
ん
が
『
忘
我
の
記
』
と
い
う
辻
村
伊
助
を
主
人
公
に
し
た
実
名
小
説
を
完
結
し
て
、
す
ぐ
亡
く
な
ら
れ
た
。
「
文
学
界
」

に
連
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
癌
に
冒
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
苦
し
い
中
で
そ
の
完
結
を
急
が
れ
た
の
だ
と
き
く
。
執
筆
の
前
に
私
の
所
に
も

取
材
に
来
ら
れ
た
。
『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
を
基
に
、
そ
れ
ら
の
取
材
と
作
家
の
創
作
を
あ
わ
せ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
が

書
か
れ
て
か
ら
六
十
五
年
に
も
な
る
の
に
、
な
お
読
者
を
も
つ
こ
と
は
私
ど
も
血
縁
に
つ
な
が
る
者
に
と
っ
て
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

辻
村
伊
助
と
そ
の
周
辺

辻
村
克
良
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い
う
。
フ
ル
チ
ゲ
ン
の
住
所
も
わ
か
っ
た
の
で
、
手
紙
を
英
語
と
ド
イ
ツ
語
で
出
し
た
が
返
事
が
な
く
、
そ
れ
き
り
ま
た
消
息
が
絶
え
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
は
、
ま
だ
高
度
成
長
が
始
っ
た
ば
か
り
で
、
日
本
の
経
済
的
地
位
は
低
く
、
今
日
と
は
事
情
が
違
っ
て

い
た
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
登
山
電
車
内
で
日
本
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
さ
れ
る
今
日
の
時
代
を
到
底
予
想
で
き
な
か
っ
た
頃
で
あ
る
。
私
が
そ
の
手

紙
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
一
九
六
九
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
も
ち
ょ
う
ど
忙
し
い
さ
か
り
で
、
外
国
の
古
い
縁
者
を
探
す
努
力

を
惜
し
ん
で
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

伊
助
一
家
が
地
震
の
山
津
浪
で
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
供
の
梓
、
春
名
、
秋
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
八
歳
、
六
歳
、
五
歳
で
あ
っ
た
。
梓
と
春
名
は
箱

根
湯
本
の
小
学
校
の
二
年
生
と
一
年
生
だ
っ
た
。
観
光
客
と
し
て
の
西
洋
人
は
珍
し
く
な
い
土
地
柄
で
は
あ
っ
た
が
、
隣
人
と
し
て
の
西
洋
人
ロ

ー
ザ
と
混
血
の
子
供
達
は
、
今
日
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
物
珍
し
い
存
在
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
母
親
の
ロ
ー
ザ
の
日
本
語
が
不
自
由
だ
っ
た

の
で
、
家
庭
内
の
会
話
は
英
語
だ
っ
た
。
し
か
し
子
供
達
は
学
校
で
は
決
し
て
英
語
を
口
に
出
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。

私
の
父
（
彼
等
の
伯
父
）
の
思
い
出
話
に
、
或
る
時
、
春
名
が
出
会
い
が
し
ら
に
、
思
わ
ず
英
語
で
叫
ん
だ
の
で
、
春
名
は
英
語
が
う
ま
い
ね

と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
か
ら
か
わ
れ
た
と
思
っ
た
の
か
、
以
来
こ
の
伯
父
の
前
で
は
決
し
て
英
語
を
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
ほ
ぼ
同
年
代
の
い

と
こ
同
志
の
私
達
兄
弟
に
は
、
気
を
許
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
と
英
語
が
ご
ち
や
ま
ぜ
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ロ
ー
ザ
の
生
地
は
ス

イ
ス
で
も
ド
イ
ツ
語
圏
で
あ
る
。
伊
助
は
ド
イ
ツ
語
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
会
話
は
不
得
手
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
ザ
と
の

会
話
は
英
語
だ
っ
た
。
ロ
ー
ザ
に
と
っ
て
は
英
語
も
母
語
で
は
な
い
。
さ
ぞ
も
ど
か
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー
ザ
は
私
達
甥
に
は
、
静
か

に
話
し
か
け
る
だ
け
だ
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
）
。
彼
女
の
日
本
語
は
九
年
た
っ
て
も
あ
ま
り
上
達
し
な
か
っ
た
。
兄
嫁
で
あ
る
私
の
母
は
、

彼
女
か
ら
ス
イ
ス
の
家
庭
料
理
や
お
菓
子
作
り
を
教
わ
っ
た
。
わ
が
家
で
は
大
正
の
時
代
か
ら
よ
そ
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
そ
の
味
に
親
し
ん
で
い

た
。
今
で
こ
そ
珍
し
く
も
な
ん
と
も
な
い
物
で
は
あ
る
が
、
当
時
は
そ
う
で
な
か
っ
た
。

伊
助
の
生
い
た
ち

伊
助
は
七
歳
の
時
に
父
を
失
っ
た
。
伊
助
の
生
家
は
代
々
の
商
家
で
あ
っ
た
が
、
伊
助
の
父
の
晩
年
に
は
店
を
た
た
ん
で
い
た
。
商
店
の
生
ま
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れ
な
の
に
、
伊
助
は
二
局
か
ら
東
京
帝
大
農
科
大
学
に
進
ん
だ
。
生
家
は
店
を
た
た
ん
だ
の
ち
も
、
資
産
家
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
事
業
に
関
与

し
、
こ
と
に
山
林
を
持
っ
て
植
林
を
盛
ん
に
や
っ
て
い
た
こ
と
と
、
母
方
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

父
が
死
ん
だ
の
ち
、
伊
助
達
兄
弟
の
後
見
役
で
あ
っ
た
伯
父
が
二
人
い
た
が
、
一
人
は
母
の
姉
の
夫
熊
吉
で
あ
っ
た
。
そ
の
弟
に
辻
村
直
四

郎
・
高
蔵
の
二
人
が
い
た
。
直
四
郎
は
伊
助
よ
り
十
七
歳
年
長
だ
っ
た
が
、
明
治
二
十
四
年
に
北
海
道
に
渡
り
、
開
拓
に
従
事
し
た
。
も
と
も
と

農
家
の
生
れ
で
あ
る
が
、
駒
場
農
学
校
に
在
学
中
、
そ
の
農
科
大
学
へ
の
昇
格
問
題
に
反
発
し
て
、
役
人
や
学
者
に
な
る
つ
も
り
は
な
い
と
飛
出

し
て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
式
の
農
業
を
夢
見
て
、
ア
メ
リ
カ
の
農
家
に
住
込
ん
で
学
ん
で
き
た
り
も
し
た
が
、
結
局
、
水
田
開
発
に
転
じ
、
一

二
○
地
の
小
作
農
場
の
主
と
な
っ
た
。
弟
の
高
蔵
も
兄
の
後
を
追
い
、
こ
れ
を
助
け
た
が
、
の
ち
に
別
の
土
地
で
、
こ
れ
も
水
田
の
地
主
に
な
っ

マ
オ
イ

た
。
直
四
郎
の
娘
で
作
家
に
な
っ
た
辻
村
も
と
子
の
小
説
「
馬
追
原
野
」
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
は
そ
の
父
親
で
あ
る
。
直
四
郎
の
死
後
、
農
地
改

革
に
あ
っ
て
農
地
は
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
五
千
㎡
の
屋
敷
が
残
っ
た
。
直
四
郎
が
原
始
林
を
伐
ら
ず
に
残
し
た
も
の
で
、
僅
か
○
・
五
地
な

が
ら
、
今
で
は
岩
見
沢
市
に
と
っ
て
、
開
拓
前
の
植
生
を
示
す
貴
重
な
断
片
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
農
地
解
放
を
う
け
た
元
小
作
人
達
が
直
四

〃
プ
ン

郎
を
記
念
し
て
建
て
た
志
文
開
拓
の
碑
が
あ
る
。
志
文
と
は
ア
イ
ヌ
語
に
基
づ
い
て
直
四
郎
が
命
名
し
た
村
の
名
前
で
あ
っ
た
。

伊
助
の
母
の
生
家
は
今
の
伊
勢
原
市
の
農
家
で
あ
っ
た
。
そ
の

弟
、
礼
三
郎
も
東
大
農
科
大
学
実
科
（
駒
場
農
学
校
の
後
身
）
を
出

て
い
る
。
そ
れ
も
伊
助
の
進
学
に
影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
母
親

助
の
兄
弟
は
五
男
五
女
も
あ
っ
た
か
ら
、
伊
助
の
い
と
こ
は
大
勢
い

栂
た
。
そ
の
中
に
は
、
辻
村
太
郎
（
地
理
学
）
・
内
田
清
之
助
（
烏
学
）
・

＃辻
勇
三
郎
（
心
理
学
）
の
兄
弟
、
内
田
恵
太
郎
（
水
産
学
）
・
昇
三
（
動

物
学
）
の
兄
弟
ら
が
い
る
。
伯
母
の
孫
だ
か
ら
一
世
代
下
る
が
、
吉

ハ
ル
ヒ
サ

川
春
寿
（
生
化
学
、
栄
養
学
）
も
そ
の
仲
間
で
あ
る
。
そ
の
中
で
情

之
助
は
伊
助
よ
り
三
歳
年
長
だ
っ
た
か
ら
、
伊
助
の
大
学
志
望
に
影
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伊
助
の
友
人
達

伊
助
は
二
局
在
学
中
か
ら
山
登
り
に
こ
っ
た
。
農
科
大
学
に
入
っ
て
か
ら
、
明
治
四
十
一
年
に
河
田
黙
、
那
須
皓
、
川
島
禄
郎
と
燕
か
ら
槍
・

穂
高
へ
行
っ
た
記
録
が
あ
る
。
三
人
は
何
れ
も
後
に
そ
れ
ぞ
れ
林
学
、
農
政
学
、
土
壌
肥
料
学
の
指
導
的
学
者
に
な
っ
た
人
達
で
あ
る
。
川
島
禄

郎
さ
ん
と
は
、
私
、
専
門
を
同
じ
く
し
て
、
学
会
で
は
度
々
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
当
時
私
は
先
生
と
伊
助
が
山
仲
間
で
あ
っ
た
と

は
知
ら
ず
、
先
方
も
私
を
旧
友
の
血
縁
と
は
ご
存
知
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊
助
の
話
は
出
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。

那
須
皓
先
生
は
、
山
登
り
は
ほ
ど
ほ
ど
で
終
っ
た
が
、
伊
助
と
の
友
情
は
深
く
、
終
生
彼
の
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
た
。
私
が
東
大
農
学
部
に
入

学
し
た
と
き
、
那
須
教
授
の
新
入
生
に
対
す
る
講
演
が
感
銘
の
深
い
も
の
だ
っ
た
。
中
味
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
名
調
子
と
目
３
斤
目
‐

罵
昌
。
口
（
田
園
の
文
化
）
と
い
う
言
葉
だ
け
を
半
世
紀
た
っ
た
今
も
憶
え
て
い
る
。
学
科
が
違
い
、
学
生
と
し
て
教
え
を
う
け
る
機
会
は
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後
個
人
的
に
親
し
く
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
先
生
は
終
戦
後
吉
田
首
相
に
見
込
ま
れ
て
、
農
林
大
臣
に
引
張
り
だ
さ
れ

響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
烏
の
研
究
と
烏
獣
保
護
行
政
の
草
分
け
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
元
来
は
東
大
農
科
大
学
の
獣
医
学
科
の
出
身

で
あ
っ
た
。
他
の
い
と
こ
達
は
伊
助
よ
り
年
下
で
、
逆
に
伊
助
の
影
響
を
受
け
る
側
に
い
た
。
四
歳
下
の
辻
村
太
郎
は
殊
に
そ
う
で
あ
っ
た
。

伊
助
よ
り
五
歳
年
長
の
兄
常
助
は
、
東
京
で
中
学
を
終
え
た
の
ち
、
大
学
志
望
を
許
さ
れ
ず
、
家
に
呼
び
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
商
人

に
は
な
ら
ず
、
温
室
を
作
っ
て
花
の
園
芸
を
は
じ
め
、
の
ち
に
辻
村
農
園
を
開
い
た
。
園
芸
（
花
、
果
樹
）
は
当
時
伝
統
的
な
農
業
と
は
別
種

の
、
西
洋
伝
来
の
ハ
イ
カ
ラ
な
も
の
と
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
。
三
井
財
閥
の
戸
越
農
園
が
開
か
れ
た
頃
で
あ
る
。
伊
助
も
ョ
－
ロ
ッ
パ
か
ら
戻
っ

て
き
て
か
ら
、
大
学
へ
戻
ら
ず
（
大
学
院
学
生
の
籍
を
お
い
た
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ
て
い
た
）
兄
の
農
園
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
て
、
農
芸

化
学
と
は
疎
遠
に
な
っ
た
。
当
時
の
辻
村
農
園
は
東
京
に
二
、
三
の
店
舗
を
持
っ
て
花
を
売
っ
て
お
り
、
種
子
の
通
信
販
売
も
や
っ
て
い
た
。
本

拠
の
農
園
は
今
の
小
田
原
駅
の
所
に
あ
っ
た
。
鉄
道
が
国
府
津
か
ら
小
田
原
に
延
び
、
鉄
道
用
地
と
し
て
買
収
さ
れ
た
の
で
、
ず
っ
と
山
の
方
に

移
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
を
契
機
に
営
業
を
事
実
上
中
止
し
、
常
助
は
専
ら
山
林
経
営
に
当
っ
た
。
山
に
移
っ
て
か
ら
の
農
園
の
跡
は
、
現
在
小

田
原
市
の
辻
村
植
物
公
園
と
し
て
梅
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
。
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楽
や
芝
居
見
物
が
好
き
で
、

我
は
た
だ
荒
山
を
恋
う

雪
山
讃
歌
の
「
お
れ
達
は

く
、
よ
く
遊
ん
だ
ら
し
い
。

そ
う
い
う
こ
と
は
後
に
き
い
た
こ
と
で
、
両
先
生
か
ら
直
接
き
い
た
こ
と
で
は
な
い
。
今
に
な
っ
て
み
れ
ば
、
伊
助
の
学
生
時
代
の
こ
と
を
両

先
生
か
ら
き
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
悔
ま
れ
る
が
、
当
時
は
生
意
気
盛
り
で
、
そ
う
い
う
こ
と
に
は
と
ん
と
興
味
が
な
か
っ
た
。
両
先
生
と
も

私
が
旧
友
の
甥
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
う
い
う
話
題
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
後
藤
先
生
か
ら
は
有
機
化
学
を
教
わ
っ
た
の
だ

が
、
話
好
き
な
方
で
、
進
化
論
や
生
命
論
に
つ
い
て
若
い
者
に
議
論
を
吹
掛
け
ら
れ
、
こ
ち
ら
も
背
の
び
し
た
応
答
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊
助
の
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
に
加
藤
完
治
が
い
た
。
農
学
校
の
教
師
を
振
出
し
に
、
後
に
日
本
国
民
高
等
学
校
を
興
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の

農
業
協
同
組
合
主
義
を
模
範
と
し
た
私
立
の
農
民
学
校
で
あ
っ
た
。
彼
は
満
州
事
変
の
あ
と
満
州
移
民
を
推
進
し
、
内
原
訓
練
所
を
主
宰
し
て
、

イ
ヤ
サ
カ

チ
プ
リ

チ
ー
プ
ー
リ
ー

農
村
青
年
を
満
州
開
拓
に
送
出
し
た
。
最
初
の
弥
栄
村
開
拓
団
、
千
振
開
拓
団
（
七
虎
力
）
以
来
、
満
州
農
業
移
民
の
精
神
的
指
導
者
だ
っ
た
。

そ
の
い
か
つ
い
風
貌
と
共
に
、
農
本
主
義
と
日
本
精
神
を
声
高
く
唱
え
る
最
右
翼
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
偏
狭
な
右
翼
で
は
な

く
、
そ
の
思
想
の
出
発
点
は
少
し
違
う
よ
う
だ
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
国
で
あ
り
、
協
同
組
合
主
義
の
基
盤
は
キ
リ
ス
ト
教
だ
。

加
藤
さ
ん
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
す
る
前
に
伊
助
の
家
に
泊
り
こ
ん
で
、
伊
助
と
ロ
ー
ザ
か
ら
英
独
会
話
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活
の
ノ
ゥ
ハ
ゥ
を
習

伊
助
は
明
治
四
十
五
年
に
東
大
農
芸
化
学
科
を
卒
業
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
級
生
に
後
に
教
授
に
な
っ
た
後
藤
格
次
、
鈴
木
文
助
が
い
た
。
私

は
昭
和
十
年
に
そ
の
同
じ
学
科
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
入
っ
て
か
ら
叔
父
の
伊
助
が
そ
こ
の
卒
業
生
だ
と
父
に
き
い
て
変
な
気
が
し
た
。
伊
助

の
仕
事
と
も
思
い
出
と
も
と
ん
と
結
び
付
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
学
生
時
代
の
伊
助
は
山
登
り
の
ほ
か
に
、
ポ
ー
ト
の
選
手
で
も
あ
り
、
音

楽
や
芝
居
見
物
が
好
き
で
、
写
真
に
こ
り
和
歌
も
よ
ん
だ
。

我
は
た
だ
荒
山
を
恋
う
児
等
は
み
な
あ
り
の
す
さ
び
の
人
ば
か
り
恋
う

雪
山
讃
歌
の
「
お
れ
達
は
町
に
は
住
め
な
い
か
ら
に
」
み
た
い
で
、
子
供
っ
ぽ
い
が
、
伊
助
の
学
生
時
代
の
作
で
あ
る
。
よ
く
学
び
は
と
も
か

（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
構
）
の
［

く
な
る
ま
で
頭
脳
明
蜥
で
あ
っ
た
。

よ
う
と
し
た
が
、
農
地
改
革
に
対
す
る
考
え
方
が
占
領
軍
の
左
派
と
合
わ
ず
、
公
職
追
放
に
引
掛
け
ら
れ
て
、
大
学
を
去
ら
れ
た
。
後
Ｆ
Ａ
Ｏ

（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
構
）
の
日
本
代
表
、
イ
ン
ド
大
使
（
ネ
パ
ー
ル
兼
任
）
な
ど
幅
広
い
活
動
を
さ
れ
、
九
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
亡
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『
尾
瀬
と
鬼
怒
沼
』
の
名
著
で
山
好
き
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
武
田
久
吉
は
、
『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
に
追
憶
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
震
災
の
二

ヶ
月
前
に
箱
根
湯
本
の
伊
助
宅
を
訪
れ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
（
岳
人
だ
よ
り
、
日
本
岳
人
全
集
月
報
３
昭
四
十
三
年
）
。

伊
助
が
ロ
ン
ド
ン
を
本
拠
に
し
て
山
歩
き
ば
か
り
し
て
い
た
と
き
、
一
番
の
頼
り
は
武
田
だ
っ
た
。
武
田
は
当
時
キ
ュ
ウ
植
物
園
に
お
り
、
ロ

ン
ド
ン
理
工
科
大
学
で
講
義
を
受
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
風
来
坊
の
伊
助
と
違
っ
て
、
二
つ
の
祖
国
を
持
つ
武
田
は
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
か
ら
、
伊
助
に
と
っ
て
こ
ん
な
便
利
で
頼
り
甲
斐
の
あ
る
友
人
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
読
者
の
多
く
は
武
田
が
、
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
日
本
の
変
革
の
立
会
人
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
子
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
と
思
う
。

伊
助
の
欧
州
滞
在
は
自
由
閼
達
で
、
下
宿
で
神
経
衰
弱
に
な
っ
た
よ
う
な
そ
の
師
漱
石
（
一
高
で
教
わ
っ
た
）
と
は
大
違
い
で
あ
っ
た
。
本
人

の
性
格
と
会
話
力
に
も
よ
ろ
う
が
、
武
田
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
伊
助
が
英
会
話
を
ど
こ
で
憶
え
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
当
時
は

ま
だ
大
学
で
外
人
教
師
か
ら
も
講
義
を
き
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
藤
茂
吉
を
含
め
て
三
人
と
も
イ
ギ
リ
ス
人
に
負
け
な
い
大
男
で
あ
っ

た
（
目
方
は
そ
う
で
も
な
い
が
）
。
喧
嘩
を
す
れ
ば
負
け
る
と
い
う
威
圧
感
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

辻
村
農
園
で
伊
助
の
高
山
植
物
研
究
に
協
力
し
た
人
に
、
石
井
勇
義
と
大
場
守
一
が
い
た
。
石
井
は
後
に
雑
誌
「
実
際
園
芸
」
の
主
幹
を
永
く

や
り
、
園
芸
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
草
分
け
で
あ
る
。
園
芸
大
辞
典
六
巻
（
一
九
五
六
年
誠
文
堂
新
光
社
）
の
編
著
者
で
あ
り
、
恵
泉
女
子
園
芸

短
大
の
教
授
で
も
あ
っ
た
。
大
場
は
洋
蘭
の
大
場
農
園
を
お
こ
し
、
後
継
者
に
よ
っ
て
今
も
盛
ん
で
あ
る
。

っ
て
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
満
州
か
ら
命
か
ら
が
ら
引
揚
げ
て
き
た
人
達
の
中
か
ら
、
あ
い
つ
に
煽
動
さ
れ
て
満
州
に
渡
っ
て
ひ
ど
い
目
に
あ
っ

た
と
い
う
声
が
き
こ
え
な
い
の
は
、
彼
の
人
徳
で
あ
ろ
う
。
引
揚
者
と
共
に
白
河
の
奥
の
開
拓
地
に
入
っ
て
、
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

山
登
り
の
仲
間
の
高
野
鷹
蔵
の
本
業
は
横
浜
の
旅
館
の
主
人
だ
っ
た
。
山
登
り
の
ほ
か
に
飼
烏
に
こ
り
、
私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
桁
の

頃
に
は
、
東
京
の
阿
佐
ヶ
谷
で
飼
烏
の
研
究
に
打
込
ん
で
い
た
。
小
鳥
の
小
舎
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
子
供
心
に
そ
の
お
宅
へ
行
く
の
が
楽
し
か

っ
た
。
ず
っ
と
後
に
、
鷹
蔵
氏
の
二
男
で
私
と
同
年
の
男
に
、
久
し
ぶ
り
に
ぱ
っ
た
り
顔
を
合
せ
た
の
は
聯
隊
の
営
庭
で
あ
っ
た
。
共
に
赤
紙
で

集
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
私
は
そ
の
前
に
や
っ
た
病
気
の
後
遺
症
で
追
返
さ
れ
て
助
か
っ
た
が
、
彼
は
大
陸
へ
出
征
し
て
、
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
老
い
た
鷹
蔵
氏
が
い
た
い
た
し
か
っ
た
。
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伊
助
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
私
は
ま
だ
九
歳
だ
っ
た
か
ら
、
伊
助
の
友
人
に
関
す
る
思
い
出
は
偏
っ
て
い
て
、
伊
助
の
没
後
も
そ
の
兄
常
助
と

交
際
の
あ
っ
た
方
に
限
ら
れ
て
い
る
。
小
烏
烏
水
、
近
藤
茂
吉
、
茨
木
猪
之
吉
そ
の
他
多
数
の
方
が
お
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ

れ
ら
の
方
々
と
の
交
際
ぶ
り
か
ら
伊
助
を
紡
佛
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
己
紹
介
を
す
る
と
、
私
は
伊
助
の
兄
常
助
の
子
で
あ
る
。
東
京
大

学
の
農
芸
化
学
科
を
出
て
、
そ
こ
の
助
教
授
や
ら
東
北
大
学
の
教
授
な
ど
を
勤
め
て
、
定
年
退
職
し
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
。
叔
父
と
違
っ
て
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
商
売
に
し
て
、
そ
の
一
生
も
終
り
に
近
づ
い
た
人
間
で
あ
る
。
若
い
頃
に
は
山
登
り
も
し
て
、
田
口
二
郎
、
高
木
正
孝
、
渡

辺
兵
力
の
諸
君
の
あ
と
に
く
っ
つ
い
て
歩
い
た
。
そ
の
田
口
さ
ん
と
雑
談
し
た
際
に
今
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
を
文
章
に
し
ろ
と
い
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
が
再
刊
さ
れ
る
た
び
に
何
度
か
小
文
を
書
か
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
ま
た
駄
文
を
弄
す
る
次
第
で
あ
る
。
中
里
さ
ん
が
取

材
に
来
ら
れ
た
時
に
、
お
話
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
つ
い
に
思
い
う
か
ば
ず
、
お
話
し
し
そ
こ
な
っ
た
こ
と
が
多
い
。

追
記
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な
く
な
ら
れ
た
元
会
長
・
木
暮
理
太
郎
先
生
の
記
念
碑
を
奥
秩
父
（
先
生
の
言
わ
れ
た
「
秩
父
の
奥
山
」
）
に
つ
く
れ
れ
ば
と
思
っ
た
の
は
戦

後
間
も
な
く
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
つ
と
め
先
の
同
僚
、
石
楠
花
山
岳
会
の
市
村
為
孝
君
に
相
談
し
た
ら
「
会
で
何
と
か
作
り
ま
し
ょ
う
よ
」
と
言

っ
て
く
れ
た
。
ち
な
み
に
石
楠
花
山
岳
会
は
昭
和
十
七
年
六
月
に
奥
秩
父
を
主
と
し
て
対
象
に
す
る
、
都
の
交
通
局
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
結
成

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
小
生
が
会
長
に
と
頼
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
早
速
、
木
暮
先
生
に
こ
の
こ
と
を
申
し
あ
げ
、
会
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
会
報
に
ど
う
か
と
墨
書
で
「
石
楠
花
」
と
タ
テ
書
と
ヨ
コ
書
の
表
紙
文
字
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
会
報

に
ヨ
コ
書
を
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
会
名
も
奥
秩
父
に
ち
な
ん
で
「
石
楠
花
」
を
選
ん
だ
の
だ
っ
た
。

そ
こ
で
木
暮
未
亡
人
に
そ
の
こ
と
を
相
談
に
武
蔵
野
市
の
お
宅
へ
う
か
が
っ
た
ら
、
親
類
の
者
た
ち
と
も
考
え
合
っ
て
ご
返
事
し
ま
し
ょ
う
、

と
の
こ
と
。
間
も
な
く
「
一
同
よ
ろ
こ
ん
で
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
て
お
り
ま
す
」
と
の
お
知
ら
せ
を
得
た
。
早
速
、
日
本
山
岳
会
の

故
・
藤
島
敏
男
さ
ん
と
故
・
松
方
三
郎
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
へ
相
談
に
う
か
が
っ
た
ら
「
よ
い
こ
と
だ
か
ら
協
力
す
る
よ
」
と
言
っ
て
く
だ

故
・
藤
島
敏
男
さ
ん
と
故
・
松
方
三

さ
っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し
た
の
で
あ
る
。

石
楠
花
山
岳
会
の
例
会
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
「
木
暮
先
生
讃
碑
建
立
の
件
」
と
し
て
決
定
は

「
奥
秩
父
金
峯
山
五
丈
石
に
建
立
す
る
こ
と
、
募
金
関
係
は
今
後
決
定
す
る
こ
と
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
会
は
急
に
い
そ
が
し
く
な
っ
た
。

木
暮
碑
以
前

小

野

幸

110



木暮碑以前

治
さ
ん
、

そ
の
後
、
東
京
都
で
は
「
金
銭
物
品
等
の
寄
付
募
集
に
関
す
る
条
例
、
同
施
行
規
則
」
が
公
布
さ
れ
た
の
で
許
可
申
請
害
を
提
出
、
募
金
許
可

書
「
総
地
募
二
二
一
号
」
を
得
た
。

募
金
は
主
と
し
て
先
生
の
つ
と
め
先
で
あ
っ
た
都
庁
関
係
の
方
々
を
主
と
し
て
廻
っ
た
り
、
国
立
公
園
法
を
勉
強
し
た
り
、
製
作
者
を
ど
な
た
に

し
よ
う
か
な
ど
テ
ン
テ
コ
マ
イ
の
日
が
つ
づ
い
た
。

製
作
者
は
日
頃
親
し
く
し
て
い
た
石
井
鶴
三
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
知
人
に
話
す
と
「
先
生
は
依
頼
作
品
が
十
年
先
ま
で

た
ま
っ
て
い
る
よ
」
だ
っ
た
し
、
墓
碑
銘
を
た
の
ん
だ
ら
三
年
目
に
や
っ
と
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
伝
説
も
知
っ
て
い
る
の
で
あ
き
ら
め
た
。
藤
島

さ
ん
に
相
談
し
た
ら
「
久
ち
ゃ
ん
は
ど
う
か
な
」
で
あ
っ
た
。
上
高
地
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
像
の
作
者
、
佐
藤
久
一
朗
さ
ん
で
あ
る
。
佐
藤
さ
ん
は

「
つ
く
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
引
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
一
月
、
石
楠
花
の
例
会
で
実
行
委
員
選
定
と
趣
旨
書
内
容
の
検
討
が
議
題
と
な
り
、
委
員
は
実
行
委
員
長
が
小
野
、
委
員
が
市

村
、
八
田
、
一
柳
、
松
島
の
四
名
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
会
の
例
会
は
総
会
的
な
性
格
も
あ
り
、
年
一
回
の
総
会
（
山
神
祭
）
は
各
地
を
選

ん
で
行
わ
れ
、
主
と
し
て
懇
親
会
が
主
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
た
だ
ち
に
会
で
は
会
費
か
ら
趣
意
書
（
ガ
リ
版
ず
り
）
と
建
立
に
つ
い
て

の
ご
意
見
書
を
作
り
未
亡
人
に
お
聞
き
し
た
り
し
な
が
ら
先
生
の
友
人
、
知
人
と
思
わ
れ
る
方
々
に
郵
送
し
た
。
会
計
責
任
者
は
市
村
君
、
事
務

取
扱
所
も
同
君
宅
と
し
た
。
碑
の
概
要
は
「
様
式
、
青
銅
版
に
故
先
生
の
上
半
身
を
浮
彫
す
る
」
「
製
作
者
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
像
製
作
者
、
佐
藤
久

一
朗
先
生
」
「
建
立
所
、
金
峯
山
頂
五
丈
石
」
「
除
幕
式
、
未
定
」
「
経
費
金
五
万
円
」
「
醗
金
、
会
員
並
に
賛
同
者
の
寄
付
（
一
口
百
円
）
」
と
し

た一
O B且fTT

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
募
金
に
応
じ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
送
金
が
つ
づ
い
た
。
と
こ
ろ
が
困
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
一
般
の
方
々
は
こ

の
計
画
に
賛
成
で
す
、
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
大
半
な
の
に
建
立
場
所
が
気
に
く
わ
な
い
と
の
方
が
二
人
お
ら
れ
、
そ
の
一
方
は
故
・
田
部
重

「
金
峯
山
の
頂
上
に
そ
う
い
う
も
の
を
作
る
こ
と
は
中
止
し
て
他
に
方
法
を
考
え
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
か
り
に
そ

＊
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す
が
、
そ
れ
を
ど
う
し
て
管
理
し
ま
す
か
」
。

そ
し
て
、
故
・
中
村
清
太
郎
さ
ん
で
し
た
。

「
山
の
天
然
を
損
傷
す
る
こ
と
は
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
極
力
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
の
持
論
か
ら
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
場
合
外

な
ら
ぬ
木
暮
君
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
例
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。
五
丈
石
の
よ
う
な
場
所
は
殊
に
そ
う
で
す
」
。

と
こ
ろ
が
五
丈
石
大
賛
成
と
申
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。
故
・
黒
田
正
夫
さ
ん
（
元
会
員
）
で
す
。

「
何
と
す
ば
ら
し
い
思
い
付
き
か
と
存
じ
ま
す
。
奥
秩
父
は
木
暮
さ
ん
の
山
と
い
っ
た
思
い
で
す
。
あ
の
中
央
線
か
ら
よ
く
見
え
る
五
丈
石
が

木
暮
さ
ん
の
紀
念
碑
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
に
喜
ん
で
下
さ
る
で
せ
う
。
あ
の
ひ
げ
の
中
に
あ
る
よ
う
な
小
さ
な
眼
と
大
き
な
平
い
鼻
と
口
と
を
ほ

こ
る
ば
し
て
、
に
こ
に
こ
笑
っ
て
下
さ
る
の
が
眼
に
浮
び
ま
す
、
是
非
決
行
し
て
下
さ
い
。
も
し
こ
の
企
て
に
じ
ゃ
じ
ゃ
を
入
れ
る
人
が
あ
る
な

ら
、
ほ
ん
と
に
有
志
だ
け
で
決
行
し
て
下
さ
い
。
出
来
る
だ
け
の
御
手
伝
を
さ
し
て
戴
き
ま
す
。
上
高
地
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
坊
主
の
碑
を
た
て
る
の

と
は
意
味
が
違
い
ま
す
。
木
暮
さ
ん
に
五
丈
石
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
日
本
の
山
を
眺
め
さ
し
て
下
さ
い
」
。

こ
こ
で
石
楠
花
の
仲
間
か
ら
も
碑
の
管
理
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
三
峯
に
秩
父
宮
様
の
碑
が
完
全
に
保
管
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ほ
と
ん
ど
心
配
を
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
と
な
り
、
先
生
に
関
係
の
あ
る
麓
の
集
落
、
栃
本
と
金
山
と
提
案
し
た
ら
会
の
全
員

が
「
金
山
で
す
ね
」
と
の
こ
と
。
会
で
は
一
年
中
、
合
宿
に
金
山
の
有
井
宅
（
有
井
館
）
を
使
っ
て
い
た
か
ら
か
、
す
ば
ら
し
い
金
峯
が
仰
げ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
早
速
、
そ
れ
か
ら
二
、
三
回
、
先
代
有
井
益
次
郎
さ
ん
の
案
内
で
露
岩
の
よ
い
の
を
さ
が
し
、
や
っ
と
有
井
宅
裏
山
で
、
金
峯

の
見
え
る
独
立
岩
を
見
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
現
在
の
移
さ
れ
た
場
所
よ
り
上
手
で
あ
る
。
ま
た
、
栃
本
は
清
水
武
甲
さ
ん
他
の
方
の

れ
を
五
丈
石
に
と
り
つ
け
る
と
し
て
も
保
管
を
ど
う
し
ま
す
か
。
恐
ら
く
そ
れ
を
き
ず
つ
け
、
い
た
ず
ら
す
る
人
間
が
あ
り
そ
う
に
考
え
ら
れ
ま

希
望
だ
っ
た
。

そ
の
頃
の
こ
ぼ
れ
話
も
思
い
出
す
。
日
本
山
岳
会
越
後
支
部
の
藤
島
玄
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
に
「
高
頭
翁
寿
像
献
金
と
交
換
に
し
て
頂
き
た
く
、

二
百
円
か
三
百
円
の
程
度
で
如
何
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
右
寿
像
は
支
部
に
於
て
約
二
万
円
の
赤
字
で
実
は
閉
口
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」
。

こ
れ
に
つ
い
て
会
の
市
村
君
は
ど
う
処
理
し
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
高
頭
さ
ん
か
ら
は
わ
ざ
わ
ざ
ご
献
金
の
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
お
ぼ
え
て
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募
金
は
思
っ
た
通
り
順
調
に
進
ん
で
行
っ
た
。
特
に
藤
島
さ
ん
と
松
方
さ
ん
に
は
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
藤
島
さ
ん
は
わ
ざ
わ
ざ
御
殿
場
の
秩
父

宮
別
邸
に
ま
で
足
を
は
こ
ば
れ
、
白
金
の
朝
香
家
に
も
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
松
方
さ
ん
へ
は
月
一
回
ぐ
ら
い
ず
つ
、
集
金
状
態
を
報
告
に
う
か

新
し
く
作
ら
れ
た
趣
意
書
は
霧
の
旅
と
合
同
と
し
て
副
委
員
長
に
神
谷
恭
、
委
員
に
鶴
岡
元
之
助
、
塚
本
閤
治
、
野
口
末
延
、
松
本
善
こ
の
各

氏
が
加
わ
り
、
「
讃
碑
完
成
の
暁
は
先
生
の
親
ま
れ
た
日
本
山
岳
会
に
寄
贈
致
し
永
久
に
保
管
保
存
を
お
願
い
致
す
予
定
で
す
」
を
趣
意
書
に
加

筆
し
た
。
こ
の
こ
と
は
藤
島
さ
ん
と
松
方
さ
ん
に
は
申
し
あ
げ
て
お
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
賛
助
員
を
定
め
、
趣
意
書
に
列
記
す
る
こ
と

に
し
、
霧
の
旅
は
日
本
山
岳
会
の
方
々
、
石
楠
花
は
都
庁
関
係
者
に
あ
た
っ
た
。

こ
の
賛
助
員
は
三
十
二
名
と
な
っ
た
。
そ
の
中
、
都
庁
関
係
は
す
ぐ
な
く
、
都
山
岳
部
の
元
部
長
石
原
憲
治
さ
ん
、
先
生
の
お
ら
れ
た
市
史
編

さ
ん
室
の
鷹
見
安
二
郎
さ
ん
、
安
井
都
知
事
を
引
っ
ぱ
り
出
す
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
大
木
操
（
上
高
地
で
ウ
ェ
ス
ト
ン
を
写
し
た
方
）
、
山
田
文

雄
の
二
副
知
事
に
了
承
し
て
い
た
だ
き
、
秩
父
の
清
水
武
甲
さ
ん
と
秩
父
鉄
道
の
吉
田
浩
堂
さ
ん
、
そ
れ
に
山
と
渓
谷
社
と
朋
文
堂
の
社
長
に
も

お
願
い
し
た
。

＊

昭
和
二
十
五
年
二
月
は
じ
め
だ
っ
た
か
、
藤
島
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
て
、
日
本
山
岳
会
の
士
曜
会
に
持
っ
て
い
っ
て
趣
意
書
を
渡
し
て
お
願
い

し
て
は
、
と
言
わ
れ
た
。
当
時
の
日
本
山
岳
会
は
お
茶
の
水
に
あ
っ
て
「
ル
ー
ム
」
と
か
「
図
書
室
」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の
日
も
十
数
名
集
ま

っ
て
お
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
神
谷
バ
ー
」
が
開
か
れ
、
マ
ス
タ
ー
の
故
・
神
谷
恭
さ
ん
も
お
ら
れ
た
。
神
谷
さ
ん
は
「
こ
の
計
画
に
『
霧
の
旅
』

も
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
ね
」
と
私
に
言
わ
れ
た
。
こ
の
会
は
人
も
知
る
山
岳
会
で
木
暮
先
生
と
武
田
博
士
は
深
い
関
係
が
あ
り
、
先
生
の
追
悼

号
も
出
さ
れ
て
い
る
程
な
の
だ
。
早
速
そ
の
こ
と
を
石
楠
花
の
例
会
で
協
議
し
て
合
同
主
催
を
決
定
し
た
。
そ
こ
で
正
式
に
霧
の
旅
会
と
石
楠
花

山
岳
会
で
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
五
月
十
九
日
だ
っ
た
か
、
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
で
夜
の
六
時
半
か
ら
行
わ
れ
、
霧
の
旅
か
ら
神
谷
、
野

口
両
氏
、
石
楠
花
か
ら
市
村
、
一
柳
、
松
島
、
山
下
、
小
野
の
五
名
で
趣
意
書
の
印
刷
し
な
お
し
（
共
同
主
催
と
し
て
）
と
碑
の
位
置
変
更
を
伝

』
え
拷
佶

い
る
。
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が
っ
た
。
集
ま
り
具
合
を
気
に
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
献
金
依
頼
は
一
度
だ
け
で
催
促
は
け
っ
し
て
し
な
い
こ
と
だ
よ
、
と
言
わ
れ
、
た
り

な
け
れ
ば
出
す
か
ら
と
、
集
金
簿
を
見
な
が
ら
二
度
も
献
金
く
だ
す
っ
た
。

た
が
、
金
峯
仙

（
土
）
に
披
露

ど
前
で
あ
る
。

御
見
送
り
い
た
し
度
、
五
月
四
日
に
御
立
ち
と

時
で
御
座
い
ま
せ
う
か
御
報
ら
せ
願
上
ま
す
」
。

除
幕
式
は
五
月
六
日
で
あ
っ
た
が
、
私
は
朱

私
は
先

に
な
っ
た
主
と
し
た
方
々
は
、

木
暮
友
枝
木
暮
美
枝
子
野
田
九
浦
野
田
高
梧
野
田
玲
子
（
以
上
木
暮
家
）
藤
島
敏
男
松
方
三
郎
田
部
重
治
田
辺
主
計
成

瀬
岩
雄
山
崎
春
雄
加
藤
泰
安
佐
藤
久
一
朗
堀
田
弥
一
吉
田
竹
志
望
月
達
夫
島
田
巽
石
原
巖
槇
有
恒
日
高
信
六
郎
福

井
正
吉
麻
生
武
治
谷
口
現
吉
村
井
米
子
高
木
正
孝
入
沢
文
明
佐
久
間
宏
（
以
上
日
本
山
岳
会
）
石
原
憲
治
原
全
敬
鷹
見
安

二
郎
川
崎
房
五
郎
原
田
幹
市
（
以
上
都
庁
）
神
谷
恭
野
口
末
延
（
以
上
霧
の
旅
会
）
市
村
為
孝
松
島
生
寿
一
柳
兵
象
金
田

喜
雄
小
野
幸
（
以
上
石
楠
花
山
岳
会
）
な
ど
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
五
月
一
日
付
で
木
暮
未
亡
人
か
ら
市
村
君
あ
て
に
、

「
先
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
お
か
げ
様
に
て
木
暮
像
立
派
に
出
来
上
り
、
一
同
よ
ろ
こ
び
感
謝
い
た
し
て
居
り
、
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

さ
て
金
山
行
の
事
は
私
事
小
野
様
に
も
御
通
知
申
し
あ
げ
ま
し
た
通
り
乍
残
念
不
参
と
定
め
ま
し
た
。
せ
め
て
レ
リ
ー
フ
御
運
び
頂
き
ま
す
折
を

御
見
送
り
い
た
し
度
、
五
月
四
日
に
御
立
ち
と
伺
ひ
ま
し
た
が
確
実
の
時
間
を
御
知
ら
せ
下
さ
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
新
宿
と
存
じ
ま
す
が
幾

四
月
二
十
八
日
の
レ
リ
ー
フ
披
露
に
は
思
い
が
け
い
方
々
も
見
え
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
は
五
月
二
日
ま
で
置
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
い
で

い
そ
が
し
く
、
あ
わ
た
だ
し
い
一
年
あ
ま
り
が
す
ぎ
て
、
佐
藤
久
一
朗
さ
ん
製
作
の
レ
リ
ー
フ
も
出
来
あ
が
っ
た
。
除
幕
式
の
期
日
も
決
定
し

か
、
金
峯
山
麓
の
山
梨
県
の
金
山
ま
で
は
行
か
れ
ぬ
方
々
の
た
め
に
、
日
本
山
岳
会
図
書
室
を
お
借
り
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日

室
に
披
露
会
を
開
く
こ
と
に
し
、
関
係
の
方
々
に
現
地
の
除
幕
式
の
こ
と
と
共
に
案
内
状
を
さ
し
あ
げ
た
。
こ
の
日
は
除
幕
式
の
一
週
間
ほ

＊

生
が
明
治
二
十
九
年
初
め
て
こ
の
奥
秩
父
に
入
ら
れ
た
時
通
ら
れ
た
十
文
字
峠
（
金
峯
山
よ
り
梓
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は
「
先
生
今

語
ら
れ
た
。

山
に
降
り
ら
れ
て
）
を
逆
に
越
え
、
そ
れ
よ
り
信
州
峠
を
越
し
て
現
地
の
金
山
に
入
っ
た
の
が
四
日
だ
っ
た
。
金
山
は
梅
こ
そ
咲
き
は
じ
め
た

が
、
桜
も
桃
も
つ
ぼ
み
は
固
く
、
標
高
一
三
○
○
勝
の
こ
の
草
原
は
よ
う
や
く
初
春
、
落
葉
松
の
新
芽
も
や
っ
と
こ
、
三
分
、
鈴
蘭
は
見
え
な
か

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
韮
崎
駅
経
由
で
石
楠
花
の
市
村
君
達
が
リ
リ
ー
フ
を
特
大
の
キ
ス
リ
ン
グ
に
入
れ
て
金
山
に
着
く
。
五
日
に
は
石
屋
が
里

か
ら
登
っ
て
来
て
夕
方
ま
で
か
か
っ
て
、
や
っ
と
岩
石
に
取
り
付
け
ら
れ
た
。

明
日
の
除
幕
式
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
々
で
有
井
館
は
超
満
員
、
宿
屋
を
開
業
し
て
は
じ
め
て
の
泊
り
客
（
百
三
十
名
）
だ
そ
う
だ
。
当
夜

は
「
先
生
を
偲
ぶ
講
話
会
」
が
開
か
れ
、
日
本
山
岳
会
の
藤
島
、
日
高
、
佐
藤
（
久
）
と
霧
の
旅
の
松
本
の
諸
氏
が
あ
り
し
日
の
先
生
の
面
影
を

四
、
来
賓
の
お
言
葉

六
日
は
晴
天
、
宿
よ
り
五
分
ほ
ど
登
っ
た
現
地
で
除
幕
式
が
ひ
ら
か
れ
た
。
次
第
は
次
の
通
り
で
、
進
行
係
は
市
村
君
が
行
な
っ
て
く
れ
た
。

二
、
除
幕

三
、
経
過
報
告

一
、
開
会
の
言
葉

増
富
村
長

日
本
山
岳
会

同
甲
府
支
部

日
本
体
育
会

都
立
九
段
高
校
山
岳
部

証
券
取
引
所
山
岳
部

碑
の
出
来
る
ま
で
（
石
）
小
野

碑
の
将
来
に
つ
い
て
（
霧
）
神
谷

（
霧
）
野
口

（
山
）
藤
島

藤
島

今
井

福
井

徳
久

秋
葉
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こ
の
日
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
（
夏
時
間
制
）
の
第
一
日
で
、
晴
れ
た
空
の
下
、
金
峯
、
瑞
惜
、
八
幡
、
木
賊
の
山
々
は
く
っ
き
り
と
浮
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
冬
の
面
影
の
残
雪
は
べ
っ
と
り
と
山
肌
に
ま
と
っ
て
い
た
。
そ
の
時
私
は
先
生
が
、
あ
の
明
治
二
十
九
年
は
じ
め
て
こ
の
金
峯
山

頂
に
登
ら
れ
た
時
を
追
想
さ
れ
て
記
し
た
「
菌
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
い
ふ
つ
く
り
し
た
青
い
岩
高
蘭
や
苔
桃
の
中
に
身
を
埋
め
て
、
仰
向
け
に
寝

転
ん
だ
ま
ま
、
経
文
を
謂
す
る
人
声
が
耳
に
入
る
ま
で
、
長
い
間
空
を
見
詰
め
て
考
え
に
耽
っ
て
い
た
。
そ
し
て
此
時
初
め
て
沁
々
と
山
を
味
う

こ
と
を
体
得
し
た
の
で
あ
っ
た
」
の
文
章
を
思
い
浮
べ
る
の
だ
っ
た
。
な
お
、
式
へ
の
参
加
の
主
な
方
々
は
、

藤
島
今
井
早
川
安
古
沢
日
高
佐
藤
久
福
井
石
川
貞
徳
久
九
段
高
山
岳
部
員
石
原
憲
牧
野
松
本
善
野
口
神
谷

諸
岡
楠
山
金
田
沼
田
松
島
中
川
一
柳
林
市
村
原
田
証
券
取
引
所
山
岳
部
小
野

な
ど
で
、
特
に
地
元
の
方
々
は
数
多
く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

以
上
、
木
暮
理
太
郎
先
生
の
讃
碑
（
レ
リ
ー
フ
）
の
建
て
ら
れ
る
ま
で
の
歩
み
を
記
し
た
。
当
時
こ
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
れ
た
方
々
の
中

に
多
く
の
逝
か
れ
た
方
を
数
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
世
の
さ
だ
め
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
終
り
に
、
何
や
か
や
と
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
、
今
は
亡
き

日
本
山
岳
会
の
藤
島
敏
男
さ
ん
と
松
方
三
郎
さ
ん
、
そ
し
て
佐
藤
久
一
朗
さ
ん
に
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
碑
の
除
幕
式
が
募
金
の
趣
旨
書
に
従
っ
た
日
本
山
岳
会
へ
の
贈
呈
式
の
日
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
昭
六
二
・
六
）

五
、
閉
会
の
言
葉
（
石
）
一
柳
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追 ｣l卓

山
本
吉
之
助
さ
ん
が
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
三
日
午
後
八
時
四
十
五
分
、
療

養
の
甲
斐
な
く
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
五
歳
で
し
た
。

御
家
族
の
方
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
山
本
さ
ん
と
親
し
く
交
っ
て
お
ら
れ
た

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
定
め
し
お
嘆
き
の
こ
と
と
心
か
ら
お
悔
や
み
を
致
し

て
お
り
ま
す
。
私
の
親
父
と
同
年
の
せ
い
か
今
も
哀
惜
の
情
で
胸
一
杯
で
す
。

山
本
さ
ん
は
昭
和
二
十
三
年
に
兵
庫
県
山
岳
連
盟
の
創
立
に
参
画
し
、
以
来

副
会
長
に
就
任
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
同
顧
問
に
な
ら
れ
て
か
ら
も
色
々
と
連

盟
運
営
と
後
進
の
指
導
に
尽
さ
れ
た
努
力
は
、
六
十
年
近
く
今
日
の
連
盟
発
展

の
礎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
か
ら
私
は
連
盟
の
役
員
の
仲
間
入
り
し
て
以
来
慈
父
の
如
く

指
導
を
得
ま
し
た
数
々
は
、
と
て
も
表
現
出
来
な
い
程
に
多
く
心
に
描
か
れ
て

お
り
ま
す
。

山
本
さ
ん
は
豪
放
、
快
活
、
円
満
な
人
柄
で
侠
気
に
も
似
た
人
情
の
持
主
で

し
た
。
山
と
ス
キ
ー
が
大
好
き
で
大
学
も
わ
ざ
わ
ざ
北
海
道
を
選
ん
で
の
進
学

で
し
た
。
卒
業
後
京
都
大
学
の
大
学
院
を
経
て
朝
鮮
の
京
大
演
習
林
に
直
行

し
、
や
が
て
演
習
林
長
と
な
り
ま
し
た
。

､凸

ﾕ巳

山
本
吉
之
助
氏
（
一
九
○
二
’
一
九
八
六
）

悼

山
地
経
営
の
優
れ
た
専
門
家
と
し
て
の
山
本
さ
ん
は
、
当
時
山
地
改
良
整
備

の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
神
戸
市
が
昭
和
十
二
年
に
山
本
さ
ん
を
招
聰
し
て

山
地
課
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
十
三
年
の
大
水
害
に
よ
り
庭
大
な
被
害
を

受
け
た
背
山
の
六
甲
山
復
旧
と
緑
化
に
は
林
学
者
の
山
本
さ
ん
の
努
力
で
そ
の

全
域
を
手
掛
け
ら
れ
、
現
在
に
い
た
り
緑
が
豊
か
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
第
一
に
大
の
ビ
ー
ル
党
を
忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
山
本
さ
ん
の
在

る
と
こ
ろ
に
ビ
ー
ル
あ
り
、
ビ
ー
ル
の
在
る
と
こ
ろ
に
山
本
さ
ん
あ
り
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
酔
う
程
に
明
朗
闇
達
そ
の
も
の
で
歌
は

正
調
木
曽
節
、
北
大
寮
歌
が
必
ず
聞
か
れ
る
も
の
と
宴
席
の
人
々
の
楽
し
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
は
フ
ル
ー
ト
を
演
奏
し
て
い
た
由
で
意
外
な
面
を
聞
か
さ
れ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
楽
談
義
に
も
花
が
咲
き
登
山
中
ハ
ミ
ン
グ
で
合
奏
し
た
楽
し

さ
は
今
も
聞
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

「
笑
っ
て
き
た
」
と
い
う
言
葉
を
御
存
知
で
す
か
（
頂
戴
し
て
く
る
こ
と
を

い
う
方
言
）
。
か
の
山
本
さ
ん
、
中
学
時
代
の
こ
と
、
た
し
か
西
堀
栄
三
郎
さ

ん
と
共
に
或
る
夏
の
日
、
ス
イ
カ
畑
で
収
穫
を
し
て
い
る
農
夫
の
そ
ば
に
近
づ

い
て
「
ニ
タ
ー
ッ
」
と
笑
っ
た
ら
、
ス
イ
カ
を
持
っ
て
行
け
と
頂
戴
し
て
来
た

そ
う
で
、
そ
れ
以
前
に
「
わ
ら
う
」
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
事
が
な
い
の
で
、

新
し
い
言
葉
が
出
来
た
と
喜
ん
だ
そ
う
で
す
が
、
今
で
も
信
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
先
輩
の
武
田
久
吉
さ
ん
と
木
曽
路
の
山
旅
で
、
昼
食
の
た
め
農
家
の

縁
側
を
借
り
て
食
パ
ン
を
喰
べ
て
い
る
と
、
そ
の
家
の
お
婆
さ
ん
が
「
お
前
さ

ん
方
、
そ
ん
な
風
通
し
の
い
い
も
の
を
喰
べ
て
よ
く
お
腹
が
持
つ
か
ね
Ｉ
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、
山
本
さ
ん
す
か
さ
ず
「
だ
か
ら
こ
う
や
っ
て
バ
タ
ー
で
目
張
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り
を
し
て
喰
く
る
ん
だ
」
と
。
武
田
さ
ん
が
「
ウ
ー
ン
、
目
張
り
か
ｌ
」
と
絶

句
し
た
と
の
こ
と
で
、
な
ん
と
ユ
ニ
ー
ク
な
人
柄
と
そ
の
一
面
が
偲
ば
れ
た
も

の
で
す
。

晩
年
は
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
め
ざ
ま
し
く
、
地
域
の
浄
化
の

た
め
暴
力
団
の
活
動
を
平
和
的
に
封
じ
、
そ
の
組
の
動
き
を
静
穏
に
押
え
た
功

績
は
神
戸
市
民
の
大
喝
采
を
得
た
も
の
で
し
た
。

山
本
さ
ん
へ
の
思
慕
は
尽
き
る
こ
と
な
く
そ
の
片
鱗
を
御
紹
介
し
ま
し
た
。

合
掌

略
年
譜

明
治
三
十
五
年
一
月
十
一
日
岐
阜
県
に
生
れ
る

大
正
九
年
三
月
京
都
府
立
京
都
第
一
中
学
校
卒

大
正
十
五
年
三
月
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
林
学
科
卒

同
年
四
月
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
に
入
学

昭
和
四
年
三
月
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
退
学

京
都
帝
国
大
学
助
手
並
び
に
農
学
部
附
属
朝
鮮
演
習
林
林
長

昭
和
十
二
年
四
月
神
戸
市
役
所
に
奉
職
、
山
地
課
長
、
垂
水
区
長
、
王
子
動
物
園
長

等
を
歴
任

昭
和
三
十
一
年
四
月
神
戸
市
嘱
託

昭
和
三
十
七
年
八
月
神
戸
高
速
鉄
道
（
株
）
参
事

昭
和
四
十
四
年
七
月
神
戸
市
嘱
託

昭
和
五
十
年
春
勲
五
等
双
光
旭
日
章
受
章

昭
和
五
十
一
年
七
月
（
株
）
都
市
計
画
設
計
研
究
所
顧
問
、
監
査
役（

川
崎
泰
男
）

け
た
た
ま
し
い
電
話
の
ベ
ル
で
通
報
を
う
け
た
の
は
昭
和
六
十
一
年
十
一
月

九
日
午
前
九
時
過
ぎ
、
同
じ
病
院
に
い
る
内
田
英
夫
氏
（
会
員
）
の
奥
さ
ん
か

ら
三
谷
さ
ん
の
計
報
が
入
っ
た
。
数
日
前
か
ら
危
篤
状
態
に
あ
っ
て
一
日
で
も

生
命
の
永
か
ら
ん
こ
と
を
念
じ
て
い
た
が
、
遂
に
こ
の
日
が
来
て
し
ま
い
、
呆

然
と
し
て
方
々
へ
連
絡
を
と
っ
た
。
日
曜
日
で
家
に
い
た
か
ら
よ
か
っ
た
。
昼

過
ぎ
三
谷
邸
に
行
き
亡
き
先
輩
の
霊
に
拝
し
た
。
葬
儀
は
翌
十
日
敬
け
ん
な
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
氏
の
教
会
、
日
本
聖
公
会
熊
本
聖
三
一
教
会
で
行
わ

れ
、
多
く
の
岳
友
、
信
徒
に
見
守
ら
れ
て
天
国
に
召
さ
れ
た
・
病
名
は
心
臓
病
で

あ
っ
た
が
、
晩
年
は
発
作
に
悩
ん
で
い
ら
れ
、
眼
の
方
も
白
内
障
が
進
み
急
に

落
ち
込
ん
で
い
ら
れ
た
。
ま
だ
お
元
気
な
頃
、
自
宅
の
屋
根
か
ら
落
ち
て
そ
の

頃
か
ら
身
体
の
不
調
を
口
に
さ
れ
て
い
た
。
山
岳
会
の
集
会
か
ら
い
つ
と
な
く

遠
ざ
か
ら
れ
、
入
院
し
て
永
い
闘
病
生
活
、
か
つ
て
元
気
に
汗
を
流
し
裸
の
三

谷
さ
ん
で
通
っ
て
い
た
氏
の
面
影
は
、
こ
の
数
年
間
消
え
去
り
、
元
気
な
お
声
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話
は
聞
け
な
く
な
っ
て
い
た
。
奥
さ
ん
も
高
血
圧
で
容
態
が
悪

く
、
同
じ
病
院
に
あ
と
で
入
院
さ
れ
て
い
た
。
晩
年
の
三
谷
さ
ん
は
若
い
頃
か

ら
の
山
登
り
の
せ
い
か
肺
活
は
旺
盛
、
心
臓
発
作
さ
え
な
け
れ
ば
身
体
は
頑
強

で
年
齢
以
上
に
若
く
病
院
で
も
危
篤
宣
言
が
あ
っ
て
か
ら
生
命
を
幾
日
か
永
ら

え
た
の
は
、
心
臓
病
な
ら
ぬ
心
臓
が
案
外
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
ひ
そ
か

に
思
っ
て
い
る
。

三
谷
さ
ん
は
、
明
治
三
十
一
年
七
月
十
九
日
愛
媛
県
の
大
洲
市
に
生
れ
た
。

三
谷
孝
一
氏
（
一
八
九
八
’
一
九
八
六
）
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本
会
会
員
東
九
州
支
部
の
三
谷
忠
一
氏
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
八
日
故
人
と
な

ら
れ
て
い
る
）
と
は
一
卵
性
双
生
児
。
そ
れ
で
よ
く
似
て
い
ら
れ
た
こ
と
。
体

格
と
い
い
顔
、
声
ま
で
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
同
じ
九
州
な
の
で
二
人
そ
ろ
っ
て

の
山
行
は
度
々
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
が
ど
っ
ち
だ
か
よ
く
お
似
合
い
の
二
人
で

あ
っ
た
。
弟
の
孝
一
さ
ん
が
五
年
程
永
く
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。
教
育
者
で
あ

り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
両
親
の
影
響
も
あ
っ
て
、
二
人
は
早
く
か
ら
洗

礼
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。
大
正
七
年
県
立
大
洲
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
と
、
二

人
の
進
路
は
異
な
り
、
兄
忠
一
氏
は
別
府
に
渡
り
姉
を
頼
り
、
そ
の
嫁
ぎ
先
で

あ
る
永
見
醤
油
店
で
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
弟
孝
一
氏
は
別
府
に
渡
り
、

果
樹
園
を
経
営
し
て
い
た
お
ば
の
家
で
働
き
、
一
時
は
養
子
の
話
も
出
た
が
、

志
あ
っ
て
間
も
な
く
上
京
さ
れ
、
ど
な
た
か
お
名
前
を
遂
に
聞
き
漏
ら
し
た

が
、
師
に
仕
え
油
絵
の
修
業
を
な
さ
れ
た
。
関
東
大
震
災
に
よ
り
別
府
に
帰
ら

れ
た
も
の
の
、
昭
和
七
年
熊
本
に
移
ら
れ
る
ま
で
別
府
東
京
間
を
行
っ
た
り
来

た
り
の
生
活
で
あ
っ
た
。

山
へ
の
動
機
は
定
か
に
聞
い
て
い
な
い
が
、
兄
忠
一
氏
の
感
化
も
あ
っ
て
大

正
期
の
頃
か
ら
別
府
近
郊
の
山
に
登
り
、
東
京
に
い
た
関
係
で
富
士
登
山
は
兄

忠
一
氏
よ
り
早
か
っ
た
と
聞
く
。
当
時
は
着
物
姿
で
富
士
登
山
を
さ
れ
、
後
世

へ
語
り
継
が
れ
て
い
た
と
聞
く
。
熊
本
へ
移
ら
れ
た
の
は
昭
和
七
年
、
義
母
が

経
営
す
る
真
綿
店
を
継
ぎ
、
以
来
熊
本
に
定
住
し
骨
を
埋
め
ら
れ
た
。

三
谷
さ
ん
の
本
格
的
登
山
活
動
は
、
昭
和
八
年
創
立
の
熊
本
ア
ル
コ
ウ
会
へ

悼
の
入
会
か
ら
始
ま
っ
た
（
昭
和
十
七
年
入
会
、
会
員
番
号
四
六
八
番
）
。
四
十

四
歳
の
時
で
あ
る
。
手
始
め
は
入
会
直
後
に
開
催
さ
れ
た
健
康
保
険
登
山
指
導

者
養
成
講
習
会
（
県
主
催
）
に
参
加
、
五
家
荘
で
キ
ャ
ン
プ
を
は
っ
て
い
る
。

追
ま
た
熊
本
ア
ル
コ
ウ
会
に
入
会
し
て
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
旺
盛
だ
っ
た
の
か
、

当
会
が
昭
和
十
六
年
か
ら
企
画
し
て
い
た
熊
本
近
郊
の
山
金
峰
山
の
百
回
登
山

に
挑
戦
し
、
一
日
五
回
登
る
日
も
あ
っ
て
、
昭
和
十
七
年
の
終
り
に
は
二
百
回

を
完
登
す
る
と
い
う
記
録
を
樹
立
し
て
い
る
。

戦
後
に
な
っ
て
、
一
時
中
断
し
て
い
た
登
山
活
動
は
各
地
で
復
興
し
、
三
谷

さ
ん
も
昭
和
二
十
一
年
一
月
、
熊
本
ア
ル
コ
ウ
会
の
幹
事
に
抜
て
き
さ
れ
、
こ

の
頃
か
ら
例
会
の
活
動
に
も
磨
き
が
か
か
っ
て
き
て
い
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十

二
年
六
月
に
は
戦
後
初
の
県
山
岳
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
熊
本
ア
ル
コ
ウ
会
か
ら

委
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
私
が
氏
を
知
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
、
山
岳
連
盟
の

会
合
で
し
ば
し
ば
会
っ
て
い
た
。
も
う
一
つ
三
谷
さ
ん
の
活
躍
が
あ
る
。
戦
後

熊
本
で
も
急
速
に
発
展
し
た
岩
登
り
が
、
当
時
練
習
し
て
い
た
人
達
を
集
め
、

昭
和
二
十
三
年
七
月
熊
本
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
結
成
さ
れ
た
が
、
三
谷
さ
ん
は
当
初
か
ら

入
会
し
、
こ
の
と
き
五
十
歳
と
い
う
年
齢
で
若
い
者
に
負
け
ず
岩
場
に
向
っ
て

い
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
六
月
に
は
当
会
所
属
で
県
山
岳
連
盟
副
委
員
長
に

就
任
さ
れ
て
い
る
。
以
来
当
岳
連
副
会
長
を
辞
め
ら
れ
る
ま
で
県
山
岳
界
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
は
大
き
い
。
母
体
の
熊
本
ア
ル
コ
ウ
会
で
の
活
躍
は
依
然
と
続

き
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
に
は
当
会
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
北
ア
ル
プ
ス

槍
穂
縦
走
で
リ
ー
ダ
ー
役
を
か
い
、
会
の
進
展
に
尽
く
し
、
会
員
の
信
頼
を
集

め
た
。三

谷
さ
ん
の
登
山
活
動
は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
今
度
は
日
本
山
岳
会
へ

の
入
会
と
な
る
。
昭
和
二
十
八
年
九
月
の
入
会
で
あ
る
（
会
員
番
号
四
○
九
二

番
、
こ
の
と
き
五
十
五
歳
）
。
恐
ら
く
兄
忠
一
氏
と
同
様
、
紹
介
者
は
立
山
で

知
り
あ
っ
た
沼
倉
寛
二
郎
氏
と
、
熊
本
出
身
の
古
原
和
美
氏
で
あ
る
。
兄
忠
一

氏
よ
り
六
年
も
早
く
入
会
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
、
氏
の
山
に
対
す
る
情

熱
が
い
か
に
先
進
的
で
あ
っ
た
か
と
伺
え
る
。
山
へ
の
情
熱
の
一
つ
に
国
体
登
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山
が
あ
げ
ら
れ
る
・
日
本
山
岳
会
に
入
ら
れ
て
各
地
の
国
体
に
参
加
、
役
員
団
コ

ー
ス
を
歩
か
れ
て
い
る
。
各
地
の
会
員
と
会
わ
れ
て
交
際
が
広
が
り
、
そ
の
お

返
し
に
昭
和
三
十
五
年
の
熊
本
国
体
で
は
役
員
団
コ
ー
ス
の
総
責
任
者
と
し
て

各
地
の
会
員
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
国
体
登
山
の
一
つ
に
こ
ん
な
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
九
年
北
海
道
に
行
か
れ
た
帰
り
、
か
ね
て
乗
物
に

弱
い
氏
は
船
酔
い
を
さ
れ
た
。
嘔
吐
の
際
大
事
な
入
歯
を
海
中
に
落
と
さ
れ
て

困
ら
れ
た
逸
話
が
あ
る
。
せ
っ
か
ち
で
人
の
良
い
一
面
が
あ
っ
た
。

日
本
山
岳
会
で
は
昭
和
三
十
二
年
熊
本
支
部
の
結
成
に
あ
た
り
、
三
谷
さ
ん

は
た
だ
な
ら
ぬ
尽
力
と
助
言
を
な
さ
れ
、
初
代
支
部
長
北
田
正
三
氏
が
不
慮
の

死
に
よ
り
旅
立
た
れ
た
後
、
直
ち
に
支
部
の
運
営
を
支
え
て
、
第
二
代
支
部
長

と
し
て
昭
和
五
十
三
年
ま
で
二
十
年
間
、
私
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
だ
さ
っ

た
。

三
谷
さ
ん
は
山
の
ほ
か
に
も
趣
味
が
広
く
、
前
に
も
ふ
れ
た
が
絵
画
の
方
は

大
し
た
堂
に
入
っ
た
も
の
で
、
山
に
登
ら
れ
る
と
必
ず
ス
ケ
ッ
チ
を
と
ら
れ
て

い
た
。
家
に
帰
っ
て
必
ず
そ
の
日
登
っ
た
山
の
ス
ケ
ッ
チ
を
老
母
に
見
て
も
ら

う
こ
と
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
随
分
た
く
さ
ん
ス
ケ
ッ
チ
を
秘
蔵
さ
れ
て
い
た

が
、
今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
晩
年
に
な
っ
て
か
な
り
散
逸
し
て
い
る
話
も

聞
い
て
い
た
。
私
は
三
谷
さ
ん
の
家
が
私
の
勤
務
先
に
近
か
っ
た
の
で
、
昼
休

み
に
よ
く
出
か
け
て
は
山
の
話
を
聞
い
た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
ユ
ー
ラ
ス
な
口
調
で
話
さ
れ
る
三
谷
さ
ん
の
話
に
尽
き
ぬ
想
い
出
が
残
っ

て
い
る
。

ま
た
、
晩
年
の
三
谷
さ
ん
に
は
二
つ
の
趣
味
が
生
れ
た
。
一
つ
は
海
外
旅
行

で
あ
り
、
一
つ
は
ス
ケ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
海
外
旅
行
は
奥
さ
ん
と
同
伴
で
、
若

い
頃
か
ら
信
仰
の
道
に
入
っ
て
い
ら
れ
た
氏
は
、
殊
の
外
ギ
デ
オ
ン
教
会
の
聖

書
無
料
販
売
運
動
に
熱
心
で
、
ア
メ
リ
カ
、
ダ
ラ
ス
の
集
会
に
出
席
し
た
ほ

か
、
ア
メ
リ
カ
各
地
を
回
り
、
他
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
豪
州
、
ソ
連
に
も
足
を
運

ば
れ
て
い
る
。
あ
の
頃
は
本
当
に
お
そ
ろ
い
で
お
元
気
で
あ
っ
た
。
ス
ケ
ー
ト

は
か
な
り
熱
中
さ
れ
て
上
達
し
、
リ
ン
ク
の
中
で
く
る
く
る
回
る
芸
が
で
き
た

と
子
供
の
よ
う
に
喜
ん
で
は
話
し
か
け
ら
れ
、
純
朴
な
一
面
も
あ
っ
た
。

山
を
通
し
、
人
生
を
通
し
、
人
の
前
で
は
控
え
目
で
、
決
し
て
自
ら
進
ん
で

説
を
通
す
こ
と
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
相
手
の
意
見
に
従
順
で
あ
っ
た
三
谷
さ
ん

は
、
遂
に
八
十
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
三
谷
さ
ん
ほ
ど
は
ば
か
る
こ
と
な
く

好
き
な
こ
と
が
で
き
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
た
人
は
少
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は

自
然
に
接
し
美
し
い
心
と
、
信
仰
心
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
神
か
ら
愛
せ
ら

れ
、
人
か
ら
も
愛
せ
ら
れ
た
人
と
思
う
。
「
心
の
清
い
人
た
ち
は
幸
い
で
あ
る
。

彼
ら
は
神
を
見
る
で
あ
ろ
う
」
。
昇
天
し
た
三
谷
さ
ん
の
霊
に
聖
書
の
一
句
を

呈
し
、
今
度
は
天
の
一
角
か
ら
私
ど
も
を
見
つ
め
て
い
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ

畠
ノ
◎

略
年
譜

明
治
三
十
一
年
七
月
十
九
日
愛
媛
県
大
洲
市
に
生
れ
る

大
正
七
年
県
立
大
洲
中
学
校
卒
業

昭
和
七
年
熊
本
市
に
移
住

昭
和
十
七
年
熊
本
ア
ル
コ
ウ
会
入
会

昭
和
二
十
三
年
七
月
熊
本
Ｒ
Ｃ
Ｃ
入
会

昭
和
二
十
八
年
九
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
四
○
九
二
番
）

昭
和
三
十
年
全
日
本
山
岳
連
盟
評
議
員
就
任

昭
和
三
十
二
年
七
月
日
本
山
岳
会
熊
本
支
部
結
成

昭
和
三
十
三
年
九
月
日
本
山
岳
会
熊
本
支
部
長
就
任
（
昭
和
五
十
三
年
六
月
ま
で
）

昭
和
四
十
四
年
熊
本
県
山
岳
連
盟
副
会
長
就
任
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追 悼

村
井
先
生
が
逝
か
れ
た
。
誰
に
看
と
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
の
手
も
わ
ず
ら

わ
さ
ず
に
、
静
か
に
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
あ
っ
け
な
い
別
れ
で

あ
る
。大

正
六
年
の
富
士
登
山
以
来
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
山
を
愛
し
、
歩
き
続

け
、
終
始
自
然
保
護
を
訴
え
ら
れ
た
。
敬
愛
す
る
数
少
な
い
先
輩
の
お
ひ
と
り

で
あ
る
。

村
井
先
生
と
の
山
行
は
、
先
生
が
還
暦
を
過
ぎ
ら
れ
た
昭
和
三
十
九
年
か
ら

四
十
年
頃
が
い
ち
ば
ん
多
く
、
三
十
九
年
二
月
の
日
光
光
徳
ス
キ
ー
合
宿
、
五

月
の
八
甲
田
山
、
四
十
年
四
月
の
笹
ケ
峰
な
ど
が
思
い
出
深
い
。

光
徳
は
、
学
習
院
の
小
屋
を
お
借
り
し
て
当
時
の
婦
人
部
が
ス
キ
ー
合
宿
を

お
こ
な
っ
た
も
の
。
三
日
間
雪
が
降
り
続
い
た
が
、
小
屋
の
中
は
お
で
ん
と
甘

酒
の
大
鍋
が
煮
え
た
ぎ
り
、
夜
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夢
が
果
て
し
な
く
続
く
と
い
っ

た
楽
し
い
合
宿
で
あ
っ
た
。
先
生
は
例
の
還
暦
の
、
ド
ン
ブ
リ
（
胸
い
っ
ぱ
い

の
ポ
ケ
ッ
ト
）
に
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
」
と
編
み
込
ん
だ
赤
い
セ
ー
タ
ー
を
着
て
い
ら
っ

、
、
、

し
や
っ
た
。
ス
キ
ー
練
習
中
は
一
本
杖
を
披
露
し
て
下
さ
っ
た
が
、
当
時
は
フ

ラ
ン
ス
式
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
全
盛
の
時
代
と
あ
っ
て
、
皆
あ
ん
ま
り
熱
心
に
修

得
し
な
か
っ
た
と
思
う
。

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
九
日
心
不
全
に
よ
り
熊
本
厚
生
病
院
で
死
亡
（
八
十
八
歳
）

（
西
沢
健
一
）

村
井

米

子
氏
（
一
九
○
一
’
一
九
八
六
）

先
生
は
大
柄
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
分
健
喋
家
で
、
い
つ
も
「
先
生
、
お
か
わ

り
は
？
」
と
伺
う
と
、
「
え
え
？
え
え
」
と
ち
ゅ
う
ち
ょ
さ
れ
る
。
三
回
お

、
、
、
、
、
、
、

す
す
め
す
る
と
「
じ
ゃ
あ
、
」
と
食
器
を
出
さ
れ
る
の
で
、
村
井
先
生
に
は
三

、
、
、
、
、
、
、

回
お
す
す
め
す
る
の
が
私
た
ち
の
習
慣
で
あ
る
。
甘
酒
と
、
ス
ト
ー
ブ
の
炎

と
、
女
ど
も
の
熱
気
で
、
目
も
と
を
桜
色
に
染
め
て
南
ア
ル
プ
ス
や
案
内
人
の

話
を
し
て
下
さ
っ
た
先
生
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
。

光
徳
の
帰
途
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
先
生
の
名
誉
の
た
め

に
、
公
開
し
て
よ
い
か
ど
う
か
迷
う
の
だ
が
。
そ
れ
は
、
立
ち
寄
っ
た
湯
元
ス

キ
ー
場
で
、
気
の
す
す
ま
な
か
っ
た
先
生
を
、
「
先
生
、
大
丈
夫
で
す
よ
、
行

き
ま
し
ょ
う
！
」
と
、
無
理
や
り
Ｔ
バ
ー
リ
フ
ト
に
お
乗
せ
し
た
の
で
あ
る
。

、
、
、
Ｅ

先
生
は
忽
ち
く
ち
や
り
と
落
ち
て
、
次
の
Ｔ
バ
ー
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
這
っ

て
し
ま
わ
れ
た
。
私
た
ち
は
ま
っ
さ
お
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

八
甲
田
は
先
生
の
お
顔
で
営
林
署
の
小
屋
を
お
借
り
し
て
、
快
適
な
春
ス
キ

ー
行
で
あ
っ
た
。
櫛
ケ
岳
の
樹
林
帯
を
、
ス
ト
ッ
ク
を
一
本
に
揃
え
て
、
斜
滑

降
、
ボ
ー
ゲ
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
下
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
先
生
。
尻
皮
と
ベ
レ

ー
帽
が
妙
に
ぴ
っ
た
り
と
調
和
し
て
い
た
。
八
甲
田
山
の
登
り
で
薄
紅
色
の
花

の
群
落
に
出
合
い
、
「
こ
れ
が
か
た
く
り
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
以
後
、

か
た
く
り
の
花
を
見
る
と
ス
キ
ー
を
か
つ
い
だ
村
井
先
生
の
姿
が
思
い
浮
か

ぶ
。

翌
年
四
月
の
笹
ケ
峰
は
十
数
名
が
テ
ン
ト
を
持
っ
て
の
ス
キ
ー
行
で
、
先
生

も
参
加
さ
れ
た
。
入
山
中
ず
っ
と
吹
雪
と
濃
い
ガ
ス
の
日
ば
か
り
で
、
第
一
日

目
に
リ
ン
グ
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
を
や
っ
て
し
ま
い
、
ど
こ
と
も
わ
か
ら
ぬ
山
の
斜

面
で
ビ
バ
ー
ク
と
な
っ
た
。
先
生
は
雪
崩
の
心
配
を
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
翌
日
頂
上
を
あ
き
ら
め
て
下
山
快
適
な
テ
ン
ト
場
を
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見
つ
け
た
が
、
そ
の
時
の
皆
の
く
た
び
れ
た
顔
の
写
真
の
中
に
、
先
生
も
ヤ
ッ

ケ
に
す
っ
ぽ
り
包
ま
れ
た
色
メ
ガ
ネ
姿
（
サ
ン
グ
ラ
ス
と
い
っ
た
感
じ
で
な
く

や
っ
ぱ
り
色
メ
ガ
ネ
と
い
い
た
い
）
で
写
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
先
生
の
ス

キ
ー
は
ヒ
ッ
コ
リ
ー
の
長
い
重
た
い
も
の
だ
っ
た
し
、
六
十
歳
半
ば
を
過
ぎ
ら

れ
て
随
分
辛
い
状
態
だ
っ
た
と
思
う
が
、
私
た
ち
と
全
く
同
じ
に
行
動
さ
れ

た
。

婦
人
懇
談
会
の
前
身
で
あ
る
婦
人
部
は
、
当
時
女
性
会
員
が
少
な
く
ル
ー
ム

の
出
入
り
が
恐
ろ
し
い
と
い
う
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
を
改
善

す
る
た
め
に
、
村
井
先
生
は
じ
め
諸
先
輩
の
提
案
で
出
来
た
も
の
と
き
い
て
い

る
。
た
し
か
に
お
茶
の
水
の
旧
岸
体
育
館
の
隅
に
あ
っ
た
山
小
屋
風
の
ル
ー
ム

に
は
、
山
岳
会
の
鉾
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
居
並
び
、
パ
イ
プ
の
煙
も
う
も
う
、

と
い
っ
た
印
象
で
、
下
っ
ぱ
の
私
た
ち
は
そ
っ
と
の
ぞ
い
た
り
立
ち
聴
き
す
る

と
い
っ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。
村
井
先
生
と
い
え
ど
も
そ
の
中
で
は
遠
慮
が
お
あ

り
だ
っ
た
と
思
う
。
今
で
は
若
い
女
性
も
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
ル
ー
ム
を
利

用
し
、
参
加
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
圧
力
団
体
に
も
な
り
得
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
も
村
井
先
生
方
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。

先
生
は
ブ
ナ
や
屋
久
杉
の
保
護
、
富
士
山
や
上
高
地
に
計
画
さ
れ
た
ケ
ー
ブ

ル
架
設
の
反
対
な
ど
、
終
始
自
然
保
護
を
訴
え
ら
れ
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
イ

ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
も
行
動
さ
れ
た
。
国
立
公
園
協
会
、
民

俗
学
の
分
野
に
も
貢
献
が
大
き
い
。
ま
た
女
子
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
際
し
て
は

文
部
省
、
外
務
省
な
ど
の
関
係
官
庁
に
リ
ー
ダ
ー
を
引
き
廻
し
て
下
さ
っ
て
協

力
を
要
請
さ
れ
た
。

明
治
の
女
性
の
気
丈
さ
、
高
い
誇
り
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
反
面
、
常

に
後
進
を
前
に
押
し
出
し
て
下
さ
っ
た
優
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
私
た
ち

は
、
失
礼
な
申
し
よ
う
な
が
ら
、
村
井
先
生
は
い
つ
も
私
た
ち
の
仲
間
で
い
て

下
さ
っ
て
、
変
ら
ず
お
元
気
で
い
て
下
さ
る
と
錯
覚
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
も
っ
と
も
っ
と
山
へ
ご
い
っ
し
ょ
し
て
、
良
き
時
代
の
山
登
り
の
こ

と
、
大
切
な
こ
と
ど
も
を
伺
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
悔
ま
れ
る
。
折
々
に
お

便
り
を
差
し
上
げ
る
と
、
必
ず
山
旅
の
途
中
か
ら
と
か
、
山
や
山
の
人
た
ち
の

様
子
を
ご
返
事
に
書
い
て
下
さ
っ
た
。
今
も
お
電
話
す
る
と
、
あ
の
ゆ
っ
た
り

し
た
お
声
で
電
話
に
出
て
下
さ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

山
と
自
然
を
い
つ
く
し
み
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に
常
に
行
動
さ
れ
る
。
そ
の

気
迫
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
私
た
ち
に
出
来
る
か
ど
う
か
。
ご
意

志
を
継
ぐ
難
し
さ
を
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

略
年
譜

明
治
三
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
小
説
『
食
道
楽
』
の
著
者
村
井
弦
斉
の
長
女
と
し

て
神
奈
川
県
大
磯
に
生
れ
る
。
母
多
嘉
子
も
料
理
研
究
家
。

『
お
辨
当
料
理
』
の
著
書
が
あ
る
。
幼
少
か
ら
毎
日
富
士
山

を
見
て
暮
し
た
。

大
正
六
年
八
月
は
じ
め
て
富
士
山
に
登
る

大
正
八
年
八
月
女
人
禁
制
の
立
山
雄
山
に
弟
、
友
人
、
書
生
、
女
中
ら
と
登
る

大
正
九
年
夏
両
親
、
妹
弟
、
従
兄
ら
と
は
じ
め
て
神
河
内
に
入
り
、
小
梨
平
で
テ
ン

ト
生
活
を
楽
し
む

大
正
十
年
冬
赤
倉
で
は
じ
め
て
ス
キ
ー
を
は
く

大
正
十
二
年
八
月
穂
高
・
槍
ヶ
岳
縦
走
、
下
山
中
槍
沢
の
雪
渓
で
ス
リ
ッ
プ
し
、
案

内
人
内
野
常
次
郎
に
と
め
て
も
ら
う
。

昭
和
六
年
四
月
前
穂
高
・
奥
穂
高
縦
走
、
下
山
時
ス
キ
ー
を
使
う

昭
和
六
年
八
月
前
穂
高
・
奥
穂
高
縦
走

昭
和
十
年
夏
冷
沢
よ
り
鹿
島
槍
ケ
岳
に
登
る
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悼追

私
は
中
屋
さ
ん
と
は
出
身
学
校
（
私
立
成
践
学
園
）
が
同
じ
で
、
彼
が
高
等

科
に
入
学
し
た
年
に
ち
ょ
う
ど
私
が
尋
常
科
（
今
日
の
中
学
）
に
進
学
し
て
、

一
緒
に
旅
行
部
に
入
っ
た
と
い
う
仲
で
あ
っ
て
、
齢
は
数
年
の
先
輩
で
あ
る
が
、

学
園
生
活
で
は
私
の
方
が
先
輩
筋
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
旅
行
部
で
の
付
き
合

い
は
む
し
ろ
対
等
に
近
か
っ
た
。
父
上
が
海
運
関
係
の
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
た

の
で
、
少
年
時
代
に
は
横
浜
、
北
海
道
、
東
京
と
学
校
を
移
っ
て
お
ら
れ
る

が
、
ス
キ
ー
は
小
樽
中
学
在
学
中
に
習
得
し
て
い
て
、
か
な
り
自
信
を
も
っ
て

い
た
。
二
人
が
旧
制
の
成
践
高
校
旅
行
部
に
入
っ
た
年
（
昭
和
二
年
）
の
十
二
月

に
、
旅
行
部
は
山
形
県
五
色
温
泉
で
ス
キ
ー
合
宿
を
や
っ
た
。
そ
れ
に
二
人
は

初
参
加
し
た
。
私
も
小
学
生
か
ら
ス
キ
ー
を
は
じ
め
、
五
色
は
私
の
ホ
ー
ム
・

グ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
ス
キ
ー
場
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
、
五
色
、
赤
倉
、

昭
和
二
十
六
年
日
本
自
然
保
護
協
会
の
発
起
人
と
な
り
そ
の
後
評
議
員
、
理
事
を
歴

任
、
他
に
文
部
省
登
山
研
修
所
運
営
委
員
、
国
立
公
園
協
会
評
議
員

等
を
引
受
け
、
自
然
保
護
・
女
性
登
山
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を
注

ぐ

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員

昭
和
六
十
年
長
年
の
念
願
だ
っ
た
父
上
の
著
書
『
食
道
楽
』
を
梓
書
房
よ
り
再
版

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
九
日
張

（
山
口
節
子
）

中
屋
健
弍
氏
（
一
九
一
○
，
一
九
八
七
）

’

’

関
、
沼
尻
ぐ
ら
い
し
か
な
い
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。
十
二
月
に
は
雪
不
足
の
年
が

度
々
あ
る
吾
妻
山
系
の
東
面
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
年
も
雪
が
な
く
、
宗
川
旅
館

前
の
斜
面
に
は
大
根
の
葉
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
状
態
で
あ
っ
た
。
合
宿
が
は
じ

ま
っ
て
三
、
四
日
た
っ
て
も
ス
キ
ー
不
能
が
つ
づ
き
、
参
加
者
は
三
十
日
に
遂

に
帰
京
し
て
し
ま
っ
た
。
私
と
ナ
カ
ャ
の
二
人
だ
け
が
翌
日
の
降
雪
を
信
じ
て

踏
み
止
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
予
想
が
見
事
に
適
中
し
て
翌
朝
は
吹
雪
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
ラ
ク
ピ
ー
部
に
も
入
っ
た
の
か
、
縞
の
三
一
フ
ォ
ー
ム
姿
と
い
う

か
わ
っ
た
姿
で
滑
り
だ
し
た
。
私
た
ち
は
正
月
の
五
日
ご
ろ
ま
で
、
二
人
だ
け

の
合
宿
を
つ
づ
け
、
猛
練
習
を
や
っ
た
。
と
い
っ
て
も
そ
の
頃
の
ス
キ
ー
は
直

滑
降
と
斜
滑
降
及
び
転
倒
の
三
種
類
の
組
合
せ
の
よ
う
な
も
の
で
、
よ
り
長
く

一
滑
り
が
で
き
る
奴
が
上
手
と
認
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
小
樽
中
学
仕
込
み

の
ナ
カ
ヤ
は
と
き
ど
き
山
廻
り
オ
ー
プ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
ら
し
き
も
の
を

や
り
、
私
は
た
ま
た
ま
地
形
の
良
い
と
こ
ろ
に
出
会
う
と
シ
ュ
テ
ム
・
ボ
ー
ゲ

ン
も
ど
き
で
回
れ
て
、
そ
の
都
度
「
や
っ
た
！
」
と
絶
叫
す
る
、
と
い
っ
た
ス

キ
ー
練
習
で
あ
っ
た
。
一
日
の
大
半
は
一
滑
り
三
○
’
四
○
ｍ
を
稼
ぐ
た
め
に

登
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
て
、
た
し
か
に
猛
練
習
で
あ
る
。
ス
キ
ー
練

習
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
自
か
ら
「
ス
キ
ー
登
行
」
が
上
手
か
つ
強
く
な
る
頃
で

あ
っ
た
。

中
屋
さ
ん
は
、
大
学
へ
入
学
の
年
に
山
岳
会
に
入
会
し
た
（
昭
和
五
年
、
一

二
四
七
番
）
の
で
か
な
り
古
い
会
員
で
あ
る
。
私
た
ち
は
中
屋
会
員
の
名
を
使

っ
て
虎
ノ
門
の
ル
ー
ム
に
行
き
、
本
を
読
ま
し
て
も
ら
っ
た
。
と
く
に
、
私
が

高
等
科
に
進
学
し
た
年
に
谷
川
岳
東
面
山
麓
に
虹
芝
寮
と
い
う
山
小
舎
が
で
き

た
が
、
そ
の
準
備
期
間
は
ス
イ
ス
山
岳
会
誌
な
ど
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス

の
山
小
舎
の
こ
と
な
ど
を
知
る
の
に
何
回
か
ル
ー
ム
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
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た
。
彼
は
大
学
在
学
中
に
父
君
の
す
す
め
で
北
米
旅
行
を
や
っ
て
い
る
が
、
そ

の
と
き
に
マ
ウ
ン
ト
・
レ
ー
ニ
ア
に
独
り
で
登
っ
て
き
た
ら
し
く
、
帰
国
後
我

我
後
輩
は
し
ば
し
レ
ー
ニ
ァ
物
語
り
に
悩
ま
さ
れ
た
。
卒
業
後
松
本
重
治
さ
ん

の
紹
介
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
松
方
三
郎
さ
ん
の
お
ら
れ
た
同
盟
通
信
社
（
現

共
同
通
信
社
）
に
入
社
し
て
、
外
地
駐
在
記
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
か
ら
、

山
岳
会
に
は
ち
ょ
っ
と
疎
遠
で
あ
っ
た
ら
し
い
・
戦
後
（
昭
和
二
十
五
年
’
二
十

七
年
）
間
も
な
く
松
方
さ
ん
や
藤
島
さ
ん
た
ち
が
会
の
復
興
に
努
力
さ
れ
て
い

た
頃
に
監
事
を
担
当
し
て
い
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
（
昭
和
四
十
’
四
十

九
年
）
に
は
評
議
員
、
理
事
（
常
任
）
、
副
会
長
を
務
め
、
エ
ベ
レ
ス
ト
遠
征

の
計
画
、
推
進
、
後
始
末
や
、
上
高
地
山
荘
（
現
「
山
研
」
）
の
再
建
な
ど
に

貢
献
さ
れ
た
。
ま
た
、
神
田
錦
町
向
井
ビ
ル
に
あ
っ
た
ル
ー
ム
（
昭
和
四
十
二

’
四
十
八
年
）
が
御
茶
の
水
の
さ
く
ら
ビ
ル
に
移
転
す
る
と
い
う
大
仕
事
に
も

今
西
会
長
を
助
け
て
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
功
で
昭
和
五
十
八
年
に
本
会
名
誉
会

員
に
推
薦
さ
れ
た
。

年
次
晩
餐
会
で
名
誉
会
員
と
し
て
の
挨
拶
の
と
き
、
「
私
は
た
い
し
た
山
登

り
を
や
っ
て
い
な
い
が
、
清
水
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い
て
く
ぐ
り
抜
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
」
と
ち
ょ
っ
と
誇
ら
し
気
に
語
ら
れ
た
。
こ
の
山
行
は
た
し
か

昭
和
四
年
の
夏
に
、
故
成
瀬
岩
雄
、
故
高
木
正
孝
会
員
と
共
に
、
赤
谷
川
の
支

流
の
金
山
沢
を
湖
行
し
て
仙
ノ
倉
に
登
り
、
仙
ノ
倉
谷
を
下
っ
て
土
樽
に
出

て
、
士
樽
か
ら
士
合
ま
で
を
清
水
ト
ン
ネ
ル
経
由
で
、
と
い
う
山
旅
で
の
こ
と

で
あ
る
。
仙
ノ
倉
を
南
か
ら
北
へ
の
谷
通
し
の
コ
ー
ス
も
は
じ
め
て
と
思
う

が
、
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
は
正
に
空
前
絶
後
の
稀
有
な
こ
と
で
、
よ
く
通
過
を
許

可
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
屋
さ
ん
の
強
引
な
交
渉
が
実
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
そ
の
こ
ろ
の
土
合
に
は
大
き
な
飯
場
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
「
カ
フ
ェ

－
黒
猫
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
一
行
が
カ
フ
ェ
ー
に
立
寄
っ
た
か
ど
う
か
は
さ
だ

か
で
な
い
が
、
「
黒
猫
」
の
話
は
あ
と
あ
と
ま
で
も
語
り
つ
が
れ
た
。

東
大
の
助
教
授
時
代
（
昭
和
二
十
八
年
）
に
赤
倉
を
拠
点
と
し
た
中
屋
ス
キ

ー
学
校
と
い
う
催
し
を
は
じ
め
た
。
私
は
お
呼
び
が
な
か
っ
た
の
で
噂
で
し
か

承
知
し
て
い
な
い
が
、
友
人
・
知
人
の
子
弟
を
預
り
合
宿
し
て
ス
キ
ー
教
育
を

し
て
い
た
ら
し
い
。
元
々
交
際
が
広
い
方
で
、
ス
キ
ー
学
校
の
生
徒
た
ち
に
は

有
名
文
化
人
の
子
弟
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
五
十
三
年
に
は

盛
大
な
二
十
五
周
年
記
念
を
祝
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
ナ
カ
ヤ
の
ス
キ
ー
術

は
先
刻
承
知
し
て
い
る
私
で
あ
る
。
彼
が
人
に
ス
キ
ー
を
教
え
る
こ
と
は
到
底

無
理
で
あ
る
と
了
解
し
て
い
た
が
、
ス
キ
ー
学
校
の
開
設
当
初
の
事
情
を
知
っ

て
い
る
人
の
話
に
よ
る
と
、
や
は
り
教
え
方
は
極
め
て
不
親
切
で
あ
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
「
こ
う
や
り
や
・
曲
る
ん
だ
！
」
的
な
教
え
方
を
し
て
い
た
に
ち
が

い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
故
成
瀬
岩
雄
氏
の
山
登
り
の
考
え
方
に
私

淑
し
て
い
た
の
で
、
中
屋
学
校
の
生
活
は
質
実
剛
健
の
精
神
を
土
台
に
し
た
あ

る
意
味
で
は
厳
し
い
喉
の
場
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
生
来
、
罵
声
と
手
が

早
い
癖
が
あ
っ
た
が
、
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
、
い
い
加
減
な
こ
と
が
大
嫌
い
で

あ
っ
た
。

中
屋
さ
ん
の
本
業
は
西
洋
史
と
く
に
ア
メ
リ
カ
史
（
政
治
・
社
会
・
文
化
）

で
あ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
「
。
六
三
○

年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
荒
野
に
移
住
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
、
上
陸
後
六

年
に
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
設
立
し
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
人
の
学
問
に
対
す

る
情
熱
の
証
明
で
あ
る
』
と
い
う
言
葉
を
僕
は
中
屋
君
の
口
か
ら
し
ば
し
ば
聞

い
た
」
（
野
上
素
一
稿
、
知
識
・
本
年
六
月
号
、
三
二
三
頁
）
。
ど
う
や
ら
在
学

中
の
北
米
旅
行
で
得
た
こ
の
事
実
認
識
が
彼
の
勉
強
の
契
機
で
あ
っ
た
ら
し
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い
。
大
学
で
は
史
学
の
今
井
登
志
喜
先
生
と
法
学
部
の
高
木
八
尺
先
生
の
指
導

を
受
け
て
い
た
。
在
学
中
（
大
学
院
を
含
む
）
に
は
ア
メ
リ
カ
の
勉
強
を
し
て

い
た
が
、
卒
業
後
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
選
び
、
多
面
的
な
海
外
生
活
を
経
験

し
た
。
そ
の
間
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
文
化
関
係
の
調
査
を
一
年
近
く
に
わ
た

っ
て
行
っ
て
い
る
。
終
戦
後
、
同
盟
通
信
社
が
解
散
し
て
、
今
日
の
共
同
通
信

社
に
代
っ
た
。
松
方
さ
ん
の
す
す
め
で
た
だ
ち
に
入
社
し
た
が
、
な
に
か
考
え

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
二
年
後
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
研
究
者
に
転

向
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
は
東
大
講
師
の
職
を
え
、
つ
い
で
助
教
授
、
教
授

を
経
て
、
昭
和
四
十
六
年
に
停
年
退
官
、
名
誉
教
授
に
推
挙
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
上
り
の
毛
色
の
か
わ
っ
た
大
学
の
先
生
で
あ
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ

史
の
プ
ロ
で
あ
っ
た
が
到
底
象
牙
の
塔
の
中
に
お
さ
ま
る
器
で
は
な
か
っ
た
。

戦
後
は
社
会
的
に
各
分
野
に
「
口
と
手
」
を
だ
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
学
会
副

会
長
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
協
会
理
事
、
日
本
ペ
ン
・
ク
ラ
ブ
理
事
、
副
会

長
、
母
校
成
践
学
園
の
中
学
・
高
校
の
校
長
と
い
っ
た
実
に
多
彩
な
分
野
で
活

躍
し
て
き
た
彼
の
足
跡
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

今
日
の
日
本
は
た
い
へ
ん
な
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
昔
流
の
い
い
方
を

す
れ
ば
、
正
に
困
難
に
立
ち
向
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
を
乗
り
越
え

て
進
む
た
め
に
一
番
必
要
な
こ
と
は
、
日
本
人
が
世
界
の
異
文
化
を
正
し
く
理

解
し
、
そ
の
上
で
我
々
の
考
え
方
、
主
張
を
堂
々
と
述
べ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
、
政
治
、
文
化
に
つ
い
て
学
問
的
な
造
詣
の
深
い
中
屋

悼
さ
ん
を
失
っ
た
こ
と
は
大
き
な
社
会
的
損
失
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

母
校
成
践
学
園
を
辞
し
た
こ
ろ
か
ら
腎
臓
を
患
い
、
八
年
近
く
透
析
生
活
を
つ

づ
け
て
こ
ら
れ
た
。
し
か
し
透
析
を
受
け
な
が
ら
も
、
雑
誌
『
知
識
』
の
編
集

自ｉ
長
を
引
き
受
け
た
り
、
京
都
外
国
語
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
こ
ら
れ
た
。
ま
す

ま
す
国
際
化
し
て
い
く
日
本
山
岳
会
の
活
動
に
と
っ
て
も
中
屋
さ
ん
の
よ
う
な

国
際
人
の
知
恵
は
貴
重
で
あ
る
。
早
い
ご
逝
去
を
心
か
ら
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な

い
。
ご
冥
福
を
祈
る
。

略
年
譜

明
治
四
十
三
年
二
月
九
日
門
司
市
に
生
れ
る

昭
和
二
年
成
躁
高
等
学
校
文
科
入
学
。
旅
行
部
入
部

昭
和
五
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
入
学
。
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
一
二

四
七
）

昭
和
八
年
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
入
学
、
ス
キ
ー
山
岳
部
入
部

昭
和
十
一
年
同
盟
通
信
社
へ
入
社

昭
和
二
十
年
共
同
通
信
社
に
入
社

昭
和
二
十
二
年
依
願
退
社

昭
和
二
十
三
’
二
十
五
年
戸
板
女
子
短
大
勤
務

昭
和
二
十
五
’
二
十
九
年
日
本
山
岳
会
監
事

昭
和
二
十
六
年
東
京
大
学
講
師

昭
和
二
十
七
年
東
京
大
学
助
教
授

昭
和
二
十
八
年
中
屋
ス
キ
ー
学
校
開
校

昭
和
三
十
四
年
東
京
大
学
教
授

昭
和
四
十
’
四
十
七
年
日
本
山
岳
会
評
議
員

昭
和
四
十
六
年
東
京
大
学
退
官
、
東
大
名
誉
教
授

昭
和
四
十
五
’
四
十
七
年
日
本
山
岳
会
理
事

昭
和
四
十
八
’
四
十
九
年
日
本
山
岳
会
副
会
長

昭
和
四
十
七
年
成
腰
大
学
教
授

昭
和
五
十
年
成
践
学
園
中
学
・
高
等
学
校
々
長

昭
和
五
十
三
年
中
屋
ス
キ
ー
学
校
二
五
周
年

昭
和
五
十
四
年
成
腰
学
園
退
職
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辻
荘
一
先
生
と
私

昭
和
二
年
、
私
は
、
立
教
大
学
へ
入
学
し
山
岳
部
に
入
っ
た
。
予
科
の
頃
、

辻
先
生
は
心
理
の
講
議
を
し
て
居
ら
れ
た
が
、
選
択
科
目
で
あ
っ
た
た
め
、
大

学
で
の
先
生
の
授
業
は
受
け
な
か
っ
た
。
暫
く
し
て
一
年
先
輩
の
逸
見
が
、
山

岳
部
部
長
で
あ
っ
た
辻
先
生
の
御
宅
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
辻
先
生
と
の
交
り
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
六
十
年
間
つ
づ
い
た
。
晩
年
の

先
生
は
、
大
変
元
気
だ
っ
た
の
で
、
四
月
二
十
二
日
の
朝
、
計
報
に
接
し
た
時

は
驚
い
た
。

先
生
と
一
番
密
接
な
関
係
が
出
来
た
の
は
、
昭
和
六
年
秋
頃
か
ら
、
先
生
の

御
宅
で
は
じ
ま
っ
た
パ
ウ
ル
。
、
ハ
ウ
ア
ー
の
イ
ン
・
カ
ン
プ
・
ウ
ン
・
デ
ン

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
野
三
国
、
自
①
勗
胃
目
尻
画
日
亘
匡
日
号
昌
国
自
己
昌
閣
）
の
訳

読
会
で
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

後
、
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
登
頂
（
昭
和
十
一
年
）
が
終
っ
て
の
数
年
間
で
あ
っ

た
。

昭
和
五
十
五
年
京
都
外
国
語
大
学
教
授

昭
和
六
十
二
年
京
都
外
国
語
大
学
退
職

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
八
日
逝
去
、
享
年
七
十
六
歳

辻
荘
一
氏
（
一
八
九
五
’
一
九
八
七
）

（
渡
辺
兵
力
）

そ
の
後
も
、
必
要
に
応
じ
て
は
、
先
生
の
御
宅
を
訪
問
し
た
り
、
立
教
大
学

山
友
会
（
Ｏ
Ｂ
の
会
）
や
、
日
本
山
岳
会
の
会
合
等
で
、
折
に
ふ
れ
会
談
す
る

機
会
が
あ
っ
た
が
、
淡
々
と
し
た
お
つ
き
合
い
で
あ
っ
た
。
た
だ
一
度
、
先
生

と
山
行
を
共
に
し
た
の
は
、
昭
和
六
年
五
月
大
倉
沢
の
一
晩
の
キ
ャ
ン
プ
生
活

だ
け
で
、
印
象
に
残
る
程
の
も
の
は
な
い
。

先
生
は
、
大
正
二
年
、
神
戸
一
中
の
頃
、
前
穂
高
岳
に
登
ら
れ
た
。
そ
の

夜
、
上
河
内
の
清
水
屋
で
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻
と
同
宿
さ
れ
た
（
会
報
三
七
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
。
そ
の
後
、
七
高
山
岳
部
を
作
ら
れ
た
り
、
大
正
十
二

年
、
立
教
大
学
山
岳
部
（
当
時
旅
行
部
）
創
立
と
同
時
に
部
長
に
な
ら
れ
た
。

先
生
の
山
登
り
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
知
ら
な
い
が
、
山
岳
部
部
長
で
あ

っ
た
頃
は
、
東
京
に
近
い
山
野
を
歩
か
れ
た
よ
う
だ
。
我
々
の
よ
う
に
、
困
難

な
山
へ
は
体
力
的
に
も
、
ま
た
時
間
的
に
も
参
加
す
る
の
を
諦
め
て
居
ら
れ
た

よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
立
教
大
学
山
岳
部
で
は
積
雪
期
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ル
ー
ト
を
盛
ん
に
開
拓
し
て
い
た
が
、
結
局
、
先
生
の
部
長
時
代
に
一
度

も
遭
難
事
故
を
起
し
て
い
な
い
。
自
ら
参
加
し
な
く
て
も
、
先
生
は
、
我
々
の

行
動
を
充
分
に
理
解
し
て
、
頭
の
中
で
は
共
に
行
動
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
で

居
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を
反
映
し
て
、
部
報
の
追
想
号
か
ら
九

号
ま
で
小
論
文
の
形
で
執
筆
さ
れ
、
当
時
の
他
校
の
学
生
に
も
大
変
受
け
た
よ

う
で
あ
っ
た
。

察
す
る
に
、
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
若
く
し
て
穂
高
に
登
っ
た
り
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
氏
に
会
っ
た
誇
り
が
、
環
境
の
変
化
と
共
に
、
困
難
な
登
山
が
出
来

な
く
な
っ
て
も
、
精
神
は
、
よ
り
高
く
、
よ
り
困
難
な
登
山
を
描
い
て
居
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
パ
ウ
ル
・
バ
ウ
ア
ー
の
イ
ン
・
カ
ン
プ
・
ウ
ン
・
デ
ン
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
を
読
ん
だ
躍
動
を
伝
え
よ
う
と
、
我
々
の
た
め
に
、
自
分
の
勉
強
の
時
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問
を
さ
い
て
、
長
期
間
の
訳
読
会
を
開
い
て
下
さ
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
計
画
か
ら
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
登
頂
ま
で
、

つ
ね
に
、
我
々
の
中
心
を
な
し
て
お
ら
れ
た
。
毎
日
新
聞
社
や
外
務
省
等
の
折

衝
や
募
金
、
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ク
ラ
ブ
や
ア
ル
モ
ラ
の
デ
ィ
プ
テ
イ
・
コ
ン
ミ
シ

ョ
ナ
ー
ｅ
の
冒
曾
９
日
目
の
巴
。
国
８
等
の
現
地
へ
の
照
会
を
自
ら
行
わ
れ

た
。
体
力
と
環
境
が
ゆ
る
せ
ば
、
自
ら
隊
長
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
い
と
思

っ
て
居
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
故
に
、
成
功
し
た
時
の
喜
び
は
大
変
な
も

の
で
、
恐
ら
く
生
涯
の
感
激
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
う
。

立
教
大
学
で
は
、
支
那
事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争
に
か
け
て
、
幾
人
も
の
ア
メ

リ
カ
人
教
師
が
入
れ
替
り
、
立
ち
替
り
、
日
本
を
去
っ
て
行
っ
た
。
日
米
の
激

し
い
対
立
の
中
で
、
配
属
将
校
の
態
度
が
、
先
生
方
の
心
を
傷
つ
け
な
が
ら
溝

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
終
戦
後
間
も
な
く
、
横
須
賀
に
上
陸
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ダ

イ
ク
教
育
局
長
の
随
行
将
校
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
（
元
立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
人

教
師
）
は
、
迎
え
に
行
っ
た
三
人
の
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
の
先
生
達

の
案
内
で
そ
の
日
の
う
ち
に
立
教
大
学
を
視
察
し
、
即
座
に
、
三
辺
総
長
以
下

十
一
人
の
教
授
を
公
職
追
放
し
た
。
そ
の
中
に
、
予
科
長
だ
っ
た
辻
先
生
も
含

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
辻
先
生
の
立
教
大
学
山
岳
部
部
長
時
代
は
終

っ
た
。
追
放
時
代
は
、
先
生
が
研
究
し
て
居
ら
れ
た
西
洋
音
楽
の
中
か
ら
、
わ

ず
か
に
許
さ
れ
た
講
演
に
よ
っ
て
生
活
の
援
け
と
し
て
居
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ

の
後
、
二
、
三
年
し
て
追
放
解
除
と
な
り
大
学
に
戻
ら
れ
た
。

悼
昭
和
三
十
年
五
月
か
ら
、
三
士
一
年
三
月
ま
で
二
年
足
ら
ず
の
聞
私
は
、

会
社
の
勤
務
で
札
幌
に
住
ん
で
居
た
。
確
か
、
三
十
一
年
の
夏
だ
っ
た
と
思
う

が
、
先
生
は
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
学
生
を
ひ
き
い
て
札
幌
に
来
ら
れ
、
拙
宅
に

追
一
晩
泊
ら
れ
た
。
庭
前
の
、
さ
さ
や
か
な
バ
ラ
を
喜
ば
れ
、
石
狩
川
の
河
口
へ

行
っ
て
見
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
翌
朝
、
私
は
、
覚
え
て
間
も
な
い
運

転
で
、
幌
付
の
シ
ト
ロ
エ
ン
を
か
っ
て
、
人
も
車
に
も
出
合
わ
な
い
石
狩
川
ぞ

い
の
道
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
砂
丘
の
あ
る
海
岸
に
着
い
た
。
暗
い
海

と
、
は
ま
な
す
の
咲
い
て
い
る
砂
丘
が
対
照
的
で
、
印
象
深
か
っ
た
。
特
に
、

先
生
は
、
は
ま
な
す
と
沿
道
の
ポ
プ
ラ
並
木
に
心
引
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の
思
い

に
耽
っ
て
居
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

私
は
、
先
生
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
で
は
な
い
し
、
先
生
の
得
意

と
す
る
バ
ッ
ハ
の
研
究
に
対
し
て
も
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
も
全

く
無
知
で
あ
る
。
先
生
は
、
私
と
話
す
時
は
山
登
り
と
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
自

然
と
人
が
中
心
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
先
生
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
の
一
面
に

ふ
れ
た
の
み
だ
っ
た
が
、
我
々
の
山
登
り
に
は
、
惜
し
み
な
く
協
調
さ
れ
た
。

私
が
、
自
分
の
こ
と
を
立
教
大
学
山
岳
部
卒
業
だ
と
い
っ
て
も
、
許
容
さ
れ
て

居
た
頃
を
思
い
出
す
。

神
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
自
然
と
宗
教
、
音
楽
と
芸
術
、
そ
れ
等
の
関
連
の
中

で
の
山
登
り
が
、
広
い
知
識
と
愛
情
に
よ
り
一
体
と
な
っ
て
、
九
十
一
歳
を
こ

え
る
ま
で
、
健
康
で
豊
か
な
人
生
を
支
え
て
来
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。

（
堀
田
弥
一
）

＊

音
楽
と
山
と
薔
薇
と

Ｉ
辻
荘
一
さ
ん
を
偲
ぶ
Ｉ

し
よ
う
い
ち

さ
る
四
月
二
十
一
日
午
後
十
時
、
辻
荘
一
さ
ん
は
入
院
先
の
聖
路
加
国
際
病

院
で
骨
髄
異
形
成
症
候
群
の
た
め
昇
天
さ
れ
た
。
享
年
九
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
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昨
年
十
月
、
立
教
大
学
山
岳
部
の
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
登
頂
五
十
年
を
記
念
し

た
日
比
谷
・
松
本
楼
の
会
に
は
お
変
り
な
い
様
子
で
出
席
さ
れ
た
。
ま
た
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
は
新
設
さ
れ
た
サ
ン
ト
リ
ー
・
ホ
ー
ル
で
立
教
大
学
の
降
誕
節
で

は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
ヘ
ン
デ
ル
の
メ
サ
イ
ア
の
演
奏
が
終
り
、
お
開
き
の

前
に
、
聖
歌
第
十
八
番
「
神
に
は
さ
か
え
、
地
に
は
お
だ
や
か
、
ひ
と
に
は
め

ぐ
み
あ
れ
」
の
タ
ク
ト
を
と
ら
れ
、
演
奏
者
、
聴
衆
と
も
ど
も
歌
っ
て
お
ら
れ

た
。
い
つ
も
の
と
お
り
の
お
元
気
で
あ
っ
た
の
で
い
く
ら
ご
高
齢
だ
と
は
い

え
、
先
生
（
私
に
と
っ
て
、
辻
さ
ん
で
は
収
ま
り
が
悪
い
の
で
、
先
生
で
ゆ
く
）

の
ご
逝
去
は
、
私
に
と
っ
て
心
の
準
備
も
な
い
突
然
の
悲
し
み
で
あ
っ
た
。

私
は
立
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
組
織
す
る
山
友
会
副
会
長
の
片
桐
理
一
郎
さ
ん
か

ら
、
先
生
の
計
報
を
受
け
信
じ
難
い
気
持
の
ま
ま
先
生
の
お
宅
に
い
そ
い
で
伺

っ
た
。
一
枝
の
バ
ラ
を
先
生
の
枢
の
中
へ
入
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
で
あ

る
。
こ
の
バ
ラ
は
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
・
ホ
ー
ル
（
立
大
総
長
公
邸
、
現
在
は

ゲ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
）
の
フ
ェ
ン
ス
に
見
事
に
咲
く
木
香
薔
薇
。
安
政
六
年
（
一

八
五
九
）
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
バ
ラ
で
、
春
、
葉
が
出
て
間
も
な
く
花
弁
が

の
び
、
香
気
の
高
い
黄
色
の
小
さ
い
花
を
群
が
っ
て
咲
か
せ
る
。
原
種
の
バ
ラ

で
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
み
あ
た
ら
な
い
が
、
立
教
に

は
築
地
か
ら
池
袋
に
移
転
し
た
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
植
え
ら
れ
、
今
で

も
毎
年
盛
ん
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
先
生
は
、
こ
の
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
が
お

好
き
で
あ
っ
た
。
先
生
は
庭
に
た
く
さ
ん
の
バ
ラ
を
作
ら
れ
、
バ
ラ
の
大
家
で

あ
っ
た
。

立
教
大
学
か
ら
歩
い
て
十
分
ほ
ど
の
目
白
の
閑
静
な
と
こ
ろ
に
先
生
の
お
住

い
が
あ
っ
て
、
同
じ
大
学
に
務
め
て
い
る
私
は
、
電
話
で
「
先
生
…
…
」
と
い

う
と
「
う
ん
」
と
い
わ
れ
、
い
つ
で
も
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
こ

と
に
気
さ
く
に
で
あ
っ
た
。
目
白
の
聖
公
会
で
の
お
別
れ
も
、
立
教
の
チ
ャ
ペ

ル
に
お
け
る
大
学
葬
で
の
お
見
送
り
を
し
て
も
、
も
う
電
話
口
に
先
生
が
お
出

に
な
ら
な
い
と
い
う
実
感
が
な
い
。

私
は
、
過
日
先
生
の
お
宅
に
、
先
生
に
と
っ
て
は
最
後
に
な
っ
た
メ
サ
イ
ア

演
奏
会
の
写
真
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
お
届
け
に
上
っ
た
。
立
教
の
「
メ
サ
イ

ア
」
生
誕
二
五
年
、
先
生
が
生
み
の
親
で
あ
る
。
先
生
が
「
す
く
な
く
と
も
日

本
で
は
一
大
学
が
こ
の
曲
全
曲
を
演
奏
し
て
い
る
の
は
わ
れ
わ
れ
立
教
だ
け
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
大
い
に
い
ば
っ
て
良
い
こ
と
で
あ
る
」
。
「
『
メ
サ
イ
ア
』
の

全
曲
が
あ
る
壮
大
な
ア
ー
メ
ン
で
終
っ
た
の
ち
、
聴
衆
が
聖
歌
十
八
番
を
歌

う
。
…
あ
の
聖
歌
を
歌
っ
て
い
る
大
勢
の
人
た
ち
の
顔
を
見
る
と
、
そ
れ
こ
そ

霊
に
み
た
さ
れ
た
顔
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
」
、
と
い
わ
れ
て
い
る
コ
ン
サ

ー
ト
の
写
真
、
録
音
・
録
画
し
た
テ
ー
プ
を
で
あ
る
。

庭
の
バ
ラ
は
満
開
で
あ
っ
た
。
先
生
は
バ
ラ
を
京
成
バ
ラ
園
の
カ
タ
ロ
グ
で

注
文
さ
れ
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
。
昨
秋
、
求
め
ら
れ
て
仲
間
入
り
し
た
バ
ラ
も

ご
長
男
の
奥
様
の
指
差
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
咲
い
て
い
た
。
先
生
の
こ
と
だ
か
ら

バ
ラ
の
好
み
も
う
る
さ
い
の
か
と
思
っ
て
ご
長
男
の
奥
様
に
お
た
ず
ね
し
た
と

こ
ろ
、
無
造
作
に
選
ん
で
い
ら
し
た
と
の
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
あ
て
が
は
ず
れ

た
気
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
、
県
立
神
戸
第
二
中
学
校
、
鹿
児
島
の
第
七
高
等
学
校
を
経
て
、
東

京
帝
国
大
学
文
学
部
心
理
学
科
に
進
ま
れ
る
。
本
郷
西
片
町
に
あ
る
同
志
会
の

寮
に
入
寮
。
同
志
会
は
、
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
立
教
学
校
を
卒
業
し

三
井
合
名
理
事
と
な
っ
た
阪
井
徳
太
郎
氏
に
よ
っ
て
、
東
京
帝
大
の
学
生
に
寮

生
活
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
人
格
の
育
成
を
目
的
と
し
て
創
ら
れ
、
先
生
の

頃
は
小
林
彦
五
郎
、
元
田
作
之
進
、
木
村
重
治
等
、
立
教
と
深
い
か
か
わ
り
の
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あ
る
方
々
に
指
導
さ
れ
て
い
た
。
先
生
は
同
志
会
で
強
い
影
響
を
受
け
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
積
極
的
に
滝
乃
川
学
園
で
精
神
薄
弱
者
の
た
め
の

奉
仕
活
動
を
さ
れ
る
。
東
大
の
赤
門
の
と
こ
ろ
か
ら
市
内
電
車
に
乗
っ
て
北
豊

島
郡
滝
野
川
村
ま
で
か
よ
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
滝
乃
川
学
園
は
私
立
と
し

て
は
日
本
で
最
古
、
最
大
の
精
神
薄
弱
者
の
収
容
教
育
施
設
で
現
在
で
も
あ

る
。
先
生
は
晩
年
こ
こ
の
理
事
長
と
な
る
。

先
生
は
、
一
九
一
八
年
、
滝
野
川
聖
三
一
教
会
で
小
林
彦
五
郎
司
祭
よ
り
受

洗
。
一
九
三
一
年
本
郷
テ
モ
テ
教
会
で
ジ
ョ
ン
・
マ
キ
ム
主
教
か
ら
堅
信
受

領
。

一
九
二
○
年
東
京
帝
国
大
学
卒
業
、
一
九
二
二
年
ま
で
同
大
学
院
在
籍
。
一

九
二
二
年
四
月
立
教
大
学
講
師
に
就
任
。

先
生
は
、
立
教
の
チ
ャ
ペ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
、
第
三
五
四
号
、
一
九
八
六
年
、

「
『
メ
サ
イ
ア
』
二
十
五
年
」
の
中
に
、
「
お
わ
り
に
是
非
書
き
記
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
今
か
ら
大
体
六
十
年
前
私
が
立
教
の
先
生
に
な
っ
た

と
き
の
総
長
は
元
田
作
之
進
先
生
で
日
本
聖
公
会
の
最
初
の
主
教
に
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。
こ
の
総
長
か
ら
私
は
特
命
を
う
け
た
。
君
は
音
楽
と
登
山
が
好
き

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
両
方
と
も
青
年
教
育
上
非
常
に
有
意
義
な
も

の
で
あ
る
か
ら
、
学
業
の
か
た
わ
ら
こ
の
趣
味
を
学
生
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
め
る

よ
う
骨
折
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
特
命
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
歴

代
の
総
長
や
幹
部
が
人
格
形
成
に
関
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
重
要
で
あ

る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
の
面
で
顕
現
さ
れ
た
の
で
、
お
の
ず
か
ら
の
初
代
総
長
の

方
針
が
事
実
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
私
と
し
て
は
音
楽
部
長
『
は
じ
め
は
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
も
グ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
も
い
っ
し
ょ
で
あ
っ
た
』
、
山
岳
部
長
を
兼

ね
、
音
楽
部
長
と
し
て
は
『
メ
サ
イ
ア
』
、
山
岳
部
長
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
登

山
と
し
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
頂
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
を
心
か
ら
よ
ろ
こ

ん
で
い
る
」
。
先
生
の
絶
筆
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
元
田
先
生
が
「
辻
君
立

教
に
来
た
ま
え
。
勉
強
は
教
え
な
く
て
も
よ
い
か
ら
学
生
の
遊
び
相
手
に
な
っ

て
く
れ
」
。
こ
の
話
を
先
生
か
ら
直
接
伺
っ
て
い
る
。
脱
線
し
て
、
も
う
一
つ
。

「
立
教
の
お
蔭
で
、
バ
ッ
ハ
の
研
究
も
で
き
た
し
、
山
岳
部
や
グ
リ
ー
・
ク
ラ

ブ
の
め
ん
ど
う
も
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
立
教
の
学
生
は
の
ん
び
り
し
て
い
て

結
構
だ
」
。
先
生
、
ま
こ
と
に
お
お
ら
か
で
あ
っ
た
。

先
生
の
本
職
は
心
理
学
、
バ
ッ
ハ
は
副
業
だ
し
山
や
グ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
は
て
い

よ
く
い
っ
て
も
正
課
外
教
育
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
立
教
が
新
制
大
学
と
な
り

大
学
院
に
組
織
神
学
専
攻
博
士
課
程
を
設
置
を
す
る
と
き
、
先
生
は
急
に
心
理

学
科
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
学
科
に
移
籍
さ
れ
た
。
文
部
省
へ
の
申
請
は
、
キ
リ
ス

ト
教
芸
術
（
教
会
音
楽
）
で
あ
る
。
い
い
過
ぎ
で
あ
る
が
、
先
生
の
副
業
の
甲

斐
あ
っ
て
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
誕
生
で
あ
っ
た
。

先
生
を
「
日
本
に
お
け
る
バ
ッ
ハ
学
の
家
元
」
、
そ
の
著
書
「
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ

ハ
」
を
奥
義
の
書
と
規
定
し
た
の
は
先
生
の
愛
弟
子
立
大
教
授
皆
川
達
夫
氏
。

ま
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
先
生
と
音
楽
と
な
る
と
堅
苦
し
か
っ
た
。
特
に
教
会

音
楽
と
な
る
と
「
音
楽
は
信
仰
に
隷
属
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
は
っ
き
り
伺

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
然
に
そ
う
お
考
え
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
。
先
生

は
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
ま
で
目
白
聖
公
会
の
ク
ワ
イ
ヤ
ー
マ
ス
タ
ー
を
さ
れ

て
お
り
「
普
段
の
安
息
日
の
礼
拝
は
よ
そ
ゅ
き
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ

う
た
ゑ
さ

れ
て
、
歌
弥
撒
を
作
詞
作
曲
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
「
口
語
体
で
は
高
音
が
歌
え

な
い
」
と
い
わ
れ
て
、
断
固
文
語
体
を
使
わ
れ
た
。
ハ
イ
チ
ャ
ー
チ
の
し
き
た

り
を
墨
守
さ
れ
て
、
面
目
躍
如
で
あ
る
。

同
志
会
同
期
生
守
屋
主
一
郎
氏
の
想
い
出
の
記
に
、
「
辻
荘
の
音
楽
の
自
慢
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を
や
っ
つ
け
て
は
辻
荘
を
こ
ま
ら
せ
た
」
「
辻
荘
は
根
っ
か
ら
の
形
式
主
義
者

で
、
偉
そ
う
に
し
て
い
る
が
、
誠
に
性
善
良
で
、
世
話
好
き
、
ヴ
ン
ト
の
心
理

学
の
原
書
の
厚
い
本
を
ひ
ね
く
り
廻
し
て
、
貧
乏
ゆ
す
り
を
し
て
い
た
」
。
守

屋
氏
一
九
八
三
年
帰
天
。
先
生
、
親
友
を
失
う
。

先
生
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
歌
を
編
曲
さ
れ
た
り
、
作
詞
さ
れ
た
り
し
た
ほ

か
、
日
本
山
岳
会
の
創
立
八
十
年
に
当
っ
て
は
、
会
報
、
「
山
」
に
「
日
本
山

岳
会
の
歌
を
」
、
歌
う
べ
し
、
歌
う
く
し
て
と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
が
、
残
念

な
が
ら
お
お
せ
の
よ
う
に
は
運
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

先
生
の
登
山
歴
は
古
い
。
一
九
○
八
年
、
明
治
四
十
一
年
頃
、
神
戸
二
中
の

時
、
徳
本
峠
を
越
え
て
上
高
地
か
ら
前
穂
高
に
登
っ
て
お
ら
れ
て
、
そ
の
時
の

こ
と
を
一
九
三
四
年
に
日
本
山
岳
会
の
会
報
に
「
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
と
嘉
門
治
老

と
の
思
い
出
」
と
題
し
て
書
い
て
お
ら
れ
る
。
親
爺
を
だ
ま
し
て
烏
水
の
「
日

（
マ
千
）

本
ア
ル
プ
ス
」
を
買
い
仲
間
と
二
人
糾
合
し
て
神
河
内
へ
向
っ
た
。
松
本
か
ら

円
太
郎
馬
車
で
島
々
に
、
そ
こ
で
人
夫
を
や
と
っ
て
島
々
谷
に
分
け
入
り
、
大

き
な
桂
の
木
の
下
に
せ
ぐ
く
ま
る
媚
留
の
無
人
小
屋
に
辿
り
つ
い
た
。
そ
こ
に

笑
顔
の
老
爺
が
い
て
、
「
そ
れ
で
は
あ
な
た
が
嘉
門
治
さ
ん
で
す
か
」
と
い
う

具
合
に
な
っ
た
。

翌
朝
五
時
神
河
内
温
泉
の
前
で
勢
揃
い
し
た
。
一
行
は
一
高
の
学
生
の
他
、

何
人
か
い
て
ガ
イ
ド
を
連
れ
て
行
く
。
一
行
の
中
に
や
せ
ぎ
す
の
、
そ
の
頃
と

ナ
ー
ゲ
ル

し
て
は
珍
し
く
鋲
靴
を
は
き
、
太
短
い
ス
ト
ッ
ク
を
つ
き
、
リ
ュ
ッ
ク
を
し
よ

っ
た
、
麻
製
の
服
を
着
た
仁
が
い
て
、
頂
上
に
着
く
と
奇
妙
な
声
を
あ
げ
て
怒

鳴
る
。
こ
の
人
は
ど
う
も
田
部
重
治
さ
ん
で
は
な
か
っ
た
か
と
憶
測
を
さ
れ

る
。

こ
の
話
は
後
日
談
が
あ
る
。
先
生
が
一
九
七
八
年
の
山
岳
会
会
報
に
「
六
十

四
年
目
の
名
の
り
あ
い
」
と
し
て
載
せ
て
お
ら
れ
る
。
一
高
生
で
あ
っ
た
大
木

操
氏
。
同
氏
は
第
二
局
等
学
校
に
山
岳
部
を
創
り
、
後
に
貴
族
員
議
員
、
東
京

都
副
知
事
と
な
っ
た
人
で
、
日
本
山
岳
会
会
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
木
さ
ん
か

ら
電
話
が
か
か
り
山
岳
会
の
ル
ー
ム
で
六
十
四
年
ぶ
り
に
名
の
り
あ
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
「
山
頂
の
奇
声
」
の
一
件
は
田
部
さ
ん
が
聞
い
て
、
「
自
分
は
山

で
奇
声
を
発
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
か
な
り
お
か
ん
む
り
で
否
定
さ
れ
た
の

で
、
恐
縮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
奇
声
は
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
で
あ
り
、
鹿
子
木
員
信

さ
ん
で
あ
っ
た
。
一
行
の
中
に
茨
木
猪
之
吉
画
伯
も
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
う
な
る
と
前
穂
登
山
隊
は
、
名
前
も
名
の
ら
な
い
寄
合
い
所
帯
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

先
生
は
こ
う
も
書
い
て
お
ら
れ
る
。
「
立
教
の
山
岳
部
が
お
ど
お
ど
し
な
が

ら
ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
に
足
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
バ
ウ
ワ
ー
の
『
カ

ン
チ
を
榛
っ
て
』
が
直
接
の
起
爆
剤
で
あ
っ
た
が
、
間
接
的
乃
至
心
情
的
に
は

鹿
子
木
さ
ん
の
紀
行
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
後
年
私
が
立
教
山
岳
部
に

関
係
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
踏
査
に
助
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
機
縁
は
、
こ
の
前
穂
高

登
り
に
あ
っ
た
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
」
。

話
を
戻
そ
う
。
前
穂
登
頂
を
果
し
意
気
軒
昂
た
る
あ
ま
り
、
翌
日
朝
早
く
か

ら
騒
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
人
が
や
っ
て
く
る
気
配
が
あ
り
障
子
の
外
か
ら
、
妙

な
ア
ク
セ
ン
ト
で
「
あ
ま
り
朝
早
く
か
ら
さ
わ
が
な
い
で
く
れ
。
こ
と
に
婦
人

は
ね
ら
れ
な
く
て
こ
ま
る
」
と
た
し
な
め
ら
れ
る
。
一
言
も
な
く
恐
れ
入
っ
て

静
ま
り
か
え
っ
た
。
そ
の
日
は
、
田
代
池
や
明
神
池
に
行
っ
て
さ
ん
ざ
ん
遊

び
、
徳
本
峠
下
の
牛
小
舎
ま
で
来
た
と
こ
ろ
、
西
洋
人
夫
妻
が
嘉
門
治
を
つ
れ

て
や
っ
て
来
る
。
今
朝
し
か
ら
れ
た
の
は
こ
の
二
人
か
ら
だ
な
と
思
っ
た
が
、

今
さ
ら
あ
や
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
片
言
の
英
語
で
登
山
の
模
様
を
話
す
と
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「
若
い
の
に
穂
高
に
登
っ
た
と
は
た
い
し
た
も
の
だ
」
と
お
だ
て
ら
れ
た
揚
句

「
私
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
で
す
。
東
京
へ
来
た
ら
山
岳
会
に
入
り
な
さ
い
」
と
勧
誘

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

先
生
は
一
九
一
六
年
日
本
山
岳
会
入
会
。
推
薦
者
は
高
野
鷹
蔵
、
近
藤
茂
吉

の
両
氏
。
会
員
番
号
四
八
七
番
。
先
生
、
最
近
で
は
「
槇
有
恒
さ
ん
に
次
い
で

若
い
番
号
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
ご
自
慢
で
あ
っ
た
。
一
九
五
○
年
か
ら
五
二
年
に

か
け
て
と
、
五
四
年
に
評
議
員
。
一
九
六
六
年
、
永
年
会
員
。
一
九
七
三
年
の

年
次
晩
餐
会
の
席
上
、
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
る
。
立
教
大
学
山
岳
部
の
部
長

な
ど
に
な
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
初
期
大
学
山
岳
部
の
育
成
な
ら
び
に
登
山
の

奨
励
に
貢
献
し
た
こ
と
、
評
議
員
と
し
て
、
小
集
会
で
の
講
演
、
「
山
岳
」
へ
の

寄
稿
な
ど
を
通
じ
て
会
の
運
営
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
で
あ
る
。

先
生
は
、
第
七
高
等
学
校
に
山
岳
部
を
創
る
。
一
九
一
五
年
「
世
紀
末
の
悲

哀
の
余
波
は
遂
に
日
本
を
侵
し
て
来
た
」
に
始
ま
る
「
第
七
高
等
学
校
内
に
山

岳
会
を
設
立
せ
ん
と
す
る
の
趣
意
書
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
趣
意
書
の
中
で
、

前
穂
登
山
に
ふ
れ
「
山
上
の
痛
快
な
貴
族
的
な
感
じ
」
と
書
い
て
お
ら
れ
る

が
、
私
に
は
先
生
の
風
貌
を
表
現
し
た
感
じ
に
思
わ
れ
、
お
か
し
く
な
っ
た
。

先
生
は
、
立
教
に
来
ら
れ
た
翌
年
、
一
九
二
三
年
に
山
岳
部
を
創
立
、
同
時

に
部
長
、
一
九
四
五
年
ま
で
の
二
十
二
年
間
に
わ
た
っ
て
部
の
責
任
者
で
あ
っ

た
。
先
生
が
部
長
だ
っ
た
頃
の
山
岳
部
は
、
逸
見
真
雄
、
堀
田
弥
一
、
小
原
勝

郎
、
山
縣
一
雄
、
浜
野
正
男
等
々
の
元
気
者
が
い
て
、
積
雪
期
登
山
に
精
を
出

悼
し
て
い
た
。
こ
の
記
録
は
「
立
教
大
学
山
岳
部
報
」
追
想
号
か
ら
第
八
号
に
わ

た
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
先
生
は
部
報
第
二
号
「
山
ぱ
な
し
」
に
「
な
る
べ

く
雪
崩
な
ど
の
な
い
よ
う
な
所
へ
行
く
よ
う
に
」
「
親
の
心
子
し
ら
ず
」
「
冬
山

追
や
春
山
に
行
く
な
と
は
い
わ
な
い
が
、
心
の
中
で
は
は
ら
は
ら
し
て
い
る
」
。

遂
に
「
部
員
は
駄
々
っ
子
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
駄
々
っ
子
の
い
う
こ
と

は
き
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
親
は
内
心
冷
汗
を
流
し
て
い
る
こ
と
を
記
憶
し
て

呉
れ
る
か
、
又
い
つ
か
思
い
出
し
て
呉
れ
れ
ば
」
と
訴
え
て
お
ら
れ
る
。
そ
の

う
ち
に
、
ち
っ
と
も
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
駄
々
っ
子
の
冒
険
的
と
も
い
え
る

登
山
の
理
解
者
と
な
り
、
む
し
ろ
積
極
的
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
。

先
生
の
部
報
の
毎
号
に
専
門
の
心
理
学
・
美
学
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
登
山
を

信
仰
登
山
か
ら
近
代
登
山
Ⅱ
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
ヘ
の
変
遷
と
し
て
と

ら
え
、
新
し
い
思
潮
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
眼
を
と
お
す
と
駄
々

っ
子
の
行
動
を
思
考
の
糧
と
さ
れ
た
ふ
し
が
あ
る
。
題
名
だ
け
拾
っ
て
お
く
。

「
新
生
活
様
式
の
象
徴
と
し
て
の
登
山
」
「
想
山
断
章
」
（
一
号
）
、
「
登
山
意
識

の
消
極
的
内
容
と
積
極
的
内
容
」
「
山
ぱ
な
し
」
（
二
号
）
、
「
文
明
史
的
見
地
に

よ
る
登
山
意
識
の
一
考
察
」
「
山
想
雑
彙
」
（
三
号
）
、
「
シ
Ｐ
国
ｚ
扇
目
嗣
○
国
国

○
宛
月
四
○
口
○
〆
胃
」
（
四
号
）
、
「
山
岳
を
め
ぐ
る
行
為
と
精
神
」
（
五
号
）
、

「
新
し
き
山
岳
美
論
へ
の
途
」
（
六
号
）
、
「
回
顧
と
展
望
」
（
七
号
）
、
「
創
設
拾

五
年
に
際
し
て
」
（
八
号
）
。

堀
田
弥
一
さ
ん
の
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
初
登
頂
’
一
九
三
六
年
の
ナ
ン
ダ
・
コ
ー

ト
ー
」
を
読
む
と
、
先
生
が
若
き
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
た
ち
の
心
棒
で
あ
っ
て
、
そ

こ
に
堀
田
さ
ん
た
ち
の
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
が
結
晶
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

堀
田
さ
ん
曰
く
「
辻
荘
一
先
生
が
國
巳
国
画
屋
①
尻
の
畠
日
〆
色
目
耳
巨
冒
号
自

国
日
四
互
四
〉
）
が
大
変
面
白
い
と
言
れ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
訳
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
た
。
先
生
に
訳
し
て
い
た
だ
い
て
ノ
ー
ト
を
取
り
…
…
毎
週

先
生
の
お
宅
に
集
っ
て
の
二
・
三
時
間
ず
つ
の
講
座
は
数
か
月
間
も
続
い
た
。

…
…
こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
て
来
た
雰
囲
気
は
、
い
つ
し
か
立
教
大
学
山
岳
部

の
中
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
合
言
葉
と
す
る
ま
で
に
育
っ
て
い
っ
た
。
静
観
的
で
山
の
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自
然
を
深
く
愛
さ
れ
た
先
生
が
行
動
的
な
わ
れ
わ
れ
を
理
解
し
、
…
…
先
生
と

の
一
体
感
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
」
。

先
生
は
、
毎
日
新
聞
社
を
始
め
と
す
る
対
外
交
渉
、
大
口
寄
付
者
に
ま
で
自

ら
出
か
け
ら
れ
る
。
夜
は
夜
で
お
そ
く
ま
で
計
画
の
推
進
、
費
用
の
計
算
ま
で

さ
れ
る
。
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
踏
査
隊
派
遣
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
計
画
書
の
起
草
は

先
生
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
こ
と
と
次
第
で
は
、
ご
自
分
も

出
か
け
る
所
存
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
生
は
遠
征
と
い
う
い
い
方
を
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
多
分
、
い
や
し
く
も
主

権
あ
る
国
へ
行
く
の
に
征
で
は
と
考
え
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
計
画
は
幸
い
に
し
て
成
功
す
る
。
そ
れ
か
ら
の
先
生
の

講
義
に
は
必
ず
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
話
が
入
っ
た
。
一
回
で
は
な
く
何
回
も
で

あ
る
。
先
生
に
心
理
を
教
わ
っ
た
の
か
論
理
を
教
わ
っ
た
の
か
、
音
楽
を
教
わ

っ
た
の
か
さ
だ
か
で
な
い
、
不
肖
の
教
え
子
た
ち
も
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
の
話
だ

け
は
覚
え
て
い
る
。

先
生
、
立
教
大
学
を
一
九
六
一
年
定
年
退
職
、
定
年
後
も
非
常
勤
講
師
と
な

ら
れ
規
程
に
よ
っ
て
全
く
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
私
に
「
キ
ミ
、
後
一
年

で
五
十
年
だ
よ
、
一
年
ぐ
ら
い
な
ん
と
か
な
ら
ん
か
ね
え
」
ほ
ん
と
う
に
残
念
そ

う
に
い
っ
て
お
ら
れ
た
。
大
正
・
昭
和
と
戦
争
を
は
さ
ん
で
移
る
い
の
激
し
い

時
代
に
教
鞭
を
と
ら
れ
、
戦
時
中
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
立
教
、
受
難
の
時

期
の
予
科
長
。
私
が
先
生
を
偲
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
あ
え
て
題
し
た
「
音
楽
と
山

と
薔
薇
と
」
で
は
あ
る
が
、
先
生
が
心
を
痛
め
ら
れ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と

と
思
う
。
私
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
部
員
の
、
失
恋
、
病
死
、
家
の
没

落
、
先
生
は
相
談
を
受
け
ら
れ
て
も
、
ど
う
に
も
仕
方
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

先
生
の
警
咳
に
接
し
た
者
た
ち
は
、
無
類
の
親
し
み
を
こ
め
て
先
生
を
ひ
そ

、
、

か
に
「
辻
公
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

立
教
大
学
で
は
、
一
九
八
七
年
五
月
二
十
三
日
午
後
二
時
、
立
教
学
院
諸
聖

徒
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
亡
き
名
誉
教
授
辻
壮
一
氏
を
大
学
葬
を
も
っ
て
お
送
り

し
た
。
私
は
、
す
ぐ
れ
た
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
研
究
者
へ
の
敬
意
と
、
い
つ
の

時
代
に
あ
っ
て
も
学
生
に
と
っ
て
得
難
い
「
友
人
」
で
あ
っ
た
人
へ
の
感
謝
を

表
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

（
中
村
太
郎
）

＊

略
年
譜

明
治
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
岐
阜
県
に
生
れ
る

大
正
三
年
三
月
県
立
神
戸
第
二
中
学
校
卒
業

大
正
五
年
日
本
山
岳
会
入
会

大
正
六
年
三
月
第
七
高
等
学
校
卒
業

大
正
九
年
三
月
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
心
理
学
科
卒
業

大
正
九
年
四
月
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
（
大
正
十
一
年
三
月
ま
で
在
籍
）

大
正
十
一
年
四
月
立
教
大
学
講
師

大
正
十
二
年
立
教
大
学
山
岳
部
長
（
昭
和
二
十
年
ま
で
）

大
正
十
三
年
立
教
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
部
長
（
昭
和
四
十
六
年
ま
で
）

昭
和
二
年
四
月
立
教
大
学
予
科
教
授

昭
和
二
十
年
四
月
立
教
大
学
予
科
長

昭
和
二
十
二
年
四
月
立
教
大
学
文
学
部
教
授

昭
和
二
十
七
年
五
月
滝
乃
川
学
園
理
事

昭
和
三
十
六
年
三
月
立
教
大
学
定
年
退
職
、
昭
和
四
十
六
年
ま
で
同
校
非
常
勤
講
師

昭
和
三
十
六
年
四
月
立
教
大
学
名
誉
教
授
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人
生
百
年
を
実
証
す
る
お
一
人
と
、
よ
く
噂
に
上
っ
て
い
た
早
川
さ
ん
に
は

昨
年
十
月
十
七
日
、
九
十
歳
を
最
後
に
忽
焉
と
し
て
他
界
さ
れ
た
。
令
夫
人
を

そ
の
五
ヶ
月
前
に
亡
く
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
お
独
り
で
以
前
と
全
く
変

り
な
い
ご
日
常
と
お
見
受
け
し
て
い
た
が
。

氏
は
明
治
二
十
九
年
、
山
本
義
郎
と
し
て
東
京
に
出
生
、
幼
時
母
方
の
伯
父

で
当
時
日
銀
小
樽
出
張
所
長
だ
っ
た
早
川
権
夫
氏
の
後
を
享
け
て
同
家
を
継
が

れ
て
い
る
。
大
正
十
年
慶
応
大
学
理
財
科
を
卒
え
る
と
同
時
に
日
本
銀
行
に
入

り
、
在
職
三
十
年
の
の
ち
昭
和
二
十
六
年
退
職
、
そ
の
後
東
京
鉄
鋼
（
株
）
の
経

理
担
当
役
員
と
し
て
難
し
い
時
代
を
乗
り
切
っ
て
こ
れ
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
立
教
大
学
メ
サ
イ
ア
演
奏
会
指
導
、
現
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
交
響
楽
団

の
前
身
で
あ
る
同
校
音
楽
部
部
長
を
務
め
る

昭
和
三
十
七
年
音
楽
学
会
（
現
日
本
音
楽
学
会
）
会
長
（
昭
和
四
十
五
年
ま
で
）

昭
和
四
十
三
年
四
月
国
立
音
楽
大
学
教
授
（
昭
和
五
十
年
ま
で
）

昭
和
四
十
五
年
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
受
章

昭
和
四
十
八
年
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員

昭
和
五
十
八
年
七
月
滝
乃
川
学
園
理
事
長
（
昭
和
六
十
一
年
六
月
ま
で
）

昭
和
六
十
年
日
本
バ
ッ
ハ
協
会
名
誉
会
長

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
一
日
逝
去
、
九
十
一
歳

早
川
義
郎
さ
ん
の
こ
と
ど
も

早

川

義
郎
氏
（
一
八
九
六
’
一
九
八
六
）

さ
て
、
氏
は
人
も
知
る
多
趣
味
に
生
き
、
音
楽
、
絵
画
、
写
真
、
登
山
に
ご

自
身
の
研
蹟
と
後
進
の
育
成
に
熱
意
を
そ
そ
が
れ
、
何
れ
も
顕
著
な
業
績
を
残

さ
れ
て
い
る
。
慶
応
義
塾
で
は
大
正
四
年
創
設
の
山
岳
部
の
ほ
か
音
楽
部
に
在

籍
し
、
当
時
開
拓
的
な
登
山
に
専
念
し
た
同
僚
た
ち
を
よ
そ
に
専
ら
静
観
的
な

山
岳
遍
歴
を
愛
し
、
後
日
の
氏
の
絵
画
や
写
真
の
上
に
も
こ
の
静
か
な
山
が
一

貫
し
て
存
在
し
て
い
た
と
思
う
。
従
っ
て
氏
の
山
と
ス
キ
ー
は
決
し
て
無
理
に

走
ら
ず
、
七
十
年
に
及
ぶ
山
歴
に
も
遭
難
談
な
ど
聞
い
て
い
な
い
。
一
方
ス
キ

ー
術
は
テ
レ
マ
ー
ク
廻
転
を
得
意
と
す
る
超
戦
前
型
で
、
昨
今
そ
の
技
法
が
ふ

た
た
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
っ
た
か
ど
う
か
。
し
か
し
、
そ
の

雪
滑
り
も
戦
後
は
断
念
の
よ
う
だ
っ
た
。

前
記
の
慶
応
義
塾
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
の
う
ち
大
正
年
代
出
身
者
は
別
に
大
登
会
を

構
え
、
そ
の
世
話
役
を
氏
が
引
受
け
て
い
た
。
い
ず
れ
も
八
十
歳
を
超
え
る
顔

触
れ
だ
が
そ
の
例
会
に
は
結
構
面
倒
な
山
行
も
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
は
春
の
黒
姫

山
頂
に
立
っ
て
い
る
な
ど
、
何
事
に
も
面
倒
見
の
よ
い
人
で
も
あ
っ
た
。

在
学
中
の
合
唱
活
動
は
、
そ
の
後
の
職
場
合
唱
団
の
育
成
等
に
打
ち
込
み
、

い
ず
れ
も
水
準
高
い
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る
。
戦
後
、
山
と
渓
谷
社
か
ら
上
梓

し
た
『
山
行
歌
曲
集
』
に
集
録
し
た
百
余
の
原
曲
の
多
く
は
西
欧
の
も
の
だ

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
氏
の
訳
詞
か
作
詞
、
一
部
は
作
曲
に
か
か
り
、
当
時
の

荒
さ
ん
だ
世
相
の
中
、
登
山
や
合
唱
の
衆
徒
か
ら
い
た
く
も
て
雛
さ
れ
た
。

氏
の
写
真
歴
と
し
て
昭
和
初
頭
、
初
期
の
ラ
イ
カ
・
カ
メ
ラ
を
い
ち
早
く
入

手
し
、
い
う
と
こ
ろ
の
早
川
調
の
作
品
に
声
価
を
高
め
て
き
た
が
、
こ
の
と
こ

ろ
は
国
産
の
単
純
な
機
種
を
と
こ
と
ん
生
か
し
た
作
画
に
称
賛
を
呼
ん
で
い

た
。

絵
に
つ
い
て
は
氏
が
中
学
時
代
か
ら
の
ご
執
心
で
、
以
降
の
危
大
な
作
品
も
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保
存
さ
れ
て
い
て
興
味
尽
き
な
い
。
題
材
を
山
に
置
い
た
の
は
当
然
だ
が
、
ほ

か
実
に
手
広
く
取
材
さ
れ
て
い
る
。
特
に
誰
に
師
事
し
た
と
も
聞
か
な
い
が
、

ご
自
身
の
風
格
そ
の
も
の
と
も
い
う
零
へ
き
街
い
の
な
い
画
風
を
、
主
と
し
て
水

彩
で
表
現
し
て
い
た
。
中
で
も
昭
和
十
七
年
公
務
出
張
中
の
北
京
と
か
、
終
戦

時
都
下
の
新
島
に
駐
屯
中
の
画
帳
な
ど
は
逸
品
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

氏
は
応
召
で
主
計
士
官
と
し
て
終
戦
間
近
に
は
新
島
に
在
り
、
資
金
受
領
な

ど
で
度
々
日
銀
本
店
に
も
顔
を
見
せ
て
い
た
。
二
十
年
の
春
、
当
時
海
軍
燃
料

廠
に
属
し
、
南
会
津
の
山
村
で
馬
鈴
薯
や
松
根
油
作
り
を
や
っ
て
い
た
私
宛
に

届
い
た
葉
書
に
は
「
七
月
上
旬
よ
り
二
週
間
程
東
京
に
出
張
し
て
其
後
の
模
様

を
具
に
見
て
来
ま
し
た
。
拙
宅
近
所
の
学
校
や
前
の
家
も
焼
け
、
家
に
は
大
型

焼
夷
弾
の
直
撃
を
受
け
た
が
焼
け
ず
に
残
っ
て
い
ま
し
た
」
と
あ
っ
た
。
氏
の

住
い
は
昭
和
の
初
め
、
親
類
筋
の
英
文
学
の
耆
宿
、
岡
倉
由
三
郎
先
生
の
練
馬

在
の
屋
敷
の
一
隅
に
建
て
た
も
の
で
、
前
記
の
よ
う
に
災
害
に
遭
っ
た
も
の
の

氏
の
亡
き
後
も
、
健
在
で
、
埋
没
中
の
焼
夷
弾
は
実
害
が
な
い
か
ら
と
そ
の
ま

ま
眠
ら
せ
て
あ
っ
た
。

晩
年
退
社
さ
れ
て
か
ら
一
層
多
忙
で
、
塾
の
合
唱
団
の
一
員
と
し
て
精
励
の

一
方
、
家
に
在
っ
て
は
座
卓
を
前
に
端
座
し
原
稿
や
画
業
の
ほ
か
夫
人
の
紅
型

染
め
の
紙
型
作
り
に
も
精
出
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
終
り
の
半
年
ほ
ど
は
お

独
り
で
そ
の
家
に
在
り
、
こ
と
も
な
く
お
過
し
と
お
見
受
け
し
て
い
た
。

と
も
あ
れ
九
十
年
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
、
そ
の
間
節
を
曲
げ
ず
世
の
敬
慕
を

集
め
生
を
終
え
ら
れ
た
次
第
で
、
む
ろ
ん
財
を
成
し
た
で
も
な
い
が
、
い
つ
も

幸
せ
な
神
の
庇
護
の
下
に
在
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
っ
た
と
思
う
。

（
坂
江
善
治
）

＊

「
山
岳
」
の
編
輯
部
か
ら
は
じ
め
は
、
私
に
追
悼
の
こ
と
ば
を
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
会
員
（
一
五
六
五
番
）
坂
江
善
治
氏
が
、
日
本
銀
行
員
と
し
て

も
山
登
り
の
上
で
も
、
長
く
広
く
早
川
さ
ん
の
薫
陶
を
受
け
た
方
と
知
っ
て
、

固
辞
す
る
同
氏
を
態
渥
し
て
前
章
を
得
た
。

し
か
し
私
も
追
慕
の
気
持
ち
を
霊
前
に
捧
げ
た
い
微
意
は
捨
て
が
た
く
こ
れ

を
書
い
た
。

初
め
て
早
川
さ
ん
の
譽
該
に
接
し
た
の
は
昭
和
八
年
十
二
月
、
関
温
泉
に
お

け
る
慶
応
山
岳
部
の
ス
キ
ー
合
宿
で
あ
っ
た
。
自
由
参
加
の
か
た
ち
で
、
二
、

三
日
お
く
れ
て
お
い
で
に
な
っ
た
早
川
さ
ん
は
、
そ
の
夜
の
紅
茶
会
の
席
で
い

き
な
り
畳
の
上
に
寝
こ
ろ
ん
で
蝿
取
り
紙
に
足
を
と
ら
れ
た
蝿
の
パ
ン
ト
マ
イ

ム
を
演
じ
ら
れ
た
。
ヤ
ン
ャ
の
喝
采
が
終
る
と
立
上
っ
て
こ
ん
ど
は
高
い
涼
し

い
声
で
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
森
」
を
唱
わ
れ
た
。

翌
日
か
ら
は
ゲ
レ
ン
デ
で
一
本
立
て
る
二
休
み
す
る
こ
と
）
と
す
ぐ
「
ホ

イ
ラ
リ
ラ
リ
ラ
」
と
声
を
張
り
上
げ
て
こ
の
歌
を
教
え
て
く
だ
さ
る
の
だ
。
仕

上
げ
は
風
呂
場
で
裸
踊
り
の
疲
れ
を
休
め
な
が
ら
湯
舟
の
ふ
ち
に
腰
を
か
け
て

で
あ
っ
た
。
今
日
で
も
私
は
こ
の
歌
を
口
ず
さ
む
こ
と
が
多
い
。

懇
親
天
幕
行
に
も
よ
く
お
出
か
け
く
だ
さ
っ
た
。
夕
食
も
終
っ
て
焚
火
を
囲

ん
で
一
騒
ぎ
と
い
う
頃
、
瓢
然
と
現
わ
れ
て
若
い
者
達
の
団
藥
に
加
わ
り
、
翌

朝
は
誰
よ
り
も
早
く
起
き
て
朝
食
が
終
る
と
「
で
は
」
と
一
人
で
朝
露
の
中
に

消
え
て
行
か
れ
る
、
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。
東
京
で
の
学
生
の
会
合
に
も
た
い

て
い
出
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
、
早
川
さ
ん
と
私
達
と
の
結
び
つ
き
を
生
涯
の
も
の

と
し
た
の
は
「
旧
き
友
よ
」
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

私
が
最
高
学
年
に
達
し
た
時
、
慶
応
山
岳
部
は
創
立
二
○
周
年
を
迎
え
盛
大
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な
祝
典
を
催
し
た
。
そ
の
時
早
川
さ
ん
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
歌
な
の
だ
。
当

時
は
「
登
高
会
の
歌
」
旧
き
友
よ
、
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
年

早
川
さ
ん
ご
自
身
が
登
高
会
々
報
（
昭
和
五
十
四
年
発
行
、
戦
後
第
十
三
号

八
戦
前
に
第
七
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
も
の
は
通
算
せ
ず
ｖ
）
に
か
な
り
長
い
も

の
を
書
か
れ
て
い
る
。
晩
年
の
御
心
境
な
ど
ま
こ
と
に
よ
く
知
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
こ
こ
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

＊

「
旧
き
友
よ
」
の
歌
は
山
岳
部
創
立
二
十
周
年
記
念
会
の
際
に
作
っ
た
も
の
だ

が
、
そ
れ
か
ら
既
に
四
十
数
年
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
略
あ
の
歌
を
作

っ
た
当
時
、
自
分
は
何
才
位
迄
生
き
る
か
な
ど
考
え
て
も
見
な
か
っ
た
。
ま
し

て
山
の
仲
間
が
こ
ん
な
に
永
く
交
友
を
続
け
ら
れ
る
と
は
思
い
も
及
ば
な
か
っ

た
。
今
私
に
は
あ
の
歌
を
作
っ
た
時
の
情
況
が
懐
し
く
浮
ん
で
く
る
。
中
略

た
だ
終
り
の
方
で
、
永
き
交
り
を
「
清
ら
に
高
く
厳
か
」
な
山
の
姿
に
な
ぞ
ら

え
た
の
は
、
ど
う
も
君
子
の
交
友
の
よ
う
で
い
さ
さ
か
面
映
い
。
中
略
つ

い
で
に
も
う
一
言
。
あ
の
歌
に
は
、
ケ
イ
オ
ウ
と
か
ト
コ
ウ
カ
イ
と
云
う
詞
が
入

っ
て
い
な
い
け
れ
ど
中
略
あ
れ
は
山
の
仲
間
が
自
分
た
ち
の
心
を
一
つ
に

通
じ
あ
っ
て
歌
う
の
が
望
ま
し
い
の
だ
か
ら
中
略
ケ
イ
オ
ヶ
イ
オ
だ
と
か

ワ
セ
ダ
ワ
セ
ダ
な
ど
が
な
り
立
て
る
の
は
苦
々
し
い
こ
と
だ
。
節
度
あ
る
我
が

山
仲
間
は
諒
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
中
略

「
旧
き
友
よ
」
が
こ
ん
な
に
永
く
歌
い
つ
が
れ
よ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
山
岳
部
に
何
も
記
録
ら
し
い
も
の
を
残
さ
な
か
っ
た
私
に

は
せ
め
て
こ
ん
な
こ
と
が
お
役
に
立
っ
た
か
と
心
の
奥
で
喜
ん
で
い
る
次
第
で

あ
る
。山

の
友
人
に
つ
い
て
も
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
「
旧
き
友
よ
」
の
話
が
長

す
ぎ
た
。
山
の
友
人
と
は
ほ
ん
と
に
好
い
も
の
で
す
。
中
略

旧
き
山
の
友
は
そ
れ
と
し
て
今
度
は
少
し
新
し
い
山
の
友
に
つ
い
て
触
れ
て

み
た
い
。
私
が
七
十
才
を
越
し
て
か
ら
知
り
あ
っ
た
後
略

と
し
て
北
区
の
若
い
理
髪
業
の
青
年
と
か
、
北
海
道
の
新
得
牧
場
長
と
の
お

は
な
し
な
ど
、
読
む
者
の
心
が
暖
ま
る
よ
う
な
お
話
が
な
お
続
く
の
だ
が
、
私

は
新
旧
を
問
わ
ず
良
き
山
の
友
を
も
つ
こ
と
に
感
謝
し
て
交
友
が
生
を
終
る
ま

で
続
く
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。

慶
応
山
岳
部
に
縁
の
あ
っ
た
者
の
誰
し
も
が
、
折
に
ふ
れ
て
、
ま
た
時
あ
っ

て
「
旧
き
友
よ
」
を
唱
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
す
で
に
五
十
年
を
越
し
た
。
幾

度
か
喜
び
に
も
悲
し
み
に
も
、
は
た
決
意
を
秘
め
た
旅
立
ち
の
日
に
も
、
こ
れ

を
唱
和
し
て
お
互
い
の
友
情
を
た
し
か
め
、
登
高
精
進
の
誓
い
を
新
に
し
た
こ

と
だ
ろ
う
か
。

「
旧
き
友
つ
ど
い
語
ら
う
は
過
ぎ
し
日
の
旅
山
の
想
い
森
に
さ
す
ら
い

渓
を
行
き
峰
に
立
ち
し
日
を
忘
れ
え
ず
山
は
心
の
故
郷
よ
清
ら
に
高
く

厳
か
に
変
ら
ぬ
な
れ
の
姿
こ
そ
永
き
交
り
の
し
る
し
な
れ
」
と
。

早
川
さ
ん
は
、
槇
、
三
田
、
早
川
（
種
）
先
輩
方
の
よ
う
に
強
烈
な
個
性
を

発
揮
し
て
私
達
後
輩
を
叱
陀
鞭
轆
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。
老
若
を
超
え
一
視
同
仁
、
来
る
は
何
人
も
拒
ま
ず
、
去
る
は
追
わ
ず
、

淡
々
と
し
て
後
輩
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
友
愛
の
心
厚
く
我
々

後
輩
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
ご
厚
情
が
に
じ
み
出
て
い
た
。
ま
た
行
き
ず
り

の
人
、
旅
先
で
知
り
合
っ
た
青
年
達
と
の
交
友
も
大
切
に
し
て
お
ら
れ
た
。

早
川
さ
ん
が
私
達
に
遣
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
は
、
こ
れ
だ
け
で
も
随
分
多

い
の
だ
が
、
こ
の
ほ
か
音
楽
と
絵
画
と
に
ふ
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ

が
私
は
こ
の
方
面
の
素
養
に
乏
し
い
の
で
、
一
つ
は
早
川
さ
ん
ご
自
身
が
書
か
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れ
た
絶
筆
と
も
い
え
る
慶
応
義
塾
ワ
グ
ネ
ル
ソ
サ
イ
テ
ィ
の
後
輩
に
残
さ
れ
た

「
ワ
グ
ネ
ル
の
同
友
諸
君
へ
」
を
そ
の
ま
ま
掲
げ
、
他
は
太
田
敬
君
の
言
葉
を

借
り
る
こ
と
と
し
た
。

早
川
さ
ん
は
、
慶
応
義
塾
入
学
と
同
時
に
慶
応
ワ
グ
ネ
ル
ソ
サ
イ
テ
ィ
に
入

り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
卒
業
後
同
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
に
加

わ
っ
て
逝
去
さ
れ
る
二
週
間
前
ま
で
、
そ
の
創
立
八
十
五
周
年
記
念
演
奏
会
に

出
演
さ
れ
る
た
め
の
練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
逝
去
二
日
前
に
次
の

手
記
を
送
っ
て
居
ら
れ
る
。

＊

ワ
グ
ネ
ル
同
友
諸
君
へ

ワ
グ
ネ
ル
同
友
諸
君
、
八
十
五
年
の
祝
典
お
め
で
と
う
。
こ
の
稀
な
祝
典
を

同
友
の
皆
で
大
い
に
祝
い
ま
せ
う
。

私
も
是
非
参
加
す
る
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
九
月
に
な
っ
て
ど

う
も
両
鼻
の
具
合
が
悪
く
声
が
出
な
く
な
り
、
何
と
か
し
て
治
そ
う
と
思
い
努

力
中
に
ち
ょ
っ
と
し
た
は
ず
み
鼻
を
ぶ
つ
け
て
更
に
悪
化
、
食
欲
も
無
く
な

り
、
そ
の
為
足
の
力
が
衰
え
練
習
に
も
出
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
大
正
十
年
卒
業
し
て
ワ
グ
ネ
ル
に
七
十
余
年
、
諸
君
と
交
友
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
故
に
是
非
と
も
こ
の
祝
典
に
参
加
し
て
そ
の
喜
び
を
語
り
合

お
う
と
思
っ
た
が
、
今
の
状
態
で
は
如
何
と
も
な
し
難
く
残
念
な
が
ら
欠
席
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

九
十
才
に
な
っ
て
一
回
演
奏
会
に
出
ら
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
幸
わ
せ
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ワ
グ
ネ
ル
が
益
々
繁
栄
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
十
月
十
五
日

早
川
義
郎

＊

早
川
さ
ん
は
実
に
こ
ま
め
に
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
お
ら
れ
た
。
仲
間
の
問
で

絵
を
好
ん
で
描
く
辰
沼
、
太
田
両
君
が
、
ご
く
近
年
に
練
馬
の
お
宅
に
伺
っ
て

丹
念
に
こ
れ
を
拝
見
し
て
き
た
。
太
田
が
そ
の
所
感
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。

＊

早
川
さ
ん
の
絵
は
中
学
時
代
の
ス
ケ
ッ
チ
に
始
ま
る
。
そ
し
て
成
人
さ
れ
る

過
程
で
も
絶
え
ず
こ
れ
を
続
け
ら
れ
た
。
画
題
は
花
、
草
、
人
も
あ
る
が
多
く

は
風
景
で
特
に
山
で
あ
っ
た
。
山
と
旅
を
好
ま
れ
た
こ
と
が
作
品
に
よ
く
見
え

る
。
足
跡
も
広
く
、
北
海
道
か
ら
九
州
に
及
び
、
終
戦
当
時
駐
屯
し
て
居
ら
れ

た
新
島
の
も
の
、
西
欧
か
け
歩
き
、
な
ど
は
画
帳
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

特
筆
す
可
き
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
終
戦
直
後
廃
虚
に
近
か
っ
た
都
内
の
焼

跡
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。
当
時
の
虚
脱
し
た
世
相
の
下
、
食
糧
あ
さ
り
に
狂
奔

す
る
さ
中
に
、
こ
れ
を
も
の
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
そ
の
し
た
た
か
さ
と
い

う
か
、
強
靱
さ
と
い
う
か
、
外
柔
な
が
ら
内
に
蔵
さ
れ
た
強
い
平
常
心
に
そ
の

お
人
柄
が
偲
ば
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
訴
え
る
迫
力
は
ニ
ュ
ー
ス
写
真
な
ど
を
遥

に
超
す
も
の
が
あ
る
。
史
的
資
料
と
し
て
も
価
値
高
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
拝
見
し
な
が
ら
感
歎
の
声
を
発
し
て
も
『
い
や
あ
の
時
は
何
も
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
か
ら
』
と
事
も
な
げ
に
云
は
れ
た
の
も
早
川
さ
ん
ら
し
い
。

晩
年
に
な
ら
れ
て
も
、
山
と
旅
は
益
々
旺
ん
で
健
康
と
健
脚
は
些
も
衰
え
る

と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
残
さ
れ
た
絵
が
何
よ
り
も
端
的
に
物
語
っ
て
い

る
。

早
川
さ
ん
の
画
業
に
つ
い
て
ど
れ
が
最
高
の
作
品
と
か
、
会
心
の
も
の
な
ど
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い
う
こ
と
は
あ
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。
生
涯
休
み
な
く
淡
々
と
描
き
つ
づ
け
ら
れ

た
全
体
を
通
じ
、
常
に
臨
場
感
に
浸
り
切
っ
て
居
ら
れ
る
こ
と
が
、
余
人
の
追

随
し
得
な
い
境
地
と
申
し
上
げ
て
好
い
の
で
は
な
い
か
。

絵
と
山
と
歌
と
が
皆
早
川
さ
ん
に
帰
一
し
て
い
た
。

＊

私
は
年
齢
、
時
代
が
か
な
り
距
っ
て
い
た
の
に
早
川
さ
ん
と
の
ご
縁
は
色
々

と
あ
っ
た
。

「
旧
き
友
よ
」
誕
生
の
瞬
間
に
、
練
馬
の
お
宅
に
在
っ
た
早
川
さ
ん
ご
夫
妻

と
小
森
宮
、
浜
口
武
の
両
君
も
す
べ
て
亡
く
、
私
の
み
が
健
在
な
の
だ
。
「
礎

固
く
」
の
作
詞
に
は
無
驍
な
私
の
一
言
を
快
く
淡
々
と
お
取
り
上
げ
頂
く
と
い

う
ご
縁
も
あ
っ
た
。
私
の
追
慕
の
念
は
な
お
つ
き
な
い
。
だ
が
許
さ
れ
た
紙
数

は
と
う
に
つ
き
て
い
る
。

早
川
さ
ん
の
ご
葬
儀
の
日
、
告
別
を
了
え
出
棺
の
時
、
山
仲
間
と
と
も
に
早

川
さ
ん
の
ご
生
涯
を
通
ず
る
も
う
一
つ
の
翼
と
も
い
う
べ
き
ワ
グ
ネ
ル
ソ
サ
イ

テ
ィ
の
五
○
人
を
越
す
人
達
が
、
声
を
合
せ
て
「
旧
き
友
よ
」
を
唱
っ
て
く
れ

た
。
私
達
山
仲
間
も
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
唱
和
し
た
。

稀
有
と
い
う
か
、
達
人
と
で
も
申
し
上
げ
た
い
見
事
な
天
寿
を
終
え
ら
れ
た

日
、
こ
れ
ほ
ど
感
動
的
で
長
く
人
の
心
に
残
る
瞬
間
を
持
っ
た
人
が
、
古
来
は

た
し
て
ど
れ
ほ
ど
居
っ
た
だ
ろ
う
か
。

私
は
新
た
に
畏
敬
の
念
を
深
め
、
そ
の
ご
冥
福
を
祈
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

略
歴

明
治
二
十
九
年
六
月
十
五
日
、
東
京
山
本
家
に
生
れ
後
伯
父
早
川
権
夫
氏
の
名
跡
を
継

ぐ
。
東
京
京
華
中
学
校
を
経
て
慶
応
義
塾
大
学
理
財
科
に
入
り
大
正
十
年
卒
業
。

同
年
日
本
銀
行
に
入
り
、
文
書
局
厚
生
課
長
、
出
納
局
鑑
査
課
長
、
人
事
部
調
査
役
等
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音
楽
と
山
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
随
筆
を
戦
前
の
「
山
」
等
に
し
ば
し
ば
執
筆
し

た
。
ま
た
日
本
銀
行
「
日
の
友
」
に
も
山
に
因
む
随
筆
を
し
ば
し
ば
執
筆
し
た
。

執
筆
歴

慶
応
義
塾
山
岳
部
々
報
、
》

を
縦
走
し
て
を
執
筆
。
慶
一

輪
廓
」
を
掲
載
。
登
高
〈
苧

に
「
旧
き
友
よ
」
山
の
友
、

々
報
、
登

昭
和
十
六
年
日
本
山
岳
会
刊
行
の
「
高
山
深
谷
」
の
編
輯
委
員
を
務
め
る
。

昭
和
五
十
九
年
日
本
山
岳
会
永
年
会
員
に
推
挙
さ
る
・
米
寿
を
超
し
て
も
山
歩
き
を
続

け
、
昭
和
六
十
年
初
秋
に
は
単
独
で
本
会
上
高
地
山
荘
を
訪
ね
秋
色
を
満
喫
し
た
。
同

年
十
一
月
、
老
山
友
と
秩
父
三
峰
、
栃
本
方
面
を
歩
き
こ
れ
が
最
後
の
山
行
と
思
わ
れ

任
の
た
め
辞
任
。

を
歴
任
、
昭
和
二
十
六
年
停
年
に
よ
り
退
職
。
同
年
東
京
鉄
鋼
（
株
）
取
締
役
総
務
部

長
に
就
任
、
監
査
役
を
経
て
四
十
五
年
退
任
。

昭
和
六
十
一
年
十
月
十
七
日
逝
去
。
享
年
九
十
歳
四
ケ
月
。

登
山
歴
他

中
学
時
代
よ
り
赤
城
、
尾
瀬
等
を
歩
く
。
大
正
七
年
慶
応
山
岳
会
創
立
第
三
年
目
の
夏

期
登
山
隊
、
常
念
山
脈
縦
走
隊
に
参
加
す
。
元
本
会
々
長
三
田
幸
夫
氏
も
同
隊
に
初
参

加
さ
れ
て
い
る
。

大
正
八
年
夏
期
登
山
隊
、
針
ノ
木
よ
り
劔
岳
、
大
町
隊
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
。

大
正
九
年
夏
期
登
山
隊
、
甲
斐
駒
ケ
岳
、
仙
丈
岳
、
北
岳
隊
に
参
加
。

大
正
八
年
一
月
、
同
山
岳
会
第
二
回
ス
キ
ー
講
習
会
（
於
新
潟
県
関
温
泉
）
に
参
加
。

大
正
九
年
三
月
、
第
五
回
ス
キ
ー
講
習
会
に
参
加
。

昭
和
九
年
、
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
一
五
○
七
。

昭
和
十
三
年
一
月
、
日
本
山
岳
会
理
事
と
な
り
会
報
編
輯
を
担
当
、
同
年
十
月
熊
本
転

る
C

高
行
第
一
号
に
常
念
山
脈
縦
走
記
を
、
同
第
二
号
に
劔
岳

筆
。
慶
応
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
報
、
登
高
会
々
報
第
七
号
に
「
豊
辺
君
の

登
高
会
々
報
戦
後
第
十
三
号
（
登
高
会
々
報
は
戦
前
と
通
算
し
な
り

を
執
筆
。

音
楽
歴

慶
応
義
塾
入
学
と
同
時
に
ワ
グ
ネ
ル
ソ
サ
イ
テ
ィ
に
入
り
学
生
時
代
は
専
ら
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
奏
者
と
し
て
活
躍
、
卒
業
後
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
に
加
わ
り
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
、
九

十
歳
に
し
て
合
唱
指
揮
並
び
に
歌
手
と
し
て
演
奏
会
に
出
演
。

昭
和
十
年
慶
応
山
岳
部
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
登
高
会
の
歌
「
旧
き
友
よ
」
を
作

詞
編
曲
、
爾
来
「
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
頂
」
、
慶
応
山
岳
部
創
立
五
十
周
年
記
念
「
想
い

は
遥
か
」
、
「
思
い
出
の
山
の
調
べ
」
、
慶
応
山
岳
部
創
立
七
十
周
年
記
念
「
礎
固
く
」

等
を
作
詞
、
作
曲
、
編
曲
す
。

昭
和
三
十
年
、
山
と
渓
谷
社
よ
り
『
山
行
歌
曲
集
』
を
上
梓
。

絵
画
歴

中
学
時
代
よ
り
好
ん
で
描
い
た
淡
彩
画
ス
ケ
ッ
チ
は
危
大
な
数
量
に
及
ぶ
が
、
そ
の
中

か
ら
「
山
岳
」
本
号
の
口
絵
及
び
表
紙
、
本
文
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

新
島
駐
屯
中
と
北
京
出
張
中
の
も
の
は
画
集
と
し
て
纒
め
ら
れ
て
い
る
。

（
谷
口
現
吉
）
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支部だより

’支
部
総
会
日
本
山
岳
会
の
富
山
支
部
総
会
を
無
事
終
え
た
。
支
部
長
に
若

林
啓
之
助
氏
を
再
選
、
委
員
長
、
委
員
は
留
任
と
決
ま
り
責
任
の
重
大
性
を
く

み
と
っ
た
。
現
在
五
十
余
名
の
支
部
員
で
、
一
堂
に
会
す
る
こ
と
も
な
い
昨
今

で
は
あ
る
が
二
十
数
名
の
参
会
が
あ
り
、
六
十
二
年
度
の
事
業
計
画
等
を
決
め

懇
談
の
内
に
終
え
た
。

播
隆
祭
五
月
十
八
日
、
大
山
町
旧
河
内
に
あ
る
播
隆
上
人
顕
彰
碑
の
前
で

例
年
の
と
お
り
百
五
十
余
名
の
参
会
を
得
て
播
隆
祭
を
催
し
、
播
隆
の
幼
少
か

ら
出
家
に
至
る
ま
で
の
新
し
い
説
話
や
、
「
槍
ヶ
岳
」
開
山
に
漕
ぎ
つ
け
る
ま

で
の
巡
錫
の
労
苦
、
出
家
後
、
里
帰
り
の
な
か
っ
た
理
由
、
な
ど
播
隆
の
謎
の

数
々
が
語
り
合
わ
れ
、
小
雨
の
降
る
中
で
の
一
刻
を
新
緑
の
旧
河
内
で
す
ご
し

た
。

郷
土
の
人
々
は
偉
大
な
播
隆
の
業
績
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
「
越

中
の
偉
人
」
に
綴
ら
れ
な
が
ら
も
灯
台
も
と
暗
ら
し
の
感
が
あ
る
。
ウ
ェ
ス
ト

ン
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
の
か
と
質
し
た
ら
「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
を
世
界
に
紹

介
し
た
人
だ
と
返
っ
て
く
る
が
、
播
隆
、
そ
ん
な
人
知
り
ま
せ
ん
で
了
っ
て
し

ま
う
。
山
岳
愛
好
者
は
槍
ヶ
岳
開
山
者
と
い
う
け
れ
ど
も
一
般
は
冷
め
た
い
も

の
だ
。
上
高
地
で
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
る
の
だ
が
、
河

内
で
の
播
隆
祭
は
そ
れ
以
上
の
深
い
意
義
が
日
本
の
心
に
存
在
す
る
も
の
で
あ

・

’

支
部
だ
よ
り

富
山
支
部

る
。
六
十
三
年
は
顕
彰
碑
建
立
五
周
年
に
な
る
。
こ
の
年
を
迎
え
盛
大
に
記
念

行
事
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

深
緑
の
万
波
高
原
行
こ
の
地
帯
は
最
近
ま
で
県
境
界
線
す
ら
定
か
で
な
い

地
界
が
あ
っ
た
。
古
い
地
図
に
、
地
形
図
に
空
白
境
を
み
た
が
、
今
は
解
決
し

た
。
そ
れ
程
地
形
複
雑
、
江
戸
時
代
か
ら
の
懸
案
境
界
の
紛
争
、
点
と
線
の
闘

い
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
も
森
林
資
源
に
あ
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
種

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ブ
ナ
」
の
原
生
林
で
あ
り
、
ブ
ナ
の
峰
走
り
が

見
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
今
は
少
部
分
を
残
し
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

万
波
自
然
環
境
保
全
地
域
を
含
む
高
原
は
将
来
活
力
を
創
り
出
す
原
動
力
と
し

て
一
二
世
紀
を
生
き
抜
く
地
域
に
生
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

白
木
峯
の
特
殊
な
植
物
植
生
、
眺
望
の
よ
さ
と
共
に
自
然
の
妙
味
を
活
か
し

た
地
界
と
な
ろ
う
。
万
波
峠
周
辺
に
開
発
の
た
め
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
き
、
万

波
高
原
活
性
化
の
農
業
開
発
（
六
三
地
）
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
十

三
年
入
植
以
来
八
十
二
世
帯
を
数
え
た
こ
の
集
落
も
昭
和
十
四
年
五
’
六
戸
を

残
し
て
離
散
、
十
一
月
に
至
っ
て
「
社
」
を
残
し
て
完
全
な
ま
で
に
離
村
（
廃

村
）
し
た
運
命
の
集
落
が
あ
っ
た
地
帯
で
あ
る
。
標
高
千
牌
の
鍋
底
の
高
原
、

雪
と
の
闘
い
、
物
資
の
補
給
は
難
儀
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
時
代
は
再
創

し
て
機
械
化
農
地
と
な
っ
て
新
生
万
波
の
声
は
カ
ッ
コ
ゥ
の
啼
き
声
と
共
に
創

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
原
を
歩
い
た
支
部
員
は
奇
怪
な
万
波
の
顔
を
再
認

識
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
古
川
営
林
署
で
入
山
許
可
証
を
得
る
こ
と
）
。
秋
に

は
再
び
植
生
調
査
行
を
続
け
た
い
。

焼
山
山
行
こ
れ
は
秋
の
行
事
に
計
画
し
て
い
る
。
二
四
○
○
淵
の
山
、
活

火
山
、
昼
闇
山
と
火
打
山
に
は
さ
ま
れ
た
北
面
の
登
高
と
植
生
観
察
を
目
的
と

し
て
い
る
。
日
本
海
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
が
特
殊
な
植
生
を
特
徴
づ
け
て
い
る

139



信
濃
支
部
創
立
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
碑
が
再
び
上
高
地
の
元
の
岩
壁
に
復
元
さ

れ
た
記
念
祭
を
そ
の
日
と
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
、
そ
の
記
念
祭
を
後
日

第
一
回
ゥ
エ
ス
ト
ン
祭
と
し
、
そ
れ
が
本
年
第
四
十
回
に
な
る
わ
け
で
す
。
創

立
四
十
周
年
は
一
年
ず
れ
る
わ
け
で
す
が
、
粉
ら
わ
し
い
の
で
三
十
回
の
時
よ

り
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
回
数
年
と
合
わ
せ
祝
っ
て
き
ま
し
た
。

記
念
祝
賀
会
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
前
夜
祭
を
か
ね
、
五
月
三
十
一
日
、
西
糸

屋
山
荘
大
広
間
で
、
今
西
寿
雄
会
長
は
じ
め
、
友
好
登
山
に
来
日
中
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
隊
の
み
な
さ
ん
等
二
十
六
氏
の
接
客
人
を
含
め
、
総
勢
八
十
七
名
で
の
大

祝
賀
会
で
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
の
受
け
入
れ
も
、
松
本
市
長
表
敬
訪
問
。
歓
迎
昼
食
会
。
松

本
城
、
エ
プ
ソ
ン
エ
場
見
学
を
し
て
上
高
地
へ
送
り
届
け
る
等
お
手
伝
い
出
来

た
。

こ
の
ポ
隊
一
行
の
参
加
を
え
た
第
四
十
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
も
、
好
天
に
恵
ま

れ
、
大
変
盛
大
に
挙
行
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
次
は
前
記
ウ
祭
を
そ
の
幕
あ
け
と
し
た
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
大
会
で

か
ら
で
あ
る
。
自
然
の
悪
戯
と
で
も
言
っ
た
ら
よ
い
の
か
を
改
め
て
観
察
す
る

山
行
で
あ
る
。

新
入
会
会
員
の
新
し
い
増
強
な
く
し
て
支
部
の
発
展
は
な
い
も
の
と
考

え
、
新
し
い
会
員
の
加
入
を
求
め
支
部
活
動
の
原
動
力
を
得
た
い
と
考
え
て
い

る
。
会
員
一
人
一
新
加
入
の
線
で
心
掛
け
協
力
を
願
っ
て
い
る
。

（
石
坂
久
忠
）

信
濃
支
部

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
山
」
第
四
九
七
号
を
み
て
頂
く
と
し
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
に
当
た
り
、
本
会
の
大
塚
博
美
副
会
長
は
じ
め
、
鴫
原
啓
佑
常
務

理
事
、
中
村
純
二
、
松
田
雄
一
各
常
任
評
議
員
、
そ
し
て
日
山
協
と
し
て
神
崎

忠
男
、
湯
浅
道
男
の
各
氏
に
企
画
か
ら
講
師
の
招
聰
ま
で
全
般
に
わ
た
っ
て
ご

指
導
賜
り
ま
し
た
。

支
部
有
志
主
催
の
講
師
歓
迎
会
は
、
西
堀
、
佐
々
、
今
西
の
三
歴
代
会
長
は

じ
め
多
く
の
先
輩
方
と
親
し
く
懇
談
で
き
、
参
加
者
に
は
大
変
想
い
出
に
残
る

嬉
し
い
集
い
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
記
念
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
蒲
生
支
部
長
が
大
会
組
織
委
員
会
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
当
支
部
は
上
高
地
、
西
穂
の
二
コ
ー
ス
を
担

当
。
各
々
、
支
部
員
が
引
率
、
予
定
ど
お
り
、
他
の
三
コ
ー
ス
と
も
無
事
下

山
。
参
加
者
に
大
変
好
評
を
得
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

秋
の
有
明
山
記
念
登
山
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
山
行
で
し
た
（
「
山
」

五
○
一
号
を
参
照
下
さ
い
）
。

新
年
例
会
、
ス
キ
ー
例
会
、
常
念
岳
の
春
山
合
宿
と
年
初
計
画
ど
お
り
に
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
部
の
課
題
四
十
周
年
を
終
っ
て
思
う
こ
と
は
、
ま
ず
、
長
い
こ
と
会
の

浮
き
沈
み
に
耐
え
て
来
た
も
の
だ
と
、
改
め
て
感
心
し
、
そ
の
時
そ
の
時
に
直

接
会
の
運
営
、
執
行
に
当
た
ら
れ
て
き
た
先
輩
各
位
に
敬
意
を
表
し
た
次
第
で

す
。

会
員
現
況
は
メ
ン
バ
ー
百
十
名
、
支
部
会
員
と
し
て
十
四
名
で
支
部
員
総
数

百
二
十
四
名
。
う
ち
団
体
加
盟
三
団
体
で
す
。

年
齢
構
成
を
み
る
と
正
確
に
調
べ
た
の
で
は
な
い
が
、
壮
老
年
層
が
目
に
付

き
、
一
時
的
で
な
く
長
続
き
す
る
若
手
の
入
会
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
長
野
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支部だより

■
岐
阜
支
部

日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
は
、
一
九
七
○
年
に
、
当
時
、
岐
阜
大
学
学
長
を
し

て
お
ら
れ
た
今
西
錦
司
先
生
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
今
西
先
生
が
日
本

山
岳
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
支
部
長
は
現
在
の
松
井
支
部
長
に
引
継

が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
に
お
い
て
、
大
き
な
行
事
と
し
て
は
、
本
部
・
石
川
支
部
・
岐
阜
支

部
共
催
で
岐
阜
県
側
か
ら
登
り
、
石
川
県
側
に
下
る
白
山
登
山
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
を
得
て
、
極
め
て
盛
大
で
あ
り

県
は
広
域
な
た
め
、
集
会
参
集
が
大
変
な
人
も
多
い
。
そ
し
て
在
籍
年
の
長
い

人
、
入
会
十
年
未
満
の
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
支
部
の
歴
史
を
詳
し
く
書
い

た
「
支
部
三
十
五
年
」
が
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
あ
る

の
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
山
岳
会
と
し
て
個
々
別
々
で
あ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
も

の
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
当
支
部
活
動
の
推
進
力
と
し
て
意
味
が
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
昨
今
、
支
部
内
外
で
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
観
光
行
事
化
し
て
い
る
等
の
声

も
聞
く
。
そ
こ
で
こ
の
際
、
人
間
で
い
え
ば
ま
さ
に
不
惑
の
年
で
あ
る
の
で
、

目
的
、
内
容
を
再
検
討
し
た
ら
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
あ
「
お
互
い
に
、
楽
し
い
良
い
山
行
を
せ
い
ぜ
い
し
よ
う
」
と
い
う
信
濃

支
部
の
大
前
提
は
、
創
立
以
来
、
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
の
で
、
心
配
は
無
用

で
す
が
。

当
面
の
課
題
を
申
し
加
え
て
報
告
と
し
ま
す
。

（
文
責
・
田
中
弘
美
）

ま
し
た
。
次
に
一
九
八
○
年
に
岐
阜
支
部
設
立
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
飛
騨

側
濁
河
温
泉
か
ら
の
御
嶽
山
登
山
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
御
嶽
山
は
一
九
七
九

年
秋
の
有
史
以
来
初
め
て
の
爆
発
後
禁
止
さ
れ
て
い
た
登
山
が
解
禁
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。
他
の
一
つ
の
記
念
行
事
と
し
て
山
岳
講
演
集
の
発
刊
が
あ
り

ま
す
。
岐
阜
支
部
で
は
毎
年
秋
に
山
岳
講
演
会
を
開
催
し
、
「
岐
阜
山
岳
」
に

講
演
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
発
刊
に
つ
い
て
は
、
未
経
験
の
こ
と
で
も
あ

り
、
そ
の
成
否
は
予
断
を
許
さ
ず
、
赤
字
覚
悟
の
上
で
実
行
に
ふ
み
き
っ
た
の

で
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
予
想
以
上
の
好
評
で
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
無
料
で
講
演
集
出
版
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
講
演
者
諸
氏
の
御

好
意
と
、
講
演
者
の
知
名
度
と
と
も
に
そ
の
内
容
の
面
白
さ
の
お
か
げ
で
あ
る

と
、
委
員
一
同
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
五
年
が
岐
阜
支
部
設
立
十
五
周
年
に
当
り
ま
し
た
の
で
、
翌
一
九
八

六
年
四
月
に
十
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
能
郷
白
山
登
山
を
行
な
い
、
関
東
、

関
西
方
面
か
ら
の
参
加
も
あ
り
盛
会
で
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の

は
残
念
で
し
た
。

京
都
支
部
が
一
九
八
六
年
に
設
立
さ
れ
た
の
に
関
連
し
て
、
岐
阜
支
部
会
員

は
従
来
の
約
百
十
名
か
ら
約
六
十
名
へ
と
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
岐
阜

支
部
山
行
に
は
、
京
都
支
部
会
員
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
従
来
の
よ
う
に
参
加
さ
れ

ま
す
の
で
、
支
部
会
員
の
減
少
と
い
う
実
感
は
余
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
両
支

部
と
も
何
名
か
の
会
員
は
、
会
友
の
資
格
で
相
互
乗
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
今

春
、
五
月
三
十
日
三
十
一
日
に
は
、
京
都
支
部
か
ら
の
申
入
れ
に
よ
り
、
京

都
、
岐
阜
両
支
部
合
同
懇
親
山
行
が
、
将
来
ダ
ム
で
全
村
水
没
の
た
め
今
年
三

月
三
十
一
日
限
り
廃
村
と
な
っ
た
徳
山
村
で
行
な
わ
れ
、
両
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
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れ
三
十
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
極
め
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
支
部
の
山
行
と
し
て
は
、
主
と
し
て
一
○
○
○
’
二
○
○
○
燭
程
度
の

美
濃
・
飛
騨
の
山
々
へ
、
時
と
し
て
長
野
県
南
部
の
山
へ
も
出
か
け
て
い
ま

す
。
奥
美
濃
の
山
々
に
は
、
い
わ
ゆ
る
有
名
な
山
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
独
得
の

味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
交
通
機
関
の
利
用
で
は
不
便
で
す

が
、
近
頃
は
林
道
が
発
達
し
て
、
従
来
よ
り
は
ア
プ
ロ
ー
チ
が
楽
に
な
っ
て
い

ま
す
。
山
麓
の
宿
で
い
わ
な
や
山
菜
料
理
で
前
夜
祭
を
楽
し
み
、
他
の
登
山
者

と
は
殆
ど
出
会
う
こ
と
も
な
く
、
登
山
路
も
な
い
こ
と
の
多
い
、
静
か
な
奥
美

濃
の
山
へ
も
お
出
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
岐
阜
支
部
一
同
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
松
井
辰
彌
）

■

岩

手

支

部

支
部
役
員
改
選
支
部
だ
よ
り
は
、
こ
れ
ま
で
行
事
が
あ
る
度
に
「
山
」
に

投
稿
し
て
い
る
の
で
改
め
て
書
く
の
は
、
二
番
煎
じ
に
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で

遠
慮
申
し
上
げ
て
い
た
。

今
年
は
、
春
の
総
会
は
、
五
月
二
日
、
於
・
遠
野
市
、
海
老
藤
旅
館
で
行
わ

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
か
ら
遠
野
市
ま
で
の
コ
ー
ス
の
途
中
の
山
々
を
、
ち
ょ

っ
と
稼
い
で
か
ら
入
る
の
が
常
だ
。
私
達
、
盛
岡
の
有
志
八
人
は
、
北
上
山
地

の
東
和
町
の
砥
森
山
の
メ
イ
ド
森
の
二
等
三
角
点
と
古
く
か
ら
の
信
仰
の
砥
森

奥
の
院
の
あ
る
山
頂
を
登
っ
た
。

当
夜
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
が
支
部
長
を
選
び
、
さ
ら

に
新
委
員
は
、
支
部
長
を
交
え
て
、
会
員
番
号
七
九
九
九
番
ま
で
の
、
や
や
古

い
会
員
が
新
委
員
を
選
ぶ
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
逆
行
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
あ
ま
り
支
部
の
内
容
が
解
ら
な
い
人
、
古
い
会
員
で
も
、
突

然
出
席
し
て
も
、
発
言
権
を
も
つ
と
い
っ
た
方
が
、
意
外
と
ス
ム
ー
ス
な
よ
う

だ
。

そ
の
結
果
、
支
部
長
に
は
四
期
目
の
佐
藤
敏
彦
、
委
員
の
総
務
に
は
菊
地
修

身
、
椚
田
房
男
（
新
）
、
指
導
遭
難
対
策
に
は
小
野
寺
正
英
、
高
橋
俊
紀
、
二

上
純
一
（
新
）
、
科
学
に
は
石
村
実
、
中
谷
充
、
自
然
保
護
に
は
近
藤
有
慶
、

松
田
和
弘
（
新
）
、
地
区
に
は
鹿
野
松
男
、
関
口
宏
、
渡
辺
博
厚
（
新
）
、
立
花

幹
雄
（
新
）
、
宮
伸
穂
（
新
）
、
監
事
に
は
田
鎖
寿
、
藤
岡
知
昭
（
新
）
が
選
出

さ
れ
、
そ
れ
が
、
六
月
六
日
七
日
の
第
五
回
東
北
地
区
集
会
の
実
行
委
員
を
か

ね
る
と
い
う
こ
と
に
決
定
し
た
。

五
月
三
日
、
近
藤
有
慶
氏
夫
妻
の
先
達
で
、
雨
中
、
枯
松
峠
よ
り
愛
染
山
往

復
。

五
月
四
日
、
昨
年
、
宮
城
支
部
長
、
庄
司
駒
男
氏
歓
迎
山
行
に
登
り
残
し

の
、
ウ
サ
ギ
、
コ
ウ
モ
リ
の
棲
む
薮
山
の
大
開
山
登
山
、
参
加
者
十
八
名
。

第
五
回
東
北
集
会
六
月
六
日
、
七
日
の
第
五
回
東
北
集
会
は
、
会
員
の
七
時

雨
山
荘
で
行
っ
た
。
定
員
六
十
名
と
し
、
東
北
地
区
の
各
支
部
お
よ
び
未
組
織

の
青
森
地
区
の
会
員
を
対
象
と
し
て
集
ま
っ
た
。
申
込
金
一
万
円
を
そ
え
て

と
、
会
報
に
公
示
し
た
が
、
無
断
欠
席
が
四
名
み
ら
れ
、
そ
れ
も
当
夜
判
明
す

る
と
い
う
支
部
間
の
意
志
の
疎
通
は
、
今
後
担
当
支
部
間
の
連
絡
を
更
に
密
に

す
る
必
要
あ
り
と
反
省
す
る
材
料
を
提
供
し
た
。
今
後
、
支
部
主
催
の
行
事
が

活
性
化
す
る
上
で
会
員
相
互
の
自
覚
を
促
す
も
の
だ
。

集
会
は
、
本
場
仕
込
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
、
オ
ル
チ
ス
の
弟
子
、
岩
手
支
部
の

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
、
本
田
宏
彦
の
、
ア
ル
パ
と
ケ
ー
ナ
、
土
産
の
安
代
牛
の
野
外
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部

当
秋
田
支
部
は
、
現
岡
田
支
部
長
就
任
以
来
五
年
目
を
迎
え
、
支
部
員
数
も

五
十
七
名
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
支
部
の
復
興
・
育
成
に
専
念
し
、
事
務
局
・
役
員
・
事
業
等
の
充

実
を
計
り
、
現
在
着
実
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

事
業
内
容
は
、
大
方
の
支
部
員
が
他
の
山
岳
会
と
の
二
足
の
ワ
ラ
ジ
履
き
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
、
支
部
員
自
身
の
高
齢
化
と
共
に
若
手
の
入
会
者
も
少

な
く
、
そ
れ
等
の
状
況
を
考
慮
し
、
先
鋭
的
な
大
き
な
事
業
は
実
施
せ
ず
、
そ

の
活
動
を
最
少
限
に
留
め
て
い
る
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
、
大
快
晴
、
満
天
の
星
空
、
さ
な
が
ら
メ
ー
マ
ン
ド
・
ア
ラ

ル
ー
ナ
の
体
で
あ
っ
た
。
田
代
平
牧
野
で
の
草
原
の
民
俗
音
楽
、
夜
お
そ
く
ま

で
、
二
次
会
場
の
テ
ン
ト
内
で
の
談
笑
は
、
会
員
手
製
の
岩
手
川
、
ア
サ
ヒ
ビ

ー
ル
の
ホ
ッ
プ
は
、
こ
の
地
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
し
た
た
か
酔
っ
た
。

六
月
七
日
、
旧
津
軽
街
道
の
耳
ノ
走
峠
か
ら
の
権
現
山
を
へ
て
、
北
上
川
源

頭
の
鞍
部
を
す
ぎ
、
一
等
三
角
点
七
時
雨
山
頂
へ
、
記
念
山
頂
道
標
建
立
は
、

ポ
パ
イ
ニ
上
純
一
親
子
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
下
山
時
、
最
盛
期
の

ワ
ラ
ピ
、
行
者
ネ
ギ
を
し
た
た
か
土
産
に
採
っ
て
家
路
を
急
い
だ
。
な
お
、
記

念
品
の
文
鎮
は
会
員
宮
伸
穂
氏
の
作
品
で
あ
る
。
参
加
者
六
十
名
。

十
月
初
旬
に
、
日
本
山
岳
会
岩
手
支
部
編
、
佐
藤
敏
彦
監
修
の
「
か
ぬ
か
平

の
山
々
」
北
上
山
地
の
主
な
約
一
三
○
座
を
含
む
紀
行
文
集
を
、
㈱
現
代
旅
行

研
究
所
か
ら
出
版
す
る
。

（
佐
藤
敏
彦
記
）

し
た
が
っ
て
、
山
行
は
年
二
回
程
度
と
し
、
う
ち
一
回
は
一
泊
宿
り
の
懇
親

山
行
。
高
さ
や
容
姿
に
惚
れ
ず
、
県
内
の
岳
人
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
山

々
を
対
象
に
し
、
県
南
・
県
北
地
方
を
交
互
に
選
考
し
て
い
る
。

本
年
は
寅
年
に
当
り
、
秋
に
は
干
支
に
因
ん
で
虎
の
字
の
つ
く
日
本
で
一
番

高
い
と
言
わ
れ
る
虎
毛
山
を
本
会
会
員
を
交
え
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
春
に
は

十
和
田
樹
海
ラ
イ
ン
の
現
場
視
察
も
兼
ね
て
白
地
山
を
実
施
し
て
い
る
。

会
報
の
発
行
は
、
支
部
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
年

一
’
二
回
の
発
行
を
続
け
て
い
る
が
、
予
算
不
足
で
内
容
も
報
告
程
度
に
留
め

て
い
る
。

四
月
の
年
度
始
め
に
は
総
会
を
開
催
、
年
二
度
程
度
の
役
員
会
も
開
催
し
て

い
る
。そ

の
他
と
し
て
は
、
他
の
団
体
と
の
交
流
・
親
睦
等
も
深
め
て
ま
い
り
、
地

域
の
発
展
を
も
考
え
た
調
和
の
と
れ
た
自
然
保
護
、
そ
れ
に
美
化
運
動
等
に
も

力
を
入
れ
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
各
方
面
に
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
。

（
佐
々
木
民
秀
）

当
支
部
も
設
立
二
周
年
を
迎
え
て
会
員
が
百
三
十
九
人
（
四
月
一
日
現
在
）

に
な
っ
た
。
設
立
時
は
九
十
三
人
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
一
年
で
ざ
っ
と
三
割
増

で
あ
る
。
人
数
が
多
い
ば
か
り
が
良
い
と
は
言
え
な
い
が
、
一
応
発
展
の
目
安

に
は
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ど
ん
な
会
員
が
支
部
を
構
成
し
て
い
る
か
。

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
分
析
し
て
み
る
。
支
部
の
性
格
が
あ
る
程
度
分
か
る
か
も

し
れ
な
い
。

鰯

１
１
京
都
支
部
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地
域
別
で
は
、
京
都
府
下
が
百
七
人
、
滋
賀
県
十
一
人
、
大
阪
府
六
人
、
兵

庫
県
五
人
、
広
島
県
・
山
口
県
各
三
人
、
岡
山
県
二
人
、
奈
良
県
・
高
知
県
各

一
人
。こ

の
う
ち
、
女
性
会
員
は
十
五
人
で
、
全
体
の
約
一
割
。
支
部
委
員
は
二
十

人
中
に
二
人
の
登
用
だ
か
ら
、
女
性
の
機
会
均
等
法
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
。
遠
藤
京
子
さ
ん
が
首
都
圏
へ
転
居
さ
れ
る
前
は
支
部
役
員
中
三

人
が
女
性
だ
っ
た
。

会
員
番
号
が
一
番
古
い
の
は
、
一
二
七
の
今
西
錦
司
元
会
長
、
二
番
は
奥

貞
雄
さ
ん
（
一
四
三
二
）
、
三
番
が
谷
博
さ
ん
（
一
四
八
四
）
で
千
番
台
は
こ

の
三
人
だ
け
。
も
う
一
人
服
部
鉱
一
さ
ん
（
一
四
二
七
）
が
お
ら
れ
た
が
、
四

月
五
日
に
亡
く
な
っ
た
。
今
西
、
奥
の
お
二
人
は
旧
制
三
高
山
岳
部
時
代
か
ら

の
日
本
の
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
草
分
け
。
三
高
時
代
、
二
人
は
滋
賀
県
の
横

山
岳
で
遭
難
し
た
こ
と
が
あ
る
。
奥
さ
ん
が
雪
崩
の
下
敷
き
に
な
り
、
今
西
さ

ん
が
救
援
を
求
め
に
ス
キ
ー
で
走
っ
た
。
村
に
着
く
な
り
今
西
さ
ん
は
「
衆
議

院
議
長
の
息
子
が
遭
難
し
た
！
」
と
叫
ん
だ
そ
う
で
あ
る
。
奥
さ
ん
の
厳
父

は
、
当
時
衆
議
院
議
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
。
谷
さ
ん
は
府
立
医
大
の
現
役
の

こ
ろ
、
穂
高
を
中
心
に
先
鋭
的
な
登
山
を
続
け
ら
れ
た
。
甲
南
高
と
の
ジ
ャ
ン

ダ
ル
ム
の
初
登
頂
争
い
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
る
。
谷
さ
ん
は
今
西
さ
ん
ら
の
白

頭
山
遠
征
に
も
同
行
し
て
お
ら
れ
る
。
今
西
さ
ん
と
同
時
期
の
桑
原
武
夫
さ
ん

は
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
遠
征
の
時
に
新
入
会
の
扱
い
に
な
っ
た
の
で
、
会
員
番
号
は
四

六
四
一
と
比
較
的
新
し
い
。
東
京
の
出
身
で
、
関
西
に
は
知
己
が
少
な
い
が
、

亡
く
な
っ
た
服
部
さ
ん
も
若
い
こ
ろ
槍
・
穂
高
で
活
躍
さ
れ
た
。
特
に
殺
生
の

小
屋
に
は
な
じ
み
が
深
か
っ
た
、
と
遺
族
は
話
し
て
お
ら
れ
る
。
千
番
台
の
会

員
番
号
か
ら
は
、
鋲
靴
と
麻
の
ザ
イ
ル
と
い
っ
た
、
古
い
時
代
の
山
の
香
が
漂

っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
・
中
国
山
域
で
の
サ
ミ
ッ
タ
ー
は
今
西
錦
司
元
会

長
（
チ
ュ
ル
ー
）
、
斎
藤
惇
生
支
部
長
（
サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
）
、
岩
坪
五
郎
副

支
部
長
（
ノ
シ
ャ
ッ
ク
）
、
内
田
昌
子
さ
ん
（
マ
ナ
ス
ル
）
、
山
口
克
さ
ん
（
カ

ベ
リ
ピ
ー
ク
）
、
内
田
嘉
弘
さ
ん
（
プ
リ
ア
ン
サ
ー
ル
）
、
平
井
一
正
さ
ん
（
チ

ョ
ゴ
リ
ザ
）
、
酒
井
敏
明
さ
ん
（
ノ
シ
ャ
ッ
ク
・
デ
ィ
オ
チ
バ
）
、
上
尾
庄
一
郎

さ
ん
（
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
、
カ
ン
ペ
ン
チ
ン
）
、
伊
東
宏
範
さ
ん
（
マ
サ
コ
ン
）
、
松

林
公
蔵
さ
ん
（
カ
ン
ペ
ン
チ
ン
、
ナ
ム
ナ
ニ
、
マ
サ
コ
ン
）
、
須
藤
建
志
さ
ん

（
マ
ン
ゴ
グ
ソ
ー
ル
）
、
高
橋
純
一
さ
ん
（
シ
ア
カ
ン
リ
、
プ
リ
ア
ン
サ
ー
ル
、

ム
ス
タ
ー
グ
ア
タ
）
、
山
本
一
夫
さ
ん
（
ラ
ム
ジ
ュ
ン
ヒ
マ
ー
ル
、
ガ
ウ
リ
サ

ン
カ
ー
ル
南
峰
）
、
宮
川
清
明
さ
ん
（
ボ
ゴ
ダ
）
な
ど
。

仲
睦
ま
じ
い
ペ
ア
会
員
は
五
組
、
親
子
二
代
が
一
組
。
職
業
別
に
み
る
と
、

医
師
・
歯
科
医
師
が
多
い
の
が
目
に
つ
く
。
斎
藤
支
部
長
が
病
院
長
で
あ
る
の

も
多
少
は
影
響
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ざ
っ
と
数
え
て
十
七
人
。
全
体
の
一

割
を
超
え
て
い
る
。
支
部
長
が
新
年
会
に
持
参
す
る
四
斗
だ
る
は
、
患
者
で
あ

る
比
叡
山
の
山
田
恵
諦
・
天
台
座
主
の
お
歳
暮
だ
そ
う
で
あ
る
。
支
部
委
員
二

十
人
中
に
も
三
人
。
外
科
、
内
科
、
小
児
科
、
歯
科
・
…
・
・
な
ん
で
も
ご
ざ
れ

だ
。

山
と
関
係
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
用
具
関
係
も
登
山
靴
で
有
名
な
高
田
貿
易
の
高

田
光
政
さ
ん
、
ム
ラ
カ
ミ
ス
ポ
ー
ッ
の
村
上
栄
次
さ
ん
、
雪
と
岩
の
山
本
一
夫

さ
ん
、
あ
る
む
の
中
西
俊
三
さ
ん
、
ミ
ッ
イ
ス
ポ
ー
ッ
の
千
田
博
之
さ
ん
な
ど

山
や
ス
キ
ー
の
道
具
な
ら
な
ん
で
も
す
ぐ
揃
い
ま
す
。

芸
能
関
係
で
は
宝
塚
の
ヒ
ッ
ト
作
、
「
ベ
ル
バ
ラ
」
で
ア
ン
ド
レ
役
を
や
っ

た
榛
名
由
梨
（
本
名
山
下
正
代
）
さ
ん
。
山
好
き
だ
っ
た
お
父
さ
ん
に
連
れ
ら
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支部だより

が
、
支
部
会
員
と
の
差
別
は
な
い
。

鴬
上
人
の
降
誕
会
の
前
に
、
本
願
寺
の
大
巨

が
掃
除
す
る
の
は
、
同
氏
の
発
案
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
会
友
が
十
六
人
。
他
支
部
へ

こ
の
ほ
か
、
会
友
が
十
六
人
。
他
支
部
や

れ
て
、
こ
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
山
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
る
と
か
。
吉
本
興
業
の
古

賀
専
太
郎
（
本
名
大
畑
恵
宥
）
さ
ん
は
相
棒
と
コ
ン
ビ
で
、
ギ
タ
ー
を
か
か
え

「
ザ
・
ダ
ッ
シ
ュ
」
の
名
前
で
、
舞
台
に
テ
レ
ビ
に
と
大
活
躍
。
地
方
興
行
に

出
か
け
た
時
も
時
間
が
あ
れ
ば
山
に
登
る
〃
変
わ
り
も
の
〃
・
支
部
の
例
会
で

も
、
漫
談
や
得
意
の
ウ
エ
ス
タ
ー
ン
を
披
露
し
て
も
ら
え
る
。

支
部
委
員
の
上
原
泰
行
さ
ん
は
西
本
願
寺
の
僧
。
毎
年
五
月
二
十
一
日
の
親

鴬
上
人
の
降
誕
会
の
前
に
、
本
願
寺
の
大
屋
根
を
宗
門
の
竜
谷
大
学
山
岳
部
員

日
本
山
岳
会
は
単
一
の
山
岳
会
だ
か
ら
、
あ
ま
り
支
部
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
方
が
よ
い
。
門
戸
を
大
き
く
広
げ
、
各
地
の
皆
さ
ん
と
親
交
を
深
め
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。
二
月
に
は
関
西
支
部
と
ス
キ
ー
山
行
を
や
り
、
五
月
に
は
岐

阜
支
部
と
新
緑
山
行
を
や
っ
た
。
も
と
も
と
京
都
に
は
高
い
山
が
な
い
。
従
っ

て
、
京
都
の
会
員
は
常
に
全
国
の
山
へ
出
掛
け
る
。
そ
の
時
の
た
め
に
日
頃
か

ら
各
地
の
会
員
と
仲
良
く
し
て
お
く
の
が
当
支
部
の
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
。
各

支
部
の
み
な
さ
ん
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
。

（
追
記
奥
貞
雄
氏
は
九
月
二
十
九
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
）
。

（
四
手
井
靖
彦
）

首
都
圏
居
住
者
で
京
都
支
部
に
も

入
会
を
希
望
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
本
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
さ
れ

て
い
る
支
部
会
員
簿
と
の
整
合
性
か
ら
、
支
部
会
員
外
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
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一
九
八
六
年
度
役
員
・
評
議
員
・
支
部
長

会
長
今
西
寿
雄

副
会
長
山
田
二
郎
、
大
塚
博
美

常
務
理
事
鴫
原
啓
佑
、
橋
本
清
、
大
橋
晋
、
松
永
敏
郎
、
梅
野
淑
子
、
浜
口
欣

理
事
高
遠
宏
、
鈴
木
郭
之
、
太
田
晃
介
、
長
谷
川
良
典
、
大
森
久
雄
、
岡
沢

祐
吉
、
村
木
冨
士
、
新
井
陽
一
郎
、
関
塚
貞
亨
、
平
井
吉
夫
、
絹
川
祥
夫

監
事
金
坂
一
郎
、
山
本
健
一
郎

常
任
評
議
員
松
田
雄
一
、
山
口
節
子
、
中
村
純
二
、
宮
下
秀
樹

評
議
貝
伊
藤
紀
克
、
田
口
二
郎
、
望
月
達
夫
、
織
内
信
彦
、
村
山
雅
美
、
渡
辺
兵

力
、
越
智
英
夫
、
近
藤
信
行
、
宗
実
慶
子
、
大
森
薫
雄
、
中
世
古
隆
司
、

田
中
弘
美
、
安
間
荘
、
小
西
政
継
、
佐
々
木
豊
喜
、
吉
田
宏

支
部
長
橋
本
誠
二
（
北
海
道
）
、
佐
藤
敏
彦
（
岩
手
）
、
岡
田
光
行
（
秋
田
）
、
村
上

勝
太
郎
（
山
形
）
、
庄
司
駒
男
（
宮
城
）
、
中
島
正
夫
（
福
島
）
、
佐
藤
一
栄

（
越
後
）
、
蒲
生
明
登
（
信
濃
）
、
大
沢
伊
三
郎
（
山
梨
）
、
山
本
朋
三
郎
（
静

岡
）
、
尾
上
昇
（
東
海
）
、
松
井
辰
弥
（
岐
阜
）
、
若
林
啓
之
助
（
富
山
）
、

増
江
俊
三
（
石
川
）
、
斉
藤
惇
生
（
京
都
）
、
阿
部
和
行
（
関
西
）
、
港
叶

（
山
陰
）
、
末
松
大
助
（
福
岡
）
、
野
口
秋
人
（
東
九
州
）
、
西
沢
健
一
（
熊

本
）
、
魚
本
定
良
（
宮
崎
）

理
事
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
監
事
、
常
任
評
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

◇
六
月
（
一
九
八
六
年
）
理
事
会
六
月
十
一
日
（
水
）
ル
ー
ム

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
六
月
ｌ
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
五
月

会
務
報
告

出
席
者
二
十
名

▽
審
議
事
項

一
、
一
九
八
七
年
シ
ャ
ハ
ー
ン
・
ド
ッ
ク
峰
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

▽
報
告
事
項

一
、
第
四
十
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
件

二
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
の
件
（
六
月
五
日
帰
国
）

三
、
三
国
合
同
登
山
に
つ
い
て

四
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
四
九
四
号
参
照

◇
七
月
理
事
会
七
月
九
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
二
名

▽
審
議
事
項
な
し

▽
報
告
事
項

一
、
事
務
職
員
の
件

二
、
山
岳
絵
画
展
の
件

三
、
支
部
懇
談
会
の
件

四
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
四
九
六
号
参
照

◇
八
月
理
事
会
休
会

◇
九
月
理
事
会
九
月
十
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
二
名

▽
審
議
事
項

一
、
事
務
職
員
後
任
の
件

二
、
ナ
ム
チ
ェ
バ
ル
ワ
登
山
の
件

▽
報
告
事
項

一
、
三
国
合
同
登
山
の
経
過
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二
、
定
款
変
更
認
可
（
六
一
年
八
月
六
日
）

三
、
日
本
山
岳
会
九
州
山
の
集
い
柵
み
や
ざ
き
に
つ
い
て

四
、
会
員
証
配
布
の
件

五
、
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

六
、
近
代
絵
画
に
み
る
日
本
の
山
・
名
作
展
に
つ
い
て

七
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
四
九
七
号
参
照

◇
十
月
理
事
会
十
月
七
日
（
火
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
一
名

▽
審
議
事
項

一
、
明
治
大
学
カ
ラ
コ
ル
ム
（
ブ
ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
）
登
山
隊
一
九
八
七
推
薦
状
交
付
の

件
▽
報
告
事
項

一
、
三
国
合
同
登
山
の
件

二
、
年
次
晩
餐
会
に
つ
い
て

三
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
四
九
八
号
参
照

◇
評
議
員
会
十
一
月
五
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
宮
下
秀
樹
（
議
長
）
、
松
田
雄
一
、
渡
辺
兵
力
、
越
智
英
夫
、
宗
実
慶
子
、

中
世
古
隆
司
、
田
中
弘
美
、
安
間
荘
、
佐
々
木
豊
喜
、
吉
田
宏
、
今
西
寿
雄
、
山

田
二
郎
、
大
塚
博
美

▽
審
議
事
項

一
、
名
誉
会
員
推
薦
の
件

◇
十
一
月
理
事
会
十
一
月
五
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
二
名

▽
審
議
事
項

一
、
年
次
晩
餐
会
の
準
備
に
つ
い
て

二
、
永
年
会
員
と
な
る
会
員
に
つ
い
て

三
、
名
誉
会
員
推
薦
に
つ
い
て

四
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
四
九
九
号
参
照

◇
十
二
月
理
事
会
十
二
月
六
日
（
土
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
名

▽
審
議
事
項
な
し

▽
報
告
事
項

一
、
三
国
合
同
登
山
関
係
に
つ
い
て

二
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
五
○
○
号
参
照

◇
支
部
長
会
議
十
二
月
六
日
（
土
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
一
名
他
執
行
部
八
名

▽
報
告
事
項

一
、
六
十
二
年
度
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
開
催
期
日
と
場
所
に
つ
い
て

二
、
三
国
合
同
登
山
の
経
過
に
つ
い
て

三
、
会
費
値
上
げ
に
伴
う
支
部
助
成
金
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

◇
一
月
（
一
九
八
七
年
）
理
事
会
一
月
十
四
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
名

▽
審
議
事
項
な
し

▽
報
告
事
項

一
、
望
月
名
誉
会
員
よ
り
の
寄
贈
図
書
の
件

二
、
会
旗
支
部
に
配
布
の
件

三
、
年
次
晩
餐
会
の
件

147



四
、
三
国
合
同
登
山
の
件

五
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
五
○
一
号
参
照

◇
二
月
理
事
会
二
月
十
二
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
三
名

▽
審
議
事
項

一
、
三
国
合
同
登
山
の
会
員
募
金
に
つ
い
て

二
、
日
本
山
岳
会
学
生
部
ク
ス
ム
↓
カ
ン
グ
ー
ル
登
山
に
つ
い
て

▽
報
告
事
項

一
、
三
国
合
同
登
山
関
係

二
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
五
○
二
号
参
照

◇
三
月
理
事
会
三
月
十
一
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
一
名

▽
審
議
事
項

一
、
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

二
、
昭
和
六
十
二
年
度
収
支
予
算
案
承
認
の
件

三
、
総
会
開
催
日
の
件

四
、
三
国
合
同
登
山
委
員
会
、
募
金
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

▽
報
告
事
項

一
、
各
委
員
会
報
告

二
、
双
六
谷
地
域
の
国
立
公
園
編
入
要
請
書
を
環
境
庁
に
提
出

会
報
「
山
」
五
○
三
号
参
照

◇
評
議
員
会
四
月
十
四
日
（
火
）
ル
ー
ム

出
席
者
松
田
雄
一
、
中
村
純
二
、
宮
下
秀
樹
、
織
内
信
彦
、
村
山
雅
美
、
渡
辺
兵

力
、
越
智
英
夫
、
宗
実
慶
子
、
大
森
薫
雄
、
中
世
古
隆
司
、
田
中
弘
美
、
佐
々
木
豊

喜
、
今
西
寿
雄
、
山
田
二
郎
、
大
塚
博
美

▽
審
議
事
項

一
、
通
常
総
会
付
議
事
項
の
件

二
、
役
員
候
補
者
推
薦
の
件

◇
四
月
理
事
会
四
月
十
四
日
（
火
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
名

▽
審
議
事
項

一
、
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

二
、
昭
和
六
十
一
年
度
収
支
決
算
お
よ
び
財
産
目
録
承
認
の
件

三
、
昭
和
六
十
二
・
六
十
三
年
度
役
員
、
評
議
員
選
出
の
件

四
、
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

五
、
「
山
岳
写
真
の
源
流
展
」
後
援
の
件

▽
報
告
事
項

一
、
各
委
員
会
報
告

二
、
三
国
合
同
登
山
関
係
報
告

会
報
「
山
」
五
○
四
号
参
照

◇
五
月
理
事
会
五
月
十
三
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
十
九
名

▽
審
議
事
項

一
、
ネ
パ
ー
ル
ー
神
々
と
舞
踏
劇
展
後
援
の
件

▽
報
告
事
項

一
、
三
国
合
同
登
山
関
係

二
、
各
委
員
会
報
告

会
報
「
山
」
五
○
五
号
参
照

◇
支
部
長
会
議
五
月
二
十
二
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
二
十
名
他
執
行
部
六
名
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▽
報
告
事
項

一
、
三
国
合
同
登
山
に
つ
い
て
の
経
過

二
、
三
国
合
同
登
山
募
金
に
つ
い
て

三
、
六
十
二
年
度
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
京
都
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

四
、
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
開
催
に
つ
い
て

五
、
各
支
部
報
告

◇
昭
和
六
十
二
年
度
通
常
総
会
五
月
二
十
二
日
（
金
）
於
千
代
田
区
九
段
四
’
二
’

二
五
私
学
会
館

出
席
者
今
西
寿
雄
会
長
以
下
二
○
○
四
名
（
委
任
者
を
含
む
）

▽
総
会
次
第
司
会
鴫
原
啓
佑

一
、
会
長
挨
拶
今
西
寿
雄

二
、
会
務
報
告
鴫
原
啓
佑

三
、
昭
和
六
十
一
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
高
遠
宏

四
、
昭
和
六
十
一
年
度
収
支
決
算
・
財
産
目
録
承
認
の
件
橋
本
清

五
、
監
査
報
告
山
本
健
一
郎

六
、
昭
和
六
十
二
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件
高
遠
宏

七
、
昭
和
六
十
二
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
橋
本
清

八
、
昭
和
六
十
二
・
六
十
三
年
度
理
事
、
監
事
お
よ
び
評
議
員
選
任
の
件
次
の
通
り

決
定会

長
今
西
寿
雄
（
再
任
）

副
会
長
大
塚
博
美
（
再
任
）
、
村
木
潤
次
郎
（
新
任
）

理
事
鴫
原
啓
佑
、
鈴
木
郭
之
、
大
橋
晋
、
松
永
敏
郎
、
橋
本
清
、
浜
口

欣
一
、
大
森
久
雄
、
岡
沢
祐
吉
、
新
井
陽
一
郎
、
関
塚
貞
亨
、
太
田
晃

介
（
以
上
再
任
）
、
織
田
沢
美
智
子
、
田
部
井
淳
子
、
西
村
政
晃
、
早

坂
敬
二
郎
、
小
林
政
志
、
勝
山
康
雄
（
以
上
新
任
）

監
事
山
本
健
一
郎
（
再
任
）
、
太
田
敬
（
新
任
）

評
議
員
松
田
雄
一
、
近
藤
信
行
、
宗
実
慶
子
、
大
森
薫
雄
、
中
世
古
隆
司
、
田

中
弘
美
、
安
間
荘
、
佐
々
木
豊
喜
、
越
智
英
夫
（
以
上
再
任
）
、
広

羽
清
、
山
田
二
郎
、
小
倉
菫
子
、
大
島
輝
夫
、
川
上
隆
、
杉
野
目

浩
、
日
下
田
実
、
山
野
井
武
夫
、
平
林
克
敏
、
中
島
寛
、
沢
村
幸

蔵
（
以
上
新
任
）

九
、
昭
和
六
十
二
年
度
除
籍
対
象
者
の
件

十
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件

総
会
終
了
後
、
新
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、
引
続
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

会
報
「
山
」
五
○
五
号
参
照

》
主
な
る
行
事
と
集
会

▽
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
（
日
）
上
高
地

第
四
十
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

▽
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
（
日
）
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

第
六
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
昭
和
六
十
一
年
六
月
五
日
（
木
）
ル
ー
ム

岩
場
で
の
遭
難
救
助
訓
練
・
机
上
講
習
講
師
金
子
利
三
、
榎
本
宅
司

▽
昭
和
六
十
一
年
六
月
七
、
八
日
（
土
・
日
）
小
川
山

岩
場
で
の
遭
難
救
助
訓
練
・
実
技
講
師
榎
本
宅
司
他

▽
昭
和
六
十
一
年
六
月
十
四
日
、
十
五
日
（
土
）
上
高
地

懇
親
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
六
月
二
十
一
、
二
十
二
日
（
土
・
日
）
苗
場
山
ｌ
赤
湯
温
泉

若
葉
会
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
二
日
（
士
）
鳳
凰
三
山

懇
親
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
二
、
十
三
日
（
土
・
日
）
木
曽
駒
ケ
岳

氷
河
地
形
探
索
山
行
講
師
有
井
琢
磨
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▽
昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
六
、
二
十
七
日
（
土
・
日
）

双
六
谷
電
源
開
発
実
態
調
査

▽
昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
日
’
二
十
二
日
（
水
ｌ
金
）
松
本
市
音
楽
文
化
ホ
ー
ル

国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
松
本

▽
昭
和
六
十
一
年
八
月
二
十
八
日
’
九
月
九
日
（
木
ｌ
火
）
上
野
松
坂
屋

近
代
絵
画
に
見
る
日
本
の
山
・
名
作
展

▽
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
六
日
（
火
）
ル
ー
ム

会
員
懇
談
会
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
フ
ォ
ー
ル
、
ロ
ラ
イ
マ
登
頂
報
告
会
」

▽
昭
和
六
十
一
年
九
月
十
八
日
’
二
十
三
日
（
木
ｌ
火
）
大
阪
松
坂
屋

近
代
絵
画
に
見
る
日
本
の
山
・
名
作
展

▽
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
日
’
十
二
日
（
金
１
日
）
袈
裟
丸
山
、
庚
申
山

▽
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
八
日
（
土
）
大
無
間
山

懇
親
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
八
、
十
九
日
（
土
・
日
）
蹴
麟
山
温
泉
、
銘
が
森
山

越
後
支
部
設
立
四
十
周
年
記
念
祝
賀
晩
餐
会
、
記
念
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
一
日
’
十
一
月
三
日
（
火
１
月
）
愛
知
県
文
化
会
館
美
術

館近
代
絵
画
に
見
る
日
本
の
山
・
名
作
展

▽
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）
ル
ー
ム

第
十
九
回
山
岳
図
書
交
換
会

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
一
日
’
三
日
（
土
１
月
）
別
府
市
、
宮
崎
県
宇
目
町

第
十
二
回
自
然
保
護
全
国
集
会

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
日
（
日
）
会
津
七
ツ
ケ
岳

現
地
小
集
会

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
、
三
日
（
日
・
月
）
高
千
穂
荘
、
三
秀
台
、
祖
母
山

九
州
山
の
集
い
Ⅷ
み
や
ざ
き

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
八
日
（
土
）
有
明
山

信
濃
支
部
設
立
四
十
周
年
記
念
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
八
、
九
日
（
土
・
日
）
寸
又
峡

第
二
十
九
回
紅
葉
会
（
静
岡
支
部
）

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
一
日
（
火
）
ル
ー
ム

ス
ラ
イ
ド
映
写
と
講
演
「
花
と
谷
と
ヘ
ム
ク
ン
ド
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

講
師
高
本
信
子

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
三
日
（
木
）
ル
ー
ム

東
洋
大
ヌ
ン
峰
登
山
隊
報
告
会

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
四
日
（
金
）
ル
ー
ム

会
員
懇
談
会
「
東
京
農
大
コ
ン
ロ
ン
登
山
隊
報
告
会
」

講
師
織
内
信
彦
、
早
坂
敬
二
郎

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
五
日
（
土
）
東
京
都
教
育
会
館

第
四
回
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
日
ネ
協
会
と
の
共
催
）

パ
ネ
ラ
ー
川
喜
田
二
郎
、
大
場
秀
章
、
杉
浦
嘉
雄
、
小
島
党
、
千
葉
重
美

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
十
五
、
十
六
日
（
土
・
日
）
道
志
二
十
六
夜
山

懇
親
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
（
木
）
ル
ー
ム

雪
崩
講
習
会
講
師
松
永
敏
郎

▽
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
ル
ー
ム

講
演
会
「
凍
傷
の
予
防
と
対
策
」
講
師
金
田
正
樹

▽
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
六
日
（
土
）
私
学
会
館

年
次
晩
餐
会

▽
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
七
日
（
日
）
高
麗
山

懇
親
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
七
日
（
日
）
皇
居
周
辺
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会務報告

第
二
十
三
回
学
生
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
幕
山
、
南
郷
山

自
然
観
察
山
行

▽
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）
岩
殿
山

現
地
小
集
会

▽
昭
和
六
十
二
年
一
月
十
七
、
十
八
日
（
土
・
日
）
八
方
尾
根

ス
キ
ー
山
行

▽
昭
和
六
十
二
年
一
月
二
十
三
日
（
金
）
ル
ー
ム

講
演
会
「
大
気
の
発
光
現
象
」
講
師
中
村
純
二

▽
昭
和
六
十
二
年
二
月
一
日
（
日
）
庚
申
山

現
地
小
集
会

▽
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
四
日
（
土
）
ル
ー
ム

第
二
十
四
回
こ
の
一
本
展
「
山
崎
安
治
氏
所
蔵
和
本
」

▽
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
四
日
（
土
）
ル
ー
ム

第
十
八
回
山
岳
図
書
を
語
る
夕
べ
「
山
崎
安
治
氏
と
日
本
登
山
史
」

講
師
近
藤
信
行

▽
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
七
日
（
火
）
ル
ー
ム

森
林
伐
採
と
植
林
に
関
し
て
林
野
庁
担
当
官
と
の
懇
談

▽
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
五
日
’
二
十
八
日
（
木
ｌ
士
）
法
大
遠
見
ヒ
ュ
ッ
テ

山
ス
キ
ー
講
習
会

▽
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
日
（
火
）
ル
ー
ム

セ
ミ
ナ
ー
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の
効
果
」
講
師
堀
井
昌
子

▽
昭
和
六
十
二
年
三
月
十
四
日
（
土
）
ル
ー
ム

第
十
三
回
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
八
日
（
土
）
ル
ー
ム

第
十
五
回
山
岳
史
懇
談
会
「
昭
和
初
期
の
慶
大
山
岳
部
」

講
師
谷
口
現
吉
、
金
山
淳
二

▽
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
九
日
（
日
）
鹿
岳

現
地
小
集
会

▽
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
九
日
（
日
）
若
御
子
山

懇
親
山
行

▽
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
日
（
月
）
ル
ー
ム

講
演
会
「
高
所
登
山
に
お
け
る
自
己
管
理
の
問
題
」
講
師
高
橋
和
之

▽
昭
和
六
十
二
年
四
月
十
九
日
（
日
）
高
尾
山

新
入
会
員
歓
迎
さ
く
ら
ハ
イ
ク

▽
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
七
日
（
月
）
ル
ー
ム

講
演
会
「
厳
冬
期
の
白
頭
山
を
語
る
」
講
師
高
橋
通
子

▽
昭
和
六
十
二
年
五
月
十
二
日
（
火
）
ル
ー
ム

講
演
会
「
中
央
ア
ジ
ア
を
探
検
し
た
探
検
家
列
伝
①
」
講
師
広
島
三
朗

▽
昭
和
六
十
二
年
五
月
十
九
日
（
火
）
ル
ー
ム

講
演
会
「
中
央
ア
ジ
ア
を
探
検
し
た
探
検
家
列
伝
②
」
講
師
田
村
俊
介

▽
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
二
’
二
十
四
日
（
金
１
日
）
秋
田
駒
ヶ
岳
、
鶴
ノ
揚

第
十
一
回
若
葉
会
山
行

▽
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）
ル
ー
ム

山
岳
映
画
の
会

▽
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
七
日
（
水
）
ル
ー
ム

講
演
会
「
中
央
ア
ジ
ア
を
探
検
し
た
探
検
家
列
伝
③
」
講
師
金
子
民
雄

▽
昭
和
六
十
二
年
五
月
二
十
九
日
’
六
月
三
日
（
金
ｌ
水
）
名
古
屋
ワ
キ
タ
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー

山
岳
写
真
の
源
流
展

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

▽
昭
和
六
十
一
年
六
月
二
日
（
月
）
東
京
・
安
田
生
命
ホ
ー
ル
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ボ
ー

ラ
ン
ド

山
岳
会
来
日
隊
員
講
演
と
映
画
の
タ
ベ

▽
昭
和
六
十
一

年
六
月
三
日
（
火）

私
学
会
館

ボ
ー

ラ
ン
ド

山
岳
会
隊
と
の
交
歓
会

▽
昭
和
六
十
一

年
八
月
九
H
（
土）

松
本
楼

サ
ー
・

エ
ド

モ
ン
ド
・
ヒ
ラ
リ
ー

歓
談
会

▽
昭
和
六
十
一

年
十
一

月
十
一

日
（
火）
し

二
十
五
日
（
火）

ネ
パ
ー

ル

マ
ナ
ス
ル
登
頂
三
十
周
年
記
念
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

▽
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
四
日
（
火）

北
京

中
国
・

日
本
・

ネ 。ハ
ー

ル

三
国
合
同
一

九
八
八
年
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
／
サ
ガ
ル
マ
タ
友

好
登
山
実
施
の
議
定
書
に
調
印

▽
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
八
日
（
土
）
し

三
月
十
五
13
（
日）

ニ
ュ
ー

ジ
ラ
ン
ド

「
ニ
ュ
ー

ジ
ラ
ン
ド

国
際
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト

集
会」

に

学
生
部
よ
り

代
表
派
遣 、

マ
ウ

ン
ト
・

ク
ッ
ク 、

タ
ス
マ
ン
周
辺
の
登
山
実
施

講
師

サ
ヴ
ァ
ダ
他
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TheAsCentofKulaKangriandCrossingfrOmLaSa

toChengdu(1986)

KazUmasaHirai (KobeUniversity)

Prologue

Inl986KobeUniversitysentascientificandnmuntaineeringexpeditionto

Tibet,whosepurpose is toscaleKulaKangri (7554m) andtodoscientific

investigationintheEastTibetandSi_ChuanRangealongtheChuan-ZhanRoad.

KulaKangri islocatedneartheborderbetweenTibetandBhutanandshehad

beenthesecondhighestvirginpeakintheworld.

Wegot thepermissionofKulaKangri intheendofl984aftercontinuous

andstrenuouseffortof7years. Immediatelywedispatchedareconnaissanceparty

consistingof3members,T.Ogata,H.Hasegawa,andH・Ozaki,inAprill9".

BythehelpofmanyChinesefriends, thepermissiontodoscientificinvesti-

gationandtopassthroughfromLasatoChengduwas finallygivenintheend

ofl9弱．

Theexpeditionpartymnsistedof:Imyselfas thechiefleader,12climbers

(laader:Okaichi), 8"ientists (Leader:Prof.Naito)． 4TVandNewspaper

reporters, and, inaddition, 17Chineseincluding5climbersascooperatorsand4

scientistsofAcademicaSinica.AllJapaneseclimbersareselectedfromtheOld

BoysandstudentsofKobeUniversityAlpineClubandscientistsarefromthe

staHofKobeUniversitV.

AscentofKulaKangri

Onl2Marchl986allmembers,25Japaneseandl7Chinese,gatheredtogether

inWasa・ Byusing3trucks,2jeeps, and2micro-buses,wearrivedat theBase

Campat4,450monl7March. Itwasprettymldandafreezingwindblew

always. Byusingyaksandhorses, the loadwas transportedinthe following5

daystotheAdvancedBaseCamp (ABC) at5,3"m,whichwassetupbesides

thefrDzenglacierlake. Inthemeantime,somememberspitchedCamplat

5,700mintheupperbasinoftheKulaKangriglacier. TheroutefromABCto

Cl isverylongandhardtowalkespeciallyonthetongueoftheglacier・ In

thispart5Chineseyoungclimbersdevotedthemselvestocarryload. It isabout

"kmfmmBCmCl, fromwherethewestridgebegins.

Therouteuptothewestridgewascutonthesteepicewallofc，400m.

After5"ysstrenuouseffortsagainstviolentwindwecouldmanagetonegotiate

thewallbyfixingropes・ Partof thiswallwasatnearly70degrees・ A]mos#
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eve]ydayaviolentwindblewandwemuldclimbonlyatashortperiodwhen

thewindlulled・ OnlAprilC2wasfinallypitchedat6,200monthewestridge.

ThewestridgerisesstepwisefromC2,andithasmanysteepcliffsandbigand

Smallcrevases.OnllAprilCamp3wassetupat6,800m.

Ithasbeenalreadyknownbythereportofthereconnaissancepartythatthe

rockfaceabout70mhighis locatedat c、 7,"Omanditwouldbe themost

di缶cultobstacletothesummit. About300mupfmomC3therockblockrises,

whichisnot soundandseemedtobedifficult toclimb. Fortunfitelvwe uld
シ

findatraversemuteontheBhutansideand,aftertraversing250m,asteepsnow

slopetothesumxnitridgewas found. The final camphadtobepitchedby

levelingthesnowslopetomakeaspaceat7,100m.

On21Apriltheassultpartymnsistedofltani,Sakamoto,Ozaki,andOhtani,

departedfromC4atlO:00a.m. (Beijintime)． Theweatherwasfine,whileit

wasverybadthedaybefore.Thetemperaturewasabout-30･C・ Bynegotiat-

ingthe iceslopeofc. 40degrees coveredbya littlesnow, theyreachedthe

summitridgeatl2:00． Fromherethekniferidgemntinuedbothesummit.A

hugecornisontheridgethreatenedthem・ Thewindwasgentle， Allmembers

inBC,ABC, andothercampswatchedthemandmademntactbytran"eiver.

At4: 15p．m. theysucceededtoclimbthesummitofKulaKangri,7,554m. The

summitwas"smallpinacle,that theycouldnotstandat thesametime・ There

wasnospacebutaman.Theystayedthereaboutanhour・ Theyenjoyedthe

splendidpanorama， Esp"iallytheviewofBhutanHimalayaincludingGanker-

punsum(7,541m) couldbeseen・ Ohtani,staffof theTVAsahi, tookvideo

movieallprocesstothesummit. TheyreturnedbacktoC3at8:30p.m.

Thenextday, 22April, thesemndassaultpartyconsistedofMorinagaand

Hasegawa,su"eededalsotoclimbthesummitagain. Theyreachedthesunm'it

at2:15p．m． andreturnedbacktoC3at6:30P．m． Veryluckilyitdidnot

blowwindanditwas finethesetwodays,whileitwasnotsogoodweatherin

theotherdays， AllmembersretunedbacktoBCon28AprilandtoLasaon6

Mav.
－

FronnLagatoChengdU

OnApril l5thenatural¥ientistsgroup,Prof・Naitoandother3Japanese

togetherwith4Chinesescientists,hadalreadyleftBCtoChengdu.

Theotherscientificmembersandmountaineers, JapaneseandChinesealto_

getherl7, departedLasa,MaylObyusingajeepandabus・ The following

articleisfollwedbythisparty.

SoonafterstartingfromLasa, themadwaspartlyunderconstructionandwe
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wereforcedtom"keadetour. Furthexmore, ourjeepandbushaveablowout

several times. SowestayedatGongbujiandaonMayl0．May13,wepassed

Seqi-la (4,320m), fromwhereweexp"tedtoseeNamchaBarwaandGyala
FmmPeri・ However, itwascloudyandsnowyandwecouldseenothing.

DongjiutoTongmai,wehadtopasstheverydangerousplace,wherethereare

alwavsalandslideandarockslide. Tra伍cinthisplaceisveryoftenblocked.

Bomiwill betheparadise intheEastTibet・ AppleHowers, peachHowers,

beautifulforest,andgiganticmountainsca.6,000maroundhereallrefreshedus.

Mayl8,afteranhourfromdeparturefromBasuwecrossedtheLu-jian(Salween)

byashortbridge・Thestreamismuddyandviolent・AfterpassingDongda-la(5,"0

m), theroadbranchestothenorthandthe"uth・ Wetooktheroadtothe

south， May19,wecrOssedtworivers, theLangchang_jian (Mekon) andthe

Jinsha.jian(Yangtse). TheJinsha-jianiswideandnot"violentcomparedwith

othertwo， WestayedatBatan2days. Becauseofmanyfriendlypeople,we

hadagoodimpressiontothis townaswell asBcmi. May21,weenjoyedthe

finest land"apeinthisroute・Manyunnamedpeaksover5,000～6,000mseenfrom

theLitanplaneattracedusverymuch. May22,manygiganticpeaksaround

MiniyaKongainDaxuemountainrangecouldbeseen,andwearrivedatKangdin.

May25,atYaanwecOuldmeetagainwiththeadvancedsientifIcparty.May28,

wearrivedatChengdu.
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一一-TheInternationalAlpinists'Symposium-

August2'22, 1986

MATSUMOTODECLARATION

IthasbeenacenturysinceanEnglishmancalledWilliamGowlandnamedthe

mountainssituatedinthemiddleof theJapanesearchipelagothe"JapanAlPs''.

Inthatmmmenmrativeyearofcentenary,mountaineersfromallovertheworld

assembledintheCityofMatsumoto, theMountainCityofJapan, toholdthe

InternationalAlpinists'Symmsium. Forthreedays,activediscussionswerecarried

outunderthethemeof"ManandMountain"withinternationalperspectives.

Throughthediscussions,wehavereconfirmedthatmcuntaineeringis thebest

teacherofNatureforthedevelopmentofourmindsandbodies． Inthemidstof

aremarkableprogressofthecivilization, tolaarnfromtheNature, tochallenge

difIiculties, andmprobetheunknownworldaretheactivitieswhichtrulybelong

tothehumanbeings. Towardsthe21stcentury,Mountaineeringwill assumea

greaterimportanceanditsrevitalizationisnecessary.Withtheaboveinmind,

weherebydeclare:

1． that, intheageofmassmountaineering, inorderforeverybodytoenioy

safemountainclimbingwiththecmperationofalpinistsfromtheworld,education

formountaineeringwithnewperspectives shouldbepromotedandpreventive
measuresfbrmountaina"identsbereinforced.

2. that, for thenewdevelopmentof theworld'smountaineeringculture,

exchangesandcooperationsofmountainclimbingorganizationsacrosstheborders

bevitalized. EspeciallythDse"untrieswhichareinvolvedinscientificresearchon

mountains, improvementofmountaineeringtechnology,andpreventionofaccidents

inanadvancedmannerareexpectedtoplayanimportantrole.

3． that,untouchedmountainsceneriesontheplanetofearthbeacommon

treasureofmankindin"mparable toothers, andthat"mespecificpoliciesbe

workedouttopassthatontothenextgenerationincompliancewiththesituations

of individualcountriesaswellaspmtectionandhannoniousutilizationof the

treasure、

4. that,withthisSymposiumasalandmark,NaganoPrefecturebetheplace

ofexchangesandtrainingformountaineersof theworld,since theprefecture

possessesthe $6JapanAlps'',whichenablesus toenjoyvarious typesofmoun-

taineering, aswell asdifferentresearchinstitutesonmountains. Asapartof

programsofthiskind, it isrecommendedthatageneralassemblyof theUIAA
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beheldintheCityofMatsumoto.

Theabovefourpointsaretobewidelypromotedtopeople.

Inmmmemoratingthe first international symposiumof itskind,we, the

participantsoftheSymposium, callthisthe"MatsumotoDeclaration"andsincerely

hopethatthisdeclarationiswidelyunderstoodandisserveditspurposeamong

all thepeopleconcerned.

August22, 1986

WAGOShoii

MaVorofMatSumoto

President･ InternationalAIpinists'

Symposium

InternationalAIpinists'Symposium

Ithasbeenahundredyearssincethename"JapanAlpgwasgiventothese

mountainswhichhavebeenthemainstageofmodernmountaineering. To

commemorate the occasion, the lnternationalAlpinists' Symposiumwasheld

throughAugust20thto22ndhereinMatsumotoCityinNaganoPrefecture, the

gatewayto its surroundingAlps. Twentyandmore, internationallyknown

alpinists, from9muntriestookpart inthesymposiumnaslecturers. Under the

thaneof"ManandMountainf, therelationshipbetweenmanandmountains

wasdiscussedindepthindepthandtreatedsuchaspectsasnatureconservation,

highaltitude sickness, educationand safetymountaineering, status quoand

futureprospectsofworldmountaineering, etc. Sincethisinternationalsymposium

wasthefirstofitskindtookplace inJapanasmanyasl,500peoplegathered

fromalloverJapan.

Atthesymposiumitwasreportedthattheincreasednumberofclimbersand

trekkershascausednatureandenvixonmentaldisruptionsandgaveadverseeffect

oninhabitants' livesatHimalayanandothermountainareas・Mostofparticipants

haveconfirmedthattheinternationalexchangeswerenecessaryinordertolevel

upworldmountaineering.

On theclosingdayof the symposium"theMatsumotoDedaration"was

adoptedbasedontherecognitionthat "mountainclimbing is thebestnatural

teacherwhichencouragessounddevelopmentofourmindandbody"andproclaimed

thepmomotionofmountaineeringeducation, thepreventionofmountaineering

accident, thepromotionofinternationalmcperationtoenhancethemountaineering

culture, theprotectionofnatureofmountainsasthecommonpropertyofmankind
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tothepeopleoftheworld.

TommmemoratethissymposiumSirEdmundHillary, thefirstclimbertothe

summitofMt.Everest,visitedMatsumotoonAugustlOthandgavehisspecial

lecture"Himalayaandl"andhedeeplyimpressedtheaudience.

SpecialLecture

MountaineeringHistoryinJapan-InCommemorationofthe

30thAnniversaryoftheAscentofManaslu-

bylMANISHIToshio,PresidentoftheJapaneSeA1pineC1Ub

Mr. Imanishi devided themodernmountaineeringhistory inJapan into

followingthreeperiods.

1． AftertheMeijiRestorationtoWorldWar l

ThisperiodsawactiveadventuremountaineeringintheJapanAlpsas

theideaofmountaineeringformountaineeringbecamepopular.

2． AfterWorldWar l toWorldWarn

Bythe influenceofJapanesemountaineerswhoclimbedtheEuropean

Alps, thewordof"Alpinism"hadbecomeknownamongmountainloversand

mountaineeringinsnowseasonbecamepopular.

3. AfterWorldWarn

TheperiodmountaineeringinHimalayabyJapanese.

HeputanspecialemphasisonthesuccessfulascentofMt・Mnnngluinl956

bythemembersofJapaneseAlpineClubwhichenlightenedthe fireofhope in

Japanesemountaineeringsociety. At thetimeof theMt.Manasluexpedition,

whichledhimselftothefirstJapaneseclimberwhoreachedtothesummitof

8,000meters' facilitiesandtransceiverswerenotwelldevelopedliketoday.He

aIsointmducedhisexperience throughhardshipswithHimalayannatives,who

believedclimbingthatmountainwastoinfringehollymountains.

HefurthertalkedaboutpresentmountaineeringinJapanandsaid"Japanese

climbersarealwaysinactioninHimalayaandmakingexpeditionstomajorhigh

peaksof5continentsandevenwomenclimbersareactiveatMt.Everest. Nowdays

climbershavecometoclimbmountainsinAlpinestyle・ It looksamnomicaland

rationalononehand,butclimbersmustknowtheirabilitiesandphysicalstrength

andseekforsafetyinmountaineering. Expeditionmeanstoreturnsafely."
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SpecialLecture

The30YearMountaineeringHistoryinChina

byShiZhanChUn,PreSidentofChineSeMoUntaineeringAssociation

Mr.ShireportedthemodernmountaineeringinthePeople'sRepublicof

Chinawhichaimedatexpeditionandphysicalexercisehasrelativelyyounghistory

of30yearsandChineseMountaineeringAs"ciationwasestablishedinl958.

HepointedoutthreecharacteristicsofChinesemountaineerin9.

1° Challengetohighpeaks

Onlyfburyearsafter themodernmountaineeringdrivehadstartedin

China,ChineseclimbersconqueredthesummitofMt・ChomoLungma(8,848

m) in1960． 1n1975,9attackersincludingawomanconqueredMt，Chomo

Lungma. Thisisthelargestnumberofclimberswhoconqueredthesummit

inexpeditionrecords.

2． PracticalcoDperationbetweenscienti6cresearchandmountaineerin9.

1n1959,Mt・MinyaKonka-PartyascientistofPekingUniversitypartici-

patedandmadehisresearchesonweather,glacier,andland・ AtMt.Chomo

Lungmascientistmaderesearches threetimesandreceivedawardsfromthe

centralgovernment.

3． Mountaineeringamongordinarypeople isnot popular andbasic

technicsarenOtsu伍cient. ButChinahasagoodfutureprosp"t.

Inthelaststagehestated． "FromnowChineseMountaineeringAssociation

willencourageitsmembers'mountaineeringactivitiesandpromotewideexchanges

withmountaineeringassociationsof theworld・ Nowwe arepromotingthe

constructionof themountaineering trainningcenteroutofPekingCity. So

throughtheactivitiesat thiscenterwewanttomntributetothedevelopmentof

mountaineeringinAsiaaswellastheworldover.''

KeynoteSpeech

FirstAscentofKangchenjungaandCommentSofNature

ConservationfromaWorldTraveller

byNormanHardie,Ex-PresidentoftheNewZealandAIpineClUb

Mr.HardieintroduCedhisactivitiesatNepalasadirectoroftheHimalayan

FoundationestablishedbySirHillary, afterheconqueredthe summit ofMt.
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Kangchenjungaforthe first time,asaviceleaderoftheBritishPartyofl%5.

HeshowedslidesofdestructionoffOrestintheinterlandofNepalandappealed.

"Inl954theseslopeswereallcoveredwithtrees,buttrekkershadcometovisit

thereandcutdowntreesforfirewoodsandbuildingmaterials. Thusthesupply

oflumberdrasticallydecreased・ Trekkersshouldbringoilandgas・ Andat the

sametimewhatweneednowisalargescaletreeplantingprogram"・ Heal"

introducedthatthebeautifulscenarieshavebeenruinedbygarbageoftravellers.

Hespokehistravel experiences toAntarctica,KenyaofAfrica, Japanand

AmericawithSlideS.

Asamnclusionofhislectureheappealedontheenviromnentalprotectionas

follows;

"Throughmymanytravelingexperienceslsawhumanbeingsweredestroying

environment.Weshouldcontroltheincreaseofpopulation・ Weshouldeducate

ourchildrentoloveourmotherland. Politicians shouldbuildpoliciesbasedon

alongtermpointofview,notonly4to5yearsshortterm, but for40orlOO

years longtermpointofview. Thosewho lovemountains andthosewho

climbmountainshavemuchopportunitytobeinnature・ Solhopesuchpeople

willworkwiselyfortheprotectionofanimals,plantsandthebeautyofnatural
，,

scenes．

SpecialLecture

EfectsofHighAltitudeSicknesstoMan

byCharleSS.HoUston(USA),ProfessorEmeritUs,Universityof

Vermont

Dr.HoustonintroducedanessayaJapanesebuddhistpriestKnkaiwrotein

814andotherdocumentsonmountaindeseasetill theendofl6thcentury. The

researchesonhighaltitudesicknessbecameactivesincetheopeningofthiscentury,

thankstotheinventionofadepressureroom. Especiallyinthese20yearssuch

researchesmadearemarkableprogressasmanypartiesweresent toHimalaya,

EuropeAlps,andNorthandSouthAmerica. Throughhisexperimentsusinga

depressuredtankwhichweretakenplacepriortotheOperationEverestofl946

andl986,heprovedforthefirsttimethatamanhadanenoughabilitytoridea

bicycleatsuchhighaltitudeasthetopofMt・Everest (8,848m).

Heexplainedtodaywhatwecallhighaltitudesicknesswillbecategorized

into following5;1-acutehighaltitude sickness, 2-highaltitude pulmonary
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edema, 3-highaltitudecerebraledema, 4-highaltitudesubarachnoidbleeding,
and5-chronichighaltitudesickness.Theacutehighaltitudesicknessis fbund

among15%ofpeoplewhorushedtoclimbupto2,500metershigh・ Thehigh

altitudepulmonaryedemamightbefbundat skiingareaof2,700metershigh

andoneoutoflO,000caughtbythissicknesswouldsufferseriouslyandmight
looseone'slife. Thehighaltitudecerebraledemaismoredangerous,andthe

highaltitudesubarachnoidbleedingisfoundover5,000meterShighlevel・ He
explainedthecauseofeachcaseandeifectsandcuremeasures.

HesuggeSted． "Climbupslowlyandifyoufeel illness, climbdownas

earlyaspossible." Sickpeopleshouldconsultwithadoctorbefbre l'2nd.'' 2nfl

hestated. ''Apersonwhoishealthyatasealevel canadjusthimselfto3,000
metershigh.”

Sessionl ModernClimbing

TheEducationandtheSafetyintheMountain

Climbing

Ononeofthemostimportantsubjectsofpresentmountaineeringisthesafety

andtheeducation,Mr.AnselmeBaud, aFrenchinstructoratEcoleNationalede

Skiet d'AIpinisme,Mr.AkioYanagisawa,aJapanese specialistatNational

TrainingCenterofMountaineering,MinistryofEducation,ScienceandCulture,

Mr.XuJing,VicePresidentofChineseMountaineeringAssociation,Mr.Nalni

D・ Jayal,VicePresidentoflndianMountaineeringFoundation,andDr・Robert

Schoene,AssociateProfessoratDepartmentofMedicine,UniversityofWashington,
Seattle, reportedeachcountry'ssituaticnandresearches. EverVauthoritvstressed

thatthesafetycamefirst inmountaineering.

Mr,AnselmeBaudexplainedthedevelopmentofmountaineering,rock-climbing,
hiking, andskiinginEuropefromtheviewpointofAlpinism・Hewarnedtl-iat

thenumberofsuchpeoplewholovetrekkinginmountainsandskiingtoursis

muchincreasing,whiletheirrecognitionofdangerhasbeeninsu伍cient,that the

lackof infbrmation, andinccmpleteequipmentswouldthreatenthe safety, and

thatthesu伍cientinformation,equipmentandphysicalstrengthwereneeded・And

onEcoleNationaledeSki etd'AIpinisme, establishedinl946atChamonixhe

reported． "Thisschooleducatesski instructorsandmountaineeringguides. There

are8,000instructorsand600guidesinFrance・ Thisschoolal"educatesnature

conservationguides."

Formountainrescue theassociationofrescue formountainaccidentswas
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organizedinl910andlaterinl956theinternationalorganizationwasborn・ He
also introduced thepresent situationof rescueactivitieswherewell trained

membersanddoctorsworktogetherusinghelimpters・ Herecommendedthat it

wasawisechoicetobeinsuredsincerescuecostbyprivaterescuewouldbe

imposedonaclimber.

Mr.Yanagisawapointedout. "Mountaineeringisfilledwithdangers・C1imberS
Basedontheresearchandshouldrecognizethatman'sexistanceissmall."

investigationat theNationalTrainingCenterofMountaineering,Ministryof

Education,hereportedthat theenergyconsumedonedayscheduleofmoun-

taineeringclubofuniversityunder lowoxygendensityand lowtemperature
wouldbetwotimesmoreas thatoffullmarathon. Moreoversinceonehasto

climbmountainswithaheavyloadonone'sback, theenergyintakewillbe

草mal1erthanusual・ Soundersuchconditionsevenacaptain'sabilityofmoun-

taineeringclubwillbecomeweakerthanamemberofothersportsclub.Thus
hestressedthe importanceofeducatingleaders． Inthesedays fromboys to

middleandhighagedclimberswerediversified. Sohealsoinsistedtheneedfor

amoderateorganizationandeducationsystemforsuchpeople.

Mr・XuJingstatedthat thepeople'sRepublicofChinaputpriorityonthe

safetyofmountaineeringbasedonthe ideathatpeopleare importantproperty

ofthenation・ Quotingthesuccessandfailureofmountaineeringactivitiesof

ChinesePartyheremrtedthepresentsituationandideaofChina・ Overcoming

theaccidentofMinyaKonka,1957,hereportedhowChinaleditspartytothe

successatChomoLungmainl960and1975.Hepresentedseveralfactorsasthe

causeofanaccident, i,e､,whicharetechnique, adaptabilitytohigheraltitude,

experienceandjudgement,namelylowtechnicalcomposition. Healsorecognized

theimportanceofscientifictechnologyandknowledgeandofrulesoftheparty.

Heinsistedthat itwouldbewisetogiveupmountaineeringwhenonecouldnot

findthesafetyprospect.

At the targetsof educationfromnowonhepointedout, 1-toenhance

technicalcomposition,2－tostrengthentheparty'sdisciplinewhichenablesquick

responsestoorders3-todevelopateamworkinkeepingcarefulwatchtohelp

othersinaparty.

Mr. JayalexplainedbrieHyaboutthehistoryofmountaineeringinlndiaand

introducedtheHimalayanMountaineeringTrainingCenterwhichwasestablished

atDarjeelingtocommemoratetheachievementofTenzingNorgaywhosucceeded

toreachtothetopofMt.EverestwithSirEdmundHillaryfor the first time

undertheBritiShPartyinl953・ Therearefourcoursesinthiscenterincluding

acourseforwomenwhichprovideclimberswithpropereducationwithinexpensive
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cost, thankstotheassistancefromthegovernment. Suchtrainingcentersarealso

builtatKashmir,Garhwal, andWestHimalaya. Andinl958thelndianMoun-

taineeringFoundationwas established toprovide climberswithequipments,

publicationsandrescueactivities. Inthefieldsofrescueandtelecommunication,

theIndianAirForce,Army,Police, andTrainingCentersarePlayingimportant
roles.

Dr.Schoeneintroduced5casesofrecentmedicalresearchesathigheraltitude

includingtheprojectheparticipated， Judgingfromtheresultsof <6theOperation

Everest'' thatDr・CharlesHoustondirectedandtheresearchatMt.Mckinleyof

Dr･PeterHackettandothers,heexplainedthatmencouldmaintaintheirphysical

m"hanismevenathighaltitudelikeMt・Everst. Hestated． "Iwanttodeepen

theresearchontheprocesshowmenadapt theirbodies toahigherplace・ In

next stagel'll trytoharmonize theresultsof theseresearchesandadventurous

mindsattractedbymountaineering.”

Session2 MountaineeringSituationsintheWorld

PresentProblemSandFutureOutlook

Representativesof9participatingcountriesexchangedtheirideasfromtheir

ownviewpoints・ Thecoreofdiscussionwasconcentratedontheenvironmental

destructionatHimalayaandotherplacesintheworldandconservationmeasures,

andonmountaineeringaccidentsandtheirprevention， andonthe importanceof

internationalexchanges. Sotheygaveus importantsuggestions tothinkabout

themainthemeofthesymposium． "ManandMountain."

Followingsaresummaryofexchangesofopinionsofeachparticipant from9
e

COuntrles．

PresentSituationofDestructioninNature

At first therepresentative fromNepal reported thepresent situationsof

destructioninnatureatHimalayanarea・ HisHighnessKumarKhadgaBickram

Shah, Presidentof theNepalMountaineeringAssociation, pointedoutthebad

effectsofmountaineering, forestdestructionandpollutionbythetrashatcampsites.

Esp"iallyduetotheincreasedconsumptionoffirewoodbyclimbersandtrekkers

over25,0",thepaceofdeforestationwasdoubled．Mr，TekPokharel,Secretary

Generalof theNepalMountaineeringAss"iation,alsoreported that recently

increasedtrekkerswhowalkedoff therailwerestepping intothevulnerable

natureofHimalayaandthat suchsituationwasmostlywasmostlyseenamong
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trekkerswhocameSeparatelyandthat eventheexistanceofhotels, inns, and

coffeeshopswouldgiveadverseeffectsonnature.

Mr.NalniD.Jayal,VicePresidentofthelndianMountaineeringFoundation

explainedwithslides. "AthighplaceslikeHimalayaittakes6yearsforabirch

treetogrowby2cmandinthecaseofaneedle junipertakesasmanyas20

years, andextremelyweaktothedestruction.”

Mr・ChoSangTae,Presidentof theNatureConservationsub-committeeof

KoreanAlpineFederationalsoreported that in theRepublicofKorea, as

mountaineeringbecamepopulartheenvironmental destructionatmountainareas

are increased. HisHighnessKumarKhadgaBickramShahappealed that

lessonsatHimalaya,30yearshistoryof the environmentaldestruction,were

commonsubject tomanyareasof theworld towhichsomemeasuresmustbe

taken.

NatureConservationPolicies

TherepresentativefromNepal introducedthatasanatureoonservationpolicy

NepalestablishedanatureparkinHimalayanareaandrecentlyadOptedanew

conservationpolicyunderthecooperationandparticipationof inhabitantswhich

wouldbringbenefit tothemandenhance their livingstandard. CGThetypical

exampleofthenewpolicybytheorderoftheKingofNepal is seeninthe

AnnapurnaConservationArea,nationalpark・ Partlyassistedbyforeignoountries

afoundationwasestablishedforthispark." :GBasedonthefo,,ndationmultilateral

projectsarebeingpromoted. Treeplantingandbuildinganoil termialareto

developsubstituteenergytofirewood. People inNepalareconfident that these

projectswillbegoodmodelsofdevelopmentamongprogressingcountries''・ The

representativereported・ HisHighnessKumarKhadgaBickramShahal"intro-

ducedthemountainmonitorsystemonecosystemssponsoredbythegovernment

andvoluntarygroups.

Mr.Jayalfromlndiareportedthatsincel9831ndlahasbeenkeepingclimbers

out fr(肛nthetopandits surroundingareaofMt・NandaDevi, 7,816masa

sanctuary. Dr.CharlesHouston,ProfessorEmeritusatUniversityofVermont,

praizedtheclosingofMt・NandaDeviasa"courageousdecision.”

Mr. Jayal proposed. "Becauseclimbers gather toa limitednumberof

mountains, environmentaldestructionwilltakeplaceinthoselimitedareas・There

aremnnvattractivemiddleclassmountains intheworld， Soif limitednumber

ofclimbersattackedsuchmountainswiththealpine-styleofquickandfast, the

adverseeffectwouldbemitigated."

Mr.NormanHardie,Ex-PresidentofNewZealandAIpineClubreportedon
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hiscountry'smanagementofnationalparks thateachnationalparkhas itsown

committeeanditworksafterdiscussion. Heintroduced t}'"t eachcommittee

consistedoftherepresentativesofmountaineeringclubsalreadyformed・ Heal"

statedthatbecauseSirEdmundHillaryhadbeendoingvariouskindsofactivitiesin

Nepal,anumberofpeoplearewillingtomoperateforthenaturemnservation.

Mr・AnselmeBaud, InstructorofEooleNationaledeSkid'Alpinismereported.

"InFrancegettingthecooperationofmountaineeringguidesweoftengotrekking

inasmallgroup."

Disaster,AccidentsandTheirPrevention

Maj，Gen.AliMirza,President ofAlpineClubofPakistanexpressed

condolencetothefamiliesofclimberswhodiedofmountainaccidentshappened

continuouslyatK2duetothebadweatherinsummerl986・ Hestated． CGThis

yearwehavelostexperiencedclimbers・ Especiallylhopethatbiginnerswillbe

givenfullconsiderationto theirphysical strength.'' Youngandpromissing

PakistanclimberNazilZabilanalyzedthat thetendancytorushto8,000meter

highmountains invitedmanytragedies・ Maj.Gen.AliMirzareportedthat in

PakistantherescuesystembyAirForcehelicopterhasbeenestablished.

AccidentandLawSUit

Dr・HoustonfromtheUnitedStatesreportedthattherewere'wmvlawsuits
公 ‐

onmountaineeringandskiingaccidentsand that suchsituationbecamemore

serious. Accordingtohimtherehasbeenacase thatmanagerof skiingarea

wasforcedtopayasmuchas$2,500,000compensationalthoughaskierdied,

becauseheignoredthecausionofthemanagerofskiingareaandthatapersm,

diedofheartattackafterattendingameetingbytheorderofthegovernment.

Butthegovernmentwasaccusedbythereasonthatthisaccidenthappenedunder

thesponsorshipofthegovernment・ Therewasatrekkingcompanywhichwent

bankruptcydue totheheavycompensation・ Andsomepartyhadtogiveup

oversea'sexpeditionsduetothehikeofinsurancecost・ Dr.Houstonsaid， cgI

thinkpeopleshouldnoteasilypresentsuchcasestothecourt."Heal"expressed

hisfearthatsuchphenomenawouldspreadtoothercountries.

InternationalExchangeandFUtureMountaineering

Ontheidealmountaineeringinfuture,Nepalrepresentative,HisHighness

KumarKhadgaBickramShahstated. "It is important torespect theunique

cultureofitsownp"ple." S.R・ Sharma, SecretaryofNepalMountaineering

Associationsaid． "KingofNepalwilldeepenthefriendshipwithclimbersand
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Nepalwillbeaninternationalpeacezone・ Hewillopenthedoorofmountains

inRimalava.
9，

－

Maj.Gen.AliMirzafromPakistanal"stated. "Mountaineeringconditions

inPa]ぐistanhavebeenmoderateandwewillwarmlvwelcomenomatterhow

manypartieswemayhave.”

Mr.XuJing,VicePresident ofChineseMountaineeringAs"ciationex-

perssed． ''Wewill liberalizemountainsinChinaforclimbers・ Andwewant to

establishamountaineeringcenteratoutsideofPekingtoprovideyoungsterswith

techniqueguidanceandtopromoteinternationalexchanges.
ﾌｼ

Dr・YasuoSasa,ExPresidentoftheJapaneseAlpineClubstated. $:For

thenatureconservationofhighmountains, developedcountriesshouldgiveaids

tothecountrieswhichhavehighmountains."Healsorecommendedtoestablish

aninternationalmountaineeringinformationcenterwhichwillcollectvariouskinds

ofinformationrelatedtomountainclimbingintheworld・Mr.Kamata,President

oftheJapanMountaineeringAssociationsaid. :GSinceJapansendsmanyexpedi-

tionpartiestooverseasweshouldcooperatewithoverseascountries inthefleld

ofaccidentpreventionandothers.”

Mr.ChoSangTaefromtheRepublicofKoreastated． "Ihopetheconquer

ofK2thissummerl986climbers inourcountrywillbeamilestonecatchup

withmountaineeringinworldtoplevelcountries・ Forthatpurposewewant to

pronmteexchangeswithothercountries."

Inadditiontothenaturedestruction, someoverseasexpeditionpartiesand

trekkersare invitingconfusions tothe livesandcusmmsof inhabitants,while

theyarebringingwealthtotheregion,saidbothNepalandPakistanrepresentatives.

"Weare sufferingfromthe inHation." "Childrenbecame toaskcandies to

trekkers， Educatingchildrenisofoourseimportant, buttrekkerswhoareadults

shouldbemorecareful.'' saidaNepalrepresentative.

"Somepartyscattershugeamountofmoney. But theyshouldrecognizethe

diHerencebetweentheircountryandavisitingcountry. Somepartyviolatedlaw

atKarakor,,m、 1t'sashameasaclimber. Toattainprivateperson'shonorother

climberscannotclimbmountains;suchproblemsarealsohappemng・ Aseveryone

isabletoclimbtheJapanAlpslhopeitwill comesoonwhenpeoplecanfreely

climbanymountains.'' saidaPakistanrepresentaive.

Dr、Houstonsaid, "Amountainisnolongeraplacetodie fbr thehonor

ofanationoraclimber."Duringthesessionall theParticipantsofferedone

minutesilentprayertotheclimberswhodiedinmountains.
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Session3 MountainsfortheNextGeneration

TheGreatNorthernAIps

byKUnioTanaka,PrOfeSSorofGeo1Ogy,DepartmentofLiberal

Arts,ShinshuUniversity.

Prof，Tanakaexplained. "TheNorthernAlpsareawhichis locatedjust in

thecenterofJapanproperwasundertheseathroughthePaleozoicEratothe

MesozoicEra,400milliontolOOmillionyearsago・ Piledupclayslates, cherts,

andothersedimentaryrocksupheavedbytectonicmovementsformedthebasisof

theNorthernAlps・ ThroughthelatterhalfoftheMesozoicEratothefirsthalf

oftheCainozoicEra,variouskindsofigneousrockswerenewlycreated・ The

upheavaloftheNorthernAlpsstartedduringtheQuarternaryof theCainozoic
ll

Era,thatisabout600,000yearsago.

Heemphasized. "Theattractivenessof theNorthernAIps isderivedfrom

thevolcanicactivities, glaciers, animalsandplantswhichhaveacademic impor-

tance, suchassnowgrouseandalpineplants・ Thedistributionareasof such

animalsandplantsarelimited. Weshouldpreservethesenatural environments
”

andhandthemtoournextgeneration.

Session3 MountainsfortheNextGeneration

Mountaineeringinthe21stCentury

byTsuneoShigehiro,MemberRCCn

Mr.Shigehirotoldtheaudiencehowhestartedmountaineering, firrshewas

mllectinginsects・ Hefo,,nrlhisinterestinrock-climbinginEuropewhenhewas

inhighschool.ThushechallengedrockclimbingatMt.Hotakaof theJapan

Alpsandotherswhenhewasuniversitystudent.

Asamemberofl973EverestPartyhevisitedHimalayahrthefirst time.

LaterheparticipatedinmajorexpeditionstoNandaDevi,K2,Kangchenjunga

andsoon.Withsuchabundantexperienceasaclimberhestated. "Tojointo

anexpeditionoverhighpeaksinHimalayaoneshouldhavephysicalstrengthand

strongwillpower. Butat thelaststagehisstrongwill powertostandat the

topofthepeakisthenecessarysupport. Ofmurseweneedaright judgement

baseduponourdailytrainingandexperience・ Thereisnothingmoreimportant

thantoknowandtoovercomeoneself.”
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Referingtothemountaineeringof the21stcenturyhesaid． "Eveninthe

next century therewill benomajor change inmountaineering, because the

mountaineeringisbasicallythesportsofexperience,basedupontheaccumulation

ofexperiencesonecanreachtothecertainlevel." "Themorel face tothe

nature,themorelknowthegreatnessofthenatureandthemoretheexcitement

ofmymind to themountainswill be enhanced. Iwill continue to climb

mountains findinginterestsonvariousthings.
”

MemorialLectureabout5GNature''

byEizabUroNishibori,ExPresidentoftheJapaneseA1pineClub

;<Inorder to trainweakmindandbodysince childhoodl startedmoun-

taineering, rockclimbing, andskiing・ Andthenlwonderedwhyamountain

attractedpeople・ Finallylreachedtotheconclusionthatamountainisanonly

remainingthinginournaturethathasneverbeenchangedandhasbeena

symbolofthegreatnature."Mr.Nishibori explainedhis involvement inmoun-
p

talneerlng.

Hisbasicattitudetoclimbmountains isnot tofightmountainsbut tolive

withmountains,believingthatmountainswill trainman'smindandbody,namely
ｼ

climbersarelivingwithmountains.

Whatdrivehimtomountainsishisstrongspiritofinquiry・ Therehadbeen

newdiscoveriesand joyswhereverhevisited; first in the JapanAIps and

Himalaya, 1ater inAntarctic． The uncertaintywhichwewill have to the

unknownworldcanovercamebythecouragebasedonthecreativityand the

beliefthatsomeoneisalwayssupportingus，Hehasrealizedthe''nl<nowninnature

havebeenprovedbythe theoryof scienceencouragedbythe strongspiritof

lnqulry・

As tothenatureconservationheoncefacedadilemmabecausehewasa

technologistwhoputartificiaifactorsintonature.Butfinallyhenoticed． "There

isnatureevenina small experimental tube. And technologiesowe to the

benefitsofgreatnature・ Resourcesaretheblessingsofgreatnature,andthe

technologiesthatmakethemworthwhileforusefulpracticesonlybecomeareality

whenitabidesbythelawofgreatnature."

Thereforehesaid． "1t'sashamefbrtechnologiststodestroynature． Itcan

alsobesaidtoclimbers・ Climbersshouldbebraveenoughtomakegoodmodels

inprotectingournature." Lastlyheappealed． "Donotclimbmountainsbecause
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thereexistmountainsbutclimbmountainsbecauseweareagoodhumankind.”

InternationalA1pinists'SymposiumSpecialLecture

56HimalayaandI''

bySirEdmUndHillary,FirstclimbertotheSUmmitofMt.Everest

(NewZealand)

SirHillaryfirst talkedaboutmountaineeringandsaid. "Mountaineeringhas

beenthehappyexperiencethroughoutmylife・ Ofcourselwasfacedwithfear.

Butmountaineeringgavememoreabilityandcourage thanusual,notonlyto

conquerthemountainsbut alsol leamedthemethodtoovercomesuchfear.，，

Heshowedhisviewoflifeandtoldustheattractivenessofmountaineering.

AstothefirstascentofMt・ EverestonMay29th, 1953,heexplainedindetail

withslidesoficewalls,crevasses,andothersthatpeoplecouldneverapproach.

TheiirstascentofMt・Everestundersuchhardconditionsgavedifferentmean-

ingstoeachmember. Hisideawasjust todosomethingfOrthepeopleofthe

Everestarea・ HemadetheHimalayanFoundationandsofarbuilt25schools,2

hospitals, andl2clinics・Hetoldthathehadbeeneducatingyoungstersthereto

bedoctorsandmakingefforts topropagate thebasicmedicalknowledge・ He

concludedhislecturesaying． "Iammostproudofthem."

Inreplytoquestionsfromtheaudiences, hecommentedonthenewview

thatG.MallorywasthefirstascentofMt，Everest inl924asfollows, "Hewas

agreatheroforme. Itwasnotcertainwhetherhereachedtothesummit,butl

myselfwant tobelievethathewasthefirstpersonwlmascendedtothesummit.

Themost importantthingistoclimbsafelyandcomedownsafely."Herecalled

themomenthestoodonthesummit togetherwithTenzingNorgayandsaid.

"Whenl extendedmyhand to shakehishand, heopenedhisarms tomy

shoulder.Wethrewourselvesintoeachother'sarms.
’9
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ウェストン年譜の作成について

島田 巽

ウォルター・ウェストン師の日本初来日が， 1888年（明治21年） 4月1日，神

戸入港一大阪到着と確定できたので，昭和62年のこの日に満100周年を迎えるこ

とになる。その機会に新しい資料に依擦して「ウェストン年譜」を作成しては……

との考えが，私たち会員有志の間で急速にたかまり， とりあえず前半期分だけでは

あるが，本誌に載せてもらうことになった。その間の若干の経緯だとか，新資料発

掘の興奮，年譜執筆の苦労などについて，世話役的な立場から記させていただく。
碁 そ

日本山岳会でウェストン年譜が最初につくられたのは「山岳」第28年第3号

(昭和8年11月刊）に掲載された黒田孝雄氏執筆の「ウェストン氏の杖の跡」で

あった。いかにも丹念な黒田さんらしく， 当時として手のとどくかぎりの内外の資

料に眼を通して編まれたものである。

それから42年後の昭和50年，本会の創立70周年記念事業として，山岳名著

の覆刻を行うにあたり，その解題善用にウェストン略年譜を作る役割を，私自身が

担うことになった。その際これまで一定していなかった聖職歴も調べておきたいと

考え， 日本聖公会史の研究者で， ウェストン師について関心を抱かれる垣内茂師を

訪ねることになった。このときは，同師が英国国教会人名辞典(6CrockfordClerical

Directory''によって， ウェストン師の1883年から1911年までの聖職歴を確か

められた直後であったので，いくつかの教示を受けることができた。

ところが，その略年譜を公けにして7年後に垣内師から， また新資料が現れたの

で，修正が必要だとの連絡があった。このとき一番こまったのは， さきのCCDに

は， ウェストン初来日が1887年となっていたが，翌88年1月に離英前の説教を

行ったという記録が出てきたから，やはり来日は1888年と判断するほかないこと

だった。なんとか早い機会に訂正したいと思いながら， ようやく昭和60年に小著

『山稜の読書家』を公刊する際に，新規まきおしのつもりで，新しく略年譜を作成

して，いくつかの誤りも同時に正すことができたのであった。その時よかったなと

思ったのは， ウェストン師の初来日をはっきり正しく記載できたことである。

顧みて不思議とも思えるのは，私が新しい略年譜づくりを考えていた昭和60年

ごろ，熱心な有志たちの手によって，つぎつぎに新資料が発見されていたのであっ

た。その発見第一号が， この初来日の事実確定で， これは大阪府吹田市在住の川村

宏氏の努力によるものであった。このニュースも私は垣内師を通じて，昭和60年
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ウェストン年譜の作成について

の2月に教えられ，早急な私の問い合わせに，川村氏から同氏が探し出された一世

紀も前の長崎発行の英字紙"TheRisingSunandNagasakiExpresJのコピー

が届けられた。入港船舶の一等船客名簿に， たしかにRevd.W.Westonとある

が， よくもこの小活字を探し出されたものと， その見当の鋭さに，私は舌をまかず

にはいられなかった。

川村氏は， さらにもう一押し， 当時の神戸又新日報で乗船の神戸入港を確認さ

れ， 1888年4月1日，初来日と定められたわけである。 これは大切なニュースな

ので， 当時さっそく私は「山」 （478号）で速報するとともに，私の略年譜にも記

入させていただいた。川村氏は，関西テレビの報道第一線にありながら多忙の中で

｢近代登山の父W･ウェストンと神戸」を「神戸の歴史」第12, 13号に寄稿され，

新しい資料も提示された。

新資料の発見は， これで終わるのではなかった。つづいて川村氏は，同じ長崎発

行の英字紙で， ウェストン師が同年10月17日長崎着のアンコナ号に神戸から乗

船していた記事を見つけられた。これが重要な手がかりだということは， これまで

捉えどころのなかった同師の九州とくに熊本滞在時代を解く，有力なカギと考えら

れたからである。

果たせるかな，翌61年3月，会員の安江安宣氏から，相呼応するような新資料

の発見が伝えられた。岡山大学名誉教授の安江博士と私は，前年の秋に横浜のウェ

ストンゆかりの地を訪れ歩いたことがあり，熱心な研究者だとは承知していたが，

新たな発見は， これまた第一級の確定的資料であった。その内容については，安江

氏みずから「山」491号に「ウエストンの来日第一報など」と題して詳しく報告さ

れている。

安江氏が発見された資料は， ウエストン師自身が1889年1月3日付けで熊本か

ら， 英国聖公会・教会伝道協会(C･M･S)本部へ来日以来の活動状況を報告した，

署名入りのものである。さきのアンコナ号での長崎着という一点とも，ぴったり結

びついて， これまで本会の熊本支部を煩わしても全く不明のままであった同師の熊

本時代が，師自身の筆で明らかにされたのだから， これ以上の好資料は望めまい。

C・M.S.機関誌"TheChurchMissionarylntelligencerandRecord"という資料

に標的を定められて探索された安江教授の学究的眼力に，私は驚き入った次第であ

る。この機関誌は，関東大震災で全焼した東京大学中央図書館復興のために英国政

府から寄贈された文庫のなかにあったという。

耗 粍

川村，安江両氏の資料探究の熱意に煽られながら，今こそこれらの成果を一つに

まとめあげる好機ではないか，それには， どのような形にすればよいのか， と私も

考えずにはいられなかった。折よく川村氏から62年1月末に上京するとの連絡が

あった。

川村氏には，その前に本会への入会をすすめ，会員杉田博氏の熱心な口ぞえもあ

って，すでに今西会長と私の紹介で入会申込みを頂いていたし， この機会に安江氏

A39



をも加わえて， 三人で相談してはどうかと考えた。幸いこの歓談が実現して100

年記念の年譜作成の大筋が決まり，安江氏は詳細な調査成果を記したカード全部を

川村氏に委ねられ，川村氏が年譜案を作成，それを一同で検討することになった。

次は，その年譜の掲載について担当の大森久雄理事の意見を聞くのが，当然の筋

であった。これも問題なく同意され，細目については大森・川村両氏の直接話合い

ということで年譜作りは軌道に乗った。 6月いっぱいの締切りというので，第一線

の川村氏にはお気の毒であったが， 5月末には再び東京の本会図書室で，長時間に

わたる最後の検討会議を持つことができた。これにはウェストンの足跡探索に永年

努められ，貴重な発見をされてきた三井嘉雄氏にも，松本から出馬していただい

た。

年譜の内容は， ご覧の通り詳細な註を加えて，私などの予想をはるかに超えるも

のとなった。そのため，掲載上の都合もあり，時間の制約もあるので，本号には，

ウェストンの出生(1861年）から最初の著作『日本アルプスの登山と探検』出版

(1896年）までの35年間を掲載することにした。

本会には私たち以外にもウェストン師に関心を抱かれ，調査研究を進められてい

る会員諸氏が多い。この年譜について，それらの方々から， ご教示が得られれば幸

甚である。
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W・ウェストン年譜

来日100年記念

W・ウェストン年譜

(文久元年く1861＞－明治29年く1896＞）

お読みになる前に

1． この年譜は， ウェストンの誕生した文久元年（1861）から，第1回の来日後

に最初の著書を刊行した明治29年（1896）までとし，没年までは次号以下に

譲ることとした。

2． 年譜は，すでに公開されている資料と，新しく発掘した資料を出来る限り集

大成したものである。現時点での中間報告と受けとって頂きたい。

3． 日時や行程は「MountaineeringandExplorationintheJapaneseAlps」

（｢日本アルプスの登山と探検」明治29年刊）を中心に，その他の著作や資料

によって編纂した。

4． 解説は，出来るだけ新しい事実を紹介することとし，登山の状況など著書に

述べられているものは割愛した。また，周辺資料に基づいて推論したケースも

多々あるが，煩雑を避けるためその過程は省略あるいは略記し，資料名も省略
した。

5． 重要な新事実については，出典を明らかにするため参考資料名を（ ）内に

記した。さらに『 』内は論文名とし，著者，書誌名，刊行年月の順に列記し

た。ただし， ウェストンの著作については，著者名を省略した。また，○○資

料，書簡と記したものは，未公刊の個人資料である。

6． この年譜の作製に当たっては， ウェストンの事績を探究している編者3人の

収集した資料を中心に，川村が執筆した。資料の読み違い，推論の誤り等の責
任は全て川村が負うものである。

7． 全体にわたって， 名誉会員島田巽氏の監修を受けたほか， 「山岳」編集担当

の大森久雄氏にも貴重な助言を頂いた。また， 日本聖公会史の研究家である垣

内茂牧師は，快く未公開資料を提供して下さった。そのほかさまざまな形でご

協力頂いた方々に，厚くお礼申し上げたい。

昭和62年7月15日 編纂者日本山岳会会員

同

同

川村

三井

安江

宏
雄
宣

嘉
安
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(1861）

12月25日“…･ウオルター・ウエストン(WalterWeSton)出生．

茶 ウェストンは，イングランド(England)中部のダーピィ(Derby)

近郊にある， マイル・アッシュ・ハウス(MileAshHouSe)で，工

場経営者ジョン･ウェストン(JohnWeston)の6男として誕生した．

(WhowasWho, 1929-1940) (Who'sWhoinJapan, 1914)

鈴 ウェストンの家族関係については， これまで殆んどわかっていな

かった．最近， 日本聖公会歴史研究会の垣内茂牧師がダーピィ市に照

会され，入手された資料からほぼ明らかになった．

それによると，父親のジョンは，嘉永2年（1849）にエマ(Emma)

と結婚した． 夫妻の子供は， ジョン(John=推定1851生),マーク

(Mark=推定1852生),ロバート(Robert),チャールズ．フレデリック

(CharlesFrederick=1859-1884), アルフレッド・ロレンゾ(Alfred

Lorenzo推定1860生),ウオルター(Walter=1861-1940), ウイリ

アム・アーサー(WilliamArthur=1863-?)の男児ばかり7人であ

る． しかし， この後に弟妹があったかどうかはわからない．

鵲父親ジョンは， ダーピィのパーラメント街(ParliamentStreet)

で， “弾力性のある帯紐(elasticwebbing)"を作る工場を経営し，明

治4年（1871）には150人の職工を雇傭していた。ジョンはまた，

慶応3年（1867）から明治10年（1877）まで市会議員を勤め，明治

11年(1878)に亡くなっている． しかし， 一家の会社は「ウェスト

ン・ トンプソン会社」 (WestonandThompsonLtd.) として， 明治

25年（1892）にはまだ存続していた．

番 マイル・アッシュ・ハウスは，それほど大きくないヴィクトリア

王朝風の館で， 比較的近年にダービィ市域となったDuffieldRoad,

DarleyAbbeyに現存する． ウェストンー家は代々この館に住んでい

たのではなく， ジョンの時代に他所から移って来たものらしい． そし

て，明治7年（1874）までには,UttoxeterNewRoad, 24のハヴェ

ロック・ビラ(HavelockVilla)に居を移している．

(DerbyCityMuseumandArtGallery資料）

（明治4年<1871>人口調査，ダービイ州図書館資料）

文久元年

明治10年（1877）

1月･･･…ダーピィ校に入学．

(TheDerbySchoolRegister)

器 この時，弟のウィリアム・アーサーも一緒に入学している．
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明治11年（1878）

月日不明……1マイル競走でダーピィ校の学校記録を樹立．

(TheDerbySchoolRgister)

(DerbyCityMuseumandArtGallery資料）

器 ウェストンはダーピィ校で， クリケット，サッカー，漕艇に親し

んだ． 1マイル競走のタイムは4分47秒で， このタイムはそれまで

の学校記録を更新したものである．

月日不明……初めてスイス・アルプスを訪れる．

(rMySwiss andJapaneseMountaineerings』 山岳第五年一号

明治43年）

明治12年（1879）

この年･…･･StruttClassicsScholarに選ばれた．

(DerbyCityMuseumandArtGallery資料）

ストラット奨学金受給生と思うが，学業成績も優秀だったようだ．

明治13年（1880）

月日不明. .…･ダーピィ校を卒業(TheDerbySchoolRegister)

6月12日(土)……ケンブリッジ大学(CambridgeUniversity)のクレ

ァ．カレッジ(CIareCollege)に入学した． (ClareCollege資料）

明治16年（1883）

月日不明…"･ケンブリッジ大学， クレア・カレッジ卒業．

(TheCrockford'sClericalDirectory, 1892)

10月25日(木)……文学士(B.A.) となる. (ClareCollege資料）

10月.…“リドレーホール(RidleyHall)神学校に入学．

(RidleyHallLibrary資料）

月日不明…･ ･ ･スイス・アルプス再訪．

(｢MySwiss andJapaneseMountaineerings』 山岳第五年一号

明治43年）

明治18年（1885）

6月. ... . ､リドレー・ホール神学校卒業(RidleyHallLibrary資料）

月日不明..….オックスフォード教区(OxfordParish)の聖ジョージ教

会(St.George'sChurch)で『執事』 (TheDeacon) となる．

（日本聖公会教役者名簿ほか）
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月日不明……パーク州・レディング(Reading,Berkshire)の聖ヨハネ

教会(St.John'sChurch)副牧師に任命された．

(rlnMemoriam:WalterWeston｣ByT.A・Rumbold,TheAlpine

Journal,Vol.52,1940)

明治19年（1886）

月日不明……オックスフォード教区で『司祭』 (ThePriest) となる．

（日本聖公会教役者名簿ほか）

月日不明……兄ロバートとスイス・アルプスで本格的な登山を始める．

マッターホルン，ブライトホルンに登頂．

(｢MySwiss andJapaneseMountaineerings』山岳第五年一号

明治43年）

明治20年（1887）

5月12日(木)･…･･文学修士(M.A.)の学位を取得．

(TheCrcokford'sClericalDirectory, 1892) (ClareCollege資料）

茶 クレア．カレッジによればrケンブリッジでは， 文学士(B､A.)

は手数料を払うことで， 3年後に文学修士(M.A.)になれる』とある．

月日不明……ベルナー・オーバーラント初訪． ヴェッターホルンに登頂

したが， アイガーとユングフラウは悪天候に妨げられて不成功．再

びマッターホルンに登頂し， ツィナールとツェルマットを結ぶトリフ

トヨッホを越える．

(rMySwiss andJapaneseMountaineerings』 山岳第五年一号

明治43年）

この年……「英国国教会伝道協会」 (TheChurchMissionarySociety=

以後CMSと略称）の宣教師として， 日本伝道を決意．

(rlnMemoriam:WalterWeston｣ByT.A・Rumbold,TheAlpine

Journal,Vol.52, 1940)

鶚 この追悼文には『1887年に彼は生涯で最も重要な決断を下した．

CMSに所属して，宣教師として日本へ渡ることにしたのだ』とある．

だが，なぜ故国を離れる決心をしたのか．伝道のためなら何処の国で

もよかったのか， あるいは日本だから行く気になったのか， このあた

りの動機はまだ謎である．

明治21年（1888）

1月22日（日）……聖ステパノ教会(TheSt.Stephen'sChurch)で，
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離英前の最後の説教を行なった。

(TheSt. John'sChurch礼拝記録）

鵠聖ステパノ教会は，聖ヨハネ教会が管理する姉妹教会であった．

礼拝は聖ヨハネ教会の聖職者によって執行されていた． この日ウェス

トンは， マタイ伝第5章を引用して説教している．

2月10日(金).．…･宣教師バンコム(Rev.W.P・Buncombe)夫妻とロ

ンドンを出発し，訪日の途に就く．

(TheChurchMiSSionarylntelligencerandRecord,March, 1888)

3月29日(木)“.…香港から英国汽船ロンバーデイ号(S.S.Rombardy)

で長崎着．

30日(金)“･”･同船で長崎出港．

(rPassengers｣TheRisingSunandNagasakiExpress,Apr、 4,

1888）

4月 1日（日）……ウェストン，同船で神戸着． （初来日）

(TheChurchMissionarylntelligencerandRecord,May, 1889)

鵲 ウェストンは「英国国教会伝道協会」の宣教師として，同僚のバ

ンコム夫妻と日本へ旅立った． 2月10日にロンドンを出港している

が， 3月末の長崎着は当時としても時間が掛かり過ぎる. CMSの極

東での本拠地だった香港に一時滞在していたのではないだろうか．

ともあれ， ウェストンが日本での第一歩を長崎に印したことは間違

いない．港町をピンクに染め上げた満開の桜に迎えられ，美しい日本

を心に焼きつけて，翌日神戸へと出港した．だが長崎はあくまで寄港

地に過ぎない．初来日は目的地の神戸に着いた4月1日としたい．

器神戸港に到着したウェストンは，ただちに大阪の川口居留地に入

った． 日本でのCMSの拠点は大阪だったからである．英国国教会系

の伝道団体は,CMSのほか「英国福音伝播協会」 (TheSocietyfor

thePropagationoftheGospel=以後SPGと略称), 「英国海員伝道

会」 (TheMissiontoSeamen=以後MTSと略称),それに「米国プ

ロテスタント監督教会伝道局」 (TheProtestantEpiscopalChurch

intheUnitedStatesofAmerica=以後PEと略称）が各地に拠点

を築き,CMS, SPG,PEの3者は伝道の効率化を図るため明治20

年に「日本聖公会」を組織していた．

鈴 ウェストンは熊本へ赴任するまでの6ヵ月間，バンコム夫妻の住

宅に厄介になっていたという． 川口居留地36区画のうち,CMSは

6区画を占めており，教会，神学校，宣教師の住宅などがあった．バ

ンコムの住宅は居留地18番となっている． この区画は大阪聖三一神
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学校で，校舎の一部を居住区にしていたのであろう．

(ChurchMissionarylntelligencerandRecord,Mayl889)

鵜 当時,新任宣教師の日本語学習には日本人教師を雇うのが普通で，

ウェストンも語学教師との会話や先輩宣教師の経験談から， 日本の地

理，生活や習慣仏教とキリスト教の現況などを学んだと思われる．

6月16日(木)..….大阪土佐堀青年会館で開かれたキリスト教演説会で

講演． （基督教新聞明治21年7月4日）

器 この演説会は，第8回三一神学校生徒宗教演説会で，聴衆はおよ

そ500人だった． ウェストンは「無言の書」 (WordlessBook) と題

して英語で講演した．

6月30日(士)……神戸で居留民対抗のクリケット試合に出場．
(TheHyOgoNewS, July2, 1888)

器 このゲームは,TheClub対ScotlandandProfessionsで,The

Clubの方は神戸居留地に結成されていたクリケットクラブであろう．

ウェストンはS&Pのメンバーとして出場しているが， チームの構
成はよくわからない．得点は106対82で, S&Pの勝ちである．

ウェストン自身は， 1得点を挙げているだけで， このゲームではそれ

ほど活躍していないようだ．

10月15日(月)……神戸から英国汽船アンコナ号(S.S・Ancona)に乗

船して長崎に向かう．

17日(水)･･…･長崎着

21日（日）……長崎から海路熊本へ． 百貫港沖で下船，徒歩で熊

本着

(TheChurchMissionarylntelligencerandRecord,Mayl889)

鶚 ウェストンは長崎でブランドラム(Rev.J.B.Brandram)と落ち合

った．同じCMSの宣教師ブランドラムは,姉(MissE.Brandram)

と明治17年(1884)に来日，熊本を中心に宣教活動をしていた．九州

地方に派遣されたウェストンも,熊本での宣教を命じられたのである．

任地へブランドラムと同行することになったウェストンは，長崎で

天候の回復を待ち，熊本へ船で向かった． しかし， この日も海は荒

れ， 8時間の船旅の後， はしけに乗り換えたり，浅瀬を歩いたりして

百貫港に上陸した． さらに7～8マイル歩いて，やっと熊本に着いた

とその苦労を記している．百貫港は坪井川の河口付近にあった．

装 当時，熊本区紺屋今町四十六番地にr聖十字教会」が建設されて

いた．ブランドラム姉弟は，公立学校で英語を教えながら宣教に当た

っていたのである． （熊本聖三一教会百年史，長崎聖公会略史）
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升 ウェストンは熊本での最初の6週間をブランドラム姉弟の住宅に

同居，その後小荷物運送会社の2階で寝室，居室2部屋の住居を見つ

けて移った．そして，ブランドラムが英語を教えている学校で，その

授業を分担することになったと，翌年1月3日付けでCMS本部へ報

告している．

(TheChurchMiSSionarylntelligencerandRecord,Mayl889)

月日不明･…“ウェストン妻帯．

(rAIphabeticalList｣TheJapanDirectory, 1889)

器 「TheJapanDirectory｣ (以後「日本年鑑」とする) 1889年版の

人名索引に，次のような記載がある．

Weston,Rev.W. Kumamoto

WeSton,Mrs.W. Kumamoto

「日本年鑑」の1889年版は， 1月中旬に発売広告が出ている．逆

算すると，明治21年の11月末頃までに妻帯していたことになる．

この記載は1893年版まで，住所は大阪，神戸と替わりながら5年間

続いていた． 「日本年鑑」の誤植とは思えない．

しかし， 「日本年鑑」以外には， ウェストン自身の著書を始めとし

て『夫人』は全く登場しない． さまざまな形で夫人が出て来るのは，

第2回来日時の明治35年（1902）に結婚したフランセス夫人(Mrs.

FranCesEmilyWeston)だけである．今のところ最初の夫人が，外

国人か， 日本人かを確認出来る資料を見出せない． もし外国人とすれ

ば， ウェストン来日の動機を解明するひとつの手がかりともなり得る

だけに，興味は尽きないのだが……．

明治22年（1889）

1月 3日(水)……CMS本部へ教務報告第一報を熊本から発信．

（『ウェストンの来日第一報など』安江安宣著山第491号, 1986年5

月20日）

2月 9日(土)･…･ ･神戸から日本郵船の神戸丸に乗船し,横浜へ向かう．

10日（日）”･…横浜着

(rPassengers｣,TheJapanDailyMail,Feb、 12, 1889)

鵲 この頃に，神戸・横浜間を汽船で往復する記録が散見するが，そ

の目的は不明である．後の状況から見て， この時は横浜か東京の眼科

医の治療を受けるためだったと推測している． この年7月1日から東

海道線が全面開通し，神戸・横浜間の汽車を利用する外国人も多くな

った．船を利用した場合，船長は乗船者名を税関に届け出る義務があ
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り， これをもとに旅客名簿が英字新聞に掲載された（時に省略される

こともある）が，汽車に乗った外国人の名前はわからない．片道にし

か名前のないのは，帰途に汽車を利用したためであろう．

4月27日(士)･…”日本聖公会第二総会に出席

（日本聖公会第二総会議員住所録）

鶚第二総会は， 4月27日(士)から5月4日(士)まで，東京の築地に

あった立教大学で開かれた．東京，大阪，熊本，函館などから日本人

聖職者とCMS,SPG,PEの宣教師が出席している．議員の名前は71

人に上るが， ウェストンは東京部の最後に記載され，彼だけ住所欄が

空白である．後述するように，眼の治療のため横浜か東京に滞在し，

休職状態にあったのかも知れない．

5月 7日(火)……CMS大阪地方に転任を申請

（日本聖公会横浜教区所蔵史料）

器前年秋，熊本に着任し，新年早々に教務報告第一報をCMS本部

へ送ったウェストンが， その4ヵ月後には大阪地方へ転任を申請して

いる． ビカステス(E.Bickersteth)主教に『私ウォルター・ウェス

トンは， 日本教区大阪地方の宣教師の任に就くことを希望する』と，

5月7日付けで申請・誓約書を提出した． CMSの宣教上の理由では

なく，眼の病気というウェストン個人の理由によるものだった．

6月 8日(土)……立教大学で幻燈を用いて講演．

（基督教新聞明治22年6月12日）

器講演のテーマは， “聖地エルサレム近辺の状況と聖書のたとえ"と

いう宗教的なものであった． スライドはウェストン自身が数年前に撮

影したもので,それを写しながら詳しく説明を加えた． 『別けて十字架

上に於ける主耶蘇基督及びエルサレム宮城衰頽の有様杯は実に人をし

て当時の有様を追想せしめたり』と基督教新聞は記している． この夜

の来会者は立教大学と立教女学校，それに神学校の学生，生徒らおよ

そ100人だった．

記事の最後に『ウェスタン氏は眼病の為め暫時東京に滞在し再び九

州へ向け出発せらる坐の都合なりと聞く』とある．転任申請がまだ受

理されず，場合によっては熊本へ帰ることを考えていたのだろうか．

月日不明,“…大阪聖三一神学校の教授に就任．

（『大阪三一神学校』日本聖公会百年史，昭和34年4月8日）

器 ウェストンの転任は認められ，大阪地方の所属となった．神学校

教授に任命したのは，英語で授業が出来る上，眼病治療のための時間

的余裕を与える便宜的措置と推測される．
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9月 1日（日）･…･･英国汽船ヴェロナ号(S.S.Verona)で横浜出港

(rPassengers｣,TheJapanWeeklyMail,Sep.7,1889)

器 眼の治療を受けて神戸へ戻ったものであろう．

12月･…･･神戸に定住し， 居留地48番にあったユニオン・チャーチ

(TheUnionProtestantChurch)のチャプレン(Chaplain)に就任．

(｢Correspondence｣,TheJapanWeeklyMail,Au9. 23, 1890)

鵠 ユニオン・チャーチは，明治5年（1872）に英米の居留民が協力

して建設した外国人専用の教会である． 最初は， 組合教会系(The

AmericanBoardMission)のアメリカ人宣教師が，聖公会の礼拝も

執り行なっていたが，明治6年(1873)から組合教会と聖公会の礼拝

を，隔週でそれぞれのチャプレンが行なうようになった． ウェストン

はこの年に聖公会のチヤプレンとなり，明治27年まで在職した．

明治23年（1890）

1月24日(金)……日本郵船の西京丸で横浜着

(rPassengers｣,TheJapanWeeklyMail,Feb.1.1980)

1月頃．“…眼病のため, CMS宣教師を辞任．

(TheChurchMissionarylntelligencerandRecord,Feb. 1890)

(JapanandtheJapanMission,FourthEd. 1905)

器 1月下旬に船で横浜に着いている．前年に引き続き目の治療に通

ったと推測される． この頃に，眼病が悪化したためか， あるいはその

治療のために十分な宣教活動が出来なかったのであろう．彼は宣教師

の職を辞任した．

病気のために宣教師を辞任すれば，帰国して治療を受けるのが普通

で，英国に帰った方が良い医者も多い筈だ．宣教師としての給与もな

くなり，本国からの仕送りがない限り，教会の献金だけの不安定な生

活を強いられる．にもかかわらず， ウェストンは帰国しなかった．そ

れが何故かを解明し得る資料は，今のところ見出せない．

しかし， ウェストンは日本の山々を探検し， その標高や動植物，登

路などを外国人に紹介するようチェンバレン(B.H.Chamberlain)

に勧められていたようだ． そのためには, CMSの組織を離れて， よ

り自由な立場を得たかったとも思える． 中部山岳地帯には，外国人未

踏の高山が数多く残っていた．翌明治24年から始まったウェストン

の精力的な登山では，槍ケ岳や御岳など少数の例外を除いて‘‘初登”

に執着し，出来るだけ科学的な登山を心掛けていることも，その現わ

れと見たい．
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8月頃……須走口から初めての富士登山．

(rlnMemoriam:W.Weston｣,ByT,A.Rumbold,TheAlpine

Journal,Vol. 52, 1940)

器 最初の富士登山について， ウェストン自身は年月を明らかにはし

ていない． しかし，英国山岳会誌の追|卓文などから見て， ほぼ間違い

ないと思われる.須走口と推定したのは｢MountaineeringandExplo-

rationintheJapaneseAlps｣ (以後「日本アルプスの登山と探検」

とする）に記述した夏の登山の様子からである．

8月13日(水)……軽井沢から「ジャパン・メイル」に投書

(rCorrespondence｣TheJapanWeeklyMail,Aug. 23, 1890)

器 8月の初め，神戸でコレラのために外国人の母子が死亡し，その

葬儀に聖職者が誰も立ち会わなかったという“事件”が起った．地元

紙「ヒョーゴ．ニュース」 (TheHyogoNews)は， 『コレラの恐怖

から，牧師が神戸を逃げ出した』と，暗にウェストンを非難する記事

を掲載した． この記事を転載して『やむを得ない事情があっに違いな

い』と， ウェストン擁護の記事を掲げた「ジャパン・メイル」に，そ

の間の事情を訴えた投書である．

投書の中で，彼は前年の12月に神戸のユニオン・チャーチのチャ

プレンに就任したこと． 目の病気でしばしば横浜の眼科医に通わねば

ならず，不幸な出来事はたまたまその留守に起きた．後事を托した牧

師も，止むを得ない事情で葬儀に立ち会えなかったのだろうと釈明し

ている．

鵜 もうひとつ目をひくのは， この投書が軽井沢から出されているこ

とだ． “事件”の経過から見て， ウェストンは8月5日頃に神戸を出

ている．横浜で眼の治療を受けたあと，富士山に登ったと推定され

る．

11月 6日(木)……(九州)河内一五ケ所一祖母山［外国人初登頂]一五

ケ所一河内 〔かじや〕

（五ケ所村庄屋矢津田膳太郎日記）

（『本を歩く～ルート63～』毎日新聞(宮崎版)，昭和54年11月29日）

鶚 ウェストンは，最初の任地熊本での同僚ブランドラムと行を共に

した． 「日本旅行案内」第3版（明治24年刊）から推定されるルー

トは，熊本から白川沿いに立野へ出て，栃木温泉あたりで一泊．翌日

は，阿蘇山の南麓をぐるっと回って，高森から河内に出て泊り， 3日

目に河内から祖母山を往復した．登り5時間，下り4時間半であっ

た．その後は，三田井を経て五ヶ瀬川沿いに延岡へ出たのであろう．
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ウェストンとブランドラムの祖母山登頂は， 当時五ケ所（宮崎県西

臼杵郡高千穂町）の庄屋だった矢津田鷹太郎の日記に記されていた．

行き帰り共に矢津田宅に立ち寄って休息し，河内に泊まることも告げ

ている．河内の宿は『かじや』 （字不詳）である．

粥 ウェストンがいつ九州に来たのかはわからない． しかし，彼は祖

母山を始め，桜島，霧島山の2つのピーク，阿蘇山，金峰山（熊本）

に登り，それを翌年発刊の「日本旅行案内」に執筆している． このと

き，祖母山以外にもその幾つかを登ったと考えられる．

11月17日(月)･…“日本郵船の横浜丸で長崎から神戸に向かう．

(rPassengers｣,TheRisingSunandNagasakiExpress,Nov.19,

1890）

19日(水)……同船神戸着．

（神戸又新日報明治23年11月19日）

美祖母山登山から11日後に， ウェストンは神戸へ戻る船中にあっ

た． 同じ船に上海から神戸に向かうミラー医師(R.S.Miller)が乗

っていた． 2年後の明治25年（1892）に乗鞍岳，槍ケ岳へ同行した

パートナーである．同船したのは偶然であったろう． ミラー医師は神

戸で開業するため，単身で来日する途中だった．夏の富士登山や紅葉

の祖母登山をミラーに語り，中部山岳へ一緒に登ろうと約束したのも

この時ではないだろうか．

月日不詳･…･･兵庫国際病院の管理委員に就任．

(JapanDirectory, 1891)

鶚 ウェストンはこの年から神戸の兵庫国際病院(TheHyogolnter-

nationalHospital)の管理委員に就任している．兵庫国際病院は外国

人専用の病院で居留民の寄金によって建設され，選ばれた管理委員が

運営していた．彼は明治27年（1894）まで，その職に就いていたと

見られる．

明治24年（1891）

2月 9日(月)･…･横浜チームとのフットボール(Football)試合に出

場．

(rThelnterportFootballMatch｣,TheJapanWeeklyMail,Feb.

14, 1891）

鈴 インターポートマッチは，当時外国人居留地のあった横浜，神

戸，長崎のスポーツ対抗戦である．函館や新潟は，外国人の数が少な

かったためか，独立して参加することはなかったようだ．春，秋には
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五大港対抗戦もあり，中国の上海，香港のチームが加わった．

このフットボールマッチは横浜と神戸の定期戦で，横浜で行なわれ

た． ウェストンは神戸チームのメンバーとして，バックスで出場して

いる． はっきりした得点は記されていないが，横浜チームが勝った．

彼は2年後の明治26年春に，バクストン(N・Buxton),オーラーク

(W.HL.O'Rorke) と富士山に登ったが， その時膝をフットボール

で傷めていたと書いている．ダービィ校で培ったスポーツマンぶりを

遺憾なく発揮していたようだ．

6月30日(火)…･･結婚式を司式（予定)．

(rMarriage｣TheJapanWeeklyMail, June6, 1891)

茶新郎は香港在住，新婦は神戸の英国人である．式は神戸の英国領

事館とユニオン・チャーチで行ない，エンスリー(J.J.Enslie)領事

とウェストンがそれぞれ司式すると伝えている．

7月18日(土)･…“3カ月間の旅行免状を交付される．

（｢外国人姓名留」伊原運漕店資料）

器 この旅行免状は『神戸ヨリ汽車ニテ三河ニ到り夫ヨリ順路美濃飛

騨越中越後信濃上野下野常陸下総武蔵上総安房相模伊豆駿河甲斐遠江

経歴汽車ニテ神戸二帰ル』となっている．後述する実際の経路とは，

かなり違う． どちらかと言えば，翌明治25年（1892）のルートに近

い．実際の山行は，同行者の都合に合わせたものと見られる．

7月28日(火)･･･…日本郵船の近江丸で横浜着．

(｢PassengerS｣,TheJapanWeeklyMail,Au9.1,1891)

30日(木)…･･･横浜一く汽車＞－横川一く鉄道馬車＞－軽井沢

〔萬松軒〕

31日(金)……軽井沢一浅間山登山一追分？ 〔宿不明〕

8月 1日(土)．．…追分？－＜汽車＞一上田一浦野一保福寺峠一保福寺

一刈谷原一松本く上田から松本まで人力車＞ 〔信濃屋〕

2日（日）…･･･＜安息日＞ 〔同上〕

鶚 ウェストンは，来日後初めて飛騨山脈に向かった．パートナー

は，私鉄山陽鉄道（現在のJR山陽本線）の雇い技師ベルチャー(H.

W.Belcher)であった．横浜へは船で来ているが， ベルチャーは同

船していない．横浜で落ち合った2人は，汽車で横川に着き，鉄道馬

車で碓氷峠を越えたのである．軽井沢の宿は萬松軒（『萬松館』は間

違い）だった．

鵲横浜から一番近い活火山浅間山は，富士山と同様に山好きの外国

人が一度は登る山となっていた． ウェストンが登頂した同じ日に，反
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対側から登った2人のアメリカ人は，道に迷って小諸に出たあげく，

汽車も故障したため未明に宿に着いている． また， ウェストンらの翌

日にもアメリカの自然学者が沓掛から登った。この時，下山する巡礼

の一団に出会っている．夏の山開きの時期には，浅間信仰の登拝者も

相当あったらしい．偶然にしても2日間で5人の外国人が登ってい

る．彼らが如何に火山に興味を持ち， レジャーを兼ねて登山していた

かを窺わせるものだろう．

鶚翌日，上田で汽車を降りたウェストンらは，上田橋を渡り，一部

開通していた二線路（現在の国道143号線にほぼ同じ）を保福寺峠

へと向かった。峠の頂上から『オパールの夕空に紫の輪郭を浮かび上

がらせた“日本アルプス”のパノラマ』に，初めて見とれたのであ

る．

8月 3日(月)･….､松本一く人力車＞－森崎－橋場一島々谷

〔出シノ沢小屋〕

4日(火)……島々谷一徳本峠一明神 〔山番小屋〕

5日(水)･･･…明神－横尾谷一横尾本谷一坊主岩小屋一槍の肩一

槍沢 〔赤沢岩小屋〕

6日(木)･･…･槍沢一横尾一明神一徳本峠一島々谷

〔出シノ沢ﾉl､屋〕

7日(金)･…･･島々谷一橋場一森崎一松本く橋場から人力車＞

〔信濃屋〕

鶚 ウェストンは，槍ケ岳の第3登を目指したと書いているが， これ

は外国人による第3登であろう．

彼は「日本旅行案内」の記述などから，ガウランド(W・Gowland)

が槍ケ岳に登ったことを知っていた． これを初登とすれば，第2登は

誰を指すのだろうか．現在明らかにされている限りでは， ジョルジュ

・アペール(GeorgesAppert)の記録だけしか見当らない． 司法省

雇いのフランス人アペールは明治19年（1886） に槍ケ岳を目指し

た． 8月11日に東京を出発して，横川，碓氷峠，上田，保福寺峠，松

本，島々と， ウェストンと全く同じルートで上高地入りしたアペール

は，横尾から槍沢を遡った．槍ケ岳の頂上直下200歩まで登ったが，

岩崩れのため登頂は不可能という案内人の言葉に，それ以上登るのを

断念して下山したのである．

この登山記は前年の明治23年（1890）の「フランス地理学評論」

に掲載された． ウェストンがこの雑誌を目にした可能性は残るが，厳

格な性格からみると登頂として容認したとは思えない． 「第2登」は
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アペール以外の人物ではないだろうか．

このほか， 日本人ではあるが，ガウランド以降の槍ケ岳登山者とし

ては農商務省地質局二等技手の坂市太郎がいる.坂は明治18年(1885)

に槍ケ岳から薬師岳へと縦走し，槍ケ岳の高度を3,531mと記録し

ている．彼はまた穂高岳を3,498mと報告しているが， これを前穂

高岳あたりとすれば，登山史的に非常に興味深いものがある． （『ジョ

ルジユ．アペールと槍ケ岳』安江安宣著学鐙第83巻第12号

昭和61年12月5日） （『飛騨四近地質報文』坂市太郎箸，地質要報

第3号，明治20年9月）

茶 橋場の清水屋で3人の猟師を案内に雇ったウェストンらは，前年

から改修の始まっていた徳本峠への道を急いだ．往復に泊まった〔出

シノ沢小屋〕は農商務省山林局の伐採監督詰所である． 「出シノ沢」

は， 「木出しの沢」の意である． 明神付近の小屋は， 山林局の山番小

屋だったろう．翌々年の前穂高岳登山の際， この小屋まで同行した中

沢弥惣右衛門の日記『山林局ノ小屋守曽根原寄吉方二宿ス』から， こ

の時も山番小屋ではないかと推定した．

茶 ウェストンのルートは，横尾谷，本谷，右俣，横尾尾根のコル，

坊主岩小屋と推定される．雨の中，槍の穂の取り付き付近まで登った

が，案内人に説得されて登頂を断念し，赤沢の岩小屋へ下った．

8月 8日(土)…･ ･ ･松本一桔梗ケ原一村井一塩尻一洗馬一桜沢一奈良井

くここまで馬車＞一烏居峠一藪原一福島 〔益田屋〕

9日（日）……＜安息日＞ 〔同上〕

10日(月)･･･…黒沢口から御岳登山一王滝一橋渡 〔茶園

11日(火)･”…橋渡一上松 〔宿不明〕

器松本から1日で福島へ出たウェストンらは，益田屋（松田屋はな

い）に宿をとった． 日曜日に休息したあと，月曜日には福島から御岳

に登頂し，その日のうちに上松まで下ろうとしたようだ．全行程徒歩

とすれば，一見不可能なほどで，その健脚に驚くほかない． さすがに

上松までは出られず，橋渡の茶店で一夜を過ごした．橋渡の茶店は三

岳村の常盤橋畔にあって，御岳講の人たちがよく利用していた．

8月12日(水)“･…上松一遠見場一頂上下の小屋一駒ケ岳登頂一巡礼小

屋一伊那部 〔問屋〕

13日(木)･･…･伊那部一く人力車＞－時又 〔梅の屋〕

14日(金)･…･･時又一天竜川下りく舟＞－中野町一く人力車＞一浜

松 〔宿不明〕

15日(土)……浜松一く汽車＞－神戸
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美木曽駒ケ岳登山のルートを推定すると，上松から駒ケ岳神社里宮

を通り，滑川の川床に出，敬神ノ滝から尾根に取り付く．遠見場，木

曽前岳，玉窪小屋を経て登頂．下山道ははっきりしないが，将棊頭山

から権現ヅルネ，観現山を経たものと推定しておきたい．巡礼小屋

は，現在の西駒山荘付近にあって，伊那の小屋と呼ばれていた小屋を

指すのだろうか．

粥伊那部の宿〔問屋〕については， まだ多少の疑問が残っている．

江戸末期から明治初期の町並図に〔とんや〕 という宿はなく， 中馬の

荷継ぎをしていた〔問屋〕の名があった．経済・交通体系の変革で，

中馬の需要が少なくなった問屋が屋号をそのままに宿屋を兼ねたと見

たのだが･･･….

鵲天竜川下りには， はっきりした史料が残っている．時又の伊原運

漕店に残されたウェストンらの旅行免状の写しと出船のメモである．

2人の旅行免状を写したあとに，次のように記されていた．

『右外国人ノ附添人なし

同氏ノ請求ニ依り当天竜川河岸仲ノ町マデ特別仕立川小伝馬入金弐十

弐円也八月十四日龍丘村長田辰弥舟積』

（｢外国人姓名留｣伊原運漕店資料）

つまり， 2人は案内人や通訳を連れていなかったこと．要求に応じ

て， 中野町（現浜松市）まで小伝馬船を特別に仕立て， 22円を受け

取ったこと． 8月14日に，龍丘村の長田辰弥が船頭となって舟を出

したことがわかる．

鵲 この夏の旅は， 7月27日（月）に神戸を出て， 8月15日(土)に

再び神戸に帰るまで20日間であった．その間に，浅間山，槍ケ岳

（登頂出来ず)，御岳，木曽駒ケ岳に登り，天竜川を下っている．交通

機関の発達した現代でも，同じルートを辿ろうとすれば10日間では

難しいかも知れない．

槍ケ岳では頂上直下まで登ったものの，荒天と夕暮れに登頂を阻ま

れ，翌日の再挙を考えようともせずに下山している．御岳では， 日本

人の信仰行事に興味を抱きながら， ゆっくり観察することもなく，単

に登頂しただけというスピード登山を行なった． また，木曽谷から伊

那谷へと， 1日で駒ケ岳を越えている．聖職者らしく， 日曜の安息日

だけは行動を慎んでいるが，それ以外には1日も休養していない．翌

年からのウェストンの登山では考えられない強行軍だった．

原因は同行したベルチャーのスケジュールに合わせたためと思われ

る．ベルチャーは， この時山陽鉄道から解雇通告を受けていたか， あ
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るいはすでに解雇されていた．彼は10月初旬まで東北地方へ旅行

し， 10月20日に神戸を去っている． 帰国の荷物整理や東北地方へ

の旅の準備に，出来るだけ早く神戸へ帰る必要があったのだろう．

11月 2日(月)……神戸でビカステス(E.Bickersteth)主教らと会

食， ともに裏山へ登る．

(JapanAsWeSawlt,ByM.Bickersteth, 1893)

鵲 ウェストンが神戸近郊の山を登った数少ない記録である．裏山は

諏訪山の通称で，神戸居留地，雑居地に住む外国人が健康のためによ

く歩いていた．布引の滝から再度山，六甲山あたりも盛んに登ってお

り，明治末にはMGCK(TheMountainGoatsClubofKobe)が

発足している． MGCKは，外国人の登山クラブだったが， 日本人も

何人か加わっていた． トウエンティクロスやアイスロードなど，外国

人の名づけた場所や登山道の名が残っている． また， こうした山好き

な外国人に啓発されて， 日本人による神戸徒歩会（最初は神戸草畦会

と称した）が生れ， 会員の藤木九三氏らによってRCC(TheRock

ClimbingClub)が育った．

11月頃.．･ ･ ･･岐阜近郊で，濃尾地震の被災者への救援活動を行なう．

(MountaineeringandExplorationintheJapaneseAlps,1896)

鵠濃尾地震は10月28日の早朝に発生し，マグニチュード8．4

の規模と見られる．死者は7,000人余，全壊家屋80,000戸以上と

記録されている． ウェストンは岐阜に在住していたカナダ聖公会系の

宣教師チャペル(A.F.Chappell) と共に，被災者の収容されている

病院などを見舞い，救援食糧の配布に当たった．チャペルの住居も倒

壊したが，庭に建てた仮小屋に寝泊りしながら被災地を巡回したので

ある．

12月15日(火)･…･･英国汽船エンフ。レス・オブ・インディア号(S.S.

Empressoflndia)で横浜着．

(rPassengers｣,TheJapanWeeklyMail,Dec.19,1891)

12月中旬頃．…･･大宮を経て村山ロから富士宝永山に登る．

諦濃尾地震による崩落で，富士の山容に変化があったとする新聞記

事を確かめるため， 白糸の滝を訪れる途中に案内人を説き伏せて登っ

たと， 自著に記述している．船を利用したのは，東海道線が一部不通

になっていたためであろう． クリスマスまでに神戸へ帰るとすれば，

登山は17， 18日頃と推定される．

しかし， ウェストンの記した動機にも不自然な点がある． 11月21

日の新聞(TheJapanWeeklyMail)は，吉田の富士浅間神社の神
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主が6合目まで登ったが変化は認められず，崩落はデマに過ぎないと

の記事を掲載している．濃尾地震の救援活動で岐阜に出向き， この記

事を見ていなかったためだろうか……．

25年： （1892）

1月頃…･･大阪川口居留地で，濃尾地震の孤児を養育しているアメリカ

聖公会系の婦人伝道師に， 2回分の献金75円を贈る．

(TheSpiritofMission, 1892)

1月30日(土)……横浜チームとのフットボール(Football)試合に，

フルバックとして出場

(rThelnterportFootballMatch｣TheJapanWeeklyMail,Feb.

6， 1892）

器去年と同じ，横浜との定期戦である．今度は1対0で神戸チーム

が勝った．得点は僅差だったが，試合は一方的に神戸優勢のうちに終

わった．横浜に攻め込まれたとき， ウェストンらがよく守ったと述べ

られている．

5月 6日(金)“…･日本郵船の西京丸で,ジョン･ウエストン夫人(Mrs.

JohnWestOn) とその子供(andChild)が横浜着

(rPassengers｣,TheJapanWeeklyMail,May7,1892)

17日 （火） ･…･･ジョン・ウェストン夫人， コンスタンス・ウェス

トン(MissConstanceWeston) と3人で，箱根宮ノ下の富士屋ホテ

ルに投宿 （富士屋ホテルレジスターブック）

器 この2人が父親ジョンの夫人，つまりウェストンの母親と妹なの

か，兄ジョンの夫人とその娘なのか判然としないが， 船客欄に‘‘子

供”とあるのは未成年だったからだろう． とすれば，娘の年齢から後

者のように思われる．

西京丸は4月29日に上海を出港長崎，神戸を経て5月6日に横

浜に着いている． 2人の乗船地が何処かはわからないが， ウェストン

とは神戸で再会し，横浜か箱根で再度合流したのではないだろうか．

3人は20日までの予定で，富士屋ホテルに投宿した．

鶚一方，積雪期の富士登山を熱望し，パートナーを求めていたフォ

ーダム(M・Fordham) も，偶然17日に同じ富士屋ホテルに投宿し

た．彼は富士を周る旅を終えて，身延から箱根に着いたのである．

5月18日(水)……箱根宮ノ下一乙女峠一御殿場一く人力車＞一茶屋一

太郎坊 〔太郎坊小屋〕

19日(木)…･･･太郎坊小屋一六合目小屋一宝永山から頂上への稜線

明治
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－登頂一六合目小屋一茶屋一く人力車＞－御殿場 〔宿不明〕

20日(金)．.…･御殿場一乙女峠一箱根宮ノ下 〔富士屋ホテル〕

(rFuji-yama inMay｣TheAlpine Journal,Vol. 16,No. 119,

1892）

鵲 18日の朝， フォーダムは登山家として名前を知られていたウェ

ストンが，同じホテルに泊まっていることを聞いた．初対面のフオー

ダムから富士登山を誘われたウェストンは，一も二もなく同行を承知

し，数時間後に2人は日本人のボーイを連れて出発した． ウェストン

は幸いにもピッケルを持っていたし， 2人とも色つき眼鏡を持ってい

たが，それ以外に特別な装備は何もなかったとフォーダムは記してい

る．

(rAnAscentofFujiinMay｣ByM.Fordham,倫敦日本協会雑誌

四之巻1900）

鶉 その夜は太郎坊小屋に泊り，ボーイを残して御殿場で雇った案内

人3人と登り始めた． しかし，案内人は次々と落伍し，六合目の小屋

からはフオーダムと2人だけで雪面を登り，午後3時半に火口壁に達

した． はるばる来日した肉親をホテルに残しての登山は， ウェストン

が積雪期の富士登頂になみなみならぬ意欲を持っていたことの証明で

ある．それは，彼がこの登山を外国人による積雪期の初登と信じてい

たからに他ならない．

幾 5月の富士を『積雪期』とするには，現在の感覚では疑問があろ

う． しかし， アイゼンやピッケルなどの登山用具，防寒装備，それに

雪上技術にも格段の相違があった当時， ウェストンらは5月を積雪期

と表現していた． このため敢て『積雪期』で通すことにした．

6月20日(月)･…･ ･3カ月間の旅行免状を交付された．

（外務省外交史料外国人内地旅行関係雑件，第三）

同日”….英国地学協会(TheRoyalGeographicalSociety=以後

RGSと略称）の会員(Fellow)に推挙された．

7月 4日(月)……RGS理事会で会員として承認された．

(RGS調査資料）

RGS会員への推薦者は， フレッシュフィールド(D.W・Fresh-

field)とデント(C､T.Dent)であった.Fellowは一般会員(Member)

に対して，特別会員の意味があるらしい．

8月 1日(月)･…･･＜汽車＞－岐阜一く人力車＞一関 〔宿不明〕

2日(火)……関一殿村一金山一下原－保井戸く全行程人力車＞

〔宿不明〕
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3日(水)……保井戸一久々野一宮峠一高山 〔谷加園

4日(木)･…･高山一日面一旗鉾一平湯 〔小林右衛門三郎の宿〕

5日(金)･…･ ･平湯一平湯鉱山 〔平湯鉱山〕

6日(土)……平湯鉱山一乗鞍岳登頂一平湯

〔小林右衛門三郎の宿〕

7日（日）……＜安息日＞ 〔同上〕

器 この夏はウェストンにとって， 2度目の飛騨山脈入りであった．

一昨年の秋，長崎から神戸へ戻る船中で会った医師ミラーがパートナ

ーである．東海道線を岐阜で降りた2人は飛騨街道を人力車で高山へ

向かった． 中央線開通以前まで， この飛騨街道は善光寺参りの人たち

で賑わっていたという．関での宿をウェストンは〔よろずや〕 と記し

ているが， 関町に万屋という地名はあったものの宿の名としては見

当らない． また， 高山の宿も〔たねかや〕 とし， 「日本アルプスの登

山と探検」の邦訳では，何れも〔田中屋〕 とされているが， これも
〔谷加屋〕が正しい．

器 平湯は少し前まで，夏だけ人の住む湯治と出作りの村だったが，

鉱山の盛況で人々も定住するなど賑わっていた． ウェストンらは小林

右衛門三郎の宿に泊まった． 当時の屋号は〔よもさ〕と言ったらしい

が，確認できない．飛騨に「宮で角助，平湯でヨモサ」と唄う俗謡が
ある． ヨモサは右衛門三郎のことで，かなりの資産家だったが，安房

峠を松本へ抜ける道の改修に私財を投じ，家産を傾けたという． ご子
孫は現在も〔湯元館〕を経営されている．

番乗鞍岳はガウランド(W.Gowland)によって登られていたが，

その登路は東側の大野川にとられていた． ウェストンは，外国人によ

る西側からの初登を狙ったのである．ルートは，平湯から大滝川沿い

に滝見台へ出て，鉱山跡から硫黄岳，大丹生岳を経る現在の登路とほ

ぼ同じであった． いま鉱山跡になっている平湯鉱山は， 当時最盛期を
迎えていた．平湯鉱山の発見は寛永16年と伝えられ，断続的に採掘
が続けられていたが，慶応3年にいったん休山したあと，明治の鉱山
開発ブームに乗って21年から採掘を始めていたのである． ウェスト

ンの登った明治25年には， 1,200～1,300人が働き，鉱夫長ら幹部住

宅3戸，工作飯場7棟，鉱夫長屋6棟があった．産出量も1カ月に銀

40貫，銅100貫，鉛70貫余で，今の平湯スキー場にあった製錬所
まで，鉱石を木馬道で運び降ろしていた． （北アルプス乗鞍物語，長
沢武編著1986年8月25日）

8月 8日(月)･…･･平湯一蒲田 〔松下甚兵衛の宿〕
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9日(火)･…･蒲田一平湯 〔小林右衛門三郎の宿〕

鶚 ウェストンは， この年初めて笠ケ岳の登山を企てた．蒲田で案内

の猟師を求めたが，区長に斡旋をきっぱり断われている． 3年目に登

頂するまで，毎年ウェストンが笠ケ岳にこだわったのは，外国人初登

を狙ったものに他ならない．

8月10日(水)･･･…平湯一安房峠一大野川一橋場 〔清水屋〕

11日(木)･…･ ･橋場一島々谷一徳本峠一明神－横尾付近〔野営〕

12日(金)･…･横尾付近_赤沢一槍ケ岳登頂－赤沢〔赤沢岩ﾉ1,屋〕

13日(Jz)･･･…赤沢一徳本峠一島々谷一橋場 〔清水屋〕

14日（日）“･…＜安息日＞ 〔同上〕

15日(月)……橋場一松本一浅間温泉一松本 〔信濃屋〕

器平湯から安房峠を越えて大野川に出たウェストンは，村長の家で

休息し，昼食をしたためた． 白骨温泉を経営し，農商務省の地方官吏

だったと記されている主人は斎藤丹次郎で， この年5月まで安曇村の

村長だった．

鵠橋場の清水屋に宿を取ったウェストンらは，翌日3人の猟師を案

内に徳本峠を越えた．峠の頂上から見た穂高岳の岩峰に登りたい気持

を抑え， 目標の槍へ向かった．雨天と夕暮れで断念した去年の失敗に

懲りて，明神付近の小屋に泊まらず，槍ケ岳に一歩でも近づこうと横

尾付近まで足を延ばして野営したのである．ルートも，時間のかかる

横尾谷を敬遠して槍沢にとった． 2年がかりで槍ケ岳登頂という宿願

を果たし，頂上からの眺望を楽しんだ2人は赤沢の岩小屋で満ち足り

た夜を過ごしている．

番松本に出たウェストンらは，浅間の温泉で旅の疲れを癒した．入

浴したのは梅の湯らしいが，夜は再び松本の信濃屋に戻っている．

8月16日(火)……松本一く馬車＞－塩尻一く馬車＞－松島一高遠

〔近江屋〕

17日(水)……高遠一市之瀬一分杭峠一市場（鹿塩） 〔大丸屋〕

18日(木)．．…･市場一大河原一小渋の湯 〔小渋の湯〕

19日(金)…･･･小渋の湯一赤石岳〔外国人初登頂〕－下山途中の峡谷

〔ビバーク〕

20日(土)……ビバーク地一小渋の湯一大河原〔今井滝次郎の宿〕

21日（日）……＜安息日＞ 〔同上〕

22日(月)……大河原一市場（鹿塩)－市之瀬一高遠 〔宿不明〕

23日(火)･ ･ ･…高遠一御堂垣外一金沢峠一台ケ原 〔宿不明〕

24日(水)･･･…台ケ原一甲府一鰍沢 〔宿不明〕
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25日(木)……鰍沢一富士川下りく舟＞－岩渕一く汽車＞－東京方

面

美松本でミラーと別れたウェストンは，信濃屋の若主人笹井元治と

ともに赤石岳に向かった．彼は高遠の宿を池上屋としているが，池上

は姓で，正しくは〔含近江屋〕である．翌日泊まった市場は，鹿塩の

小字で塩川地区の通称だった．大丸屋の建物は，昭和36年の災害で

流失した．

鶚 大河原の旅人宿今井滝次郎宅で休息したウェストンは，案内人を

求めた．長谷川巡査の斡旋で来たのは，大河原の猟師森下瀧弥と，仲

間の1人である．森下は，前年に陸地測量部の関大之一行を案内して

登っていた．

(rMountaineering in the JapaneseAlps｣TheJapanWeekly

Mail,Dec. 3, 1892)

鵜 小渋の湯では，管理の老人を“真の意味の紳士”と激賞してい

る． この老人は湯主の五島勘平で，明治31年9月に洪水による上沢

の崩落のため小屋もろとも流され亡くなっている．上沢は小渋川に流

入する支沢である．勘平の家族や湯治客合わせて10人が死亡する惨

事だった． （大鹿村誌［中］昭和59年）

播 赤石岳への外国人登山については， 山崎安治著「山の序曲」に

『明治16年ドイツ地理学者ナウマン， 大河原口より赤石岳登山』と

ある． しかし，出典は不明で，その他の資料からも『ナウマン登山』

の痕跡は見当たらない． このため， ウェストンの登山を“初登” とし

た．

ウェストンらは，広河原から大聖寺平を経て，小赤石岳を通るルー

トをとったらしい．天候が悪くなり始めた帰途は，避難の洞穴を捜し

て，大聖寺平から北東の台地へ下った．恐らく現在の荒川小屋方面で

はなかったろうか． この時のビバークで， ウェストンはピストルを1

発撃って見せた． リボルバーの連発式である．ちょっとした悪戯心か，

寝る前の座興の心算だったのだろう．だが，森下ら猟師たちは峡谷に

こだました轟音に驚き， 2度と撃たないで欲しいと頼んだという．

(rMountaineering in the JapaneseAIps｣The JapanWeekly

Mail,Dec. 10, 1892)

秀 大河原へ戻ったウェストンは，今井滝次郎の宿に2泊した．滝次

郎の息子の嫁の話として， アケビを採って来て上げたら大変喜んで1

両のお金をくれたので，それで帯を買ったこと．布団を何枚も重ねて

ベッドを作ったこと． 風呂を沸かして入れたら，風呂桶に入らず，
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「ヒシャク， ヒシャク」と叫ぶので，何のことかと思ったら柄杓のこ

とで， ウェストンはそれで湯を身体にかけて洗っていたことなどのエ

ピソードが残っている．

（『ウェストンと伊那』柿木憲二著伊那路第16巻第2号）

器親切な今井家の人たちに別れを告げたウェストンは，再び高遠か

ら金沢峠を越え，台ケ原， 甲府を経て鰍沢に着いた． ここで笹井元治

とも別れて， 1人富士川を下り，東海道線の岩渕駅から午後0時7分

発の上り列車に乗った．彼がどこへ向かったのかはわからない．

11月12日(土)……｢ジャパン・ウイークリィ ・メイル」が，積雪期富

士初登の登山記を批判．

(rAscentofFujiyamainSnow｣TheJapanWeeklyMail,Nov.

12, 1892）

同日(土)…･･･謝罪と弁明の投書を「ジャパン・メイル」に送る．

(rTheAscentofFuji｣TheJapanWeeklyMail,Nov. 19, 1892)

筈 ウェストンは5月の富士登山を積雪期初登と信じて，英国の新聞

と山岳会に登山記を送った． これが9月頃の「ペル・メル・バジェッ

ト」 (ThePallMallBudget)に掲載された． これに対して「ジャパ

ン・メイル」の編集者ブリンクリー(F.Brinkley)が， ウェストン

らの登山は少なくとも第3登であり，初登は明治3年（1870）の英国

の砲兵将校らによるものだと批判したのである． この登山記は，英国

山岳会誌にも「5月の富士山」として掲載されたが，同様に初登と考

えている記述がある．

(rFujiyamainMay｣TheAlpineJournal,Vol. 16,No. 119,1892)

器 この批判に対しウェストンは，積雪期の富士登山がすでに行なわ

れていたのなら申し訳ないと謝罪すると共に，チェンバレンらの「日

本旅行案内」 （第3版）にも， そうした記録は記載されておらず， 知

る術はなかったと弁明している．

「ジャパン・ウィークリィ ・メイル」に記事が掲載された日と， ウ

ェストンの投書した日が同じなのは，何日か前の「ジャパン・デイリ

ー・メイル」に，同文の記事が出ていたためであろう．

鶚 一方，登山史として興味があるのは，外国人による積雪期富士の

初登の記録が書き換えられるのではないかという点である．登山史で

は， 明治4年（1871）のベイアード大尉(Capt.Baird)が初登， 明

治8年のジェフリーズ(A.F. Jeffreys)が第2登とされている．ブリ

ンクリーの挙げた砲兵隊将校の登山の様子とベイアード大尉のそれと

は，雪の状態や人数などが明らかに違う． しかし，明治3年（1870）
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の登山記録は，今のところこの記述以外何も見出せず， これを初登と

断定するのは早計であろう．

搦糾ﾄ聯鮮撫獺一輔
(rMountaineering in the JapaneseAIps｣The JapanWeekly

Mail,Nov. 26,Dec. 3,Dec、 10, 1892)

12月24日(土)･…･ ･RGS理事， フレッシュフィールドに書簡を送る．

(RGS所蔵ウェストン書簡）

器 この書簡の内容は， 「ジャパン・ウィークリィ ・メイル」に連載

した紀行文の英国地学会誌への掲載を打診し，会誌用に書きなおすた

めに省略・修正すべき点をお教え願うとしている． この紀行文は，

RGS誌ではなく，翌年の英国山岳会誌に掲載された． フレッシュフ

ィールドの裁量であろう．

月日不明.…. ､神戸の｢シーメンズ･ミッション｣(TheSeamen'sMission)

のチャプレン(Chaplain) となる. (TheJapanDirectory, 1893)

外 この「シーメンズ・ ミッション」は， 日本聖公会系の「ミッショ

ン．ツウ．シーメン」 (TheMissiontoSeamen) とは別である． ア

メリカのアライアンス．ミッション(TheAllianceMission=現在

の日本アライァンス教団）宣教師，ルドロウ(Rev. J.P.LudlOw)が

2年前に創設した海員伝道会で，病気のためこの秋に帰国した彼の後

を引き継いだものらしい． ウェストンは翌年までチャプレンをつとめ

ている．

明治26年（1893）

2月 7日(火).“...英国山岳会(TheAIpineClub)に入会．

(rlnMemoriam:WalterWeston｣ByT.A.Rumbold,TheAlpine

Journal,Vol. 52,No. 261, 1940)

詩 タケット (F.F.Tuckett) とフレッシュフィード(D.W・Fresh-

5eld)の推薦によるものであった． 「極東の遊歩場」 (ThePlayground

oftheFarEast, 1918)の中で， ウェストンは『故タケット氏は，神

戸の西やそのほかの若干の低い山を私と一緒に歩いていた時……』と

記しているが，それがいつだったかは不明である． フレッシュフィー

ルドとは， この時まだ面識はなかった．

2月 9日(木)……3カ月間の旅行免状を交付された．

（｢外国人姓名留」伊原運漕店資料｣）
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鵜 この旅行免状の行先は， 「神戸ヨリ淡路へ夫ヨリ汽車ニテ姫路奈

良京都府名古屋ヲ経テ横浜二至り夫ヨリ順路武蔵安房上総下総常陸上

野信濃相模伊豆駿河遠江経歴前路神戸へ帰ル」となっている． これか

ら読み取れる目的は， 関西一円と箱根， 日光あたりへの旅だったろ

う．取得の日付けや行先から見て， 5月の恵那登山を計画していたと

は思えない．

3月27日(月)･…･･RGS理事フレッシュフイード宛てに書簡を送る．

(RGS所蔵， ウェストン書簡）

勢 内容は， 山の高さを測定するため,RGSに水銀気圧計の貸与を

依頼するとともに， フレッシュフィールドの英国山岳会長就任を祝っ

たものである． ウェストンは山の高度を正確に計るために,RGS所

有の水銀気圧計を貸与して欲しい． あるいは，補助金を頂ければ横浜

で購入したいと記している．貸与の願いは容れられて， この夏の登山

からRGSの水銀気圧計で高度測定を行なっている．

5月 8日(月)……京都一く汽車＞－岐阜一加納一太田一く岐阜から人

力車＞ 〔岩井園

9日(火)･…･･太田一く馬車＞－釜戸一く人力車＞－中津川

〔田丸屋〕

10日(水)……雨天のため滞在 〔同上〕

11日(木)…･”中津川一恵那神社一恵那山[外国人初登頂]－中津川

〔同上〕

12日(金)……中津川一神坂峠一駒場一く荷車＞－中村一く馬車＞

－時又 〔梅の屋〕

13日(土)･ ･…･時又一天竜川下りく舟＞－中野一浜松一く汽車＞一

鈴川 〔宿不明〕

14日（日）……＜安息日＞ 〔同上〕

共 バクストン(N.Buxton), オーラーク (H.W.L、O'Rorke) を

案内しての旅であった． ウェストンは恵那山の登山ルートなどを「日

本旅行案内」 （第4版）に執筆するよう， チェンバレンから依頼され

ていた． この機会に， 3人で恵那山に登って外国人初登頂の記録を分

かちあい，天竜下りで峡谷美を楽しむ．そして最後は，秀峰富士の積

雪期登山で締め括る．遠来の客を迎えての突然の旅だとしても，何と

素晴らしい計画だったことか．

器太田では， 〔岩井屋〕に泊まった． ウェストンの記した〔いわや〕

という宿はない．岩井屋は，槍ケ岳の開祖播隆上人が病没した脇本陣

から，およそ70～80メートルのところあり，墓所の祐泉寺も近くで
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ある．本人は知らなかったが，槍ケ岳をめぐる信仰登山と近代登山の

開祖が，時代を隔てながらも太田の町で擦れ違った．奇しき縁であろ

う．

器 中津川では〔田丸屋〕に泊まっている.田丸屋は明治30年代に廃

業し，現在は全く無関係の方の住居である． しかし， ウェストンの泊

まった座敷は障子がガラス戸に変わったくらいで保存され，その美し

さを褒めた庭も当時の面影を十分に留めている． ウェストンや岩倉卿

が泊まられたことを知って，保存に心を配っておられる現住者のお陰

である．当時の建物や庭が残っているのは， ほかに常念岳登山の際泊

まった岩原の山口家など極めて少ない．

器恵那山へのルートは，恵那神社以降が判然としない．が， ともか

く登頂に成功し，翌日は神坂峠をこえて時又に出た．天竜川下りで，

伊原運漕店の記録にはウェストンの旅行免状を写したあと，次のよう

なメモがある．

『右英国人三名ノ附添人

兵庫県神戸市居留地拾番方

紺谷安平 路四十年

同氏ノ請求ニ拠り東海道二到ル特別仕立船委嘱発帆ス

明治廿六年五月十四日午前六時発舟ス

龍丘村時又渡辺音次郎船』

紺谷安平は， ウェストンらの連れていた料理人であろう．神戸居留

地の10番はアーレンス商会(H.Ahrens&Co.）で，火災，船舶，

生命などの保険代理店である．ガイド兼コックの日本人を抱え，求め

に応じて旅行者に斡旋もしていたのだろうか．

5月15日(月)…･･ ･鈴川一く鉄道馬車＞一大宮一村山一馬返し－＜大宮

からここまで馬車＞一女人堂跡一おおもみ小屋 〔おおもみ小屋〕

16日(火)･“…荒天のため滞在 〔同上〕

17日(水)“･…おおもみ小屋一火口壁一剣ケ峰登頂一御殿場口へ下

山一太郎坊小屋一御殿場 〔宿不明〕

18日(木)……御殿場一乙女峠一箱根・宮ノ下 〔富士屋ホテル〕

同日(木)“…･｢郵便報知新聞」に『洋客富士山に姿を失ふ』の記

事

19日(金)……滞在 〔同上〕

20日(土)……宮の下一国府津一く汽車＞－神戸

鶚 明治23年に開通した鉄道馬車で大宮に出た一行は，おおもみ小

屋まで登り，荒天のため翌1日そこに滞在した．登山道がすっかり変
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わってしまった現在， その位置は確認出来ない． また，富士山古道図

に「大もみ」の地名はあるが，そこに小屋はなく，少し上の「横渡」

に行小屋があったようだ．確認出来ないまま，記述通り 〔おおもみ小

屋〕 とした．

器村山ロから富士に登ったウェストンー行が御殿場へ下山したた

め， 18日の新聞に“外国人遭難”の記事が載った． 『16日の嵐で吹

き飛ばされたか，食も尽きて凍え，歩けなくなったのだろう． どこの

国の人かはわからないが，危険を冒してその勇気を誇る風のある英国

人に違いない』との内容であった． これが英字紙に転載されて，神戸

に帰る汽車の中で読んだとウェストン自身も書いている． この嵐は，

気圧752ミリメートル，現在の1003ミリバールの低気圧であった．

器 富士登山を終えたウェストンらは，御殿場で一泊したあと箱根へ

出て疲れを癒した． 富士屋ホテルのレジスターブックに， 18， 19日

の宿泊を予定した3人のサインが残っている．バクストンとオーラー

クは， このあと英国公使館員ライス(SpringRice) と共に吾妻山に

も登った．吾妻山は5月19日に噴火したばかりだった．

(rMountaineeringinJapan｣ByNoelBuxton,倫敦日本協会雑誌

四之巻1900) (TravelsandReHections,byN.Buxton.1929)

5月29日(月)……"富士で遭難した外国人”について「ジャパン・メ

イル」に投書を送る．

(rTheForeigners"Lost''onFuji｣TheJapanWeeklyMail, June

3， 1893）

鈴 ウェストンは，嵐のために下の小屋で停滞したものの，好天に恵

まれて登頂した． しかし，反対側の御殿場へ下ったことから，大宮の

人たちには遭難と思われたのだろうと，その経緯を記し遭難の事実を

打ち消している．

遭難記事が英字紙に転載されてから10日も経って投書したのは，

生還の記事が出なかったためだろうか．

5月”…･｢日本アルプスの登山」を英国山岳会誌が掲載．

(rMountaineering intheJapaneseAlpsJTheAlpine Journal,

Vol. 16,No. 120, 1893)

茶去年「ジャパン・ウイークリィ ・メイル」に連載し， フレッシュ

フィールドにも送った槍ケ岳と赤石岳の登山記である．英国山岳会会

長でもあった同氏がRGS会誌よりも山岳会誌の方が適当と判断した

ものだろう．英国山岳会に入会したウェストンヘのプレゼントだった

かも知れない．
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8月 3日(木)…･“ ？－＜汽車＞－横川 〔宿不明〕

4日(金)･…･横川一く汽車＞－長野（善光寺，長野測候所)一新

橋一矢の尻峠一新町 〔三好屋〕

5日(土)．．…･新町一日名一左右一大町 〔山長〕

6日（日）……＜安息日＞ 〔同上〕

7日(月)．. ･･･ ･大町－野口－大出一篭川谷 〔牛小屋跡で野営〕

8日(火)･…･･扇沢雪渓一針ノ木峠一針ノ木谷一黒部川一平

〔平の小屋〕

9日(水)･…･ ･平一ヌクイ谷一ヌクイ谷峠一ザラ峠一湯川一立山下

〔立山温泉〕

10日(木)･…. .＜休養＞ 〔同上〕

11日(金)……立山下一松尾峠一弥陀ケ原一姥石一室堂一立山登頂

室堂一地獄谷一松尾峠一立山下 〔同上〕

12日(土)……立山下一原一小見一上滝一く荷車一人力車＞－富山

〔木屋〕

13日（日）･…. ．＜安息日＞ 〔同上〕

升 3度目の中部山岳入りは単独行であった． ウェストンの目標は，

記録上アトキンソン(R.W.Atkinson) とディクソン(W.G.Dixon)

が明治12年に越えて以来，外国人が誰も成功していない針ノ木峠の

通過，去年案内人が見つからずに登れなかった笠ケ岳，それに穂高岳

に外国人として初登することだった．針ノ木峠は， ウェストンが外国

人として14年ぶりの通過であった．立山温泉に泊まって立山にも登

ったが，眺望を述べた中に剣岳について何も触れていない．大町の案

内人が剣岳を知らなかった筈はないし，立山の頂上で神主に聞いても

分かったろうにと思える．結局，彼は3度の来日で1度も剣岳に登ろ

うとしていないようだ．縁がなかったと言えばそれまでだが， ちょっ

と不思議である．

8月14日(月)……富山一笹津一猪谷一茂住一土一船津く全行程人力

車＞ 〔渡辺の宿〕

15日(火)･…･･船津一田頃家一今見一蒲田 〔松下甚兵衛の宿〕

16日(水)……蒲田一平湯 〔小林右衛門三郎の宿〕

17日(木)．．…･平湯一安房峠一梓川畔一檜峠一大野川一橋場

〔清水屋〕

18日(金)…･･ ･－ 〔宿不明〕

－どちらの日に松本まで出たか不明．

19日(土)…“･－ 〔信濃屋〕
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20日（日）･…･･＜安息日＞ 〔同上〕

鶚 富山から船津（岐阜県神岡町）を経て蒲田に来たウェストンは，

笠ケ岳に登る案内人を求めたが， この年もその願いは素気なく断わら

れた．猟師たちはみんな雨乞いの旅に出ていると言うのが理由だっ

た．再挑戦も失敗した．蒲田の宿，松下では甚兵衛が亡くなってい

た．前年ミラーが診察し，薬を送った主人である． しかし，甚兵衛は

戸籍上明治23年1月に死去している． どうもわからないが， ウエス

トンの言う甚兵衛は次代の次右衛門で，村人たちが｢甚兵衛さんの宿」

と言いならわしていたための間違いではないだろうか．

茶 失望を温泉で洗い流したウェストンは，安房峠を越えるべく平湯

に来て右衛門三郎の宿に泊まった．主人は去年プレゼントされたナイ

フと人形を出して改めて礼を述べた． ウェストンに人形を貰った8歳

の娘はトミと言い，本人は東京へ嫁いだが，人形の話だけは平湯の小

林家に伝えられている．

8月21 日(月)……松本－森崎一渕東一橋場 〔清水園

22日(火).…. ､雨で滞在 〔同上〕

23日(水)･…･･雨で滞在 〔同上〕

24日(木).…. ､橋場一風呂平一出シノ沢一岩魚留一徳本峠一明神

〔山番小屋〕

25日(金)..….明神一前穂高［外国人初登頂]一嘉門次小屋一明神

〔同上〕

26日(土)……明神一徳本峠一風呂平一橋場一松本 〔信濃園

27日（日）･･･…＜安息日＞ 〔同上〕

28日(月)……松本一青木峠一上田く松本から馬車＞

齢 前穂高岳を狙ったウェストンは， いったん松本に出て手紙と食糧

を受け取った．信濃屋の若主人笹井元治の紹介で，松本からは中沢弥

惣右衛門が同行している． 中沢は保福寺峠の西麓にある錦部村刈谷原

の人であった．通訳兼渉外係りとして，笹井が推薦したものと見てい

るが確証はない． 21日にウェストンは中沢と名刺を交換した・ この

名刺によって彼が「神戸市中山手通3丁目14」に住んでいたことが

わかるなど， 中沢の日記から穂高登山以外の行動が詳しくわかった．

この中沢の日記や前穂高岳への登路については，すでに「山岳」な

どに発表されており，本稿では省かせて頂く．

鵲 ウェストン自身は，前穂高岳の登山を『手に汗をにぎる面白さだ

った』と述べているが，彼の最も印象に残ったのは中沢の”まじな

い”だったようだ． この“まじない”は下山途中，蜂に12カ所も刺
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されたウェストンの痛みを癒そうと中沢が行なったもので，後の講演

などで何度もそのことに触れている．

それはさておき，蜂騒動のウェストンと嘉門次の話の食い違いと，

嘉門次の語ったその時の状況描写がちょっと面白い．

ウェストンは， 「嘉門次が突然おどけた格好で跳び回り始めたので，

駆け寄って見ると真相がわかった．嘉門次は黄蜂の巣を踏んだのだ」

と書いている．

ところが嘉門次の話は少し違う． 「或る時ウ氏は蜂の巣に打突かっ

て蜂がワンワン騒ぎ出し， ウ氏の顔と云はず手と云はず刺したことが

ある．其時ウ氏はメロメロと声を立て》泣いたさうである．爺さん後

で人に語って曰く 『外国人と云ふものは大人でも子供の様に泣くもの

だナー』と｡」

（『嘉門治爺さんの事ども』信濃毎日新聞大正6年10月23日）

番 前穗登山を終えたウェストンは，翌日一気に松本まで出て， 日曜

日は浅間の湯で休養している．月曜日は午前3時に起きて上田への馬

車に乗った． この馬車は，松本と上田の間を青木峠越えで結んでい

た． 当時二線路と呼ばれていた現在の国道143号線である．

ウェストンが何処へ行こうとしていたのかはっきりしないが，笹井

元治とのやりとりから見ると， 2度目の浅間登山を目指していたよう

だ．

9月13日(水)．．….RGS理事フレッシュフィールド宛書簡発信．

(rTheMonthlyRecord｣TheGeographicalJournal,Vol.3,No.

1， 1894）

鵲 この書簡の中でウェストンは『恵那山は夏を除いて日本人にも登

られたことはなかったと聞いている． また，針ノ木峠はこの10年な

いし14年の間に，外国人が1度だけ越えているらしい．明神岳（前

穂高岳）は，外国人による初登頂で， 日本人でも2週間かそこら前に

陸軍省の測量官が1度登っただけである』と述べている．

さらに，夏の登山ではRGSから貸与された水銀気圧計を使って高

度測定を行ったが， この測定が役に立つことを願っていると記し，最

後に『あなたの助言通り， 日本アルプス全体を出版するための記事を

まとめます』と結んでいる．明治29年（1896）に出版した「日本ア

ルプスの登山と探検」が， フレッシュフィールドの勧めによるものだ

ったことがわかる.

9月29日(金)……神戸の聖ミカエル教会定礎式に列席．

（『聖ミカエル教会史』神戸聖ミカエル教会百年史物語八代欽一著

A69



1981年9月27日）

螢 明治24年に隣家の失火で類焼した聖ミカエル教会の再建定礎式

が，この日執り行なわれた．聖ミカエル教会は, SPGのフオス(H.J.

Foss)が創設した教会だが，再建の定礎式はCMSのワレン(C､F.

Warren)が司式し， ワレンとウェストン， フオスの3人が説教をし

た．

12月18日(月)……英国山岳会年次総会で， フレッシュフィールド会

長が， ウェストンの日本に於ける活動を紹介．

(｢Proceedings｣TheAIpineJournal,Vol、 17,No.123,1894)

鶚 これは冒頭の挨拶の中で， その年の興味深い登山活動を紹介した

ものである． ウェストンについては『日本の高地における一連の遠征

がウェストン師によって成された』と述べたに止まっている．

明治27年（1894）

1月･…..RGS会誌に『ウェストン氏は来年早々に帰国する』 との記

事．

(rTheMonthlyRecord｣TheGeographicalJournal,Vol.3,No.

1， 1894）

器 前年9月13日付のフレッシュフィールドに宛てたウェストンの

書簡を紹介したあと，上記の言葉が添えられていた．

6月12日(火)“･…東京地学協会の会員となる．

（『東京地学協会録事』東京地学協会報告第十六年第一号，明治28年

6月）

器 同報に『一， アール， ウォルター， ウェストン氏ハ会員チャンバ

ーレン氏ノ保薦ニヨリ入会ヲ申込マレタルニ付之レヲ承認スル事』と

ある．

7月17日(火)……？－東京・上野 〔名倉屋〕

18日(水)……上野一く汽車＞一長野(長野測候所訪問)－＜汽車＞

－直江津 〔古川屋〕

19日(木)……直江津一く小蒸気船＞－糸魚川一親不知子不知一青

海一糸魚川 〔古川屋〕

20日(金)……糸魚川一山之坊 〔中倉村長の家〕

21日(土)･…“山之坊一大所一木地屋一八丁坂一蓮華温泉

〔蓮華温泉〕

22日（日）……＜安息日＞ 〔同上〕

23日(月)……蓮華温泉一蓮華鉱山一大蓮華岳（白馬岳） ［外国人
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初登頂]－蓮華温泉 〔同上〕

24日(火)…･･ ･蓮華温泉一八丁坂一木地屋一大所一山之坊一下里瀬

〔銭屋〕

25日(水)……下里瀬一千国－塩島一神城一大町 〔山長〕

26日(木)……滞在 〔同上〕

27日(金)……滞在 〔同上〕

28日(土)“…･大町一束穂高一豊科一松本 〔信濃屋〕

29日（日）．．…．＜安息日＞ 〔同上〕

器 この年は， ウィリアム・コンウェイ(SirWilliamMartinCon-

way)の「アルプス・端から端まで」のひそみに倣って， 日本アルプ

スの縦断を試みたのである．名古屋にいたカナダ聖公会系の宣教師，

ハミルトン(Rev.H.J.Hamilton)と，同志社出身の浦口文治が同行

した．長野測候所を訪れ，気圧計を調整したあと，直江津，糸魚川と

泊りを重ねた． どちらにも「古川屋」という宿があった．糸魚川では

"親不知子不知”を探勝し， 絶壁に道を拓いた青海の人， 富岳磯平を

訪ねている．

鵲 まず白馬岳を目指したウェストンは姫川谷の松本街道を遡り， 山

之坊の中倉利忠治の家に泊まった．中倉利忠次は， 当時小滝村の村長

であり，後に西頚城郡会議員も勤めた．現在から考えると，何のため

に山之坊まで遠まわりをしたのか疑問に思うが， 当時は小滝と平岩間

の姫川沿いに道はなかった．姫川をはさんで両側に道があり，小滝一

大峰峠一山之坊一大所が西側のルートだったと聞くと，納得出来る．

蓮華温泉に着いたウェストン，ハミルトンの2人は熱を出した．月

曜日になっても熱の退かないハミルトンを残して， ウェストンは浦

口， 山崎巡査，案内人の4人で大蓮華岳（白馬岳）に外国人として初

登頂した．大町に着いたウェストンらは， 山長で2日間何もせずに滞

在している．浦口によれば， ウェストンは針ノ木から槍への案内人を

頼んだという． しかし，丁度お蚕の時期で案内する者がなく，諦めざ

るを得なかったらしい． では， この「針ノ木から槍」の「槍」は何処

を指すのだろうか．針ノ木峠から，船窪岳，烏帽子岳，野口五郎岳，

三俣蓮華岳，双六岳，槍ケ岳と縦走する心算だったのか． あるいは針

ノ木峠から鹿島槍を目指したものなのか． これは浦口の推理通り，鹿

島槍を狙ったもののようである． ウェストンは，大町で農商務省の出

張所を訪ね，役人と雑談をしている．そこで誘われた黒岳への遠征を

断わっていることからも，縦走の意思はなかったと推測したい．

(『ウェストンと歩んだ頃』浦口文治著山岳第二十九年三号昭和10
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器 ウェストンは大町から松本への途次，北穂高の薬屋兼宿屋〔とふ

しや〕で昼食をしたと書いている． これは東穂高の間違いで， 〔とを

しや〕は現在も薬局の経営を続けられている． しかし，宿屋は明治末

期に廃業し， ウェストンに関しては何も伝えられていない．

7月30日(月)…･･･松本一波田一橋場一稲核一大野川〔奥田喜一の宿〕

31日(火)……大野川一平湯 〔小林右衛門三郎の宿〕

8月 1日(水)…“･平湯一蒲田一中尾

〔蒲田の不明の家から中島宇右衛門家へ〕

2日(木)･…･ ･中尾一穴毛谷一笠岳[外国人初登頂]－穴毛谷一中尾

〔中島宇右衛門の家〕

3日(金)･…”中尾－中尾峠一焼岳［外国人初登頂]－上高地温泉

一明神 〔山番小屋〕

4日(士).…. ､明神一徳本峠一橋場一松本 〔信濃屋〕

5日（日）….. .＜安息日＞、松本で礼拝 〔同上〕

芳笠岳を目指したウェストンは， 3度目の正直でついに登頂に成功

した． 中尾の猟師頭中島宇右衛門と山本竹次郎，栃尾の奥村市次郎の

協力によるものであった． 「日本アルプスの登山と探検」に載せた猟

師らの写真が， 中尾の山本家に残っている．写真の裏に「大日本飛騨

国高山城阪写真師瀬古」と印刷されていた． 当時，写真師瀬古の

本店は岐阜にあった．名古屋と岐阜で伝道を続けていたハミルトン

が，高山に支店のある瀬古を通じて3人の猟師に送ったものだろう．

茶蒲田の人たちを刺激しないようにという，ひょんなことからウェ

ストンは初めて中尾峠を越え，焼岳にも登った．焼岳登頂は，記録上

外国人の初登である．登山史上で『明治8年，マーシャル焼岳登山』

とされているのは， 同年のガウランド(W.Gowland)による焼山

（新潟県）登山の誤伝であろう． マーシャルは明治11年に「日本の

火山」と題して， 日本アジア協会で講演しているが，焼岳（硫黄岳）

については一言も触れていない．当時は，その存在すら外国人の間に

知られていなかったと思われる．

ウェストンが，後年しばしば訪れて楽しむことになった上高地温泉

の湧出を見たのも， この時が初めてであった．嘉門次小屋の近くで，

去年雇った案内人の1人に会っている． これは上条嘉門次とともに前

穂高岳へ同行した上条万作だったのだろうか．

升 5日の安息日には，松本六九町の覚前政蔵宅で礼拝をした・ 日本

聖公会の地域分担では， 愛知， 岐阜， 長野，新潟がハミルトンの属
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するカナダ聖公会の管轄であった． カナダに留学していた覚前執事

(Deacon…, Priest=司祭の一つ下位の位）が， この年から自宅を講

義所にして伝道を始めていたのである．当時，信徒は5人と記録され

ている．

8月 6日(月)･“…松本一豊科一く人力車＞－岩原 〔山口村長宅〕

7日(火)･･…･岩原一一ノ沢一横通岳との鞍部 〔野営〕

8日(水)･…･ ･野営地一常念岳［外国人初登頂]－岩原

〔山口村長宅〕

9日(木)……岩原一松本 〔信濃屋〕

芳大蓮華岳（白馬岳)，笠岳，焼岳と3つの高山に外国人として初

登頂したウェストンは,4つ目の初登頂を目指して常念岳へ向かった．

岩原の山口吉人村長宅に泊まった一行は，藤原啓太を案内に，山口

琢松，岩牧多聞次を連れて出発した．山口村長の息子も加わったが，

この息子というのは娘婿の真喜治であった．一行7人は一ノ沢を登

り，頂上まで1時間の常念乗越で野営している．登山者と案内人の心

の通い合ったよき時代のキャンプを， ウエストンの著書や浦口の講演

から酌み取ることが出来る．

（ふるさと常念常念岳研究会編・発行昭和57年3月17日刊）

（長野県堀金村山口なを女＝吉人村長の孫の嫁＝の書簡）

8月10日(金)･…･松本一贄川 〔宿不明〕

11…(…)．．…贄川一福島 〔俵屋〕

12日（日）． ．…．＜安息日＞ 〔同上〕

13日(月)……福島－黒沢－松尾小屋一千本松小屋一女人堂一御岳
とち

登頂 〔栩山小屋〕

14日(火)……山頂一金剛童子小屋一田ノ原小屋一中小屋一王滝

〔滝神主の宿〕

15日(水)……王滝一鞍馬橋一橋渡一福島 〔俵屋〕

16日(木)“…｡＜休息＞ 〔同上〕

17日(金)……福島一権兵衛峠一

茶 日本アルプス縦断の最後として， ウェストンは2度目の御岳を目

指した．福島では， 4年前とは別の俵屋に宿をとった．俵屋は木曽川

と旧中山道にはさまれた当時の場所で，現在も営業されている． しか

し，昭和2年5月の大火で全焼し，宿帳などの記録は何も残っていな

い． ウェストンが明治24年に泊まった益田屋は， この大火の後再建

されなかったようだ．

鵲 明治24年の登山も黒沢口から登り，頂上から王滝に下って常盤
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橋の畔にある橋渡の茶屋に泊まっている．健脚に驚くほかはないが，

巡礼の様子や御岳講の神事をゆっくり見る時間はなかったに違いな

い．今回は頂上と王滝で泊まった．精進潔斎の水行や御岳信仰独自の

神がかりの神事御座立ての様子を興味深く詳細に記している．登山

よりも， こうした宗教儀式の調査・探究が主な目的だったように思え

る． ウェストンは頂上小屋の主を『神主の栩山』としているが，栩山

は神職ではなかった． また，王滝の神主の家は現在の滝旅館で，里宮

の神職と行者の宿を兼ねていた．当時の神主は第十九代の滝亀松であ

る．

器上松近くでハミルトンと別れて，福島に戻ったウェストンと浦口

は翌1日ゆっくりと休息をとった．松本から送られて来た新聞で， 日

清戦争の記事を読み， 日本人の愛国心を驚きをこめて著書に書きとめ

ている．

詩 このあとの旅程は，あまりはっきりはしていない．福島から権兵

衛峠を越え， 甲州街道を通って身延に出，富士川の急流を下って神戸

に帰ったと， ウエストンは書いている． これに対し浦口は，岩渕から

箱根の本宿に落ち着き富士登山を希望したが， ウェストンに断わられ

たとしており，浦口の記述通りいったん箱根で休養したあと神戸に帰

ったものだろう．

10月12日(金)……日本郵船肥後丸で朝鮮から長崎着？

(rPassengers｣TheRisingSunandNagasakiExpress,0ct、 17,

1894）

梁 中部山岳の長期登山を終えてからのウェストンの動静は殆んどわ

からない．ただ， 「日本アルプスの登山と探検」の中で， 『戦争中，朝

鮮を訪れた』ことがあったと記している． 日清戦争は明治27年8月

1日に宣戦が布告され，翌28年3月30日に休戦条約が調印された．

この間に朝鮮を訪れたことは間違いないが，いつかははっきりしな

い．記事中の名前もRev・でなく,Mr.WeStOnで， ウェストン本

人とは断定できないことをおことわりしておく．

10月29日(月)…･ ･ ･エンプレス・オブ・インデイア(S.S.Empressof

India)で横浜出港．

(rPassengers｣TheJapanWeeklyMail,Nov.3, 1894)

鶚 ウェストン帰国の日も確認できない． この船は神戸，長崎を経由

しての香港行きだが， ウェストンが何処まで乗船したかも不明であ

る．

「日本年鑑」の明治28年版などから見て， 明治27年中に帰国し
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た公算が強いと考えられるが，翌年だったのかも知れない.明治28年

3月現在として東京地学協会報告に記載された住所が，神戸市居留地

94番館となっているためだ． この住所は明治25年に槍ケ岳などへ

同行したミラーの医院所在地である．

（1895）

6月11日(火)……英国山岳会の例会で『日本アルプスの登山と山岳信

仰』と題して，初めて講演．

(｢MountaineeringandMountainSuperstitions intheJapanese

AlpsJTheAIpineJournal,Vol.17,No.128,1895)

鵲 この例会では，山岳会長フレッシュフィールドが議長となり， 日

本の駐英公使加藤高明を始め， ガウランド(W・Gowland)やバクス

トン(N・Buxton) も出席していた． ウェストンの講演はスライドを

映写して行なわれた．講演後にガウランドは，地質学上の目的で日本

の“アルプス”の旅をしたが，山々はその形状や8000ないし10000

フィートという高さからも“山岳”であり，熟考の末“アルプス”と

いう言葉を用いたと， 自分がその命名者であることを明らかにしてい

る． “日本アルプス”という言葉は， 明治14年の「日本旅行案内」

（初版）が初出であるが，後年この命名者をめぐって論争が起こった．

ウェストンが『日本アルプスの語源』を「山岳」第13巻3号に寄稿

して論争にピリオドがうたれたが，その解答はこの時すでにガウラン

ド自身によって，命名の理由を含めて語られていたのである．

(rProceedingsoftheAlpineClub｣TheAIpineJournal,Vol.

17,No.128,1895)

7月頃……日本の人々や風景の写真21葉をRGSに寄贈．

(rNewMaps｣TheGeographicalJournal,Vol.6,No.2,1895)

9月16日(月)…･ ･英国学術振興大会で『日本アルプスの探検』を発表

12月9日(月)“…･RGSで『日本アルプスの探検, 1891-1984』と題し

て講演

(rExplorationintheJapaneseAIps, 1891-1894｣TheGeographi-

calJournal,Vol.7,No. 2, 1896)

労 この例会にもガウランドやミルン(J.Milne)が出席していた．

ガウランドはRGSの会員ではなかったため, RGS書記ケルティ

(S.Keltie)に例会への出席許可書を送って欲しいと依頼している．

講演後の意見陳述でガウランドは， 日本での登山を始め，鉱物，動

植物，それに古代遺跡にまで言及した．登山では，明治6年（1873）

に， 当時大阪造幣寮の同僚だったディロン(E.Dillon) と御岳に登

明治28年
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ったこと， 2年後に立山と焼山（新潟県）に登り，その後も槍ケ岳，

爺岳，五六岳，乗鞍岳に登ったと自身の登山歴を明らかにしている．

（『日本アルプス探険の先駆者W・ガウランド』三井嘉雄著岳人8

月号昭和60年8月1日）

月日不明･…･･ロンドン港の「ミッション・ツウ・シーメン」で， アシス

タント ・チャフ。レンを勤める．

(TheCrockford'sClericalDirectory, 1923)

梁 ウェストン自身は， 「海員協会」 (TheSeamen'slnstitute)のア

シスタント・チャプレンに就任したと述べている．

住所はEast lndiaDockRoad,Londonであったが， これは海員

協会の所在であろう．MTSには翌年まで在職した．

(RGS所蔵， ウェストン書簡）

明治29年（1896）

3月31日(火)“…･英国人類学研究所で『日本中央高地の慣習と迷信』

と題して講演．

(rCustomsandSuperstitions intheHighlandsofCentral Japan』

Journal of theRoyalAnthoropogical lnstitute ofGreatBritain

andlreland,Vol、 26, 1897)

美信州や飛騨の人たちの生活の中に生きている慣習や迷信につい

て， スライドを映写しながら講演した． 『トンビが夕方に鳴くと翌日

は晴れ』など，お天気に関する云い伝えを始め，雨乞いの迷信や御岳

山の巡礼による信仰行事を自身の見聞に基づいて語っている．

8月･…･･スイスのエギッシュホルンに滞在．

(｢Preface｣MountaineeringandExplorationintheJapaneseAlps,

1896）

器 著書の序文に， 日付と上記の場所が記されている．詳細はわから

ない．

秋頃.…..「日本アルプスの登山と探検」 (MountaineeringandExplo-

ration in theJapaneseAIps)を， ロンドンのジョン・マリー社か

ら出版．

鶉 この著作については，明治26年(1893)のフレッシュフィール

ドへの書簡の中で， 『あなたの助言通り， 日本アルプス全体の原稿を

まとめます』と述べている． しかし，翌明治27年（1894） 2月27日

付のジョン・マリー社への手紙では， ビショップ夫人(Mrs.Bishop

=IsabellaL.Bird)の勧めによって出版したいと申し出ている．刊
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W・ウェストン年譜

行に当たっては， マリー社の専属紀行家ビショップ夫人の縁に頼った
らしい．定価は21シリング， 1000部が刊行された．

そのうち合わせて80部が寄贈本で，売れ行きは年末までに445

部，残り475部は翌年末で30部を残すだけという成績だった．

(『日本アルプスの“発見"』前田司著一九世紀日本の情報と社会変
動昭和60年3月）
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国際アルピニスト ・シンポジウム （'86松本）

日本山岳会信濃支部

会期

会場

主催

1986年8月20日 （水）－22日 （金）

松本市音楽文化ホール

松本市・松本市教育委員会・松本商工会議所・

(社)松本青年会議所・信濃毎日新聞社

(社)日本山岳会・日本山岳会信濃支部． （社)日

本山岳協会・長野県山岳協会ほか

国際アルピニスト大会組織委員会

後援

主管

プログラム

8月20日（水）

13：00開会式

14：10特別講演（1）

「日本の登山史とマナスル登頂30周年」

今西寿雄

15：15特別講演（2）

「中国登山30年の歴史」 史占春

15：45休憩

15：55基調講演

「世界の自然保護活動について」

－カンチェンジュンガ登頂とその後一

ノーマン・ハーディ

17：30終了

19：00 日本山岳会信濃支部主催歓迎会

（於：しづか）

8月21日（木）

9：30特別講演（3）

「山に挑む医学」

－高山病が身体に与える影響－

チャールズ・ハウストン
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休憩

セッションI

「現代の登山」－安全と教育一

アンセルム・ボー

（フランス国立スキー登山学校教官）

柳沢昭夫

（文部省登山研修所専門委員）

許 競

（中国登山協会常務副主席）

ナルニ・ジャヤール

（インド登山財団副会長）

ロバート・シェニー

（ワシントン大学医学部準教授）

午前の部終了

セッションⅡ

「世界各国の登山事情」

－現在の問題と将来の展望一

佐々保雄

（日本・第14代日本山岳会会長）

鎌田 久

（日本・日本山岳協会会長）

趙 相泰

（韓国・大韓山岳連盟・自然保護分科会

委員長）

クマール・カドガ殿下

（ネパール・ネパール山岳協会会長）

テク・ポッカレル

（ネパール・ネパール山岳協会事務局長）

S・R・シャルマ

（ネパール・ネパール山岳協会秘書）

ナルニ・ジャヤール

（インド・インド登山財団副会長）

アリ ・ミルザ

（パキスタン・パキスタン山岳会会長・

UIAA副会長）

ナジール・ザピル

（パキスタン・登山家）

ノーマン・ハーディ

10：30

10：40

12：30

13：30
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（ニュージーランド・元ニュージーラン

ド山岳会会長）

チャールス・ハウストン

（米国・バーモント大学名誉教授）

17：30終了

19：00組織委員会主催歓迎レセプション

（於・松本東急イン）

8月22日（金）

9：30セッションⅢ

「山を次代へ」

－北アルプスの誕生と魅カー

田中邦雄

10：30 フィルム・ショー「穂高は生きている」

11 ：00 「山を次代へ」－21世紀の登山一

重廣恒夫

11：40 フィルム・ショー「ヤルンを滑る」

12：10午前の部終了

13：00記念講演

「自然を語る」

西堀栄三郎

14：00閉会式

15：00終了

付 特別記念講演

「私とヒマラヤ」

エドマンド・ヒラリー卿

付 「松本宣言」

国際アルピニスト ・シンポジウム

日本の近代登山発祥の舞台である「日本アルプス」の命名100年を記念した国際ア

ルピニストシンポジウムが， 1986年8月20日から22日まで， 日本アルプス山麓の

山岳都市である長野県松本市で開かれた。基調テーマは「山と人間」で， シンポジウム

には九ケ国から世界の著名なアルピニスト20人余が講師として参加， 3日間にわた

り，登山の歴史， 自然保護高所医学，登山の安全と教育，世界の登山界の現状と将来
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展望などの問題をめぐって講演や活発な討論を繰り広げた。 日本としては初めての国際

的な山岳シンポジウムで，全国各地の登山愛好者や市民ら延べ約1500人も参加して討

論に熱心に耳を傾けた。

シンポジウムでは， ヒマラヤをはじめとする世界の山岳で，登山者やトレッカーの増

加による自然破壊，環境汚染が急速に進み，住民生活までおびやかしている実態が報告

された。また世界の登山界発展のために国際交流がいっそう進められる必要があるとの

意見が相次いだ。

シンポジウムは最終日に， 「登山は人間の心身を鍛えるうえで， またとない“自然の

教師”である。シンポジウムのまとめとして，登山教育の推進と山岳遭難防止の強化，

世界の登山文化発展のための各国の積極的な役割山を人類共通のかけがえのない財産

として保護することなどを世界の人々に呼びかける」との「松本宣言」を採択した。

このシンポジウムを記念して，世界初のエベレスト登頂者のエドマンド・ヒラリー卿

が8月10日に松本市を訪れ特別講演「私とヒマラヤ」を行い，世界最高峰登頂成功の

瞬間を再現，聴衆の深い感銘を呼んだ。

特別講演

｢日本登山史とマナスル登頂30周年」

今西寿雄

(日本山岳会会長）

日本の近代登山史について，①明治維新以降，第1次世界大戦まで－「登山のため

の登山」の思想が普及し， 日本アルプス探検登山が盛んになった。②第1次世界大戦以

降，第2次世界大戦まで－日本人のヨーロッパ・アルプス登山などを契機に， アルピ

ニズムの言葉とともに積雪期登山が広まった。③第2次世界大戦終結以降一日本人の

ヒマラヤ登山時代一に分類した。 とくに「1956年の日本山岳会のマナスル登頂成功

は日本の登山界に希望の灯をともした」と述べた。自身が日本人として初の8000m峰

の登頂者となったマナスル遠征にあたっては，装備や無線機が今日ほど良くなかったこ

と， ヒマラヤでは「山を汚す」と入山を現地住民から拒否されたことなど，苦労があっ

たことも披露した。

今日の日本の登山界にも言及し， 「日本のクライマーがヒマラヤや世界の5大陸の高

峰に遠征，女性もエベレストなどで活躍している。最近はアルパイン・スタイルで登る

時代となった。経済的で合理的だが， クライマーは自分の体力の限界を知って，安全に

登るべきだ。探検とは無事に帰ってくることだ」と強調した。

A81



特別講演

｢中国登山3()年の歴史」

史 占春

(中国登山協会主席）

探検と体育を目的とする中国の近代登山運動は，始まってから30年と比較的新し

く，中国登山協会は1958年に創立された， と報告。

中国登山運動の特徴として次の3点を挙げた。

第1は高峰への挑戦で，運動スタートからわずか2年後の1960年に，世界最高峰の

チョモランマ(8848m)に登頂した。 1975年には女性1人を含む9人がチョモランマ

に登り，最多人数登頂記録をつくった。

第2は，科学調査と登山運動を緊密に結びつけたこと。 1959年のミニヤ・コンカ登

山隊に北京大学の科学者が参加し，気象，氷減地質などの調査を行った。チョモラン

マでも3回の科学調査をし，国家から表彰された。

第3は大衆登山や基礎的な技術がまだ不十分であること。しかし将来展望では，広び

るとした前進がある。

最後に， 「今後，中国登山協会は， 自らの登山活動の発展とともに， 世界の登山界と

広範な交流を進める。現在，北京市郊外に登山研修センターの建設をすすめており， こ

のセンターで，アジアおよび世界の登山活動の発展に貢献したい」と述べた。

特別講演

｢山に挑む医学」

－高山病が身体に与える影響一

チャールズ・ハウストン

(米国・バーモント大学名誉教授）

高山病について， まず，古代の日本の僧侶空海（弘法大師）が814年に書いたエッ

セイをはじめ， 16世紀末までの世界各地の記録を紹介した。高山病研究は減圧室が開

発されたことなどにより，今世紀に入って本格的に行われだし， とくにこの20年間に

ヒマラヤ，アルプス，北・南米などに多くの遠征隊が送られて研究が進んだ－と説

明。 自らが指揮し，減圧タンクを使用しての研究（1946年と1985年のエベレスト作

戦）で，人間がエベレストのような高度(8848m)でも自転車をこぐことができるなど

十分機能が働くことを初めて証明した－と画期的な成果を報告した。
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今日では，高山病が， ①急性高山病， ②高所肺浮腫， ③高所脳浮腫， ④高所網膜出

血，⑤慢性高山病一の5つに分類されている， と説明。急性高山病は2500mほどの

高さに急に登った人の15パーセントに起こり，高所肺浮腫は2700mぐらいの高度に

あるスキー場では1万人に1人の割合で重度の症状が出て，死に至ることもある，高所

脳浮腫はもっと危険，高所網膜出血は5000m以上でよくみられる－など， それぞれ

の原因や症状，治療法を解説した。

登山者への注意として「ゆっくり登り，異常があればとにかく下山すること」を挙

げ，病気の人は医師と相談するよう助言。 「海抜のレベルで健康な人は3000mぐらい

までは十分適応できる」と述べた。

基調講演

「世界の自然保護活動について」

一カンチェンジュンガ登頂とその後一

ノーマン・ハーディ

(元ニュージーランド山岳会会長）

1955年の英国カンチェンジユンガ隊副隊長として初登頂した後， ヒラリー卿のヒマ

ラヤ財団理事としてのネパールでの活動などを紹介。その中で， ネパール奥地の森林破

壊のスライドを示しながら， 「1954年には， この辺の斜面はすべて木で覆われていた

が， トレッカーが訪れるようになり，薪や建築材として伐採されて，木材の供給量は大

幅に減った。 トレッカーは灯油やガスを持ち歩いてほしい。同時に大がかりな植林事業

も必要だ」と訴えた。また，美しい風景が観光客の捨てるゴミで損われていることも紹

介した。

続いて，南極での活動， アフリカのケニア， シベリア， 日本， アメリカなどへの旅行

の体験をスライドで映しながら， まとめとして， 自然保護について次のように呼びかけ

た。

「多くの旅行で，私は人間が環境を破壊していることを見てきた。われわれは人口の

増加をコントロールしなくてはいけない。国土をもっと大切にするよう子供たちに教育

しなくてはいけない。政策をたてる政治家たちは4年や5年でなく， 40年， 100年と

いう単位でものを考えるべきだ。山を愛する人びと， 山に登る人びとは， 日ごろより多

く自然に接触しているのだから，ぜひ賢明に行動し，動・植物や自然景観の美しさを保

つため働いてほしい」
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セッション I

｢現代の登山一安全と教育」

現代の登山における最も重要な問題のひとつである安全と教育について， アンセル

ム・ボー・フランス国立スキー登山学校教官，柳沢昭夫・日本文部省登山研修所専門職

員，許競・中国登山協会常務副出席，ナルニ・ジャヤール・インド登山財団副会長， ロ

バート ・シェニー・米国シアトル・ワシントン大学医学部準教授が， それぞれ各国の事

情，研究などについて報告。各氏とも「安全な登山が第一」と強調した。

ボー氏は，欧州を中心とした登山，岩登り，ハイキング， スキーの発達の経過を， ア

ルピニズムの観点から説明。 この中で， 「近年愛好者が増えている山の散策やスキーツ

アーなどでは，危険があまり認識されておらず,情報と装備の不足が安全をおびやかす。

十分な情報装備,体力が必要だ」と警告した。また，国立スキー登山学校(E.N.S.A.

=1946年にシャモニーに創立）について， 「スキーのインストラクター，登山ガイドを

養成しており， フランスにはインストラクターが8000人， ガイドが600人いる。 自

然保護にあたるガイドも養成している」と報告。山岳救助のために1910年に遭難救助

協会が設立され， 1956年には国際的な組織も生まれたこと， 医師の乗り込んだヘリコ

プター，ベテランの隊員による救助活動の現状を紹介するとともに「民間救助隊による

救助費用は登山者にかかるので，保険をかけておくべきだ」と忠告した。

柳沢氏は， 「登山には本来危険が含まれている。登山者は常に人間は小さい存在だと

覚えておやことが必要」と指摘。文部省登山研修所での研究，調査をもとに，低酸素

寒さなど異常な環境下での登山では，大学山岳部の1日の行動はフルマラソンの2回分

のエネルギーを消費するうえ，荷物を背負っての行動であることから摂取するエネルギ

ーも通常の時より少なく，大学山岳部リーダーの体力も他の運動部の学生と比べ劣る，

との結果を明らかにした。このため，指導者の養成が大きな問題だ， と指摘した。ま

た，近年登山者が青少年から中高年者まで多様化しているので， これらの人びと向けの

ゆるやかな組織や指導体制が必要と提唱した。

許競氏は， 「中国は人間は国家の大切な財産との考えから， 登山の安全を重視してい

る」と前置きし，中国登山隊の登山活動で成功した例，失敗した例を引用しながら， 中

国の実情や考え方を報告した。 ミニヤ・コンカの事故（1957年）を乗り越え， チョモ

ランマの成功（1960年， 1975年）につなげた事例などを通して，遭難の原因のひとつ

として技術，高所順応など体力，経験と臨機応変の状況判断などを含む技術構成の低さ

があるとした。 また科学的技術や知識組織の規律も重要といい， 「安全の見込みのな

い登山はやめるのが賢明」と述べた。今後の教育の目標として，①厳しい訓練で技術構

成を高める，②命令にすぐ従うなど組織の規律性を高める，③集団の中で心を配り合う

ためチームワークを養う－ことを挙げた。

ジヤヤール氏は， インドの登山の歴史に触れたあと， 1953年の英国隊でヒラリー卿

とともにエベレスト初登頂に成功したテンジン氏の功績をたたえてダージリンに設立さ
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れたヒマラヤ登山研修所を紹介。登山訓練のため4つのコースがあり，女性専用コース

もあって，政府の援助で安い費用で研修できると述べた。同様の研修所はカシミール，

ガルヮール地方，西ヒマラヤにもあるという。また1958年にインド登山財団が設立さ

れ，登山チームへの装備の援助，国内外の登山者のための刊行物の出版，救助活動をし

ており，遭難救助や通信部門ではインド空軍や陸軍，警察，各地の登山研修所が大きな

役割を果たしていると語った。

シェニー博士は，最近の高所医学研究のうち自らが加わったプロジェクトを含む5つ

のケースを紹介。ハウストン博士の指揮した「エベレスト作戦」やピーター・ノ､ケット

博士らによるアラスカ・マッキンリー山での研究などで， エベレストなどの高所でも人

間の機能が十分働くことなどを説明した。そして「高所に人間がどう順応するか， さら

に研究を深めたい。今後はこうした研究と登山にみられる冒険心をうまくかみ合わせる

ことだ」と述べた。

セッション11

「世界各国の登山事情一現在の問題と将来の展望」

参加9ヵ国の代表が，それぞれの立場から報告・討論を行った。論議は， ヒマラヤを

はじめとする世界各地の自然破壊と保護対策，遭難や事故防止，国際交流などに集ま

り， シンポジウムの基調テーマである「山と人間」を考えるうえで貴重な手がかりを提

供した。

以下は，各国講師の発言からまとめたセッションのあらましである。

自然破壊の実態

まず， ネパールの代表が， ヒマラヤ地域の自然破壊について報告した。ネパール山岳

協会会長のクマール・カドガ殿下は，登山の悪い副産物として森林破壊やキャンプ場の

ゴミによる公害が進んでいることを指摘。 とくに年間25000人以上の登山者やトレッ

カーによって薪の消費量が増え，森林の伐採が従来の2倍以上のスピードで進んでいる

と指摘。 ネパール山岳協会事務局長のテク・ポカレル氏も， 「最近増加しているトレッ

カーがルートをはずれて傷つきやすいヒマラヤの環境に足を踏み入れている。 とくに個

人で来るトレッカーによる自然破壊が目立つ。ホテル，旅館， ティーショッフ。も自然に

悪い影響を与えている」と報告した。

インド登山財団副会長のナルニ・ジャヤール氏は， 「ヒマラヤの高山ではカバの木が

2cm伸びるのに6年もかかり， トショウの木にいたっては20年もかかって， 非常に

破壊に対して弱い」とスライドを使用して説明した。

韓国の大韓山岳連盟・自然保護分科会委員長の趙相泰氏も，韓国でも登山の大衆化に

伴って山の自然破壊が進んでいることを報告。カドガ殿下は「ヒマラヤでの30年間の

自然環境の悪化に対しては，各地に共通する課題として対策に取り組んでほしい」と強
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く訴えた。

自然保護対策

ネパールの代表は， 自然保護対策として， ヒマラヤ地域に自然公園を設けていること

を紹介。最近では，住民への恩恵，生活の発展も考えて，住民の協力・参加による保護

策を進めている， と報告した。具体的な例が，国王の命令によるアンナフ。ルナの保護地

域（国立公園）で，海外の援助も得て基金を設立，植林，灯油基地の建設など薪の代替

エネルギー確保など多角的な事業に取り組んでおり， 「発展途脂国のモデルとなろう」

と期待を表明した。また， カドガ殿下は政府と任意団体による生態系などの山岳モニタ

ー制度を紹介した。

ジヤヤール氏は， インドのナンダ・デヴイ (7816m)の山頂付近を1983年から入山

禁止とし， サンクチュアリとしていると報告。米国バーモント大学名誉教授のチャール

ズ．ハウストン博士もナンダ・デピィ閉山を「勇気ある措置」と強い賛意を表明した。

また， ジャヤール氏は「限られた山に登山者が集中するので自然破壊も集中する。中

級でも魅力的な山が多いので，少数の登山家が短期速攻のアルパインスタイルで登れば

悪影響も緩和される」と提案した。

元ニュージーランド山岳会会長のノーマン・ハーディー氏は， 自国の国立公園の管理

について，各公園に委員会があってそれぞれ話し合いながら活動しており，既存の山岳

会の代表が委員会を構成していると紹介。また， ヒラリー卿がネパールでいろいろ活動

していることもあり， ネパールの自然保護などに喜んで協力する人が多いと語った。フ

ランスの国立スキー登山学校教官のアンセルム・ボー氏は「フランスでは自然保護のた

め， 山のガイドの助けを得て， ミニ・グループでトレッキングにいくことが多い」と報

告した。

遭難・事故と対策

パキスタン山岳会会長のアリ ・ミルザ氏は， 1986年夏季に悪天候のためK2で続発

した遭難について， それぞれの死亡者の遺族に弔意を表すとともに， 「今年は経験豊か

な登山家を失った。 とくに初心者には自分の体力を十分考えて登山の機会を与えてほし

い｣と呼びかけた。同じパキスタンの若手登山家のナジル・ザビル氏も「最近は8000m

級に皆が競って登ろうとする傾向から悲劇（遭難多発）が起きている」と分析した。ま

た， ミルザ氏はパキスタンでも，軍のヘリコプターなどによる救助体制ができている，

と報告した。

事故と訴訟

米国のハウストン博士は，米国で登山やスキー事故をめぐって訴訟が続出し，深刻な

状況になっていることを報告した。それによるとスキーヤーがスキー場側の警告を守ら

ずにスキーをして死亡したのに， スキー場側に責任があると250万ドルもの賠償金を

払ったケース，政府の職務で会議に出席したあとスキー場で心臓発作を起こして死亡し

たのに，政府の管理下で死亡したとして訴訟を起こしたケースなどがある。賠償金の支

払いで倒産に追い込まれたトレッキング会社も出ており，保険料の高騰から海外遠征を

やめてしまうケースもあるという。ハウストン博士は「私は，そうした提訴は安易にす
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るべきでない」とし， 「今後,各国に広がる恐れがある」と懸念を表明した。

国際交流と今後の登山

今後の登山のあり方について， ネパール代表は「民族の文化を大事にすることが大

切」 （カドガ殿下)， 「ネパール国王は， ネパールが登山家の友情を育て，平和の地帯で

あるために， ヒマラヤの山を開放していく考えでいる」 （シャルマ氏・ネパール山岳協

会秘書） と表明した。パキスタンのミルザ氏も「パキスタンは入山条件が寛大であり，

どんなに多くの遠征隊が来てもあたたかく迎えたい」と述べた。

また， 中国登山協会常務副主席の許競氏は「中国の山を開放し，北京郊外に登山セン

ターをつくり，青少年への技術指導と国際交流を進めたい」と表明した。

前日本山岳会会長の佐々保雄氏は「多くの高い山の自然保護のためにも，先進国は高

い山をもつ国へ援助をするべきだ」と語るとともに，世界の山岳情報がすぐにわかるよ

うな国際的な登山情報センターの設立を提言した。 日本山岳協会会長の鎌田久氏は「海

外遠征隊の多い日本は事故防止などで海外各国と協力していきたい」と語った。

韓国の趙相泰氏は「今夏（1986年）のK2登頂成功を機に，韓国登山家を世界のク

ライマーと肩を並べられるようにしたい。そのためには，各国との交流を深めていきた

い」と抱負を述べた。

また， 自然破壊のほかにも，心ない外国遠征隊やトレッカーが，富をもたらす一方

で，現地の人びとの生活，習慣などを混乱させているとの指摘もネパール，パキスタン

の代表からあった。 「インフレに悩まされる」「子供たちがトレッカーにキャンデーをね

だったりする。子供への教育も必要だが，大人であるトレッカーが気をつけてほしい」

(ネパール)， 「やたらにお金をばらまく遠征隊がある。本国との事情の違いを理解すべ

きだ。カラコルムでは法律違反もあったが， これは登山家としてはずかしいことだ。個

人の名誉のために他の登山家が山に登れなくなるという問題も起きている。 日本アルプ

スが誰でも登れるように， どこの山も自由に登れるような日が来ることを願っている」

(パキスタン）などだ。

ハウストン氏は「山は国家や登山家の栄光のために死をとげる場所ではなくなった」

と語った。セッションの途中で， 山の遭難者の霊をいたみ全員が1分間の黙とうをし

た。

セッション 111

「山を次代へ一北アルプスの誕生と魅力」

田中邦雄

（日本・信州大学教養部教授）

日本の中央部に位置し, 3000m級の山が連なる北アルプスの地域は， 古生代から中
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世代ごろ（約4億年から1億年前）まで海底であり，そこへ堆積した粘板岩やチャート

などの岩類が造山運動で隆起し，北アルプスの骨組みとなった。中生代後期から新世代

前期にかけて，各種の火成岩類ができて， 肉付けされた。北アルプスが高くそびえるよ

うになったのは，新生代第4紀に入ってからで，約60万年前から隆起が始まった－

と日本の近代登山発祥の舞台となった北アルプスの成り立ちを解説した。

北アルプスの魅力について， 「第4紀の時代の火山活動や寒気の襲来による氷河の形

成など， その地形も見逃せない。高山植物やライチョウなど氷河時代の名残りの動植物

は，分布が限られていて，学術的に貴重である。これらの自然を破壊しないよう，次の

世代に残していかなければならない」と強調した。

セッションIⅡ

｢山を次代へ－21世紀の登山」

重廣恒夫

(日本・RCCⅡ同人・日本山岳会会員）

山登りを始めたのは昆虫採集からで，高校時代からヨーロッパの岩登りに魅力を感

じ，大学時代は日本の北アルプスの穂高岳などの岩場に盛んに挑んだ－と，登山家と

しての生い立ちをまず語った。

1973年に日本エベレスト登山隊の一員として初めてヒマラヤへ出かけ， 続いてナン

ダ・デヴィ,K2, カンチェンジュンガなどの遠征に参加した， と豊富な海外遠征の体

験を語った。

それらの体験から，登山家への助言を次のように述べた。

「ヒマラヤの高峰登山には，体力と気力が必要だが，最終的には頂上に立ちたいとい

う意欲が支えとなる。的確な判断力も必要で， これには日ごろの訓練や体験がものをい

う。そして何よりも自分を知り， 自分に打ち勝つことだ」

21世紀の登山については， 「次の世紀に入っても，登山に大きな変化はないと思われ

る。それは，基本的には登山家一人ひとりの経験の積み重ねがあって次のレベルに到達

するというのが登山だからだ」とし， 自身では「自然と向かい合い， 自然の強さを知れ

ば知るほど， 山に向かっていく気持ちが高まってくる。いろいろなことに興味を持ちな

がら山を登り続けたい」との抱負を述べた。
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記念講演

｢自然を語る」

西堀栄三郎

(元日本山岳会会長）

子供のころ弱かった心身を鍛えるために登山を始め，岩登り， スキーをやっているう

ちに「なぜ山が人を惹きつけるのか」を考えるようになり， 「山は昔から変わらない大

自然の残された唯一の場所，大自然の象徴である」との結論に達した， と山とのかかわ

りについて， まず語った。

山に登る態度については， 「山と闘うということではなく， 山は人の心を鍛えてくれ

る場で，登山者は山と共に生きているのだ」と述べた。

自分を山に駆り立てるのは探究心で，初めて入った日本アルプスやヒマラヤ，後に行

った南極でもそれぞれ新しい発見（ディスカバリー）があり，喜びを感じたという。そ

の中で未知の世界に感じる不安は，創意工夫と誰かが支えてくれると信じることで勇気

がわき，克服できること，人が遭遇する「不思議」を科学（サイエンス）の力で解明す

ることは探究心のおかげであることなどが分かったとも述べた。

自然保護問題については， 自らが自然に人工の手を加える技術者であることからジレ

ンマに陥ったが，結局「試験管の中にも自然がある。技術も自然の恵みを受けている。

大自然の恵みである資源を有用なものにする技術は，大自然の法則に従ってこそ初めて

すべてが可能になる。人は自然にそむいては何もできない」と気付いたという。

したがって「技術者が自然を破壊することは恥しいことで，同様に山男は自然保護と

いうことでは毅然とした態度で模範を示すべきだ」と助言。最後に「そこに山があるか

ら登るというのでなく， 自分たちは良い人間だから山に登るというようになってほし

い」と強く呼びかけた。

国際アルピニスト大会特別記念講演

「私とヒマラヤ」

エドマンド・ヒラリー卿

(エベレスト初登頂者・ニュージーランド）

ヒラリー卿は， まず登山について， 「私の生涯で大変に幸福な経験だった。恐怖もあ

ったが，ふだんの能力を越える力を発揮させ，勇気をふるい立たせるものであった。山

を征服することだけでなく，恐怖心に打ち勝つ方法を学んだ」と，人生観と重ね合わせ
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ながら，その魅力を語った。

1953年（昭和28年） 5月29日のエベレスト初登頂については， 当時のカラース

ライドを使って，人間を寄せつけないような氷壁やクレバスの状態などを詳しく紹介。

苦闘の中で頂上に立ったことは「(隊員）一人ひとりに違った意味があった」とし， 「私

にとっては， エベレスト地区の人たちのために何かしたいと考えたことであった」と述

べた。

その決意の通り （ヒマラヤ財団をつくって)， これまでに学校25， 病院2，診療所

12を建設してきたという。現地の若者を“医師”として養成， 簡単な医療の普及に努

めている様子なども話し， これらは「私が一番うれしく （誇りに）思っていることで

す」と締めくくった。

会場の質問にも答え，最近話題になっている英人マロリーのエベレスト初登頂（1924

年）説について「彼は私にとって大変な英雄だ。頂上に達したかどうか分からないが，

私自身は最初の登頂者であってほしいと思っている。しかし一番大事なことは安全に登

頂して，安全に下りることだ」と述べた。シェルパのテンジンと頂上に立った時の瞬間

を「彼の手を握るために手を差し出したら，彼は両手を私の肩に広げてきた。私たちは

両手でしっかりと抱き合った」と再現した。

＜付記＞

それぞれのご講演を，要旨として議長団でまとめさせて頂きました。

セッションⅡでは，討論があり活発なものでしたが，時間も少なく割愛しまし

た。

本シンポジウムは， 中村純二氏，鴫原啓佑氏，松田雄一氏，湯浅道男氏，神崎忠

男氏の五岳兄に特別にお世話になりました。またE・ ヒラリー卿の特別記念講演に

つきましては，吉沢一郎， 中村テル両名誉会員のご尽力によって開催でき，本大会

に大変良い意味で大きなインパクトを頂きました。

ご後援とご支援に， あらためて御礼申し上げます。

1987年3月

国際アルピニスト大会組織委員会

文責：武田武・田中弘美
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小島烏水
全14巻

別巻1

編集委員＝島田巽・串田孫一・ 111崎安治・近藤信行

く第14回配本＞好評発売中ノ
全巻の内容構成

’
ほ
か⑫山の風流使風 者

1初期文集8,800円

2｢文庫｣時代(-) 8,800円

3｢文庫｣時代(=) 9,800円

4山水無垂蔵不二山ほか8,800円

5日本山水論山水美論ほか8;800円

6嚢表日本アルプス(第一巻)6,800円

7日本アルプス(第二巻･第三巻)7,200円
8日本アルプス(第四巻)ほか8,800円
9氷河と萬年雷の山ほか8,800円

10書斎の岳人アルピニストの手記ほか
8,800円11便松の匂ひほか8,800円

12山の風流使者ほか9,800円

13浮世絵と風景画ほか9,200円

14江戸末期の浮世絵ほか8,800円

山と芸術に生涯をかけた烏水の遺著に、晩年
の随想および講演等を収録

山の風流使者(風流漂泊の第一歩心を殿へる

草畦の旅欧州アルプス最初の邦人登山者

山の画家茨木猪之吉登山家マムと日本山岳

会の人々山の因縁五十五年） 阿佐谷文草

私の山谷放浪山と人の素描本邦の山岳文

学過ぎにし旅のことども越中山川譜芭

蕉の旅と句碑山へ帰らう 他

菊判・上製648頁定価9,800円

歴
隙
臘
篭
蕊 蕊蕊蕊蕊鍵蕊蕊溌診砥

一

N.ディーレンフアース

T.ヒーベラー他著

日本語版監修西堀栄三郎

宮下啓三

本書は、 600枚におよぶ美術的にたのしめ、かつ科学的

に貴重な写真・図版類をもとに、地球上の山岳の全体像

を多角的にわかりやすくまとめたスタンダードワーク(基

本図書)である。 B4変型判･上製函入･310頁18,000円 β

遥かなり

エヴェレスト
ーマロリー追想一

半世紀余り前、エヴェレスト初挑戦の英国隊

の一員に選ばれ、その第三次遠征時に頂上を

目指したまま還らぬ人となった若きアルピニ

ストG･L･マロリーの素顔を、多様な人々と

の出会いや英国の社会背景を通して描いた追

想記。 四六判･292頁1,500円島田巽著

●日本の近代アルピニズム史上に燦然と輝く不朽の山岳名著

覆刻日本の山岳名著潟,辮醗山鵠蕊皐_第100号
企画･編集＝日本山岳会■現金価格190 000円(分売はいたしません) 内容見本呈

●近代登山の黎明を告げる先縦者たちの限りない"山への讃歌”

新選覆刻日本の山岳名著議騨，点付･解題書’
企画･編集＝日本山岳会■現金価格175,000円(分売はいたしません 内容見本呈

〒101束京都千代田区神田錦町3-24振替/東京9-40504電話(03)294.2221<大代表＞

大修館書店



刃昴米
お湯を注いで10分、

ホカホカのご飯ができあがり

姉妹品ｱﾙﾌｧ赤飯

装備を
へらせ

時間を
かせげ

お求めは全国有名スポーツ用品店で．．”

③量
尾西食品株式会社
本社東京都港区三田4－15－36メゾン・ド･聖坂内

TELO3－452－4020 FAXO3－456－3783

大阪大阪市淀川区新高1 －15－41
TELO6－391－5995 FAXO6－396－6156

二
十
数
年
来
、
三
○
○
回
以
上
の
フ
ラ
イ
ト
を
重
ね
、

文
Ⅱ
鑑
輻
亦
準
畦
津
缶
蓉
討
録
怜
赤
舞
撮
庫
鋤
娠
峰
越
託
諦
碓
儒
糾

集
大
成
。
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
に
は
必
見
の
書
。

○
最
新
刊
発
売
中
Ｂ
５
変
型
一
五
二
頁
定
価
四
八
○
○
円

世
界
中
の
名
だ
た
る
名
峰
の
航
空
山
岳
写
真
集
／
、

深
田
久
弥
著
望
月
達
夫
・
諏
訪
多
栄
蔵
・
雁
部
貞
夫
・
池
田
常
道
編

普
及
版
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
全
５
巻

四
六
判
各
巻
定
価
一
七
○
○
円

《新書版》
山岳名著選

叩
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
’
二
四

振
替
東
京
九
’
三
三
二
二
八
／
電
二
九
一
’
七
八
二

ヒ
マ
ラ
ヤ
文
献
目
録
薬
師
義
美
編

Ｂ
５
判
定
価
一
九
○
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○
円

空
撮
・
世
界
の
名
峰

処
女
峰
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
粥
印
米
峰
登
頂
エ
ル
ゾ
‐
グ
／
近
藤
等
訳

定
価
一
二
○
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円

星
と
嵐
’
六
つ
の
北
壁
登
行
レ
ビ
ュ
フ
ァ
／
近
藤
等
訳
定
価
一
○
○
○
円

大
い
な
る
山
の
日
々
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
／
横
川
文
雄
訳
定
価
三
○
○
円

ジ
ャ
ヌ
ー
北
壁
小
西
政
継
定
価
三
○
ｏ
円

可
愛
い
山
石
川
欣
一
定
他
○
○
○
円

山
田
圭
一
作
品
集

白
水
社



が
、
テ
ン
ト
を
軽
く
し
た
。
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理想のテントを語るとき、設営面での●エスパース･マキシム

機能は言うに及ばず､重量と収納の問

題も大きな争点になる。重量の問題は

登行時の疲労に､収納の問題は食料や

衣服の携帯に、 それぞれ大きな影響を

与えるからだb

｢エスパース･マキシム｣は､"理想のテント”

としてクライマーの厚い信頼を得ている

くエスパース･シリーズ>の最新作。従来

以上に軽量化･コンパクト化を目的とし

て設計され、独自の生地とフレームの

使用により、6009～9009の軽量化､収

納スペースも光以下のコンパクト化に

成功｡最も軽くコンパクトなプライベート・

テントが、ここに誕生した。

<生地＞ ：細い糸が密度濃〈打ち込まれており、従来の

テントには見られない、軽さとしなやかさを実現。

<フレーム＞ ：軽合金中空フレーム(U､S､A製)の開発に

より､従来の｢1本製フレームでは実現て､きなかった､細く、

軽く、強いポールを実現。設営も非常に簡単で魂

ミニ(1～2人用)¥35,000:本体210×110×110ml/1.72kg

2~3人用¥39,000:本体210×150×125cm/1.96kg

4～5人用¥46,000:本体210×210×145cm/2.38kg

聾

＊

ESMCEMAXIM
エスパース･マキシム(オールｼｰスﾝ）

熱雰雨戸山。高田馬場

Oカタログこ希望の方は､住所､氏名､年令､職

業､掲載誌名を明記｡切手170円分を添えてご

請求ください。

本店／東京都新宿区高田馬場3-3-3〒'60
03-371-4333㈹営婁時間／AMIO:30～PM
8:30(平日）AMIO:30～PM7:00(日･祭）



栄
光
は
、
こ
こ
に
確
か
に
語
り
継
が
れ
る
Ｕ

そ
し
て
、
私
た
ち
の
胸
に
、
●
茜
○
○
ｍ
以
上
：
界
の
苫
名
山
研
リ
ス
ト
●
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
冊

［
第
Ⅱ
期
顯
諸
緒
灘
讓
穰
勵
議
蒸
．

し
っ
か
り
と
刻
み
こ
ま
れ
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
胸
に
、

し
っ
か
り
と
刻
み
こ
ま
れ
る
。

近
代
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
開
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の
す
べ
て
を
記
し
た

『
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ワ
ー
ル
ｆ
、

第
Ⅱ
期
、
全
５
冊
、

待
望
の
ピ
マ
ラ
ャ
煽
年
誌
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を
加
え
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い
よ
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、
刊
行
で
ま
〕

全
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冊
セ
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ト
／
Ⅶ
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上
旬
刊
行

〈
第
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冊
セ
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価
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現
金
価
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（
定
価
）
１
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５
，
０
０
０
円

分
割
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価
格
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０
円

●
支
払
期
間
、
か
月
・
支
払
回
数
、
回
●
実
質
年
率
恥
実
均
等
払
の
場
合
｝
雰
製
り
は
ご
蕊
く
だ
§
。

Ｂ
５
判
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５
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２
ミ
リ
）
／
平
均
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１
０
頁
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平
均
写
真
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“
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日
本
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版
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等
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桶
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月
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師
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／
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沢
一
郎

渦
巻
～
Ⅳ
巻
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９
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～
１
９
６
９
）

唯
ヒ
マ
ラ
ヤ
編
年
誌
１
ヒ
マ
ラ
ヤ
編
年
誌
２

栄光の時代を語り継ぐ咳]の名誉」
遂に邦訳｡

ETH

1NOUNM

WORLI

U
，R

M

ス山岳研究財団編スイ 〕

ウンテシ･ワールドマ
本巻17巻･別巻2巻）総19巻（

小学館

[第1期]8巻～14巻
く第1期全7冊セット定価）

[第Ⅲ期]1巻～7巻

51期]8巻～14巻(1953~1963)全7冊/好評発売中／
〈第1期全7冊セット定価>現金価格(定価)175,000円/分割価格182,000円

刑期]1巻～7巻('946~1952)全7冊/'88年秋刊行
詳しい資料を差し上げま戎〒lOl東京都千代田区一ツ橋2-3-｜小学館宣伝部｢マウンテン･ワール間係までおハガキで上，
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●
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９
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東京都中央区銀座1-3-9／振替東京1-326



とⅢズキ臣の専門店

クレッターザック

キスリング

夏冬用テント

カナダ､カウチン・

オリジナルセーター 時
東京都文京区湯島3－38－9

⑦113 片桐盛之助

電話東京(83'){;開罐
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鈴 亀
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叩とスキー

1 ｣ q
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▲ 山友社だが〃乙震

〒160四谷1－｡20相田ビルTEL(351)7432･1912,
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新宿駅ビル111友社
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八覗洲l ]店

新宿駅ビル111友社
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侭撚
限驚鍵

鍵

薑
■■

深Bi？

蕊駕篭

DJ･=■･ロ｡,

＃詞

無酸素・軽装備・少人数・短期間一信じられない過

酷な状況をことごとく征服。ヒマラヤの巨峰を登りき

った鉄人メスナーの偉業と人間像を浮き彫りにする。

一
■
丙
大
好
評
東
京
新
聞
の
山
岳
蚕
】
ロ
■

関
東
ぶ
ら
り
山
歩
き
需
人
編
集
部
・
編

迷
わ
ず
遊
べ
る
、
関
東
の
山
帥
コ
ー
ス
。
定
価
８
０
０
円

関
西
ぶ
ら
り
山
歩
き
儒
人
編
集
部
・
編

だ
れ
で
も
登
れ
る
関
西
の
山
師
コ
ー
ス
。
定
価
８
０
０
円

岨
歳
か
ら
の
山
歩
き
岳
人
編
集
部
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編

熟
年
枇
代
の
入
門
コ
ー
ス
精
選
帥
関
東
編
定
価
８
０
０
円

山
の
雑
学
ノ
ー
ト
岳
人
編
集
部
・
編

山
の
楽
し
さ
、
山
の
知
識
が
い
っ
ぱ
い
γ
、
定
価
６
８
０
円

登
山
ミ
ニ
百
科
岳
人
編
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部
・
編

登
山
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
徹
底
網
羅
。
定
価
６
８
０
円

岩
場
ル
‐
‐
卜
図
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森
康
行
・
監
修

日
本
六
大
岩
場
ル
ー
ト
を
重
点
的
に
取
材
。
定
価
２
３
０
０
円

日
本
の
岩
場
小
森
嬢
行
・
箸

日
本
の
代
表
的
岩
場
を
ル
ー
ト
図
で
解
説
○
定
価
３
２
０
０
円

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
岩
場
小
森
康
行
・
著

本
場
ア
ル
プ
ス
の
瑞
場
を
克
明
に
紹
介
。
定
価
３
８
０
０
円

登
山
の
医
学
謹
轌
鮮
麗
識
Ｂ
・
訳

野
外
ス
ポ
ー
ツ
に
必
携
の
「
救
急
解
説
書
」
。
定
価
２
０
０
０
円

岳
人
事
典
編
集
委
員
溌
蕊
驍
肇

蓋
山
家
待
望
の
〃
山
の
総
合
事
典
“
。
定
価
５
０
０
０
円

新
岳
人
購
座
全
九
巻
監
畿
難
讓

登
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０
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当社のモットー

○お客様に誠意を尽くし、行動で献身する。

○最新の技術で、ユーザー本意のシステム作りを心掛ける。

○社員の尊厳と権利を尊重するよう努力する。
0

､

業務内容
f〆

電子計算機及びその周辺機器に関する

ソフトウェアの開発、機器販売、コン

サルト、教育等

ジ

再冥号軍0熟･蕊
ー

設立：昭和56年9月

資本金：400万円

社員数:20名

所在地：〒160束京都新宿区西新宿

7-18-12新都心ビル4F

TELO3 (371) 1151

FAXO3 (371) 1154
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書
判
各
定
価
７
４
０
円

雨
冨
Ｌ
生
き
る
上
・
下

で
あ
る

で

あ

る

日
本
人
名
士
登
山
家
と
ス
イ
ス
山
案
内
人
と
の
美
し
き
友
情
と
ロ
マ

ン
。
登
山
家
と
山
案
内
人
、
自
然
対
人
と
の
交
流
を
通
し
て
真
の
友

情
と
人
生
の
喜
び
を
伝
え
る
、
す
べ
て
の
人
に
必
読
の
書
″

「
Ⅲ
案
内
人
手
帳
」
に
記
さ
れ
た
、
登
山
者
と
山
案
内
人
の
信
頼
と
彼
ら
の
山
に
対

す
る
真
筆
な
ま
で
の
情
銚
十
１
１
人
間
か
ら
人
間
へ
と
清
い
友
情
を
通
じ
る
美
し
い

登
山
者
魂
Ｔ
ｌ

は
、
山
愛
好
家
だ
け
で
な
く
、
万
人
に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
。

ス
イ
ス
山
岳
会
会
報
（
一
九
八
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
著
者
の
手
紙

「

前
略

私
の
考
え
で
は
、
純
粋
で
真
実
の
友
情
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
ま
た
、
人
類
の
文

化
の
出
発
点
で
も
あ
り
、
も
し
全
て
の
登
山
者
が
仲
間
の
死
に
出
会
わ
ず
に
真
実
の
友
情
を

識
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
神
秘
的
な
思
想
の
『
無
』
だ
け
で
な
く
、
神
を
貫
い
て
神
性
、
無
ま

で
行
こ
う
と
し
た
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
思
想
も
悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の

。」

あ
と
が
き
よ
り
抜
粋

○
ス
ポ
ー
ツ
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ

○
山
岳
名
著
選
集
１
白
取
莚
刺
刊
／
，

雪
に
生
き
、
ス
キ
ー
に
明
け

暮
れ
な
が
ら
全
国
を
転
々
と

し
て
刻
み
つ
け
た
、
著
者
と

工
夫
と
忍
耐
の
生
活
ぶ
り
を

浮
き
彫
り
に
す
る
。

ｌ
謹
呈
山
教
本

２
登
山
技
術

３
世
界
の
山
岳

４
山
の
、
心

５
山
の
自
然
科
学

６
山
の
資
料

驚
蕊
驚
天
山

中
国
新
彊
人
民
出
版
社
編
／
定
価
６
９
０
０
円

ア
ム
ネ
マ
チ
ン

上
越
山
岳
協
会
編
／
定
価
４
８
０
０
円

中
国
登
山
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

須
貴
伊
・
屋
磨
。
加
波

上
越
山
岳
協
会
編
／
定
価
１
８
０
０
円

中
国
人
民
体
育
出
版
監
修
●
Ａ
５
判

高
橋
半
左
ヱ
門
編
／
宗定

唾
唾
可
唖
垂
壺
犀
溌
唾
蕊
認
壺
海
津
剛
ル

山
に
生
き
て
稗

ゞ
価
３
鎭
円
』
捌

ス
キ
ー

ヤ
マ

蕊ベースボール

価
２
８
０
０
円

･ﾏガジﾝ社毎101東京都千代田区三崎町3-10-10603(238)0181振替･東京8-46620
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円

ナ
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回
想
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元
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こ
コ
ッ
プ
了
善
一
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価
１
９
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０
円

北
ア
ル
プ
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白
馬
讃
歌

大
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定
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著
定
価
１
９
０
０
円

ス
イ
ス
の
山
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オ
レ
ル
・
フ
ュ
ス
リ
ー
社
編
／
定
価
１
９
０
０
円

ア
ム
ネ
マ
チ
ン
初
壹
頂

上
越
山
岳
協
会
編
定
価
２
４
０
０
円

ブ
モ
・
リ
世
界
で
最
も
美
し
い
山

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
レ
ン
ザ
ー
著
〆
定
価
２
５
０
０
円

〃
遠
い
頂
〃
ヌ
ブ
ツ
エ

登
歩
渓
流
会
編
著
定
価
２
５
０
０
円

遥
か
な
る
天
山

Ａ
ナ
ル
ダ
、
イ
セ
ミ
ヨ
ー
ノ
フ
著
〆
定
価
２
５
０
０
円

（
ミ
ー
ル
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
城
塞

田
村
俊
介
編
著
定
価
２
５
０
０
円

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
章
頂
記

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ル
マ
ン
著
〆
定
価
２
５
０
０
円

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂

マ
ッ
ク
ス
・
ア
イ
ゼ
リ
ン
著
〆
定
価
１
５
０
０
円

冬
の
宝
オ
ガ
ー
北
壁
初
章
華

ト
’
－
１
ヒ
ー
ベ
ラ
ー
著
定
価
１
２
０
０
円’



豊かな

生活環境を築きあげる………

（電機）
●電気洗濯機

●衣類乾燥機

●ウォータークーラ

●冷凍・冷蔵ショーケース

●各種ショーケース

●業務用冷蔵庫

●産業用保冷庫

（機器）
●工業用フィルター

●水処理装置

●熱交換器

●温度ブースタ
●フィンチューフ

●真空凍結乾燥装置

●各種精密金型

（建材）
●カーテンウォール

●サッシ・ ドア

●改装サッシ

●省エネルギーサッシ
●クlノーンルーム設備･関連製品

●用途別サッシ・ ドア

●アルミ発色NKカラー

刃日愈建鐵腕式会社
取締役相談役早川種三

東京都千代田区大手町2－6－2 〒100

TEL東京(03) 270-6511(大代表）

飼料･肥料配合ブﾗﾝﾄのｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

飼料・肥料製造用諸機械及び部

品の販売・関連機器の斡旋取扱

株式会社橘エンジニアリング
名古屋市中区橘一丁目27番8号

〒460盆名古屋052(321)1501(代）



社●大阪市西区立売堀1丁目6-17a(06)531-47611e/〒550

毒シペ必畜京営業所.港区芝大門,-,5-8布寓ｽｶｲピﾙ念(03)‘37-939,㈹/〒,0‘
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職溌 弾

蕊溌 蕊議蕊
ｲBクラブに入会しま

会金無料、年会費として切手'5

ﾐMBクラク
今,全鉦米斗汪今責 手金 し て

せんか／

500円分こ・同封いただければ､「モンベル｣｢ゼロポ〃

斗配布致します。また､アウト ドア情報やイベント

黄員証をお送りします。お申し込み、お問い合わ‐

上お申し込み下さい｡(有効期間｜年）

番'6号堺市郵便局内私書箱30号Tel O6-536-574C

ノせ

イ封 だ れ ま分 た 亡／″、ノレ」． 上凹′｣、ｰ

ドア情報やイベント

ま

ウ

や イ布 す致

し

ま

申 わ送 込 せお◎

み下さい｡（申 有 期さ

内郵便局 言

ン卜」「パタゴニア」などの

､の案内、カーステッカー、

は下記の住所まで氏名、

ア．．．

へ 内 力の

氏名

1入

グを定期発行の都度、無料配期 のｲ丁夕力 里

ガード兼用の会員証をお

賎業を明記の上お申し込

堺市南瓦町2番'6号堺1

兼用 を お力 の

記の上お申し込職業 を 明 し

市 番 号 堺

エマージェンシー

住所、電話番号、

MBクラブ〒590

話 番

ロ弓

M B フ

鐸



ニッチ 、グリーンの表紙に衣替え〃

登山･ハイキングシリーズ琴 ・ノ、 、山 イキ〆専 ズシリー

定評ある著者陣容／

全56巻

定価各600円’
※登山･ﾉ可キングシリー式二はこれだけの仲間が

①奥武蔵武甲‘霊取 、蔵王連峰

②奥多摩大菩薩 ⑳八幡平岩手山･駒ケ岳

③奥秩父 ⑮霧ケ峰白樺湖･蓼科山

④陣馬,高尾秋川溪谷⑳霊ﾉ平

⑤丹沢山塊 ⑳妙高･戸隠野尻湖･黒姫

⑥富士･五湖三ｼ峠 ⑳南ｱﾙプｽ北部

⑦箱根熱海･湯河原 ⑳中央アルプス

⑧奥日光奥鬼怒 ⑳南アルプス南部

⑨尾瀬銀山湖 ⑪北アルプス

⑩軽井沢妙義山 ⑫加賀白山白川郷

o伊豆半島大島 ⑬飯豊･朝日

⑫三浦半島鎌倉 ⑭大雪山層雲峡･然別湖

⑬美ヶ原鰯ケ峰 ⑮槍，穂高アルプス銀座

⑭谷川岳 ⑮立山‘剣黒部溪谷

⑲八ヶ岳夢科山 ⑰東海自然歩道I

⑯那須･塩原鬼怒川 ⑯東海自然歩道II

O磐梯･吾妻安達太良⑲東海自然歩道Ⅲ

⑱志賀高原草津白根 ⑳入笠山守屋山･高遠

⑲上高地乗鞍岳 O苗鳴･鳥甲清津峡

⑳黒部･白馬鹿島槍 ⑫越後三山奥只見･巻機山
、房総半島 、御岳木曽路

⑳浅間,菅平

イ ン

山の本屋
山のエッセイ、記録、ガイド、地図、技術書、自然観察、

鳥、動植物、エコロジー、自然と共生できるための暮し…・

山と自然のたくさんの本たちが、

あなたとの出会いを待っていますo (新刊書籍･雑誌BN)

山岳会誌などの持込みも歓迎！ 通信販売も承っております

木回舎
｜ ｜ ：00AM~7:0OPM

東京都杉並区阿佐ケ谷南3-45-4

03(398)2666

JR阿佐ケ谷駅徒歩3分碧
蕊塁圭L＝



山巻溪谷社創立55周笙記念出版

北は利尻島・利尻111から南は屋久島・宮之浦岳まで，全国の名だたる名峰たちが
オールカラーで全員集合1著者は各山城をホームグラウンドとする第一線のカメ

ラマンたちで，数年にわたって撮り下ろした魅力たっぷりの口絵写真と，代表的
登山コースを詳細なカラー写真とガイド文，地図で案内するグラフィック・ガイ
ドとの二本立てです。 また各山城のワイドな折込航空写真も付いています。

別囲囲囮胴四岡國mmmmmm岡mmmmm同同国囿圖囚同国皿

蕊灘
三 永 郎

●定価各1700円〒不要(別巻『日本の名峰五○○』のみ定価1200円）
B5判変型(245×182ミリ)/オールカラー108頁/略装丁

＊全巻お買い上げの方に別巻『日本の名峰五○○』をプレゼント致します。

卸

港畿翻|私山と船社
念03(436)4055
振替･東京8-60249



中川武

バッジ・タイ止・ループタイ・美術造型看板

〒102東京都千代田区1番町4 TEL262.0525

よりよきテントの最高峰を

めざす蕾田テント〃
植村直己北極点単独旅行

日本大学北極点遠征隊

植村直己アコンカグア登山隊

北海道大学バルンツエ登山隊

植村直己冬期エベレスト登山隊

明治大学エベレスト登山隊

早稲田大学K2登山隊

第26次南極観測隊

和泉雅子北極点遠征隊

第27次南極観測隊

風間深志北極点遠征隊

1978年

1978年

1980年

1981年

1981年

1981年

1981年

'984年

'985年

1985年

1987年

夏山用テント

冬山用テント

小さな店の大きな自信/吉田テント副3蕊鱸濡蝋醗

鍾壽雀
咄Ⅷ鴫〃
麹

テントの専門メーカー



わたしの草と木の絵本
坂本直行1,200円

雪原の足あと画文集
坂本直行3,800円

坂本直行淡彩画絵はがき
2集、 3集各300円 4集400円

山旅の足音
渡辺兵力 1.400円

ランタン紀行
エーデルワイス・クラブ1,500円

エーデルワイスの詩
坂倉登喜子3,800円

カンチェンジュンガ縦走
カンチェ登山隊5,000円

ナンダ・デヴィ縦走1976
ナンダデヴィ登山隊3,900円

マナスル1974
日本女子マナスル隊3,400円

登頂ゴジュンパ・カン
高橋進900円

遙かなる未踏の尾根
日本山岳会東海支部4,800円

ダﾘﾝデﾙヴｧﾙﾄの山案内人
ブラーヴァン 3,800円

続ブータン感傷旅行
小方全弘 1,500円

山岳日本山岳会
62年～81年(1986年）

2,000～3,500円
山岳総索引 1,000円

低山高跳
神谷恭遺稿と追悼2,900円

山ひとすじ
中村謙遺稿と追悼3,400円

川内山とその周辺
笠原藤七1,500円

青空と輝く残雪の山々
山田、横山共著 1,300円

句集雷烏
小林碧郎2,200円

山稜の読書家

山 島田巽3,900円
山・人・本
島田巽2,400円

の山なみ帖
小谷隆-3,200円

わが登高行上巻3,800円

本薫嘉る山購:::：
川崎精雄ほか 続編1,800円

登山史の周辺
山崎安治3,800円

茗磯既耕
快晴の山

溪羅撚氷阿
山に忘れたパイプ°

堂藤島敏男ﾖ"200円
忘れえぬ山の人びと

振電毎望月達夫 1,900円
替話一
東○折々の山
京○一 望月達夫 1,900円
八三

上上墓山を見る日
西五罰 川崎精雄2,900円
七一千山は満員

三焔渡辺公平2,200円
四区すこし昔の話

盤初見一雄↑"200円
曽我がスキーシュプール
今 麻生武治3,400円
Fコ

テ小さな頂
一原有徳2,900円

北の山続編
伊藤秀五郎2,700円

詩集山の風物誌
伊藤秀五郎1,400円

原野から見た山画文集
坂本直行4,200円



幻の山岳部誌・原装復刻300セット刊行〃

(全17冊／別冊索引付）
(大正8年第1冊～昭和49年第'7冊）

揃定価98,000円

鍵灘鍵識 鍵鍵
●本書は一慶応大学山岳部の部誌の域を

超えて岳人たちに多大な感動を与えた

憧れの名著て繊す。

●本書で活躍した著者の中から鹿子木員

信・大島亮吉・槇有恒・三田幸夫等の

大〈の山岳名文家が出現しました。

●総頁約4800頁、写真など200面

からなる本書は入手はもちろん閲覧す

ら困難な帆幻の本心て､､す。

§

発行出版科学総合研究所 東京都千代田区神田神保町｜丁目47番地大森ビル2F 〒'01
－～ －－､← 一一－ 一一 電話東京（03） 233-3241～3電話東京（03）

、 〆

一流アルピニストがVTRで実施指導〃

最新VTR登山技術シリーズ（全六巻）

↓

全巻そろい定価15万円(マニアル付）

……1 5ロッククライミング

．.…・2 6フリークライミング

･…・・ 1 企画監修 （社)日本山岳協会

制 作㈱オートスライドプロダクション

……2 製作協力㈱カモシカ

既刊四巻好評発売中昭和63年3月全巻完結

､簿蕊蕊諺蕊臼奉専門書販尭平野需蹴拶冒蕊綱溝瀧更ア

登 旨且 行
本書の特色

澪登山技術集成
全巻内容



編
集
後
記

＊
昭
和
六
十
二
年
度
の
総
会
で
報
告
さ
れ
た
会
員
総
数
は
四
二
一
○
名
。
そ
の

う
ち
通
常
会
員
は
四
○
九
七
名
で
す
。
東
京
麹
町
の
本
会
ル
ー
ム
で
は
、
各
種

会
合
や
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
集
ま
り
も
、
収
容
能
力
の
関

係
も
あ
っ
て
、
三
、
四
十
名
の
参
会
者
が
あ
れ
ば
大
盛
況
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
内
容
の
濃
い
集
ま
り
で
も
、
そ
の
恩
恵
を
享

受
で
き
る
の
は
全
会
員
の
わ
ず
か
哀
衲
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
、
な
ん
と
九
十

九
ダ
Ｈ
の
会
員
は
、
会
の
活
動
の
大
き
な
核
の
一
つ
で
あ
る
そ
う
し
た
集
ま
り

に
参
加
で
き
ず
、
内
容
も
正
確
に
は
わ
か
ら
ず
、
会
の
動
向
も
充
分
理
解
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
「
山
岳
」
で
は
、
そ
う
し
た

行
事
の
中
か
ら
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
、
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い

も
の
を
重
点
に
内
容
を
紹
介
す
る
よ
う
つ
と
め
て
い
ま
す
。

＊
い
う
ま
で
も
な
く
「
山
岳
」
は
、
特
定
の
趣
味
や
目
的
を
持
つ
一
部
の
人
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
歴
史
や
文
芸
、
科
学
的
研
究
、

高
峻
山
岳
で
の
尖
鋭
的
な
実
践
や
幅
広
い
自
然
と
の
対
話
な
ど
、
多
角
的
、
多

面
的
に
山
と
か
か
わ
り
を
持
つ
そ
う
し
た
四
○
○
○
人
の
会
員
の
た
め
の
も
の

で
す
。
今
号
で
も
そ
う
し
た
方
々
の
う
ち
か
ら
助
言
や
提
案
を
い
た
だ
き
、
誌

面
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九
十
九
沙
川
の
会
員
各
位
に
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

＊
今
号
で
も
ま
た
、
前
項
の
よ
う
な
意
図
に
反
し
て
賛
同
を
得
ら
れ
ず
掲
載
で

き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
で
す
。

＊
永
年
つ
づ
い
て
き
た
表
紙
の
ロ
ー
マ
数
字
に
よ
る
号
数
表
示
は
、
趣
き
も
愛

着
も
あ
る
の
で
す
が
、
会
員
数
の
増
加
な
ど
か
ら
不
都
合
な
面
も
あ
る
よ
う
な

の
で
、
今
号
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
変
更
し
ま
し
た
。

＊
今
号
で
も
高
遠
宏
、
松
家
晋
両
氏
の
協
力
を
得
ま
し
た
。（

編
集
担
当
・
大
森
）

発
行
所
懲
日
本
山
岳
会

本
誌
掲
戦
の
配
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載

を
禁
じ
ま
す
。

山
岳
第
八
十
二
年
（
通
巻
一
四
○
号
）

一
九
八
七
年
十
二
月
二
十
日
発
行

価
三
五
○
○
円

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
’
四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ッ
四
番
町

（
〒
一
○
二
）

電
話
東
京
二
六
一
局
四
四
三
三
番

振
替
口
座
東
京
三
’
四
八
二
九
番

発
行
人
今
西
寿
雄

編
集
人
大
森
久
雄

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

発
売
所
株
式
会
社
茗
渓
堂

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
Ｉ
一

電
話
東
京
二
九
一
局
九
四
四
二
番

振
替
口
座
東
京
八
’
二
四
七
二
三
番



トレッキングカ､らエクスハこディションま~で
アルパインツアーはヒマラヤからカラコルム、

ヨーロッパアルプス､アラスカ､カナﾀﾐUSA､南極、

アンデス､パタゴニア､ニュージーランK中国、

アフリカ､北極|劇その他の山岳地帯.辺境地帯への

主催ツアーやインフォメーションを用意しておりますb

もちろん日本国内の山旅も企画しております6

1､レッキングのパッケージはもとより登山隊のための

航空便や地上手配などに関し､私達は豊富な知識と経験をもとに

ご相談に応じることができま魂ぜひ､お問合せ下さい。

運輸大臣登録一般旅行業第490号／日本旅行業協会正会員／ロイヤルネパール航空代理店

a()3(5()3)l()ll(代炎）

B()6(227)5194(代衣）

m)52(581)3211(代災）

m)()2(715)1557(代衣）

外〔卵(郁港lX新橋2-2-2(川&"IMiビル7階）

大阪IIj*Iえ備後町5-15(東洋ビル4階）

鞘!{搾巾II!村区潴駅3-23-6("2T･福ビル4階）

冊前l'li'|1典区大樹2-9-25(わこうビル3階）

東京／〒1()5

大阪／〒541

名古屋／〒45(）

福岡／〒810

雪…豆の”
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